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加 和 26 年 4 月 3 日 及び 4 日 HORACE PARMICKC 
Proceedings of the 10th General Meeting of the Japanese Cancer 
Association | 


held on April 3 and 4, 1%1, at Tokyo University. 


Pl La の HE 


HES (会 長 ): これ か ら 第 10 回 日 本 癌 学会 総会 を 開く 。2 期 2[ 


る が , これ は 本 会 と し て 変 前 の こと で あり 。, 本 会 の 歴 更 に 一 紀元 を 剖 す る も の と へ る 。 日 


AC 


) 痛 の 研究 が な か くも 盛ん に な つた こと は 厳 に 御 同 魔 の 弄り で ある 。 


ICHS3DT» 


HES ICRA MODEL IO D SEL LTSTSLOCHSS, COMEL ERK TRATHD 


る も る の と する と と は , 我々 に 課せ られ た 責務 で ある 。 われ われ は 少 成 に 安 ん を づる こと な くぅ, 一 
層 の 努力 を 以 つ て 事 に 当ら な けれ ば な ら た な い 。 

人 回 は 止む を 得 な い 事 計 の た め 会 場 ふ 手狭 で あり , その 他 不 便 な こと も あつ て 申し 訳 な い 。 
郡 え な 困難 を 排 し て 今日 開会 の 運び に な つた こと に つい て , 日 本 医学 会 遇 部 を 始め 本 会 太田 ] 


た 幹事 を 中 心 準 備 に 当ら れ た 方 = に 対し て 厚く 御礼 中 上 げ る 


忙し い 日 程 を ひか へ て いる の で , 仙 東 に 以上 を 以 つ て 開会 の 御 挟 打 と する 。 


re ah 


1. 2 7 DHE PO Katy A EI DENT 
依る 組織 呼吸 の 変化 
FHER, EBRERB (Rn inneren) 
Experimental studies on the mechanism of quinone carcinogenesis. 


First report. Changes in tissue respiration due to quinone influence. 
YOSHINORI HIRAI, NOBUJIRO TAKIZAWA. 


既に マウ ス の 皮膚 に p-Quinone ON v Y — HIE CIT BLS OM EERE | 


た 。 THE RED p-Quinone, Hydroquinon, ic yO 全体 で ある 
Quinhydrone を 作用 させ 家 吉 腔 見 の 肺 上 上 友 , FEISS 48 WEP ORO peter “aah 


す ナー カ 結 締 細胞 は 壇 殖 が 抑制 され る 事 を 見 , し か も Quinhydrone STR (EHD Sa Te 


認め 報 生 し た 。 今 回 は Warburg が 提唱 し た 弁 瘍 組織 に 於 ける 物質 代謝 CORRS RANT ENT 


fen) の 特異 性 と id» Quinon ( 王 に Quinhydrone) の 正常 成 革 マ ウス 邊 組 織 こ は 


ROBE a BRAK L- Zee 
91 


に 
3 











だ 験 方 法 : 体重 20g IO MEME THER Tv A EHRE OR + iA HY LAE 
FRAY THOK CHE, KC/T CHASE HI L, 通気 前 で pH 8 oF Ringer TE 
WEL, Warburg の 新法 で 測定 し た 。 MERKEN AR 5.25cc か ら 7.5cc の も の を 用 い , 
測定 湾 度 は 37.5°C. 肺 臓 を 別 出し て か ら , 最長 で 1 時 間 條 以内 に 測定 を 完了 し た 。 Quinhy- 
drone (t7Kic it MAME CIN CS, アル ュー ル 中 に も 15% 位 し か 溶解 し な い 、 そこ で 1 22 ア ル 
ュー ル 溶 液 を 原液 と し た の で , アル ュー ル の 影 手 を 一 定 に する 包 に 第 一 夫 了 で は アル コール の 
合 有 量 は 何れ も る 12 に 限定 し て 行 つ た 。 Quinhydrone の 稀釈 倍数 は 2 万 倍 , 6 AG, 24 万 倍 

を 用 いた 結果 を 第 一 表 に 括 め , 中 間 の 諸 倍率 の も の は 消 略 し た 。 | 

第 二 実 験 で は , Tran Oe ee sé < bebe SRic, Ringer 液 中 こ Hydroquinone を 
0.122 こ 溶解 し O, 瓦 新 を 通じ て 酸化 する と , 初め 無色 の 溶液 が 褐色 に な る 。 Quinhydrone の 
le] EO Ringer 稚 釈 液 と 同一 の 色調 に な る 迄 酸化 し , 之 を 更に 測定 に 使用 する 選 度 より る 
10 倍 沖 厚 に な を 様 に Ringer 液 を 加 へ て 調製 し 置き , 対照 値 (正常 値 ) 測 定 が 終る と 上 直 に 測定 
APM OURO Lig he EEL (0.5cc の メス ピ ベ ツ ト を 使用 し 正確 を 期し た ) 522 CO, 
を 含む 0, ZEN, Kl (ボン 窒素 を 強 ア ルカ リ 持 に し た Na.hydrosulfit 次 液 中 を 除 ネ 
通じ て , 予め 含 生 さ れる O. を 除き 次 で 瓦 新 分 析 用 の 人 生 敵 燃焼 管 を 用 い , 直前 に H, Spe 
笛 じ て 刀 元 し た この 赤熱 銅 片 上 を 通過 せしめ て 残留 する O, を 除去 し た 。) を 10 分 間 通 気 し , 
計 照 と 同一 組織 を 用 いて 測定 し た 。 (第 一 実験 も 同様 ) 其 の 成 積 は 6 万 倍 矯 限 の つも る の だ け を 括 め 
C, 第 二 表 と し 他 の 濃度 は 記載 を 泊 略 する 。 


ee > er PET 
oy | J 42 Ht yoke 了 する 正 ? t 
As Z KW .rrmi ‘ > UA I 


(Warburg K4 


ve u. Q O3 O8: Q x Os fit: 
173 を Os M M O27 M vit 


nf ed BAZ, ( に 均 値 ) 





{ti —3.18 0.85 + 1.29 4.03 34 filo 4.3 


(1 % alkohol 合名) -3.35 ‚0.74 -1.63 4.9 21 例 の 平均 
; ; : 2 ST fut.’ 
ie SSG ik AS 5.3% $4 13 ink 26. 496 J 1.5% 53 UT ii し 無 
だ [A 値 
Fu v2 2.49 -1.01 0.67 3.5 > 例 の 平均 
0% alkohol BEE Ne 分 す 





36.528 58.996 ink 14.458 | の 4 僅 以 上 
18.62: 48 Soin 13.2% Wk (48 Weil) 





ドロ ン 6 万 倍 -0.98 -1.45 4.25 17 例 の 平均 


alkohol 1% 含有 


z 
4. - オ rk 
ae X “F- 


+ 2.496 32.5959 IL ink 3.9221 
2.8%} 15.3%4 12.426 5.5% sti 














ェ ン と ドロ ョ ン 24 万 倍 | 一 3.37 +0.91 +1.76 4.28 | 20 例 の 平均 
alkohol 1% 合 有 

対 妥 に 比 す 増減 率 | 0.6908 23204 8% 4.6 増 

正常 値 vu 6 it 72038 36.4254 6.2 増 


Ro... Seem (HA) Img に 付き 時 間 に 消 費 す る 酸素 昼 cm m. 
Warburg の Mm POOL て y 合 酸 素 気 中 で 解 徹 に より * 生 す る AED BME HE + り eH: する 
物質 代 尾 係数 | He RPE DAE cm m. 


Mw RCCCCCCCCYTD Y fat. RSE 気 中 で y y 


第 二 表 キン ヒド ュ ロン 近似 物質 OER OY vor ICH 3 ILE Maus 肺 の 
畑 織 呼吸 の 変化 


と A Os ' 0; = 2 
E Br No. Qo, M Q..: M (V5) #7 


a | 一 1.946 | +0.418 2.364 
R. 11 ze | 一 1.978 | +0.518 2. 496 Hedressines £9 ore 


zu EN 62 0.196 CHARLES HTS EM 
対照 | —2.914 +0.586 3.50 色 の 液 と 変る 之 を 更に リン ゲル ン で 稀 
ER —3.308 +0.979 4.29 RLTEWBORR H & IE ER 
| 17903 672 増 233044 7, Zit Quinhydrone Dj RE 
ER の 湾 と 色調 濃度 も 合致 する 。 
対照 ー2.956 +0.64 3.6 HMO 2 万 倍 濃 度 に し て 起 織 培 養 で 検 
実験 ー2.161 +0.38 2.54 し Quinhydrone と 同一 成績 を 得 
| 27 CHR 41% Ik 2996 ik er 
対照 | 一 3.022 +0.599 3.62 
R.14 u | 一 8.089  +0.736 3.83 


222 増 2390 325 増 


Hydroquinon 
OH 


xt | 一 3.636 +1.052 4.69 


R. 16 um | 4.268  +2.108 6.28 > 
| 17 2 増 1002.45 36 2 ら Hi OH 


xf Ha —3.007 +-0.476 | 3.48 Quinhydrone P-Quinon 
R. 17 sp | —2.759  +0.683 3.44 | O Mk O 
822 減 4422 減 122 減 OH \ 
SATIRE —2.914 +0.629 3.54 OH \ 
eh =, 一 2.927 . +0.901 3.83 0:8: 


tHe cle TSHR | 0.42 減 43% 14 82 18) 


実験 の 測定 値 を 通 覧 する と 第 一 表 で 目 に 付く の は Q Y の 減少 で 之 は Quinhydrone の 含有 
時 が 減る の と 座 行 的 に 其 の 減少 率 も 減じ て 居る 。 此 の 事 は 酸化 避 元 物質 で ある Quinhydrone 
公子 と 電子 の 受 授 若 し は 同 分 子 か ら 移動 する 酸素 に より Pasteur 反 應 が 起り 乳酸 の 発生 が 減 上 
臨 つて CO, の 発生 が 局 下 する の で は な いか 。 同様 の 事 が 含 素 気 中 の 解 糖 (QYY ) に 付い て も 
93 











生起 され て Ch, id aa と Br よれ ん る の に , 2 > 6 AA» 24 3; KARL % > 絶 体 値 と し は (BEC % ay 


系 ij こ 増大 を 示し て 居り 此 の 方 は Quinhydrone © SFE LiLWA HA ICIEWHRECB ice 


成 高座 Io 
Os Ar IM = 7 
つて 居る 。 人 条 令 第 二 表 の 方 で は Qu ZB ER LTH り R. 12, R. 16 等 の 例 で は 呼吸 
uy un] 


fi (Qo,) も 増大 し て 居る に か か わら ず ,QY は 67% 1002 の 増加 を 示し , 腫瘍 型 の 傾向 に 
な つて 居る 事 は 明か で ある と 考え られ る 。 fi} p-Quinone 滴下 に 係り 発生 記し め , 数 年 間 巣 


代 移植 を 続け て 居る 。 瀧 沢 系 ヒノ ン 冶 は 相当 な 有 避 性 度 に も る か か わら ず , 割合 好 気 性 の も る の で 


Qo, = ニー5.28 Qu=-+4.32 or =+6.5 (KM. 125) の 如き 値 を 有 す 。 私 等 は 未だ Quinone 


に 依っ 発 痛 道 程 に ある 動物 臓 妖 こ 就 て の 実例 を 完了 し て 居 な い が 。 LOWRIE LIER 


味 が ある と 考え る 。 〈 女 部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 


2 バター イエロー の 体内 移行 経路 に つい て 
川井 一 男 , 捕 村 富士 男 , EB, BUM 〈 大 阪 大 学 医学 部 病理 学 教室 
On the pathway of butter yellow introduced by various methods into 
rabbits. KAZUO KAWAI, FUJIO UEMURA, ICHIRO TAKI, 
YOSHIO SAYAMA. 
生体 内 に 導入 され た 発癌 アゾ 色 素 が 如何 な る 経路 を 経て 移動 し て 行く か と いう 問題 は , 発癌 
物質 の 代謝 に 直接 関連 が あり , 注目 され る べき も の と 考え る 。 現在 まで に , と れ に つい て 明 ら 
か た な 証明 は な され て いな い 。 
われ われ は 人 後 多 の よう に , いろ いろ の 方 法 に よ つ て 投 奥 し た ベタ ー イ ェ エロ ー の 体内 移行 経路 
に つい て し ら べ た 。 ダ イコ ク ネ ズ ミ で は 河 思 を 探る 実験 が 行い に くい た め に , 実験 動物 と 
ウサ ギ を 用 い , 主として 滞 包 に よる 移動 に 重点 を お いて 検索 を 行 つ た 。 
休 内 に 導入 され た バター イエ ロー は , 肝 を 経て 胆汁 へ , 臣 を 経て 尿 へ 排出 され る と と は す で 
に 知ら れ て いる 事実 で あり ます 。 胆汁 を 経て 小腸 内 に 色素 が 再び 入 つ て くる の を 防 ぐために , 
実験 動物 で は 前 処置 と し て 総 較 胆 管 を 結 和 殺し , 腸 粗 疲 を 手術 的 に つく つて 胆汁 を 体外 へ 導き 出 


し て , 以下 の 実験 を 行 つた 。 

第 1 実験 3 22% ベ ター イエ ロー・ ゴ マ 油 溶液 1cc を 左 大 朋 屈 筋 内 へ 注射 し た 。 胆汁 お よび 尿 
へ の 色素 排 RK, 前 者 で は 30 分 後 , 後者 で は 1 時 間 後 に は 確実 に 行わ ん る 。 6 
所 見 で は , 注射 を 行 つ た 大 了 筋 に お いて は 筋 膜 下 と 筋 開 隔 遇 で に 多量 の 色素 溶液 が 集 つ て いる の 
が 見 られ , CALL OGY POMC 5 PEE ZOE THRICE EIS EDIE CW SORR 
め ら れる 。 MPAA PAE ICIS SSRI SALT ARES KD Dik DIES 
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出来 な か つた が , ZHFLAOMERE £ ORR LI HE RDF Be 
第 2 実験 32 ベ ター イエ ロー・ ゴ マ 油 溶液 10 cc LANE CHAZ, 6 時 間 後 に は , An 


汁 と 尿 に は すでに 色素 排 江 を 認め , 腹腔 を 開く と 小腸 内 に 色素 が 多量 に 含ま れん て お り , BE 
根部 光 包 管 よ り 採取 し た 光 世 に は 明らか に アツ 色素 が 存在 する 。 DHF RAR HE 
摘出 し て 色素 を 抽出 する と , 色素 が 証明 され る 。 

第 3 実験 322% ベ ター イエ ロー・ ゴ マ 油 溶液 10cc に 胆汁 Scc を 加え た 乳剤 を 胃 内 に 注入 し 


+ 


た 。 第 3 LBL Ia] EC RAE RET SASS 3 LEIHEN SNS, 


a 邊 


第 4 実験 3 22 バ ター イ エロ ー・ ゴ マ 油 溶液 2cc ICM lee を 加え た 和 乳剤 を 十 二 指 喝 内 へ 


注入 し た 。 小腸 より 腸 間 肛 光 巴 管 , 腸 間 膜 根部 光 世 節 へ の 移行 が 認め られ る 。 
ト 上 の 実験 に よ つ て , バタ ー イ エロ ー が 局所 汐 巴 管 を 経て 移動 する 事 を 証し 得 た 。 


他 の 考え 得る 吸 必 経路 は 血行 に よる も の で ある が , その 確実 な 証明 に は 未だ 成功 し て いな い 。 
EVENTS CROMER (パター イエ ロー) と 同一 物 で ある か どう か と いう 問題 は 。 
色素 測定 中 の 分 解 や 放置 すれ ば 全く 脱色 する 事実 か ら , すでに 色 未 が 何ら か の 変化 を 受け て い 
る の で は な いか と 思わ せる 。 こ の こと は 胆汁 や 尿 に 排 注 され る 色素 お よび 肝 結 合 色 素 と 似 た 点 


で あつ て , 今後 の 分 析 を 必要 と する 。 ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 


3. 実験 的 肝 冶 生成 過程 に な ける 白 景 肝 の Esterase 及 Cathepsin 
に つい て RE EI 春野 勝彦 
Studies on the liver-enzymes, esterase and cathepsin, in the course 


of liver cancer production in rats. SANJIKISHI, KATSUHIKO HARUNO 
(Department of Biochemistry, Showa Medical School, Tokyo) 


This paper was published in full in Gann, Vol. 42, No. 1, p. 69, March 1951. 
( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


4. 吉田 肉 種 に な ける ビタ ミン C の 研究 
柴田 義 術 , 柴田 正 衛 C 州 大 学 衛生 学 教室 , 放射 緑 教室) 
Study of vitamin C in Yoshida sarcoma. YOSHIE SHIBATA, 
MASAE SHIBATA 
FAME GICSROUR 2 YC (MKF V.C. Em) が 含ま れ て いる 事 は 諸家 の 研究 に より 上 明か 
に され て いる が , 吉田 肉腫 の V.C. に つい て は 未だ ょ その 報告 を 知ら な い 。 私 ら は 吉田 肉腫 を 
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Ratte DON FACMIEANIC BA LT, その 発育 の 経過 を 追 つて , 肉腫 及び 各 臓 器 の V.C. & 
を 測定 し た 。 又 之 に Nitrogen mustard 及び V.C. を 投 奥 し て V.C. FOR EIER LE 
fig V.C. の 定量 は 藤田 氏 の Indophenol 滴定 法 に よ つ た 。 

1) 皮下 移 梓 肉 腫 移植 後 2-3 週 よ り 皮 下 肉腫 は 発育 昨 盛 と な り , 略 1 ヶ月 で 動物 は 死亡 
し た 。 肉眼 的 に 肉 歪 は 上 下層 に 明 に 分 けら れ , 移植 14 日 目 に は 上 飛 恒 元 型 V.C. 約 30 mg22 
下層 約 50 mg2 で あつ た (以後 還元 型 に つき 記す )。 

移植 32 日 目 頃 まで は 軽 変 の 動 搬 は ある が , 下層 の V.C. は 徐々 に 増加 し 32 日 目 に 最高 値 
を 占め 以後 次 第 に 減少 し , 49 日 目 に は 上 層 V.C. は 約 1mg2 下 層 で は 約 10 mg22 で あつ た 。 
ten V.C. は 之 に 対し て 2~3 週 で 最高 と な り 以 後 丈 第 に 減少 し た の は , 上 層 の 細胞 は 早く 
退化 する が , 下層 は 4 週 目 頃 まで 細胞 の 新生 が ある 劉 め で あろ う 。 肝 , 肺 , I, WR, 
ZA, N, 腸 等 の V.C. は 移植 後 1822 日 頃 に 最低 値 を 示し た が , 心 , 筋肉 , 皮膚 は 余 り 変 
化 は 認め られ な か つた 。 血液 の V.C. は 22 日 頃 に 最高 値 1.18 mg Zi LO 
V.C. と 比較 し て 興味 ある 事 で ある 。 

2) 腹水 移植 肉腫 移植 後 4 日 項 よ り 腹水 は 増し 十 数 日 で 動物 は 死亡 す 。 MK VC. は 
移植 後 炊 第 に 増加 し 10 日 目 に 景 高値 18 mg2 で , 以後 は 次 第 に 減少 し た 。  V.C. # 
度 は , 腹腔 内 移植 に より , 対照 に 比べ 何れ も 減少 し , FEA 7 日 目 に 最低 値 , 10 日 目 に 最高 値 を 
ぶす も る の が 多 か つ た 。 血液 中 の V.C. LBBB ic LHL 10 日 目 に 最高 値 の 1.25 mg22 で 
あつ た 。 か く 〈 く 皮下 移植 と 腹水 移植 の 場合 の 各 臓 問 の V.C. が 異 つた 傾向 で ある の は , Ratte の 
Ar PEO V.C. Hit Img 以下 で ある の に , 腫瘍 の 全 V.C. 量 は 約 10mg, 腹水 は 約 Img 
の 差 に よる も の で あろ う 。 

3) RE BBC V.C. を 注射 し た 場合 PHAM cH LZ Ratte に V.C. を 注射 する と , 

AME AORTIC, その 重量 は 対照 値 の 約 502 大 で あり , V.C. REL 5022 以 上 多い 。 
之 に 反し 各 臓 器 の V.C. は 閉 明 な 増加 は 認め られ な い 。 

4) Nitrogen mustard を 投与 し た 場合 JK FAA 3 週 目 の 肉腫 に Nitrogen mustard 
(以下 N.M. と 略 ) を 注射 し て V.C. の 変化 を 観察 し た 。 N.M. Img 投 興 に より 3-5 AK 
aa Pato Vs で あり , V.C. pic tw tac LEE Vio. 下層 は 
1。 減 と 著 明 に 減少 し て いる 。 SRO V.C. に は 著 変 を 認め な ぃ い 。 N.M. 3mg 以上 の 大 量 
ERASE, AMO Aha: N.M. の 影響 が 表 わ れ な い 内 に , 中 毒 の た め 死 亡 す る の で 
V.C. は 対照 に 比べ 減少 を 認め な い 。 腹水 移植 第 4 日 目 の 腹腔 内 に N.M. を 注入 する と , 腹水 
の V.C. の 変化 に は 一 定 の 傾向 は 認め られ 才 , FPO V.C. は 第 5 一 7 日 後に 減少 し た 。 特 
に N.M. が 大 量 (4 mg) の 時 に は , io V.C. は 最も 著 明 に 減少 し た 。 N.M. 1 mg 投 
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BOTH 3-5 HART ABO V.C. が 増加 し て いる の は , 刺 戦 作 用 の た め と 考え られ る 。 

5) 肉腫 及び 各 須 器 の V.C. 濃度 と 組織 学 的 所 見 PANS ARFICNBRBERNT PCRS 
近い 方 を 上 層 , 層 い 方 を 下層 と 分 ける 事 が 出来 る 。 上 層 は 壊 指 化し た 表皮 上 層 で 遺 揚 細 胞 少 く , 
織 維 組織 が 増加 し て いて , V.C. は 第 14 日 目 に 30 mg で , 未 期 に は 著 明 に 減少 し て 約 Img 
2 に こなつ た 。 之 に 対し て 下層 は 殆 ん ど 肉 腫 細胞 の みか ら 成 り た ち , 多少 の 血 流 管 を みる だ け で 
V.C. 選 度 は 第 14 日 目 に 50 mg%% で ある が , 未 期 に は 約 10 mg2% と な つた 。 

V.C. は 肉腫 組織 の どの 部 分 に 多い か を 観察 する た め に , 銀 染色 法 に より V.C. を 染色 し 検 
#17 HS V.C. は 主 細胞 中 に 存在 し , 面 も 桜の 中 に 存在 し て いる 事 が 多い 。 腹水 肉腫 の 腹 
小 に つき , VC. の 分 布 を みる に , ELBE TER ど 細 胞 成 分 で あつ て , 主 に 腫瘍 
細胞 , 白血球 及び 腹腔 内 常 在 細胞 か ら な り , V.C. BEAT BE mg22 で あり , 上 浴 液 は 殆 ん 
ど 細胞 成分 な く , V.C. BEE I mg%% で あつ た 。 MS HHAMO V.C. は 大 部 分 が 細胞 中 に 
存在 する も る の と 思わ れる 。 

6) X 線 照射 に よる 各 問 官 の V.C. の 論 化 に つい て は 諾 家 の 報 告 も ある が 何れ も 正常 値 に 比 
さて 減少 を 認め て いる 。 私 ら の 実験 で は , 皮下 腫瘍 に つい て みる に 50r, 100r で は 5 日 目 に 
V.C. は 減少 し , 200r で は 3 日 目 , 400r で は 1 日 目 で ある 。 HS X 線 が 大 量 な れ ぼ , V.C. 
の 減少 も ゃ 早く あら われ , 50 r, 100 r な どの 少量 の 場合 に は 増加 も る する 。 

諾 家 は 叉 線量 に 比例 し て V.C. の 減少 を 認め て いる が , 私 ら の 場合 は そう で は な い 。 She 
wo V.C. は 3 日 目 で は すべ て 減少 し て 最低 値 を ボ す が , 肝 , N, Mat 5-7 HH 
に 最高 値 を ボ す 。 詳細 は 何れ 原著 に 発表 す る 。 

Mt Oi 

佐藤 隆一 : (1) ナイ トロ ゼン マス ネス ター ド の 注射 場所 

(2) Nitrogen murted #4, HAAMOGiT FS oRKIBSET, BI RICIBK LAD SD A? 

柴田 正 衛 , 柴田 義 衛 : (1) 皮下 種 西 の 場合 に は 弁 揚 局 所 及び 静脈 内 に 注射 し た が , ROMA RICK 
告 する 。 こ こ で で は 局所 の み を の べ る 。 

(2) 腹水 移植 の 場合 に は 腹腔 内 及び 静脈 内 に し た が , ここ で は 腹腔 内 の み を の べた 。 

(3) N.M. の 量 に 依 つ て こと な る が Img, 4mg の 如き 大 量 で は 腫 揚 細 胞 に 影響 を 与 へ る 前 に 中 坦 死 
する の で 肉腫 の 変化 は みち れ な い 。2mg 以下 の 場合 , 第 3 日 項 か ち 共 第 に 縮 少 し て くぅ よう だ が 
V.C. 定量 に よる ほど 顕著 で は な い 。 増大 し 始め ある と いう こと は 未だ 経験 し て いな い 。 これ は NM. 
の 量 に 関係 する も の と 思う 。 


5. RE PE Wh BY L HHI S 
尾崎 正臣 CREAUEARARPD 
Malignant tumor and spreading factor. MASAOMI OZAKI. 


1928 “42, Duran-Reynals ic{K » EHEN ARENA FR PRAM IS AIS 
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まれ , 結合 織 の 土台 を な す Hw te we VRE K AR LT, 一 名 , Hyaluronidase 
と も 呼ば れ , 強力 な 組織 諾 過 性 を 有 し , 細 の 感染 や 受精 現象 等 に 重要 た 役割 を 泊 才 る も の と 
G2 6k, HAC URILEM EO CE ORME CH OM, LAT AMICR TS 3 RHE 


sa is 


Pewee, poe), その 基質 と な る ヒア ルン 酸 が 動物 体 席 く 分 布 し て いる 


73 


事 が 解 つ て より , NEO NER HEM ORTE FEO IR ERE £ OBA PADS HBL S aL, 


ICAL Tzofelsimils S Antihyaluronidase を 血清 中 に 証明 し , 各種 疾患 
の 診断 , 予後 診 定 上 に も 應 用 さん ん と し て いる 。 私 は 本 因子 と 悪性 腫瘍 と の 関係 を 検討 する た 


め , 未 の 如き 実験 を 行い 。 い ささ か 知見 を 得 た の で 報告 する 。 先 手術 及び 分 婚 で 得 た 悪性 普 
びに 邊 持 護 場 。 子 宮 筋 歴 。 卵 某 及 び 胎盤 組織 より 夫々 抽出 液 を 作り , Mc Clean の 考案 し 
Mucin-Clot prevention test と 宮 内 汗 拡散 試 了 法 を 使用 し 詩 素 量 を 測定 し た 結果 , 
胎盤 抽出 湾 で は 球 均 10.6 RENEE DCH CULT SHRI aL. 拡散 面 
Bis Ait 30 2 で , 妊娠 前 年 期 は 12 こ 14 倍 で 高く 後生 期 は 6-8 倍 で 低い 。 AR 


験 で は 3-4 ヶ月 の 初期 胎盤 の 拡散 力 最 大 で , 10 ヶ月 が 最少 で ある 。 TIERS FE 


筋 居 に 比較 する と 胎盤 の 方 が 件 か に 多量 の Hyaluronidase を 含む が , BPE HO TAUE 


13.8 15, 拡散 面積 57 2 で 最高 で ある 。 唯 奇 異 に 感ずる の は 卵巣 が 悪性 幅 場 に 炊い で 高 力 條 を 
示し た 事 で , 多量 に 本 因子 を 含む 隙 丸 と 対比 し て 興味 深く 思わ れる 。 爽 に 人 血 消 中 の Anti- 
hyaluronidase の 力 償 を オス トワ ルド 粘度 計 を 以 て する 方 法 で 検定 し た 結果 正常 舌 人 12 lit 
消 中 の Antihyaluronidase (+7624 4.7 で ある が 妊婦 の それ は 9.5 ICH L, 腫瘍 患者 で は か な 

ji は ある が 良性 腫瘍 16.7, 悪性 風間 35.9 と 著 培 し 殊 に 痛 加 者 で は 韻 進 行 度 と 略 々 在 行 
する 結果 を 得 た 。 部 ち 第 1 期 及 び 第 2 MOTH 6 Bl, LER 1 例 の 下 均 値 22, 手術 


ヾ «5 Oo 





不能 の 子宮 冶 5 例 及 び 韓 移 の ある 胃癌 2 例 , JAP 1 例 で は 46 で 初期 例 の 約 2 倍 に 増加 
て いる 。 玉 に 本 因子 と 悪性 幅 場 と の 関係 を 検討 する た め , HHAM CHL, その 発育 に 及ぼ 
す 本 因子 壮 び に それ に 依る 発 疲 血 消 の 彫 響 を 観察 し た 。 OSEAN HEIDKIC, BEES 
生 移 丸 よ 精製 し た Hyaluronidase を 同 量 添加 し て 白 最 硝 柱 1 HINT RC PAL. 蒸溜 水 多 は 


育 汰 態 を 比較 計測 し た ? 


100°C 30 分 加 球 し た 不 活性 Hyaluronidase を 加え た 対照 と 腫瘍 


oC, Hyaluronidase 添加 側 は 対 則 に 比 し 40-5022 の 面積 増加 牽 を 示し た 。 区 いで 前 逃 の 


Hyaluronidase を 長期 間 幅 尿 に 静 注 し て 得 た 爺 疫 血 消 を 前 実験 と 同様 に 腹水 に 泥 じ て 皮下 移 


KL, TEAR Lue じ た 対 照 と 比較 し た も の Glee pce ei Hid fibs 15 LO M-> CR 
RIESE AOS, MMII NCE 5 jr Antihyaluronidase の 変動 を 検討 する た 


め 31 LOARwKIc A | 肉腫 を 移植 し その 後 1 日 待 に 任意 の 3 pc を 選ん で 血液 を 探 取 “ 
その 血 消 1 Er Antihyaluronidase を 粘度 計 法 で 測定 し た 結果 , 正常 白 展 の BH ft 
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0.8 に 比 し , MHIRARKCRAT SLR MALSHL, Bokksiicik db, 腫瘍 細胞 に ア ヅ ー ル 
門柱 が 出現 し 分 裂 の 昨 ん な 第 2 期 , 本 実験 で は 移 村 後 9 日 目 に 最高 と な り , 以後 第 3 期 か ら 

期 に か け , 自然 死亡 数 の 増加 と 共に 力 條 は 念 減 し た 。 以上 の 実験 よ り 迅 速 な 発育 を 営む 悪 
失 星 瘍 や 初期 胎盤 に は 多量 の Hyaluronidase を 含有 し , 之 等 組織 の 発育 と 本 因子 と は 密接 
な 関係 に あり 吉 田 肉腫 移 植 実 験 で も 和牛 蜂 丸 Hyaluronidase は 明らか に 盲 瘍 面積 を 増加 させ た 
が , Hyaluronidase に 対す る 抗 血清 に は 種 特異 性 が ある と いわ れ , AFRCEN TEA 
Hyaluronidase で 発 疫 し た 白 氷 血清 に は 吉田 肉腫 の 発育 に 対し て 題 著 な 抑制 作用 を 見 な か つ 
た 。 然し 生 ら , 非 特異 性 の Antihyaluronidase が 冶 患 者 血清 中 に 多量 に 証明 され , MH 


師 行 度 と 略 * 邊 行 し , 吉田 肉腫 移植 白 尺 に も この 関係 を 裏付け る 成績 を 得 た 事 は , OR 


に 対す る 個体 の 抵抗 を 暗示 し て 其 だ 興味 深く , HONG, 診断 殊 に 予後 診 定 に 應 用 され る 可能 
性 が ある も の と 思わ れる 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


6. 閣 組 織 抽出 物 の マウ ス 血 液 像 , 血液 及び 
肝臓 カタ ラー ゼ に 及ぼ す 有 影響 
KENNE, 柚木 一 雄 ( 應 見島 医科 大 学 佐藤 内 科 う 
Effect of extractabls substances from cancer tissue on blood 


picture and blood and liver catalase in mice. 
HACHIRO SATO, KAZUO YUNOKI. 


RO EEHRERT Frl, RAREST RIC WOLS SL OTBSEM AL OW TA 
GE Linh CH 5. Fr. Müller, Klempeler 等 が 痛 悪 液 質 は 冶 に 由来 する 特殊 毒性 物質 
に よる 物質 代謝 障害 に 基く も の で ある と いう 考え を 発表 し て 以 來 , 冶 患 者 の 物質 代謝 障害 に 

: 身 的 彫 響 に 関し て 種々 の 生化 学 的 観察 だが なされ, 特に この 方 面 の 研究 は 米 園 の Greenstein 
に より 精 く 追 完 き され て いる 。 

冶 患 者 貧 箇 に つい て は 之 が 果 し て 本 態 的 の も の か 何 か 相 当 考 慮 の 余地 る ある よう で ある 。 

Z 角 素 系 に 関し て は , 一 般 に 冶 の 場合 は 種 え の 上 本 素 作用 の 障害 され る 事 が 知ら て て いる が , 
之 等 は 酵素 作用 思 害 物質 の 増加 に よる も の と 考え られ て いる 。 併 し Greenstein に よれ ば 痢 
り 才 臓 カ タラ ー ゼ の み は 瘍 の 場合 直接 その 生産 が 障害 され , 両 も 肝臓 カタ テーゼ 減少 は 現在 の 
所 唯一 の 冶 特 有 の 生化 学 的 変化 で ある と いう 。Greenstein は 痛 細 胞 の 特殊 毒性 物質 が 直接 及 
臓 カ タラ ー ゼ ぞ 生 義 を 障害 する と 考え この 毒物 の 証明 に 力 め た が 不 成 功 に 終 つ て いる 。 傍 し この 
計時 カ タラ ー ぞ 減少 性 灰 物 も 中 原 , 喘 岡 両 民 の トキ ソン ホ ル モ ン の 発見 され る に 及 ん で その 存在 


が 明か に され よう と し て いる 。 











HR FREE KL ZEEOME HL, 各 成 分 の マウ ス 血 液 像 , 血液 及び 肝臓 カタ ラ 
-% 腫 臓 重量 等 に 及 ERR し た 所 , その 一 成分 に お いて 閣 悪 液 質 類 似 状 態 を 惹起 せ し 
め る 事 が 出来 た の で と こと に 報告 する 。 

抽出 法 。 表 1 の 如き 方 法 で 抽出 し A.B.C. 3 種 の 成分 を 得 た 。 各 成分 の 化学 的 性 状 関 し 
て は 未だ 不明 で ある が , A MATERA, B 成分 は Polypeptid, C 成分 は Polysaccharid 
が 主体 を な する も る の で は な いか と 思わ れる 。 各 成分 を 乾燥 衝 量 後 夫 々 その 30mg を 生理 的 食塩 
水 に 溶解 し て マウ ス の 皮下 に 注射 し , 中 原 氏 , 酒井 氏 等 に 従 つ て 24 時 間 後に 血球 検査 , 血 流 , 

第 1 表 th Hy 法 

Mek eM) Uwe a MA CME E TS 

3 倍 量 の 生理 的 fete 水 を 加え 70°C 30 分 間 加 熱 す ' 
i | it 

IR; MIS + N Hel ‘ を 加え pH5.4 に すれ ば 白色 の 沈 浅 を 生 ず 
x i wR 


TL RE ” x 上 消 


| 
at) ICDS MES 3 
| 


カオ リン eH IC L247 7t=77C pHI.0 と する 渡 滋 
| 
u. AL LEE (88°C) LORI hy - ZEMAD 
PETES 3 倍 量 の 純 ア シレ ュ ー ル を 加え 
- 昼 夜 放置 する 
を 沈没 
vb wR Hy 
、C 成 分) 





| | 

EM Th 
N | Ai Us) 
HCl で pH5s.4 と す 
10 P 

tot wb i 

| 
E oi TLR A + Vv) 


| 


ER de a en 
4 倍 量 の アモ ェ トド ン を 加え 一 昼夜 放 忠 する 


it ih 物 
CB 成分) 


MERK Sahli 100% % Bürker に より 17.2mg と し て 計算 す 。 


Maz 7-L (gg) 
MEnAAF- ERMRB=- _-. - ne 
. . ese He て 100 万 ) 


血液 カタ ラー ゼ Cg. 


押 色 素 カ タラ ー ぞ ぢ 係数 三 > : 
i > 血色 素 量 Cmg. 


肝 5 ie Cz) 
AY CRED We WE dk TK = 時 CH) Wh CE x 100 
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FRAO 3 7-%, BRHRSETNMELT, HIF -VISHLR OW + VA rn VIE 
に より 測定 し , BM MC 1000 倍 , 肝臓 で は 2000-3000 4%, PERE Cit 500 iC AK 
WKCHRLELOLHA LR. AIF -VRtLIKl cc, FRAC HRO 1g が pH 7.0 34 
氏 38 度 で 1 時間 内 に 分 解 し 得る 過 酸 化 水素 の 量 (g) で 表 LZ. Ai, Beard 氏 等 の Ratten- 
Milz Reaktion TH lH&, 人 痛 エ キス の マウ ス 腫 農 増大 作用 の ある 事 が 内 藤 氏 に より 詩 告 き 
れ て いる の で , 睡 騰 及 び 肝 臓 の 重量 の 変動 を みる た め に 夫々 腫 臓 重量 係数 , FR RRR ER 
め た 。 (第 2 HK) 

実験 成績 無 処置 の 正常 マウ ス 15 匹 の 邊 均 値 は 白血球 11360, 赤血球 928 万 , task 16.95 
mg, 中 液 カ タラ ー ゼ 5.33g, MKD 3 7 - ER 0.577, 血色 素 カ タラ テー ぞ 係 数 0.310, 肝 
M37-% 10.468, Win 3 >-+ 1.058 9, 肝臓 重量 係数 6.67, 腫 臓 重量 係数 0.46 で 
ある 。 但し 白血球 は 各 例 に お いて 変動 が 著しい た め 比 較 の 対照 に は し 難 か つ た 。 (第 3 表 ) 

第 3 表 正 HH BE 








ul Kuna Bae = Frag wer: i HP sa BG 2 ラー 
| (g) | mg) ゼ i (K HH 量 係数 量 (g) Er に 

1 20.8 | 6400 926 16.8 5.61 0.60 | 0.33 1.46.73 10.18 | 

25, 22.3 | 9760 812 15.3 6.12 0.75 0.39 | 1.9 8.52 13.43 | 

3 2 26.1 2390 995 16.6 4.23 0.42 0.25 | 2.1/| 8.04 9.27 | 

42 22.9 14900 836 | 15.8 / 4.06 0.48 0.25 | 1.4 6.11 5.82 | 

5 6) 23.5 | 6680 732 16.3 4.19 0.57 0.25 | 1.7 7.31 7.38 | 

6 : 21.5) 9500 932 17.3| 5.48 0.58 0.31 | 1.4 6.51 10.83 | 

75 23.0 | 5700 912 15.9 6.38 0.69 0.39 | 1.5 6.52 7.21) 

8 6 19.0 25300 | 993 18.7 5.36 0.54 0.28 | 1.3 7.10 8.24) 

95 19.3 14800 | 991 17.2 5.36 0.54 0.31 | 1.3 | 6.73 10.18 

10 © 20.0| 9700 860 16.3 6.33 0.73 0.38 | 1.4 7.00 11.06 

11 + | 20.5 | 7700 1002 18.2 7.30 0.72, 0.40 | 1.3 6.34 10.44 0.11 0.53 1.02 
12° 21.0 9400 985 17.0, 5.00 0.50 0.23 | 1.2 5.71 12.79 0.1205 1.22 
13 : | 18.0 | 9900 1028 18.4 5.08 0.49 0.27 | 1.1|6.11 10.54 0.09 0.50 0.92 
14.5 11.0| 5500 963 17.3/ 4.59 0.47! 0.26 | 0.7 | 6.36 13.20 0.05 0.45 1.09 
155 22.0/ 7900 957 16.6 4.91 0.51 0.29 | 1.15.00 16.30 0.06 0.27 1.02 
F¥4| 928 16.9 5.33 0.57 0.31 6.67 10.46 0.46 1.05 


A 成分 注射 群 に お いて は 何れ の 値 も 正常 群 に 比 し て 変動 は 認め られ な か つた 。 (第 4 K) 

B 成分 注射 竹 に お いて は , 下 均 円 血 球 7700, 赤血球 762 万 (1622 減 少 ), 血色 未 15.10mg 
(1122 減 少 )。 血液 カタ ラー ゼ 5.138 (3.622 減 少 ), 血液 カタ ラー 係数 0.673, 血色 款 カタ 
ー ぞ 係数 0.430, 肝臓 カタ ラー ゼ ぞ 7.70g (2622 減 少 ), Ha 7 >- 1.08g, 肝臓 重量 計数 
6.30, EHRT EEK 0.57 (23.922 増 加 ) で あつ た 。 即ち B 成 分 注射 妊 で は 貸 面 , 碧 液 及び 肝 
臓 カ タク ラー ぞ の 減少 , 有 臓 増大 作用 等 が 認め られ た 。 (第 5 KL) 
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to 


me C う 


uo 


ir ru zen iM | 6 MA We? 
EER ON SOI RFT - ER 
\g 1. mg) ゼ EL 
1 12.0 6100 | 787 15.1 5.05 0.64 
2 14 16600 | 673 14.9 4.43 0.65 | 
13.( 1400 | „752 14.2 5.20 0.691 
4 13.0 7900; 807 15.9 5.23 0.64 
> 13.5 9500 794 15.1 5.76 0.72| 
762 15.1 5.13 0.67 
Cie sp TESS PIT BO TE PRB 0. 
Dr. BS CRISPS ARTEN TE 2 22°, 
7 こら 7 6 Se J 
B6# C # 
if a tv ys ML LIM 7 
al sr RE HAF-- 
s Ir any Ae 
1 12.0 | 4600 882 15.8 | 5.67 0.64 
2 13.5 | 4700 816 16.5 6.07 0.74 
32 14.0] 7500 | 859, 15.6 | 4.72 , 0.56 
4 13.0 | 8400 | 862 17.3 6.58 0.76 
5 18.0 CO 334 16.1 5.66 0.60 
866 16.3 5.74 0.56 


> 


1 
| 


の な いも の と 思わ れる 。 ES BK 
GEA J EHRT de Bt El ! ita Hl; 


PEC 


> sop il 0 カ 7 
Fs ms ar 量 タ ラーー 
SIE TEE 


19.5 | 6400 18.2 15.8 0.59 
2.5 | 5800 $10 17.36.17 0.67 
20.0 9900 992 18.5 5.52 0.55 
16.0 | 3900 897 16.0 6.47 


0.72 
2} 4.05 0.53 


0. 


LOMB BAT UI, Hil, 血液 及び 肝臓 カタ 
C 成分 は 多 


な 起 能力 は B 成分 が 最も 大 で , 


0.28 
0.35 
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1:2 :6.15 


5-2 ® 
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0.55 
0.29 
0.36 
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0.36 
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0.41 
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HL He He 7 Fils ER PT, 


ZS 


7J 
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a ibe Fa io a 


その 能力 
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る の で は な いか と 思わ れ 











附 ae 
PAE: 御 演 設 の 物質 B は 大 体 わ ん われ の Toxohormone と 同じ も の と 思う が , われ われ の 物 
は , 全然 沙 血 作用 を 示さ な いこ と を 追加 す 。 赤 碧 球 が 短い 時 間 で 減少 する の は 如何 な る 擬 転 で も ろう 。 

4ARBINEB > 未だ 十分 に 検索 し て いな い が 門 反応 と し て 使用 せら ちら れ て ぃ いる K.LK Rid, 網状 赤血球 反 
応 党 の 惹起 物質 は 短 時 間 で 貸 を 起す 事 が 知ら ちら れん て いる 。 我 々 の は 未だ 柚 製 で も る た め Toxohormone 


類似 物質 の 他 に 上 記 物 質 に 類似 し た 物質 を も 含 有 する の で は な いか と 思う 。 


7. OA (第 1 報 ) Ri ORME LINEA AF — <b ORY 
Pix, 笠井 正弘 , 川 守田 勇一 , GREE CleUALE SBP NK) 
Studies on some cancer toxines. First report. Relation of cancer 
toxines in urine to liver catalase. 


SATOSU NAKAGAWA, MASAHIRO KASAI, YUICHI KAWAMORITA, 
SABURO SUZUKI. 


痛 を 有する 動物 の 肝 カ タラ ー ゼ が 著 明 に 低下 する こと は 周知 の 事実 で あり , また 中 原 , Wa 
両氏 は 人 癌 組織 か ら 一 種 の ボリ ベ プ チー ド を 抽出 濃縮 し て , これ を マウ ス に 注射 し , その 肝 カ 
タラ ー ぞ の 著 明 な 低下 を 証明 し て ,。 これ ん を トキ ソ ホ ル モ ン と 称し て いる 。 演者 つ 1 人 中 川 は 多 
年 冶 尿 か ら 冶 独 毒 を 捕捉 すべ く 努 力 中 で あつ て , 一 部 その 検出 に 成功 し た と 信 才 る も の で ある 
が , 今回 計 カ タラ テー ゼ ぞ 低下 作用 を 持つ 物質 の 抽出 に 成功 し , 且つ その 人 性 和装 の 一 端 を 決定 し 得 た 
OCHS So 演者 等 は この 物質 が 中 原 氏 等 の トキ ソ ツ ホ ル モ ン と 同一 で ある と は 代 に 断定 し 得 
な い 関 係 上 , 仮に カタ ラー ゼ ぞ 因 了 了 と 呼 玉 こと と する 。 

方 法 : 冶 尿 か ら の カタ ラー ぞ 因 子 の 抽出 に は 安息 香 酸 吸着 法 を 利用 し た 。 多 ち 尿 に 安息 再 
酸 ソ ワー ダ 水 溶液 を 加え , 次 て 塩酸 で 酸性 に する と 安息 青酸 が 析出 する 。 油 過 し て 得 た 安息 青酸 
を ア ェ トン で 洗 つ て , 残 つ た 残 湾 を ェ エー テル で 洗い , その 残 湾 を 水 に 溶かし , CALERA, 7 
マウ ス の 皮下 , 腹腔 内 に 注射 し , 24 詩 間 後に 時 を 取り 出し , それ か ら 一 定 の 溶液 を 作 つ 
て , その 一 定量 を H,O; 液 に 作用 させ , 0°C, 30 分 作用 後に , 過 て マン ガン 酸 カ リ 液 で 滴定 し 
て , 分 解 さ れ た H,O, を 算出 する 。 

成績 : 演者 等 の 得 た 成績 は 炊 の 如く 要約 さん る 。 

(1 ) 冶 研 系 マウ ス 冶 を 移 征 し た マウ ス の 肝 カ タラ ー ゼ は , 移植 成 功 例 で は 正常 マウ ス の そ ぞ 
れん に 比 し て 明らか に 低い 。 こ れ に 反 し て 移植 不 成 功 例 で は 時 カ タラ ー ゼ の 低下 を 見 ない 。 
(2) 冶 尿 エキ ス を 注射 し た 家 各 で も 肝 カ タラ ー ゼ は 著 明 に 低下 する 。 


(3) 痛 尿 エキ ス を 注射 し た マウ ス に お いて も 肝 カ タラ ー ゼ は 明らか に 低下 する 。 


これ に 反 し て 冶 を 持た な い 対 照 患 者 の 尿 エ キス は , 極め て 少数 の 例外 を 除い て は , 肝 カ タ 
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ー ゼ を 低下 させ な い 。 特 に 良性 腫瘍 , 慢性 白血病 , AERO RC as 3 - VAT aS 
れ た な い 。 

(4 ) 2 例 の 胃癌 例 で 手術 全 別 出前 後 を 比較 する と , 術 前 存在 し た カタ ラー ゼ ぞ 因 子 は 術 後 に 
は 滑 減 し た 。 

(5) 肉 外 の 場合 を 松 討 する た め に 吉田 肉 性 を 以 て 実験 し た 結果 で は , SHARAF » > 
の 肝 カ タラ ー で ゼ は 正常 に 比 し て 明らか に 低下 する が , 移植 後 の 全 経過 を 追う て の 観察 で は ラッ 
テ の 系 統 に ょ つて 差異 が ある 。 郊 ち 吉 田 肉腫 の 自然 治癒 の 起 ら な い 山 下 系 ラッ テ で は 本 経過 を 
通じ て 肝 カ タラ ー ぞ は 低下 する が , 自然 治癒 の 起 る Wistar 系 ラッ テ で は , 移植 成功 に 従 つ 
て 一 日 肝 カ タラ ー ゼ は 低下 する が , 自然 治療 が 起 る の と 相 伴 つて カタ ラー ゼ は 当量 に 向い , IR 
人 に 正常 に 復 す る 。 

(6) 肉腫 思 者 の 尿 中 に も > 閣 尿 と 同様 に , カタ ラー ゼ ぞ 因子 が 認め られ る 。 

(7 ) 靖 氷 及び 肉 騨 尿 中 の カタ ラー ぞ や 因子 を それ ぞ れ 比 較 的 純 粒 分 離し よう と 試み た が , 
現今 まで の と ころ で は 両者 は 全く 同一 の フラ クシ ョ ン 中 に 含ま れ て お り , 両者 間 に 区 別 を 見 出 
し 得 た な い 。 名 ち 両 カタ ラーゼ 因子 こも, 熱 凝 固 性 信販 質 中 に は 含ま れ 地 , 種々 の 蛋白 沈 激 剤 

START Bo 

(8) EMRE AMRHO DF > - vr T ahead, エー テル , アル ュー ル に 不 
溶 で ある 。 

以上 の 所 見 か ら 痴 尿 及び 肉腫 尿 中 に 見 出さ れ た カタ ラー ぞ ゼ 因 子 は 。 WW SAD ICHP AM OEE 
及び 発育 と 宙 接 な 関係 に ある も の で あつ て 恐らく は 靖 細 胸 ま た は 肉 放 細胞 の 新陳代謝 物 で あ 
り , 時 性 騨 場 の 時 流質 に 一 役 を 演ずる 毒素 で あろ う ょ 推定 され る 。 両 も 演者 等 が 先 き に 尿 中 か 
BRR Lem, 例え ば 催 貸 血 性 物質 が 易 熱性 で ある 点 と 比較 し て , Rifas SED] LECH 
彦 は 少な く と も 2 種類 が あり , その 一 は 易 熱 性 ,。 その 二 は 耐熱 性 で ある と 信ずる 。 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 

附 Be 

佐藤 隆一 : nk 

に 何 か 要 因 て 特別 な 状態 ) が ある か 

中 川 RM: 義 者 の 問わ れる よう な 癌 患者 側 に 特別 の 要因 が ある と 考え る より も 実験 的 の 誤り で は な い 


か と 思う 。 


2 PR ニ RBBB RICTE 邊 し て カタ ラー セ の Fito#v- - 例 が ある a v5 EIB OD {ll} © か 





EMNER: BAL YEAR OEROY DT AMR, ERROR FE, RIC Te 
検 し た の で 追加 する 。 

ice を マウ ス の 皮下 に 注射 し 24 時 間 後 に 検査 し た 。 健 康 者 尿 注 射 群 5 WTR OE SCI DRTESHER 3 
例 に 於 て は 6 番 で 述べ た 正 堂 若 に 比 し て 何れ も 影 絡 は 誰 め らち れ な か つた 。 MIRAE 12 MICH Tit, 
LERCH LAMAR, 碧 色素 の 明か な 減少 , 腸 臓 の 著 明 な 増大 が 起 め あら れ た 。 功 液 カタ ラー ゼ は 最高 
6.98, 最低 1.86 で 減少 の 傾向 を 示し , Rtn ¥ 7 —-~E LBM 17.96, 最低 6.32 Cp oil atza 
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らち れ た 。 


次 に 6 番 の 組織 抽出 法 と 同様 の 操作 で 冶 尿 より 抽出 物 を 作り , 各 そ の 30mg ZK FLEA LT 24 時 間 


後に 同様 の 検査 を し た 。 

A 成分 注射 群 2 例 で は 変化 な く , C 成 分 注射 群 4 例 で は 腫 臓 の 著 明 な 増大 作用 が ある が 他 に 著 変 は み 
られ な か つた 。 成分 注射 群 3 例 に お いて は 赤血球 , 血色 素 の 明か な 減少 が み ら れ , 血 没 カタ ラー ゼ は 
3.78, 3.19, 2.58 と 明か に 減少 し , カタ ラー ゼ 係 数 は 低下 し た 。 肝臓 カタ ラー で ゼ も 14.88, 7.28, 5.23 
と 著 明 な 減少 の 傾向 を 示し た 。 腫 臓 量 量 に は 変化 を 認め な か つた 。 

印 ち B 成 分 は 気 環 及 び カ タラ ー ゼ 減少 作用 を 有 し て お り , C 成 分 は 貴 臓 増大 作用 を 有する も の と 思わ 
れる 。 

何 ほ B 成 分 に は 聞 恵 者 に 対し 度 内 反応 惹起 能力 が ある よう で ある 。 

以上 を 考案 すれ ば 務 組 織 中 に み ら れ た 毒素 と 同様 の 作用 を 有する 物質 が 尿 中 に も る 排 燈 きれ る も の と 考 
えら れる 。 

RAR: IROLOL, 六 組 織 か ら の も の と 全く 同一 物 か どう か は , 両者 を 化学 的 に 純 分 離し て 比較 
し な けれ ば 決定 は 出来 な かい と し て も , 尿 に 出る も の が 癌 か ら 由 来 し て いる こと は 勿論 で ある か ら , 生物 
学 的 に は 仮に 同一 物 と し て と り 扱 つて 差し つか を えな いで し よ ょ うら う 。 

中 川 RR: HEALER OMAR AEN ZT OIC SY ORE RSW HESS LLL, HERO 
hn aR OAR TEL ERIC HS LOL ERD, 冶 悪 液 質 の 一 原因 と 思う 。 現在 まで の と こと ころ で 


は トク ソソ ホ ル モ ン と の 差異 を 説 め あ 得 な い 。 


8. 部 組織 の 特殊 短 性 物質 トキ ソ ホ ル モ ン の 作用 機甲 に 就 て 
緒 岡 文子 , 中 原 和 郎 GERA) 


On the mode of action of toxohormone, a characteristic toxic substance 
of cancer tissue. FUMIKO FUKUOKA, WARO NAKAHARA. 


HIER FE OWED 5, FEL 2 > EEE RIC L 5 SETI ET (ポリ 
ベ プ チー ド と 推定 ) を 抽出 分 離し て , これ を トキ ツ ソ ホ ル モ ン と 命名 し た こと は 御 承 知 の 通り で 
ある 。 昨年 の 春 ア メリ カ 病 学会 で Greenstein 門下 の Greenfield-Meister 両氏 は 動物 腫 場 を 
用 いて , と の 仕事 の 追試 を 発表 し , 全面 的 に 我々 の 結果 を 承認 し て いる 。 我 園 に お いて も 先 秒 
來 種々 御 発表 の あつ た 通り で ある 。 

人 選 て 今日 は トキ ッ ホ ル モ ン の 作用 機 帳 の 問題 で も る が , この 問題 に つい て の 徒 來 の 知識 で 
は , それ が 直接 カタ ラー ゼ を 破壊 する る の で も な く , 又 , その 作用 を 阻害 する も の で も な いこ 
と 電 け が 確定 的 で あつ た 。 抑 ち 試 験 管内 で は トキ ソ ホ ル モ ン は 全く カタ ラテ ラーゼ ぞ に 作用 し な い の 
CHS, そうすると, トキ ソ ホ ル モ ン は 体内 に お ける カタ ラー ゼ の 生産 , 名 ち カタ ラー ゼ の 合 
成 を 防 害 する も る の で な けれ ば な ら な いと と に た な る 。 PARES ZH HE FHV RN er BE 

うし て カタ ラー で ぞ の 合成 を 阻害 する か , その 機甲 を 明か に する た め の 一 つの カギ を 奥 え る も の 
で ある と 思う 。 

105 








FROMZTOVNTIEHNB 2 4851-5, 1951, 3 月 に ある 原著 を 見 られ 度 い 〕 その 結果 
を 約 言 す れ ば , トキ ソ ホ ル モ ン に よる 肝 カ タラ ー ゼ ぞ の 減 細 は 飼料 に 肝 粉 , 血 粉 , 或 は 壇 化 第 二 
鉄 を 過剰 に 添加 する 事 に よ つ て 防止 し 得る 。 こ の 事実 は 移植 腫瘍 を 持つ マッ ウス, 健康 マウ ス に 
分 離し た トキ ソ ホ ル モ ン を 注射 し た 場合 は も と より , FE Yan SY LHUEBORERE Qi 
射 し た 場合 に も る いずれ も 同じ く 証 明 さ れ た 。 

これ 等 の 結果 か ら , トキ ソ ホ ル モ ン の 作用 が 鉄 と 密接 な 関係 に ある こと が 明か で ある 。 

過剰 の 鉄 (又は 鉄 を 多く 含有 し て いる 物質 ) を 興 え る こと に よ つ て トキ ソ ツ ホ ル モ ン の 影響 は 
し て 見 < 
トキ ソ ホ ル モ ン は 鉄 と 優先 的 に 結合 し て , カタ ラー ゼ の 合成 に 必要 な 鉄 を 奪い , その 不足 を 


と 


& 
N 


打ち 消さ ん る の で あ < 


生 ぜ し め る も の と 考え られ る 。 そ う で た な いと , 卓 に 鉄 を 奥 え た 乾 け で トキ ツ ソ ホ ル モ ン の 影響 が 
打ち 治さ れる 理由 が わか ら た な い 。 

勿論 鉄 と 結合 する と いう こと は Toxohormone-iron Complex を 実際 化学 的 に 分 離し な け 
れ ば 最後 的 の 証明 を すら こと は 出來 な い の は 申す 迄 も な い 。 
ホル ン は 肝 細 胞 の カタ ラー ゼ 今 成 機能 に 障害 を 奥 え の で は 


な たく, 合成 に 必要 な 資材 で ある 鉄 の 不足 を 生 ぜ し め る も の で ある と 考え る 。 


ヽ 


S 


今日 の と ころ , 私 共 は ト 


告 し この 考え が 正 し けれ ば , トキ ツ ソ ホルモン の 影響 する と ころ は に カタ ラー ゼ の み の 問 題 
で た な い 。 ひ ろく 鉄 を 作用 基 と する Biological System 全体 一 -Hemoglobin, Cytochrome, 


Cytochrome oxidase, etc., 一 一 の 全体 に わた る も る の で あり 得る 。 癌 組織 か ら , と の よう な 物 


質 が 発見 され た と いう こと は 痛 の 生物 学 的 研究 上 , すこ ぶる 根本 的 な 意義 が ある も の で は ある 
まい か と 考え て いる 。 Ci BAPE BRIT EB) 


附 議 
佐藤 隆一 : 時 ヵ カタ ラー で ぞ ゼ の 減少 は 悪性 太 坦 だ け に 特異 ふ ? 任 血 状態 の と き 特 に 肝 カ タラ ー ゼ が 下 職 





的 か と いう 実験 が 成 さ きれ て いる ふ 。 
tA 


REHMEM: FoFOvuPIOYRICH DZ F-—VOMPAMEINTWHSH, その 他 は 知ら な い 。 を 


“Tr 


mRRRDOL ar EV RMEY REC AC BES, 実験 は な い が , 可能 性 は 多い と 思う 。 


HBS 4: 1. トキ ッ ホ ル モ ン を 注射 し た る 時 , 肝 に 形態 的 変化 あり や 。 2 Alcs? 3. 胎盤 


に は ? 
Euren : Toxohormone を 肝 カ タラ ー ゼ を 減少 せしめ る 程度 に 注射 し た 場合 に は 何等 認 む べき 形 
2177 を 見 な い 。 既に 度々 発表 し た 通り , Toxohormone KAM LIL RICE u: FS. ER 


BR | こ は な い 。 
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9. FALL DI IK Ay fy D BE TEAR ELA IT RET E 
山岡 一 行 , 富田 ふさ (京都 大 学 産 尋 人 科 教 室 ) 
On the influence of cancer tissue hydrolysate upon the protein 
metabolism of rabbit. KAZUYUKI YAMAOKA, FUSA TOMITA 


Er AEE LK TEP ey 77] OMENS IEE AERA NAHEN 
HMAC ASS SB ht TEGO OD CHE EI AST EE BD TOTEN DATE 
(LASSE RA ETEIC RAS SIC DO THEMIS FoF BAK [CHOPPY AY ER 5 SL HE 
し ま も 才 。 

就 性 腫瘍 と 胎盤 と は 発育 の 速 か な 点 で は 其 だ 似 て 居り , 又 抗原 性 に お いて る 類似 性 が あり ま 
TR, その 個体 に 及ぼ す 影 響 は 全く 対照 的 で 。 冶 の 末期 に お いて は 必ず 加 液 質 と し て 知ら れる 
全身 症状 を 早 し ます 。 之 は 何 に 因 つ て 起 る か ? INE L CSC ORES ), 前 演者 は 
Toxohormon を 以 つ て 訟 明 し て 居 られ ます 。 

旨 ネ は 冶 腫 組織 加水 分 解 物 を 長期 間 非 経口 的 に 投 興 し た 場合 , 家 兎 悼 円 代 謝 並 に 肝臓 機 能 に 
如何 な る 影 手 を 及ぼ すか を 概 索 し て み ま し た 。 

腫 組織 と し て は 京 大 産 姫 人 科 孝 室 で 得 ら ん まし た 子宮 韻 摘 出 標本 か ら 探 集 し まし た も の を 

と し て 使用 し , 一 部 は 骨 冶 肝 痛 を も 使用 し まし た 。 之 等 の 痛 組 織 を その 3 倍 量 の 35% 硫酸 
で 完全 に 加水 分 解 し , 水 酸 化 べ リー ム で 硫酸 根 を 落し て pH6.8 EL, 濾過 し て 得 ら れる 淡 
紅色 透明 な 濾液 を 新鮮 材料 14g が 1cc に 相当 する 様 に 濃縮 し て 注射 液 を 作り まし た 。 

以上 の 様 に し て 調製 し た 加水 分 解 物 を 窒素 邊 衡 汰 態 こ ある 家 兎 の 皮下 に , 毎 日 1 Hl Per Kilo 
2cc を 連日 注射 し 長期 間 に 七 つて , 休 重 , 一 般 状 態 , 赤血球 数 , 血色 素 量 等 の 推移 , eh 
仁 款 成分 の 排 浴 状 況 , 血 中 含 窒素 成分 の 消長 , 肝臓 の 「 サ ント ゾー ル | 解毒 能 を 観 容 し 次 の 様 
な 結果 を 得 ま し た 。 

第 1 表 A の に 示し まし た 様 に 体重 の 減少 は 末期 特に 閉 明 で あり まし た 。 WERTET 
後 6 一 7 週 よ り 悪 化し 食 思 不振 無気力 と な り , WREI HS TO TEITHERLTHNd 
の は 8 週 司 い も の で 12 週 で 死亡 し まし た 。 

赤血球 雪 及 び 血 色素 量 は 第 1 表 (B) に 掲げ まし た 様 に 潤 交 減少 し て 行き . 末期 に は 赤血球 数 
は 注射 開始 前 の 63% 乃至 592% に , ak 7122 一 6422 に 減少 し まし た 。 

尿 中 含 仁 素 成分 の 排 港 状況 は 第 2 RA) の 様 に 総 室 素 は 尊 次 増量 し , MELO CESKY 
5022 の 増加 を 示し まし た 。 氷 素 窒 素 は 僅か に 増加 し ます が 増加 の 度 が 軽微 で 尿素 百分比 は か ぇ え 
つて 小 少 し て 居 ま す 。 | 
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第 2 表 B) の 様 に アン モン , アデ アミノ酸, クレ デア チ ニン 等 の 排 洪 は 全て 増加 し ます が , 特に 著 
WOT verve, 注射 開始 前 の 倍 量 に 及 ん で 居り ます 。 
世 ら く 肝 臓 の 尿素 合成 機能 が 障害 さん る と 思え ます 。 
山 液 全容 素 成 分 の 消長 は 第 3 表 A) の 様 に 血液 重 白 窒素 は 洒 丈 減少 し , RASA WT fit 
正 ら 壇 加 の 傾向 を 示し て 居り ます 。 
残余 低 素 の 分 肩 は 第 3 表 B) の 様 に 守 素 , アミ ノ 酸 , クレ アデ ア チ ニ ン は 何れ も 僅か 生 ら 増加 の 
休 向 に あり ます 。 之 等 の 血液 所 見 は 休息 円 の 欠 迄 を 意味 し て 居る と 解釈 さん ます 。 
以上 の 血液 及び 尿 の 所 見 より 考 容 し て , 体 看 白 が 治 耗 され 肝臓 機能 の 障害 が 起 つ た と 推測 さ 
和 ん ます の で , 肝臓 機能 検査 法 の 一 つ 「 サ ント ゾー ル | 解毒 能 に つい て 実験 しま し た 。 成績 は 第 
1 友 に 掲げ け ま し た 様 に 「 サ ント ニ ゲ ン 」 の 初発 時 間 が 旭 延 し , [サン トニ ゲ ン 」 総 排 港 量 が 著 
明 こ 減少 し まし た 。 す た なわ ち 
寺 臓 機能 が 訪 害 され た と 解 和 収 さん ます 。 
以上 を 控 合 し て み ま す と 閣 加 水分 解 物 の 長期 間 の 注射 に より , 体 息 白 の 合成 が 障害 され た 
>, (KKANIOWM BDO, 又は 両者 が 共に 起 つ た と 考え を られ, その た め に 窒素 代謝 が 負 と 
- り 休 邊 白 が 欠乏 次 態 に 了 り , 体重 減少 , 貸 面 が 起 つ た と 考え られ ます 。 AfkicC bh SAK 
= 相似 た 症状 で あり ます 。 
以上 の 冶 加 水分 解 物 に 関す る 成績 は 「 ビ タ エ ッ クス 」 の 場合 と 全く 逆 で あり ます 。 
この 胎盤 と 冶 性 と の 両 水 解 物 は 何れ も アミ ノ 酸 を 主 成分 と し て いま す の で 「 ペ ーー クロ 
マト グラ フィ ー」| に より 分 離 概 出 し て み ま し た が , 現在 迄 に 根本 的 な 差 知 は 認め られ ませ ん 。 
REE OL it [AF A= LY] が 検出 し が た い の で す が , 本 実験 は , 釜 素 企 衡 汰 態 を 保つ て いた 
家 兎 に つい て 実験 し た も の で すか ら 必 独 ア ミノ 酸 を 欠 ぐ 事 で は 説明 し 得 ま せん 。 
アテ アミノ 酸 の 立体 構造 。 その 他 を 日 下 究明 中 で あり ま DPE OPE WIS kB) 


Ss 
+ー 
pn 


へ 


AD 試 剤 注射 に 人 入る 体 量 の 推移 (単位 g. 
注射 前 1 週 2 週 3 週 4 週 5 週 68 7 週 8 週 :9 週 108 118 


No. 1 , 1759 1750 1750 1709 1700 1600 1550 1500 死亡 
No. 2 | 2350 | 2350 ' 2350 | 2300 2250 2200 2100 2000 死亡 
No. 3 1800 1780 1730 1760 1720 1700 1700 1680 1650 1650 1500 %& 
No. 21 1700 1700 1700, 1650 1680 1650 1500 1400 1400 1300 1220  #E 


tr 


No. 22 | 1280 1980 2000 ' 1980 1930 1850 | 1800 1750 1600 1400 1300 死 記 
ragt 1550 1600 1550 1620 1710 1650 1700 | 1700 1700 1680 1700 
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附 En 

BER: RRR A Fe HRY HS, MAIKO LOH ELEA, 胎盤 に は 血球 が 多く 

その 除去 は 困難 な も の と 思わ れる 。 私 共 の 成績 で は 血球 に は メチ ォ ニ ン が 多い 結果 を 得 て い る 。 fa, ME 
間組 織 は その 発生 母 宜 織 に 較べ る と メチ オォ ニン は 多い と の 結果 を も 我々 は 得 て い る 。 

山岡 一 行 : 胎 毅 は 環 流 し て 血液 を 完全 に 除去 し た も の に つい て 行 つ た ふら 析 液 の メチ オニ ン と は 考え 
られ ん 。 


胎盤 及び 悪性 硫 章 を 比較 し て , 胎盤 が 腫 場 よ り 多 いと 考え て 居る の で ある 。 


10. 腫 間組 織 の 遊 見 アミ ノ 酸 及び 桜 算 白 構 成 ア ミノ 酸 に つい て 
mA, RR ER, ZR B AH mM 
On the free amino acids in tumor tissues and on the amino acids 
constituting nucleoproteins of tumor tissues as determined by 
the paper chromatography. MASAYA ARAKI, SHINTO 


CHIN, JUN MINOWADA, HISASHI OKADA 
(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical University) 


1. On the distribution of free amino acids in various phases of 
experimental hepatoma production. 


As material we used hepatoma of rat, which was produced by feeding with 
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butter-yellow. The free amino acid distribution in each phase of the carcinogenesis 
was determined by the two-dimensional paper chromatography. There are four 
phases—phase of ‘‘ macroscopically normal’, ‘‘ uneven surface”, “ cirrhotic” and 
‘hepatoma ’’. And as control, we used normal rat liver. 

Fresh tissues, freed from visibly detectable necrotic material, were used; and 
extraction of free amino acid from the tissues was made by Awapara’s method 
(Arch. Biochem., 19: 172, 1948), then in determination 0.0lcc. of the sample 
(corresponding to 100mg of fresh tissue) was placed on paper for chromatography. 

1) Normal rat liver: Glycine, alanine, valine, leucine, isoleucine, serine, 
cystine, taurine, tyrosine, lysine, glutamine, proline, aspartic and glutamic acid, 
hydroxyglutamic acid and glutathione were found, besides 3 unidentified-spots— 
“X” (Rf Phenol/Lutidine) (0.19/0.09), ‘* Y’’ (0.23/0.09), ‘*Z’’ (0.38/0.05). These 
spots are supposed to be polypeptides. 

2) Phase of ‘‘ macroscopically normal’: The spot-areas of above mentioned 
amino acids, especially glycine, alanine, glutamic acid, taurine, lysine, ‘*X’’ and 
YY" enlarged undoubtedly and color-intensities increased, too. Then the increase 
of free amino acid content was recognized, besides methionine, arginine and 
citrulline appeared, that were not found in normal liver. 

3) Phase of ‘‘ uneven surface: The spot-areas of glycine, alanine and serine 
were smaller than in the former phase and the color-intensities decreased to the 
level of normal liver or less. The spot-area of glutamic acid became somewhat 
smaller, but rather larger than in normal liver. Proline, citruline and “Z” dis- 
appeared, and through later phases. The spot-area of arginine enlarged and 
histidine and unidentified spots—‘‘ U ’’ (0.10,0.09) appeared. 

4) Phase of ‘‘cirrhotic’’: In this phase even the spot-area of glutamic acid 
began to become smaller, and the hydroxyglutamic acid disappeared. The spot- 
areas of glycine, serine, leucine and isoleucine were smaller than in normal: liver. 
It was characteristic in this phase that arginine, lysine, histidine and methionine 
disappeared and phenylalanine, tryptophane and unidentified-spot— ‘‘V”’ (0.12/0.74) 
—appeared. 

5) Phase of ‘‘ hepatoma’’: a) Cancerous part: Generally, the free amino acid 
content decreased remarkably, and only four amino acids, glycine, alanine, taurine 
and glutamic acid, were found. 

b) Non-cancerous part: In comparing this part with cancerous part, the free 
amino acid content was much larger, but rather smaller than in normal liver, and 
similar to the phase of ‘‘cirrhotic’’. Glycine, alanine, serine, cystine, histidine, 
taurine, aspartic acid, glutamic acid, hydroxyglutamic acid, glutathione, “X”, “‘Y’’, 
and ‘‘V’’ were found, but just little leucine and isoleucine were found sometimes. 

Thus, we recognized that in butter-yellow feeding the free amino acid distribu- 
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tion of rat liver changed remarkably. In the phase of ‘‘ macroscopically normal ’”’ 
there are the temporary increase of free amino acid content and the appearance of 
arginine and methionine, in addition. In the phase of ‘‘ uneven surface ’” there is 
the appearance of histidine. In the phase of ‘“‘cirrhotic’* the free amino acid 
distribution shows the tendency to decrease, and arginine, methionine and lysine 
disappear. Phenylalanine and tryptophane are found only in this phase. In 
cancerous part the distribution of free amino acid is little; in noncancerous part 
the distribution is similar to the cirrhotic phase and also arginine and lysine are 
not found. 
2. On the amino acids constituting nucleoproteins of tumor tissues. 

Nucleoprotein from tumor tissue was extracted by Kelly’s method (J. Biol. 
Chem., Vol. 127, 55, 1939), and just at once it was hydrolized in HCl-solution, 
condensed, and was used for chromatography. 

As material, we used experimental hepatoma of rat, human stomach carcinoma, 
reticulosarcoma and fibroadenoma mammae; as controls we used the normal rat 
liver and cattle pancreas. 

1) Experimental hepatoma of rat: Glycine, alanine, valine, leucine, isoleucine, 
serine, threonine, arginine, lysine, histidine, methionine, glutamic acid, 
hydroxyglutamic acid, aspartic acid, tyrosine, cystine, “X” (0.31/0.32), ““Y ’’ (0.30/0.82) 
and “Z” (0.30/0.85) were found. 

2) Normal rat liver: All the above-mentioned amino acids and “X”, “Y”, 
“Z" were found, as in nucleoprotein of rat hepatoma. 

3) Human stomach carcinoma and reticulosarcoma: These chromatograms 
were similar to the above. 

4) Fibroadenoma mammae: This chromatogram was also similar to the above. 

5) Cattle pancreas: This chromatogram was also similar to the above described 
four cases. 

Thus, the nucleoproteins of neoplastic tissues, regardless of malignant or 
benign, are built of the same amino acids, which build the nucleoproteins of normal 
tissues. No specific amino acid was found in the nucleoprotein of neoplastic 
tissue. In all cases the three unidentified spots were always found on the 
chromatograms, and identification of them will be expected in future research. 

CAHMAFRPFIRTNT EB) 
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11. 7 ; 田内 IE SETI ims 3 中 の by 酸 代 謝 ( パッ 2 ie) 
飛 岡元 彦 , 上 岡 和 内 て 名 古屋 大 学 環境 医学 研究 所 ) 
Nucleic acid metabolism during development of Yoshida sarcoma. 
(II Report). MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO UEOKA 


HR ZENTRAL TaB5oNbKITonWT, Schneider の 法 に 依る D.N.A. と R. 
N. A. DEREN OHTERLT. 第 1 報 の Schneider の 法 に 依る 値 と , D.N.A.- 
P, R. N. A.-P を 実測 し た 値 と を 比較 する 必要 上 , Bossacık Schneider の 法 と Schmidt- 
Thannhauser の 法 を 組み 合せ た 宇野 館野 変 法 ( 研 年 報 昭和 24 年 参照 ) を 利用 し た 。 

1) R.N. A. の 定量 Schneider の 法 で R.N.A. を 比 色 定 量 す る と , RIBS HERE 

) 値 は 大 きく , それ か ら 日 数 が 経過 する と 値 が 下る 様 で ある 。 

移植 後 同一 個 休 に つい て 数 回 定量 し た 値 CR. N. A. © P 量 を 腫瘍 細胞 10° 個 の 含量 に 換算 


し た ) 和 を TIN す 


Eu 


an 8 Se a Oe ee ee ee gle i ae 
fet 

| 2.08 2.38 | 0.78 1.38 

I | 2.48 | 1.78 0.68 

i 4.658 1.328 | 

N 7.588 1.658 | 

\ 0.308 | 2.408 0.738 
M 1.818 | 1.508 


ey = ae 


, 移 植 後 の 経過 を 一 鷹 第 6 IEE 7 日 以後 に 二分 し (最近 の 肉 用 移植 白 展 50 例 の 下 均 生 
人 存 日 数 は 11.3 日 で ある ) 第 1 回 の 定量 日 が 夫々 前 生 , 後生 に ある 6 例 の R. N. A. の P 量 は , 
中 年 1.188, 2.08, 2.48, 2.448, 4.658, 7.588, 後生 0.358, 0.398, 0.588, 0.938, 1.318, 
2.498 で , 2 Moxy liital4e® 3.388, BP 1.018 と な つて いる 。 ZRH HH 5 


日 腹水 と 第 10 日 腹水 の R. N.A. の 了 P 量 を 直接 測定 し た 値 AO ICH) ZA. 


SH 5.748 2.618 2.198 2.198 1.498 


第 10 II 1.508 1.288 0.458 1.048 0.838 


2) DNA. の 定量 移植 後 の 日 数 が 5 日 と 10 日 の 腹水 に つい て, D. N. A. の P 量 を 直接 
測定 し た 値 (108 個 に 換算 ) を 示す と , 第 5 日 の 値 は 0.408, 0.548, 0.578, 0.758, 0.888, 
0.918, 0.968, 1.058, 1.318, 1.848 で , 第 10 日 の 値 は 0.188, 0.258, 0.288, 0.298, 0.448, 

113 











0.538, 0.638 を 示し , TOBRytHx 0.928, 0,378 と な つて いる 。 又 同 一 個 休 の 第 5 A. 


a, 10 日 の 農水 を 洋 つ た 値 は 次 の 様 で あ ある 。 


I 1 A #719 


me 5 H 1.848 0.968 0.578 1.318 1.058 
# 10 } 0.188 0.638 0.298 0. 448 0. 258 


3) JRoOcE Alifokomee Youngburg-Youngburg OYE Tilo 156.61, 174. 20, 
176.43, 89.36, 113.27 mg/dl の 様 な 値 を 得 た が 絵 焼 量 と 移植 後 の 経過 と の 関係 は 未定 で あ 
So THO PMIL—-TER RTS. COD SRF ap alt PATRERED PaaS 5 日 で は 高く な 
る 傾向 が 見 られ る 。 酸 溶性 と リポ イド 閥 は 腹 水中 の 細胞 成分 , 液 成 分 の 両方 に 相当 量 あ る が 桜 
酸 の 焼 と し て は 液 成 分 の 方 に は 微量 し か 合 ま れん て いた な い 。 又 1 例 で ある が 腸 間 膜 に 臓 瘍 を 作 
D, MK POMBO HBAS ><, 多数 の 洪 出 細胞 を 交え て いた 腹水 CN. 393) で は D. 
N.A.-P の 値 が 少し 他 と 相違 し て いる 様 に 考え を られ る 。 COARSE BIT kB) 


HN Bt Bak 1 © He a BI mg dl 


移 fi 赤 it MERRRE-P | リ i Ne - Fit 
he 1% ; us ポ NG の ie 
‘ie Hei 中 Ir fut #8 + D.N.A.-P R. N.A. -P X 
si : 球 Wy it ' に ri 


P- 定 量 比 色 Posie hi J fis, P 


Hr Fr の 


N. 382 10 258000 154800 90.5 4.66 10.33 25.16 6.16 14.03 6.51 
N. 383 5 165000 78390 95.5 15.80 34.32 17.35 24.05 28.42 78.40 91.20 7.65 
10 130000 195100 94.1 13.49 18.26 34.25 2.24 9.24 18.51 22.31 2.50 
N. 384 5 256000 35600 94.3 10.09 15.68 23.33 6.00 16.39 
10 94000 128000 83.0 18.72 25.22 31.43 2.57 5. 04 3. 10 
N. 385 10 85000 53200 82.5 16.66 24.99 36.63 3.78 7.54 14.97 23.79 3.02 
N. 386 5 232000 12000 63.5 8.32 19.90 17.69 10.28 39.52 4.65 
10 124000 365000 84.0 15.58 25.72 32.31 3.02 9.22 3.06 
N. 387 り 180000 90.5 10.42 19.26 18.33 15.14 22.71 47.23 48.93 1.98 
N. 388 5 251000 87.5 9.31 18.50 23.44 26.24 34.08 43.84 48.99 3.56 
10 148000 265000 93.4 9.08 22.38 28.90 5.72 13.56 3.56 
N. 389 5 246000 95.5 6.44 13.62 25.53 8.10 29.10 3.96 
N. 390 5 226000 183000 93.0 4.56 15.12 18.65 19.34 23.36 48.61 63.81 3.45 
N. 392 5 293000 201500 95.5 12.88 56.16 19.31 13.05 21.45 44.01 63.84 5.22 
N. 394 5 220000 24000 84.5 15.62 52.64 13.92 13.57 14.02 66.53 80.31 8.95 
N. 395 5 211000 18000 90.0 5.62 39.60 17.22 19.83 24.47 28.47 37.23 9.64 
10 236000 83600 94.5 21.42 34.16 13.27 6.1 18.91 


腹 水 # 成 分 13.32 23.88 20.01 
N. 394 14 154000 56000, 92.5 12.10 22.22 11.11 
腹 水 液 成分 3.66 28.13 26.71 
N. 393 5 73000 54.5 6.40 16.54 16.92 11.11 12.02 16.54 27.36 
10 165000 42000 15. 40.00 21.98 28.78 20.42 23.67 17.01 
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SRL: TEMS SCHRMNAKOAKDTE GHOSE, な ぜ 全 有 核 細胞 に つい て 細胞 1 個 あ た 
り TER を 算出 し て は いけ な い の ぬ か ? - 般 に は per cell で の 核 的 重量 の 10°"? g 数 で あら わす 習 
慣 に な つて いて , ころ らし て 出さ な いと ほぼ ほ ふ の data と の 比較 検討 が で き な い 。 一 般 に DNA RAU 
く en ぐら ちい の 値 に な る は ず 。 し か も Klein “:oEhrlich ascite sarcoma の 結果 (1950) x 
りす れ ば per cell の DNA tit RNA の ょ うに 減少 し な いと 仮定 する こと が , 許さ れる と お も う 。 
その 間 の くい ちがい が 合理 的 に 放 明 され ね ば 有効 な デー タ と し て は 承認 で き な い 。 (た と えば 細胞 の 死 


ik, 細胞 の fragmentation その 他 に ょ る DNA の 減少 等 

RATE: HM 10 個 の 核酸 の 定量 法 は 昨年 本 学会 で 発表 し 記 ます が , 移植 後 各 期 の 
腹水 1 立方 経 中 の 有 有 核 細胞 数 を 血球 計算 汰 で 計算 し , XEH Giemsa 茶色 撤 本 か ふら 腫 章 細胞 の 数 を 数 
え 両 者 の 比 と 定量 に 使用 し た 腹水 量 か ちら 腹 水中 の 睡 間 細 胞 牙 を 算出 し 50° 個 の 腫瘍 細胞 中 に 含ま れる 桜 
FOR LEN Lice HAM DOF YM ORFRTIAM OT HICILL negrisible で ある こと 
KT LC isu HY CHS, DNA Hk bzw rich Cis 0 我々 の 行 つ た Feul- 














gen 反応 で は 
の 結果 で は 移 西 後 5 1 と 10 時 で 碁 が 現われ た 。 


Ne LT: 最近 再び DNA fio sic BR: 





PR 


語 的 の こと は 明か ふ に 式 えな い が 和 経過 に 従う 変化 は あま り 認 め あられ な か つた が 今回 定量 





faz 


LLAMA LTS, PSM OA 








ER FIRMEN OG EHE PINT SHAVER STR EL DE Sb 2 5, 
Fragment Ego &Fuıchtkrnd > て 少数 で ある 。 





SHA: 睡 濁 細胞 以外 の 有 核 細胞 の D. N. A, R.N.A. 基 は 細胞 区 3 一 4 万 程 諾 な ら 柳 め て 低く 


Met phe gy EL I HT SHI Ady ic os Pm 
JERE ETC D ape YY BY FHM (PLT BE LR, 





“ir, 


12. FFA MEO ERREIEHE  OROBFFSEI, ナイ トロ ジェ エン, 
マス ター ド 及 び バ ベラ クロ ー ル メル クリ ベン ゾ エ ー ト の 涼 響 に 
つい て ZEAEAB RES, 寺島 寛 (大 区 大 学 第 一 漂 理 教室 

Further studies on the anerobic glycolysis of Yoshida sarcoma, and on 
effect of nitrogen mustard and p-chlor-mercuri-benzoate. 

JUNTARO KAMAHORA, TSUNEAKI SENOO, HIROSHI TERASHIMA. 


ER Se; = 
1. Ye Pic SR 人 (Q ) Cc Owe 


Bare tips er 
I N®> IK Sour 
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昨年 度 の 本 堂 会 で m: "の 値 を 40 と いう 一 つの 特定 の 値 を 発表 し 
年 度 に お ける en を 示し た も の で あり まし た 。 その後 多く の 実験 の 結果 , 解 糖 値 は 


ı 


その 部 度 色々 の 値 を 示し , LABIMNSBOEICHAETFEBOTSBZIEI, 明 に な り ま し 


だ すなわち , ee hy 43 か ら 最 低 15.9 Oli ぶし まし た 。 そ て そして, この 何れ と う 値 も 正しい 物 


THEIR YOAV = 


al 
7 


ある こと は , 区 の 事実 か ら , 証明 せら れる の で あり ます 。 同じ タ 


ネズ ミ に 移植 し て も , 宿主 の 個 休 差 に よ つ て , 腫瘍 の 生活 力 に も る, 差異 が 生ん る で あろ うと 


容易 に 想像 せら れる の で あり ます 。 7 摘出 し た 陣 場 の 重量 を 測定 し , ネズ ミ の 体重 と 











の 百分比 を つく つて み ま す と , 最高 15.322 (13g 85g) か ら , 最低 2 2 (3g/100g) まで の 開 
N2 N2 
き が あり , TAGOWMLCAMTMAMOQ, 4, Q, 1.9 に 相当 する も の で あり ます 。 そ 


LT, その 間 に , 他 の 絵 て の 値 は , 比例 的 に , 位置 する こと が わか り ま し た 。 


以上 の 事実 か ら , 同じ 材料 を 分 け て , 移 和 西福 られ た 腫瘍 で も , 異 つた 宿主 に 入れ ん られ る と , 


解 本 値 が 色々 な 値 を と る に 到 る と いう こと は 。 騨 提 細 胞 の 自律 性 も , 決し て 絶対 的 た る の で 


に 2 チェ bl Yo 3 ロフ ニニ) リト テッ の の - ベ ちく テー ホル シビ > 
を , 案外 に , 強く うけ る も の で ある こと を Fe; 


sei Sepa ne mR ee 
SF DT EHRT S BAS 





安西 する 原因 に つい て は 。 ~ の 実験 に まち た いと おもい ます 。 





場 に 実際 有効 で あり 。 QF HAMOm LLC, その 生長 を 








抑制 する こと は , 衆 知 の こと で あり ます 。 私 共 は , 悪性 放 場 の 重要 な る 特徴 で ある 無 酸素 秋 
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糖 値 が 。 in vitro T, どれ ほど まで , BMrdnsmtcihtnzLer Li, 使用 し た の は 
methyl-bis (3-chloroethyl) amine+-HCl 
人 で あり ます 。 そ の 結果 は 丈 の 表 に 示す 通り で あり ます 。 
CH,—CH,—Cl 
CH,—N + HCl 


CH,—CH,—Cl すなわち 。 1/1000 PEC 732 か ら 502 位 抑制 力 を る 


つて いま ます 。 


1.100041 32.7 16.5 50% 





OS-H 基 を 確実 に , MIRE CHR T Zc Lichwt, 最近 知ら れ て 





来 た para-chlor-mercuribenzoate を も つて, 同様 の 実験 を 行い まし て , 


の he + % +- oe IH t+ 7A 2 
COO Na 次 の 様 な 結果 を 得 ま し た 。 


P.C.M.BQ. mn 制 we 


er 


50, 000M 16.6 15.9 0 


5, 000M 28.6 20.0 30% 


fen 


i 
to 


8.0 66 
8.0 662, 
11:0 > 502, 


1 3, 000M 


bd ww 
SS 
oO = 


116 











すなわち 5 万 分 の 1 モル で は 殆 ん ど 影 響 が な い が , 1/3000 で は N.M. と , ほ ぼ 同等 の 抑 


4. 考察 N.M. の 董 素 抑制 作用 に つい て は , まだ , あま り 確 実 た と と は 。 わか つて いた 
WER CHS OETA, 次 献 に より ます と , Choline-oxidase に 対す る 作用 
け て お り , その 他 の 条 素 系 に つい て は , -SH, NH, COOH 基 等 に , 


1 





= 1 HILL + ~ MEIN: L3 2 Wet Rd Im | a A ir ae? PQ le ty n "HH sr: a 
こい わ 4 し て いま し 解 稿 作用 EV 7 TER FR: うい ずれ の 部分 の ,。 いずれ: ) 共 a Hin る の ゝ 


を 決定 する こと は , 困難 な こと で あり ます 。Nitrogen mustard 2°, f 





し な いと ころ か ら 見 て も , 解 柄 酵 素 の , 絶対 的 抑制 物質 と は 考え を らん ませ ん が , P. C. M. B. 

RENT SL N. M は 重要 な る -SH 基 の 阻止 に は , 関係 し て いる の で は た いか と , Hi 
推し て いる の で あり ます 。 し か し , と の 点 に つい て は な お 多く の 反 應 を 必要 と する こと と 思い 
ます 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に による) 


Bft wa 





高橋 康之 WAL SAA だ は な か ろう か 。 
oa : 腫瘍 一 つ Gs EL HAB, 
吉田 肉腫 に お いて は その 必要 が 1] で あり 。 fA FOUL negli- 


sible と お も いま す 。 


W NM Negelein 等 は 癌 に つい て , 間 質 を 考慮 し て いま す が , SHAM, この 間 禄 の 少 い こと 





いら ヘス yi >I. は 1 
ー tH Pape 2 3 aT} u ? 2 Fi ー 
で す 。 個体 に も か か つて ゆ ウ つ < ます か ち 。 場合 に 
+ ArT と EL Zin) 7 Zu "y 
は 低い と 思う 。 も 最後 は 非常 に 強 な る 15, WS ld 





* 個 体 で も 時 





高橋 君 へ う ) 凍 質 の 長 を 考慮 する と と は 非 営 に 大 切な こと で す が , 吉田 肉 購 の 場合 は ころ 考 庵 は 要ら な 
いと 思い ます 。 恐らく 肖 定 に 入ら な い 位 に 間 質 が 少 い 。 


eer 同質 の 問題 は , 私 等 の 場合 の み に か ぎら ず , MIP MO MMII SHICRAU OTS IT 


RACH VET, 





13. ma 4 ic x FRE ME BEER Chet x 


A new cancer reaction using plasma. GORO SEYA. 


第 1 報 と し て 先 に 血清 に よる 一 新 冶 反 應 を 医学 と 生物 学 第 16 Ze BS 5 “ST F125 4-5 FY 10 
に 発表 し た が 其 後 改良 も し 症例 も 増え た の で 竣 に 発表 する 。 

BH 注射 器 針 スピ ツ ッ グ ラス に 出來 る だ け 薄 く 硬 ハラ フィ ン に 流動 ハラ フィ ン を 加え 融 点 
40°C 前 後に し た も る の を 塗り 筒 が 室 沿 で 充分 動く 様 に し それ を 以 て 探 血 , WSC LBS 4, 
血清 1cc に フィ ブリ ン 塊 約 100mg LIMAMIECART 2. KRomSichkheetid. MIE 


127% 











は 20 時 間 以 内 の も の を 使用 する 。 
次 c F ALO} 試薬 を Ye し な が SE Kr. MN TEMTFT So 


N と = oe mest ai er 
nr ” a aM Klo) MR; - 
純 ア ノン = _ N 10 0.15 wu. よる 


10 % tH ヵ 》 FR 7. 0.23x20.24 | 1cc メス ピペット に よる 


1:66 駒込 ど ペッ ト に よる 
硫 Re mw Rw | 3 0.15~0.16 5 分 - 子 結晶 水 含有 硫酸 銅 7.82g 


ul 


Aint zer ctf し た も の 


ご と) 


0.02% フク シン 溶液 て 高田 反応 用 ) 0.15~0.16 ice BZAUNYERED 


ー = Ju 1.0 Lee ! WAR ペッ ト に よる 


HED 15 分 以内 に 観 夫 する 。 至 適温 度 は 24°~26°C, 25°C に 5 時 間 保 ち 抜栓 , EUCH 
LEONE, TORFO Pi は 12.6-12.8 CHS, 夏季 (に お いて は 血 殴 及び 各 試 薬 を 
別 そ に 流水 中 で 冷却 し 5 時 間 水 浴槽 で 25°C に 保つ 。 

制定 1) 反 鷹 施行 後 5 分 以内 。 陽性 は 紫紺 色 に 赤 の 色彩 を 混 え る 。 Ee Ee AT 
2) Abe, 陽性 は 赤 味 の 弾い 小豆 色 。 陰 手 は 紫紺 色 。 鍵 陽性 は 中 間 色 で ある 。 


by AH 


HE KERPEN ROH | BPRAB (9%) 





| ila) 4M, 5 HERE 3 
st iy は 】 4 り 1 it 純 3 i 80 
2 2 0 0 "FEHLER BI 3 100 


Ie 平 上 B 尊 > 輸 邊 し た も 
AS 検 an 1 の を 除く と 
pute 1 REI Py O % ol 100 


| eS 
477 } a 8 1 2 5 
光線 療法 の み を 受け 6 2 2 2 
E 1 1 0 0 100 





A 


if ai 1 1 0 | 0 Kir te 














5 円 形 細 胞 肉 腫 ı 
mM? 1 ° 1!) re 1 


be BR び 健康 者 次 表 


Mu PEERBEE Me HE 備 % atta C26) 
上 it si te I wur 100 
+ cl. th ht 3 0 1 2 66.6 
si 結 Bi 6 0 e 68 & A | OH 100 
en Hk Oi ol 8| 4 | = 100 
rr 100 
Fi ERDE IE 5 10 
Hefe} ae x Sm 4g EL 1 0 0 1 100 


igi 4~6 rH 5 0 0 5 100 
0 SRN HE CAMB LI | 


mm 24 時 間 1 of 1 色調 で 陰性 


me u 3 1) 0 2 66.6 
"ED KK & 1 0 0 1 100 


2 


fa. 康 者 23 0 2 21 91.3 


ATER AAT I AED Ar rd D 36 例 中 陽性 数 33 ES 91.3 2 で あり 。 了 臨床 
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NOIR LBA CHE DI Hi CT EW ft SHER RENNER 55 例 中 陰性 数 49 例 , 陰性 
4 89.0 %, KEES Hyd OMI. ・ 

5 分 以内 刊 定 と 翌朝 判定 の 比較 本 年 3 月 18 日 に 5 分 以内 の 和信 定 の 有効 な の に 気付 き そ の 
後 13 例 に つい て 観察 し た が 両者 に お いて 逢う 結果 の 出 た も の 3 PIC, 前 者 に お いて 陽性 , 後 
者 で 陰性 の も の 2 例 。 1 例 は 基底 細胞 痛 の 型 の 腫瘍 で 基底 腫 の 像 著 明 で あり , 1 PK SEHR 
JC 全 引 に 還 移 あり 光線 療法 を 受け て いる も の で あつ た 。 逆 の 場合 , FR 24 時 間 の 1 例 で 


ro 


E5FDINEHETANDIETHAEHET OOF, 5FDINDPETHMEOHEL 15° 
30°C 以内 で は file : の 必要 も な く 簡 便 で あり 且つ 効果 的 で は な いか と 考え る 。 休 バラ フィ ン に 
代 る に チト ラー ト を 使用 し て 血 替 を と り 更に ビリ ヂ ン を 作用 させ る 実験 を し まし た が 良い 結果 


が 出る 様 で あり まし て 今後 の 概 索 に 次 し た いと 思い ます 。 
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14. MU KW He A ik Ow Tt 


Was. 西本 実 , HRS. 鶴田 吉 房 , 田中 勇一 ARACEAE, WIRD 
On serum protein of cancer patients. HISASHI YAMAGUCHI, MINORU 
NISHIMOTO, GEN ICHIHARA, YOSHIFUSA TSURUTA, YUICHI TANAKA. 





MEI MPN IS SBE SHAE XY Fir FTA TR SOHN SIS, Fhe (LAGE 
患者 40 例 に つき , MBE, 比重 , ARERR R ORAS HOUPWRICOW TH FL 
た 。 先ず 血清 絵 重 幅 量 に つい て は , 従 來 不変 た り と する 向き も ゃ ある が > 一般 に は 減少 の 傾向 を 
認め て いる 。 之 に 関し て Tinozzi は 一 般 栄 釜 状態 より , Reiss は 書 液 質 よ り 読 明 芝 ん と し た 。 
iff LCA ARO KS LK HEALS LO, 貧血 の 著 明 に 低下 し , BARBO BO ew 
て も る , TOCGHORITAVYAL SY, 最高 8.9g22, 最低 6.49%, Be) 7.48 g22 で あつ た 。 
中 沢 氏 の 統計 に よる と 健康 日 本 人 血清 の 総 相 白 量 は 7-9 8% TR ORT DENE RS 
7.89%, 最低 7.29%, Bey 7.4g22 で あり , 冶 疾 患 に よる 血清 総 下 白 量 の 番 明 な 量 的 差異 は 
殆 ん ど な く , NETT 痛 患 者 に お いて は , MR 値 の も る の が 多い 。 
血清 比重 は 最高 1.032, 最低 1.024, Fi 1.028 で , 之 に 対し 健康 人 で は 最高 1.032 最低 
1.027 “BH; 1.029 で あつ て , 之 ま た 両者 間 に 著 明 な 差異 を 認め な い 。 
tad Bee tw, アル プ ミ 


次 に : - セ リヤ FEN / Ic. a り > This AGE 15) ie aie る 5 ぅ {8 TC Oig 





ri) EFeF7y EL TWH, ES AT 最高 値 558. 42, 最低 値 34.3%, B#y {iti 
48.42。 之 に 対し 健康 人 値 は 最高 値 60.922, 最低 値 58.42, Fish 59.8 -cH dD, Arfilic 
お いて 在 白 商 の 低下 を 認め , MSHA 1.49 に 対し て , icp City 141, 最低 


0.52, Fi 0.94 で あつ た 。 


u, 


Gl 中 主 I rs ] を し レ し て いる の は 。, 7-Gl AS a-Gl, 3-Gl (て 殆 ん ど 健 康 人 と の = FE Fe AN 


iG 


ち 全 例 に お いて 7-G1 が 多少 共 増 加 し て いる 。 殊 に 全身 状態 の 剖 化 せる 者 


>. だ Fe? 
お りら な い 。 即 5 PNT 
hy)» L tt 
ー ブ 


就 中 子宮 韻 の 如く 病変 の 進む な に つれ て 貸 血 も 著 明 に 作 な つて 來 る 場合 等 に は Al. の 減少 と 共 


l THEI» rahi» PLE » 耳 ト ) Ir hi, 肛 | Hei AI IS 


N 
= 


に 7-Gl. の 増加 が 丈 に 題 閉 で ある 。 Zi 
いて は 一 般 状 態 は 何 ん も 良 好 で 局所 の 病変 が 相当 進行 し て いる 場合 で も , 赤 沈 は 概して 贅 進 し 


いい 


CoH Al 3% 50% 7-G1. 2222 で 何れ る 健康 値 に 近く 僅か に Al. 減少 を 認め る の み 


何 各 導 加 者 に ラチ ウ ュ 照射 に よる 治療 を 行い 子宮 夫 患 者 で は 在 均 12.000 2 0 Jeng, 他 の 
痛 疾 患 こ は 3,000~5, 000 ミリ 所 時 間 照 射 後 , 血清 給 歪 白 量 , 比重 , 赤 沈 , 及び 血清 重 邊 分 選 
OW CHROME TOM, 絵 蛋白 量 で は 「 ラ 」 照射 前 に 較べ て 増減 不定 で あり , Frl 
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LBVTIRFEEMDIENG 
MLE COW TEBE DEW 
赤 沈 に つい て は 「 ラ 」 照射 後 著 明 に 減少 し た も の も ある が 多く の 場合 に は 元 進 し て いる 。 
msec [7] 照射 後 A1. 量 減少 し た 例 も ある が :, Lanz 7% CO} HY {ALB 
A, VEIT LD BME, 7-G1 に お いて も 増減 不定 で ある が 血 沈 の 元 進 著 し い 例 に 
お いて は 必ず 7-G1. の 著 明 な 増加 を 認め る 。 こ て の 赤 洗 と Wis Ae Beinahe 
た な も の で な く , PZITFERMTOW TI RO AS 報 舎 され て いる 。 
最後 に 我々 は 肝臓 機能 障 障害 の 一 検査 活 と いわ ん れる ケ フ ァ リ ン ・ コ レス テリ ン 反 應 及び チ モ ー 
ル 湯 濁 反 際 を 併 臣 し た が 。 一 般 靖 者 で も 邊 号 閥 汰 の 張 く 障害 


ARTE. と 


り シ ・ コ レス テリ ンマ 反 鷹 は 陽性 を 示し た 。 ZUSERT BOTH 


さ 


= „ ? .—_ 
れん て いる も の で は EIER 


RET eS RR & ar E 
化 な く > TER Al. の 減量 と Gl. OTF = 1-Gl on HL RHAANCASLCHASB, PRE 


Nr 





N 


能 障害 の 存在 を , COO Fr NYO AVAF) VRP SMOMSPSHRS, 但し チモール 
渦 濁 反 應 は ケ フ ァ リン 反 應 陽性 の 場合 に も 陰性 を ホ す も の が 多い 。 

以上 之 を 要約 する と 

1. 閣 患 者 に お ける 血清 蛋白 分 居 の 移動 は 主として , Al. と 7-G1. に お いて 之 を 認め AI. 
の 減少 , 1-Gl. om». Bd Al./G1. は 健康 値 に 比 し て 著しく 低 値 で あり 健康 
値 1.49 に 対し 冶 疾 患 例 在 均 0.93 で ある 。 

2. a-Gl. 28-G1. は 著しい 変動 を 示さ な い 。 

3. 赤 沈 元 進 の 著 明 な ほど Al 量 低下 7-G1. 増加 著しい 
AEA, 比重 は 健康 人 と の 差異 を 認め な い 。 


5, チッ ウム 照射 後 の 量 的 増減 は 不定 で ある 。 





4。 Mid 


= ~ = +1 wre) $2 ye by rp eI ee Its « FE ER ee 
5. EEE リン mn スス ン 反 應 に a ) WIKIS HOT て は 有 肝臓 機能 謀 BOCES SY DO 
RER: z = 
$ ゎ も の め の る ここ と が a # わ れる 。 


Tiselius 電気 泳動 法 に 依る 癒 愚者 血清 任 白 


RK Al Gl a-G p-G 7G | AG 


EEE 7.48 1.08 48.4% 51.6% 9.25% 13.6% 28.3% 0.93 

(Ra ER | 1.032~ 58.4~ 65.7~ 14.6~ 17.8~ 38.32  1.405~ 
i od 1.024 34.3 41.6 4.9 9.4 20.2 0.547 

a 者 7.38 1.028 47.2% 52.8% 8.98% 13.9% 29.9% 0.89 

nen 40 g 106.7 1-020~_59.5~ 60.5~ 11.4 16.7~ 41.22  14.7~ 
1.026 39.5 40.5 6.1 85 22 0.63 

7.40 1.029 | 59.826 40.225 7.56% 12.3% 19.8% 1.49 

fe HE 人 |102gs7 7.2 0302 60.92 41.6x 11.72 14.7x 21.72 1.564 
1.027 58.4 39.1 51 17 17 1.40 


wit 


3 7 
(Ra 照射 ~ 





AE (ABER: 癌 患者 を , POH LIEINRROTOI RTL THOS, Lit, Ke, 手術 企 
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TREHRLVSERTRSN 換言 すれ ば , 本 実験 で , TEBHoETELVSTLESZZERLTEbnhS 
質問 し ます 。 
山口 BR: 癌 患者 全 例 に ラ ヂ チッ ム 照射 を 行い , その 前 後 の 血 消 の 状況 を 検査 し た が 大 し た 変化 を み と 


め な い 。 


15. 碧 清 対 熱 非 凝 固 物質 定量 に よる 閣 診 断 法 並び その アミ ノ 酸 


紅 成 に つい て 奥島 園 四 認 (岡山 大 学 医学 部 津田 外科 教室 ) 
Diagnostic method for cancer based on the quantitative determination 
of the non-heat coagulable substance of serum and the amino acids 
compesing it. DANSHIRO OKUSHIMA. 


SIR TEE, ME OBA ARE, 蒸溜 水 に 溶け , Tr 2 -—vicpies 
る 物質 を ゆう 。 我々 は 中 原 , 喘 岡 両氏 の トキ ソ ホ ル モ ン が 痛 患 者 血清 中 に 存在 する か 人 否 か 調べ 
る 途上 , トキ ソ ツ ホ ル モ ン と ほぼ 同じ 製法 で 作 られ た 血清 対 熱 非 泌 固 物質 が 癌 患 考 血清 中 に いち 
ぢ る し く 増 加 し て いる こと を 知り , 種々 工夫 の 結果 Pulfrich 潤 濁 計 を 用 い 簡 東 な 定量 法 を 考 
案 し , 閣 診 断 法 と し て も 相当 有効 で あつ た 。 又 その アミ ノ 酸 組成 を ペー パー クロ マト グラ 
ー を 用 い 分 析 し , 更に トキ ツ ソ ホルモン と 同じ く マ ウス に 注射 し て , 肝 カ タラ テー ゼ 量 を 調べ , F 
干 結果 を 得 た 。 

NER 血清 1cc を 100'C 湯 中 で 5 分 間 処 理 し , 凝固 血 消 を が ラス 棒 で 粉砕 す , それ に 4 cc 
の 蒸溜 水 を 加え 捜 振 し , 10 分 後 5 分 間 3000 回 韓 で 境 心 沈 滅 す , その 上 清 0.5cc を 試験 管 に 
と り , 局 方 アル ュー ル 1.5cc を 加 ぇ 30 秒 混和 し , 2.5mm の 下面 液 積 に 入れ 混和 5 分 後 の 


相対 的 潤 滴 度 を 控 用 する 。 


アル ュー ル 混 和 前 の 潤 濁 度 は すべ て 5 内 外 で 対照 と し て は 問題 に な ら な い 。 


テル ュー ル 混 和 後 1 分 間隔 で 潤 滴 度 を 読む と , 5 分 で ほぼ 最高 の 値 を と る 。 
DR 


APPAR POET CA RE BENDER LTE DHL, 血清 Lec に 含ま れる 量 と 油 濁 度 を 
両 軸 と する グラ フ は ほぼ 直線 と な たり, 洞 濁 度 より 量 を 知り 得る 。 

測定 結果 津田 外科 教室 選 ち お いて 入院 治療 せら れ た 。 冶 110 Hil, JE 83 Bl, 計 193 例 に 
つい て 測定 し た 。 潤 濁 度 40 (3.7"*/<) 以上 を 陽性 , 35 (3.4 #/oc) 以下 を 陰性 と し , その 中 
間 を 偽 陽 性 と し た 結果 は 次 の 通り で ある 。 導 110 fil, +92 (4%), +9 (8%), 9 (8%) 
非 病 83 Pl, —72 (87%), +4 (5%) 47 (8%). WICH EIA MICA SL, 消化 管 及 
び 内 臓 の 冶 は 目立つ て 挫 量 し , 旦 肉 独 も 洞 濁 度 は 高い 。 非 冶 を 疾患 別に みる と , Wp MS YE FT IN 
Br KB, 念 性 交 症 等 に 培 量 し た 例 を みた 。 
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Hicks SHAS HO Bis SRS, MOREEIPE LATS BERRIT H SDK 
る た め , Black の 原理 に な らい , PRPs AFA SET UCN SL Ftc, Kürten 及び 
七 條 氏 反 應 と も 比較 し た が , 該 物質 の 増量 は 必 し ゃ 熱 奨 固 箇 邊 の 減少 を 伴わ な いこ と を 知 つ 
た 。 

手術 的 侵襲 に お いて , 潤 濁 度 は 術 後 4 6 日 で 増加 し , 20 日 位 で 術 前 値 に 戻る が , それ が 
痛 の 場合 根治 手術 後 正常 値 こ 迄 下る 例 も あり , 手術 の 予後 を 観 容 する 上 に 興味 ある も の = 思 


> 


Jo 

該 物質 の 増減 は , Ai, 赤血球 沈降 速度 , 血液 型 等 に 特別 の 関係 を 認め な か つた 。 

病 患 者 血清 に お ける 該 物質 増加 の 原因 を 探 宛 する に は , その 構成 物質 を 知る 必要 が ある た 
め , i, IK. 血清 対 熱 非 凝 固 物質 の アミ ノ 酸 組成 を ,。 ペー パー クロ マト グラ フィ ー を 用 い 検 
討 し た 。 試料 2mg を , 5cc の 10% 塩酸 で , Er, 100°C, 24 時 間 , 加水 分 解 し , 数 回 
蒸溜 水 を 加え て 減圧 濃縮 の 後 , Aiea A SREP a AR LO IK fig PU FY FY KE 
He EEF CBA Leo HROMASIEMICIEN S BF VOUORL TV SCE EMM, 又 Roberts 
の Underglutamic acid と 一 致 せ る 所 に 小 班 を 見 出し た 。 対照 と し て 用 いた トキ ソ ホ ル モ ン 
cit Underglutamic acid と 一 致 せ る 所 の 斑点 は 大 きく 認め られ , 興味 ある こと と に は チェ チ ヂ 
ン を 見 出す こと は 出来 な か つた 。 そ の 他 の アミ ノ 酸 組成 に は あま り 相 和 違 を 認め な か つた 。 

該 物質 の 3050 mg を マウ ス の 腹腔 に 注射 し , HAF -¥VREI-NFA FORE HY 
て 調べ た 。 ト キソ ホル モン を 注射 し た 時 に は 肝 カ タラ ー ゼ 量 は 減少 し た が , HA, 非 冶 血 消 対 熱 
非 凝固 物質 の 作用 機 点 に は 相違 を 認め ず , 肝 カ タラ ー ゼ も 減少 し な か つた 。 

Lhe kD ROR ee 

Rr (SEA LG AICS AEE ES CHS SCL eo, Pulfrich Me 
いて 簡 溝 な 定量 法 を 考案 し , 診断 法 と し て も 相当 條 値 あ る こと を 知 つ た 。 之 は 従 來 の 冶 反 應 と 


1 


異 り 一 種 の 定量 法 で ある た め , ERO CBRL, 手術 の 予後 を 見 る 上 に 興味 ある も の と 思 
う 。 

血清 対 熱 非 凝 固 物質 が 癌 の 場合 に 増量 する 原因 に つい て 擦 究 し, 癌 血清 に お ける 潤 濁 度 の 増 
加 は 必 し ゃ 血清 熱 凝 固 蛋白 の 減少 を 伴わ ず ,. 手 術 的 化 押 に よ つ て は 増加 する が , 同様 操作 で 直 
接 癌 組織 より 抽出 し た 物質 (トキ ソ ホ ル モ ン ) と は その アミ ノ 酸 組成 も 異 り , 又 作用 機 点 も 異 
る 点 等 を 考慮 すれ ば , 冶 血 清 に お ける 恋 物 質 の 埼 量 は , 冶 が 発育 し て いる た め に 生ずる , 組織 
在 白 の 亡 壊 が 主 に 原因 し て いる も の と 思わ れる 。 CA ARLE BIT ES) 

Mt 議 

BR: mec he vere YAH CKS CLL, 中 有川 教授 方 の 実験 ふら 見 て も 当然 予 坦 きれ る 

の で ある が , CHA MICH, 問題 の 対 熱 非 凝 固 性 物質 の 極 く 一 少 部 を 成す も の と 思う 。 この 両 
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16. K. 1K. 因子 に よる 血液 鉄 量 の 変 移 に つい て 


SEHE. 由 谷 勇雄 、 和 歌 山 医 大 内 科 ^ 
Changes in blood iron due to K.I.K. factor. 
RYUZO IWATSURU, ISAO YUTANI. 


HeLa Ke RAL IRAIC IES 3 LAE 2 BBL LR BO HERA MD + BH Ut 
1937 f ’ 小沢 ie 


fates» が 初め て 本 学会 に 報告 し た 所 で , 之 は 仮に K.LK. 反 應 と 称せ ら 
AL, 本 反 鷹 を 起す 因子 は K.LK. 因子 と を 


子 こ と 名 づけ られ た 。 BIC GH. 加藤 は 骨 冶 患者 の 胃液 を 


連 し て 家 更 の 皮下 に 注 羽 する と 同じ くそ の 赤血球 を 著 明 に 減少 せしめ る 事実 を 認め て , ZE 
K.I.K. た と し 1950 年 日 本 内 科学 会 総会 に 報告 し た 。 今回 私 共 は K.LK. 因子 が 血液 中 


DE EL for Mein. NEIN テ コア テー コー は 、 う ん - Ay 
DEHIN-ÄN SEID ZH Z 43 か も る 知れ な いと 


和歌 山 医 大 生化 学 古 武 冶 人 教授 の 援助 を 得 


と 同じ く 家 兎 の 皮下 に 注射 し て , 時 間 的 に 血 
鉄 量 を 肖 定 し て みた 。 谷 古 武 端 人 , 井 劇 両氏 は 血液 鉄 の 健常 値 は 同一 の 家 更 に お いて 


inh ど 変 動 し な い 事 を 多数 の 例 に より 証明 し て いる 。 


: 被 概 液 を KK.1.K. 新法 


だ 駿 方法 で は K.LK. 因子 を 今 む 液 5cc 家 兎 の 皮下 に 注射 する と と に し た 。 血液 鉄 定量 法 
ら 家 兎 血液 を 材料 し て , 塩酸 を 用 いて 胡 化 , 過 マ ン 
ゲン 酸 加里 を 用 いて 酸化 , SIC HEMEL AS 條 の 鉄 を g ゥ ダン 鉄 と し て 比 色 し た 。 

実験 成績 (1) Nee K.IK. RICK RR, 277 —VIR THRE LO 


{x Breuer-Melitzer 法 に 従い 0.1cc « 


MKS ce に と か し た も の 。 
WAL 74 Yj 42 才女 で 共に 触診 上 陥 門 部 に 氏 閣 を 触 知 し FT X 線 栓 


| PRRRARIS FU TAN" 
診断 され た も る の で K.I.K. 反 應 腸 手 


に の の る や っ 


Peer HEA IT te OE) LAG 


1 4 9 8 8 は , 全然 血液 鉄 量 の 変動 を 見 な 
je A か > 
の 2 0 0 9 u 
\ / は ント Ma コレ カル 
2) EAA UAC Ha 7K B 


KR 3S ケ月 足ら まで 死亡 , PERU $e 


fen 
w 
Pe 
wo 


RER, 退院 し レ し た も の で ある 。 何 
1 例 0 10 7 If 水 は 共 に K.I.K. 反 應 陽性 
6 17 7 3 Cy WHALE MPET HD, 理学 


NYPL, REAR ED Ae CHA PENA 
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PRA LHR SIS BE ROMKTCHS, 
C3) FAP UR SO Mirk pil 
Rk 58 Ae Chih? ER ER DE, FIR X Ain CL OH SAL, X 
PCS CHARGE LAY OT, 腹水 は 
K.I.K. 反 應 陽性 で あつ た 。 


EMREN 1 2 3 4 
in 42 GTR AP HEC 9%) 8 14 12 7 
2] (4) 吉田 肉腫 の 腹水 例 
ei “HAMOWK3cc を 注 笛 し た 。 KL 


K. 反 應 は 陽性 で ある 。 











何 健康 人 血清 を 同様 家 兎 に 注射 し , 時 間 的 に 家 兎 の 血液 鉄 量 を みた が 殆 ん ど 座 動 は み ら れ 
か つた 。 
以上 の 結果 に より K.I.K. 因子 を 含む 液 を 家 兎 の 皮下 に 注射 し , その 血液 鉄 量 の 変動 を み 


>. 
an 


SE, 注射 後 2 時 間 目 に お いて 最大 の 減少 を ホ す こと が 分 つた 。 之 は KK. 因子 が 家 兎 血 


液 の 赤血球 数 を 減少 せ し む る 時 間 と 併行 する の で 極め て 興味 ある が , 今後 私 共 は この 際 の 血清 
叶 の 変 移 に つい て も 探究 し て みた いと 思う 。 (六部 省 科 学研 完 偶 に よる ) 
Mt = ide 
RAR: K.LK. 反応 の 因子 物質 に つい て は われ われ の Toxohormone | OR Mic#ecTF IES 
興味 を 持つ て いる 。 従来 発表 きれ た 御成 績 ふら 見 る と , 両者 の 化学 的 性 状 が 区 ん ど 完 全 に 
し , 婦 今 御 発表 の 鉄 の 減少 する と いう こと も , われ われ の 先 
偶然 に も 一 致し て いる 。 
K.1.K. 因子 が Toxohormone と 同一 物質 で ある 可能 仁 が 多い の で , K.LK. 基子 の 時 タタ ラー ゼ 
RM EIER L CHR S HEV, 
K. 1. K. Ki CRMRRKOMY AIBC ( て 2 時 間 、 現 は れる 点 で 溶 生 現 象 が 考 へ られ る が, 
Toxohormone は 溶血 作用 を 有 し な い 。 とこ の 点 も 併せ て 人 物 検 討 を 願い 度 い 。 
中 川 譲 : 私 は 胃液 中 の KL K. 因子 だ け で な く , MMe LMM TELM COS os, 私 
RER 70°C, 30 分 で 破壊 きも し る よ うに 思い ます が , 如何 で し ょ うふ か 。 
私 の 実験 で は この 際 中 性 で 加 温 し て も 非 耐熱 仁 で あり ます 。 
een ら 現在 の 処 , MIRA O Hh at ER Se bay ke RE, ME DLC a, 少な 
く と も 2 種類 ある の で は な いか と 思う 
2BHE: 私 共 も 中 原 様 と 同じ 様 な こと を 考え て jS8 り まし た の で これ 生 の 関係 を 早 念 に 研究 し て みた 
いと 存じ ます 。 
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17. HOW BOUE© Lewy. I. Beard IHRER UHR 
皮 内 反 應 の 実験 的 研究 藤岡 小太郎 , 梅田 眞 男 〈 聞 研 究 所 ) 
Evaluation of early diagnostic tests for cancer. 1. Experimental 


studies on Beard’s test and Matsubara’s skin reaction for cancer. 
KOTARO WARABIOKA, MASAO UMEDA 


SACI LMA S AT AVIE AMS HALB HS OTDSAN, - EBEN A EME 
必ず 命取り と な る も の で ある 。 従 つ て 早期 診断 が 要望 せら れ て いる 所 以 で ある 。 理想 的 方 法 と 
し て は , 出来 る だ け 早 期 に , BIS HT ARGE 乃至 は 無 症 汰 期 に 発見 出来, 特異 性 反 應 に し て 操作 
も な る べく 簡 昌 で 明瞭 に 便 定 出来 る も の で な く て は な ら な い 。 現在 迄 種々 の 診断 法 が 挙げ られ 
て いる が , 一 般 的 診断 法 に は 確実 な も の と し て は 細胞 学 的 診断 法 し か 無い 。 

酒井 氏 , Roffo 氏 , Beard 氏 等 に よ つ て 称 を られ て いる 痛 患 者 尿 又は その アル コール, エー 
テル 分 居 を 以 て する ラッ テ の 腫 臓 及び 性 腺 肥大 反 應 に よる 診断 法 及び 最近 松原 氏 , 服部 氏 等 に 
ト つ て 称え られ て いる 交 組 織 か ら 得 られ た 特異 水溶 性 物質 を 以 て する 皮 内 反 鷹 に よる 癌 の 早期 
診断 法 に つい て 検討 し た 。 

Beard 氏 試 験 法 : 閣 組 織 及 び 冶 尿 中 に 向 性 朋 ホ ネ ホルモン が 存在 する と 言わ れ て 居り 文 妊娠 動 
物 及 び 冶 動物 に お いて 腫 職 肥 大 が あり , 殊 に ハム スタ ー に お いて は 著 し い 等 の 事実 と 関連 し て 
本 診断 法 の 條 値 に つい て 検討 し た 。 

ラッ テ に お いて 行わ れ て いる 本 反 窯 を 雑 系 及び 純系 (C3H) マウ ス , ハム スタ ー 及 び 純 系 
(ウイ スタ ー) ラッ テ の 若い 動物 を 主として 実験 を 行 つ た 。 被 概 尿 と し て は 冶 人 究 所 附属 病院 
入院 中 の 患者 で , 手術 又は 死後 解剖 に より 確実 に 冶 と 診断 され た 者 の 尿 か ら Beard 氏 等 の 方 
法 で 得 た アル コール, エー テル 分 厨 の 蒸 帝 水 乳 濁 液 を ,。 マウ ス に は 原 尿 10 ml 相当 量 , ハム ス 
ター。 ラッ テ に は 原 尿 100 ml (一 部 200 ml) 相当 量 を 腹腔 内 に 注射 し , 60 乃至 72 時 間 後 
に 断 痛 し , 腫 臓 及び 性 腺 の 重量 の 増減 を Beard 氏 の 方 法 で 算出 し た 。 舎 痛 尿 及び 健康 尿 の ア 
ルコ ー ル 分 局 , アル コー ル 。 ベン ジール 分 司 に よる 試験 も 併せ 行 つ た 。 

Beard 氏 等 は 腫 臓 及 び 性 腺 の 増加 を 表す の に , PA 及び 体重 / 性 腺 重量 値 の 標準 対 
MRO LACS SMH ( 夫 * 仮 に DM 及 DG と 名 附け る 。 Mor IT x100 
3a WM OST)  y FRECHE), と て 示し , この 減少 率 が 双方 


企 均 組織 重 (対照 ) 下 均 組織 重 ( 試 験 群 ) 
及び 一 方 の み に て も 20% 以上 の 値 を 示す も の を 陽性 と し て いる 。 と の 側 定 法 が 基 洒 と な り 得 


る た め に は 少く と も 対照 群 に DM Lit DG の 何れ か 一 方 で も 20% 以上 を 示す も の が 人 存在 
する か 又 逆 人 に 実験 群 に DM 及び DG 双方 共に 20% 以下 を 示す も る の の 存在 する 事 は 不都合 と 
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た る 。 然るに 対照 群 た お いて 既に DM, DG 双方 又は 一 方 の み 20% 以上 を 示す も の が 各 動 物 
RI 20 乃至 30% DCHHEL, 一 方 試験 群 に お いて は DM 及び DG 共に 20% 以下 を 示 
す も の が , 各 動 物 群 に 20% 乃至 10022 も 存在 する 。 雑 系 マウ ス の アル コー ル , エー テル 和 群 及 
び ア ル ュ コール 和 群 の DM, DG は 下 均 的 に は 対照 群 の それ より 僅 に 高い が , 診断 の 基準 と する 
に は 不適 で ある 。 純系 CH マウ ス , ハム スタ ー, 純系 ウイ スタ ー ラ ッ テ に お いて は 対照 に お 
ける DM. DG の 個体 差 も 比較 的 少く 是 試験 群 の 成績 も 陰性 で ある 。 

浴 系 マウ ス の アル コー ル 。 ベン ゾー ル 和 群 は 牌 均 し て 極 く 僅 に DG が 大 きく な り DM は 負 に 
中 ち 逆 に 腫 臓 が 小さ く な る が 之 も 診断 の 基準 と 出来 る 迄 に は 至ら な い 。 

之 を 要する に この 様 な 方 法 を 以 て する 腫瘍 の 診断 は 利用 條 値 を 認め 難い 。 

松原 氏 等 の 皮 内 反 應 : この 反 應 は 松原 氏 服 部 氏 等 が 癌 組織 又は 編 毛 喘 毛 組織 より 得 た 特 
異 水溶 持物 質 に こよ り 専 ら 人 体 腫瘍 の 診断 に 利用 し て いる が , 力 全 の 検定 に も ゃ 人体 に よら な けれ 
ば な ら た ない 現状 で は 極め て 不便 で ある 。 又 も し 松原 氏 の 言う 如く 腫瘍 特異 反 窟 で あれ ば 人 体 皿 


は 勿 答 動物 腫瘍 に お いて も 特異 的 に 利用 出来 る る の で な けれ ば な ら た な い 。 も し 之 が 可能 で 


あれ ば 基準 液 の 調製 に も 多大 の 便宜 を 得る わけ 宮 あ る 。 か か る 爺 地 か ら 吉 田 肉 種 ラッテ に お い 
て 実験 を 行 つ た 。 

吉田 肉 注 の 新 鮮 組織 を 松原 氏 四 時 間 法 及び 服部 氏 法 に て 処理 し て 得 た 特異 水溶 性 物質 の 各種 
ULHE (207, 507, 1007, 2007, 5007, Img, 2mg, 5mg, 10mg) の 生理 的 食塩 水溶 液 
0.2 ml を 100g 前 後 の ラ テッ テ , 対照 群 (48 Bl), 吉田 肉腫 移植 群 (67 例 ) RO SORES 
Bl), 妊娠 例 (8 例 ) の 腹壁 皮 内 に 注射 し て 時 間 を 追 つて 観察 し た 。 

500 7 以下 で は 2 乃至 3 時 間 後 に は 不明 評 と な る 軽い 浮腫 を , Img で は 15mm 前 後 , 2mg 
で は 20mm 前 後 , 5mg で は 25 mm 前 後 , 10mg で は 30mm 前 後 の 何れ も 4 乃至 6 時間 
位 続く 浮腫 を 見 る が , 限界 は 明 腔 で な く 計 測 し 難い 。 

何 Img 以上 の 和 群 で は 大 き な 不 明 上 腔 な 限 県 を 持つ た 注 性 の 中 心 部 に 5 乃至 8mm nf 
な 極め て 軽度 の 硬 結 と それ を 取り 人 邊 く 1mm 前 後 の 極め て 薄 赤 い 常 を 見 る 。24 時 間 後 に も 軽 
度 の 局 年 な 浮腫 と 中 心 部 に 褐色 常 を 認め 得 。 

之 ら の 反 應 は 上 記 実 験 群 の 何れ に も 著 し い 差 は 認め た い 。 

腫瘍 移 西 時期 に よる 相違 る 認め られ ない 。 

松原 法 と 服部 法 の 間 に ゃ 著しい 人 違い は 認め られ た ない 。 

皮 内 反 應 は 皮膚 の 反 窯 性 に よ つ て 大 きく 左右 され る と 言わ れん て いる 。 FYy FORT RKKN 
反 應 に は 余 り 適 当 で な い 動 物 に お いて は 本 反 應 は 診断 的 利用 條 値 は 認め られ ない 。 

( 交 部 省 科 学 試験 研究 費 に よる ) 











18. ラッ ト の 抗原 抗体 反 應 の 場 に お ける 吉田 肉腫 の 発育 


佐藤 隆一 (群馬 県 太田 病 


The growth ef Yoshida sarcoma in the field of a reaction 


(1) 緒言 
対す る 


いて は 好 中 性 白血球 及び . 


上 上 と モイ ンー > oF 
FRE Cree OG 


c 


KEEP HEIR X BHP HEA MERA OF HIER & 
場 に 吉 E 17 AN % FS 植 発 ? 


教授 ) ¢ 


田 肉腫 の 実験 
emai K a RUF 12 人 * 治 癒 例 に お いて 移植 {を 受 yer i FA AyD Bin WTB > 
LER wef I SPE ERBE > 
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in rats. 


され ん た 。 


何 な る 影響 を 受け る か に つい て 観察 し た 。 


た 験 動 Ny & 


(2) 材料 


=} 
I x 


し て は 卵白 の 生理 的 食 


し て は 70 グラ テラ ュ 妨 至 100 グラ ム の ラテ ラット (Hz 


Hark“ Ss 5 hic fe RR 計 る \ 


89.9 日 目 か ら 2 Sy Bil %’ 受け た 。 
(3) 実験 CA) 上 記 の 5 HA RMOP 0.5 を 4 日 の 間隔 で ラッ ト の 腹腔 内 に 注入 ラッ ト 


RYUICHI SATO. 


HIRTRICHWTFY ROY AD re NY Tr 


2 ie 





Be 3 例 ) 
時 間 en 
折原 注入 直前 注入 後 24 時 間 注入 後 48 時 間 注入 後 72 時 間 
Hs 1 例 21200 32000 50000 36000 
第 2 32000 46000 47000 42000 
第 3 例 66000 90000 84000 68000 


AY て 4 例 平 均 ) 


て 正常 腹腔 内 細胞 は 3 例 平 均 ) 





6 回 日 抜 体 注 A 
A ig 前 5622 
挑 体 注入 後 ao。 
24 時 fi = 
fs BR 
48 時 間 9% 
5725 


間 目 に 吉田 肉腫 ( 純 培 


RES JENEM 
21% 135 2% 19% 
11% 1% 3% | 4% 
13% 1% 2% | 
15% 2% 2% 22% 


15% 3% 13% | 0 





食 状 態 の 腹水 0.03) 
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AR KE: ェ テオ デ ヂ a 
ン Ei BR If 球 


を 移植 し た 。 対称 と し 


k ZA ET 
ッ ト に お 


ァ ッ ト の 腹腔 内 に 強く 然 も る 或 程度 


Hub 7 ZUR Fre x (武田 
育 させ 吉田 肉腫 の 発育 の 状態 及び 抗原 抗体 反 應 自体 が 相互 に 如 


qoF) を 用 い 抗 


ji 田 肉腫 は 佐々 木 研究 所 動物 番 ぢ > 


を 感 作 し 6 回 目 抗原 注入 の 直前 
及び 6 AARON Fit. 
球 数 の 時 間 的 経過 及び 白血球 の 
百分率 を 夫々 表 T[ 及 表 上 に 示 
I, KIT RRI PSR PEM 
を 主 休 と する 抗原 抗体 反 
應 に よる 腹腔 内 細胞 反 應 は 質 的 
に も 量 的 に も 24 BRIA 48 

時 間 を 最 頂点 と し て 72 時 間 目 
に は 大 体 に お いて 抗原 注入 の 前 


ERHLER 4 


の 状態 に 近く な る も の と 考え ら 
れる 。 

(B) 以上 の ラッ ト に お いて 
7 回 目 卵 白 腹腔 内 注入 後 12 時 
. て は 感 作 せ ぬ ラッ ト に 生理 











的 食塩 水 で 5 CHB SI 0.5cc を 吉田 肉腫 ARE Wk 0.03) FSA 12 Wh 
中 に 注入 し た 。 (対照 3 例 ) 倍 800 双 で スト リッ ヒ と の 中 等 程度 の 濃厚 さ の 部 分 の 中 性 白血球 
を 中 心 と する 腹腔 内 細胞 反 應 の 時 間 交 の 経過 及び 5 AA, 9 日 月 に 抗原 再 注入 時 に お ける 所 見 
っ 連続 5 富野 中 の 全 例 の 下 均 を 表 邊 に 示す 。 


ZI 〈 ) 内 は 対称 の 平均 数 表明 に より 対照 は 36 時 間 以 後に お いて は 好 中 
GIS eM nn 性 邊 球 の 遊 出 は 殖 ん ど 趣 め ら れ な い が 江 作 せる 
後 の 時 間 ER ER _ 

LEITERN ラッ ト は 72 時 間 後に お いて も 相当 程度 中 性 白 血 

12 時 間 。 |28⑦) 2010 7<⑨ 

| と ; 1 リ ANNE ¢ Bj! 

24 ヶ | 1sc15) 17012), 5 3) ERO MEM ASB SEIT AMO 36 AES HANS 

36 7 | 58) 616 26> 植 後 5 日 目 , 9 日 目 に 抗原 を 再度 注入 し て も 盛 に 

487 |5 sl ss. | a obec oe cai 

72.7 3c1) aa 3 AE PREFAMLERO MEM L CARS CEASE Bild, 

Ei MEPERE Cid AAAS © Al 吉田 肉腫 の 発育 は 対照 は 72 WAM RA EN 

5HH SEES 

“Ly 
5 Hate h 汰 態 に ee a Se 
注入 後 12 時 間 | 1 腫 の 純 培 栓 状態 に な つて いた が 感 作 し た ラット 

24 ヶ 19 RCW Clk 72 時 間 で は 小型 ( 低 抗 型 ) の 肉腫 

48 7 12 r np, こら て Zi ) LIT 

—_ RODS < PMERFEIC AE FAT UR DAH EL 





oH NAIF HEC 2 HEME ABCC 5 Ee, ee a 
THRE ARE e RICHES BROW TIL 72 時 間 で は 各 例 共に 純 培 誰 状 態 と は 言い 


= si BE. Ak 100 HFFA TIE ARO BIT LAR 
RUBIES So MORRIS 9 日 (2 例 ) 10 日 (1 例 ) 感 作 群 は 
14 日 (1 例 ) 11 日 (2 例 )9 日 (1 例 ) で 各 死 亡 し た 。 

(C) 区 に 前 回 と 同様 人 し て 6 回 感 作 せる ラッ ト に 吉田 肉腫 を 前 回 と 同様 に 移 征 し , PAS 
hide 24 時 間 毎 に 同一 抗原 の 同一 是 を 連続 し て 腹腔 内 に 注入 し た 。 こ の 結果 で は 3 日 妃 到 5 A 
(1 例 ) 迄 は 好 中 性 白 血球 の 盛ん な 遊山 が 認め られ た が 3 日 旋 至 5 日 以後 に は 中 手 白 血球 を 中 
DEF SHAME S TD AMON RED IRET 3. LIRMAMOM MORAL & 
OCH LAS ALBA 5S, AMO MERAN EF SOI AK 100 時 
間 を 要する 。(1 例 は 5 日 を 要 し た 。) 純二 養 汐 態 に な つて 以後 の 生存 期間 の 延長 は 特に 認め ら 
れず 14 日 (1 例 ) 10 日 C2 例 ) 9 日 て 1 例 ) で 各 死 亡 し た 。 

(D) 死亡 時 感 作 群 の 肉腫 の 浸潤 まる 大 潮 出 は 全 例 に お いて 対照 に 比 し て 大 きく 是 出 血性 で 
あつ た 。 之 を 組織 学 的 に 検査 し た 所 血管 腔 の 高度 の 充血 出血 箇 が 各所 に 認め られ た が 対照 に 比 
し て 質 的 の 券 異 が ある と は 考え られ な い 。 

(4) 考察 及び 結論 以上 の 実験 に より 抗原 抗体 反 應 の 場 に お ける 吉田 肉腫 の 発育 は 対照 
4 び 正 常 の ラッ ト に お いて は 72 時 間 目 に は 純 培 槍 状態 に 達する が 感 作 群 で は 純二 査 汰 態 に 達 
する 迄 に は 約 100 時 間 を 要 し, 且 全 例 に お いて 少く と も 感 作 群 で は 72 BRIS TAT 
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胞 は 小型 (抵抗 型 ) の も の が 対照 に 比 し 分 像 像 も 少く 純 培 栓 状態 と は 言い 難い 。 然し 年 
ら 抗 原 抗体 反 應 に よる 中 性 白血球 , 軍 球 を 中 心 と する テッ ト の 腹腔 内 浪 出 性 炎 が 吉田 肉腫 の 発 
吾 に 対し て 本 質 的 な 所 制作 用 を 有する と は 考え られ な い 。 又 抗原 抗体 反 應 は 好 中 性 白血球 の 持 


5 な 遊 出 を 月 標 と し て 考え れ ば 肉腫 の 発育 増殖 し て いる 腹 喧 内 に お いて も 起り 得る も る の で あ 
D> 吉田 肉 及 の 発育 自 休 が 特に 抗原 抗体 反 應 を 抑制 する と 考え る 所 見 は な い 。 


19. ARBRE & BR EER SPE 5 LL 7 a TH AM Ae © ARTE 
武田 勝男 , 今村 哲二 , HRB, 渡辺 秀 三 , 細川 弘 , pine 


Studies on the nature of immunization of Yoshida sarcoma with 

special reference to the species-specificity and organ-specificity 

in sera. KATSUO TAKEDA, TETSUJI IMAMURA, MIKI AIZAWA, 
SHUZO WATANABE, HIROSHI HOSOKAWA, TAKEO 
MOTOYAMA. (Department of Pathology, Hokkaido University.) 


1) The sera of rats of Wistar-strain (W), roof rats (K) and mice (M), not the 
strain of Yoshida sarcoma, which were immunized strongly against living embryo, 
liver, kidney, spleen, testicle or red blood corpuscles of rats of Yamashita-strain 
(Y) or water rats (D) which are closely relation to Yoshida sarcoma, could agglutinate, 
in low degree, tumor cells and in rats developed the anti-transplantable immunization 
in low grade, which lasted for a week or two. 

Conversely, rats of Y- and D- strain which were immunized against the tissues 
of rats of W- and K- strain and of mice which are alien to Yoshida sarcoma, evoked 
no anti-transplantability. Further, the sera of rabbits and goats immunized against 
rat tissues agglutinated the cells of rats of all strains and at the same time 
agglutinated and degenerated and fused tumor cells. 

When these sera were absorbed with rat tissues, the agglutinative titres against 
all cells of rats and of Yoshida sarcoma decreased. The facts recorded above showed 
that the immunization against Yoshida sarcoma has some relation to the species- 
specific immunization which is common to the normal tissues. But its effect was 
transient and weak. 

Generally, the more “ alien’ the animals immunized, the higher the species- 
specific immunization is. But there is a remarkable difference between this specificity 
and the anti-tumor specificity which is preserved strongly for a long time in W-rats 
in which tumors healed spontaneously. Therefore it is difficult to explain the 
phenomenon of this immunization only by the species-specific immunization. 

2) The sera of rats in which the sarcoma healed spontaneously agglutinated 


2 


monocytes of Y-rats in the same grade as tumor cells, but did not agglutinate red 
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blood corpuscles of Y-rats. And the sera injured tumor cells strongly, but 
monocytes weakly. Further the sera of W-rats which were immunized against 
monocytes of Y-rats agglutinated tumor cells and monocytes of Y-rats. Conversely, 
the sera of Y-rats immunized against monocytes of W-rats did not agglutinate 
tumor cells and monocytes of Y-rats, but monocytes of W-rats. Therefore it is 
considered that there is the common organ-specific antigen between Yoshida 
sarcoma and monocytes of Y-rats. 

3) When the healed sera of W-rats were injected in plenty in concentrated 
condition in tumor animals (Y), tumor cells were injured strongly, though the rats 
remained without injury. On the other hand, when the diluted sera of rabbits 
which have a strong injurious effect were injected, the influence of these sera 
against tumor became too weak to injure tumor cells, but toxicity against rats did 
not so decreased as to avoid the toxication. Namely, the factors against tumor 
and against rats were contained in sera of rats and rabbits in different proportions. 

4) When the sera of rabbits and goats immunized against Yoshida sarcoma 
were absorbed with red blood corpuscles of rats, liver or kidney, the obstructive 
action against rats decreased obviously and agglutinative titres of red cells became 
zero, but still agglutinated and injured Yoshida sarcoma. 

Absorbing the sera of W-rats, rabbits or goats with the killed tumors, the sera 
agglutinated completely neither red cells of Y-rats nor tumor cells. These sera 
could hardly injure the cells of rats, but did only tumor cells strongly. 

On the contrary, when the sera were absorbed with living Yoshida sarcoma, 
the injurious action as well as agglutinative titres on tumor cells descended 
remarkably. Namely, it is assumed that Yoshida sarcoma has the common species- 
specific antigen to the animals from which the tumor originated, and has, moreover, 
the common organ-specific antigen to monocytes which must be the matrix of tumor. 
The existence of tumor-specific antigen can be anticipated. because these tumor 
cells must be an independent mutant from the normal tissues, even if the tumor 
cells must have been changed from monocytes. 

It may be also supposed that the specific antigen against tumor may exist in 
the masked condition, perhaps, in the individuals of the tumor animals as well as 
in the tumor transplanted animals of the originated strains. It may be, moreover, 
assumed that the antibody which showed zero titres in the agglutination test, 
is possibly due to the tumor-specific antigen, and the nature of the immune sera 
absorbed with the killed tumors corresponds nearly to this nature. The healed 
sera of W-rats and rabbits sera absorbed with normal tissues of rats correspond 
to the antibody including organ- and tumor-specificity. 

These antibodies exist naturally in Serum protein. 


In the result of the measurement by Tiselius’s method, 7 -globulin decreased 
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rather, while «-globulin increased strongly in W-rats which have a high specificity 
against organ and tumor, and further in sera of rabbits which have a strong 
species-specificity, both g- and «- increased strongly. 
(六部 省 科 学 古 完 堆 に よる ) 

附 講 

浜崎 幸雄 : WS CHR BE OH KS LO Virus 性 の も の に 限る と 球 ふ 件 考え は 正 に その 通り で あぁ る 。 

RA i GMS DRT Virus を 分 離し 得 た の で 紫 の 世間 は 氷解 で 

劉生 きた 細胞 内 に 1abil な 因子 が ある と は れ た が , それ は 我 く の 云 ふ second factor で あり Virus 

は 堪 程 labil で な い . 


何 今後 の 刈 疫 研究 に は 我 え の Virus を 使用 し - ce ees Lye. 
武田 勝男 : 我々 の 実験 で は 明 ぉ な Virus の 分 st, LA AE NIE CH 3 DEFRA O AP SB labil 
な 基子 は 更に 本 質 的 な も の と 思 れ る . その 究明 は 今後 に 待ち た い . 


20. 吉田 肉 風 の 感受 性 ( 被 移植 性 ) に 対す る 遺 俺 学 前 移 
佐藤 博 東北 大 
Hereditary ebservations on the susceptibility of rats to Yoshida sarcoma. 


HIROSHI SATOH 


学部 病理 


VSS FF 


車場 の 移植 成績 を 重定 する に 当り , TEAL SPE. 陰性 , Bice: & It THINK LT RHE 
LINHA SAL TW SP, それ ら の 限界 は 必ず し ゃ 明 確 で な い 。 特に, 陽性 と いわ れる 場合 で も 
死 亡 迄 の 経過 は 住 そ を に し て 一 定 で な い 。 この 事 は 化学 療法 の 実験 その 他 死 亡 迄 の 経過 の 吟味 が 


ym t-te i Ir キテ I tl I > 】 あ 、 ニ = ) デ ーー ビ ロ の 
: fi 444 1 & Toe betic Ds DIC IHN > ae = 
DASHFILIRE ARM ADS, し か る 1? HAMC BWC, ラッ テ の 腹腔 内 移植 に お い 


Y 


て , ZoRirtin et faecHHanıtd, 我々 は 次 の 如き 分 類 を 試み て いる 。 先ず 大 別 
A) JER Him, B) 異常 経過 と こわ ける 。 
A) 正常 経過 と は , 腫瘍 の 持続 的 な 成長 に よ つ て 動物 が 一 定 の 期間 内 に 死亡 する 場合 で あ 
る 。 それ に 次 の 如き 場合 が ある 。 (1) 普通 量 (細胞 数 1 千 ケ ー3 千 万 箇 位 ) 移植 の 場合 , ラ 
ッ テ は 3 4 日 で 純 堪 誠 状態 と な り , 8-5 ABS 12 日 で 死亡 する 。 (2) 少数 細胞 


C1 科 1 RIND 移 丁 の 場合 は 約 10 日 で 塗 未 標本 中 に 錯 揚 細胞 を 発見 し , その 後 約 12 日 


B ) 異常 経過 と は , 腫瘍 の 成長 に 消長 が あつ て 長く 経過 する 場合 で ある 。 之 に ( イ ) 長い 経 
過 の 後に 結局 腫瘍 死す る 場合 た と て ) SEATS SHELBHS, MINTS SLEXOMEABA 
で ある 。 (1) 移植 後 3 ー 4 A CHBREIRIEL ED, Toter 20 日 或 は それ 以上 継続 し , 
橋 め て 高度 の 浸潤 を 起 し て 死亡 する 。 (2 ) Fri REEL, その 後 自由 細胞 
132 














第 1 表 DEL, 数 10 ARICHOH WORE 





Aes は や RiP =O THIF LIBS. (3) 自由 細胞 消 

C1) m Pk 失 後 , 腹腔 内 に 結節 を 作 り その 成長 の た め に 死 
12 gexaseat 1025 
腫 井 死に 3) に する が , 自由 細胞 は 見 られ な いも の 。 (4) 他 

C4) 

REN eas SCHERE L 7oRHEIO SAAN CIEE CIB 5 
と ^ く | & 性 

Cm) BAM cssl Bam 30, (5) 他 の 場所 に 韓 移 し て 増殖 し た 結 W 

we x | (Reset) 


DUET S340, (6) KRANICHE EIER. 
も の が 治癒 する も の 。 (7) WERE RBIC ISH LIIA HMOUTE CRT 53 NOTE 
る 。 以上 C1)~(4) CABARET SHECHS, (PEORRC- REY 
の は 183 AICTE S L70) 之 も 従来 の いい 方 に 従え ば 陽性 と ゆう 事 に な る わけ で あめ 
る が A) の 正常 経過 の 場合 と 同一 に 取扱 う 事 は 出來 な い 。 (5)~(7) は 自然 治癒 に 属す る 。 

の 他 に (8 ) 細胞 が 増殖 し な いで 結局 自然 治癒 し て し まう も の が ある 。 不感 受 性 と ゆう 分 光 
を する な ら 之 を ゆう の が よい か と 思う 。 

以上 の 如き 経過 の 軸 常 或 は 自然 治癒 を 起す 因子 は , 腫瘍 細胞 の 側 と 動物 の 個体 の 側 と 両方 に 
BRS. 従来 の 移植 腫瘍 で は , か か る 場合 に 細胞 の 方 の 移植 性 の 強 弦 が 問題 と な つた の で あ 
る が , 吉田 肉腫 の 場合 に は 個体 の 感受 性 が 非常 に 明 剛 な 問題 に な り 得る の で ある 。 そ の 一 つ は 
動物 を 購入 し て 移植 する 場合 に , 或 時 の 群 で は 非常 に 移植 系 が よい の に , 他 の 時 期 式 は 他 の 商 
人 か ら 購 入 し た 時 は 非常 に 移植 和 が 悪い と ゆう 事 が 厩 え 経験 され る 。 之 は 吉田 肉 入 を 実 了 さ れ 


る 人 は 誰 で も 経験 する 事 と 思う 。 之 は 動物 の 体質 が 重要 た 役割 を し て いる 事 を 示す も の で , 私 





は この 体質 を 遺 偉 学 的 に どこ まで 明か に する 事 が 出来 る か の 実験 を 行 つ た 。 即ち 自然 漆 


を 両親 と し て その 子孫 を 内 安 配 に よ つ て 繁殖 せしめ , その 子 拉 の 感受 性 と 経過 を 現在 F, 





め た 。 第 2 表 に 示す 如く この 純系 繁殖 の 子孫 に は 抵抗 性 が 高 ま つ て いる 事 は 明 で , SAHNI 


Ash ah hr i. Bi ra 

ia 2 : m Te 征 a = 本 

F, 229 122 | 53.3 13 18.8 64 27.9 

F。 99 42 42.4 30 30.3 27 27.3 

fg (F, F,F;) 65 64 | 98.5 1 1.5 0 ~ 
Re A 動物 (最近 1 ヶ年 ) 161 128 79.5 6 3.7 27 16.8 
ie i HS oS sat 340 301 (88.5%) 39 11.5 


a に u る £6 at | Mr: 4 anes 22 5 
045-1049 eg = 436 (93.66) u 」 39 6.4 
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第 3 3 
F, 
親 動物 番号 EEE RU i 党 Fa 過 
腫 瘍 死 7 7% ia Mi at 
} { % & % kr Mi % ER % 
1 1750 1749 6 10.0 6 100.0 
2 1747 1729 6 100.0 6 100.0 
3 1750 1691 1 7.7 12 92.3 13 100.0 
ı 1750 X231 1 50.0 1 50.0 2 100.0 
5 5121 1725 1 10.0 6 60.0 3 30.0 9 90.0 
6 KB 1691 1 10.0 6 60.0 3 30.0 9 90.0 
7 5145 1714 1 16.9 2 33.3 3 50.0 5 83.3 
8 4064 4047 1 16.7 4 66.6 1 16.7 5 83.3 
9 1750 6523 2 22.2 4 44.5 3 33.3 7 77.8 
10 1750 5180 4 26.7 3 20.0 8 33.3 11 73.3 
11 1750 5179 5 35.7 1 Ti 8 57.2 9 64.2 
12 147 6502 5 45.0 2 18.0 4 37.0 6 55.0 
13 1750 6503 3 50.0 3 50.0 3 50.0 
14 K13 1690 4 57.1 3 42.9 3 42.9 
15 KB Ki 3 60.0 2 40.0 2 40.0 
16 515 1720 4 66.7 2 33.3 2 33.3 
17 1750 5173 5 7154 1 14.3 14.3 2 28.6 
18 521 1714 8 72.7 2 18.2 1 9.1 3 27.3 
19 521 1720 10 76.9 3 23.1 3 23.1 
20 5145 5114 7 87.5 1 12.5 1 12.5 
21 K3 6011 8 100.0 
22 5121 6516 12 100.0 
23 1747 6081 100.0 
24 1750 X287 4 100.0 
25 5145 1725 7 100.0 
26 X150 X160 11 100.0 
27 5145 5125 7 100.0 
F, 
23 X113 | x10 5 55.6 4 44.4 9 |100.0 
29 1750  X279 2 100.0 2 | 100.0 
30 X195 | X196 8 100.0 8 100.0 
31 X144 | X200 1 16.7 3 50.0 2 33.3 5 83.3 
32 1750 X280 1 25.0 1 25.0 2 50.0 3 75.0 
35 1750 X270 1 33.3 1 | 33.4 1 33.3 2 66.7 
54 1750 X272 2 33.3 4 66.7 4 66.7 
35 X144 | X146 T 46.7 2 13.3 6 40.0 < 53.3 
36 X144 | X147 12 60.0 3 15.0 5 25.0 8 40.0 
37 X113 | X121 8 61.5 1 7.8 4 30.7 5 38.5 
38 X116 | X121 10 76.9 2 15.4 1 7.7 3 23.1 
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第 4 表 
1750 1749 
5 | | 
1 i aS ; © . Si 
K194 X15  X196 X379  X380  X381 
| | | 1 | | 
X371  X372 x373 X374 X375 X376 | X377 
CAH) (28H) (5lf) (45H) (33H). (72H) (30H) 
第 5 # 
> 5187 (19H D—CI8H 日 腹水 ) 
> 5188 (24H) 
<109 (130 HS— 1304 FEESED— 
X109 CIBOHS— 10H FRA _, 5189 (1511) 


X193 (183}1 ) 


X225 (124}1 ) 


休 質 で ある 事 は 


ZEHINAIR a を 示す も の と : 


HOM F, (第 3 


= As 
表 a J 


Be TS RE CEI IE BIBT SY Oi 
3 頭 は 夫 * 130 A, 


225 の 


meh: の 余地 は た な い 


ー て 124 日 腫瘍 ) 


FA 


13%, COMPAL CHME LOC 
大 体 30~40~70 日 の 経過 で ある 。 
124 日 の 長 さ 


183 日 , 


> 5201 〈47 昌 |- 


思う 。 併 ( 
部 が 正常 経過 を 


30 例 ) IZ FO TIRE が 異常 た な だ け で 全部 死 選 する 様 な も 
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に 122F 日 腹水 ) っ 5199 (21H) 


> 5200 (18H) | Fal 5 
—(25H 日 腹水 うく 
5 


* す も る の と あり , 


ある と は 


5190 (26H) 


—(8 HH Mik) > 


— C26}! 日 腹 て 


—(32}1 日 腹水) っ 
—C40 H 昌 腹 水 〉 っ 


A 
2H 昌 腹水 て 





、47 日 日 腹水 ) 


第 3 表 の 如く 両 箱 絢 に 


を 部 自然 治 


1 >» 


考え ! られ ん ない 。 


ICH 


X378 
(21H) 
> 5191 (11H) 

5205 (15H) 
208 161) 
209 2011) 
5210 {19H ) 
“ 5211 (14H ) 
5212 (19H) 
5213 (1411) 
5214 (11H) 
5215 (12H) 
5216 10}! 
5217 (23H) 
218 (10 
5219 (16H ) 


LCRmAT SL, ib 


が X109, 


MEGANE THE HF | 


2 TTB 1 AR 


第 4 


eee 
My DDo 


X193, X 


» Felt KO 











TERBIELEF CWS. 之 等 の 動物 より , 腫瘍 細胞 を 次 の 動物 に 移植 し た 場合 の 成績 は 第 5 表 
の 如く で ある 。 之 に よれ ば 異常 経過 が 相当 高 奉 に 出 て お り , 腫 揚 細 胞 の 良性 化 を 思わ し め る 
DS, 詳細 に 検討 し て みれ ば や は り 被 移 西 動物 個体 の 抵抗 の 問題 と な る 。 

要する に 吉田 肉 外 に 対す る 感受 性 及び その 経過 を 決定 する 因子 は , MAKO Lic DO TE 
を 示す も の で ある と ゆう 事 は , ほぼ 確実 で ある が , COMMANODHMCHMCE SL, 未だ 
F。 迄 の 実験 で ある か ら 人 和 何 続 行 す る 。 (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 


梶原 MB: 演者 と 同様 の 上 的 を 以 て 商 雄 の 不感 受動 物 を 内 部 交配 きせ て いる が 。, 現在 迄 F。 を 得 て , 
その 成績 は 中 々 演者 の 結果 と 一 致し て いる 。 M54 Hoi» DML TC F」23. F,39, F,7 569 5 
で ある が , この 中 で 58 頭 は 1 対 の 商 雄 か ふらの 子孫 で ある 。 何 交配 は Brother-sister Bleeding で ある 。 


その 成績 は F, CUS ciER (43.596), 異常 て 13.022 の ), BARS (37.5%), F。 に 於 て は 正常 <48.2 め ) 
= (37.02),。F。 に 於 いて は 正常 MO 異常 て 14.022), 不感 受 (4.0%, 






異常 て 14.8%)。 下 感 : 

で あり , KR F。 に つい て 見 る と , 雌雄 共 不 感受 の 両親 より の 了 チ 一 方 だ けが 下 感 受 の 場合 と の 聞 に 一 

定 し た 差異 が 必ず し も 見 ち れ な い 。 これ ちの 結果 か から 吉田 肉 独 に 対す る 動物 の 側 の 感受 性 は 遺伝 する こ 
と は 明 ち か で ある が , その 遺伝 様式 は 色々 の 複雑 な も の で あろ うと 考 へ らち れ る 。 

BEER: 吾 々 は , 耕 湾 に 於 て 昭和 4 年 か ら 昭 和 11 年 の 8 ヶ年 に 球 り 1,000 全 頭 の マッ ゥ ス を 用 い 所 

SPE, 不感 受 性 素質 の 遺伝 関係 を 5 代 に 世 り 迫 及 し た 結果 , 両 素質 は 其 の 子孫 に 連綿 と し て 遺伝 さ 


請 感 
れる も の で ある こと を 確か ぬ め 得 た 。 何 お 召 々 が 発見 し た 5 ペッ シュ ホル 
HE, 不感 受 性 両 素 質 の マッ ス 和 群 に 移植 を 行 つ た 結果 , 両者 共 自 家系 続 マ ウス の 原発 

て の み 完 全 陽性 (移植 て 死 ) を 示す こと が 明 ら ちぬ ふ に し た 。 多 自然 治療 を 示す も の は 包 て 不感 受 








及び 両者 統 系 の ある も の で ある 。 

SHAN: われ われ の 教室 で 使用 し て いる Wistar 系 白 原 は 全 例 自然 癒し , 山下 系 は 全 例 10 HE 
fe CME LFS, この WC) と 山下 て 8 ) の F」 代 で は 腹腔 内 吉田 肉腫 細胞 は 11 日 で 消失 し , 
以後 死亡 直前 まで 出現 し な か ふつ た が , MBER FORRUS ISH K LUI PEKICI9 L 50 上 前 後 で 全 例 死亡 し 
た 。 即ち 腹腔 内 態度 は Wistar fy-Ch 0 4 を 示し た 。 Wistar LIU PEOU NER 


が 現れ た も の で ある 。 


21. 人 体 子 宮部 演出 液 に 対す る 家 兎 子宮 の シュ ワル ツマ ン 弄 反 應 
及び アル チ ス 下 反 應 の 連続 反 應 に よる 具 床 的 所 見 並び に 病理 
少 織 学 的 変化 に つい て 山口 喜男 (ara, EWA EM yee 
Clinical findings and pathohistological changes caused by repeated 


SHWARTZMAN’Sand ARTHUS’ reactions at the rabbit uterus 
against extract from uterine cancer. YOSIO DEGUTI 


TrijurEi LCR OF RMR EI CREF AIC VA IVI TY ROT NF » APD, 
OT vi ¥ — RHEE REA ICH CME RLS SCPE AIRC RR SIE EINES ESA 
; 


が 生ずる の で は な いか 」 と の 登 倉 教 授 の 私 見 に 従い 本 実験 を 行っ た 。 


136 











ER BENOIT : Atk: Pe ERED CHA TED, BDA RMIT LS 
数 回 の 濾過 を 施し た 上 , BRLY + VYAF MUA & FSW ROMS CHR CRS CH 
二 を 確 め , TALEMARROLAERKOMAIC 0.1-0.5cc 宛 準 備 注射 し , 24 時 間 後 , H 
静脈 内 に 同一 抽出 液 10.0cc を 以 っ て 痢 起 注射 を 行っ て , Shwartzman 型 反 應 を 観察 し た 。 
この 実験 に より 著 起 され た 子宮 膝 部 の 変化 は , 準備 注射 と 若 起 注射 を 痛 浸 出 液 に よっ た 場合 は 
C1) 準備 注射 の み に 冶 浸出 液 を 使用 し た 場合 , (2 ) 若 起 注射 つみ に 冶 浸 出 液 を 使用 し た 場 
合 , (3) 準備 注射 と 基 起 注射 を 滅菌 生 理 食塩 水 に よっ た 場合 , (4 ) 背部 皮 内 注射 と 静 注 に 
よっ た 場合 の 対照 実験 に 比較 し て , PIE, Fem, 腫 眠 が 著 明 で あっ た 。 有 文 , 正常 子宮 浸出 液 に 


よっ THRON: 中 を 講 じ た 場 名 ri are 上 記 対 照 2 Kr Ar り 閉 明 た) 反 應 が 見 られ た が , 癌 浸出 液 に 
る 所 見 に は 及ば な か っ た 。 駐 , HIZMMICLSAAENHOR, 卵巣 に フリ ー ド マン 氏 反 應 を 思 
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dF Be 7x) i RER, これ は 正常 子宮 浸出 液 注射 で は 見 らん な いと と で あっ て Shw- 
artzman 型 反 應 と は 無関係 な 冶 物 質 の 一 効果 で は な いか と 考え られ る 。 予備 実験 に お いて , 
者 起 注 射 後 3 時 間 力 至 100 時 間 の 内 に 適時 開腹 し て 鈴 察 し , 3 時間 乃至 5 時 間 目 が 最 著 明 な 友 
應 の 見 られ る と と を 知っ た 。 
Kic 1 3 週間 後 同一 子宮 部 位 に 0.10.5 cc 注射 し て , Arthus 型 反 應 を 観察 し , 対照 子 
宮 に 比 し て 粘 腕 に 出血 の 傾向 が 紅く 。 浮 腹 , 充 陣 。 出血 の 反 際 も より 著 明 な こと を 確 め た 。 こ 
の 操作 を 連続 反復 し , 一 定時 期待 に 子宮 全便 除 術 を 行い , 病理 組織 学 的 概 査 に 供し た 。 


Ak fh 注射 ee ee eee MMR IR OL A 

射 注 2 Sts 
fir: CS EB Re O i Ch Ik) 回 数 HR A RAY me _ の 有 faz je Hi 
No. 3 BR“ 0.2 SETZEN. 2) 18H + | 92 | aa 
No. 9 | ヶ » 0.2) ヶ ヶ 10.0 1 | 158] + |? 中 ー 
No. 5 | y 0.2 7 » 1.03 61H + ? 4 _ 
No.15  ; ヶ 0.2 » y 10.06 |192H + | 一 184 
No. 1; 7 ク 0,2 ヶ ヶ 10.0 3 1 + 7 + | 一 
No.10 > » 02 ヶ ヶ woalwn + | 一 Bit] — 
7 A:BTESHKLO , vs お (2 En Br 
No. 25 2 np py ie 水 1.0 2 10.0 1 2} fs: 2 
No. 2 KTHENMOS ヶ » 10.0 2 |190H + | 一 ー | 4+ 
No. 12 y y 0.2) 7 ヶ 10.0 3 33H + + 一 _ 
No. 7! » » 01» ET mE en) チ | っ BK es 
No.28 | 7 y 1.0) 7 ヶ 30.0 4 | en) + | 一 — | t+ 
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No. 5 一 徐 備 注射 と し て 右 子宮 に は 閣 浸 出 液 を 左 子宮 に は 減 軸 生理 食塩 水 を 使用 し , FRE 
射 に は 癒 浸出 液 を 使用 し た 所 , 左 子宮 に は 浮腫 の み 認 め ら て た が , 右 子宮 に は 浮腫 , 壊死, Fi 
血球 の 消 溜 が 認め られ た 。 











No.12 一 局所 注射 3 回 , 初回 注射 より 38 AR LA LOCH ODF HIB BT FIC 
ICS HM, COMIC, 白血球 の 浸潤 , et, 壊死 を 認め た 。 

No. 2 一 局所 注射 2 回, 初回 注射 より 190 日 経過 し た も の で ある が 右 子 宮頸 管 括 肌 に 正常 家 
更 子 宮 に 見 られ な い 明 腫 様 の 粘膜 夫 殖 を 認め た 。 

No.15 一 局所 注射 6 回 , 初回 注射 より 192 日 経過 し , 子宮 腔 部 は 両側 共 腫 岩 肥 大 し て いた 
DS, 左側 は 石 側 の 2 倍 大 に 肥大 し , 左側 子宮 制 面 は 頸管 に 相当 する 部 分 に 粘膜 の 示 血 と 肥大 を 
認め , 肉 晩 の 肥厚 が あり , 病理 組織 学 的 に 乳 嗜 腫 様 の 夫 殖 が 認め られ た 。 

No.28 一 局所 注射 4 回 , 初回 注射 より 198 日 経過 し , 両側 子 吉 共 腫 岩 肥 大 し , ZRH 


SME OD 0.5cm 入っ た 筒 所 に 0.5xX0.8cm 位 の 境界 明 須 な 胡 円 色 の 結節 を 認め , 内 腔 は 


充実 性 で 区 花 状 を 呈し て いた が , 病理 組織 学 的 に は , RIO LAS Bir, 結節 の 周 
肢 は 圧迫 さん て いた 。 (病理 組織 の 檎 査 は 松岡 茂 雪 授 の 御 指導 に よっ) 


22. 吉田 肉腫 の 疫 的 治療 
相沢 幹 , 今村 哲二 , 本 山 朝 光 , SHH. FRE, 安倍 弘 昌 , BAA, BRR 
On the immunological therapy of Yeshida sarcoma 
MIKI AIZAWA, TETSUJI IMAMURA, TOMOMITSU MOTOYAMA, 
SHOH KASAI, TADASHI TOZAWA, HIROMASA ABE, SATSUKI 
SASAGE、 KENJIRO IKEDA (Department of Pathology, Hokkaido University) 


It has been observed that rats of Wistar strain (W) and roof rats (K) transplanted 
with Yoshida sarcoma healed spontaneously in a definite condition. Sera of these 
rats agglutinated and damaged tumor cells in vitro; and such a fact carried many 
rats to the immune therapy, on which some reports were already published in our 
laboratory. 

Rats used for the present research were those of Yamashita strain (Y), which 
died of Yoshida sarcoma with the constant behavior and is most closely related to 
the matrix of Yoshida sarcoma, and other near-associated strains, i. e., rats of the 
mixed strain from Gifu (G) and Saitama (S). 

At first, when healed sera of W-rats were injected sectionally (total amounts 
ca. 10cc) in the abdominal cavities of Y-rats 48 hours after transplanting with 
Yoshida sarcoma, the therapeutical effect was found, but tumor-death was un- 
avoidable. Administering large doses (about 30cc in 2-3 days), tumor cells showed 
the remarkable vacuolar degeneration and decreased with crisis and thereafter the 
so-called ‘small resistant form of cells” resisted therapy, and further adding the 
sera continuing for 4-7 days (total 50-70cc), four cases were cured completely 
without recidivation. 


138 











In these cured rats the retransplantation was prevented for 40 days, but titres 
of agglutination of their sera were zero against tumor cells. It was remarkable 
that the healed sera of W-rats gave an influence only upon the tumor cells especially, 
in spite of so large amounts of sera injected. The sera of rabbits which were 
immunized strongly against Yoshida sarcoma showed agglutinative titres of 2560X- 
10,000X against tumor cells. And when these rabbit immune sera were administered, 
in situ or inactively, in rats of Y-strain and its mixed strain, they changed all cells 
in the abdominal cavities as well as tumor cells into the fusion and disappearance, 
but animals died of toxication. 

When the sera were administered in small doses or in dilution, they gave little 
changes upon the tumor cells and animals got recidive or died of toxication. Only 
in the cases of injecting with small doses of immune sera of rabbits at first, and 
then adding immune sera of W-rats against recidive therapy was successful. It is 
assumed that these destractive factors in the immune sera of rabbits are not due 
to the quantitative difference from that of W-rats, but to the qualitative difference 
of anti-bodies against the normal tissues of rats and against tumor tissues. 

At first, when the sera of immunized rabbits absorbed with erythrocytes of rats 
and showing zero titres against erythrocytes were injected sectionally in the 
abdominal cavities of rats of Y- strain and its mixed strain, tumor cells degenerated 
in vacuolar form during 1-2 days and cured from the tumor after 5-12 days. 
However, animals were sometimes weakened and died of toxication or of recidivation. 
Namely, it is possible to treat rats of Y-strain and its mixed strain immunologically. 

Now the following experiment was attempted to study the corelation between 
the destractive factor against rats and against Yoshida sarcoma. That is to say, 
immune sera of rabbits, from which the common antibodies against the normal 
nucleated cells of rats, were removed by mieans of absorbing with liver or kidney, 
or with erythrocytes, of rats, were injected sectionally in the abdominal cavities 
of rats of Y- and its mixed strain, which were transplanted with Yoshida 
sarcoma 48-72 hours before. Then the tumor cells disappeared in many cases 
in the course of 5-6 days. But many animals were weakened and died of 
accidents after the definite intervals on account of germ infection or cold weather. 
And these experiments showed that the considerable amounts of species-specific 
cytotoxins against rats is remaining. Moreover, when the immune sera of rabbits 
were absorbed with killed Yoshida sarcoma, agglutinative titres against tumor 
cells and erythrocytes of Y-rats disappeared, and it showed that the species specific 
toxicity was absorbed considerably. 

When these immune sera were administered in the abdominal cavities of rats of 
Y- and its mixed strain, which were transplanted with Yoshida sarcoma 48 -120 hours 
before, the tumors disappeared rapidly from the abdominal cavities within 1-2 days. 
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In subcutaneous adminisration of them, their effects were revealed somewhat retarded 
for a while, but the allergical cell reaction appeared in the abdominal cavity within 
2-3 days, and tumor cells showed the typical vacuolar degeneration and disappeared 
in a short time as in the natural healing in W-rats. 

Still more, when rats of Y- and its mixed strain were treated with sera obtained 
from goats belonging to ‘‘ guinea-pig type” in Forssmann’s classification, after the 
analytical absorption as the cases of rabbit immune sera, the same results in the 
therapy using immune sera of rabbits were brought about. 

The results of the above-described experiments were summarised as follows: 
1) The therapy is carried easily in W-rats, water rats and roof rats but difficult 
in rats of Y- and its mixed strain; i.e., the nearer to tumor the strain is, the more 
difficult the therapy is. 

2) The immunological therapy in rats of Yamashita, Gifu and Saitama strains 
is possible, at least, in the earlier stage of transplantation. 

3) Therapeutical effect is higher in rabbit immune sera, and lower in that of 
W-rats. On the contrary, toxicity against rats is strong in the immune sera of 
rabbits and goats, and is scarcely found in that of W-rats 


CARWHRFF RENT ES) 


23. WISTMEOMIE (436 A) me B Chan mERO ROD 
Studies on tumor therapy. TAKASHI SHIBUYA 
子 は O-A-T 飼 食 に よろ る [FoF] 肝臓 病変 を 予防 する 目的 を 以 っ て 45 種 の 薬物 に よる 


IDERERETL その 内 32 種 の 実験 は 昭和 16 年 2 月 之 を 報告 せり 〔 腫 場 治療 の 研究 ] (第 
5 BU) 今 その 後 の 実 験 33 こ 45 に 至る 成績 を こと に 報告 せん と す 。 
RBALLU IC KH : ry UCL ORAS [7 v7] を 用 い , 一 実験 に 5 


~20 匹 を 使用 せり 。 O-A-T WATTE, 分 量 等 は 佐々 木 氏 の 法 に 従い た る を 以 っ て 省略 す 。 
SAMI ヶ月 に し て , O-A-T に よる 2 種 の 肝 細 胞 退 行 変性 及び 「 異 型 夫 殖 |] を 防ぐ と と 
主眼 と し て 観察 せり 。 
癌 発生 予防 に 使用 せる 泉 品 : TRTDER2 Huck PEN eA, 薬品 に し て 不溶 性 
の も の は その 20g を , 560 「 キ ロサ イク ル 」 超 理 波 発生 毅 置 を 以 っ て 30 分 作用 せしめ 乳剤 > 


33。 1 2 無水 亜硫酸 尊 達 放 0.5 34. 12「 ス テア リン 」 酸 乳 剤 0.5cc 35. [7 x 
トミ ン | 液 (1 号 ) 0.5cc 36. 「 ズ ルフ ロー ル | GB (硫黄 乳剤 ) 0.2cc 37. 12 邊 肝 酒 精 
交 且 外 剤 0.5cc 38. AWE hhh 0.5cc 39. 人 障 各 酒精 抽出 剤 0.5cc 40. AMM 
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「 ア ェ ト ン ]| 抽出 液 0.5cc 41. 12 生 夏 温 抽出 液 0.5cc 42. 0.52「 ヒ オレ ステ リン 」 
絢 剤 0.5cc 8. 0.5% [クレアチニン] 液 0.5cc 44. 人 胎 「= ェ ー テ ル 」 抽出 乳剤 0.5cc 
45. O-A-T 注射 家 兎 血 清 0.1cc 

実験 : 33。 1 2 無水 亜硫酸 尊 達 を 以 て せる 実験 例 , 財 実 質 細胞 に 変化 碁 少な し , 僅か に 小 
紫 周 辺 部 に お いて 人 浅 胞 様 変 性 を 直 む る の み , [aol LPR ON AR PR AE ERIE EZ 
め ず 。 本 変化 を 対照 比 し て みる に 総括 的 に みる 時 は 甚 軽度 全 胞 様 変 性 より みる 時 は 軽度 
同質 性 変性 より みる 時 は な し RPMI EER ko りみ る 時 は な し , AKAD 0-A-T Bitic 
ト る 肝 病 変 を 著 明 に 防ぐ は 注目 すべ し 。 

34。 1%2「 ス テア リン | 酸 乳 剤 を 以 っ て せる 実験 例 肝 小 個 は 殆ど 正常 の 構造 を 示せ り 。 
祭 移 変性 は 殆ど 認め ず 。 同質 性 変性 \ ま , 旭 状 桜 肝 細 胞 再生 像 も 認め まず , た だ 称 に 散在 性 
に 桜 [ピク フー ゼ 」 を 時 せる 肝 細 胞 散 在 す る を 見 る の み 。 之 を 対照 に 比 す る に 鈴 括 的 に みる 時 
は 甚 軽度 会 胞 様 変 性 より みる 時 は 軽度 若く は な し 同質 性 変性 よ リ みる 時 は 軽度 若く は な 
i 江 潜 桜 時 細胞 再生 像 より みる 時 同 本 液 も 赤 , 財 変 化 を 良く 防ぎ 得 た り 。 

35. [ツェ ラテ トミ ン ] 液 1 号 に よる 実験 例 肝 小 葉 構造 は 之 を 認 む る 事 を 得る も , FINE 

| 当 著 明 に こし て , 小葉 周辺 部 の 同質 性 時 変性 及び 光 潜 桜 財 細腕 の 再生 世 る る の を 僅か に 認 む な 。 
本 例 に お いて は , グリ ソン 氏 靖 に お ける 腸 肝 上 皮 細 胞 並 びに 結 締 細 胞 の 増殖 著 明 に し て 小葉 周 





] に も いて 肝 細 胞 を 島 風 状 に 囲 あり 。 之 を 対照 に 比 し て みる に 総括 的 に みる 時 は 中 等 度 会 
胞 様 変性 よ トリ みる 時 は 中 等 度 同質 性 変 性 トリ みる 時 は 軽度 光 装 肝 桜 細胞 再生 像 より みる 時 
は 軽度 

36. 「 ズ ルフ ョ ロール] 液 ( 硫 次 乳剤 ) に こよ る 実験 例 AIR ERIGRAES AL, その 間 


に 稀 に 健全 な る を 認め る の み 。 同質 性 秦 性 中 等 麻 に し て , 光 潜 桜 計 細 胞 再 生 像 は 記 を 認め ぬ め ず 。 
この 変化 を 対照 比 し て みる に 総括 的 に mie ASHORE ARE kD AA CHORE 同質 性 変性 よ 
りみ て 中 等 度 TRIP RMR ER KH ATAL 

37. 1%2 生 肝 酒 精 抽出 乳剤 を 以 っ て せる 実験 例 PGA SARI SRI AE 
り 。 然 ん ども る 桜 は 割合 に 健全 に し て 変化 せる も の 少し 。 細胞 索 問 の 毛細 管 は 充 所 し , 赤血球 を 
以 っ て 去 さ る 。 ア 氏 細 胞 は 取 大 し , 多数 類 円 形 と た と なり, そつ ある も の は へ 半 粒 を 有 世 り 。 同質 
仁 変 性 は 小柴 末端 に お いて 確か に 之 を 認め , BOPP ELA EO Fo ART PM EERIE 
少な し 。 之 を 要する に , 本 時 臓 は O-A-T に よる 定型 的 訟 化 制 合 に 少く , ワ 氏 細胞 の 反 應 
比較 的 黄 明 な る 事 を 特徴 と す 。 交 を 対照 に 比 す る に 総括 的 に みて 軽度 会 胞 様 変 性 よ リ みて 


た し 同質 性 変性 より みて 軽度 泡 汰 概 時 細胞 再生 像 より みて 其 軽 度 若 し く は な し と する 事 を 
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38。 人 膳 帯 水 抽出 液 に よる 実験 例 用 細胞 索 構 造 は 僅か に 認め 得る の み に し て , 殆ど 全部 
の 肝 細 胞 は 胞 様 変 性 を 早 せり 。 耐 し て 同質 性 変性 は 少な く , ERBEN HER MEZ € 
*。 之 を 対照 に 比 し て みる に 総括 的 に みて 紗 度 iR DA TREE 同質 性 


誰 め - LEN AN 


PEL DAR CHEE «RPGR LI りみ て な し 

39. 人 購 帯 酒精 抽出 乳剤 を 以 っ て せる 実験 例 肝 細 胞 索 は 認め 得 。 面 し て 会 胞 様 変 性 は 軽 
度 に 唯 末 栓 部 に お いて 僅か に 散在 性 に 認め 得 。 同 質 性 変性 は 軽度 に し て 人 郊 問 要 肝 細胞 再生 像 は 
殆ど 之 を 認め ず 。 こ の 誠 化 を 対照 に 比 す る に 総括 的 に みて 軽度 空 胞 欄 変性 に より て 軽度 
同質 性 変性 より みて 軽度 或 は 殆ど な し 光 ぬ 汐 桜 時 細胞 再生 像 よ りみ て な し 本 液 は よく O-A- 
T 注射 に よる 肝 細 胞 変 化 を 防ぎ 得 た り 。 

40. 人 胎盤 「 ア モト ン ] 抽出 液 を 以 っ て せる 実験 例 放 細 胞 案 を 認め 得る も る , その 配列 乱 
れ , 全 肝 細胞 は 大 小 不同 と な り , GTR LIRR ETD, 桜 も 又 大 小 不同 に し て 一 見 し 
て 「 へ ベト ー ム | 様 の 感 を 奥 う 。 AIMEE OS. MAHER OS. IITA 
胞 再 生 像 は 殖 ど 之 を 認め ず 。 
iz, Ara TED TAN + A] へ の 第 一 歩 を 踏み 出せ る 如き 感 を 奥 


Nu 
= 


の み に し て 前 記 の 三 主 様 変 化 は 殆ど 之 を 認め ず 。 之 を 対照 に 比 し て みる 総括 的 に みて 
軽 胞 様 変性 よ リ みて 軽度 同質 性 変 性 より みて 軽度 «aR ITA ER KO CHEE 
変化 は , 第 37 実験 (和牛 肝 の 酒精 抽出 乳剤 ) の 結果 と 共に 注目 すべ き 所 見 な り 。 

41. 1% FREI KSB 肝 細 胞 夫 は 殆ど 之 を 認め 才 。 人 諸 胞 様 変 性 は 全 肝 小葉 
及ぶ 。 同質 性 変性 僅か に し て , 光 装 桜 肝 細胞 発生 像 は 軽度 な り 。 絵 括 的 に みて 強度 BERR 
Tv N DATE 同質 性 変性 より みて 軽度 HER ARIF APE EIR EI A TEE 


SV 
a 
は 


KG 
N 


N 


Rt 


42. 0.522「 ヒ オレ ステ リン ] 乳剤 を 以 っ て せる 実験 例 財 小 葉 は 殆ど 正常 様 構造 を 認め ら 
AUF, 全 葉 は 会 胞 様 変性 並び に 財 小 葉 周 辺 部 より 発生 せる 同質 性 変性 を 以 っ て 充 さ れ , その 中 


に 僅か に 時 細胞 泡 潜 概 再生 像 を 起 む る の み 。 之 を 対照 に 比 する に 総括 的 に みて 弄 鹿 NORE 
BER DATCHYE 同質 性 変性 より みて 理 度 泡 潜 授 計 細胞 再生 像 より みて 殆ど な し 


43. 0.522「 ク レア チ ニ ン 」 液 を 以 っ て せる 実験 例 肝 小 葉 は 殆ど 全部 に 互 り 正常 構造 を 炎 
vw, 中 心 静 脈 周囲 は 肝 細 胞 底 胞 形 成 を 挫 す と 共に 原形 質 は 赤 率 色 の 壮 状 物 を 変化 せる も の 多 
Lo 小葉 周 辺 部 代 お いて 稀 に 正常 肝 細 胞 を 認 む る も , 大 部 分 は 同質 性 変性 肝 変 性 。 並び に 軽度 
の 次 凌 要 肝 細胞 増殖 を 來 せ り 。 之 を 対照 に 比 す る に に 総括 銘 に みて 強度 偽 胞 様 変 伯 エリ みて 
強度 同質 性 変性 より みて 強度 泡 状 桜 肝 細胞 再生 像 より みて 軽 度 

4. 人 胎 「 エ = エーテル 」 抽出 液 を 以 っ て せる 実験 例 肝 細 胞 は 之 を 明 富 し 得 , 然 れ ど も 個々 
の 肝 細 胞 は 配列 や や 解 商 し , 細胞 形態 大 小 不同 と な り , 桜 叉 大 小 多 桜 あり , 然 れ ども 原形 質 普 
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UIC PRE S BOWIE —SLET [St - 2] の 初期 を 見 る の 感 を 呈す 。 ZUR, In] 
質 性 変性 , IRI TE ERIE ZEROES, ZEIMICH Sic 総括 釣 に みて 軽度 
室 胞 様 変 性 より みて 殆ど な し 同質 性 変性 より みて 軽度 泡 状 桜 肝 細 胞 再 生 像 より みて な し 

ei 子 は O-A-T 1 ヶ月 投 興 に よる 「 ラ テラ ッ テ ] 肝 細 胞 病 理 変化 を , Fine, EIER 
性 介 状 桜 時 細胞 再生 増殖 に 三 大 別 し , 之 等 の 論 化 を 防ぐ 事 を 月 的 と し て 実験 を な せ YD, FEO 
第 33 一 第 45 迄 の 実験 結果 を 見 る に 

1・ 肝 細胞 全 胞 変 性 少な か り し ゃ の 3 12% 無 水 亜硫酸 前 達 液 34 122「 ス テア リン ] 
酸 乳 剤 37 12 牛 肝 酒 精 抽出 乳剤 39 人 膳 帯 酒精 抽出 乳剤 40 人 胎盤 [アモ トン ] 抽出 
M44 人 胎盤 [エー テル 」 抽出 乳液 

Il. 余 の 所 計 同 質 性 肝 細 胞 変性 少 あ ふり し も の 33 12%2 無 水 亜硫酸 章 達 34 12「 ス テア 
リシン] 酸 乳 剤 35 「 ツ ェ ラ トミ ン ] 液 CLS) 37 1%2 生 財 酒 精 抽出 乳剤 38 A 
出 液 39 人 購 帯 酒精 抽出 乳剤 40 人 胎盤 [アセ トン ] 抽出 六 41 1 PR 44 
人 胎 「= エ ー テ ル ]」 抽出 乳剤 45 O-A-T 注射 家 兎 血清 

1: 光 状 桜 計 細胞 再生 増殖 を 來 す 事 の 少 か り し ゃ の 33 12 無 水 亜 硫酸 尊 達 液 34 1% 
「 ス テア リン ] 酸 乳 剤 35「 ツ ェ ラ テラ ト ミン] 液 (1 号 ) 36 「 ズ ルフ ロー ル ]」 液 37 1% 

財 酒 精 抽出 乳剤 38 Abk 39 人 有 購 渦 精 抽出 乳剤 40 Alaa [Te by] 抽出 
WM 41 12 生 夏 温 抽出 液 42 [ ヒ オ レ ステ リン ] 乳剤 8 「 ク レア チ ニ ン ]」| 液 44 A 
[エーテル]」 抽出 乳剤 45 O-A-T 注射 家 更 血清 

WV. 以上 の 三 変化 共に 少 か り し も の 3 12% 無 水 亜 硫酸 曹達 液 34 1% [ステ アリ ン j 
酸 乳 剤 37 12%2 生 肝 酒 本 抽 出 乳 剤 39 人 肘 帯 酒精 抽出 乳剤 40 人 胎盤 [アセトン] 抽出 
mM 44 人 胎 「= エ ー テ ル 」 抽出 乳剤 

結語 Pik O-A-T に よる 肝 細 胞 三種 の 変性 を 共に , 比較 的 よく 防ぎ 得 た る も の 345 種 実験 
rd 12 正 常 「 ラ テッ テ ] 肝臓 水 抽出 液 12 [デス オキ シ ヒ ョ ー ル 」| 酸 [ナトリウム ] A 


K 


» [Ft Feet» -ıJkK [+ va] 液 「 ヤ クト リン 」 10 0.5% | メン 
タ | 油 5 重水 12 塩 酸 「 ヒ ンチ ジン ]| 液 Lem KR 「 ウ イン ター グリ ュ = 
ー ン シン] ih 122 無 水 和 亜硫酸 章 達 座 12%「 ス テア リン 」 酸 乳 剤 122 牛 肝 洒 精 抽出 乳剤 ABS 
常 酒精 抽出 乳剤 人 胎盤 | アセ トン ] 抽出 液 人 胎 「 エ ー テ ル 」 抽出 乳剤 の 16 種 を 得 た り 。 


Nam 
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2. ヒア ル ロ ン 酸 , コン ドロ イチ ン 硫 酸 ,。 へ バリ ン 其 他 ア ミノ 稿 
含有 多 柄 類 に よる 閣 性 の 化学 療法 の 提 中 、 編 島 鉄雄 
Proposal of a chemotherapy of cancer by hyaluronic acid, 
chondroitinsulfuric acid, heparin and other polysaccharides containing 


amino sugars. TETSUO HUKUSIMA 
(co Mr. T. Kiguti, 4, Nisikubosiroyama-cho, Shiba, Minatoku, Tokio) 


R. Oestreich (1910) attempted to treat cancer with the subcutaneous injection of 
sodium salt of chondroitin sulfuric acid (‘‘Antituman’’, 100 一 200 mgm daily), the acid 
contained in cartilage and arterial wall which are resistant to cancer metastasis. 
The clinical effect was however so unsatisfactory that not one case was cured, 
although in some cases a favorable effect was observed. In Japan Dr. Tosio Isihara 
extracted a cancer remedy, named ‘‘POU-hormon*’ from umbilical cord, eggs and 
beans, and giving it internally or by subcutaneous injection (25 mgm or less daily) 
he claimed to have cured many cases of cancer, but its effective agent is unknown. 
These two medicaments have the following similarities: (1) Cancer tissue treated 
by them undergo degeneration and necrosis and strong infiltration with leucocytes 
is seen. (2) A pain in the affected part of cancer is often felt 1~2 hours after 
their injection. (3) A rise of temperature often occurs after their injection. Judging 
by the method of preparation of the POU, it seems very likely that the POUs 
prepared from various sources of material contain a small amount of hyaluronic 
acid or other kinds of polysaccharide with amino sugar. 

The writer, on the other hand, prepared more than ten years ago an injection 
with an alcoholic extract of egg white as the main constituent and received a 
report from a doctor who tried it, that if it is injected directly into the parenchyma 
of stomach cancer (scirrhus), the tumor is reduced or completely disappears. 

Moreover Shear's polysaccharide and certain kinds of Shwartzman filtrates have 
some similarities to the above first two drugs in regard to their actions on malignant 
growths. Since all of the above mentioned contain or seem to contain polysaccharides 
with amino sugar, the writer believes that if the most suitable kind or kinds of these 
polysaccharides are searched out and applied in an adequate small dose (presumably 
from several mgm to hundredths of mgm) they might have a certain degree of effect 
on cancer. Since there polysaccharides are generally non-toxic and some of them 
are native to the body, they can be used clinically without any fear. 

The clinical experiment employing a small amount of salt of chondroitinsulfuric 
acid is now in progress since a few months by the hands of some medical practioners, 
but as cases treated are yet very few, nothing decisive can be reported here. 
Nevertheless, the injection of 3.0 or 0.5mgm of this salt often causes a pain in the 
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cancer region and temperature rise and furthermore when an excess of it is used— 
3.0 or 0.5mgm can be sometimes an excess—the polysaccharide brings forth though 
rarely bleeding (often dangerous), due to the fact that the growth of the connective 
tissue in and around the cancer tissue cannot keep pace with the rapid break down 
of the cancer tissue and thereby the blood vessels there are exposed, the fact which 
has been often observed also in the POU treatment. The danger of bleeding must 
therefore be always kept in mind in the present therapy. Concerning where the 
optimal dosis of the polysaccharides lies, one cannot decide with ease, since individual 
types of cancer may vary considerably in susceptibility to the various polysaccharides. 

Regarding the clinical effect the writer receives an impression that from 
chondroitinsulfuric acid too much cannot be expected but one need not be too 
pessimistic, for now and then fairly interesting effects are observed. Moreover, 
there exist besides this polysaccharide, hyaluronic acid, which the writer found quite 
recently to be far better than the latter, heparin and numerous other sorts of 
polysaccharides ; each polysaccharide can possess a various degree of molecular 
size; and one can also combine suitable polysaccharides in the treatment. (The 
writer discovered recently a very potent polysaccharide.) 

Since according to A. Fischer, Z. Zacrzewski and L. V. Heilbrunn heparin 
inhibits cell division and since Heilbrunn demonstrated that Shear’s polysaccharide 
has also the same effect, the writer supposes that the mode of action of various 
kinds of polysaccharides with amino sugar should be at least partly searched in the 
same direction as that of heparin. 

The animal experiment was carried out preliminarily with subcutaneous injection 
of salt of chondroitinsulfuric acid on the transplanted mouse carcinoma of the 
Ganken strain, but with negative result. It would be of interest to note in this 
connection the negative results obtained (1) by POU by two doctors except Dr. T. 
Isihara (2) with heparin on mouse sarcoma by Heilbrunn and (3) with the mucin 
of submaxillary gland on Yosida sarcoma by T. Rokujo and coworkers. 

The writer supposes further that the polysaccharides with amino sugar native 
to the body might be playing a röle in preventing the development of cancer, in 
other words, one of the causes of the development of cancer might be a disturbance 
of the metabolism of polysaccharides, and if this be really the case, one could hope 
to be able to prevent the development of cancer by the use of suitable polysaccharides 
(not necessarily native to the body). 

In conclusion the writer proposes for the chemotherapy of cancer the use of 
non-toxic polysaccharides with amino sugar (in contrast with toxic bacterial 
polysaccharides such as Shear's), principally those constituting the prosthetic groups 
of the glycoproteins (in a broad sense). 
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SH DAA SS BE IK BATE 
を 以 て 行う 必要 が ある 


石原 俊 士 : 陀 帯 或 は 
治癒 せしめ ん と する 意志 
me BM: Io. 
HIFSIMIC A AAVAFAFYRBBLK 


井坂 英彦 : 


BT 


吉田 肉腫 に Heparin を 作用 さ 


の 基 を 用 いた が , 腫瘍 細胞 に 何等 形態 学 的 変化 は 認 
高橋 康之 助 : ゥ = の 雅 の 卵 割 を Heparin が 抑制 す 


せ て 頂き ます 。 


a Ty 


編 島 鉄雄 : (石原 氏 へ ) く 同 感 で あり ます 。 
(Bi 谷 氏 へ ) 人 前 ER ot SE ツブ Lo 


する の は 仲 を Aes L zu pre 3, 


+ ara 
— BI AD 


(JERIRAN) 講演 中 に 述べ た 如く , Heilbrunn も へ バハ 
た 舞 効 で ちあ り ま し た 
SABKA) これ も る Heilbrunn 双 は その - 門 の 研究 で 


斉 田 肉 隆 の 細胞 分 裂 


吉田 俊秀 


25. 


リン ] は 数 十 回 注射 する Mo is 3 
る 然 も い - 
て , 抑制 効果 を 調べ た 。 


hE DTEDHS OT, 


に 対す る 2, 3 IF En 


GAME? 





% 


SIL HED FR DB RU CH S BD dod» 5 AMG RIL 
を 認 む る 不能 ず , KRReayv but FH 
ずれ も 癌 に 有効 な り と は 信 ぜ ず 。 

1mg, 3mg, 5mg, 10mg と 種 


め ら れず 腫瘍 動物 の 生命 も 延長 し な か つた 。 
る と いう デメ リカ の 廊 献 を 読ん だ こと が ある の で 


PYAR, ラッ テ に 無効 で も 人 間 に 無 効 


リン が 悪性 腫 間 に 効く だ ろう と 思 つ て や つて 見 た 


は な いか と 思い ます 。 


Rl, $B 


Var 


jr の 


部 動物 学 教室 ) 


Effect of some chemicals on the cell division of Yoshida sarcoma. 
TOSIHIDE YOSHIDA. 


コル ヒ チ ン 及 び ナ イト ロゼ ン 


肉腫 細胞 に 及ぼ す 影 響 を 細胞 


の 場合 AD 


52.0% DiPIOA4BAR CH o7e,5 


・ マ スタ ー ド の 水浴 液 を 0.02 mg 及び 0.2 mg 注射 し て , 
学 克 に 研究 し た 。 コ ル ヒ チン で は 0.2mg の 場合 


コル ヒ チ ン 注 射 に よる 


吉田 


より も 0.02mg 


が 中 期 要 分 像 像 の 出現 座 が 高く な る 特に 0.02mg 注射 の 12 時 間 後 の 観察 で は 


atta 


ft fA {KO Ine %, BAPE 7s S PEN JZALNK 


ERVHUECH So ICA, 吉田 肉腫 細胞 の 染色 体 は 棒状 また は V 字 形 で ある が , ante very 
する と すべ て 一 様 に 球状 に な る 。 球 秩 化 の 最も 著 しい の は 6 時 間 目 か ら 12 時 間 日 で あっ た (第 
第 1 # 1 表 )。 48 時 間 目 に な る と 殆 ん 
Man ど 元 の 状態 に 戻っ て し ま う 。 HE 
| vn: a u KOAMEIER OT LE Fo : 
#2 日 目 及 び 3 日 有 目 に あら 
15858 0 0 0 0 21.0 66.6 9.8 " s 

sk 57.6 33 0 39 0.8 58.0 27.7 20 ER EINEN SR AHL, 
& 38.4 66.6 10 %.1 9.1 21.0 55 20 その 出現 頻度 を 求め る と 第 2 表 
ee 26 2 450 76) 22 | AT 18 8 の ょ うに な る 。 MD UMLEHOV 
FEE = HE ORC, 強 球 三 強度 の 球状 化 染色 体 合 に 較べ て 倍数 性 細胞 や 多 桜 , 
BAY 條 の 細胞 が 多い 。 これ は ュ ル ヒ チ ン 処 理 に よっ て 紗 鍵 糸 形成 が 抑制 され , 細胞 分 像 を 作 
な わた いで, BARRE ETT OPE CHAD LBZ られ る 。 丈 に コル ヒ チ ン 人 処理 に よる 球 潜 
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第 。 2 # 染色 体 か ら 桜 型 分 析 を 試み た 結果 に つい て の べ る 。 球 
実験 区 | are ev | wem 汰 化 染 色 休 で は V OL Oki TS > CHER 
M 2H! 3HE | 個 体 体 と は っ きり 識別 され , LHMICKULO DS J Myetafk 





分 裂 Ea 31.5 2.0 36.8 の 形態 $ そ の 特徴 が な は っ きり する 。 BANOSILR 
num 57.6 60.0 25.8 体 を も つ 細 胞 か ら , 桜 型 分 像 を 試み た の で ある が , そ 
fi te 19.2 14.0 13 の 結果 を 要約 する と (1) 染色 体 数 は 細胞 に よっ て 不定 
多核 ・ 多 極 19.2 | 8.0 3.8 u a a a een Be 
HIG | 14.0 | 32.0 6.3 782 (2) 全 染 色 体 の 約 全 数 (細胞 に よっ て は 全数 
散乱 | 1.7| 20, 64 以上 ) は V 型 染色 体 で ある 。 3) 大 型 V 染 色 体 が 1 個 
At #E | 0| 0 4.2 に Rn : 
_ _ (細胞 に よっ て は 2 個 ) 存在 する 。 (4) monosomic 
- 価 0 0| 0.4 
球状 3.5 0 」 0 sik trisomic の 染色 体 も し ば し ば み られ た 。 (DEE 
Ar | 0 4.0 2.9 ” ‘a 
に 状 染 色 体 の 先端 に 非常 に 小さ た 附 障 体 が み られ る が , 
jij mw 10.5 14.0 37.2 
AS も Pad ALIKE 7 5 点 ( 動 原 fA) で あろ う と 考え られ た 。 
用 57 50 236 


= 次 に ナイ トロ ゼン ・ マ スタ ー ド を 注射 し た 実験 で あ 

る が , と の 場合 で は コル ヒ チ ン で み ら れ た よう に 分 像 は 中 期 で 停止 する と いう よう な こと は た な 
い 。 マ スタ ー ド は 紡 鍵 ポ より も むし ろ 桜 質 に 直接 影響 を 及 て いる よう で ある 。 Ed, 染色 
(KO Hise, DIAS IAG ASE LIZ LIZA られ た 。 こ の よう な 異常 は で スター ド の 0.2mg 
及び 0.02mg の いずれ の 場合 に も 現われ る が , 0.2mg の 方 が その 影響 は 矯 し く , 特に 染色 
休 の 月 壊 が 題 閉 で あっ た 。 

自然 状態 の 吉田 肉腫 に お いて は , で スタ ー ド 処理 に お いて み られ た よう な た 偽 無 系 分 像 , 染色 
休 の 切 斬 等 は 余 り 見 られ な い 。 レ し か レコ ル ヒ チン 処理 で み られ た よう な 球 潜 化 染色 体 は 自然 の 
状態 で 非常 に し ば し ば 観察 さん た 。 ま た 倍数 性 細胞 , 多 桜 ・ 多 極性 細胞 , 不 均等 分 像 等 の 細胞 
る 自然 の 湊 態 で は 常 低 観 窪 さ ん る 所 で ある 。 この度 の 実験 結果 か ら , HHAMICS SRK 

多 の 一 つの 大 きち 原因 は 紗 鍵 形成 の 抑制 また は 異常 で ちろ うと 考え られ た 。 

CREPE tit ES) 


26. ABE BO ALR YK © TFTA A Ec EH 2 SPH EI 
CP) Au RBS Cr EN WED 


Screening test of the chemical compounds and the tissue extracts which 
inhibit Yoshida sarcoma. TSUNESIGE ROKUJO, TETSUZO NISHIHARA. 
選 性 放 瘍 の 化学 療法 剤 に 関す る 基本 問題 と し て , Fler Ahr 73 TO FT HAMS 
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% Sep RABAL EH ER Leds, 更に 組織 抽出 液 に つい て も 試み た 。 

方 法 は 前 年 度 の 報告 と 同様 で らら が , net, 用 量 及 び 投 奥 回 数 を 減じ , WPA 
EST CHILE LER AIR, PES OMDR 8 FEBS Le, 

BOM CHS Pyrimidine の 各種 誘導 休 は , MALICMO Hi x HURDoa, 2- 
Oxy-4-amino-6-methylpyrimidine (10mg/lec, 10mg を 1cc DRITTER UC ik 
"Rear LD Citi AEN eT SCL ERR, LIP ZIT), 2.4-Dioxy-6-phenylpy- 
rimidine (10 mg 1cc), 2.4-Dioxypyrimidine (10 mg 1 cc), 2-Oxy-4.6-dimethy1-5-brom - 
pyrimidine (10 mg 1cc), 2-methyl-4-oxy-5 iod-6-methylpyrimidine (10 mg/l cc), 2- 
methyl-4-oxy-5-brom-6-methylpyrimidine (10 mg 1cc), 2.6-Dimethyl-4-oxy-5- 
cyanopyrimidine (10mg 1cc), 2-Bency1-4-ox y-5-brom-6-methylpyrimidine (10mg 1cc), 
2.4-Diamino-6-methylpyrimidine (10 mg,1cc), 2.4-Diacetylamino-6-methylpyrimidine 
(10 mg 1 cc), 2-mercapto-4.6-dimethylpyrimidine (10 mg/l cc), 2-chlor-4-amino-5- 
brom-6-methylpyrimidine (10 mg/ 1cc), 4-methyl-5-ioduracil (10 mg/lcc), 4.6- 
Dimethylpyrimidine (10 mg 1cc), 4-Amino-6-methyIpyrimidine-5-carbonic acid Pt 塩 
(10mg lec), 2-Picramyl-4 amino-6-methylpyrimidine (10 mg/1cc), 同 HBr + 
(10mg 1cc), 6’-methylpyrimidino—1,’2’. 1,2- 4- phenylimidazole hydrobromide 
(10 mg,1 cc), 4-Amino-6-methylpyrimidine-brom-phenacylate (10 mg/1 cc), 6-Pheny]- 
aminoethylpyrimidine methyl iodide (10mg lcc), 同様 な 理由 に より Nicotinic acid 
誘導 体 及 び Pyridine 誘導 体 の w-Acetylnicotinic acid (10mg/lec), a—Acetylnicotinic 
acid amide (10mg, 1cc), 2-Mercapto-4-(5-pyridy]) imidazole-5-carbonic acid (10mg/lcc), 
4 Nitropyridine-N-oxide (1mg 1cc), 7-Pyridone (10mg lec, 5mg/1cc), 4-Acetylamino- 
pyrimidine-N-oxide (10mg 1cc), 4.4’-Azopyridine-N, N’-dioxide (10mg,1cc), Imidazole 
KO 2-Methylimidazole-4.5-dicarbonic acid (10 mg/lcc), 4-methyl-5-benzoy]- 
imidazole (10 mg, 1 cc), 4-Methyl-5-acetylimidazole (10 mg/1 cc), 4-Methylimidazoy 1-5 
-ethylurethane (10mg 1cc), 4-Methylimidazole-5-phenyIsulfonylhydrazide (10mg 1cc ), 
Hydantoin 誘導 休 の 5-(#-Pyridyl)-5-methylIhydantoin (10mg,1cc), 5-Phenyl-5-methy]- 
hydantoin (10 mg 1 cc), Thiazole 誘導 体 2-Oxy-4-methylthiazole (10 mg/1cc) icin 
明 た 叫 止 作用 を 認め た い 。 

銅 イ オン に は 著 明 な 叶 止 作用 ある も , MOAR C1 mg lee) ii ae eA med Ich 2 た な 
vs, Sr し 硫酸 銅 に Iron chlorophyllin Na 塩 (6mg 2cc) を 併用 する と 中 毒 作用 減少 し , IA 
上 上 作用 著しい 。 和 有機 鋼 塩 で ある Oxyhematin 銅 塩 (3mg 1cc), Aspartic acid iki (5 mg, 


148 











0.5ccx2, 2 回 注射 を 意味 す ) TREULEHFELS AV. BAIR ERIE IC 2 OR 
離 と 関係 ある も る の と 思わ れる 。 

KR Ad Pyronin (5 mg 0.5cc), Methyl green (5 mg/0.5cc) の うち に は 細 訂 に 対す 
る 突然 変異 誘起 作用 を 有する と の 報告 も あり , 之 等 色素 が 生体 内 に お いて 必ず し る 選択 的 に 各 
FERRETS CIR GEA, 腫瘍 の 増殖 と 桜 酸 は 密接 た 関係 が ある の で , 試み た が 両者 
と も に 著しい 明 下 作用 を 示さ な い 。 生体 染色 用 の Neutral red (5mg/0.5 cc) は 阻止 作用 を 
示さ な い が , Janus green (0.5mg,1 cc, 0.1 mg/0.2 ccx3) は 毒性 強 き も ,。 MH Dest 
作用 あり , TERRA CWS Mitochondoria の 生理 作用 と 関係 ある る の と 思わ れる 。 

近年 生理 作用 が 問題 と た っ て いる Cyanine 系 感光 色素 の 1.1-Diethy1-2.2-trimethine- 
chinothiocyanine iodide (0.5mg/0.5ccx1 or 2), 1.1'-Diethyl-11-Chlor-4.4’-chinocy- 
anine iodide (2mg/0.2x1), 1.1'-Diethy1-9-styry1-2.2"-trimethine-thiocyanine iodide 
(0.5 mg/0.5 cc X2), 1.1’-Diethyl-9-methy1l-2.2’-trimethine-thiocyanine iodide (0.5mg/ 
0.5ccx2), 1.1’-Diethyl-10-chlor-2.2’-pentamethine-thiocyanine iodide (0.5 mg 0.5 cc 
x2), 1.1’-Diethy1-10-chlor-2.2’-pentamethine-thiocyanine chloride (0.5 mg/1 ccx1), 
2-p Dimethylamino-benzylidene-methy Ichinoline ethyl iodide (2mg/0.2ccx3), 1.1’- 
Diethy1-4.4’-heptamethine-chinocyanine iodide (0.1mg 1cc), 2-p-Methoxybenzy lidene- 
methylbenzthiazole ethyl] iodide (1 mg/lcc), の うち 後 2 KebRw TfTa a BAHAY 
あり 。 1 一 2 回 の 腹腔 内 注射 で 若干 生存 期間 を 延長 せしめ た 。 併 し 皮下 注射 の 効果 は 必 ま し ふ 
午 明 で な いも の が 多い 。 

動物 の 生長 を 抑制 する Penicillamine (i 10mg 1cc), Sodium thioglycollate (1 mg 
1 cc), Iron chlorophyllin Na #i (6mg/2cc), Oxyhematin Na 塩 (3mg lee), 3-Acetyl- 
amino-5-nitrochinoline (10 mg/lcc), Sodium saccinate (20mg lce), uiEF£#t (10 mg 
lec), Yan (0.5ccX2) ICR LW SIL S ev, 

ERIC ty TE HA Sa BERR «102% NaCl, 222 NaCl, 222 NH,SCN, 222(NH,).CO;, 
0.25% KSCN 4 lee 1 回 の 腹腔 内 注射 に より , 腫瘍 細胞 に 何等 の 形態 的 変化 を 起 し 得 な い 。 

各種 組織 抽出 液 の 抗 腫瘍 増殖 性 は 種々 報告 さん て いる が , KMD Aceton 可 溶 部 , Aceton 
Rigi 70°4Methanol 可 溶 部 , Alcohol-Ether 可 深 部 , HCl 性 Aceton int, 家中 の 心 , 
IF, BRUNO Aceton iii, WO Aceton iF, |x) Papain 消化 Alcohol ir: 
部 。 お た まじ や くし の Aceton 可 溶 部 HCl #: Aceton 可 溶 部 及び NaOH +E Aceton 可 
溶 部 に は 一 般 に 著しい 青 止 作用 を 認め な い 。 酸性 Aceton 可 溶 部 に 策 増 殖 軸 止 作用 を 認め る 
d, 特異 的 の も ゃ の で は た なく, 和 蛋 自 分解 物 の 尋 作 用 に 帰す べき も の と 考え られ る 。 
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27. baer) vB TEAM ERBINIEF ty) の 吉田 肉腫 
に 及ぼ す 有 影響 (第 1 報 ) 佐藤 宏 , 赤石 健一 
Effect of Tropolone and related compounds (compounds having 
unsaturated seven membered ring structure) on Yoshida sarcoma 


(1st report). KO SATO, KENICHI AKAISHI 


(Prof. Katsura’s Surgical Clinic, Tohoku University) 


Dewar presumed in 1945 colchicine (A) and stipitatic acid (B) to have an un- 
saturated seven membered ring structure and named their hypothetical mother 
structure, cyclohepatriene-2, 4, 6-01-2-one-(c), unknown up to this time, as 
“ Tropolone.”’ 

(a) (9) (a) (①) 


HOO O 
JOOH 


/7 N 1% 
A N OOYH 
5 HOOOHN OI°H 
OH 


Quite independent of him, Nozoe and his co-workers studied the structure of 
hinokitiol, one of the characteristic constituents of the essential oil of Chaemaecy- 
paris taiwanensis, Masamune et Suzuki, and gave it the structure (D). Erdtman 
et al. presented also the quite analogous structure to «, 3 and 7-thujaplicin. 
Recently tropolone and its related compounds have been studied actively, especially 
in regard to the specific effect of colchicine on plant cells and cancer cells and 
moreover some related compounds were found naturally and also synthesized. The 
synthesis of the mother substance, tropolone (C) itself, was reported in 1950 by 
Nozoe et al., Doering et al., Cook et al. and Haworth et al. 

In view of the remarkable and characteristic effect of colchicine on Yoshida 
sarcoma, 26 substances having the unsaturated seven membered ring structure has 
been examined in this study by using Yoshida sarcoma in co-operation with Prof. 
Nozoe's Chemical Institute. 

The technic and the assays of the effect on sarcoma cells followed in Yoshida’s 


screening test method. 


OÖ, O 
『 2 A 2 7 Y 9 
HN Q 「 HaCOCHN HaCOCHN 
N. wo” OCH, OCOCH 
s | Bi の OCOCH。 
ie . 


wld (G) (H) 
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(1) p-Aminotropolone (E) was one of the effective substances and there appeared 
the damages in chromosomes similar to cases of colchicine by the intraperitoneal 
injection of the lethal dose of it, though it was impossible to find the interruption 
of the mitotic process in metaphase as in colchicine. 

(2) There appeared a slight colchicine-like effect in cases injected with the 
lethal dose of tropolone methylether (F) and therefore the interruption of the 
mitotic process in metaphase in cases of colchicine may be on account of methy- 
lether group. 

(3) The acetylization (G) of p-aminotropolone was antidotal but the action of 
it on sarcoma cells was not so strong compared with p-aminotropolone. 

(4) Brom at o-position of o-bromo-p-aminotropolone diacetate (H) was significant, 
because there appeared the similar changes to the so-called colchicine effect by the 
intraperitoneal injection of 1/20 dose of M.L.D. and moreover the ratio between the 
minimum lethal dose of the animal and the minimum effective dose to Yoshida 


sarcoma cells was high. 


28. FRHAMER AIC £S Igel or T (TL A) TPN 
ROH 本 城 治 , 田頭 勇作 , 小原 幸信 , 三宅 健夫 , 天野 重 安 rim) 
Leukemic picture produced by transplantation of Yoshida sarcoma. 


OSAMU HONJO, YUSAKU TAGASHIRA, YUKINOBU OHARA, 
TAKEO MIYAKE, SHIGEYASU AMANO. 


吉田 肉腫 の 性 次 は , その 構成 細胞 の 原形 質 運 動 , 超 生 体 染 色 所 見 , Rute OSHA (CRE 
夫 反 除 等 の 総 て が 陽性 で ある 点 に お いて 電球 に 一 致し , 従っ て 単 球 性 謝 場 で ある と 解せ られ る 
こと , 且 そ の 当然 の 結果 と し て 血行 内 に 移入 され て 白血病 像 の 生ずる こと は 我々 が 実験 的 に 証 
明 し た と ころ で ある 。 MER T, 肉眼 的 , 組織 学 釣 に は 帳 血 病 像 に 一 致す る が , RM. 
液 向 の 貴 瘍 細胞 出現 の 程度 が や や 能 い (最高 8 2) OAR D7, 

その 後 我 え は 末 栓 血液 の 幅 血 性 を 更に 著 明 な らし め る た め に , 動物 の 系 を 変え た り , 更に 移 
植 を 骨 種 内 に 行っ た り し た 結果 , 最高 9 万 に 及ぶ 白血球 数 (内 72% DER) の 立派 に 帳 
血性 の も る の を 実現 せしめ る こと に 成功 し た 。 こ の 様 な 所 見 は 念 々 この 腫 揚 細 胞 の 球 と し て の 
性 格 を 明確 に し た も る の で ある し , 他方 この 材料 の 組織 学 的 検討 に よっ て 幅 血 病 に お ける 増殖 様 
式 を 理解 する の 役立つ も の と 思う 。 以下 その 実験 成績 を 略 述 する 。 

実験 材料 及び 実験 様式 並び に その 成績 

本 実験 の 原則 は 腹腔 内 移植 中 の 吉田 肉腫 を 究 刺 し , これ を 1cmm 中 に 一 定数 含有 せら れる 
RCRD, COPRIKE 0.2 cc EMO Fir TS, TORE“ 
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iio Tell, 425i Ome IB ROE IK LOHR ERTS 0 
第 1 RRS ROM HER (仮称 ) ラッ テ に 腫瘍 を 静 注 し た 。 本 報告 で は 第 2 実験 と し て 
系 (仮称 ) ラッ テ に 対 ee し て みた が , COMP Ceri MPED ft 
度 を 著しく 兄 め 得る こと が 側 明 レ , 益 に 動物 の 株 を 異 に する 場合 に は 第 1 実験 で 問題 と た っ た 
血 中 動員 量 の 支配 條 件 の ー つ が 明か と な っ た 訳 で ある 。 

第 3 実験 以下 で は この 上 邊 血性 を 呈し 協 い 岐阜 系 ラッ テ を 専ら 使用 し て 崩 髄 内 移植 を 行っ た 。 
これ は 腫 場 が 昌 球 所 属 の も る の で ある 限り は , THIN CHA CTS CLEMEW AML SC 
ある 。 第 3 実験 で は 術 式 上 の 吟味 の 日 的 で 1 cmm 6 ガー 7 万 含有 液 0.2cc 注射 を 行い まず 成 
功 を 改め た 。 

そこ で 第 4 実験 と し て 同様 の 術 式 で 1cmm に 6 万 , 24, 6 千 個 含有 液 (0.2cc) 注射 を 
行っ た 。 こ れ 等 の 外 揚 細胞 数 の 変化 の 男 囲 内 で は 特に 血液 像 乃 公 組織 像 に 懸 中 を 生ま る こと は 
な か っ た 。 

綻 い て 腫 場 細胞 数 を 更に 減じ て , 第 5 実験 で は 1cmm に 5000, 500, 50, 5 個 合 有 液 
(0.2 cc) 注射 を 行っ た 。 そ の 結果 5000 個 以 上 の 場合 と , 500 個 以下 の 場合 モ で , 血液 像 の 

に も ゃ 同 組織 像 に も 相違 の 生ずる こと が 信明 し た 。 

生存 日 数 で も , 5000 個 以 上 の 場合 に は 下 均 7 ~ 8 日 間 で ある が , 500 価 で は 9 日 , 50 個 で 
は 10 A, 5 個 で は 12 日 と 克 第 に 延長 し て いる 。 

箇 液 像 で も 500 個 以下 の も の は 亜 白 血性 と な る の が 原則 で ある 。 直線 的 に 貴 坦 細胞 の 堆 殊 が 
行わ ん れる の で あれ ば, 生存 日 数 の 延長 する 場合 に も , 死亡 原因 は 5000 個 以 上 の 場合 と 同一 で 
ある べき で ある が , 事実 は 異 っ て いる 。 従っ て , 少量 移植 例 で は 獲得 性 免疫 因子 が 作用 し て い 
る も の と 予想 され る 。 

例え ば 7 万 個 を 注射 され た 動物 で は , その 生存 日 数 は 條 均 8 日 で ある が , TO Ci 
1 cmm 中 腫瘍 細胞 数 ) と 外 太 及び 肝 腫 と の 間 に 量 的 な 相関 関 作 が あり , > APPT POR 
胞 が 円 血 病 像 を 支配 する か の 印象 を 受け る 。 

所 で 500 個 以下 の 場合 の 肝 に も 腫 大 は 認め られ る が , そこ に ある 有 狂 瘍 業 落 は 極め て 保 か で あ 
る 。 と の 事 は これ 等 の 動物 の 有 臓 重量 が 概ね 召し い 増 加 を 早 し て いな いこ と か ら も 音 付 け られ 


る 。 換言 すれ ば 幅 場 細胞 が 血液 中 に 動員 され る 数 の 少 い 例 で は , TRICE CS, 両者 間 に 作 隊 


‘Ss の ゝ し こ に SICH 外 た な = Sch; Hk D I fi iil ZIRT, 500 個 以 ド の 場 人 rr も 5000 個 以 As の 場 合 


% 同様 に 高度 の 栓 実 並び に 浸潤 が 起り , 呼吸 面 が その た め に 息 わ れ , 呼吸 困難 死 を 起 し 得る 状 
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骨 賠 は 移植 例 で は 早期 災 の 腫瘍 細胞 化 を と 

の 占拠 する と こと の と な る 。 し か し 5 個 の 注射 を 受 
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Ed, 第 1 乃至 第 5 実験 を 通じ て 吉田 肉腫 に は , 
に , 先天 性 並び に 後天 性 の 先 
介し 先天 性 発 疫 度 
間 増 殖 は 限局 性 化し , 
天性 欧 疫 度 の 低い 場合 より 現 疫 が 


JE、 不 


これ を 血行 内 並び に 
と の 出來 る 結果 が 第 


a ie 


0 


Vee 


明か に 読み と る こ 
ith vhs t, 移植 細胞 数 の 
生存 日 数 の 符 し く 延 長 し 得る 場合 ( 


INES 


Ei A} 


LT 
By mics 


BAL) 
97) iat 


最高 20 日 ) ヵ 


で ある 。 


Bj 





っ て 止ま り , その 後 必 ず 


これ か Herdinfekt Li 


を 経て 減少 する 


も 円 血 病 像 が 軽微 


| es 


< し \ や も 大 牡 環 
い 邊 血性 は 起り 得 


様 に 比較 的 早く 腫 
HO PCY, far 
BAER TT OR 
は 確か で 


で ある 。 


合 に は 血液 中 に ! 
SET, Sic 


a OMI FSH eT 


Frit 内 に # Shi レレ た 場合 


と な り , MW 


と れ は 先 


Axt の 。 
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ARMEE 写真 を 非 見 する と 細胞 の 和 内外 に 大 小 の 特に 濃 染 せる 球状 体 が 見 られ ます が 之 和 れ を 如何 お 
PCPs \ 

Ab 治 : 強 ひ て 意義 を 附 し て を り ま せん 

浜崎 幸雄 ig 田 FAZIT EIS fF ES Dt FF IK まだ 決 つ て いな い と i 5, = it fap A tp Bl 定 
よれ まし た か 、 頼 料 や 運動 が 似 こ いる こと だ け で は 不 十 分 で ある 。 が 騨 揚 起 織 を つく る こと まで 追 
求 せ ね ば 決定 され まい 。 Leukaemie が 腫 間 澤 織 で ある と 言 う 御 意 見 Naan Ike 10% で 
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派 に 邊 血性 の も の を 作り 得 た こと は これ を 益々 根拠 づけ る も < 15, 
Eh AANER 私 は この 問題 に つい て は 門外 で ある が, 白血病 性 の 病変 を 起 し 得る と ぃ 
IKT EBENE RE LIE, REF SEM LE すい 。 
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29. 貯 代 移植 中 に 異型 性 の 進ん だ 果糖 肉腫 の 一 系 に つい て 
滝沢 延 次 郎 , 太田 光 金 杉下 正孝 千葉 大 学 爾 理学 教室 ) . 
A strain of the levulose sarcoma of the mouse, progressed more 


atypically by transplantation. NOBUJIRO TAKIZAWA, MITSU- 
KANE OHTA, MASANORI SUGISHITA. 


25 % RR KO WE A BEE EAR © Th ERICA ER HB 317 日 で その 注射 部 位 ( 春 部 ) に 
腫瘍 性 増殖 が 普 明 と た なり, 以後 注射 を 中 止 し 45 日 後 印 ち 実験 開始 以来 362 ACY LO Ih 
日 恨 に 累代 移植 し た 1 系 を 得 ま し た 。 恋 腫 瘍 は 肉腫 で 組織 学 釣 に は 主として 紀 鍵 形 細胞 か ら た 
り , その 原形 質 に は 融 粒 少く 太い 索 状 の 脱 原 線維 と 格子 線維 が 多数 に 存する 。 極 く 散 在 性 に 答 
大 きた 頼 粒 に 宮 む Bag? SHO, 之 と 紡 鍵 形 細胞 と に は 移行 が 認め られ る 

累代 移植 を 行う と 初め の 2 代位 は 持 指 頭 大 に 達する の に 42-49 HER LADE RAND 
く た な り 示 指 頭 大 に 達 す っ の に 14 乃至 23 日 位 に な っ た 。 又 移 植 率 は 初め は 約 5022 位 で あっ た 。 
組織 学 向 に は 第 7 代 頃 で は 編 銀 形 細 胞 の 間 に 数 個 位 宛 の 巨大 な 細胞 が 集 っ て 増殖 し , 一 部 に は 
多 要 性 の も の が 見 られ る 。 格子 線 維 は この 巨 細胞 群 の 附近 で は 減少 し て お る が 紡 多 軍 胞 の 部 分 
で は 前 述 の 場合 と 同じ で ある 。 

更に 第 9 ~12 代 頃 で は 多角 形 乃 至 大 円 形 の 肉腫 細胞 が 増し その 核 は 腫 大 し , 大 小 不同 で 氏 
CRACKLE YO, 紗 人 形 細胞 は その 間 に 存 し て 縮小 し て お る も の も 見 られ その 原形 質 は ェ 
オォ オジン で 沖 く 染色 され る 。 格子 線維 は 本 な り 認 め ら れる が 腸 原 線維 は 減少 し 散在 し て お る 。 

更に 14 乃至 16 (RCIA TAU NN TOT AI EL, 組織 学 的 に も 多 形 侍 が 旨く な 
9, 肉腫 細胞 は 合 胞 性 の 連絡 が 涯 明 と な り , その 原形 質 は Unna-Pappenheim 梁 色 で Pyro- 
nin で 閉 明 に 染まり , 核 は 円 形 に 近く 用 大 し , 核 染色 質 は 中 心 部 に 少く , EIU Kas, 
膨 原 線維 は 細く 且 散 在 性 に 存 し , 格子 線維 も 不 規則 な 潮 状 又は 散在 性 に 存する 。 第 17 代 乃 公 
3h, RIVE C 3 極性 の も の , JERROD LORS 


22 {Lit SHED EL VAR 
BBN ILS > FESPRCHUBLTINIS BY FRONT Sr. LEB O— Mix 
変 胞 形成 の 見 られ る も の が ある が 脂肪 染色 ,. グリ コゲ ン 染 色 で 何れ も 陰性 で ある 。 

第 22 IE 26 代 頃 に は 多 型 性 の 娠 明 な 肉 狂 細 胞 の 他 に 比較 的 に 編 雑 形 細 胞 が 索 状 に 配列 
レ て お る 部 分 も 見 られ た 。 

第 29 代 以後 現在 の 36 代 で は 多 型 性 の 肉腫 細胞 の 大 部 分 は その 原形 質 は Unna Pappen- 
heim 染色 で Pyronin に 染まり , 大 人 以 の 一 極 に 接し て ロゼ ッ テ 様 の 器 粒 集 園 が Heidenhain 
染色 で 見 られ , 双 超 生体 染色 で は Janus green の 累 粒 は 原形 質 内 に 散在 レ し て お る が 中 性 赤 に 
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ee SM AULYO— ITE L CRIB TRH eh Ba Er FREI tS, 肉腫 細胞 
の 多 型 性 , BOWK, LOMABL HSH HH Bd. その 移植 率 も 100 2 に 近く 上 昇 
し , 腹腔 内 に も 移植 が 可能 で ある 。 

以上 の 所 見 か ら 本 腫瘍 は 初め は 用 原 線維 に 富む , VRR SAMTEN—HITES 
少数 の 巨 細胞 が 見 られ , 両者 の 間 に は 移行 が 見 られ る 。 之 が 移植 を 重ね る 内 に 滞 克 に 多 形 性 の 
肉腫 細胞 の 集 園 的 塔 殖 が 起り , KROME RT PME LMM L, BHT lt 
3, 又 肉 眼 的 に は 肉腫 組織 は 胡 帳 色 混 濁す る 様 に な る 。 多 形 性 の 肉腫 細胞 の 桜 は 円 形 に 近く 
HELTWAL, BRAG MOMKL<HICES BLS MALE AIt Pyronin で 濃 染 し , 
ここ に 多数 の 頼 粒 が 存 し , ZA OMITTED, 球状 を 申し 超 生 体 染 色 で は 之 に 相当 

レ て 中 性 赤 に 染まる 球状 の 粒 集 剛 が 見 られ る 。 丸 根 分 像 像 る 異型 の も の が 多く な り , zoNt 
殖 力 る 増加 し 初め は 示 指 頭 大 に 達する の に 1 ヶ月 を 要 し た も の が その 後 は 移 杭 後 2 週間 で 同じ 
大 さ に 達し , SOBRE 50 45 100 % に 近く 上 昇 し て お る 。 格子 線維 DE 

索 秋 に 増殖 し て ちっ た が 肉腫 細胞 の 多 形 性 と 共に 線維 増殖 は 散在 性 と な り 珠 に 腸 原 線維 は 

細く 且 散 在 す る に 過ぎ な い 。 

印 ち 本 独 場 は 線維 形成 性 多 形 細胞 性 肉 嘩 で 皮下 組織 の 線維 芽 細 抱か ら 発生 し た 可 移 椎 反 の 記 
PEN GH HRPEFRTET X 5) 


附 = 

太田 邦夫 : 果 代 次 第 に 変化 する , MWMOLBARKICHIS, 腫 場 の 年 齢 と 如何 な る 関係 が ある か , 
伺い た い 。 

滝沢 延 次 郎 : 累代 移 西 は 大 体 2 
が 著 明 に 見 られ る こと が あり ます 
つて 居り ます 。 


週間 の 間隔 で 移 柄 し て 居り まり ます が 時 a 
が 之 の 傾向 は 段々 少く な つて 多 形 細胞 肉腫 の 像 を 呈す る こと が と な 





30. マウ ス 交 及び 肉腫 の 同時 合併 移植 に 基く 実験 的 如 性 幅 務 


構造 解析 その 後 の 成 績 RI 東京 医科 大 学 病理 、 
Further results of the structural analysis of experimental malignant 
tumors based on the mixed implantation of mouse carcinoma and 
sarcoma. KOREAKI MAESAKA. 


EHEN ARAOBD CH VASE IX, MADE ENVHS OM LAM OR LLATIC 
LOMMEL UTS § OFM H OM PRED BvD id Sit, 今更 織 輝 を 要 さ た な い 。 


mt 


1 


EC I REN AT VA RUN MO v Rich Sly AE EASE TE 
し 悪性 腫 の 構造 分 析 を 試み 先ず 出発 材料 た る 痛 並 びに 肉腫 の 組織 像 よ り 誠 引 の 規準 の 限界 を 吟 
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KL, いで 第 1 代 合併 腫瘍 の あら ゆる 構造 か ら 仮り に 8 型 の 基本 的 現象 形態 を 抽出 し , か く 
し て 単 人 痛 と 肉腫 の 混合 合併 腫瘍 の 他 に 恐らく は 一 者 の 他 者 模 條 と 認 む べき 年 らい ずれ と も 名 
fi し が た い 偽 冶 肉 往 を 人 工 銘 に 生成 せしめ ぇ えて, Malignocytoblastoma の 概念 が 架 変 的 な ら 
ぎる を 一 應 実 十 し た 。 勿論 冶 と 肉 肺 と の 同一 環境 下 に お ける 同時 合併 発育 と いう 問題 が 含む 全 
この 生物 学 的 様相 を 狙っ た の で は な く , 飽く 迄 悪性 腫 の 構造 検討 に 中 心 が 志 向 さ れ た 。 今回 は 
GNC KROGER (1) マウ ス に お ける 合併 混合 腫瘍 の 累代 移 征 , (2) マウ ス 並 びに ラッ 
テ を 交 に 経過 させ た 合併 腫瘍 の 累代 交替 移植 , (3) 移植 初期 に お ける 合併 腫瘍 の 時 間 的 構 
造 発展 の 追求 。 を 実施 し た の で 以下 その 成績 の 概要 を 述 べ た い 。 BRAS 14 AMERAM 
WHEAT 130 例 を 算 す る 。 鐵 銀 像 が 殊更 に 賞 用 され た 。 実験 方 法 は 大 体 前 加 に 準ずる 。 

玉 績 の 総括 。 痛 と 肉腫 の 主 に 線維 構築 的 識別 の 規準 を 予め 追 email と , (1) ます 肉腫 の 
失 子 線維 は 大 さ の 異 っ た も の が 多少 共 一 定 の 方 向 を と っ て 集束 を な し (fasciculare Parallel- 
zuge) 冶 牌 の それ は 如何 に 豊富 で あっ て も 概ね 不 規則 た な 沿 様 構築 を な し 然 も 在 等 人 線 細 で あ 
Bo (2) 結節 の 周辺 部 と 中 心 部 と の 線維 像 が 肉 昼 で は 大 差 が な い が 冶 腫 は 然 ら ず 特 に 周辺 部 に 
Verfilzung が 強い 。 (3) ラッ テ に お ける 冶 腫 の 夫 殖 は 容易 で な く 了 肉芽 性 炎症 代 よ り 有 崩壊 に 傾 
き 易 く 穫 に 冶 腫 結節 替 辺 域 が 一 時 的 に 甚 し く 格 子 線維 に つら ぬか れ Einzelumrahmung 又は 


mosaikartige verfilzung を 招 米 する 。 (4) 病 腫 は 極め て 対 m haiz adventitielle Retiku- 
larisation < ZF 32 ABER CREATE RN HIER LO. (5) 細胞 
ARE ERTEILT DS, TTV AO IGRI 
KiITOWTRKOMS Mey SIS, 第 2 乃至 3 代 日 の 合併 腫 瘍 (以下 KS) の 組織 構造 は 勿論 
1 代 日 の KS の 現象 形態 如何 で 様々 た 型式 を と り 代 を 追っ て 速やか に 肉腫 成分 が 消失 する KS 
は 当初 の 痛 成 分 が 量 的 又は 増殖 能力 上 肉 弁 を 凌 物 せる た め の 草 な る 発育 エネ ルギー の 相関 に 由 
AL, 全般 的 に 申し て 困 代 移植 自 休 が 冶 又 は 肉腫 の 一 方 に 対し 規則 的 な 効果 を あたえ る こと は 


i» 


な い 。 TEMES ALC HIO BIH LT SH a PATER ORR ERS EE XD it RIE A ALS. 
代 を 重ね る に つれ KS ith oe Form を 探 EI SEHR E LICH FE 
は 血管 奇 に そい 細胞 が Plexiform ZIERT HELFE EB HT 
る 感じ を あたえ を る 。 結節 周辺 の 肉芽 形成 は 可 成 強く 又 腫 瘍 壊死 が 周辺 部 に 拡大 する 場合 時 あっ 
て 全く 了 肉芽 性 腫瘍 を 牧 御 と させ る 。 RO Verfilzung は 必ず し ゃ 一 定 せ ず 時 に 其 し く 
韻 度 で 日 歪め られ た 冶 と 肉腫 の 議 別 に 迷わ せる 。 KiCAPPMGO + VY ADF »y FORT BNE 
の 成績 側 読 に は 前 以 て 冶 性 が テッ テ に お いて 発育 容易 な ら ざ る 事実 を 考慮 合 ね ば な ら め ぬ 。 JE 
し く 合 傍 独 場 は ラッ テ の 世代 に 到 る や その 冶 腫 成分 が 肉芽 次 性 に 丈 第 に abbauen され 肉腫 が 
目立っ て くる 。 AU EORNDOF y TERA LT LDF OG AGED: K BI (ES SB 
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ま 作 つ ける こと に より 人 上 的 に 泥 合 腫瘍 を 純化 すれ ば その 全 経 過 の 慎重 た 解析 か ら 
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ら っ て すら 規準 を 如何 に 拒 振 す る か に 基き 依然 Malignocytoblastoma 7°3247-+40% 
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合 の 時 に みる 線維 構築 の 不 規則 さと 相 侯 っ て , 一 者 の 他 者 模 條 に 対す 
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分 の 信頼 と 償 値 と を 示し た 。 釧 ち 移植 二 に 直接 陸 り 合う 環境 の 間 葉 組織 を 利用 する 方 法 と その 
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31. Astrocytoma の 組織 像 に つい ぃ て 


伊藤 辰 治 , 小 宅 洋 
Histological study of astrocytomas. TATSUZ1 ITO, YO OYAKE. 
(Dept. of Pathology, Niigata University School of Medicine.) 


In their classical study, published in 1926, Bailey and Cushing classified 
astrocytomas as fibrillary and protoplasmic, in accordance with the two types of 
astrocytes normally found within the brain. After that astrocytomas were divided 
by Penfield et al. (1937) into three groups; pilocytic, gemistocytic and diffuse, and 
again by Alpers and Rowe (1937) into three groups; fibrillary, giant cell, and 
cellular. The first groups of both Penfield and Alpers are identical with Bailey’s 
fibrillary type, and the third groups are probably the same as Bailey’s protoplasmic 
type. Bucy and Gustafson (1939), however, regarded the type cells of the second 
groups of both Penfield and Alpers as the results of degenerative changes, and 
concluded that these cells are not the constituent of healthy neoplastic type cells 
of astrocytoma. Recently, Kernohan et al. (1947 to 50) have graded astrocytomas 
on the basis of malignancy, that is, by the degree of dedifferentiation or anaplasia, 
from I to IV. Thus since Bailey and Cushing’s original study, many workers have 
tried to improve the classification, and yet these attempts seem to have rather 
confused the latter needlessly. However, the difference of opinions is thought to 
be dependant mainly upon the plump cells of Penfield and the giant cells of Apers 
et al. 

The authors have investigated ten cases of cerebral, four of cerebellar, and two 
of optic chiasma astrocytomas, and re-examined them histologically from the view- 
point of practical classification of the tumors, dealing with the plump cells in 
particular. Most of them have been studied by the following methods: Kaneko’s 
gentian violet stain on fresh materials, hematoxylin-eosin stain, Hortega’s silver 
method, Cajal’s stains for astrocytes and glial fibrils, Holzer’s stain for glial fibrils, 
Pap's reticulum stain and Weil's myelin sheath stain. 

RESULTS: 1. In the cerebrum fibrillary and protoplasmic types are found in 
equal incidence, while in the cerebellum predominant are fibrillary types. 

2. The fibrillary type can be divided into two subtypes; a piloid or diffuse, 
fibrillary subtype and such of large fibrous plump cells with two or more nuclei 


in the periphery of the homogeneous cytoplasm. 
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3. Protoplasmic type contains two subtypes; one is an usual astrocytic type, 
the matrix of which is loosely reticulated and composed of protoplasmic processes 
and the other is such of larger plump cells without fibrils. 

4. There are three kinds of mixed cell types: (i) fibrillary, plump cell areas 
and protoplasmic cell areas are co-existent side by side. (ii) numerous protoplasmic 
plump cells are found within the fibrillary, diffuse areas. (iii) Admixture of both 
fibrillary and fibrillary plump cells in the same extent of the tumor tissue. 

5. There are several areas resembling astroblastoma or oligodendroglioma 
within the mixed cell areas. 

6. Cyst formation is found in all four cases of cerebellar tumors and in only 
two of cerebral. 

7. By the degree of pleomorphism, hyperchromatism, mitotic or amitotic figures, 
pseudorosette formation, and abnormal thickning of vessel walls, the authors have 
graded the materials from I to IV following after Kernohan et al.. and found that 
the infratentorial tumors are more benign than the supratentorial, as Kernohan et 
al. already clarified. 

8. In our group of 16 cases age varies from thirteen to fifty-two years, with 
an average age of 27 years. Of these, cerebral cases ranges from twenty-two to 
fifty-two (average 32.5 years), and cerebellar cases from thirteen to thirty-five 
(average 21.5 years). 

COMMENT: 1. Astrocytomas should be grossly classified into fibrillary and 
protoplasmic (afibrillary) on the basis of fibril formation. 

2. In half of our cases plump cells are found, as if they were neoplastic type 
cells of these tumors. Interpretation of them differs considerably: they may be 
the representatives of degeneration, as Buchy and Gustafson, or may be type cells, 
as Penfield and Alpers. Also it can not be denied that they are resulted from 
dedifferentiation or anaplasia. But it is difficult to decide their histogenesis and 
morphological behavior from the studies of various workers and from our histological 
studies. 


3. If we provide the subtypes “ plump cell with and without fibrils’ 


Ö. 


’ 


under 
both fibrillary and afibrillary main groups, the classification of this tumors may be 
more reasonable and practical. 
CONCLUSION: 1. Sixteen cases of cerebral and cerebellar astrocytomas were 
histologically studied. 
2. The classification of astrocytomas, which we have proposed from a practical 
purpose is as follows: 
a. fibrillary astrocytoma 


i) piloid or diffuse type and ii) plump cell type 


b. protoplasmic or afibrillary astrocytoma 
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牛島 
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i) 


mi oh 
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伊藤 辰 治 : fit 


astrocytoma 


AS 


Pu} 


SH 





astrocytic type and ii) plump cell type. 
(207 BEE RIT Ko) 


mixed type が 多い が pure type [LE O(MOHIGICHS LOC 


yrillar astrocytoma の piloid type で は pure type が 多い 様 で す が protoplasmic 


で は mixed type が 多く 見 られ ます 。 そ の パー モン ト は 少数 例 で すか ふら 申し 上 ば げ 人 換 ね ます 。 


FAND BI) + RB ABBR, BeBe 
RAIA 945 OF AS IS ESE EL. FRPP PR ALAR PS BP RE ) 


Studies on the maxillary tumors. (First report). 
IGERU SHIBA, KANYA KUSHIMA, TAMEYOSHI BABA 


UTE ORAS 2 IGTRITIOIG % A Leo LE Fe OLSATFROANICHS— 


L, Ip 扱っ た 94 hie 例 の 内 容 は 第 1 24 ea U7eii YW UTED Sig 
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Li r T A BI th at 
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36 3 
>) ム ! に ュ レ る 碧 ま た / の が ーー の つの ゴジ ミロ Hm 。 へ ・ な っ っ > アミ リー プ ェ と 
ae Pus FL RRA DIA DD 方 法 を wtb, Vie WF ye DPMEIZ LE By ae 


Ci 


J fii) Sik 


FEDER (第 3 表 ) 


Ohngren の 分 類 を 利用 し て 上 疾 洞 を 上 分 割 と 下 分 誠に 分 ち , 腫 坦 の 占拠 部 位 , “balay よ 
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) Bldg aA CPR LI OTBZ, PRO Az 





と この Fick 会 し た が , 21 例 の Foley baa ら 見 て 適 中 222 大 で ある か ら 。 利用 fill り と B 
4 o 
第 3 表 MK 的 AH KEN 
分 a ド > H 
+ Mil BEKOMM pooman( AM ue 


Ngerrag) N " 


TR 










EN 
だ 3 / 


ki 





2. BELT BE ORE 2. 
3. Msi OMe 3. “ARBRE FR a. : 
CBURMEE IR ARAEI~ Kt 





KERNE), WEFLI HK 


Cii) PARE OE Chronaxie 検査 (第 4 表 ) 
上 疾 六 の レ 線 検査 に お いて 有 眼 高 底部 の 所 見 は 一 般 に 明 須 で な い の で , COMO PLE MS 
of (ToPORRRECHS— HK MOM D> Arb BEFITS ANE DSH Or1T ee SAU Te, WBE 


WER ree pic ic pe 2 HDS MA C で いな か っ た 。 DE- 2 TUCO TONS} IOS 2 Tats 


NfR- I. ı its 2 
WE す る ゎ の = 2 Qo 








RAZ “PAIRED RL 7 use + - Retr ll 
i | jm | 知覚 クロ ナ キ シー | X re # . 
San | fiF 
| | 
tr 人 tet rat itt au gie i p>7 Ut 7 健 側 FBF ane rs 
er 側 | re TSR dcs | ME 


10 & 0.046mf, 0.300mf + 130%. + 500% it 
20. 47 0.130 0.370 + 185% : 185% Hy 
7 0.09 0.280 + 115% + 21196 
14 | # 0.100 0.240 に 85% 140% + 
19 4 0.045 0.190 + 44% | 280% H 
18 | # 0.070 0.190 + 449% + 1712 + 
7 大 0.100 0.170 + 31% + 70% ' 
135) 4 0.110 0.130 + 18% 2 = 
16 | & 0.110 0.120 - 10% = 
1 | # 0.07 0.07 =. 
15 | 者 0.13 0.07 ー 46% = 
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第 5 表 て イ ) 手術 術 式 1 例 は 最初 "・ 我 え の 目 的 で ある 手術 ・ ラ チ ヂ ウ 
> WD BR | se destik | Moure ty: Moure 氏 併用 療法 を 行っ た 者 に つい て 逃 べ 

法 後 全 切 除 
19 2 1 を 行っ た 。 Pe 手術 々 式 の 内 訳 は 第 5 表 の 通 


2) RTOS OLMIS SF Fy + HOT Do ラチ ウム ュ 了 照射 は 手術 直後 より 


fit Ar Ik Cmg. St) pi i 10mg fil + 2k eH AW won 


740 ~ 1000 3 ee i Pe ıL5 i 6 日 間 連 続 照 射す る 事 
1001 ~ 2000 2 5 

を 原則 と し た 。 後 照射 を と も 含め て 
2001 ~ 3000 7 zul bree BAYER 


3001 ~ 4000 z 2000-4000 mg 時 間 の 量 の 者 が 多 


4001 x 4799 


w の 


Wo 
4. 予後 (第 6 表 ) : 2 年 以上 生存 者 は 4 例 で 。 術 後 1 年 林 満 の 3 例 を 除外 し て も 4/18 で 


あり , 良好 と は いい 得 な い 。 


u 


ME, 術 後 1 年 を 経過 せしめ 得 た 者 は 大 体 に お いて 2 SEE SSRIETAUDL RICH AA SFR 
ct 


第 6 表 手術 ラチ ヂ ッ + ュ 併用 療法 を 行い し 21 flo re 


FY 2 年 以上 計 


| 
vorm 
> の CC ピー ビ 
Pro} 
bo m © 


て ら 


① 
た 
〇 > 
fer) 


5. 洞 内 に お ける 腫瘍 の 主 な 占拠 部 位 と 予後 と の 関係: 1 年 以内 死亡 者 は 上 分 記 に あっ た 者 
が 多く ,。 14 生存 者 は 下 分 割 丈 に 内 側 部 並び に 前 壁 に あっ た 者 が 多い 。 
6. 組織 像 と 予後 と の 関係 (第 7 表 ) 

組織 学 的 分 類 は 太田 氏 GH 40 EIS 23 Ti) に 條 っ た が , 類似 組織 型 を 集め て 未 分 化 な も 
Ok vmMAKT TEW8eE Le. 1 年 以内 死亡 者 は 9 例 中 7 PASC, 1 年 以上 生存 者 は 7 例 
中 5 例 が 中 目 型 で あっ た 。 


7A MMM L TRL OBE 


fhe? Adamantinom 1 fl, RA 1 


例 , 1 年 以内 生存 者 3 例 を 除く 


固守 に デー 
NC ロー 
D 
1 
〇 ww - 


16 


© 
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第 8 表 Heh 14 MOR Bic ONE) LMA L OB 





17H 17H~ 2 ヶ月 て |3 ヶ 月 て |4 ヶ 月 て 57A~|67H~187H~/107 8 ~ 


SE DOW 2 ヶ月 3 ヶ月 | 4 ヶ月 | 5 ヶ月 6 ヶ月 8 ヶ月 | 10 ヶ 月 | 1 年 
! 0 1 0 0 0 0 0 0 0 
i 0 1 0 0 0 0 0 1 1 
a 0 | 0 0 1 0 0 2 0 0 
IV 3 | 8 0 1 0 0 0 0 0 
計 3 | 5 0 2 0 0 | 2 1 1 


7. 1ER 14 NORTON (第 8 表 ) : 6 ヶ月 以後 の 再発 者 4 例 は 何れ も 
Il 型 で あっ た 。 

以上 の 成績 は 手術 *・ ラ チッ ュ 併 用 療法 の 総合 的 な 結果 で ある か ら , 腫瘍 切除 の 難易 の み に こよ 
る も の と も 考え られ ず , 又 組 織 型 と テラ チ ウ ュ 感 受 性 の 相関 関係 だ け で も 論 ぜ られ な い 。 更に こ 
の 少 い 症例 で 絵 て を 律する の は 危 際 で ある 。 然し 下 分 割 特に 内 側 部 等 切除 容易 の 場合 に 予後 が 
良い と いう 結果 は , 手術 的 切除 の 難 芝 が 予後 に 大 きた 影響 を 奥 え る 事 を 孝 える 。 又 特に ラチ ウ 
2 感受 性 の 高い 組織 型 は 見 出し 得 た いん, 上 の 成績 か ら 見 て 恐らく は , 目 型 等 の 未 分 化 型 重 

は 上 度 冶 附近 が , 電 純 型 或 は 分 化 刑 に 較べ て 感受 仁 が 高い の で は な いか と 思う 。 

従っ て 上 顎 痛 の 手術 ・ ラ チッ ウム 併用 療法 に お いて も , や は り 手 術 的 療法 を 第 一 義 と し , 特に 
上 分 割 の 幅 瘍 に 対し て は 眼球 摘出 を も 考慮 し 下 ら , これ に 組織 型 と テラ チッ ウッ ュ 感受性 の 相関 関係 
を 加味 し て 治療 すれ ば , THR Se ici he LMS ELMS. 


33. 廣島 市 に お ける 原子 爆弾 被 燃 に 因 る ケロ イド の 研究 
BI) SIR, 佐々 木 輝 文 , BES 


広島 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
A study of keloids due to exposure to the atomic bomb in Hiroshima city. 
CHUTA TAMAGAWA, TERUFUMI SASAKI, KOMANOSUKE YOKOYAMA. 


AO EERIE LE LUTHOR] (昭和 24 年 度 学術 研究 会 議 及 び 第 39 FIRE ZT) IT 
提唱 し た る 臣 皮 内 細 血 管 外 脆 細胞 の 再生 修復 過剰 埼 生 に よる 腫瘍 韓 化 の 実 十 は その 後 の 検索 に 
お いて も る 明 上 須 な る 組織 像 の 多数 例 を 証し 得 て 余 の 訟 の 説 な き を 偽 ネ 確信 する に 下っ た 。 

本 風 銘 の 発生 増殖 が 強烈 な る 放射 能 を 有 す と 称せ なら る る 原子 爆弾 の 被害 に 由来 する も る の な り 
LMS SRO MME ETI, 第 一 に 被爆 後 約 生 年 に し て 同時 に 耐 も 多数 の 患者 が 続出 し た る 
CHT, 既往 の 廣島 市 に お いて は 灯 の 如き 集 園 釣 と も いう べき 多数 患者 の 発生 は も と よ ょ 


り 。 Br [偶発 生 ケロ ビ イ ド | 2 ) 殆 ど み な か っ 大 事 で * あ る 。 as. NCIRATE OHR Lic tow CH 
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We Rca DR - HC WEB ER ERIC RE Woe RUBITIC— 


sir 





だ 


種 の 水泡 潜 変 性 像 の 認め られ る 事 で あっ て , 灯る 変化 を 他 に 求む な る な ら ば , 証 く Gassmann, 


Rost 等 の ラチ ウム 照射 実験 例 に お いて つと に 唱 導 し た る 所 見 に 似 点 の ある を 想起 せしめ ら 


RZ POlF Z C 色 ・ Gn 3 エッ ーー pee che re v ya Hey Hr Er 
RAM, ROUT SIKOR TIL AT rio ictit 6 > ea 4 FORE E BT I 


AS SLOCLEN, FEA FIR AMIDE ELE HME HS SH 











MARIS ET For EFS Te, TRETEN ORT A yb FEAT SEL Hf 
レ て 原子 爆弾 の 被害 に 因 る と 調 う 余 の 読 を 人 符 定 し 去る が 常 で ある 。 

然し 生 ら 全 に お いて は これ 等 の 松 定 読 は 当ら ぬ と 思う と いう より は 原子 爆弾 。 DPE OD SS 
LE PBIEOMA TC HS LUMAT BY OTHS> 

その 論 征 と LTR RA FORTE 表皮 礎 の 異常 特殊 な る 病 徐 を 報告 し て 世 の 
MAMA ROK ES So 

ye A FINE I NICH TE TO SOMMER ITCHY Ee SE IB DS Et, BZW 


mS RRL, RONPNEBEHN E gez Fri TCO 





TL OES SI Ra 





中 に は クロ ヒビ マン チン の INSIGEE ト ) 一 


日 

本 
> 
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Wik = 2 


ii LT SGA TRO HE FE 2 WAIN BIS Ze Sa AT a NE 2 LORE Le 
5 rf 8 月 ト HJ EO ad 月 cz >11] ) の 表皮 上 層 に る aw Bar 


RRA CFO MIRC HE WA 5 1x 194 


栓 (に 1 


た 所 で ある が , その 程度 は 僅 徴 で あっ た 。 RACE FI ER TS OK IE EL 
た る 本 ケロ イド に お いて は この 水 幅 汰 胎 化 の 病 像 は 明 須 且 つ 多 数 に 現われ ん , 面 も 1947 年 48 


年 49 年 と 時 の 経過 と 共に 一 大 埼 加 の 一 途 を 示し , 潮 5 年 を 経た る 今日 何 涯 明 な る 病 像 を 


ET Ga ユ = ne i 2 
る は 奇 異な た る 現象 と いう べき で ある 。 





WM SAORI E 7 BH YOU RIS © Wk WEAR 2 4 ~CNucleo-hydropische 


Degeneration) と る 称す べく , ZERIT, AEEIPILORLM MEMS BI EI 


る 形 凌 な る を 知る に 及び , Ta 


っ 変化 は 放射 性 物質 の 感受 に 山 来 する 特異 所 見 で あろ うと の 推定 





の 2, L Ic. = れ 4, N tt 『 像 と & ye => fF y Se Wa ygg de RD 人 休 例 及 LU if hy 3 a tat] 2 + 比較 が LFS#H a isk, =O 
所 見 HT Le す DB ET \ > Be 。 る \ も の あ る を 知 る に 至っ た 。 


BS, Fy ARE LT 77 mgr OA WERNE, 家 更 局 桃 腺 照射 520 mer 


だ 験 例 を 松 す る に , その 重層 局 下 上 記 細 胞 に お いて は 要 の 変化 は 本 ケ ロイ ド の それ に 比 し て 供 
少 で あり , 主として 原形 質 に 強 き 変化 を 示し レ し, 15% Unna の 提唱 し た る Schaumzelle of 







に 一 致す る 。 又 人 皮 劇 の 血管 腫 。 皮膚 結 に レン トゲ ン 深 部 治療 を 行っ た 例 に つい て みる に こ , 


164 

















SLCHSVTIRCH ED AMOR AES SD LA UB MOO WM + LS, 


Ags フー 


SERV FFU AMOICL Y RFT RHORR OMI, TOMIOVE PIC > CHR 


HRITEROBSSINTEI NAHEN SM SM CH SB, PHICO REA OME Rac TIÄ 


sure 


FW Ly WAS HEME AST ES YO a PRO RT , DDR, 感 





ED SpE L< 異 る 様 に 思 : え る o 

た ケロ イド 組織 に お いて は 以上 の 如き 細胞 校 の 特異 な る 変化 を 見 る と 共に , 今一つ 看過 
ぬ 所 見 と し て ケロ イド 組織 内 の 細 血 管 周囲 に 見 る $ 廣 き 組織 間際 の 存在 する 事 で あっ て , ID 
織 間 隙 は 一 般 肉芽 組織 向 に 見 ら る る 親 生 血管 壁 周 辺 の それ と は 直し く 趣 を 異 に し , その 実際 は 
MEL CBE S AO COMIC IMO AWA DH EASDOTDH, Hd, TOMMBMPSeT SKI 
PANO HE MBER TORNMLE DCRR KE STH EN CH 5 LORS Kell iS, 


この 2 ICRC TEN AR BIKE, 組織 の 異変 と し て 前 回 に 提 只 し た る Keloid-dia- 





these の 一 部 を な す も の と 思考 する の で ある が , これ 等 の 本 態 に つい て は 佑 縛 細 な る 
ioe?) 他 の 検索 2-4 (ayy od ON DAT Hr CH 9 本 こう WY ONE し レ し て は いた な い 。 


= He hss 


DOBRA, > Fy 2 MAGS Se Be Rh LE BEA RB RE > MSIE bo ET 


FRANGLO v Hele BS (yl Xa] HERG LLY Ae aT BEALS 


Ni OPER LEGO PAE EET, IA 
FUZO HF RIT ED ROM EES LOTS o CHI SMR EHRITSLOCHS, 


Br アレス で ee rite digi oe 
( Liha RL EF 完 4 eee >) 


34. rl REN を 中 店 と し て , WRAL od 
『 拘 組織 像 の 閥 異 に つい て 
久留 勝 , WRB CRA AD EAR SE 
On the difference of histological pictures of gastric cancer before 


and after the war, observed chiefly in peritumoral gastric mucosa. 
MASARU KURU, TOKUICHI YAMASHIRO. 





OBR OTE key 30 年 前 に 比 し , 我々 に 造 に 多数 骨 切 除 の 機会 を 奥 え , 新鮮 7 
材料 と し て 胃癌 の Histogenesis を 論ずる 立場 を 容 史 なら しめ た と 思う の で あり ます 。 


ae a 
ID I DFMIEIT ト 





MOREE LC, 訓 く か ら 迷 入 組 織 , FY, RM 


ar 


o CRRA RAUCH ET, 


ter 


BIT TI GEOK OW LAE IRRBaHALE LZ 


の 235 ch と 


が , 之 は 前 三 者 の 如き 諸 病変 が 先行 する 事 な く 粘 脆 側 に 発生 し た 交 を 包 合 せしめ た の で あり ま 


う 


ジッ yo HR Lc] er 4A : 休 が HED 5 IE HICE ORI EOE iii | じ “Feo ea (x Sy Vay Zl L-citt & 
ae 


い の で あり ます 。 Mikts LAAWAKE DY, それ に 作 う , URTAUICHNF Site, wei ail 
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AD IE} sy | CHE wie 意味 4 を も an も D2 Gc 信 URE rk い の で あめ り ます 。 先ず 我々 が 


行 性 変化 が , HAC 


週 去 10 年 間 に 接し 得 た 前 痛 汰 態 を 検討 し つつ , か か る も の より の 発生 の 推定 し 得 られ る 骨 靖 


を 滞 克 取り 上 げ て 参り まし よ : 
Ae FERNE A#HE 織 を 取り - の 見 
我 え も 二 例 に お いて この 種 の 例 に 接し ま し た 。 今 その 一 例 を 


LES, 骨 人 に 色々 の 大 き さ で 副 膝 が 存在 する 事 は , TE 


米 知 られ て お る 所 で あり ます か, 
供覧 企 し ます 。 又 粘膜 下 に 明らか に 冶 化 しない 迷 入 組織 が 存 し , それ と 別個 に 一 個 の 肛 腫 , 


DER 
BIT & SMOG AEWY LO TTS ER EN EB L ET. RICHT S M0 WTAE 


ク 日 Im 


Pep 2 ULC RELI FFL, し か る 粘膜 筋 憶 或 は 筋 暦 に 著 明 な 変化 を 証明 し 得 な い 症 例 に お い 
て は , この 種 の 迷 入 組織 の 馬 性 悪 変 を 充分 に 考慮 に 入れ ん な れ ば け な ら な いと 思い ます 。 


同じ 迷 入 組織 で あっ て も , 食道 粘 肌 の 迷 入 は それ か ら 発 生 し た 閣 が , Mi BEBO ETS D> 


な っ て も よく 側 別 し 得る る の で あり ます 。 THMTPOM LS © FHC PFERDE 
入 し た 写 買 を お 目 に か け , 同じ 例 に 併存 し た 帰 生 上 度 癌 の 病 癒 を 供覧 致し ます 。 こ の 種 の 冶 は 


E’E LZ HE ziüd ORKITH iE 明 し 得 "© 


LEI y Er Zen ヒ pet 
2: AMS Fe (fh | じ た 坦 も る Seal ig DEREN 


事 か ら , その 母 地 を 推定 する 事 も 可能 で あり ます 。 


深 瘍 冶 は 従 來 最も 厩 々 考 穴 の 対象 と な っ て 米 た も の で , その 特性 も 大 方 の 諸君 に は 周知 の ゃ 


の で あり ます 。 
印 ち 多く の 場合 粘膜 筋 居 のみ たら ず , 固有 筋 層 は 多少 に 拘ら ず 欠 損 を 作 い , その 固有 の 方 向 


ir ER os TRIER ONE HELL, 血管 内 遇 に は 変性 を 伴い , 周囲 の 胃 粘 膜 に は 


„ii > cH 

Kairo FIZZ ANGST SLOMKGERCHVES, (MIC LISLE AEM Mis, Ka 
ROOT oT [ob] TE Im AA MARKERS SECHT, 

OUI Di TR DUET LATMIc Th, よく この 所 見 を と ら ま える 事 が 出来 る 


の で あり ます 。 私 共 の 標本 中 に は 注 瘍 涼 の 極 く 初期 つも る の , 多 ち 交 組 織 が 潰瘍 の 辺 絵 に 極め て 


PAIN 


限局 性 に 存在 する も の が , 11 例 を 数 を て お り ま す が , TZOZEcEr TEIHEHLETE 


溝 瘍 吉 は 極め て 初期 か ら 閣 組 織 が 便 六 性 で ある 場合 が 多く , 又 比 較 的 多数 に 脱 様 癌 へ の 変性 を 


証明 再 し ます 。 

リー プ 痴 と いう の は , 周知 の 如く 正常 粘膜 よ り 癌 へ の 変化 の 週 程 に お いて , ポリ ー プ 次 の 
腺腫 の 状態 を 経過 する も の で あっ て で て , BELOHNT bw て は , 多く は 管 腔 に 向っ て 
形成 する も の で あり ます 。 そ し て 主 腫瘍 の 周囲 に 大 小 種 え の 腺腫 を 併存 す 


expansiv な 腫瘍 を 】 


) ませ ん 。 供覧 致し ます 如き 昌 独 に 発生 し た 且 性 或 は 下 板 状 の 腺腫 或 は 胃 意 
人 存 し た ポリー ブ を 多数 松 討 いた し ます と , 勿論 その 中 に は 極め て 良性 な る の か ら , WHY 


悪性 な た る の まで ある の で あっ て , これ 等 が 独 揚 の 発育 の 過 租 を 現し て いる も の で ある 事 を 充分 
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に 推定 致 


させ ます 。 勿論 これ ら の 腫瘍 は 癒 性 化す る に 及 ん で , 好 ん で 先端 が 壊死 に 了 り , 大 小 


の 注 瘍 が 発生 する も る の で あり ます が , か か る 機 序 で 形成 せら れ た 済 瘍 は , FD 


し た 癌 の 場合 の 冶 性 潜 瘍 と は 色々 と 性 状 を 異 に する も の で あり ます 。 特に 辺 終 の 粘膜 筋 層 


が 本 来 の ポリ ー ブ の 上 向き の 発育 つ お も か げ を 充分 残し て , 潰瘍 炉 の 場合 と 正反対 に 管 腔 の 方 


fic [は ね か へ y] % 示す 像 は , 極め て 特有 な も の で あ り 。,。 可 成 進 EL だ ホリー FEAT お いで 


3, 明瞭 に 之 を 証明 する 事 が 出来 る の で あり ます 。 ポ リー プ 冶 は 大 多数 円 柱 皮 痛 で あり , そ 


の 周囲 の 胃 粘 膜 は 多く の 場合 姜 縮 増殖 性 で あり ます が , 時 と し て 人 後 逃 の 胃 商 癌 の 場合 と 同じ く 





PET, 著 明 た な 化 生 を 伴い ます 。 い う 迄 も な く , 胃 次 痛 か ら の 発生 の 過程 で 限局 性 の 増殖 が 
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普 明 な 場合 は , ポリ ー フ 冶 の 傾向 を と る も の で あっ て , 両者 を 本 態 釣 に 区 別 する 事 は 困難 な も 


まし ょ う 。 同機 に 溶 瘍 の 辺 線 の 培 殊 か ら ボ リー プ の 発生 を 見 る 場合 $ 決 し て 稀有 で は 
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化 生 が 証明 せら れる 事 は , 多く の 場合 他 の 癌 と まぎれ る 事 の な い 特 異な 所 見 を た すう 


の で て u: SU MEI A ea EFT OU LL CHECILEVO CH OD ます 。 
断 く の 如く , 閣 病 窟 自 休 の 態度 を 胃 粘 膜 の 変化 と 総合 的 に 検討 する 時 は , 可 成 進歩 し た 材料 


を 見 て も る , 或 る 程度 所 その 
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果 は 戦 常 本 期 及び 戦後 の 不良 な 食糧 事情 が 少く と も る 当 北 陸地 方 の 住人 に 対し て は , TAHOE 





生 頻 度 を 高め た 如き 印象 を 奥 え る の で あり ます 。 
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35. REICHT SD FEIN PERE O RE 
太田 邦夫 , 田中 R 
On the significance of canalicular infection in gastric cancer. 
KUNIO OOTA, MAKOTO TANAKA. (Cancer Institute) 

Much has been said on the stromal reaction in cancer problem. Many 
investigators believe in a specificity of stromal reaction against cancer parenchyma, 
whereas the others are of the opinion that no specific reaction may be provoked 
by an autogenous carcinoma. Reactions seen around the cancer consist naturally 
of autochthonous ones and of emigrating ones. Evidences have been presented 
that a carcinoma has an inherent specific infectivity on the stroma. This may be 
said proved so far as fixed stroma is concerned. One of the authors has presented 
data concerning this point. 

Many authors are of the opinion that certain emigrating cellular reaction 
around the advancing edges of a cancer might have specific relationship with the 
so-called histological malignancy of the tumor. Lymphocytic and eosinophilic 
infiltrations have been given much significance. Leucocytic infiltration in front of 
the advancing edge of a cancer was given certain regards by many investigators. 
The conclusion has been that leucocytic infiltration is paralleled by local necrotic 
changes (Borst, etc). But there are a few pathologists who are convinced in 
specificity of such cellular reactions related to certain types of proliferation at the 
advancing edge of a carcinoma. 

The weak points of studies of stromal reactions in cancer problem lie in the 
difficulties of completely excluding bacteriological influences from the area, par- 
ticularly when the study is focused on emigrating cellular reactions. 

The present writers attempt to determine the relative weight of infection in 


the stromal reactions. 
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Infections should be regarded as constantly present in carcinomatous changes 
involving a wall of digestive tracts. Bacteriological studies have been made in 
this connection. Difficulties in cultivating microorganisms from the deeper layers 
of carcinomas have been stressed. In this study we depend much upon histological 
techniques. Comparison between certain types of tumors of the stomachs and 
histologically detectable bacterial findings were made. 

Materials and method. 212 gastric cancers, resected in the Cancer Institute 
Hospital and fixed 1-3 hours after removal in 10% formol, were used. Specimens 
were taken through the whole dimension of the tumor mostly along the lesser curva- 
ture. H-E, Mallory, Gram, methylen-blue, Iluminol-R, Nicolle and Levaditi stains 
were applied to 4-5 micron paraffine sections. Some specimens were cut in series. 

Findings and results. All the gastric cancers were classified after one of the 
authors pattern. 

The intensity of leucocytic infiltration around the tumor tissue was grossly 
graded in 5 classes. Grade 5, or (++++), means a definite abscess formation 
around the tumor. 

Adenocarcinoma acinosum means definite glandular structure in the carcinoma 
without distinct continuity of the formed lumina to each other. Severe secretion 
in the lumen and retention result in cystic formations (adenocarcinoma cysticum). 

"In case definite continuity in tubular structures is seen the carcinomas are 
classified in adenocarcinoma tubulare micro-, meso- and macro-alveolare according 
to the calibres of the formed lumina in the carcinomatous tubuli respectively, 

Relationship between development of tubular structures in the carcinomatous 
tissues and grades of leucocytic reactions is considered. 

A distinct correlation is seen between the development of the tubular structures 
and the calibres concerned. If no continuity in tubuli at all is established, e.g. 
in cases of carcinoma simplex scirrhosum or medullare, no remarkable leucocytic 
infiltration will occur around the stroma or at the advancing edges of the carcinoma. 

In scirrhous carcinoma, in gelatinocellular medullary carcinoma or in carcinoma 
simplex medullare, we see almost negligible leucocytic infiltration in and around 
the tumor, so far as the tumors lack regressive changes. Necrosis eludes 
leucocytes around the areas, as is frequently seen in necrotizing medullary 
carcinomas. Adenocarcinoma cyticum shows marked irregularity in leucocytic 
reaction, probably because of irregularly formed continuity of the lumina. 

Grade of ulceration has also definite relationship with leucocytic reaction in the 
peritumoral areas, but in some cases moderately severe leucocytic accumulation can 
occur without forming ulceration in case perfect continuity of the lumina is formed, 
as in adenocarcinoma tubulare macroalveolare and adenocarcinoma papillo-tubulare. 


Jarious microorganisms are detected by histological staining methods such as 
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Iluminol-R, and Nicolle’s. Gram-positive and negative bacilli and cocci are found 
not only in the upper layers of the ulcers but also in the tubular lumina of the 
carcinomas, even in the deepest parts of it. Spirochaetas were also demonstrated 
even in the depth of the tubuli. Fusiform bacilli were not demonstrated in our 
specimens probably because of inadequacy in the techniques applied. 

Histogenesis of the canalicular infection: The slightest sign of canalicular 
infection seems to be accumulation of leucocytes in the carcinomatous tubular 
lumina. In some cases we see wide tubular lumina penetrating the whole depth 
of the carcinomatous masses in straight lines to form glandular erosions at the 
bottom, with the upper ends filled with accumulated leucocytes. Glandular erosions 
are caused by intracanalicular agents typically in the depth of carcinomatous 
tubuli, especially when the lumina are wide. Carcinomatous epithelium dies off at 
the points and the contents of the tubuli, together with microorganisms and mucus, 
flow out into the peritumoral stroma. Non-specific granulomas are formed around 
the affected points, which in turn will be dissolved as the inflammatory processes 
advance. Purulent inflammation will propagate around the whole dimension of the 
peritumoral areas. Usually edema seems to be antecendent to the true purulent 
processes. Finally, a definite abscess will be formed around the tumor, especially 
fully in the basal parts of it. 

Irregular windings of tubuli may cause various grades of retention of the tubular 
contents. In such cases erosions will be formed at the lateral wall of the tubuli. 
Inflammation starting from these sites will be propagated along the peritubular 
stroma down to the depth of the tumor basis, and traversely to the entire dimension 
of the tumor. 

Secretory functions of the carcinomatous glands seems to have intimate relation 
to the canalicular infection. In our experience the so-called glandular erosion in 
normal gastric mucosa is rare. while in metaplastic mucosa glandular erosions are 
very frequently seen in both metaplastic and normal tubuli. Disturbance of outflow 
of glandular secretion either by compression exerted by surrounding structures or 
by irregularly proliferating epithelium in the tubuli seems to be the main factor of 
the erosion of infected tubuli. The same mechanism probably acts in case of 
carcinoma. Strong secretory pressure could overcome such adverse circumstances. 
Such examples are seen in carcinoma with marked mucus-producing tendency. 
Scarcity of glandular infection of such type of carcinoma can reasonably be thought 
to be based not on a bactericide activity of the mucus but on the mechanics of 
secretion. 

Baumann, Bohmig, Rapp and Frank of Fischer’s school have shown that the 


development of tubular structures in the carcinoma follows, as a rule, the develop- 
mental pattern of tubular structures in normal tissues. We have also seen dichotomic 
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‚ proliferation of the carcinomatous tubuli. In case of canalicular infection glandular 
erosions are observed frequently beginning at the parts of dichotomy or at the early 
proliferating buds. In the latter case the degenerating buds become loosened, showing 
reticular figures in the further courses. We regard such reticular figures as tertiary 
structure of Scherer in contrast to the opinion of some other authors (Imai et al.). 

The purulent infection around the tumor and at the advancing edges of the 
tumor seems to make an adverse condition for rapid proliferation of the carcinoma. 

Further course of canalicular infection. Severe peritumoral and peritubuiar 
infection will cause destruction of the tubuli from the side of the stroma. The 
tumor epithelium will be rendered to atrophy, the basement membrane dissolved, 
epithelium pealed out and the tubuli infected, exactly in the contrary direction as 
in the mentioned glandular erosion, from outside. 

In the further course substantial dimension of the main tumor will be separated 
from the basal stroma, building deep ulceration. Sometimes, especially in case of 
Borrmann’s II type tumors, the basal stromas almost completely free from car- 
cinomatous infiltration remain to form the basis of the ulcers. 

Purulent lymphangitis and lymphadenitis accompany the primary purulent 
infection. 

When the suppurative process remains for a time stationarily, remarkable 
fibrous thickening of the subserous layer of the stomach at the basis of the tumor 
frequently occurs. 

Perforation of the basis of a carcinoma is not frequently seen, but such com- 
plication is liable to occur again in Borrmann’s II type tumors with well developed 
tubular formation. Intimate relations are notable between the canalicular infection 
and perforation. 

Conclusions. 1. A definite relationship between development of tubular 
structures in gastric carcinomas and peri- and intra-tumoral leucocytic infiltration 
is shown statistically. 

2. Histogenesis and further courses of canalicular infections in gastric carcinomas 
are followed up. 

3. Peritumoral leucocytic infiltration, very often forming definite abscesses, is 
not a specific reaction against carcinoma, but a sequel of non-specific transcanalicular 
purulent infection, particularly common in carcinomas with well developed tubular 
structures. 

4. Microorganisms are demonstrated histologically in the foci. 

Acknowledgements: materials were rendered to our use by courtesy of Dr. 
Kajitani of the Surgical Department of Cancer Institute Hospital. 
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On the histogenesis of gastric cancer based on observaticns 


on cancer of mucosa. TADASHIGE MURAKAMI. 
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ETL, 注 瘍 の 前 後に な に 独立 し た 十 数 個 の 小 閣 
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Jin よさ 何 れ も : 本 に だ 粘膜 筋 層 を 越え TE 3 り ませ ん 。 
その 中 の 戒 韻 巣 で は 大 部 分 を 非 冶 性 の Deckepithel 
Kautikulasaum と 杯 細胞 と を 


で 被 わ れ て い ます が 此 の 上 皮 は , 
を 備え , 深部 に は 所 に Paneth 細胞 を 有する , Fb 


な っ て いま す 。 疾 巣 の 大 部 は 脱 性 問 の 像 を 早 し て いま す が , その 右端 に 隊 性 化 の 少 い 一 群 の 韻 


AR REDS > 見 られ , 連続 切片 TH SOE i ま す と Aran EA 5 D% Rz VES 上 逃 の 腸 上 皮 と 極め て 狭 


い 連 囲 で 密接 に 連 が っ て いる 像 が 見 出さ れ ま し た 。 此 の 部 の 上 皮 は 細胞 が 極め て 密 に 並び , 重 


lt - Tro CH 0, 銀 染 色 を 行い ます と Basalmembran が 断裂 し , 且 此 の 部 を 中 心 と し て 銀 繊 


秦 が 深部 へ 放射 汰 に 走っ て いる の が 見 られ ます 。 此 の 様 な 非 韻 性 の 上 皮 と 痛 索 と の 接続 点 は , 


此 の 冶 巣 の 連続 切 廊 の 中 か ら 多 数 に 見 出す こと が 出 来 ます 。 又 か か る 接続 点 は 必ず し ゃ Deck- 


Magengrubchen, 時 に は 腺 腔 の も っ と 深部 に も 及ぶ こと が あり ま 
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MORE CT % [i] CREASE GALES. WORLD CHEERS, 連続 切片 


で 立体 
I 向 に 考え を ます と , 約 450 ミク ロン の 厚 さ の 間 に , 表れ 旦 消失 し て ゆく 程 小さ い 交 菓 で あり ま 


す 。 此 の 去 実 性 の 病巣 も 牙 切 片 で 腺 腔 の 上 部 に 他 の 切 廊 で は そ 


その Gribchenepithel に 更に 
他 の 切 庁 で は その 反対 側 の Grubchenepithel へ と 連 が り , 之 等 各所 の 接続 点 に 上 皮 細 胞 の 


及 銀 織 維 の 集中 が 見 らん ます 。 両 し て 此 の 部 の 上 皮 
は 場 上 皮 , Indifferentzellen の 何 ん で も なく , ik 


密集 と 重層 化 , Basalmembran OF %, 


を 形成 し て いる 上 皮 と 同じ 性 質 を 示し 
ます の で , 再生 性 上 皮 の 一 段階 に ある も の と 考え られ ます 
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第 2 例 胃 体 部 の 後 難 か ら 出 た ポリ ー プ 任 胃 癌 で ポリ ー プ の 大 部 は 腺 韻 と 化し < 


CUE SASHA 
粘膜 筋 層 を 越え ず , 基部 は 大 部 分 未だ 痛 化 し て いま せん 。 ボ リー プ か ら 刺 部 え の 移行 部 に は , 


何 胃 底 腺 が 残っ て いま す が , その 頸 部 は 極度 に 長く 延び , その 最上 部 は 所 調 Indifferentzellen 


と ぶ い 得る , 背 の 低い 好 塩 基 性 に 染まる 上 皮 細 胞 と な っ て , 同じ 性 質 の Deckepithel えと 移 


行 し て いま す 。 此 の 一 つの 昌 腔 の 開口 部 の 近く に , 主 痛 巣 か ら 独 立 LIONS 


見 出さ れ ま 
し た が , その 痛 索 の 各 + は 或 は 腺 』 


代 頸 部 に 或 は Deckepithel えと 直接 に 連 が っ て いる こと が 
連 綻 切 庁 に よっ て 明か に され , 且 そ の 接続 点 の 上 皮 は 何れ も 重層 化し て いま す 。 
第 3 例 FF 


月 冶 の 胃 次 像 を 組織 学 的 に 調べ て いま す 際 に , 初期 の 原発 性 胃癌 例 の 主 冶 巣 か ら 離 


IN. され まし た 。 此 の 部 の 上 度 は 殆 ん EHER LIELTU 
ます が , その 一 部 と 高 円 柱 細胞 より な る 整然 と し た 隊 痛 と が , 直接 に 連 が っ て いる の が み られ 


ます 。 


以上 の 諸 例 か ら , Ki li LIL kon Tv SEEMS CHO HB ig 
CHRLEDTEL, IEGREOLRO—M LK ol HO hese Ih BT SL SAL ST 
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LDS VELZ, JHLORNCILOIMPMOIC ER ZS 他 部 の 冶 菓 と 連絡 し て いな いで , 拡 立 し て 
いる こと が 証明 され ます な ら ば , 競 索 は 此 の 接続 点 を 通じ て , 非 癌 性 の 上 皮 か ら 発 生 し た も の 


考え , 従っ て 此 の 接続 点 を 妨 の 発生 点 と 考え る こと が 出来 る と 思い ます 。 


N 


CHS 

又 才 の 発生 点 が 見 出さ れ ま し た 上 逃 の 腸 上 皮 , 再生 上 皮 , 並び に Indifferentzellen % BA 
の 発生 母 組織 と 解 し ます な ら ば , 胃 交 の 発生 に は 二 つ の 段階 , 名 ち 之 等 生理 的 に は 存在 し な い 
ER, が 形成 され る 機構 と , 之 等 の 発生 母 組織 か ふら 癌 が 発生 する 機構 と の 二 つ の 段階 に 分 け て 
考え る こと が 出来 る と 思い ます 。 此 の 様 な 上 皮 上 以外 の 生理 的 な 胃 上 皮 要 素 か ら , 痛 の 発生 像 ぶ 


得 DALE TPP mars, ROR ITF Bb? ie た いと 存じ ます 。 


37. 子宮 冶 及 び 直 腸 冶 の 組織 学 的 構 和 染 


岡 = HH 〈 九 州 大 学 病理 学 教室 ) 
Histological architecture of uterine and rectal cancers. 


MUNEYOSHI OKA. 


冶 腫 の 組織 像 は 部 位 向 に し ば し ば 多様 で あり , MONITOR AEL o TH ST Ye 
の 性 状 の 全体 を 律 し うる か 人 否 か 引 問 で ある 。 よ っ て 私 は さき に 人 乳癌 に 就 て 周囲 組織 を $ 含 
FUROR BA CER LL, その 痴 塊 全体 の 構築 状況 を 組織 学 的 に 概 索 し て , 分 類 を 
試み た 結果 , TALE METI, 手術 後 韓 亡 束 は 間 質 反 應 な ど と の 間 に か なり 密 接 な 関係 
を 確認 で きた 。 

今回 は 子宮 冶 45 例 , WA 53 例 の 手術 別 出 標本 及び 天 概 標本 に 就 て , 同様 の 見 地 か ら 検 
索 を 行っ た の で , その 所 見 の 概要 を 報告 し た い 。 

検索 材料 は 総 て 乳 病 の 場合 と 同様 に 増 外 塊 の 中 心 を 通ずる 全 割 標本 で あっ て , これ を 2 ys 


し て ヘマ トキ ミリ ン ・ エ オジ ン 染 色 を 施 し て 鏡 概 に 供し た 。 


Nr 


OeerAvVryyrec, =. 
所 見 RAL BL Cit, その 組織 学 的 構築 に 多少 の 差 が 見 られ る が , 原則 的 に ほぼ 同 


Se Qo 


の | 


BET, 凡そ 次 の 如き 基本 型 に 分 類する と と が 
1. 表層 型 (第 『 型 ) 閣 細 胞 の 増殖 が 専ら 粘膜 上 度 磁 或 は 腺 腔 内 に 限局 さん れ てい 3。 

2. WR (第 型 ) 冶 細 胞 は 屋 々 分 化 傾向 の 進ん だ 基底 細胞 瘍 様 乃 至 忠 構 型 の 大 き な 胞 巣 を 
作り , 先端 に 行く に 連れ 多量 の 偶然 間 買 こよ っ て 相 員 て られ , あたかも 樹 根 状 に 連続 性 に 深部 
に 侵入 し て いる 。 と の 場合 , 胞 菓 発育 の 場 は , 局部 的 に は 不明 の も の も ある が , 主として 小 静 
脈 或 は 粗大 リ ン バ 管内 で ある と と の 確認 さん る と と が 多い 。 

3. BIR CH) = = と し て 肥大 型 の 大 な る 胞 集 よ りな り , SAAMI TICEBEL, 前 者 に 比 
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し 既存 偶然 間 質 の 残存 は 一 般 に 少く , 周囲 組織 と は 鋭利 に 境 さ れ て いる 。 
以上 の 各 型 は 胞 菓 が 一 般 に 大 で , 主として 組織 内 の 既存 粗大 腔 内 を 連続 的 に 壇 殖 する と 見 伏 

され る も の で ある が , この 外 丈 の ょ うな 細 組 織 際 内 埼 殖 の 所 見 を 示す も の が ある 。 

4. BE CSV) 胞 菓 は 後 逃 の 導 出 型 に 比 し 一 般 に 大 で , し ば し ば 分 傾向 を 示し て いる 。 

胞 菓 間 に は 偶然 間 質 の 残存 は 殆ど 無く , 殊 に 発育 先端 で は 増殖 性 間 質 反 應 が 強く , 賠 囲 組織 と 

は 比較 的 鋭 利 に 境 さ れ て いる 。 

5. GH COV 型 及 び 第 WI 型 ) AAPA AIDS AL RR ORIN Z| ER RIS EA PRIDE 

ML, 更に し ば し ば リン シバ 管 内 或 は 血管 内 侵入 の 傾向 を も 示す 。 該 浸潤 性 増殖 性 小 胞 巣 の 拡 り 

の 程度 に より , BRP CSV) Lew MERRY (第 VI 型 ) と に 区 分 する こと が で き 


Hic 
Do 
以上 の 各 型 は , 腫瘍 塊 構築 の 基本 的 型式 を 示す も の で あっ て , BEM CEB NIcIt HHO 
合併 像 乃至 移行 像 を 示す こと が 多く , その 所 見 を 吟味 する こと に より , 如 上 各 分 類型 の 聞 の 動 
的 移行 関係 を 或 程度 推定 する こと が 出来 る (TI っ VSIW, Vow I>V, I>V) 
これ ら 各 型 と 予後 と の 関係 を 見 る と , ier PH, WU, 便 化 型 及 び 脈 管 型 は 一 般 的 に 比較 的 
良好 で ある 。 然るに 導 出 型 で 味 に その 拡 り が 大 で 且つ 間 質 反 應 を 欠如 する 場合 は , リン へ 管内 
= MM. 


HERE UIP, TRAHATRTSAT, fPIC CIT PTR PIC TO ARE OT 


L ps2 多い 。 
か か る 点 か ら 推定 する と , ARPA CHRANID) の 細 組 織 隙 内 発育 CHI) 像 及び リ vr 


ゞ 


内 鞭 延 像 は 乳 問 の 場合 と 同じ く , 当該 冶 腫 が 今井 教授 の 提唱 され る 閣 腫 発育 の Schub 期 に 
ある こと を 表示 する も の と 見 ら る べく , また この 際 の 間 質 反 應 の 所 見 と の 関係 か らし て , 後者 

が 生体 の 抗 場 力 の 一 表現 で あり うる と 思わ れる 。 他方 各 上 病 腫 の 組織 所 見 の 多様 性 の 原因 と し 
て , か か る 閣 太 の Schub 性 発育 像 の 関 奥 如何 が 一 つの 重大 な 意義 を 有 す べ きこ と も また 本 研 


究 に よっ て 確認 さん る の で あっ て , 各 組 織 像 間 の 相 ち 関係 を 知る に は 腫瘍 塊 の 全 割 標本 に 


Lic id 


WY 


DAHA AED SD BERD IS RS aL, ERNMORTRU GHKORBMEOM ME Le 
ゝ と 思わ れ , る の で 


~ ほっ 


む ) と 組織 像 と の 問題 も , 該 像 の 関 尋 の 程度 を 念頭 に 置か すず し て は 葵 じ 得 な v\ 
DS, か か る 意味 に お いて , 私 の 上 : 逃 の 全 割 標本 に よる 閣 腫 構築 の 分 類 は , HEAD ho & FRAC 


MAYO REA MERLE DT LASMASLOL[TFS, 
C30 iB 4 BEDE BIT KS) 
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Sarcoma of the testicles. 


‘alt, Seminoma を 大 円 形 細胞 肉腫 と 認め た 頃 に は 塁 丸 肉 


っ て 以後 HS 14% 


っ た た , FAVA ERE 


基 他 を 第 1 


な 


38. 


1 


Fri 


ap! FL 


木村 哲二 , 村松 一 男 , 伊藤 席 二 , GEBR: CHR 
TETSUJI, KIMURA, KAZUO MURAMATSU, 
YOJI ITO, SHUNSAKU KODAMA. 


"2 SLE YS 49 


A 





腫 に 


AT 


恵 会 医科 大 学 木村 研究 室 ) 


if (以下 HS Eng) tee 


9» 


KTR Le, 私 共 が 集め た 49 OBA PO ML BUR. 


4h Fee ry デミ た に の 
例 の 種類 別 と 発現 年 令 


A le 年 令 1—10—20—30—40—50+ yt 不明 

Ak RK ft 277 

1.3 腫 17 1 6 5 

2. un 8 3 1! 2 2 
3.55 腫 2 1 1 
Bai @ 質 性 Cz) 

1.4 IE 6 1 2 1 2 

2.6% HE 腫 1 1 


C SE 
DR MH 


BSS be mC 


CARRE IT © FIRE 


mE Ay 


HEF DB 


(混合 腫 ) 


dl 


ER 


Sitz 
4]) 7 ds, 


リキ pet ty Peer 1 ーー リ 
jt SB FLAS LE LT 


Br 


FL 


多 


性 が HL 
PN 


bE D 


FRITTERS, WIL TM Te S DALE OPM PRAICILRAH SO % 


第 2 表 


LiL FEL or 2 5 Ri 


fir), ne HS + 
WIE PR 部 何れ の 原 


ほ 発 と し て る 肉 


で は な いか と も る 思う 。 


2 1 1 


=) BA 
Fd 


TPN. OEE HT 2 > CHIR LYE 
腫 は 甚 稀 と せら れ て お る 。 私 基 の 採集 


IL AE 6 Fi] © nk 


検査 番号 | 年 令 側 SER: 組 織 像 
8 54% i: 7 4 NEN FS 
20 40 v Hi FB, TRIERER | 7 CH BIH 
25 40 7 „ ヶ MER ONE EL PB 
26 46 7 y hi, WEIL RST A Aa 
30 70 7 ク FH, 7 小 円 形 細胞 肉腫 
37 15 y ク a | SETA AHR i wield ‚MD 





年 RL AMIit 40 以後 が 多く , BO, 腺腫 , 奇形 腫 等 は 30 才 以 下 が 多 い 。 “HS itis: 
多く AU HE ch 2:2.5:10 CHUB, 大 さ は 手 委 大 前 後 で 切除 せ らち れる 場合 が 


“4 GRE MEME 2: 強 


o 
いか と 思う 。 


L 形 保持 





の 組織 像 , 


a 


い が HS は 


多い が, 


HS で は 校 


比較 的 悪性 度 が 弱 





I ER 
vs 精 腫 の 如く 


AL, 精 茎 等 え の 潤 潤 で 西洋 梨 形 も 少く な 
広汎 な 転移 傾向 は 積 々 少 


い の で は 


小形 の 細胞 , 其 外 此 等 の 


円 形 細胞 肉 星 2 fil, 紡 鍵 形 細胞 肉 用 4 例 で 何れ # 
HS 共通 的 の 所 見 は て 1 ) 問 質 発 育 が 悪く 太い 結合 織 索 は 殆 無く , 細線 維 が 細か く 了 肉 用 細胞 と 
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EL TEE BCH S, (2) ANLAGE SRH, BS 
FAHREN BEREIT ED SDSBNONG DRK N RAR DS; 
ER CA ME CSRS LZ SB, (3) oh ROO HANG RIE AEA LEER 

の 胎 芽 性 肉腫 の 組織 像 に 似 た 所 が 多い , (4 ) AMIS EID ICE ASST 32% 細 
精 管 洪 減 は 少く 良く 原形 を 保持 し て お る , (5) RR BISBAL, 精 葉 部 等 え の 強 い 肖 潤 発育 が 
少く な く , 西洋 避 形 に な り 陰 表 部 と の 疹 着 $ 少 く な い 。 

HS の 原発 部 が 界 丸 内 か 被膜 か の 別 定 は むず か し い が , 黄 ら く 披 膜 部 原発 が 多い つ で は な い 
か と 思う , No.37 例 は 肉眼 的 に 被膜 部 原発 を 思わ し め た 者 で , 組織 像 は 大 体 小 編 鍵 形 細胞 肉 独 
な る が , 所 そ に 幻 若 民 絞 筋 え の 分 化 像 が 明宝 せ られ , 又 其 発 生 が 胎生 迷 芽 的 に 思わ れる 例 で 次 
に 略記 する 。 


No.37 は Tunica vag. comm. KA win KAKO FAKES CG, HEL Tun.propria 


Be 


parietalis の 部 に 主体 が あり , HHERIKILEBOBAR- BEL HF LEIA Mis tL HG LBS SRE 
で Cavum serosum |i#e7F F353, Aka No. 20,26 年 に 似 た 小 紗 鍵 形 だ が 差分 か 多 形 性 の 所 も あ 
。 BAER, 細 精 管 間 質 部 の 諸 所 に 細 小 幼 若 な 松 紋 筋 線維 混在 が ある 。 従 て 小 編 鍵 形 細胞 の 少く 
ey E 能 あり と し て 械 紋 筋肉 腫 と 診断 し た 。 唯 刀 て の 小 紡 鍵 形 細胞 肉腫 が 筋 工 攻 
Lt LB a, 少く 共 基 一 部 に は 筋 英 DPM SA CMRI ~ 2 CHAD, HEIDEN SHS 
FAERIE EIR LER Bb do, FILO WRK OR RIL AIS LUC HRL AOR CLE LD 
SAOENSOC, BARMBORKRLERLTH on と 思う 。 
も HR ir? 全う re ex る ) 


39. 購 丸 腫 聞 の 病理 学 的 考 突 


川村 民 次 郎 て 京都 大 学 病 理学 教室 ) 
Pathological investigations on testicular tumors. 


TAMIJIRO KAWAMURA. 


各種 内 分 泌 臓器 は それ ぞ れ 特殊 な 機能 を 持つ た め , ZIMA L7C BAIT TEM Kr er 
の 量 的 な ら び に 質 的 変化 を 挫 た し て 之 に 一 致し た 症状 を 早 す る 場合 が ある 。 FA, 
最近 に お いて は 生物 学 的 に 産出 ホル モン の 研究 , 内 分 泌 学 的 発生 原因 の 研究 又は 化学 物質 な ら 
びに ホル モン に よる 実験 的 発生 研究 等 に 興味 が 向け られ て いる 。 

卒 丸 腫瘍 に は 種類 多く 大 人 邊 は 悪性 の 経過 を と り 組 織 学 的 所 見 も 複雑 で 発生 組織 に 対 し て も る 意 


見 の 一 致 を 見 な い 場 合 も 少な く な いた め , 本 腫瘍 の 分 類 は 研究 者 に より 成績 は 区 で 同型 狂 瘍 
に こも ゃ 種々 な 異名 が 附 せ られ て いる 。 BILD MC ijkd> DEE} 因 方 法 を あげ る と 大 略 次 


の 様 で ある 。 








(1) Seminoma と teratoma と 別個 の も る の と し て 二 大 別して いる も の 


(2) 内 丸 腫瘍 を 本 質 的 に 庁 形 風 と 見 な す も の , 奇形 独 の 分 類 方 法 を 観点 の 相違 に よ 


; embryonal monodermal—monocellular 
adult era mixed cellular 

( benign | connective tissue-like 

\ malignant | epithelial 


(3) #YEYERHSSY%O CEI embryonal tumor) と 送出 し な いも の ( 主 に adult 
tumor ) 

本 研究 は 京都 大 学 病理 学 教室 に 於 ける 誠 検 例 と 他 教室 の 例 を 加え て , 固定 標本 より の Cello- 
idin UJ; ic Hematoxylin-Eosin 重 染色 及び 弾力 線維 は Elastica-Van Gieson 氏 染 色 法 を 行 
い , 組織 所 見 を 明か に し た 。 


A 名 BR 所 見 4 眼 所 見 


I 


PN 





(IMTS At OE 1D iki fl, 細胞 群 
ee RIT ょ り 帯 状 に 分 割 さ る も 
acinus の 形 不 明 we, 細胞 の 形 は 大 , 細 精 管 
= ポッ %, 実質 の 大 部 は necrosis に 陥る 
Krank, 棋 紋 筋 と 思わ る も の , 円 柱状 及 多 
用 Mr 細胞 に て 形 BY S D> MEM EEA ie L LR PEL 灰 自 色 処 RHE Bi RN de, 
" Er REN EHER EARLS Do TAN SZETEHTE, SCALE 
集団 あり 
is BR | 大 形 細胞 を 以 て 充満 し , WHS hi, ROR KH, 黒褐色 和 杯 々 租 棋 の 部 
ーー は に 部 necrosis nn: i 位 あ り ER 
PUA I, REIHE seminoma に - 黒丸 の 大 さき, FARKML, 
KL, 形 に 生々 大 小 あ り , ECHTE bi TRIS PEEL 
ii) (増殖 BE Bene, 3 ai & 作る BL, 小 見 頭 大 , REN 


1 seminoma at, RB pee, BR: 








4 seminoma 














5 seminoma ff LRKIC PATI PMS SILL DY, -- A, RA, 淡紅 地図 状 
ab necrosis ca 0, 細胞 は 大 形 im, 
tf BARE, RK SHRED Bik“): 
・ 典型 e CI AA er 3 
6 seminoma 74 sip sega 作る Safe vr ai EI BRK, zo, 灰 
re FE ri, 淡紅 , m 
Ma gate ot ae 5 B Del Te Nee 5h 6 
ORB, 円 柱 胞 で 形成 きれ た る 腺 DEORE RE, 
7 Hes i fis ea Ye ATF BY の Sy th, 3 AK atid その 割 面 灰 百 nur, RU A Im 
aes af Wi Er, ck 2 
cH & NE necrosis に 陥り , 分 明 な ら ず 多数 の 小 結節 の 転移 巣 を 見 
る 
間 質 の 増殖 少し , 胞 集 状 は 明か な ら ず , 腫瘍 AB 
8 seminoma 細胞 は 大 形 seminoma に 致す = Bere > Ban 
necrosis 17 14 2 Hz» 9 Bee, ’ guy 
BMA HT, Bll, 不 整 の 腺 構造 を RAEBA, 外面 平滑 硬 , 
9 BR mM 呈す 部 位 多 L menos に 陥る 部 位 に 実質 組 DREI T TR, 


mee & i KA 
被膜 増殖 Ae 則 に 胞 集 を 形成 。 細胞 の 形 大 rape ee rr 
・ 4 ed =E UT T- 
10 |seminoma seminoma に %, necrosis に 陥る 部 位 あ RE OU E io T Al 
p KE a ot 
PR ig 可 な り 肥 厚 し , REKEN IC CR 7 ER en 
: x x ュー っ 固定 標本 AO Amir C— 
S a さる #7, necrosis に | 治る sae ee i 
11 seminom : Fe に 7, ne es) 灰 自 。 Ben 
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WEARS OM REEKE LUCHA CIE SFM CHS, 
At 謙 
eH: Semina と Teratoma が 合 億 し て いた 例 は な か つた で し ょ うか 。 
NER: 明確 に は 見 て いな いか が, mR Ro At も の に 非 上 度 仁 の 人 竹 起 織 を 加わ す も の 示 あ 
Dh. 
ARAB: 小 宅 ミ ん に , MILEAGE SI FMM ODS RLEATOES, 一 部 に 腺 癌 像 
- 聞 は 縛 腹 像 も 時 に は 見 ち れ る 事 か ある 。 婦 醒 風 が 果して 単に 原 稀 的 未 分 化 精細 胞 由 来 の み で は な く , 





分 人 第 し た 細 精 管 上 度 か らち も で きる の で は な いか と 思う て いま す 。 


40. REPEAL be LIE OHS IC BY SESE 


SIR, 坂部 秀俊 , SPM CMH EK 
On the metastasis of malignant chorionepithelioma. 
KITASU SUZUE, HIDETOSHI SAKABE, TORU IWANAKA. 
HUT EEE OMB AM, 計 な ど に 多く 見 られ る こと は 誰 で も 知っ て いる 。 し か し 同じ く 
記 性 腫瘍 で あっ て も , 悪 性 緒 毛 上 皮 腹 上 と なる と 少し 韓 移 の 様子 が 変っ て くる 。 こ れ は 病理 解剖 
» PERE EMIT 


Mi 23> CH, ts EIS Ic BOOCHS, Cadit bivibirgsh SMI LTH 


a =. 
し 


の 実際 に 携わっ て いる 者 な ら ば 誰 し も 気づい て いろ 事柄 で あっ 
る 間 に 漢 然 と 感じ て いる こと な の で ある が , 実際 われ われ が 今回 と これ を 統計 的 に 取扱 っ て みて 
も 次 の よ うな 興味 ある 結果 が 得 ら れん た 。 ( 因 に , 帳 移 に は 原発 菓 の 部 位 的 関係 が 大 い に 関 係 
する の で , 次 に 掲げ る 検索 に 当っ て は , SOMBRE PRE, ARS, 下 明 あたり の も の の み 
に 限定 し た と と を , 特に と と わっ て 置き た い 。) 

= CaHaHFAE CAM 765 例 , A 137 Bl, EEA 56 例 に 就 て 行っ た の で あろ る が, TORK 


人柱 例 数 を 分 母 と し , 各 臓 器 へ の 轄 移 條 現 例 数 を 分 子 と し て 表示 し て みる と 次 の つよ うに 


fii 転移 765 137 “ー ン 56 

転移 ae “41> = (3.6\ = (22.2 
覧 転移 = 1 = 66) に 3.1 
Mk & po? “1 = 2.8 と (4.6 


ト 表 中 , 分 数 の 後に 括弧 に 入れ て 示し た 数 字 は , HAIR OMS RE 1 と し た 場合 の そん ぞ れ の 
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VEGAS, NINORENGBTAHFENRLALOTSHAT, これ を 見 る と どの 腫瘍 が どの 
臓器 に 韓 移 が 多い か 一 目 須 然 で ちる 。 そ こと で, こら の 主査 で 列 る よう に , 殆 ん どす べ て の 騰 器 こ 
お いて , MEL MITOMBS (t (LOM PAM & ORL CORKS, (KOOL II, 


FRAC, MW cavd> 6 is SICH RERANCH ER OMEDSWO THA IM, TOE 





CItHLZE DAIL DIVE WAWAO FAM a DRK CH SBD, AA ck Aw IC HE TO es FH BRE 
的 検索 の 結果 を 報告 する 。 

Wii LAF Jpg FA RRR It, 営 て われ われ の 教室 で 川上 が 詳細 に これ を 秦 行 し て いる が 
特に この 場合 重要 な こと は , 肺 が 栗 粒 動 販 癌 の 好 発 臓器 で ある と いう こと と で ある 。 川上 の 調査 
に よれ ば , 肺 の 粟 粒 動 脈 閣 は 若年 期 か ふら 現われ , 習 年 期 以後 に は 殆 ん ど 常 在 的 の 病 族 で あり , 

し か も その 発生 箇所 は 細 動 脈 の 分 岐 部 , 蛇 曲 凸 部 な ど に 好 ん で 発生 する 。 

と ころ が 注目 すべ きこ と と は , 紋 毛 上 皮 上 腫 の 及 に お ける 韓 移 菓 形成 の 模様 で 。 TOK DEH 
動脈 閣 存 在 の 箇所 が 常に 必 ら ず そ の 始発 部 位 と し な っ て いる の で ある 。 Tid SPEME LM 
甲 移 業 形成 の 場合 , この ょ うな 粟 粒 動 脈 均 の 形成 これ た 所 に 好 ん で 線維 素 血栓 が 殆 ん ど 常 在 的 
に 形成 され , し か も る この よう な 血栓 を 基 衣 と し て そこ に 紋 毛 上 皮 腫 細胞 が 脱着 し , CoP as 
移 業 が 発育 増大 し て ゆく と と が 明確 と な っ た 。 


EF DIC, 好 娠 の 場合 に 血小板 が 培 加 し 線維 素 血 症 の 傾向 を 示す 


BAL STAR 


r 
4 Hr 


$3 HIT OL 


【 


で あり , これ と 同列 に 置か ん る べき 紋 毛 上 度 腫 発生 の 生体 に お いて , 同じ く 線 維 素 血 症 が あり 
在 


血栓 が , し か も ゃ 肺 に 常 在 的 な 栗 粒 動脈 閣 内 に 出来 て も 少し ゃ 不思議 で は な い 。 かく て その 血栓 


形成 を 基盤 と し て , 腫 場 が ここ に 胎 着 し て 成長 し て ゆく こと も 赤 極 め て 自然 な 成り ゆき と 言わ 
な けれ ば な ら な い 。 かく て ここ に 紋 毛 上 皮 上 腫 の 場合 , 他 種 場 腫 肉 看 な ど に 比較 し て , kom 
の 肺 轄 移 が 形成 され る こと の 理由 の 一 端 が 興味 深く 理由 づけ られ る 訳 で ある 。 


(KHARFIRTITCK 5) 


大 田 邦 夫 : CL 肺動脈 の Miliary aneurysma を 注入 法 で 。 お し ら で に な り ま し た で せ う か (2 


-ır23 2 キュ ナノ ー バ ナム の 
に は 考え ん られ ませ ん で せら うめ ゐ か 。 


PH, me, 転移 の 順序 は , Ri 
SLi: Ho} 


次 は 連続 切片 に よる 象形 被 成 模型 法 で 調べ まし た 。 な お 5 紋 毛 上 度 腫 の 転移 形 尺 
rE RE DS EE 


SH: OME 


ed 


Kid Cah RA 
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ee ay 
に 編 毛 上 皮 上 腫 が 添加 続発 する も の と 考え られ ます 。 


いわ ゆる Lymphgefässkrebs の も の が 多く , Br Brite nen tz 





に 注意 を 要する と 思う 。 


真 者 の 材料 は 総 て 確実 な 教室 保存 の 光 検 記 昧 を 基礎 と し て いる の で その 点 の 懸念 は 少 い 。 か 





扶 と し た も の が た と え 論 者 の 言う よう に Lymphgefisskrebs で あっ た も の が 混 じ て いた と し て も , 
それ は 却って 級 毛 上 皮 腫 の 肺 転移 系 が 高く な る の で , 演 吉 に は 苑 っ て 立論 の 上 に 都合 が 定 し い 。 
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41. KEEICHT 2 BIBPEIC OWT 
太田 邦夫 , 田中 R 
On pleomorphy in carcinoma. KUNIO OOTA, MAKOTO TANAKA 


(Cancer Institute) 


There are many investigators of tumor who make most detailed classification 
of tumors on the basis of histology or even of cytology and discuss the usability 
of the classification in prognostic diagnosis (Broders and many others). On the 
other hand there are some who consider a too detailed classification of tumors and 
prognostic use of it as a dangerous pit fall for a pathologist (Willis, Foulds and 
many German authors). This controversy and essential difficulties lie in the 
pleomorphy of histological and cytological expressions of a cancer even in a par- 
ticular host. 

The present study aims, through logical consideration with possible materialistic 
exemplification, at the solution of problems on the causes and manifestation of 
polymorphism in the malignant tumors. For a classification of tumors and a 
prognostic behavioristic consideration based on the histological features one must 
have the prototype of a malignancy. How cana definite prototype of a malignancy 
be secured by a histopathologist? If there is no such prototype the basis of prognostic 
diagnosis by histocytological examination is endangered, at least logically. 

The histological structure of a malignant tumor is constituted of three elements: 
parenchyma cells, groups of parenchyma cells as tissue and stroma. Although many 
have stressed the importance of the stroma, the most essential among the three 
elements is naturally the parenchyma cell. 

The first problem is: does a cancer really possess and maintain certain 
permanent inherent characteristics? Experiences show that it possesses and 
maintains them at least to a certain extent: if the thesis is not true there may 
not be any histological classification whatever. 

Relative uniformity of histological structure, maintenance of the same structure 
in the metastatic and recurrent foci, and permanent maintenance of the same 
histology through repeated transplantations of malignant tumors in animals; such 
are the evidences for the permanency of inherent specific characters. Yoshida 
stresses constant character of his ascites-sarcoma cell since its first incidence till 
over 300th generation of successive transplantations. On the contrary many authors 
have introduced counter-evidences against permanency and for variability of specific 
characteristics. Examples of transformation of histological features of a primarily 
simple-typed tumors during repeated transplantations are given by Bittner, Strong, 
Retterer and Lelieve (1910), Stewart, Grady and Andervont (1947). Rous has even 
stressed the standardized structures of many animal tumors as a result of repeated 
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transplantations and has regarded the primary tumors as usually not standardized. 

Although not fully evidenced the concept of a malignancy as “eine neure Zell- 
rasse (a new tribe of cell)” (Hauser) leads quite naturally to accept a malignant 
cell as a mutant of somatic cells, i.e., a cell having new combination of genes, and 
carcinogenesis as a course of mutation which furnishes “a malignantly ” proliferating 
tribe of cells, disregarding the much disputable actual causation of the process. 
Fallacy of regarding a malignant cell as embryonic should be emphasized here. In 
spite of diminution of weight of nucleus in the consideration of genes chief difficulty 
in regarding a malignant cell as mutant has been found in the irregularity of size 
of nuclei and their content of chromosomes. Today we may regard the chromosomes 
of a malignant mutant consisting of three parts: 1. essential genes, somewhat 
similar to the protogenom (Kihara), 2. genes determining some special features 
which the parent cell has possessed, and 3. genes, imperfectly paired and not fully 
able to determine some other features the parent cell has possessed. Anaplasia 
of v. Hansemann and kataplasia of Albrecht might be given genetic base in this 
manner of interpretation. Loss of perfection for differentiation and competence to 
extrinsic regulation are the essentials, not acquisition of new potencies. Materialistic 
evidence is lacking yet. Yoshida and Sato have proved that any tumor cell of 
Yoshida sarcoma which has chromosomes in numbers varying between 29 and 101 
can exactly reproduce the typical tumor cell flora in the abdominal cavity of a 
second rat, and that numbers of chromosomes of the newly proliferating cells vary 
in the same range. The least number of chromosomes might well be considered to 
consist something like the protogenom. 

In case a malignant cell is considered as mutant carcinogenesis in any part may 
be regarded as a course of mutation and the focus as a field of mutation. 
Theoretically we may consider these mutations are occurring in all possible direc- 
tions, while a single mutant or one of the many products will be allowed to survive 
and to proliferate. Chances of survival of multiple primary mutants will be 
discussed later. 

Why not another or successive mutations may occur at any moment of mitotic 
proliferation in an already established malignancy? The evidence of possible 
occurrence of a new mutation can be seen in the example of transformation of 
tumor types during transplantation by Bittner and others. The paucity (Sternberg) 
of such examples indicates inadequacy for survival of such higher grade mutants 
occurring in already atypical cell groups. 

When we consider the permanent inherent potency of a malignant tribe of cells 
as a proved fact in relative term, following factors are numbered to be contributing 


to the pleomorphy of a malignant tumor tissue : 














Factors causing pleomorphy in carcinoma 


I Parenchyma II Stroma 
A. Intrinsic Factors: A. Intrinsic Factors: 
a. Genotypes: a. Competence and specific reac- 
1. Primary multiplicity. tion. 
2. New mutants appearing. b. Accidental modification. 
3. Variation in non-protogenom- c. Time factor. 
type genes. B. Extrinsic Factors : 
b. Phenotypes: a. Invasion by parenchyma: 


1. Biometric variations. 1. Stromatolysis. 
2. Differentiation : 2. Interfibrillary invasion. 
a. Degree of differentiation. 3. Replacement. 
b. Divergent differentiation. 4. Compression. 
c. Metaplasia. b. Dependent differentiation and 
3. Time factors: reaction: 
a. Aging. 1. Metaplasia in the stroma. 
b. Rapidity of growth. 2. Specific cellular reaction. 
B. Extrinsic Factors : c. Non-specific reaction. 


a. Nutrimental. 

b. Spacial. 

c. Dependent differentiation. 

d. Dependent proliferation. 

e. General and local resistance. 

f. Degeneration and inflammation. 

On primary multiplicity of malignancy: Ifa tumor ina certain organ consists 
of only one kind of cell type, as is usually the case, the origin of the tumor may 
be considered theoretically as follows: 

1. A single mutant has originally started the development of the whole family 
of the cells, or 

2. Two or more species of mutants had originated in the primary field, 
simultaneously neighboring or successively, but 

a. a single species among them has proliferated because either of lethal 
factors in the other species or of selection by nature (struggle for survival), or 

b. they have intermingled completely with each other because of equivalency 
of geno- or of phenotype. 

Much evidence has been brought out by experiments for multiple carcinogenesis 
in a certain organ. Yoshida, and also Kinoshita have proved multiple origins of 
hepatomas in experimental azo-dye hepatomas in rat, Cowdry and others in skin 
cancers in mouse. 
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Multiple origins of cancers are much easily evidenced in the human organs 
with wide surface. Malignant degeneration of polyposis intestini occurs indepen- 
dently multicentric. Multiple carcinoma in a stomach gives another good example. 
In a series of 212 cases of resected gastric carcinomas we have found 4 cases (1.9%) 
of independent multiplicity, localized apart from each other. 

None seems to have applied concept of the multiplicity of malignancy in a 
human tumor forming a single mass. Ayabe, among others, saw multicentric 
carcinogenesis in so-called ulcus-carcinoma of the stomach, which evidently takes 
its origin from various parts of gastric mucosa in a very restricted area. In the 
further developmental stages such tumors will naturally collide with each other and 
form a single mass of tumor. In our present series we have found a case which 
might possibly be interpreted as double-centred carcinomas colliding into a single 
mass. Obviously acceptance of such tumor as example depends, to a certain 
extent, subjectivity of the observers. The main difficulties lie again in the deter- 
mination of the prototype and the range of variations of a malignant tumor. In 
the series of lymph-nodes, regional to the primary focus, the two types of carci- 
noma are found distinctly separated in different lines of serial lymph-nodes groups. 

Tokoro and others transplanted combined emulsion of a carcinoma and a 
sarcoma, experimentally produced in mice. Umeda and Tanaka of our institute 
transplanted combined emulsion of two different kinds of mouse carcinomas (one 
experimentally induced and another spontaneously occuring). In each experiment 
the two kinds of tumors transplanted give rise to a single tumor in the majority, 
consisting of a single kind of malignancy. Usually one species predominates over 
the other, the latter is compelled to disappear from the field, or fails to take from 
the beginning. In the further developmental stages predominance of one type in 
the area, originally occupied by double or multiple malignancies, is regarded as 
usual occurrence in the nature. 

We might emphasize here to lay a certain weight on the multiplicity of 
genotypes in the consideration of pleomorphy of malignancy. 

On metaplasia in carcinoma. Much has been said on the precancerous 
metaplasia of a tissues, but a few have given attention to metaplastic processes 
in the course of proliferative stages of carcinomas. 

In our series some carcinomas of nasal cavities and of cervix uteri have shown 
distinct evidences of metaplasia in the course of evolution. In each case originally 
cylindric cells of carcinoma have evidently been transformed into flat or polyhedral 
cells, having close resemblance to the cells of so-calied squamous cell carcinomas. 
Gradual loss of muciferous character, appearance of stratified arrangement, even of 
parakeratotic features, give them quite different character from the original type. 


An adenoacanthoma usually arises in such a manner. This change is reversible, 
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because some of the metastatic foci give the original features. 

Metaplasia in normal tissue shows generally a predetermined direction as has 
been evidenced by one of the authors (Oota). So far our experiences show directed 
nature of metaplasia also in neoplasm: Stratification in nasal, cervical and urinary 
duct carcinomas and muciferous degeneration in cancers of the alimentary duct 
mucosa. Directed tendency to higher stability is also suggested here. 

It is certain that metaplasia in carcinoma contributes to pleomorphy. Sherer 
has stressed danger in determining cytogenesis in gliomata. This advice should 
be respected in the general pathology of tumors. Prospective potency in the 
divergent differentiation of a malignant tumor cell should be regarded as fairly 
wide-ranged, as Foulds has correctly suggested in concern with an adult cell. 

On proliferating and functioning phases in malignant tumors : Reproduction 
of functions of parent tissues in malignant tumors was given attention by Askanazy, 
especially concerning hormone-producing tumors. Certain regards should be paid 
also to the tumors of other origins. Bile production in a green hepatoma is well 
known. 

Some malignant tumors have distinct germinative layers and differentiating 
layers noticeable. Such tumors form carcinoma stratum (Oota); polarity of cells 
and also of tissues is clearly displayed and destruction of germinative layers by 
physical agents are more easy in such tumors than in other type of carcinomas. 
It is because the determined germinative cells have a shorter average intermitotic 
period. 

In a second type of malignat tumors each one cell displays functioning phase 
and proliferating phase at different moments. Some may never turn into functioning 
phase, as exemplified in rapidly proliferating carcinoma simplex. Usually the latter 
types of tumors are radiosensitive, because all tumor cells maintain constant mitotic 
activity. Cells with alternating active phases are more resistent to radiation, 
because those in the functioning phase at a particular period have much longer 
intermitotic period than to be influenced by radiation. 

In carcinomas the switch-over between the two phases seems to be arbitrary. 
Cancer cells in the same alveoli display different phases at a given moment. Certain 
inductive factors may have influence as it was shown by the school of W. Fischer 
in the study of regulated construction of organoid patterns by cancer tissues. But 
is seems, on the other hand, that pleomorphy in tissue structure of cancer depends 
also upon emancipation of the parenchyma cells from the regulatory factors controlling 
the switch-over between the proliferating and functioning phases of the cancer cells. 
At random intermingling of cells in the two different phases in a tumor or in a 
particular carcinomatous alveolus contributes to the pleomorphy of a malignant 


tumor. 
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Stroma and parenchyma; problem of prototype of a malignancy: Parenchyma 
and stroma interact with each other: stroma exerts upon parenchyma such influ- 
ences as nutrimental, special, immunological ones ; it also induces certain structural 
_ changes of the parenchyma. On the other hand stroma is invaded in various ways 
by the parenchyma cells of the tumors or certain types of dependent differen- 
tiation is induced in it by the parenchyma. Thus the interaction contributes 
seriously to pleomorphy of a malignant tumor. 

Scherer has laid much weight upon stroma in the determination of histological 
patterns of tumors. His ‘ proper structure '' indicates prevailing autonomy on the 
part of the parenchyma. Many tumors assume ‘‘secondary structures”, prevalently 
determined by the pre-existing stroma before developing proper structure. A 
“tertiary structure” is formed by accidental invasion of organizing stroma in case 
of degenerative changes in the parenchyma. Scherer’s studies are based, in most 
part, upon the observations of gliomata. His idea can be applied to the tumors in 
other parts of the body, as he has suggested. 

For example we present various types of fibroplasia in tumors of the stomach. 
Scirrhous state of a carcinoma of the stomach can be divided in three types: Primary, 
secondary and tertiary types of scirrhus. In the first type the scirrhous state of the 
carcinoma is inherent to the parenchyma, actively inducing the stroma to prod- 
uce much collagen fibres. In an ideal stroma, as in a lymph-node, primary scirrhous 
carcinoma develops fibroplastic metastasis from the early stages of metastatic 
growth (Oota). .The secondary type of scirrhus is seen in infiltrative growth of 
carcinoma into scarring tissues, e.g. a medullary carcinoma invading pre-existing 
scar of a peptic ulcer. Thus the primary focus of an ulcus-carcinoma is scirrhus, 
whereas its metastatic foci are medullary. A medullary tumor may become scirr- 
hus in part after organization of its degenerating areas by the connective tissue 
elements. 

To select a prototype in a tumor is, to a certain degree, dependent upon 
selection of ideal stroma, either pre-existing or induced. A prototype of tumor 
may be found in a certain kind of host tissue which is under such conditions as 
excluding circulatory, nutrimental, special, inflammatory adversities against the 
parenchyma, and which has minimum inductive actions upon the parenchyma. 
Involution because of aging, and degenerative changes, which may introduce the 
“tertiary structure”, should naturally be excluded. The highest grade of differentia- 
tion of the parenchyma should be reached there. 

Yoshida emphasized that a liquid stroma is the most idealistic and that a tumor 
cell should be characterized in its ‘‘move’’ of life-cycle. According to him, it may 
be meaningless to discuss a prototype in the pathology of human tumors. 

Murphy and others have stressed the protecting activity of lymphocytes against 
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carcinomas. Certain proportion of carcinoma cells, flowing into a lymph-node, may 
die off. But we dare to say that we have enough experience to regard a lymph- 
node as existing ideal stroma to select a prototype of carcinoma. Cautions must 
be paid to evaluate the pre-existing changes in the lymph-node and the intensity 
of influence of infection carried in with the metastasizing cancer cells. 

Conclusion. 1. Possible causes of pleomorphy in carcinoma are discussed 
theoretically and materiaristically on basis of many materials observed. 

2. Much stress is laid by the present authors on the parenchyma in comparison 
to the stroma as causes of pleomorphy. 

3. Pleomorphy is to a certain grade inevitable in a malignant tumor because 
of inherent genetic nature. 

4. Primary multiplicity in a restricted field of carcinogenesis is added to the 
causes of pleomorphy of a tumor forming a single mass. 

5. Metaplasia and functional differentiation in carcinoma are considered as 
other causes complicating morphology of carcinoma. 

6. Occurrence of successive mutations, with or without ability of further existence 
and evolution, may complicate the problem of pleomorphy of carcinoma. 

7. Concept of carcinoma as groups of mutant cells may be assumed without 
controversy to explain cytological and histological pleomorphy of carcinoma. 

8. Interrelation between the parenchyma and stroma should be weighed upon 
various points of view as another causative factor of pleomorphy. 

9. Difficulty to realize the prototype of a carcinoma is discussed. Selection 
of an ideal stroma is the most important of all in realization of prototype; con- 
ditions of the ideality is discussed, and lymph-nodes under certain conditions are 


recommended as near idealistic. (文部 省 科学 研究 費 こ ょ る) 
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42. 発育 状況 を 基 と する 閣 腫 の 組織 学 的 分 類 の 基礎 
SHE AWA PERE) 
Basic studies on the histological classification 


of carcinoma according to the manner of its growth. 
TAMAKI IMAI 


MOHN CL BARC ko CRSALSM BESTE, よく 経験 さん る と ころ 
で あっ て , 4 iii ake -OMMBE ATROTFTOTTWER FELL LDR Ew, CT 
Ok DT ERA 5 OMAN OFLU RIO BAGS CRT S—HOOFRELT, 上 逃 の よう な た 組 
織 像 の 多様 性 と 関係 ある べき いろ いろ の 事項 に つい て 調べ て みる こと は 決し て むだ で た な いと 思 
う 。 私 どる は , その 基礎 を な すべ きこ と の 一 つと し て , 如 上 の 多様 た 組織 像 の 局部 的 分 析 を 試 
Dr, これ . と 交 独 発育 状況 と の 関係 を 追求 し て 溢 た が , 今日 まで の と と ろ , 交 腫 の 笑 質 及び 間 
質 の 複 雑 な 像 か らい くつ か の 基本 型 を 抽出 し , その 各々 ある い は それ ら の 相互 関係 に つい て 一 
應 の 音 杯 を 附 し 得る に 至っ た 。 そ の 骨 燃 に お ける 所 見 は 既 佐 本 会 で も 一 部 報告 し た が , その 後 
HICH, F084, TEE, Bo, の 所 見 を も 加え る とこ と が で きた し , な お 私 ども は 日 常 研 
完 室 に お いて , と これら 基本 型 を 簡明 に 表現 する た め 略 守 符 号 を 用 いる の が 便利 な こと を 経験 し 


ROC, あわ せ て これ を や 報告 し , 共に 御 批 利 を 仰ぎ た いと 思う 。 


基本 型 の 例 
稀 と も の や 特殊 の も の は 後日 に 湯 り , ここ で は 上 記 の 各 癌 種 で 最 普 通 に 見 られ る も の を 例示 
する に 止め た い 。 
1. 癒 実質 の 基本 型 
A (Adenocarcinoma #) 
Ac (Adenoca. cylindroepitheliale *#/), Ap (Adenoca. papillare 型 ), 
Am (Adenoca. microacinosum 型 ) 
S '# (Ca. solidum s. simplex #) 
Sg (Ca. sol. globocellulare 型 - - こ れ に micro- 及び macroacinosum # (Sg.mi 
ts Sg.ma) が ある ) う , Sc (Ca. sol. cylindrocellulare s. polare). 
D 型 (Ca. diffusum 型 ) 
Dg (Ca. diff. globocellulare 型 ). 
G # (Ca. gelatinosum #) 
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Q ’ (Ca. squamosocellulare 型 ) 
Qc (Ca.sq. cornificatum #), Qn (Ca. sq. noncornificatum 型 ) 
2. 間 質 の 基本 型 
F 型 (Fibroepithelioma 型 。 比 較 的 僅少 の 結合 組織 か ら 成り , 繊維 は 織 細 で その 走行 る 
比較 的 整然 と し, 静 釣 の 感じ が ある ) 
u) GRRE DORIC EEL, その 部 の 既存 組織 が 間 質 の 如く 
る 場合 で , 吉田 教授 の いう 偶然 間 質 が これ に 当る 
P 型 (Stroma productivum 型 。 Kirn oA TRE L BEHEPEIC EA し た 結合 織 性 間 質 ) 
Pg (Stroma prod. granulomatosum #), Pf (Stroma prod. fibrosum #). 
E #4 (Stroma exsudativum #, bidO WICK AEE MRO Jj dbo FLO) 
3. MRADILAY OM 
TH! CARR CASH), LY (粗大 リン バ 管 内 を 拡がる 型 ),V 型 (静脈 内 を 拡がる 型 ) 
Fiala 
Fr AERO TIL, KEVPORICM LOY & PMA IS AA TAT So 
な お L し , V, M 型 の 拡がり は 骨頭 に それ を 記す こと と する 。 例え ば Ac (F) は Fibroepithe- 
lioma 型 間 質 を 有する Adenocarcinoma cylindroepitheliale 型 を 意味 し , その 他 Dg(O), 
Dg (Pg), S (Pf), Qc (F), L-Dg(0) と いっ た よう に 記載 する 。 次 に 局部 局部 に お ける 閣 発 育 
の 組織 像 を 表わす に は , と の よう な 符 与 を 横線 で 結ぶ 。 例 えば Ac (F) か ら 同 様 た Ac (F) 
が 発育 し て お れ ば Ac (F) 一 Ac (F) と 記し , また Ac (F) か ら び まん 型 の Dg (Pg) が 出 て 
おぉ お れ ば Ac (F)—Dg (Pg) と する 。 ま た Dg (Pg) 一 Dg(O) と か Dg (O)—L-Dg (O) な どの 
発育 も あり 得る 。 そ の 際 そ れ ぞ れ の 型 の 実質 或いは 間 質 の 量 的 程度 を 示す 意味 で , RBC I, 


1, 上 など を 附 記す ナ る こと も で きる 。 
SEAHORSE 


比較 的 に 分 化 度 の 高い (一 般 常 議 釣 に いう ) 実質 型 と か よく 発達 し た (こと に 型 の ) 間 質 
を 有する 部 の 発育 は 活 浴 で ある と は 思え ない 。 . 他 方 これ . ら の 部 か ら 分化 度 の 落差 の 著 る し い 
実質 型 が 芽 出 (な いし 導 出 ) する の は 閣 発 育 の 念 進 (Schub) を 意味 する と 見 る べき で あろ う 。 
例え ば ApF) 一 Dg, Qn(Pf) 一 Sg の よう な 場所 が それ に 当る 。 そ の 際 , 宿主 た る 生体 側 の 抗 
拘 的 反 應 が 甚だ し く 劣 れ ば , O 型 間 質 の まま 拡がり ( 無 反 應 性 Schub), 然 ら すし て 和 宿主 の 抗 
Ti RED SIA Savas, 該 Schub に 対し , 港 出 型 葉 い は 壇 殖 型 の 間 質 反 應 が 誘致 さん うる 
で ある ( 反 應 性 Schub) 。 例 えば AcF) 一 Dg(O) た ど は 無 反 應 性 Schub &, Qn (F)—Sg 

189 








(Pg) た など は 反 應 性 Schub の 像 と 解す べき と 思う 。 な お , この Schub は 実質 の 分 化 度 の 沙 
卒 だ け を 意味 する も の で は な く , 廣 く 発育 の 急進 を 包含 すべ き で あっ て , 従っ て 例え ば Dg 


Fx. に 


(Pf) 一 Dg(O), の も や は り Schub 像 と 見 ら る べく , 或いは 早期 より Dg(O), と し て の 発 


マソ 


育 を 示す 場合 も 同等 覗 し て よい と 考え た い 。 
で あら が , まず EF 型 に つい て は , その 成立 は 晴一 で は な いよ うだ が , し か し 例え ば 


Ac(F), Sg(F), Qc(F) の 如き 部 の 発育 は 級 良 期 に ある と 推定 され る 。 こ れ に 反し O Mit bik 


の 


の 如く 宿主 の 劣 弱 な 反 應 状態 を 表わす と 見 られ る 。 Kic P BW, E Mich oar SAPERMRE 


類似 の 所 見 は , 





の 間 質 反 應 の 主 
れ ば た ら ぬ と 考え る 。 従っ て 例え ば AcF) 一 DgE) 或いは Qn (Pf 一 Dg(Pg) の 部 で は それ 
ぞ れ Ac Maxis Qn 型 か ら Dg WO Schub が 起 っ た が , これ に 対 鷹 し て 浴 出 仁 或 い は 内 


FEO RADHA Sav, 疾 発 育 は 多少 こる 抵抗 を 受け て いる と 推定 する の で ある 。 そ し 
て この よう な 場合 に は 間 質 は O 型 一 型 一 Pg 一 型 Pf 型 へ と 移行 し 得る 訳 で ある が , TOM 


x 


時 期 の も の が 日 立た な いこ と も 当然 あり 得る と 思う 。 

丈 に 冶 実 質 の 拡がり の 型 で ある が , T 型 に つい て は 上 輝 以 外 に 特に 説明 の 要 は な いと 思う 。 
M 型 の 拡がり は , 上 度 性 細胞 の 特徴 た る 極性 (polarity) を 多少 に 拘ら 才 保 持 す る 閣 細 胞 が , 
既存 基底 険 上 を 歓 が る も の で , Schub と は 遠く 隅 た る べき も の と 考え た い 。 な お , AMRE 
の いわ ゆる 管内 型 も 大 体 これ に 属す べき で あろ う 。 レ 上 Wout V 型 で も , 上 皮 の 極性 が 保存 
され て 分 化 の 傾向 が ある も の (例え ば LeAc, L-Qn た など) は MM 型 発育 に 準 す べき で ある が , 
が 深 内 を 区 延 す る L・Dg, L・Sg の 如き は Schub 期 の 像 で ぁ 





ZS CHE CRIMEMNO MM 
Do 

意味 づけ の 根拠 

ECL. 術 後 長期 竹 存 例 と 狂 坦 死 を と げた 測 板 例 と た では, 組織 像 に か な り 著 明 な 量 多 の 差 
EVDO, 半 ち 後者 で は 上 輝 の 如き Dg(O), Sg(O) が 組織 了 史 や リン シバ 管 内 を 廣 く 夢 延 し て い 
る こと が 普通 だ が , 前 者 で は と れ が 著 明 で たく , F Wmuit Pg 型 , Pf 型 の 間 質 の 発達 が 器 
昔 な こ と が 多い 。 ま た 術 後 短期 死亡 例 の 組織 像 は 割 概 例 の それ に 近い も の が 少く な い 。 こ の 所 
見 が 上 逃 の 如く 一 方 Schub と 他方 抗 癌 的 問 質 反 應 の 組織 像 を 具 休 拘 に 抽出 し うべ き 一 つの 重 
要 た 根拠 と な っ た の で ある が , また , し ば し ば 如 上 Schub の 初期 と 思わ れる 部 に , 特に 明 ら 
か に 上 逃 つ よう な 型 或いは Pg 乃至 Pf 型 の 間 質 反 鷹 及び それ ら 相 間 の 移行 像 が 認め 


或 い 
と が 少く な いと と も , と の 種 の 反 應 を 以 て Schub 対 應 反 應 に 擬 そ うと する 一 つの 根 


拠 で ある 。 そ の 概要 は 既に 本 会 で も 発表 し た が A 40,41 会 ), その 後 更に 前 記 し た 他 の 臓器 
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ORAM ZL RAR PNCINAZCL TA, 結果 は 原則 的 に 大 同 小 異 で ある こと が わか っ た 。 そ の 所 見 


は 30 枚 余 の 天然 色 写 買 で 示す と お り で ある が ( 写 買 と その 具体 的 設 明 は 後日 発表 すべ き 原 著 


に 譲る ), 絵 括 的 に 逃 べ る と 過 そ 次 の 如く で ある 。 

SER FH 子宮 癌 , 喉頭 病 の いずれ に お いて も , 腫 揚 死 を と げた 例 の 沸 松 標本 で は 
ト 光 の 如き Schub 性 導 出 乃至 9 ン バ 管 内 鞭 延 の 像 が 種々 えな 程度 に 確認 され る が , 術 後 長期 生 
在 例 の 標本 で は これ が 殆 ん ど な い か 或いは 甚だ 軽度 で ある (HOSE, 腺 管 内 な ど に M 型 
CHEFS AREY ET SPMD Bw), 誠 検 標本 で は し ば し ば 小 乃 巣 性 の Sg(Pg) U CR 
應 性 Schub) が 席 く 認め られ る が , 多少 に 拘ら ず 無 反 應 性 の 部 を 伴う こと が 多い (Schub と 
間 質 反 應 の 長期 に 坪 る 一 進一 退 )。 ま た 小 Schub に 対し 特に E Wut P 型 の 反 應 が 局部 


的 に 起 っ て いる 像 も 各種 交 蛋 で 諸 所 に 印象 的 に 認め られ , 更に 同一 標本 で 如 上 の 疾 出 が ある 部 
に 反 應 が 存 し , 狂 出 の な い 部 に は 反 應 も また 欠如 する の を 見 る こと も 稀 で な い 。 な お ゎぉ Q WE 
MENT SHAE Cid, GRR coor, 相当 度 の 増殖 性 間 質 反 應 を 伴っ て いて も , 
術 化 比 較 的 短期 間 に 再発 する る の が 少な く な いよ う で ある 。 


(この 研究 は 交 部 省 笠 当 r- 研究 費 に >) 


Mt 5 


吉田 軍 三 : Schub と いう 場 合 に , Ekınk Ma. Test, 全部 或 る 一 部 分 か ら の 放線 状 
の 拡大 と Fi Ante l 43 る か どう か 。 
SH: Schub の 像 は 1 個 か ら の 導出 の こと も ある が , それ と 同 価値 と 思わ れる 像 の 起源 は 一 sch 


EN RE Sg > ER 科 
ta さい と 思っ た ハバ る っ o 


43. [KARO TEE 59 lel Hc 
AAA Hit, 橋本 清 


Five years Survival in cases of cancer of the uterus treated during 
1934-1943 in the gynecological department of the Okayama University 


Medical School. HIDEO YAGI, KIYOSHI HASHIMOTO 
(Gynec. Dept., Okayama University Medical School) 


The five years results of treatment of cancer of the cervix uteri have been 
regularly reported every year in our Dept. of gynecology. In this paper, 177 cases 
of cancer of the cervix in the year 1943 and 31 cases of cancer of the corpus uteri 
during 1934-1943 were added, to the previous report, the total being 1,187 cases. 
In all cases the cancer was microscopically verified. 

(1) CANCER OF THE CERVIX UTERI: During 1934-1943, 1,283 cases were 
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admitted to our Dept. of which 126 cases were omitted from this statistics, as they 
were cases of cancer relapse previously treated elsewhere. 1,121 cases completed 
the treatments, while 35 cases were compelled to interrupt the treatment on 
account of severe complications or other reasons. All cases were followed up to 
5 years or more and only 13 cases were missing, all of them were cases of irradia- 
tion therapy. The international classification of cancer of the cervix was adopted 
after the League of Nations (1929). 
1) 5 years survival rate of all cases admitted to our Dept. are as follows: 


Stage No. of cases 5 yrs. survived Rate 
I 107 74 69.1% 

II 470 255 54.3% 
III 424 143 33.7% 
IV 155 19 12.2% 
Total 1,156 491 42.4%, 
2) 5 years survival rate of all cases completely treated are as follows: 

Stage No. of cases 5 yrs. survived Rate 
I 106 74 69.82% 

I 460 255 59.9% 
III 415 143 34.5% 
IV 140 19 13.5% 
Total 1.121 491 43.8% 


According to the types of treatment, the results are divided as follows: 
a) Radical panhysterectomy, excision of pelvic lymph nodes by the method of 
Prof. OKABAYASHI (Surg. Gyn. & Obst. 1921) and postoperative roentgen 


irradiation. 
Stage No. of cases 5 yrs. survived Rate 
I 30 28 93.3% 
II 221 139 62.9% 
III 45 20 44.5% 
Total 296 187 63.2% 


(primary mortality rate 7.8%) 
b) Simple panhysterectomy without excision of lymph nodes and with post- 


operative roentgen irradiation. 


Stage No. of cases 5 yrs. survived Rate 
I 33 20 60.57% 
II 6 1 16.622 

III 1 0 ー 

Total 40 21 92.9% 


(primary mortality rate 7.5%) 
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<) Irradiation therapy (x-ray, radium, and the transvaginal x-ray) 


Stage No. of cases 5 yrs. survived Rate 
I 43 26 60.5% 

II 233 115 49.3% 
III 369 123 33.422 
IV 140 19 13.4% 
Total 785 283 36.1% 


(primary mortality rate 3.8%) 

The results are summerized as follows: 

1) In stages I & II, the best results were obtained by the operation, especially 
by the OKABAYASHI method with postoperative roentgen irradiation. 

2) In stage III, the difference in the rate of the permanent cure between the 
operation and the irradiation therapy is not significant statistically. 

3) Among our irradiation methods, the best results were obtained by the 
method, which consisted of fractionized roentgen and radium irradiation combined 
with the transvaginal roentgen irradiation after Schafer and Witte. 

(II) CANCER OF THE CORPUS UTERI: During 1934-1943 only 31 cases 
were admitted to our Dept., the ratio to cancer of the cervix uteri being merely 
2.8%. The clinical classification of cancer of the corpus uteri was not applied. 

Type of treatments No. of cases 5 yrs. survived Rate 


Panhysterectomy with 
postoperative roentgen 


irradiation 14 64.2% 
Roentgen & radium 17 23.5% 
Total 31 13 41.9% 
The difference in the rate of the permanent cure between the two groups is 
not significant statistically. (207i BPE BRIT K 5) 
Mt 5 


WH—-E: RKC CHD I RGR R OM, 特に 行方 在 明 例 を 極度 に 減少 せしめ て 
立派 な 統計 成績 を 示さ れ た 作 友 力 に 対し 敬意 を 表し ます 。 

私 共 の 理想 で ある 100%2 の 治 冶 成 績 を 得る に は , 第 1 に, 早期 受診 更に 進ん で 定期 健康 診断 の 普及 へ 
向 つ て 尋 人 を 啓蒙 する こと , 第 2 に , 早期 癌 治療 の 矢 敗 例 を 消 舌 する こと の 2 つ を 日 本 と し て 努力 する 
必要 が ある と 考え ます 。 France HS CH 1 期 頭 交 放 射 療 法 の 失敗 原因 が 最近 盛ん に 検討 きん て いま す 
DY, それ に 就 て は 私 が 雑誌 に 昨年 紹介 致し まし た 。 

岡山 大 学 尋 人 科 に 於 ける 第 一 期 癌 治療 の 失敗 は どん な 原因 に 基 い て いま すか 。 

重複 癌 は 統計 外 と すべ でき と 考え ます が 如何 に 取扱 つて いま すか 。 
橋本 清 : 絹 癌 恵 者 の 年 令 的 特性 ふら 満 5 年 間 に は 六 以 外 の 原因 に よる 消耗 も 考え られ る 。 Lele 
か に 敵 に よる 死亡 例 も 8 例 経 験 され た 。 

P-6 Z-2 で あつ た 。 放射 不 成 受 性 癌 の 問題 も 論 ぜ られ て は いる が , むし ろ る 放射 の 失敗 と 考え る べき で 


ちる まい ふか 。 手術 時 に 時 と し て 発見 され る 様 に 次 あ P と 考え て いた も の か 実は に 相当 進行 し た 区 


i+ 
WAS 
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flit oo. BF Bia. JR L fe eee ee ee 
GE o> AE 妥 か 原因 と な る の で は ある まい ぬか 。 
x: ‘ 4 a a a ar NE 
Ar “% 患者 と し て 一 括 す べき も の ぬか 。 





44. Si "ji Ve Ch SHEIAT Ley Far JE と 月 NEIN AE R {LO 
関連 に 就 て 
wH=—E SR 〈 癌 研究 所 ・ 附 属 病院 尋 人 科 う 


On the relation of complications following radiotherapy 
of the cancer of the cervix uteri and bacilli found in the vagina. 


KAZUMASA MASUBUCHI, HAJIME MUROOKA. 


宮頸 環 の 放射 線 療法 特に Radium 照射 に 際 し て は , APRIEPRIT RYE ICH LCS ITIL 


went et > サナ = Peer: 1 ir tr EHE ar Ant ic / < 
CHR を で = な ら な い 。 7 GEE aa QaT a 周囲 Ko FETT AX xy ae oer Ie ye > Bil Er 


だ > i 


meds, Vz, BIER, 敗血症 等 を 主 と す る 。 ~AAPHE ERT LAMAAH ERWIN: 


[i ee ts クタ は ケル レプ ミタ 


rs» 、 ラ スナ と b Lats > 2 +. [Her N? 2 > Tt 2 
ps を で ある の みな ら ず , 水 久 治療 へ の 大 き aa KR: \ こ となり 得 る ゃ の で あ Do 
TR mn Il": mn VI TE TA > EP Tre | Mare kg Lu ts ーー は a 
Al FE | ic ee = iF D FG E 原 因 に 就 hr IC [ ’ KEINE ‚nl と の 5 Ak 車 性 を 認め た の で TR に EN Do 


研究 方 法 は 患者 に 就 て 照射 前 に , VER TFogkpX Gram fabs, 血液 プ ブイ ョ ン 並 に 


Kofi} 


Thioglycolate $#ihic k SAH ERFERO Ruge-Philipp RE J) RINE ARZT OT, 
L, TV TIMECHU CHE RB LZ, Hic, 感染 の 危 陣 の 著しい と 
PMS HUCK LTE TOR kD AAR OK > CHAE SNAG LU CH 
併 症 子 防 へ の 効果 を 研究 し た 。 

Radium 照射 の 方 法 は 頸管 内 並 に 子宮 腔 内 に 20-30 mg, 腔 部 に 50mg, 計 70-80 mg 
NT CHGtL, 大 休 1 週間 の 開 隔 を 以 て 照射 を 反復 し , BH 6000mgeh を 


基準 と し た が , 症例 に より 若干 の 変化 を 加え た も の も ある 。 今回 の 研究 は Radium 照射 の 場 


合 の 合併 症 に 就 て 概 索 し , 細 画 は 好 気 性 末 に 就 て の み 概 討 し た も の で ある 。 

AF RY LEO IAM ZRBFAES Sic, 210 例 に 就 て の 概 索 で 連鎖 球菌 は 94.2 2 に 証明 し, 
その うち 溶血 性 連 訂 は 40.5 22 , eee 37.6%, 非 溶連菌 は 19.59 で, HAE LOM 
係 を 見 る と 浴 連 赤 は 換 の 進行 と 共に 多く 認め られ , 第 1 期 23.7 2, 第 2 期 36.7 2, 53 


ぶし た が , JRE Cit LARMHO MI ZAR LZ, AiR 66.7% 





a of he kette 2 of Es] と re 
.270 £4 Ae 44.3 %% 志 | ご 本 な お わ , 大 Sai Fl 21%, EEK 
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36.2%, KorEäz 16.2% を 示し た が , HETIL OM MISHICHY Bit, 

IO ¥E FAY Clk ATA 3 FIO % OFM ALS Walla ZBY Ze, 

次 に , Radium KENNE LI 84 例 に 就 て 感染 の 有無 と 細菌 と の 関 RE 見 る と , 感染 し 
た ゃ も の 42 例 中 22 例 52.422 に 溶連菌 を 証明 し , 感染 の な か っ た 42 part 14 例 33.3% に 
HA RO 7e, AO, 溶連菌 を 証明 し た 36 例 の うち 22 fi) (61%) に 感染 を 見 , HOHES 

TED 例 を 認め た 。 反 之 , HULSE eR LOTCE 20 例 中 6 例 の み に 感 染 を 認め 
し か も 何れ も 軽症 で あっ た の で ある 。 


考 力 試験 小笠 原 氏 変 法 成績 と 照射 後 感染 と の 関係 を 見 る と , 中 等 度 毒性 6 例 中 5 例 に 感染 を 


し か も 4 例 は 重 代 な も る の で あ ・ ee 弱毒 性 ~ で は 23 例 中 16 例 に 感染 を 起 【 た 。 RSG 


無毒 性 で は 29 例 中 僅か 8 例 に 感染 を 見 た に すぎ ず 且 つ そ の 何れ る が 軽症 で あつ た 。 


Ku POWER att RR OR, HOSZWLO 30 例 中 3 例 に 感染 を 見 


2 いさ 






fn LOSE LORS Po HahE2, TATEBEEI) Zick Lig & 33 例 中 11 例 


/ ニ っ 


> 


に の み 感 染 を 認め , 且つ その うち 10 PITRE T 1 HMOAD TH AIRE BLAIS hd 


/ こ っ 

給 柚 力 と 感染 まで の 期間 と の 関係 を 見 る と 中 等 度 毒 性 で は 下 均 1.75 A, 弱毒 性 4.0 A, 
海 性 毒性 4.73 A, 無毒 性 4.4 日 で , 毒 力 強 き 程 照 射 後 短期 間 内 に 感染 が 見 られ た 。 治療 日 数 
と の 関係 を 見 る と , 毒 力 の 強い 程 , 下 均 治療 日 数 が 多く , 従っ て 使用 し た Penicillin 量 $ 毒 


IM ト の 諸 檎 査 所 見 を RAFT | "Gs WK ay LD EZ > fe RRO US 厚 7 な A 群 と » 比較 的 安全 kBH と て 分 類 


(DEIABREE CAH, 小笠 原 氏 に よる 制定 修正 を 行わ な い 所 見 ) 
AH = (2) 病原 款 と し て 連 刺 の み 陽 性 
IRRE TH Pizza ED ES ar 
C4) ARZT 
\ (5) 其他 の 場合 


以上 に 分 類する に , A 群 で は 43 例 中 29 例 (67.476) に 感染 を 認め , 且つ 重 篤 た 合併 症 16 


例 中 14 例 は A 群 こ 含ま れ た 。 反 之 , BRC 47 例 中 15 fi] (31.92%) に 感染 を 認め た に 過 


ぎ ず , 且つ 子宮 内 化 膜 の 2 例 を 除い て 何れ も 軽微 な 人 『 併 定 で あっ た 。 


DIT A 群 所 見 を 得 た 場合 に は 二天 感染 の 危 陣 が 濃厚 な も の と 側 断 され る か ら , 照射 に は 


クリ で し 


FE 分 注 ET る 必要 が ある と 3x we 
私 共 は 更に , RESTE OWEN EDA, WS, AMOMMLEMZ 27 例 に 対し , fH 











Penicillin 10 FHA {O45 zHEINIC MIA L, Homosulfamin 粉末 2g を 腔 内 に 搬 布 し 
て 各種 細菌 概 査 所 見 を 追求 し た と ころ , 大 多数 (67%) は 4 日 以内 に 好 韓 し た 。 然 る 後 , Ra- 
dium 照射 を 行っ た と と ろ , 僅か 21 2 に 感染 を 見 た に すぎ ず , 革 つ 何れ も 軽症 に 経過 し た の 
G あ De 

NEO pid Sam SIC, (1) EAMTOEN AR MERRICK HE OT Foo 
二 の 多 少 を 検査 し て 照射 後 感染 の 危 陣 を 予知 する こと が 可能 で ある 。 (2) 検査 所 見 の 悪い 場合 

は 化学 療法 に よっ て 容易 に 之 を 好 韓 せしめ 得 て 感染 の 予防 が 可能 で ある 。・ 

( 交 部 省 科学 研 2 Bick 

附 議 

高原 岡山 医大 誰 姫 人 科 ) 子宮 冶 患 者 腔 内 細菌 中 嫌気 性 菌 に つい て 人 迫 加 し ます 。 35 例 中 27 Roms 

仁 菌 を 分 離し て いる 。 放映 療 法 中 に 起 る 合併 定 の 原因 と し て も 相当 意義 ある も の と 思い ます 。 

増 油 一 正 : 講演 中 に 申し まし た 様 に 嫌気 性 苗 が 関係 する で あろ うこ と は 当然 予想 ほれ る の で あり ます 

Bi, 私 共 は まだ その 検索 は 実施 し て は いま せん 。 岡 大 に お いて は , MARC 対す る 化学 療法 の 効果 に 


つい て 検索 され て み ま し た か 。 


45. PONPEREAE 7 2 — 21c LS REPENS DO TE 


山下 久雄 , 倉光 一 郎 , SHAR hir, [ye HOR IS BED 
Treatment of malignant tumors with radicactive chromium 
phesphate. HISAO YAMASHITA, ICHIRO KURAMITSU, 
MASARU SUZUKI. 


SME (ct REVEAL RIC BLE DOC, ZETAAICMEAEA 2 TD RAE HAMDARD 


ら 行 われ て 來 た が , FR MR PACE ECE), AIEHZENNDOT, 余り 良好 と は いえ 
その 


アイ ソト ー プ の 腰 様 液 が 最近 色々 に 試み られ て 良好 の 結果 が 得 ら ん つつ ある の で , TF 
安定 で , ME, 


な い 。 
一 種 で ある 放射 性 焼 酸 ク ロー ム の 懸 濁 液 を 作 り 実 験 に 供し た 。 こ の も の は 非常 に 
アデ アルカリ, 王 水 等 下 ん どす べ て の も の に 対し て 反 應 しない 。 

- 十 日 必 の 瀧 沢 糖 肉腫 又は ヒノ ン 冶 を 皮下 に 移植 せる も の の 腫瘍 内 部 上 互 は その 周囲 に 大 体 1 
em? 中 に 0.8/c の 割合 で 注射 し た 。 そ の 殆 ん ど 大 部 分 は 注射 局所 に 止ま り , 放射 能 の な いも 
の で は 何等 の 組織 反 應 を 早 し な いこ と と を 知っ た 。 放射 能 を 有する も の で は , BD)RLI TE 
場 の 埼 大 が 減 田 し , 良好 の 場合 に は 縮小 を 認め た 。 

注射 後 色 え の 時 期 に 動物 を 剖 概 し て , 組織 学 的 に 観察 し た 結果 を 要約 する と 第 1 表 の 如く で 


の る 。 
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第 1 表 WINRAR Ee 7 ICN TS BOER 7 u — 2. Den [0.Suc, cc) 


注射 後期 測 | 

第 1 週 第 2 週 | 第 3 て 4 週 第 5 週 以後 
ALARA DL | 

Kw Rm 縮 + H a: に 

核 破壊 産物 上 | + = 2 

2 胞 B 性 — tr + 

壊 死 it ー | + + F 

線維 性 細胞 増殖 ー | に 1 . 


Rana, 桜 破 壊 産物 等 の 念 性 の 退行 変性 は 第 2 NR BR, 1 ヶ月 以後 に は 見 られ ない 。 
会 胞 変 性 は 積 々 遅れ て 現われ , BIER — > AE Ct K Pic LET, 3 週 以後 こ 
お いて 線維 性 細胞 の 増殖 が 現われ て 來 る 。 或 例 で は 腫瘍 細胞 が 完全 に 治 拓 し , 然 も 結合 組織 . 
血管 等 に は 殆 ん ど 変 化 を 挫 し て いな い の を 見 た 。 

腫瘍 の ラジ ウム ュ 組 織 内 照射 と 同様 の 治療 方 法 と し て 特 來 性 ある も の と 考え , HB HR 
中 で ある 。 ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 

ht 議 

吉田 富 三 : re | 

ゥ ム を 注射 し た 場合 に 類似 性 が 多い 様 に 思う 。 リウ ム と 和 酸 クロ ー ム と の 作用 の 差異 は どう いう 点 で 

ある で し ょ うか 。 放射 後 焼 酸 ク ロー ム で 肉腫 を つく る 可能 性 は な いも の で し ょ うか 。 

WH-E: 所 属 リ ン パ 節 転 移 を 放射 性 焼 本 クロ ー ム に よっ て 治療 する 可能 性 を 子 て か ら 考 えて いま し 

た が , 和 之 に 対す る 御 見 込 に つい て 御 意 見 を 伺い ます 。 

WEAR: 吉田 教授 に 対し : PROM, トロ トラ スト と 科 酸 クロ ー ム と は 非常 に よく 似 て こい る 。 只 

異 る 点 は (1) ト ロト ラス ト は その 寿命 が 非常 に 長い の に 反し 焼 は 余り 長く な い 。 C2 う トロ トラ スト 

の 放射 能 は 非常 に 弱い が 焼 は 非常 に 強い 。 C3) 焼 か ら は 』 線 し か 放射 し な い 。 紫 の 相 異 に ょ より , Bee 

クロ ー ム の 場合 は 限局 的 に 強く 照射 し 。 その 作用 期間 を 1x2 ヶ月 以内 に 止め ある こと が 肌 来 る か ら 反 応 

様式 は 随分 異 る 様 に 考え る 。 人 

Sea ICR LD: 御 説 の 通り に 思う 。 局所 汐 巴 腺 に は ょ よく 吸収 きれ る か ら 転 移 征 に も 作用 する で あろ う 。 

具 転 転移 腫 勧 組織 内 に 吸収 き れる か 何 うか は 問題 で , 腫 揚 が 小さ い 場 Fr aad る の で は な か ろう か か 。 


46. BUS FES A BHIPER RSA I ABE IS HET 


FERS AHR PRK 
On a newly found strain of transplantable fowl sarcoma. 
TANETAKA CHIBA. 
家 鶏 の 可 移 植 性 肉腫 は , 1910 年 藤浪 , 稽 本 氏 に よっ て , 又 同 年 , P. Rous Ricko ca 
て 発見 せら れ 其 の 後 , 林 , 石橋 , 武藤 , 山本 , 加藤 , 大 島 , A, Alk, 鈴江 氏 等 に よっ て , 
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ro Ben, HERR, MAR KEGEL SLC tow TEST KOH FE 


し て 用 いら れ た が , 戦災 に あっ て すべ て の 腫瘍 系 統 が 吾 園 か ら 失 われ て , RERMOHK 


El と 
は 一 時 終 刀 し た 感 が あっ た 。 戦 後に は 大 阪 に お いて 涯 氏 が 一 系 を 得 TEERLID, 私 は 名 古屋 


近郊 の 其 倫 弟 場 に お いて 正昭 二 十 九 年 九 月 三 十 日 白色 レグ フ オ ン 牝 凌 HEREIN A) OF 
脚下 部 に 小 見 頭 大 の 腫瘍 を 特発 悦 る 例 を 得 て , 之 を 幼 中 家 鳩 の 皮下 に 移植 し た が 幸 に も 第 一 代 
より 1002 の 移植 陽性 を 得 , 引続き 現在 13 世代 を 上 昧 ね て , 終 に 移植 が 完全 に 固定 され た 未 統 


ESTE DNA eo AHO MRS IRE IRAK CH VEORIT 10 A 2 APE 


wy 


Too 
腫瘍 は 右 下 腹部 か ら 右 脚 に か け て 12 HX 8 HORS CHER SFARRKEEL, 周囲 の 組 
織 と は 明瞭 に 境界 られ 。 PORE NAVE ALT, 質 度 は 軟 で あり , 制 面 は 胡 白 色 で 壊死 


赤褐色 で 粘 千 な る 液状 物 を 有する 。 組織 学 的 に は 主として 細長 い 紗 鍵 形 細胞 か ら 成 り , 
これ が 東 状 を な し 或いは 錯 走 し , これ ら の 細胞 は 一 般 に 腫瘍 の 辺 終 部 に 多く 中 心 部 で は 粗 で あ 


血 等 の 新生 が 著 明 で あり , COPMIPMIGOMNC, 好 酸 球 の 集 園 式 ぃ い は 散在 を 見 , BUHLER 


を fu a“ 2 > O 
中 心 部 は 一 般 に 細胞 成分 少く 粘液 化 が 強い 。 移 植 に 当っ て は 股 化 後 2 ヶ月 より 6 ヶ月 前 後 の 


幼 雛 を 多く 用 い , 時 に は 老 半 を も 使用 し た 。 そ の 移植 率 は 基 だ 高く , 第 3 代 は 83.3%, 第 4 


ZI)SE CI a 
代 は 91 2 OPEL Z BLA, その 他 の 世代 は すべ て 100% で ある 。 


ハン os: 


中 雛 に お いて は 迅速 で あっ て , 7 日 乃至 10 日 に し て 発育 が 認め られ る 。 





1 週間 に し て 小豆 大 と なり, 10 日 に し て 小豆 大 乃至 小指 頭 大 と な り 1 ヶ 月 乃至 2 ケ月 に し て 
林檎 大 と たり, Ry 22 ACH S, 発育 に 当っ て は 移植 片 は 数 日 に し て 一 旦 吸 陸 せら れ て か 
ら 発育 を 開始 する 場合 た 、 移植 片 の 中 心 部 は 壊死 し ,。 その 周囲 より 発育 を 早 する 場合 と が あ 


BRL SIC TC, 中 心 部 は 多く は 壊死 し , 帯 黄 白 色 と な り 牙 る 例 は 表面 潰瘍 を 


形成 し た 。 腫瘍 割 頁 は 一 般 に 大 白色 粘 生 で あっ て 中 央 部 は 粘液 の 形成 が 著 明 で , 時 に 粘液 を 
FEN. 7, Ks 洞 を 形成 - す 2 の 


RESORT IE, 原種 と ほぼ 同様 の 組織 構造 を 有 し , 著 明 な 粘液 の 形成 を 任 う 紡 


bu 


HIN ERIK EL, RENTNER, RS, 粘液 或いは 崩壊 る 細胞 を 


NN 


多く 誰 め 紡 多 形 細胞 の 問 に は 好 酸 球 , HERO IBM BHE LILO, 発育 の 不良 な る 例 や , BH 
に 移植 し た 場合 等 に あっ て は 漆 思 球 を 主 と す る 円 形 細 胞 の 浸潤 を 認め , 時 に は 結 締 織 増殖 を 見 
る 韓 移 形成 は 移 稲 総 数 115 例 中 僅か に 心筋 壁 並 に 育 腸 壁 に 見 られ た 例 と , 左右 肺 臓 並 に 腺 骨 , 
筋 月 に 認め られ た 2 例 が ある の み で ある 。 

腹腔 内 接種 例 に あっ て は , 腹腔 内 に 潮 夢 性 に 脱 様 の 年 泌 固 状 の 塊 を な し て 増殖 し 腫瘍 は 主 に 
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NH 2A, FER OTK ERAT A LIFE SARE te > TRMT SB 5, TO 

MBE NETBOOK PART MO KIT A, 

Kae 15 MOXZEOHKNTFRAN & HEL, 92 (AiR 5 THAN ERIC 
形成 を 認め 得 た 。 こ れ . ら は 接種 後 1 ヶ月 以上 を 経過 し た 例 で あり , その 他 は こと ご と く 《 陰 性 で 
あっ た が , 接種 後 骨折 を 起き させ た 例 で は 2 例 に 当該 部 に 肉 独 を 形成 し た 。 又 度 下 に 著 大 なる 了 肉 
及 を 形成 し 韓 移 形成 の 認め られ な い 思 臓 葉 い は 肝臓 等 を 健康 な る 家 鞭 に 移植 し て も 腫瘍 を 形成 
L#7e, CILSIG Eo TIEREN TO 全身 的 2 分 布 を 証明 Yo I RE ALA 刑 を 極め て 
少量 肝 内 , 肺 内 , 筋骨 内 , 脳 内 等 に 注入 せる に 2 週間 に し て 各 該 例 と も に 腫瘍 を 形成 し 得 た 。 
KEIM TY ey VHRR A LAY, 2 時間, 3 時間, 4 時間, 5 日 間 浸 漬 後に 移植 
LT, 各々 原種 同様 の 肉 有 注 を 形成 し , tz 55 HE 30 分 , 60 度 30 分 に 耐え , 60 BE 


2 時 間 に こし て 移植 力 を 失っ た 。 乾燥 に は 6 日 間 或 い は 10 日 間 耐 へ , 腫瘍 乳剤 を 沙 過 世 る 実 駿 


=> Harte r < ulm % ンー デ 立 Ye ナマ 月 - 1 2.4 = Ar - pte 
も , 極度 に 稀釈 し た 濾液 に よっ て も , MORRIE LOE, KIRAN 7er Mi, 7 
yy Meo, 2 LCE AIC METRO 
と 1A) SS I | (の) is Sj PE を 43 D と を 明か に Euren 





KEANE O PHATE TS Set LTIEHA LA RAN LEE EI FT 


KH 1 > 


る が , HR UBAEORMOA TLIC, 細胞 以外 の ある 起因 因子 に よっ て 生ま ずる こと も る 濾過 試 
験 に よっ て 明か で あり , よく 乾燥 に 耐 ヘ へ グリ モリ ン に 抵抗 し 。 道 熱 に 対す る 性 質 上 等 か ら 考 慮 
Tt, その 起 原 因子 に は トウ イー ルス を 思考 せしめ られ , AI MORE Efe] O44 


ー ル ラス 性 腫瘍 と し て の 性 格 を 有する も の で ある こと を 明か な らし め た 。 


Ax {ADS RUAN PEED EPEAT TC DH ST eS 5 見 る 可 き か , 然し 一 般 的 所 見 に 


は 発育 の 盛 だ 吐 盛 な 腫瘍 系 統 と 考え られ る 。 戦後 確実 な る 移植 黒 代 加 の 性 買 を 有する 家 英 肉 中 
系 統 の 本 邦 に お いて 治 失 し て いる 時 , 本 系 統 は 今後 の 家 問 肉 狂 研 究 上 , 最も よい 対象 と な る 可 
き を 信じ , 家 惑 肉 用 研究 の 復活 の 次 と し て , 府 に 本 系 統 を 提供 する 所 以 で ある 。 


婦 部 省 科 学 太 究 費 に よう) 


en 


47. TY (OEIC KO C/E Ue TH AE 
OVINE; SEES, Are, 加納 恭子 
Experimental production of two new ascites-sarcomas similar 
to the Yoshida sarcoma 
SAJIRO MAKINO, TATSUYA TANAKA, KYOKO KANO 
(Zoological Institute, Faculty of Science, Hokkaido University 
In the course of series of hepatoma-inducing experiments by the application of 
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o-Aminoazotoluene (O.A.T.) in rats, the ascites tumour which is essentially similar 
in nature to the Yoshida sarcoma was newly produced in two specimens. The 
schedule of experiment will be described below. 

Eighty white rats which are all the derivatives of the Wistar strain have been 
administered with O.A.T. for 300 days after the method of hepatoma-producing- 
experiment reported by Sasaki and Yoshida. Since the main object of this experiment 
was to investigate the cytological phenomena occurring in the liver during car- 
cinogenesis, the animals were sacrificed for autopsy at necessary intervals. But, 
fifteen individuals were left alive to observe the formation of hepatoma. 

By the 300th day of treatment, the remarkable development of malignant 
hepatoma was maintained in the liver of six animals, while there was no evidence 
for the malignant growth of liver in the remaining nine animals. Then, one of 
them was killed for autopsy. The liver of this animal showed a so-called atrophic 
lesion which is remarkable by a dark-brown colouration. Referring to the paper 
by Harada et al. (1937), Tanaka, one of the authors, has received an impression that 
the application of p-Dimethylaminoazobenzene (D.A.B.) would bring about some 
effects for induction of tumour, because of its striking carcinogenic action. From 
this point of view, the administration of O.A.T. was stopped, and the application 
of D.A.B. has been continued according to the method of Harada et al. The 
scheme of experiment is shown in Table 1. 

Meanwhile, in one of eight animals thus treated, an unexpected neoplastic 
growth was detected in the left abdominal cavity in the course of 30 days of 
the D. A.B.-application. By the 40-day-treatment, the neoplastic growth became 
increasingly remarkable in appearance. The animal showed an unhealthy condition 
due probably to its development, so that it was sacrificed. At autopsy, there has 
been found in the peritoneal cavity a milky ascites, about 20cc in volume. The 
microscopical observations of the ascites showed that it was a suspension of tumour 
cells. 

Then the milky fluid, suspension of tumour cells, was transplanted successively 
into the peritoneal cavity of eight different rats. In every case, the ascites became 
strikingly increased in the peritoneal cavity, with a characteristic behavior of 
tumour cells just as in the Yoshida sarcoma (cf. Table 1, No. 1). 

Another case of the new sarcoma also developed in a white rat which was 
administered with D.A.B. for 103 days after the O.A.T. -treatment. The scheme 
of experiment for the establishment of this sarcoma is shown in Table 1 (No. 2). 
The first detection of abdominal diagnosis was observed by the 5lst day of D.A.B. 
-treatment. This animal showed a neoplastic growth of liver. In the peritoneal 
cavity there was found considerable amount of ascites, but it contained no tumour 
cells. By the 90th day of treatment with D.A.B., a remarkable change has taken 
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place in the peritoneal fluid; the monocytes increased in number and showed 
atrophic tendency together with many dividing figures, and morphological variation 
of nucleus. Mingled with those monocytes, a few tumour cells containing basophilic 
cytoplasm became visible. By the 103rd day of treatment, the animal was killed 
for autopsy, because of its ill condition. In the peritoneal cavity of this animal 
there was a considerable amount of ascites, about 30cc in volume. The microscopical 
observations disclosed that the ascites was a suspension of tumour cells. 

Cytological observations having been carried out on these ascites tumours 
revealed that they are essentially similar in nature to Yoshida sarcoma, not only 
in the mitotic behavior of tumour cells but also in the morphological characters of 
chromosomes. At present, we have kept two strains of ascites-tumour of white 
rats by means of successive peritoneal transmissions. 


Table 1. The scheme of experiment for the formation of two strains of new 
sarcoma which is similar in nature to the Yoshida sarcoma. 


Subject | Days of The total Days of The total Body 
administ- of administ- of Er Sex 

ration of O.A.T. ration of D.A.B. ーー 

Animal | O.A.T. (mg) D.A.B. (mg) (8 

No.1 | 312 2096 41 227 125 

No.2 | 312 1872 103 792 175 





( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





PRM: アゾ 公 含 物 に よる 長期 実験 は 日 本 で も 外国 で も 既に 無数 例 や られ て いる の に , 吉田 肉腫 欄 
の も の が 出来 た と いう 記録 が な い 。 只今 御 報 告 の も ゃ の が , 果して アゾ 化合 物 に ょ つて 出来 た も の と 球 へ 


ろ ら Ws pn 
DPF OD, SER] > よ し な いい の 。 


田中 達也 : 現在 の 実験 例 か ふら っ て , アゾ ヅ 人 色素 の み に 依っ て 形成 され た と いう 事 は 断定 出来 ませ ん 。 
充分 偶発 作 と いう 事 は 考え 得る こと と 思い ます 。 此 の 問題 の 解明 の 為 に は 今後 の 研究 に また ね ば な らち ら な 
いと 思い ます 。 

佐藤 春 記 : 新しく 発生 し た も の と , CKOHRAML ONCE, BR, Birk MRE 
て 核 型 の 問題 は 別 と し て ) 等 , 睡 揚 生 物 学 的 に 何ら の 碁 異 を 店 め あな い 。 

吉田 軍 三 : この 肉腫 の 発生 に 関し て , 私 は 直接 的 の 関係 を も っ て いま す の で , その 事 衣 と 私 の 見 解 を 
追加 し ます 。 田中 達也 君 は 教室 の 佐藤 春 郎 旭 と も ぁ る 親しい 人 で , 一 昨年 の 夏 , 教室 に 話 に 来 た 時 に , どん 
な に 骨 の 折れ る 様 の 下 の 力 持 の よう な こと と で も 。, 有意 義 な 研究 が し て みた いと の こと で あつ た 。 私 は 軍 


人 か ら 物 学 の 勉強 に 入っ た 同 君 の 心境 に 感動 し た の と , ee と の 下 に 染色 体 の こと を 主 に や 





っ て いる 動物 学 の 学生 で ある の と に よっ て 。 私 は 次 の ょ うな 提案 を 試み まし た 。 それ は , o-Amidoaz- 
otolual を ラッ テ に 与え る と , 10 で らい で 玩 に 沢山 の Mitose が 肝 細 胸 に み ら れ , Bicker BAT 


る が , この 肝 細 胞 の 染色 体 を , その 初期 お ね ら 癌 の 生ずる まで , 細か てく 検討 する こと は , 労 多 くし て 効 少 


いか も 知れ な い が , 有意 義 な 資料 を 残す こと に な る の で は な いか と 思う と いう こと と で す 。 同 君 が そ れ に 
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E 供 し まし た 。 牧野 教授 の 指導 の 下 に それ が 進め られ て いる の で , 私 


Hepatom の 移 征 の ヶ ネ が 入 用 に な り ま し た だが, 教室 の 動物 は 





その 時 に 未だ Hepatom 発生 の 時 期 に 達し て いな か っ た の で , 田中 君 の 所 に は 既に 一 年 た っ て いる か 


DRY Hepatom 動物 が ある と 考え て , 移植 の ヶ ネ を 作っ て 因 れ る よう に 信頼 し まし た 。 BPH, 
百 分 で や る より は 私 ども の 教室 で や る 方 が 移植 が 確実 だ と 考え られ て , Hepatom が 生じ て いる と 信 ぜ 
ら : 、 き く な っ た 動物 を , わざ わざ 仙台 まで 持参 し て 異 れ た の で ありま す 。 こ れ を 教室 の 佐 基 





Gi Fr 4° BU ee eae’ aie pe 2 
MEAT 2° BAA Lf Tr 意外 に も if 1 


し = 
LACK SMM Eo TORO, CHEBMLED CH D 
ET, OHNE ST NLOCH VESTA, MUL LTORTO NCHA AML EC MU LO 


OFC HAAM LI MICBRAK DH TEN ET, 
画 的 に 作ら れ た も の で は な い の で あり ます が 


PSO, いわ ば 第 二 の 吉 田 肉腫 も 全く 偶然 の 発生 で , 計 


, 





ます 様 に , PHAM OBA LIMORBARLOMRCOCT, 強い 暗示 が 与 を られ 


KI ERIC, 
が 明か に され る か 分 り ま 志ん が , 





3 
a eee. ee ーー aie し 
の です 今後 の 実 FR よっ て , HAI ji Oo GEHE} に 関 し て , 






この 新しい 事実 は 私 の 最も 興味 を も つ 所 で 。 MHOBHCRA 
第 %, si 11.1 A 


佐藤 博 : 仙 促 に な いて 開腹 し た 第 2 番 日 の 吉田 肉 騨 は お 


大 治療 In ーー > 、 ふ 
az 12 % と な っ 人 





FHRE2%, 大 
田中 達也 : 私 の 所 で は , 現在 27 代 , 移植 率 94 2, 平均 な 命 10.8 日 の 結果 を 得 , 自然 治癒 率 は 比 
財 的 少 い よう に 思い ます 。 


48. 吉田 肉 風 の 所 講 異 種 移植 に 関す る 研究 (第 1 報 ) 


ARE 東京 医科 歯科 大 学 衛生 学 教室 ) 
On the so-called heterotransplantation of Yoshida sarcoma. 
KEN AIZAWA. 
I Vinca S 10% Inulin Bekz-vasolikRıc 0.2500 注射 し , KH 


ペー ジリ ン 
田 肉腫 に 容 思 せる ラッ テ の 腹水 0.1cc を 腹腔 内 に 注射 し , REA Inulin 注 遊 液 を 2.25cc 


CC し て マウ ス に 吉田 肉腫 を 異種 移植 せ し め 得 た 。 





WRISA TESS L, JENE CHR 

部 ち マ ウス は 大 休 8-12 日 頃 に 整 死 し , Aller on, AeeRIC UHH 
腫 で ある こと こと が 証明 され る 。 な お マッ ウス は 林 歯 感染 を 防止 する た め に ペニシリン と スト レブ + 
マイ シン を 注射 する 。 又 二 か る マウ ス の 腹水 を 継 代 同一 操作 に て マウ ス に 移し , 継 代 移植 出 
KH, 2 代 4 代 に て ラッ テ に 選 元 接種 せしめ 得 た 。 

Inulin の みな ら ず , fh} Talc, Acid-clay, Willia, 死 画 体 等 正常 血清 の 殺菌 性 物質 を 吸着 
する 針 ち 召 え の 所 詩 実 験 的 感染 に こ 使 用 し 得 ら る 3 吸着 剤 の 併用 に よ っ て 所 諸 異 種 移植 が 出 座 
る 。 此 が 機械 向 作用 で な いこ と は , 正常 血清 の 殺 赤 性 物質 を 吸着 し な い 水 酸化 アル ミナ CDI 
実験 的 感染 に 無効 果 ) の 如き も の で は 異種 移植 出来 た な い 。 多 ち 召 々 の 実験 的 感染 の 理論 が 吉田 


肉腫 の 異種 移植 に $ 適用 され る 。 
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と 。 ーー SEE [ER の 腹 KA WA Hi CH 


て いる か ら で あ る 。 Wid-4t 





断 か る 意味 で , 吉田 肉 面 細胞 が , 既に 寄生 休 と し て ラッ テ に こ 生 人 大 し , ラッ テ の 組織 と 





- の > ote ? 
の で は ある まい か と 変 想 し て 見 た 。 


OTT HAE AO HRA LS Inulin 非 働 化 に よっ 衣 臓 の 組織 を 


A 


何 マ ウ AD a JESBIIE GE 


IT WARTET DD 5H IS HE TH He 





PME DS 1 個 で \ ら 入る こと 感 染 ど と 





な い マ ウス に 抵抗 を 細め て 強制 的. こ 





ど 使用 し た マウ ス の 大 部 分 に 移 征 出 





に お いて は Inulin 






RM: 演者 か ら Inulin の 受け て 





< こ 比べ TE 水晶 TICK mB DRI 応 カ JE ae cis SHER A CH 3; 








] に 対し て Inulin 2 





aya ip aon 


AH) 3. rt Bie we . ス x 
Bit5 HCHO Kicisu CROAK, IH 


A sere 
時 せ ざ る 場合 に 比 し て 腹水 内 De 








用 し た が , Inulin 


~ 3 . 


太田 邦夫 : 私 共 も , 相沢 教授 か ち , 材料 の 御供 与 を いた だ いて , WRE LEM, 技術 
: 起 し た 例 が 多 ぃ い 。 ズ Mouse 体内 に な ける 増殖 状況 は Rat に j ぉ ける fA AROM YS L #2 





BT 人 ‘ I 
こと へ ん る や > の を を 見 な か っ Ko 


佐藤 博 : 我々 の 教室 に いて は , 現在 迄 6 
101 Hiei LA LORAIN, 充分 な 動物 を 用 意 











か し レ マ ウ ス に 馴れ た 
も ある 。 イヌリン : 
潤し て いる ) が ラッ 。 


72 RAS Ki 動物 個体 の 
























FARE : A to ASP だ ろ ら と いら 
仮設 は , 仮設 に し て も り 」 ある よう に 思う らい う s ち どう いう コ 
谷 に し て 入っ て 来る と 考え られ る の で し ょ SD, 
BEE: 指 岳 む る まで も な いこ と で は ある が , HLBME oO! 完全 に EBEEEE 
吉田 肉 H 狗 が 斑 界 か ら 来 た も の だ と いう 証明 ら な い 。 
相沢 一 : 73 々 の 方 法 で で は HE Ic を 泥 入 せ し め る Be E 
戴き た い 。 RIM CIT HNIC て 例え ば 朝 , MD) UTR LSA CHS, 
昔々 の 方 法 に よる 吉田 | の マッ ウス 移 征 に 生 と 全く 一 致し と ば 
Al-hydroxide で は , 両 考 とも, Mb 

の 異 に する の が あろ うら う AR l Cth i 

a 
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AQ. THE 7 SER OR BIA MEO IRRE. 
PED AILS ae TC 
太田 光 金 < 千葉 大 学 病理 学 教室 
Homologous and heterologous transplantation of 
quinone-carcinoma and fructose-sarcoma of the 
mouse to the anterior chamber of the eye. 
MITSUKANE OHTA. 

-FHNEPFRER HAN @ ASR, Er ey PROURORTEIAIK AE OB 
Brn CRET 5, 実験 動物 は 総 て 市 販 の 雑 婚 の も の を 用 い , 実験 方 法 は 角膜 上 に お いて 角 肛 で 
敬 膜 の 境 具 より 少し 内 方 に 角 有 刀 に て 小さ な 横 切 を 加え 小 鏡子 で 腫瘍 片 を 挿入 する 。 

C1) 同種 移 西 に 就 て 

: 十 日 恨 モノ フン 皮膚 瘍 の 同種 皮下 移植 後 10 日 乃至 11 日 の る の を 二 十 日 恨 の 前 房 内 に 移植 
し た る も の 20 例 中 16 例 に お いて 陽性 の 結果 を 得 た 。 移植 後 2 日 目 頃 より 球 結 遇 充血 が 現 わ 
it, 8 日 卓 項 より 眼球 突出 を 認め る 。 移 征 後 8 A AICMER THU HL RE TS RAN RI DE 
内 及び 之 を 越え て 普 明 に 増殖 し て いる の が 見 られ た 。 区 で 閣 組 織 は 角膜 を 窪 破 し 紅 彩 , 毛 様 体 
IMÄLTZERER LH FAR NET 2, 表面 に は 暗 赤 色 の 聞 度 を 認め られ る 。 第 13 日 
日 頃 i こ は 痴 友 は 脱落 し て 紅色 乳 味 状 の 底面 が 現われ る が 再び 腫瘍 は 増殖 し て 上限 房 内 を 満 す 。 
第 20 日 目 頃 に は 独 瘍 の 大 さ は 小豆 大 よ り 超 大 豆 大 で 茸 状 に 突出 し 表面 に 厚い 痴 度 を 被る 。30 
日 後に は 提 指 頭 大 に 及ぶ も の も 見 られ る 。 動物 は 1 乃至 2 ヶ月 の 後 大 生 幣 死す る が , 84 日 に 
及ぶ も る 何 生 存 し て いる 例 が あっ た 。 3 例 に お いて 粟 粒 大 の 韓 移 を 肺 に , 1 例 に お いて 米粒 大 の 
Sein WM de, 

PA hie 7 vet ROWS oR LTE CPE OK EDER L THOM 
#24) 0.01cc ZH HORA HAS SL 17 例 中 11 例 に お いて 陽性 で あっ た 。 Hilti 

夫 殖 の 所 見 は 腫瘍 片 移 西 の 場合 と 同様 で ちる 。 之 の 中 6 例 に お いて 森 粒 大 の 肺 韓 移 が 見 られ 
た 。 前 記 内 に 移 丁 さ れ て 壇 殖 し た 外 瘍 組織 の 組織 像 は 癌 細胞 が 充実 性 に 眼 房 内 を 満 し て を り 
EE 細管 を 伴う と と 少く , 桜 分 判 像 が 見 られ る 。 KP BAIS Ko TE ZEN OHR I BO 
て は Diffuse carcinom に 似 て 線維 が 入り 泥 っ て 塔 殖 し て いる が , 前 房 内 移植 の も の は 主 と 
LERNEN し て 格子 線維 の 新生 は 見 られ な い 。 


次 に 二 十 日 長 果 積 肉 腫 の 同種 皮下 移植 後 12 日 の も の を 二 十 日 恨 の 前 房 内 に 移植 し た る も の 


10 例 中 8 例 に 陽性 で あっ た 。 前 邦 内 に お ける 了 肉腫 培 殖 の 経過 よ ヒ ノン 皮膚 韻 の 場合 と 殆ど 同 
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CT 2 日 月 に は 大 豆 大 と な り 動 物 は 移植 後 > ACR CRELZA, HOHRREZHFH SE 

7 VINO ERD, 肉腫 細胞 の 周囲 に 極 く 微細 な 格子 線維 の 新生 が 認め られ , Em 
に 共に 格子 線維 の 増殖 像 が 著しい 。 有限 房 内 は 肉 狂 組織 に よっ て 満 さ れ て いる 。 

(2) 異種 移植 に 就 て 

- 十 日 也 ヒノ フン シ 友 膚 交 の 同種 友 下 移植 後 13 日 の も の を モル モッ ト の 前 房 内 に 移植 し 13 例 

員 6 例 に 陽 生 の 結果 を 得 た 。 移植 後 6 HAGE ED rd, 9 日 目 に は 移植 片 を 取 
盟 み 角 肌 で 充血 極め て 高度 で , 眼球 突出 を 認め 移植 片 は 小豆 大 と な り 角 膜 と 疹 着 し て いる の が 見 
PALS KC 14 日 目 以後 に は 滞 天 充血 眼球 突出 は 減退 し 移植 片 も 縮 少 する 。 移植 後 第 13 I 

は び 第 16 日 の も の 5 例 の 前 房 よ り 娘 出る も の を 二 十 日 胡 の 皮下 に 返 記 移 植 し て 3 例 に 移 本 
NTE CH 7% ZO 3 例 中 前 房 より 釣 出 せる 標本 の 概 尊 に お いて 郊 細 胞 を 認め 二 十 日 遇 へ の 返 
き 移 植 に 成功 る る の は 1 例 で 。 他 の 2 例 は 前 房 移 植 部 より 作製 せる 標本 に は 交 細 胞 は 認め な 
か っ た が か 返 還 移植 は 陽性 で あっ た 。 前 羽 内 腫瘍 の 組織 像 に 於 て 閣 細 胞 は 前 房 内 に 増殖 し こと に 
デス メー 氏 腕 後面 に 逆 明 で 又 角 膜 内 へ も 浸潤 し て いる 。 痛 細 胞 に 多 型 性 桜の 選 縮 成 い は 腫 須 
つ 見 られ . る も る の も ある 。 毛細 管 及び 格子 線維 の 増殖 は 見 られ な い 。 面 し て 駒 細胞 塊 つ 周囲 に は 
浪 走 細胞 の 北 集 し て いる 像 が 見 られ る 。 二 十 日 務 に 返還 移植 し て 発生 し た 風 揚 の 組織 像 は 初め 
モル モッ ト の 前 房 に 移 西島 る も の と 同一 で ある 。 

自選 の 前 房 内 へ の 二 十 日 選 ヒ ノン 皮 膚 癌 の 移植 は 5 匹 を 用 い 絵 て に 移植 可能 で 其 の 経過 は モ 
ル モ ッ ト の 場合 と 略 同様 で ある 。 組織 像 は 癌 細胞 の 変性 も 見 られ る が 一 部 に は 増殖 を 示し て い 
る 交 細 胞 の 集 園 が 前 房 の 内 面 に 溢 い 見 られ た 。 格 子 線 維 の 新生 は 認め られ な -FABUER 


ao FRE 11 乃至 15 HOLOL EE y LOK RAICHHE SLO 13 例 中 


Hs 


1 (iTV CHHEC HS ove, HOMES & 7 vr OH LAK HECHS S, 陽性 の 1 例 は 
移植 後 13 A ACA ROMS WM LCL EO +A RIC LCM ELA, ELE yb 
EBEN ONES OMLRER it HFG O Py Mis TRICK ABO YA L— BPE IRA TC 
いる 像 も 見 られ る 。 格子 線維 は 後 細 な も の が 認め られる 。 又 肉腫 細胞 塊 の 周囲 に 流 走 細胞 の 密 
集 も 見 られ る 。 
自 尼 の 前 房 内 へ の 二 十 日 展 果 精肉 腫 の 移植 は 5 匹 を 用 い 内 2 匹 に 陽 任 で あっ た 。 其 の 経過 大 
が び 組織 像 は そ モルモット に お ける も の と 略 ネ 同様 で ら るる が 1 PTAs vv TAMAS FoF EI SAM | 
て 角膜 を 窪 破 し て いる 像 が 見 られ た 。 又 格子 線維 の 夫 殖 も 認め た 。 
ト 上 を 総括 する と . 同種 移植 の 場合 は Foreign Body Reaction が 著 明 に 起 ら ず 腫瘍 所 
は 盛 に 地 殖 し 韓 移 を 形成 する が , 異種 移 殖 に 誰 て は 洪 走 細胞 は 移 殖 片 の 周囲 に 密集 し 固定 組織 
消 胞 成分 は 被 包 の 結果 を も た ら す も の よ と 考 えら れる 。 又 前 房 内 移植 に お いて 閣 腫 の 場合 は 格子 
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BOHRER FAL FRE MM I OAR CH LIMA OFA LPIA TWAS, 肉腫 の 場合 
FRE OH EHH CEILS ZF > CAD LC SMILE ZC, か か る 点 か ら 前 
房 内 移植 に よ り 両 者 は 明瞭 に 区 別 す る こと が 出來 る 。 Ho CCORBG—+A he 7 vi 
及び 果 積 肉腫 に 対 し て 其 上 皮 性 及び 非 上 皮 性 鑑別 に 意義 ある も の と 考え る 。 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


50. AWA WO WS BL (特別 講演 


大 島 編 造 < 名 古屋 大 学 医 部 部 病理 学 教室 ) 





A pathological study on chicken sarcoma. 
FUKUZO OSHIMA. 


吾 々 の 鳥類 腫瘍 に 関す る 研究 は , 烏 類 特 に 家 規 に お ける 特発 性 腫瘍 の 観察 と , ROAM OWE 
He, 鳥類 を も っ て せる 人 工 的 発癌 の 実験 の 3 部 か ら な る 。 

比較 腫瘍 学 上 より 観 た る 家 鶏 に お ける 特発 性 腫瘍 に 就 いて : KRHICHW CABO BAL 
較 的 多数 に あっ を 想像 され , 家 填 は 生活 の 様式 が 澤 純 で 飼育 法 , PPS AK ES, Bi 
囲 が 狭く , 比較 的 は や く 世 代 が 果 ね られ , 旦 つ 容易 に 入手 し 得る 等 の 特 点 が あり , 人 と は か け 
は た れ た 動物 で は ある が , 比較 病理 池上 の 観 穴 に は 相当 に 役立ち , FCOMRBLBGO 3, 
盛 ん た 土地 に あっ て 材料 間 集 こも 便利 が ある 。 


OMB ACA Cit CRE ROA ORBISHICS (ite, 各種 の 烏 類 に , Hh 


REGO NTS ABRG LOT Sb, HMBODDSHMBEE SHI LoTK* CH), 
正確 に は わか ら な い が , 0.35~27%, 724 2 位 の 腫瘍 の 発生 率 が ある 。 
BEER EICH Sk LEINE 9153 例 あり , UATE LOMA 455 fil, Mir: 


内 発生 の 騨 瘍 は 5021 Bl, 系 統 的 に 発生 し て いた 錯 揚 激 病 変 2123 例 , PM FLO Phas 1554 例 


ある 。 
家電 の 体 表 艦 幹 に 発生 する 幅 揚 は 良性 , REPEAT OIE L, JE LIED ASE L Yo Mainz 


内 発生 の 腫瘍 に は 悪性 の も の が 多く , HOMER, BIER LIEDER 
最も 多く , REES, 腸管 , 脱 臓 等 々 の 順位 で あり , HEARS, 腸 間 膜 の 肥厚 率 縮 , 血行 , 
光 包 行 性 等 の 韓 移 が 高 率 に 認め られ る 。 人 に 見 る と 殆 ん ど 同 一 の 腫瘍 種 の , 殆 ん ど 和 希 く が あっ 。 
Mol 
e 


DOES, EEE, TALE LOBED D, 多く は 産卵 数 


MEKGIK 4, 珍奇 な 腫瘍 の 発生 も ある が , 吾 々 は 比較 腫瘍 の 立場 に ある の で , 一 般 普 
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と 並行 し て 発生 され て いる 。 

1. SERIE: 襲 腫 性 及び 充実 性 腫瘍 が あり , HR, 有 世 訪 状 形 態 の も の が あり , Kilian! 
い が , 特殊 組織 構造 を 有する 腫瘍 の 発生 も ある 。 雄性 化 現 象 を 早 する 腫瘍 も ゃ 発生 する 。 

2. 卵 管 腫瘍 : 峡 部 , 蛋白 腺 部 に お いて 粘膜 腺 組 織 か ら 原 発する 冶 性 が 多く , お び た だ LW 
韓 移 を 形成 する 。 

3. 腸管 腫瘍 : 十二指腸 及び 小腸 の 粘膜 か ら 発生 する 硬 性 韻 が 多く , 結節 型 , TH, HU 
性 肥厚 型 等 を わか つ 。 

4, Oth : 膝 臓 原発 癌 , FRU CHROMITE, PRESEN, fal Ae EDR 
肉腫 , SATIRE » 

家 旭 の 特発 性 腫瘍 観察 中 注意 され た 事項 と LDCHICHR RE, METER Oo FFI v 
て , 冶 注 の 場合 に は 原発 部 を 速 ざ さか る に 従 て , 間 質 の 量 を まし , KAHN ZA BASE 


Dy fl 

な る こと さ へ ある 。 又 実 質 と 間 質 量 の 比 の 特に こと な ら な い 場 合 も ある 。 

答 も 良性 腫瘍 の 如く で あり , 組織 像 も 全く 成熟 型 の 腫 場 で ある に 拘わら ず , 極め て 高度 の 韓 
移 を 形成 し て , 強く 論 弱 し て いる 場合 が ある 。 組織 像 の 成 圭 , ARPA CHBORMEAET S 
事 は 困難 で あり , 矛盾 が ある 。 腫瘍 の 良 悪 性 の 別 は 休 ほ 松 討 を 要する 。 

家 半 に は 甚 し く よ く 特 発 性 腫瘍 を 発生 する 系 統 が あり , 特に 消化 器 系 と 生殖 器 系 の 腫瘍 の 好 
発 に は , 自ら 選択 性 が ある 。 か か る 家系 か ら は , 死に 籠り や 不正 雛 を 出す 率 が 多い 。 腫瘍 の 
生 は 主として 温 低 地 飼 育 の 場合 に お いて 又 あ る 特定 の 高 舎 に お いて 発生 する 率 が 高い 。 


産 族 を 主 と す る 円 色 レ グ ホ ー ン に は 生殖 器 系 の 閣 腫 , 肉 用 種 た る 名 古屋 種 に は 消化 器 系 の 坊 


腫 の 発生 が 特に 多い 。 組織 の 機能 を 極度 に 要求 する 可 く 改良 海 汰 され た 品種 に は 腫 場 の 発生 を 
それ に 要する 組織 に 有 め る 事 が 多い 。 HOT IED SAE L TO HINO HH BAGG & EEA LH 


Do 
RIE HIEOD Ly FH CRE FARMS : KEANE UCORMAMISHRROVER Ef] LCwW Ss, 
その 移植 可能 性 の 系 統 は 37 系 余 が あっ て , 各 ネ 研究 の 材料 と な っ て いる が , この うち 7 系 


f ls SZ “11,37, af wim MH-ZZ っ 自 。 SEAN 9 ZZ 7 Be ZEN 2 Asi 
CHIR, 大 同系, KE ® ve 本 系 , ve 本 系 , RE be ie A452 AR» FR iy SOR» 伊藤 未 ) は 吾 その 待 


Im “Tr & 7. 
/ ゃ も の で ある 。 
“We 


RO AMCUIRGNOAL SF, MOV BROMHICY, 移植 され 香る も る の が ある 。 又 狂 揚 組織 


ト 発生 し な く て も , SOMATIC FC COMAICIR GY SALE SMS SO, RAIS Ua 
性 を 有 し , HICH, 7) eo) rich, ILO PLE * OFFRAHER CH LC 
る 。 起 原因 子 は 90 mee 以下 程度 の 大 さと 推定 され る 。 BUSSI EC RIS AL, MABE 
が 出來 , 電子 題 微 鐘 に よる 検索 で 一 種 の 円 球状 小 体 を 得 。 家 建 肉 性 に は 中 和 抗 体 の 産生 が あ 
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粘液 肉 
氏 染 色 法 
明 し た 。 又 化学 分 析 に より 主として Acid polysaccharide な る こと を 推定 し た 。 

主 成分 を な す 紗 鍵 形 細胞 は 長 さ 41.16 /, Mode 37.3 /, 標準 偽 差 14.9, Hi 8.141, 


1 イニ rar 


Mode 8. 
i, Wash 
ko CH 


染色 上 の 3 


仮性 好 


4-7 
y ah さこ 





BE <A 


合 (に お い 


REA 


ltt, 電気 泳動 装置 に よる 血 般 算 貼 の 分 析 , 其 の 他 等 々 。 
嘩 の 有する 粘液 様 物 質 は Toluidin blue に よっ て Metachromasy を 早 し 旦 つ Hale- 


に より , 精液 及び Hyaluronidase に よっ て 分 鮮 す る 物質 RE 


4/ 標準 偏差 3.39 OLS SET, 球状 に 近い も の が あり , 細胞 休 内 に 
駐 原 を 有する も の が ある 。 有 座 無 糸 分 像 像 を 見 る 。 位 相差 題 微 鐘 に よる 生態 観察 に 

Leo 7BORRRE LOW LAB L, それ ら の 佑 弄 的 状態 等 を も 概 し 得 た 。 有 文生 体 

知見 を 附 加 する 。 

酸 球 は 腫瘍 の 常 在 成分 で あっ て , 発育 の 良好 な 時 に 丈 に 多く , 散在 し て 紡 雛形 細胞 間 

メー 部 は 集 園 を 作る 。 


は ある が 常 存 成分 で あっ て , 腫瘍 が 発育 を 佑 止 し た 場合 に は 少な く な り , 好 酸 球 と ほ 


fr 


ie 


HE ] 15% > る が > 存 在 部 位 Ar は 多少 Is 


KAM O% HAL SAMA SAS II EIBACH, HERMZTOURITIENRL, 3 


LER, 形質 細胞 等 が 浸潤 性 に あら われ る 。 PRA -P BERIT BA SAU, 


tt ー マン イロ a 
て は 著 明 に 発現 する 。 


+ 


腹 濾 液 を も っ て 実験 し , MRT LE L, ZART Ko Che , 僅か 数 時 


て 第 一 に は 好 酸 球 , KC HERO AE PREY, し ば らく に し て 血管 外 囲 に 細胞 の 培 生 


血管 外 膜 細胞 , 結 締 織 母 細胞 これ に 奥 り , これ ら 間 葉 細胞 の 増生 と 共に 粘液 が 形成 


され て 枯 液 肉腫 を 作る 。 発育 が 佑 止 され る と 粘液 の 形成 傾向 が 減少 し , 繊維 性 と な り , AREER 


Lyte Fig 
OmU 
大 時 


5 lt 
し 一 や 月 
の ~ 
ADA Oo 








Felle - れる 場合 ED Wee i, い まれ も 結 締 織 性 


胞 設 と 結 締 織 母 細胞 訟 と が ある みか: MINE, 結 締 織 母 細胞 が , その 起 頑 を な し , 


ICH OHP ELEKTR", Eric る 細胞 は 腫瘍 化 せ し め ら れず , 増殖 態度 を 持 す 


瘍 性 を 農 尋 むし め ら れる 。 ij CLOVE 


VAPEZILAOMGEID, ウイ ー ル ラッ 性 腫瘍 は 一 般 の 腫瘍 の 概念 を の 方 向 に む ! 


め て いる 。 家 牙 肉腫 は ウイ ー ル ッ 拍 幅 揚 の 代表 的 の も る の で ある 。 EAN DH 


場 で は ある が , 常 存 成 分 と し て 好 酸 球 。 TBR AL, 粘液 形成 は 抗体 に 起因 す 


りな が ら , 画 に は トウ イー ルス の 存在 を し て 孝 て 好都合 な らし め て いる か の 如く に も ゃ も 思 


2 


BS TAL HIE 4 NACH LC O sR RAS bib BAL S_ W AAAI FA 
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++ 


; 


記 正 た る の 特徴 を 有 し , TALLHICMUBOME ETS. 4-7 AHEM OU ee 
交 と 独 瘍 の 中 間 的 共有 類 属 の も の で ある 。 
家 和 鶏 肉腫 ウイ ー ル ス の 家 鶏 体内 分 布 , 家 鶏 体内 へ の 侵入 に 就 いて : FICKEN ESEL 


た 家 の 体内 に は 腫瘍 組織 の 発生 は 移植 局所 の み で ある が , 移植 数 日 後に は その ウタ イー ルス は 


人 を 身体 内 に 分 布 さ れ , TOKKEL oT [WORE MTSE, 同じ 粘液 肉腫 が 形成 され 
っ GRE Lc 物 挿 入 , A * 折 等 Fe DHL RED HARM: 変調 を お と と < | め る と の 
形成 され aD ys, HBAS ie eal を “ET Di は ウイ ー ル ス は 分 fii され て いで て 2 is ae 


Wo AB PERE HIRE DE Eh 腫瘍 FAKE れる 場 と し て は 不適 当 で あ eo 








REAM 4 - WAL ANER EO LR, SERED I, TATRA D> B DRIED Bill 

家路 休 内 へ 如何 に し て 家 鶏 肉腫 ウイ ー ル ス が 侵入 する か , その 方 法 に 就 い て 

経 卵 的 侵入 , 経口 的 侵入 , ERENER EINER, HOP, 動物 を 介し て の 感染 等 を 
実験 的 に 研究 し た 。 

母 書 の 有する 家 革 肉 太 ウ イー ルス は 経 卵 釣 に 雛 に 値 は り , 又 後天 的 に は よく 経口 的 , BR 


> 経 麻 的 等 え に よ っ て 家 惑 体内 へ 侵入 し 得 て , 全身 に 分 布 さ れる 。 然し 組織 が 整調 を 保 て い 





J 
る 間 は ,。 その ウイ ー ル ス の み に よ っ て は 組織 の 整調 は 乱 だ され ず , EL 
DEN, TULEOKRETZErRR BR: KO TAMERS | と 呼ぶ 。 か か る 起 原因 子 を 有する 
家 基 の 皮下 へ 異物 挿入 , 員 折 等 の 組織 障 得 を お こさ し め る と そこ に 講 揚 組織 を 形成 せしめ 
双 経 卵 的 に 受け た ウイ ー ル ス を 有 す る 雛 に は 不正 雛 , SEES 8 中 に お ける 死に 傍 り , ae 


Bull, ve + tear > ト 古 ヒー 2 フュ ヘン で k SE nw ae 
itt a SEHD BROS ADD SAGE CHEWY OTC Y HEEROMA TRY SL OA FUN, 


「 先天 性 肉腫 形成 
Spa 4 組織 発育 異 党 
7” ~ | SAL ARRESTS I SE] 

IA GoD IE PREY Br 
er の 体質 x iit) ih ur 
EHO (WE ko * ERINNERT a 

RES vit ‚Sb SAINT ER ~ よる 組織 乱調 形成 
Di KEIM te A “ 
7 AMO 7s Aa 
: er She A j 
優 入 勾 腹 ae. Tr WARES 
HE AY gen EA 

AYE KO 7 voy MESES RM 
of RIO 4 AB A 
移 hi 形成 








PEN 実験 の 場合 に 於 te ALY) By a だ FT EAS a I; x oC: KH LAK fi を 接種 し た 場 全 に IAC 


+» 


{1 


> Jr! INZFHL, 水 胞 ’ 壊死 等 DRS 化 が Sz 成 さ il, KR この つう Z みみ の 時 に は > 数 日 1 て よく Serie & 
iL, 反 下 へ 令 入 し た 時 に は 腫瘍 を 形成 する 。 CWS 2 (HECHT GR BRTARE LER NO EE A 


it, 常に 陰性 で ある 。 家 著 肉 注 は 多く の 化学 釣 物質 (ペニシリン , スト レプ ブ ト マイ シン , キー 
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レ ォ マイシン, 時 波 其 の 他 の 感光 色素 等 多少 影響 する も る の は ある けれ ども ) に 対 し て 抵抗 する 。 
YW LO OKIMIGAR ROR OMGMOBAICIC, 常に 発育 を 陰性 た らし め る 。 然し か か る 
REET, その 体内 に は ウイ ー ル ス は 現存 する 。 腫瘍 の 葛 商 は ウイ ー ル ス 自 身 と 組織 増生 に 
よる 発 疫 と に 分 つ 可 き で ある 。 

肖 然 具 に お いて 家 建 間 に は 家電 肉腫 ウイ ー ル ス が は た し て 分 布 さ れ て いる で あろ うか 。 

1. 正常 家 英 の 臓器 移植 に よっ て 得 た 家 建 肉 性 , 研究 室 を 選 ざ か っ た 土地 に お いて , 正常 家 


の うち 2 


cys 


COR, 肝臓 , 卵巣 等 の 組織 を 集め て , 130 例 に つい て 523 個所 に 移植 し た が , 


例 の 可 移 妹 性 粘液 肉 種 を 得 た 。 こ の 粘液 肉 注 の うち 一 系 統 は 開 過 性 が あり , HERR, グリ モリ ン シ 


し て 抵抗 が 強く , 香 そ の 有する 家 建 肉 隆 の 性 状 と 類似 し て いた 。 


bei ich 対 
2. 正常 英 化 胎 
WIL ens, 第 6 日 目 胎 雛 の 組織 移植 に よっ て 可 移 植 性 粘液 肉 風 を 得 た 。 こ の 移植 系 統 の 騨 瘍 


組織 の 移植 に よっ て 得 た 家 黄 肉 風 。 EHRE NAGE 391 例 を 89 MORE 





は 濾過 性 が あり, 在 挫 の 粘液 肉腫 と 殆 ん ど 同 じ よ うな 性 状 を 有 し , 交叉 移植 は 成立 し な か っ た 。 


上 の 成績 か ら す る と 家 黄 間 に は 正常 の 組織 状態 を 保ち つつ 家 壮 肉 風 ウ イー ルス を 保有 する 
KDD, PRPKOR ADS SB, 


各種 の 実験 を 行う に 当て は , BEER kL ORAM 4 MARR ALCOR ET 
備 試験 に よっ て 人 雄 め て 後 使用 し な く て は な ら な い 。 
家 鞭 肉腫 の 組織 轄 換 に 関す る 研究 : 可 移 植 性 で あみ っ て ウイ ー ル ス を その 起 原 因子 と 仮定 ミ れ 
る 家 薄 肉 幅 の 系 統 は 数 種 が ある が , 本 め て よく 移植 され 得る 系 統 は 常に 粘液 肉腫 の 組織 像 を 有 
を 原種 と する 系 統 。 現今 粘液 肉腫 像 と し て 移植 きれ て いる 系 統 の 原種 に 


igi 7c > hi Lk PAH mm の も の は 殆 ん ど な く , 各 HD FE ME 7: St 組織 像 を 有 【 し て いた も の が 多い が , これ 


DEG CHADD SIMARD TH IRAN S Th TW S, 
2. Lei TORR, 3 系 統 が ある が , いずれ も 2,3 代 に し て 上 度 性 分 を 失 て 


粘液 肉 入 と な っ て 移植 が 固定 され て いる 。 


EN) SHE LMSC Hy RE OHR OL DO FAN RA EL TB Sa, 又 た と え ぇ 原種 


cl 


同様 像 を も っ て 移植 され て いる も の で あっ て も , その 移植 経過 中 に , 又 あ る 種 の 処置 を 加え る 


+ 粘液 肉 風 と な る 。 類 液 肉 午 と た ら な いも の は 移植 が 不安 定 で ある 。 


- N . I 


AOL, BEHRENS ROHR 72 


EERFTERE Brick OME CIMA LM el PEN ete 
び , FRIMAMOBE cB L, HIKAMDLOMER ENT DEE OR ER EI TI 
1. RUT SRL RER CER, BRTIC REN ERST SEHK a Hk 
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せ ず , 繊維 性 と な り , 移植 の 不良 を 來 た す , 好 酸 球 , HZ RROMAMFS, 

2. 家 規 に 人 工 的 骨折 を お こし その 部 に 家 商 肉 種 を 移植 し た 実験 。 骨膜 の 細胞 が 茂 生 し 粘液 
ANGLES 5 BIER, 団 骨 風 様 の 組織 を 形成 し , これ ら 組 織 の 増殖 が 粘液 肉腫 を 凌 鶴 
する 事 が ある 。 

3. 下 移 粗 経過 中 に 円 形 細 胸 肉 隆 を 得 た る 実験 。 皮下 移植 経過 中 に 円 形 細 胞 肉 性 を , その 
これ は 3 代目 に 一 部 粘液 化 が あら われ , 其 の 後 は 再び 粘液 肉 性 と な っ 


移植 部 度 下 に 生じ た 。 と こと れ は 


下 移植 経過 中 に 細 装 肉 隆 を 得 た る 実験 。 次 献上 に も ある が , 時 に 細 装 肉 隆 を 形成 す 


ーー 
が 


る 。 移植 性 は 正確 で は な い 。 
5.、 家 閉 の 眼球 内 に 移植 し て 面 管 の 多い 円 場 を 得 た 実験 。 家 鞍 の 眼球 内 に 移植 し て 血管 風 様 


の 組織 を 得 た 。 





6. LYRICAL CM (OLN EK, WP OMENIC RIE AIK 
を 移植 し て , AVE AICS es eB LOZ, CALELVR BCBS SL 1 代 は 黒色 細胞 の 
Kerr, 家 鳩 に 移植 する と 1 代 よ り 己 に 黒色 色素 を 失い 粘液 肉 往 と な る 。 BHR ED 


SI EHRHEL TEE NE HZ, 


7. BACKEN RE ANNE FER LAA OINEDOTRERE, IR LIS RR A is 
時 に お いて , SOR LAME ARAM CAR HAN FT SAD 3, 

8. KEOEEREN FE RADE 

9 家 規 の 舌 紺 織 内 移植 実験 

10. 剖 丸 内 移植 に よる 精細 胞 の 態度 。 家 郭 肉 流 の 移 丁 に よっ て 一 時 精細 胞 ら 知生 が 星 盛 
と な る が , AMOMKT SICPFET, これ ん ら は 破壊 され る 。 

3 腸管 芯 内 移植 実験 。 腸管 粘膜 を 機械 的 に 損傷 し て , そこ へ 家 革 肉 腫 乾 燥 示 を 移植 す 

Sr, WP ER AMOR ANS AGE LOTS. 結 疫 状 , EVAR, 浦 其 性 肥厚 型 等 の 壇 殖 組織 を 


作り 9, EEO SiH S, 移植 に よっ て は は 上皮 の 増殖 を 見 ず , 粘液 肉腫 を 形成 する 。 
NER HE & HA LZ 
12. SE Hz oki, Kloake IKEA GEH RZ ALL C, LON & AIC 


認め た が , それ に 一 部 粘液 形成 が 儲 っ た 。 





TOWED MEY RRB, PD NHL, SON REACH RZ 


a 
FSH L CURE OLGA % Gib 7 

14. SESTEFERN BE SE METZ KEANE ONE RK ETA LH AI 
IG LARISA PRIA LH OH % ap FEIT BB EZ 
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rea 


作 ソラ HD ei 


Aydt; テー ク 日 2 
AIL 1 So 
ity 
sy, 
i 
vio 
グ ゝ 


BET や ロー ニー ジジ. と の 問 生 組 織 の うち に 慎 
た 。 然し 淀 に これ らら 新生 組織 の うち に は 














家 嶋 は 家 旭 肉腫 移 定 の 不適 当 動物 で ある が , KT 


め る と, 一種 の 肝 肛 便 変 と 肝 細 胞 増 殖 結 部 を 





れ が 移 還 を 形成 せしめ る 。 鍛 し この 変化 し た 財 臓 を 他 の 家 革 へ 移植 する と 粘液 


年 々 は 試食 後 計 錯 形 成 こ 至 る まで の 時 期 を 計 騰 組織 斉 一 上 任期 。 LEBER 


計 生 期 , ea WEES TRL RIE 






っ me HH)» ZAI ー 102 In 
う HC あの) Pen ah AX t 


EL CHIRAMLILO FROME e LCE LM CMG CIB Lab ey 





AREER POURED UPYEL, これ ら 組 織 の 移植 こよ 


0 


Cit, 実験 に よっ て 喚起 せしめ た 他 組織 成分 の 増殖 は 和伸 ら れず , 常に 粘液 肉 姓 と な り , Ma 
西 に 対し て 極め て 不安 定 で あ DS, BM SH | 7S 腫瘍 手 と し て な が く 不 


E た らし め 得 な い が , 幾 分 の 夫 殖 を お こさ し め る 事 が 出来 る 。 家 芽 の 特発 性 腫瘍 つう ちこ 


場 性 組織 培 殖 が ある 。 


SS 島 類 に 発 六 性 物質 を も っ て 肉 幅 を 形成 せしめ た 文 





(RF 


WH z 
NE ARI を 得 た 。 





の ウイ ー ル スス と 


o-Amidoazotoluol, Dimethylaminoazobenzene の 家 員 へ の 長期 試食 こよ っ て 肝 弁 A 


の 肝臓 便 変 及び 


自然 界 に お いて も 


5 04 Kg 


WWCHS, AH 


KI = — 5 Pyne, 





b>, Beck: 


(E7o Bit LTD Do 


Ah 


し, Kr Bite RIOR ILIA LANRO MLR N: © 


- Lewin, RR PICEA L TAROT, HH 





CT FEO] FB BE & ft 725 
efi LH ZC RRA ERLERNT, 1 例 に お いて 可 移 植 性 粘液 内 


ト っ て 人 答 た 可 移 植 手 獣 坦 は 粘液 肉 風 の 組織 像 を 有 し , 注 過 性 が あり , wh 
に る 抵抗 力 が ある 。 大 島 系 肉腫 と は 発 疫 上 こと な る 。 然し 他 の 肉 幅 系 統 
の 混 染 を 完全 に 否定 する 事 は 困難 で ある 。 
ーーーf 是 
= 一 便 
日 腔 底 の 訪 牌 表 被 瘍 , 骨 の 乳 叶 腫 等 々 を 形成 せしめ 得 た 。 肝臓 の 一 種 の 便 変 は 


家 共 に が て は 住人 認め られ , 及 肝 牌 大 の 他 も 特発 性 に 認め られ る が , bie £2 


で は 自然 発生 が 殆 ん ど な い 。 


GR KHOBRANTEAL TAN ITED, Too CE RIK 
WEARS Ko CHRIS FA IRAE iD DQ RO NANNTE 


トロ トラ スト の 皮下 注入 に よっ て 肉腫 を 得 た 。 


CA 上 L 的 発 痛 刺 戦 を 加 を る と , こと に よく 粘 液 肉 星 を 形成 する 誘発 條 件 と た 


212 














Do EEE & % 


る 事 は 出来 な い 。 FEED 5 SICK EEHEMETT LA TA 


f; 


2 ChE epee LT REAM IT Rick TH | 


xe 1° 2 | Se ー コー EA ple At po eae ee ene 
HL た や OD Vi) Qo 3 LL MST ND 5 EEE る その 例 に の る 。 74 a th} 


臓 硬 変 が あり , 人 の る の と は こと 


家 鶏 肉腫 の 本 態 : * 
FOR A 


7] 


1 





な る が 著 縮 性 , 肥大 性 が わけ 』 


fr 


TS Py iit AE PA OPE ONAC am O, 粘液 形成 を 認め る みい 、 


—NIO EHESTEN SERCH SLAC, 生体 に ウ 


AIA L CPG Ze SH] AYA N APERIC HAG TS SKE OOD BICAHAL YS, Hit 


ar ATEN ESP AN & AAR LD eM a INT, OPEN IC HIST SALI a> 


£7 


Y 


agit CHEE La 
Cit, ウイ ー ル スカ 


ルス の 量 と は 併 f {tl 


Po ウイ ー ル ス は 細胞 を { CES {caer | め ぬ め 57 


* て の 組織 内 に 存在 しない 事 も あり 得 て , 必ず し ゃ 腫瘍 組織 つ 発 育 と ウ 





LTE, DI SE MEAL ARO FF 


* 





, 粘液 形成 を お こさ た な い 場 


で ある 。 抗体 形成 は ウイ ー ル ッ 性 腫瘍 の 特徴 で ある 。 FREI O3 SI RE FILE FI EN} 


{FT SIO 5 Fi 4 — VL AMEMIGLA Sn] FMAM SCHAI, KEES WG L Az 
TRAVEL EON ECHS, 
TPT KO 7 WE EME MS ER L-CS REPEC > PE RAOWNM ES AIL, 3 HID 





Kit 27e, BS He 


PONG IL SPITE LORRI Oo, 遺 過 性 を 有 し , 乾燥 


張 は 形成 し て いて も , その うち に は ウイ ー ル ス は 人 存在 し な いか 或 は 信 


OOD, 内 臓 組織 内 に は ウイ ー ル ス を 有する 事 が あり 得る 。 こ の 幅 瘍 は 偶発 以外 に , 7° 


植 が 陰性 で あっ て る ぅ Cis 7 4 — ル Ac ta | ne 2 5 FE も © と BEZ る 事 % 出 AS ix Q o 





の 模 を 観察 る 上 


に お いて 高い 償 値 を 有 し , 又 家 翔 肉 購 は ウイ ー ル ス 柱 腫瘍 の 代表 的 つ 


と し て 紋 揚 研究 に ある 一 部 の 基礎 を 提供 する 。 


Pt = 
RMSE ESB fe 4 
CHyET. K2t 


BG AMS HD HH THE HR DER k 5 T3423 Second factor 


NBM TS Sa A PERE PES (EAC SE, 


『 は 明か に Virus 以外 に Second factor が 必要 で ある こと が 知 ち られ て いる ぅ 。 





た 。 即ち 現在 知ら ん て いる Virus 性 腫 境 は 一 般 に Second factor が な く て は 貴 場 が 出来 な い 


GED CGE RAD 
決し て 偶然 の - 一 致 で 
ERZUWERLATZIRBH HI LOHN TERORREIHELK, 


1) Hoden の Zn-teratom 2:-—}E OPR(EC Anal te SLY Pic 表 る か 理解 に 並ん で いた が , ch 


吉田 富 三 : 非常 」 


な い zu われ る o 


頭 性 感染 の 動物 に 避 過 し た 時 に 出来 る と いう 牧 説 と 理 Br ‘p>? 
2) Virus が いて も , 細胞 が 増殖 状態 に な けれ ば 感染 し な いと いう 点 で す が , ROUS ity > 


rhe a 
| と いっ て いる が, 


と y 


Kent] is [ir | LEER EMC HTN a? 
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ler ae Virus も 同村 に Second factor が 必要 で あう る ・- 





HD] IDEE Bit GE pies Coe = | . CHE % {Ac | EN N End (lz ~ Bil 2 ae Wiles Se に 








10 数 年 前 に ハト に o-Amidoazotoluol を 2 ヵ年 (10 MEET) 食べ させ た こと が ある が , HF 
記 は 生じ な か っ た 。 これ は 笠 告 の 機会 が な か っ た の で 追加 し ます 。 
ee 私 共 は Virus 2. L DU CRELRBOMMEE HALTS OC, RFORGAR 
it hhd THIRDS LOCHS, PILED DIB EA CHS rd, 角度 の 異な っ た 質問 で 
ショ ー プ の Virus PERRET AS EM ICR ok LORDS EW DBR 


ap 







な 


と な っ た 細胞 反応 が 起 る が , ZU Virus の 加 織 細胞 に 対す 


が あり まし た な ら 承 り た い 。 


urn 


シイ リー は 私 は 前 か ら 定 営 存 仁 に 


is 


"AWTHELE, Kh LMG 





て の 御 考え と , RAMS OBA Hid OK AAU OFF as 
2 学 的 er BRE *D sie きた い 。 

RAGE | ROUS fir 244 tr cE CH ICT BS AE OARS & FE 
見 し , 以後 比較 する 処 が 多大 で あっ た 。 藤浪 門下 の 多く は 本 腫瘍 に 関 
研究 に 一 時 は 参加 し た の で ある が , 多く は こ 反 し て 大 誠 教 授 は その 全 生 涯 を 通じ 
in, 之 を 大 成せ られ た 事 に 対し て は 我々 も 感謝 すべ き は 勿論 
成功 を MEER も の で ある 。 

HOCH KO) に よっ て 
明か に ずる 事 に ある 。 両 し て 本 


の 代表 的 研究 者 で ある 大 誠 教 授 て (その他 わ 











MR HT < ROAR ONE Ti 





A FR OR 


ER ir 
研究 の 核心 を な す も の は 正 






反 体 道 伝 子 に 変異 を 起 し , 腫瘍 細胞 に leben を 起 - 


再 移 西 す れ ば 移 征 は 陰性 で ある 事 を うか ヵ 


と ら か が いま し た が , その 導 症 が 如何 な 


て 純 和 症 の 形 を と る も の が あり まし た 








訣 ぶ 。 此 比較 腫 場 研究 の 成績 は 汎 く に 万 り 成 績 を 


ぶ 用 レ 得 ちら る か と の 問題 が 用 て 来る 。 私 は Malignant 
まう 現象 な らん , 従っ て Virus 原因 の 存在 が Malig- 


r 計 人 工 棋 な る も の は 上 度 増 殖 の 状態 に な る も の 





ん , — Hypothese 4 #2. Titik DES. 


ABE: EHEN ARWHYAMy 4 られ る の は , 一 定 の 特異 性 及び 非 








eS + ER REED -C A る が :。 DIE そ の 機能 を 発揮 レ つ っ あぁ る 細胞 

St 区 え し め ち られ る の で Lb S, NHS MPI (L483 O AN 

ち ぁ る 限ら ちら れ た 奉 に の み に 形 成せ られ る 。 私 は 1 AE 7h RG SEAL ane みて いる が , 未だ そ 
DENE, 丸和 内 に みた 事 が な い 。 レ し た 事 も ある 。 







な っ た er HT REBAR 
SEFSHMHD, CT, 一 見 睡 


に し く な く な る 炎 の み と 思 われ © F Oo E% os 
fi ao oe テト 生生 うー - っ 
7 は 未だ な い 。 EC HERTS. 肥 下 へ は いる と 





こ は 好 酸 球 が 現われ その 後 他 














4) 
AL 
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DME DHT DS. HEMHOFEDZeHERK, CHEMORMABHMSTS LAROTKE BE: 
> COMBA E33 CHAD, —-ÜRKY 4-2 ROHR CLES 5er iD 


る 


1 
iL2o 


KHEN HARDY AT AH OR CHS, HAN RAOHICH TOASTS 
3, 他 に も これ に 関す る 研究 は ビ に 行っ て 報告 し て いる の で 御覧 願い た い 。 
RIGS, HE MEN BHLMAL, 今後 勉強 致し ます 。 


51. 滝沢 素 マ ウス 腹水 冶 の Pyronin-Methylgrün 
染色 所 見 , 殊 に 吉田 面 瘍 と の 比較 研究 に 就 で 
小川 勝 士 < 岡山 大 学 爾 理学 教室 
On the pyronin-methylgreen ne of Takizawa’s ascites 
cancer of the mouse, especially on the comparative studies 
with Yoshida tumor. KATSUO OGAWA. 
ii 邊 量 間 に お いて リボ 桜 酸 の 増加 する こと は Caspersson, Stowell 等 多数 の 研究 者 に より 


> られ た 所 で あ り 更に 浜崎 , HA, A hit RNA が 間 葉 性 狂 場 細胞 で は 不定 形 且 潮 居 性 に 


hide X られ 
現 む る 傾向 を 示す の に 対し 上 皮 性 の それ で は 多量 且 明 腰 な 頼 粒 形 態 を 示す こと を 指摘 し た 。 他 


Wie, 永野 は 組織 内 リ ボ 桜 酸 証明 法 と し て Pyronin-Methylgrun 染色 法 を 用 ゆい 吉田 星 瘍 細 


胞 貸 内 に 類 円 形 紅色 の 美しい Pyronin (P ェ 略す) 背 灯 が 多数 密 に 現れ る こと を 証明 し 之 を 


FoR L LC HEB MNO NHS (EAR IER D7, BD PERG 48 時 間 位 迄 は 艦 遇 細胞 は 正常 像 に 近 


いかが 


1447 


91) 


拠 を 


征 ネ 可 染 性 を 夫 し 日 胞 休 が 丸 味 を 常 び て 稀 に 細胞 質 内 に 少数 の 役 細 な P 尿 粒 が 現れ ( 刺 戦 


“Hi 


を 


2 一 3 日 後に は 多 中 心性 に 夫 列 し て 区 第 に 貴 瘍 細胞 に 移行 する が 4 HEIKE EL UV CH 
移行 期 ) の を 認め た 。 こ の 事 は 吉田 星 場 の 母 地 が 体 只 上 皮 衝 で もろ と いう 許 に 有力 な 論 


hm を 大 。 然 ら ば 腹水 性 瘍 形 能 を 示す 他 の 幅 瘍 殊 に その 母 地 が 外 肛 葉 性 で ある 事 の 明か な た 場 


wHA [Oo 


FLOM, WBORBSAT IK Rt ING STE eE STHAD A, 私 は 浜崎 教授 指導 


ayy 
t/» 


+ 


BZ 


みた 。 EN SHENE 


NZ VRR ER RO ER & TVA ANIC HE L THE OHR 
系 マウ ス の 皮下 腫瘍 を 細 挫 し 生理 的 食塩 水 を 以 て 約 2.5 OR ATED 15g 


OFT AOWPEN 170-4 9 0.28 の 割 に 注入 し た 。 移植 後 逐 日 的 に 取 水 塗 抹 , BIER NE 


に 捧 印 及び 腹 遇 で 切片 標本 を 作り 硫酸 鋼 加 純 了 アル シル ュー ル 固 定 の 後 形 の 如く P 一 M 染色 法 を 行っ 


/ こ o。 | 
Ate 


PEER AER LMP IPILE YL OWS X ZO— MOY OFIRTHERICE HL BHM LEB RA: 


CIE + 7 ADP O HLERICIE AM 2 I SOMMMYGATIK IS HAMMEL ALO P Pika FH 
APEC BLAU BRIE EES ED TERS Ae on LISEMOL OL ZU, AHR Ct TAAL 


~ 
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ABILS Kim MEY AO ERREGT SLE, KENT LB SP is SEE 
HAS I Wim K SHEE CH pe ERLTCH E Bar SITE FRIDBHF aIcH DIL IO 


方 向 に 引 伸 ば され た も の が 多い 。 MATL VEL GE ICHS D HOSEL Sb Bau $F PM 








粒 ゃ 現れ な い 。 BSR ELTA られ ず 吉 田 腫 瘍 に 認め られ 
たい 。 有 駐 了 腹膜 切片 標本 を みる も 容 刺 部 の Carcinose を 除い て は 明 
な い 。 基 に 塗 祭 標本 に 就き 腫瘍 細胞 の 形態 を みる と 編 若 形 は 凡そ 
老化 形 は 60 一 100, に も 及び その 胞体 は 類 円 形 , 多 衣 形 , A 


3 一 0.4/ 大 類 円 形 紅色 の P MDS AR II OUR rec Me oC hi x 





の 程度 に 現れ て いう る 。 PUL RICH (IB CID EBERT OBS BBR ee 


2) PWR THE PP eM CRITI Nekrobiose CH 3 O2°2 3, 変性 の 一 つの 形 と ! 


Kunz EIS O-P RO FA PAA NEPA IC ME ZIG BORHS, KS 


ERBE < SPE % © a ARM REP R/MKOUBE IE 8 © % 


wa 
に 


Hed (Ax RR IT た WAN Oe = ER 


vw 


福利 期 を 通じ て 桜 分 像 像 が 多少 共存 在 し 他方 各種 の 概 変 性 や 融解 像 も 認め られ る 。 以上 の 内 
用 は 特に その 形態 が 時 球 に 類似 し 本 染色 法 の み を 以 て は 端 別 困 難 な も の が あり 厳密 に は 過 


届 化 酵 寺 反 應 が 本 風 揚 細胞 で 陰性 を 示す こと を 参考 に する 必要 が ある 。 又 成熟 期 以後 に あっ て 






き 表 細胞 に 由来 する と 思わ れる 大 食 細 胞 も み ら れ る 事 , 更に 瀧 沢 教 授 の 


指摘 する 如く 超 生 体 染 色 で 中 性 赤 頼 粒 が 散在 桂 な が ら 認 め ら れる と いう 点 等 重 球 に 類似 する 所 


が 多い 。 以上 の 事 は 吉田 帳場 に 限ら ず 肛 水腫 揚 形 態 を と る 場合 は 外 豚 葉 性 の 隆 瘍 細胞 で も る 澤 球 


きる 事 を 示す も の で ある 。 KEAN MAIO 





HEBT あっ て は 


54, Hp CD WAS HAH He (EA HITE ICA a in] Zr LOD 時 間 頃 死 減 細胞 の 散在 する 事 が 多い 。 2 


N 


cll ¢ Ue ABADI HL AR OL O2°4% 7 一 8 日 を 頂点 と し 


て 2-13 HEE IO FEI e ASS, 老化 形 は 9 HERE 多い が 変性 が 廊 く 11 日 





以後 は な し ろ 減 少 す る 。 通常 7 一 9 日 迄 に 死亡 する も の が 多い が 生存 を 綻 け る 例 で は 15 日 前 
後 よ り た し 以上 の 族 日 的 変化 に は 厳密 な 秩 庄 が 條 せ 
* 吉 国 租 場 の 如く 風 瘍 細胞 の 形態 か ら 逆 に 接種 日 数 を 推定 する 事 は 国 難 で ある 。 こ の 事 は 3 日 


頃 よ り 茎 に 通 水 が 矯 し く 血 性 と な BD Bi OF AF He EP Da BH Ly CHET 
< こ 対 し 本 睡 場 で は 窪 刺 部 腹 長 の 腫瘍 が 月 壊し て 朋 腔 内 に と ぼれ 落ち る も の と も 言わ れ 又 移植 さ 


APM MD HS SIC CTE AR CI— MO "IG IEETS . OD ADS RE RT ICI ¥ is 


内 する も の で あろ う 。 ARMEE 8 AHI XD Ai Mea Uay if Rit 


PER Rete 2 
い 穫 その 数 の 少 い 点 生起 | 


10 時 間 頃 培 殖 著 明 と た り 単 球 は 更に 遅れ 24 一 48 時 間 頃 を 頂点 と し て ゆる や か な 山 を 描く 採 
TCD De CAA EEE Peis kB) 
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佐藤 隆一 : ARIAT OR > DAS 2 HF > Zızıt Pyronin-Methylgreen kt» 1, Bb iF 

Be Cy AR a HAL TER LADE 
が な いと いう こ ~ LIS ARS EBEN > HKD Lu 51 

(5 EERE © PRPC AS 異な る か ら 

ARR BR: 滝沢 系 腫 揚 の 人 拒 膜 控 過 語 本 の 此 膜 細 胸 に ビ ピロ ニ ン 類 粒 が 無く 吉田 腫 場 の 同様 柳本 に ビ ピロ ニ 

ン 頼 粒 が ある か ら と 玉 う だ け の 理由 で 吉田 腫 坦 が 帆 膜 細胞 か ら 変 る と 言う の で は な い 。 吉田 腫 境 の 場合 


に は ご ロー ニン 染色 に よっ て 形態 学 的 に 明 貯 な 移行 が 見 え 滝沢 系 に は それ が 見 えな いと 式 う の で ある 。 


20° HE ミナト Pee ape ee a = yy oie TY 
GHA D Tov, HEWNHR Cie way TA nn Tl 


Aicikte bie, 何と な れ 








32. 吉田 肉 衝 に お ける アル カリ 性 及び 酸性 
フ オ ス フ ア ター ゼ 反 鷹 に 就 で 


武内 忠男 , 田上 正昭 熊本 に 科大 学 声 理学 教室 
Histochemical studies on alkaline and acid phosphatases 


in Yoshida sarcoma. TADAO TAKEUCHI, MASAAKI TANOUE. 


REG 2 IB oC AN PER L787 oy FOMOK ARO RAGMLO REA ZIEL A 3 / Rn 
Ema Ue > ASAE RIL, ZONE, 臓器 組織 等 に 就 て は 無水 アク モト ン 朋 到 ア ル 
ュー ル 固 定 後 カ ー ボ ワッ クス 又は モロ イデ ヂ ン 包 埋 切片 と し て , 之 等 に 就 て アルカ? 性 「 フ 」 は 
玲 共 の 方 法 に よる 硝酸 銀 法 を , 酸性 フ に 就 て も 私 共 の 硫化 負 法 及び アン モニ ヤ ャ 硝酸 銀 法 を 用 い 
て , 組織 化学 向 検索 を な し , 更に 腫瘍 細胞 の | フ 」 反 應 に 就 て その 組織 化学 術 性 状 を 松 討 し た 。 
BEOHMELTIESV © BEAR Y F aldi 

実験 成績 の 総括 

1. Wet: 塗 抹 標本 で アル カリ 性 「 フ 」 反 應 を 示す も の は 好 中 球 に 時 と AK 


ul 


Win EC Ar Da SSH PEC REY aut ¢ ICIS PBODHE CH 5, Mi 





に は アル カリ 性 「 フ |] 反 應 は 殆 ん ど 証 明 で き な い 。 酸性 「 フ ] 反 應 は 好 中 球 , EFRRERITIT lt 
大 食 細胞 に も 又 腫 瘍 細胞 に も 種々 の 程度 に 証明 出来 る 。 好 中 球 に 最も 強く 次 で 大 食 細胞 , 好 
酸 球 一 部 の 幅 揚 細胞 の 順に 細く な り 球 や 幼 若 な 腫 坦 細胞 に は 陰性 の つも の も 可 な りあ る 。 
興味 ある の は 腫瘍 細胞 で 水素 イオ ン 濃 度 に より 陽性 部 位 を 異 に する こと で , pHS.6 一 6.2 
利 半 で は 主として 原形 質 に 帰 く 証 明 さ れ 桜 に は 弦 い か 陰性 で ある が pH4.1 一 3.19 OMB CS 
Si LC RIT FRNA IC BPE CU ELIT IS RD CHODREHE CHS, pH5 附近 で は 原形 買 に も 桜 
同 程 度 に 証明 され る 。 浮 ち 組織 化学 的 に は 桜の 至 適 反 了 應 は pH3 一 4 に あり , 原形 質 の そ 
れん は pH5.6-6.2 に ある 。 原形 質 に 陽性 の 場合 の 所 見 は , その 弾 陽性 の つも の で は 原形 質 内 に 
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FAN RID DER BEE TOR ODBC Mid — PITAL TER Bar, PRE yy 
ED OTILPAEHEO MIS BHEOK/ MEL UL TRIERER SV BELTEHER NET 
ヅ ジー ル ョ ロゼ ッ テ の 人 存在 する 部 位 に 陽性 に 現れ る 。 ア ヅ ー ル ロゼ ツテ より も ゃ 酸 仁 「 フ ] BCMA 
聞 粒 の 方 が 一 般 に 造 か に 多く , 又 そ れ を も つ 細 胞 も より 多い の で , 両者 が 全く 一 致す る と は 

えな い 。 中 に は 極め て 直 大 な 酸性 「 フ | 反 應 類 粒 が 認め られ , 稀 に は 略 ネ 円 形 の 底 胞 様 の 変性 
と は 別個 の 原形 質 封 入 体 の 如き 陽性 部 位 を 認め る こと が ある 。 腫瘍 細胞 の 形 の 動き と 原形 質 反 
應 の 強 さ と の 間 に は 下行 関係 は な い が , 一 般 に は 分 像 殊 に 有 締 分 像 像 の も の 及び 期 の 初期 の 
も の に は 陰性 か 微 勇 陽性 で , THRE PMOL OMA L OMG, fif LI < BEIT BA > 
た も の や 壊死 へ の 傾向 に ある も の に は 再び 懇 く 或 は 陰性 と な っ て いる ぅ 。 桜 反 診 の 所 見 は 桜 全 体 
が 滴 藤 性 に 或 は 一 局部 に 限局 性 に 串 粒 状 力 至 着 染 状 の 陽性 反 應 を 現 わ し , HA TH ODS 
陰性 の も の まで あり , 一 般 に 桜の 場合 も 赤 幼 若 な 腫瘍 細胞 の 桜 に 陰性 で 及び 目 期 の も ゃ の に 紗 
く 陽 性 で ある 。 

腹水 星 瘍 細胞 の 酸 手 「 フ ] 反 應 は 基質 混合 液 C 1 2% チ アン カリ 溶液 , 局 方 ホル マリ ン を その 
十分 の 一 量 夫 え 々 添加 する こと に より 牙 は 那 化 ツ ソーダ を 0.02M 今 ま し め る と と に より 出現 し た 
Ed, 又 グ リセ リン , メタ ノ フー ル 及 び ア ル ュ ー ル 等 を 基質 混合 液 に 十分 の 一 量 加 える と その 
反 應 が か た り 著 明 < 減 到 す る 。 塩化 マグ ネ シ ウ スム は 基質 混合 液 内 で 0.005M 一 0.02M の 範囲 で 
は その 酸性 [7] KH L 32° 0.05M 以上 に な る と 邦 っ て 減 器 する 。 こ と の Mg’ oO 
酸性 「 フ 」 反 應 に 対す る 影響 は 特に 注意 すべ き 所 見 で ある 。 

2. MT: 組織 切 諸 で みる と 酸性 及び アル カリ 性 「 フ ] 共に 新生 血管 に 状 明 に 陽性 
に 証明 され る 。 又 独 郊 で は 血管 周囲 の 腫瘍 細胞 が アル カリ 性 「 フ 」 反 應 を 示し 周囲 へ 洋次 弦 く 


な っ て 語 E 明 さ ょ れん る の が 認め られ る 。 同様 の 所 見 は > BE WES FD [7] DEREK AR OSE I IK 
DENN LA SISTOS AA IE [7 | KH Lit WOK tL ey 


る が , BIAS PERO BIE (LO SBA» 5 MLA) N CIE ER OLEE TO (LO BRIBE ょ り 他 の 陽 任 
HOHE ZVTAWLATWSOT, HHO 5 BUERMECIShWDPLEATHS, TOM 
HME L OBST: ZEAE L YDS, 

3. AMIS 2 百分率 で は 経過 と 共に 好 中 球 が 比較 的 多く な り , 「 フ ] BMA ES 
の 大 部 分 に 証明 され , 全 経 過 を 通じ て 著 明 な 変動 は な い が , HERO) SKK TOM 


性 原形 質 陽性 反 應 が 陽性 率 を 培 し て くる 傾向 を 示し た 。 後期 に 現れ る 血 中 腹 瘍 細胞 の 「 フ ]」 反 


4. 一 般 臓 器 に 就 て : 酸性 及び アル カリ 性 「 フ ] 反 應 共に 対照 と 組織 化学 的 方 法 で は 大 差 


を 見 出し えな たい 。 腫瘍 細胞 の 培 殖 菓 で は 腫瘍 の 所 見 に 準ずる 。 ( 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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Mi 
吉田 軍 三 = リンパ 球 に は 陽性 に 出 な いも の で し ょ うか 。 


AREA: 吉田 肉腫 の 発育 過程 と フォ ス フ ァ ター ゼ 反 応 と の 時 期 的 関係 に つい て 多少 明 腔 を 欠く BD 
ある と 思わ れる 。 我々 が 行っ た 研究 の 結果 は 示説 I で 供覧 し た 通り 両者 の 間 に 極 め て 容 接 な 関係 が ち 


る こと と を 認め た の で , それ を 追加 する 。 

BASS: BREN 貴方 の 到 わ れる 原形 質 反 応 の み で その 強 ミ の パー モン テイ ジ を 出し て 
っ た 成績 と な りえ ます 。 何 散 な ら ば 肉腫 細 胸 の |[ フ | 反応 は 酸性 域 で は 水素 イ ォ ン 濃 変 に ょ 
形質 に 出る 反応 に 強弱 が あり ます し , pH の 洪 に ょ っ て 原形 質 に 「 フ 


7 Risa HS cL LAS LE 


く 出 る こと も ある か ら で す 。 経過 を みる 際 は 反応 條 件 LOWER 1 + VRE) を 一 定 に する こと が か が 
必要 で す (その 都度 補正 する と と )。 MAMAN OFS ELBE L u こと に も 注意 する 必要 が ある 


と 思い まっ 


吉田 氏 に 対し 一 般 に 正常 で は リン バ 球 の 原形 質 に ける アル カリ 性 及び 酸性 フォ ネス ファ ター ゼ 反 応 
は 陰性 で あり ます 。 核 に お ける 酸性 」 フ ] 反応 は 水素 イ ォ ン 濃 度 が pH3 附 近 に 近づく と 陽性 と な りえ 
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53. AR UEP NESS NEN 


海野 源太 郎 , 武田 進 , 市 田 文 弘 , FEAR, CK) 
Cytological study on human and animal tumors. 
GENTARO UNNNO, SUSUMU TAKEDA, FUMIHIRO ICHIDA, 
SHIGERU MORITA. 


材料 は 京 大 病院 手術 例 を 主 と し , EAGT, VE DIEBE 2 7, Nat 


は 胃癌 45 Bl, SEHR 22 Pil, FLA 24 例 , 皮膚 癌 9 Lia 8 Al, Feo fit 144 Pl, IE 
長 の 他 に 属す る も の は 細 潮 肉 星 7 例 , PEACE 7 例 そ の 他 計 51 例 で ある 。 塗 扶 染 色 標 本 
に よる 腫瘍 細胞 の 観察 の み に て , 大 体 の 診断 は つき 得 , AOU BEAK COL) LE eR 

造 の 観 宗 が 可能 な る 事 は 己 に 本 会 に て も 発表 し た 所 で あり , 幅 瘍 家 胞 の 特徴 は 多く の 権威 吾 の 
述べ る 所 と 大 差 な き 和 師 此 負 に は 触れ ぬ 事 と する 。 

新た な 知見 と し て 超 生 体 染色 , TEAR, 連 外 線 題 徴 謗 観 窒 に よる 所 見 を 逃 べ る 。 CH 
生体 染色 所 見 ) BAIA YE FAIS IC AMIS BW TH ADS DAKLO MAM LPP LE SYLOC 
ある 。 WHEA WL -P it MEF MIBORS ATS PME AR EHt, 小 , 同 大 , 散在 性 に 存在 し , 
膨大 を 米 さ 才 , 円 形 化 し た 細胞 も 此 の 特徴 は 失わ おれ な い 。 胸 選 に 原発 し た た 光世 肉 竹 は 未 料 休 の 
m 中 性 赤 容 胞 の 出現 , 桜の 切 込 , 仁 の 存在 等 を 認め る ゃ 光 思 球 の 特長 の 男 囲 を 出 な い 。 
REA FE Cts SAMMY FE, 桜の 肥大 , HRAKOM MNS BD SU EIRO FE KOHRTE, 
ALANIS ED AREER KD OPE TASIBD BAL S, PARSE A AO ee AE BED EL 
DEO PRED YL Bari, HANG AsV Cit AMM tat SRR Cit Fel, PRLENCHR IE 
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KITA ORI tt BUNS PWM PHA LBIET S MERE I WV TIE -P PTE LZRE 
2 ATO (PIO KRONE ED SICKLE, WHEE CHOSE OH on 2 Hi ik: 
Opi, 大 さも 統一 性 が 失わ れる 。 EAT AILEROBASREO FR FI HET SHBICH 
染 性 で ある 骨 粘 有 出 細胞 が , 冶 化 し た 場合 は 他 の 韻 と 同様 に 中 性 赤 頼 粒 が 多数 に 見 られ る 事 で 
ある 。 円 柱 上 度 癌 は 腺 上 友 交 と 軌 を 一 に する 。 所 詩 印 環 軍 胞 を 作る の は 此 れ で あり , MEE 
発 壇 の 灯 液 変性 は 認め な か っ た 。 

由 柱 皮 が 円 形 化 する に つれ 中 性 赤 知 の 減 選 を 來 し , Aldi, 終 に 頼 粒 の 消失 を 來 し 印 環 
細胞 と な る 。 位相 差 顕微 祭 に て 観 容 する と 極め て 後 細 な 頼 粒 で 充満 し て ぉ お り 均 一 な 粘液 滴 で は 
た い 。 編 宇 上 度 交 に お いて は , 基底 細胞 は 著 明 な 和 糸 粒 体 の 出現 が 見 られ , 有一 細胞 は 小数 の 散 
{ERED YEARNS LULLED Sy 次 第 に 角 化 する に つれ 胞体 が 斑 凌 に 潮 避 性 染 色 を 來 し 終 に 胞体 
FROM ER TFT, RICHT IH EHI ER ZS SBE TS SHITE 
往 に 陥っ た も の に 其 し い 。 ChE RTL) fee RIK k SRS KO MRR 
OMFS WIECH 0, 特に 細胞 の 超 生 体 染色 不能 の 場合 極め て 有利 で あり , 細胞 の 相 末 関係 が 
され る 。 特に 桜 構造 の 観察 法 と し て , 超 生 体 桜 , 仁 , 染色 が 正確 に は 死後 , 死 戦 期 染 
で ある 以上 , 皿 の 生 細 胞 の 桜 を 見 得る 点 で 現在 唯一 の 方 法 で ある 。 腫瘍 , 血球 , Ei, FRE 
組織 等 生え の 細胞 を 概 し た 結果 , 桜 仁 の 形態 を 以下 の 婚 種 に 分 類 し た 。 I) ER BER, 各 棒 





状 つ + OD; ibe He し いる る の 。 I Die & “ALO 2 や 5 の が 万 ICH 状 に 連山 され た きゃ る の 。 ID FART HE り IR 
Bank RHOBELD, N) 螺旋 状 〇 も の ( 此 の 場合 は 多く 二 重 の 螺旋 構造 が 見 


られ る) VY), 更に 盟 旋 状 の も の が 花 守 状 に 両端 を 結合 し た も の 。 以上 五 型 に 数 , 大 さ を 附 
記す に 全て の 仁 型 が 現 わ し 得る 。 多 く の 権 威 者 の 一 致し た 意見 と し て 悪性 腫瘍 の 仁 は その 膨 


大 , PROB, 数 の 増加 を 並 に 不同 等 が 挙げ られ て いる が , 我々 の 成績 も 大 体 此 と 一 致す 

る 。 JEW AMI AUIEBIZEL UT 型 で 最も 少く , 小さ いも の が 主 で ある 。 悪性 腫瘍 の 場合 は 

| Ho AK, KAWRERL 型 も 普通 に 見 られ る 。 是 型 は 細 潮 肉腫 等 に 見 られ 

3307, WV, V 型 も 号 肉 腫 , 胃癌 , 乳 押 等 数 例 に 認め た に すぎ ず , 此 れ ら は 何れ も 際 床 的 に 
HMC og 形態 の 不 摘 , MORASS Ftv CW St] IB CSW TECH EK DBE 

FHL] HOWKT SMB, MitMoHyns SWEKBE LAT SCMAKK-ELTWS, 7 

Bp Ohi GOH Bit 4RCHS, CWOMAL SO AMICPEL < APPETITE EO AMC 


IKLARTCHS 2, Hilicpbwoc 4 SHEL SC AP BAGMBOWMT SBA, その 巨大 細 


胞 の 仁 は 特異 で ある 場合 が 多く , Lito WHOM Re, FIMOMFA AIL BAR 
を 有 し た 細胞 で あっ た 。 AMELIE MER CHIN ZEEE) , 胎 見 細胞 の 如き は 1 
WORKER LO, 』 型 等 は 極め て 普通 で ある 。 一 般 に 細胞 分 裂 の 盛 な も の は 巨 大 な 仁 を 有する 
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も の で あう か ら , LOAL TEENS OD DIN HNIC A N FETD ODS, 実際 に は 他所 見 を 


放 世 考え れ は 無理 で は な い 。 GRIME TIL) St ARS TRNAS 9 WL SAL SENT SS TOM 


ん 


[th DCHO 4 RRR ITE SAL SDS, 封入 価 中 の アズ ー ル 可 染 の 物質 は 紫外 線 吸 政 を 行 


テ 


中 


う も の も 存在 する 事実 より し て 桜 酸 の 混在 する 事 を 確認 し た 。 又 超 生 休 観 窒 に より 腫瘍 細 有 
I 碧 球 の 人 入 し た 場合 が 多数 観 窒 さ ん た が , 此 れ と 封入 休 と の 関係 は 明確 な 断定 を 下 し 得 な 


の >・ ae CCAR PPT FEI ER 


BOR: VERMNEMUODLERTLORLTHHMCERENTT, 





MSPRARB: MER WORLISE Yeti. t SIG O fh ic 2E hd EE D7 A BT BEAR 
氏 の 言わ れる 如く で ある と 血球 の 分 類 , BIBL RA Ot ER ORK IE TE 
っ う 。 中 性 赤 天 粒 乃至 空 胸 と 言わ ん れる も の も 単に 老化 冠 胞 変 作 の 冠 胸 の 和み と 考え られ - 





血球 基 の 他 の 中 性 赤 題 粒 も も 一 度 検 討 き れ た い 。 


54. Butter yellow $¢&lo 7-7 +I FAWN lc Hib 
ZBBSEILOLMT (第 2 報 ) 
高木 耕三 , 大 野 長雄 、 大 阪 大 学 第 1 HES 
Effect of butter ysllcw feeding on rat liver cells. 
KOZO TAKAKI, YOSHIO ONO. 





ZERO ENT SH, DAB の 長期 投 奥 と ka CHIC Rei 


1. 長期 投 奥 実 験 。 ラ ッ テ に DAB & Abel 25,40,60,90,120,150,200 日 間 投 奥 し , 


分 を hye り 人 # Merit fr I と Bil 2 - > Bi Ey % 1,3,6 時 間 WIZ A E 





le? を 紺 織 学 iI], N a H て が HHL BR す EMIT ea デー Ze DAB 


BUN OF 


ZRERESNMRAITIFRH RR TEA SOON HEHE LAK Koma HEN CA) 





Fila: ERR G>T, BAMBARA TIAN ICE EAL Ze SAME CHT 2 itil 


ike BME S SAVANE So ZEMIN ALR EHER, 多 仁 , opie 
AO ACES BLS BERET 5. AEHOBRZULTEHNNHEL ED, RIF 
像 像 る 赤 交 第 に 増加 する 。 MILB Bis 120 日 項 よ り 現れ , Wey SEPA, 染色 体 融 着 或 は 


赤 追 板 上 に お ける 配列 等 が 認め られ る 。 Ce) 脂質 及び リポ イド に 対す る 影響 は 早く 現れ , & 
用 時 と 難 大 量 に 現れ 財 脂 化 を 起す と 同時 に その 現れ 方 も 区 だ 不 規則 と な る 。 MSA CH 
Ge oA IEG Me Oss SBN, 肝 小 葉 周辺 に 配列 せる 所 詩 Endcell 及び 巨大 
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Kr, 島 細 胞 に て は 脂肪 を 殆ど 見 な い , Cr) A taHO Endcell ROHAN 
に 怒 小 細胞 , 短 細 胞 を 除い て は , 殆ど 全 例 を 通じ て 肝 細 胞 に 証明 せら ん , 耐 も 食後 の 動態 を 示 
Sie 但し 此 食 後 の 動 き は 日 数 と 共に 2 (第 に 不 規則 と な る 。 CH) リボ 桜 酸 は 人 逐 日 的 に 不 規 則 と 
な り , 尊 富 な る 細胞 と 僅少 な る 細胞 が 混在 する 。 又 細胞 内 に 於 て も 主として 桜の 周囲 に , vkit 
細胞 の 辺 終 に 現れ る も の の 2 型 が ある 。 一 般 に 島 細 胞 , BAM) iicd <, 間 質 に お い 
て 胆管 上 度 の 増殖 し つつ ある 部 位 に 多い 。 然 し 全体 と し て は 減少 て 傾く 。 ( ホ ) ミト ュ ン ドリ 
ア に 現れ る 変化 は 極め て 多様 で , 小葉 細胞 で は 一 般 に 太く 且 胡 < 選集 し て 園 塊 を 形成 する 。 之 
に 反し Endcell ROL MTC LEMME TPES TE LH) LHS, Meee [<b J 
DER KNIE MO EHTF STEICK OMABMHL ED, その 後 「 ミ ト ] wri 
PEI RI UB ET CHA: LAMA FES 5 (150 AI. (A) VIF YRGE TY VIEKH 
に 減少 し , 同時 に 乱調 を 早 し 豊富 な る 細胞 と 極め て 僅少 な る 細胞 が 混在 する 。 た な お 両 物質 は 脂 
肪 の 多 央 と 関連 を 示し , HICK HT STILL» NEE CL 
で ある 。 な お 巨大 細胞 で は 多く 異常 桜 細胞 で は 少な い 。 Ch) フォ オス フ アタ ー ゼ は アル カリ 性 
及び 酸性 共に 培 加 する 。 ( チ ) ビタ ミン By, は 不 規則 な る 分 布 状 況 を 示す 。 Mo PBMCs 
多く 。 中 心 に 向い 減ずる 。 又 巨大 細胞 に 多く , 和 島 細胞 に は 非常 に 少な い 。 此 様 に 細胞 の 増殖 部 
で は 豊富 に し て , 異変 の 現れ て いる 部 位 で は 少 い 。 之 を 要する に DAB を 投 和 興す る と 肝 細 胞 
の 糖 代謝 は 長く 残さ れる も , 脂質 代謝 は 早く 月 され , MUTE TCT SL AA GAL 
る 。 其他 長期 に 入れ ば 脂肪 の 異常 沈着 を 起 せ る 所 詩 非 活動 型 細胞 , 胞体 内 に 液状 物 が 蓄積 し て 
死滅 に 賞 す る 細胞 , 肝 細 胞 の 異常 増殖 は 近 日 的 に 増 数 する 。 
I 中 絶 実験 , DAB を 30 HRA, 次 で 之 を 中 絶 し て 常食 に 戻し 10 日 目 及 び 30 HHO 
肝臓 を 概 し た 。 そ の 結果 DAB に よる 変化 は 30 日 後に お いて も な お 認め られ る 。 就 中 著 明 


FL く と 人 Le 


な る は 巨大 及び 怒 小 桜 を 有する 異常 宙 胞 の 存在 で ある が , 脂質 量 は 早く も 減じ て 給食 前 己 に 中 
等 量 こ な り , 旦 給 食 に よっ て 増量 し 後 減量 する 。 又 す ボ 桜 酸 は 不 規則 分 布 より 洒 交 在 等 分 布 に 
BL 全休 と し て 増量 を 示す 。 然 し 問 質 に お ける 所 見 は 残存 し 容易 に 消 を ない 。 B」 bara 
する 。「 ミ ト 」 は 形態 的 に は 極め て 著しい 捧 復 を 示し , MEBRBOKS CBF SRA 
未 状 で 整然 た る 配列 を が ボ す も , な お 積極 銘 の 動き は 30 日 後 で は 認め 難い 。 其他 糖 原 質 及 び 細 
胞 桜 の 変化 は DAB を 中 絶 し て も 格別 の 矯 動 を 示さ な い が , これ は 投 奥 期 間 の 短 か い に よる 
は 明白 で ある 。 丈 に 本 実験 に お いて 常食 に 酵母 , レ チ チ ン , WR, EF TY By を 夫々 添加 し 
て 投 奥 し , 前 記 と 同様 10 HART 30 日 目 に 松 し た 。 こ の 研究 は 目下 続行 中 で ある が , 総 じ 
TERHECHUO TE, 他 の 諸 群 より も る 居 復 が 早い 様 に 思わ れる 。 
( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる) 
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>. 細 網 肉腫 の 細胞 学 的 研究 (第 一 報 ) 
大 崎 完 一 (新潟 大 学 病理 学 教室 ) 
Cytological studies on reticulosarcoma. (Report 1) 
KANICHI OSAKI. 


Ir sind EAST OMA BRAAKET EAS, LeLaire ti vx 
Mit OFM PH CH LL LORDS, 特に 造血 臓器 以外 に 発生 し た 補 潮 肉 種 に つい て は , 好 銀 
線維 が 細 潮 細胞 の 特産 物 で な いと と の 明か に され た 今日 普通 染色 標本 ( 鍼 銀 標 本 を 含む ) で は 
確定 的 な 診断 を 下 し 得 な い 場 合 が 多い と 見 ね ば な ら な い 。 従っ て 細 汗 肉腫 の 確実 た な 診断 を 下す 
た め に は 和 肉腫 滑 胸 の 細胞 学 釣 特徴 を 見 出す 外 は な い 。 か か る 観点 か ら 演 者 は 細 潮 肉 風 14 例 (27 
回 検索 ) これ が 対称 と し て 他 の 悪性 腫瘍 , 9 ン パ 性 組織 等 に つい て 検索 し た 。 し ら べ た 方 法 は 
中 性 赤 ヤ ー ヌ ス 継 に よる 超 生 体 染色 を 主 と し , その 他 塗 抹 標 ま の メイ ・ ギ ー ス ザ 染 色 、 ゴ ル ヂ 
PRA, 今 氏 銀 反 應 , アル カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ の 組織 化学 的 証明 , Feulgen 反 應 及 
び 一 般 普 通 の 染色 等 で ある 。 UV LOAN PASH EAE fb PAF RROM Le pubic ECS 


や っ o 

中 性 赤 ヤ ー ヌ ス 継 超 生 体 染 色 所 見 : 今日 迄 の 研究 の 結果 で は 先ず 中 性 夫 ヤ ー ヌ ス 絡 に よる 
四 生 体 染 色 像 におい て 細 潮 肉 隆 に 特徴 約 た な も の の ある こと を 確認 し て いる 。 BIS 
られ ら る ヤー ヌス 株 問 粒 は 何れ も 円 形 乃 至 短 翌 汰 を 示し , その 大 き さ が 正常 細 潮 細胞 に 比 し 大 き 
く 数 の 多い の が 特徴 的 で , 何れ も 桜の 周囲 に 存在 し , 未 分 化 型 で は 10 数 個 乃 至 数 10 個 を 数 


える が , 分 化 型 で は 数 個 乃 公 10 数 個 認 め ら れる に 過ぎ な い 。 中 攻 赤 液 胞 は 最も 幼 若 型 肉 風 細 


胞 に は 殆 ん ど 認 め ら れ た な い が , その 中 の 多少 共 分 化 の 傾向 を 示す 細胞 に は 中 考 赤 液 胞 が 次 第 に 
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DRITTER, 分 化 型 で は 殆 ん ど 正 常 細 潮 細胞 に 似 た 多数 の か か る 液 胞 を 上 兄 る の が 常 で ある 。 


森 分 化 型 に 認め られ る 液 胞 は 褐色 調 を 帯び て お り , ) DONERIC RY BAL SI CHROME 
な 中 性 赤 小 液 胸 と は 負 削 が 可能 で ある 。 又 中 性 赤 液 胞 の 分 布 状態 も 胞体 内 に 散在 し 一 定 の 配置 
は 認め られ な い 。 そ の 他 細 潮 肉 腫 組織 中 に 毎 常 記 め られ る も の に 中 性 赤 液 旋 が 粗大 で 刷 湊 度 , 
ト 不 同性 共に 廊 く 暗 赤 色 乃 至 黄 得 色 の 色調 を 示す 液 胞 が 原形 質 内 に 充満 し て いる 正常 細 測 細 
胞 に 形態 上 一 致す る 細胞 が あり , これ は 間 質 細胞 と し て の 細 潮 細胞 と 考え られ . る 。 又 標本 製作 
が 組織 の 割 古 を メス で 擦り 取る た め , 出現 する 細胞 は 遊離 型 の も る の が 大 部 分 で あっ て , 切片 標 
本 で 我々 が 分 化 型 に 入れ る 腫瘍 型 で も 比較 約 多数 の 未 熱 細胞 が 認め られ る 事実 は 本 法 に よる 細 
場 の 分 類 に 慎重 を 期す る 必要 の ある こと を 物語 る る の で ある 。 Nitrogen mustard 療法 を 受 
TMA MO 4 例 を その 治療 前 後 数 回 に わた り 超 生体 染色 法 に より 比較 観察 し た 結果 に ょ る 
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(FAUT TF FH PS GA RU RER EN A 
ie MP 9677. ERD 

Some observations on the mitosis of the living malignant 

tumor cells. 4. Studies of the abnormal mitosis of Yoshida sarcoma 


and transplantable fowl sarcoma cells. 


IWAO HIRONO 


Le Vk oF FA PA AB OF RS PN HO Slee EBA He PEP ERE BIS O PC ts Wy lit 
BE SRMICOW CHET 2, 

| 観察 方 法 吉田 肉腫 の 場合 に は 腫瘍 腹水 の み 一 滴 束 い は 腹水 一 滴 と ロッ ク 液 一 滴 を 抜 杉 
硝子 上 に て 泥 じ これ を 下 板 載 物 砂子 に か むせ 周囲 を バラ フイ ン で 封じ 37°C-38°C oimk 
直下 に て 位相 差 題 微 を 用 い , 油 浸 鏡 概 。 家 建 肉 幅 の 場合 に は 軟 か い 肉 腫 の 小結 節 を 無 処置 用 

は 予め ロッ ク 液 一 滴 滴 下 せ る 被 政 硝 子 上 に と I san RN Fer LS TH 
ANE & [ePIC BRE Leo 但し 家 鵜 肉 風 の 場合 に は 39°C の 恒 導 装置 下 に お いて 行っ た 。 

I 吉田 肉腫 細胞 の 異常 分 裂 に つい て 。 

1) sp Bu LIC 0 Ze Dort, 4p Bes ikab SAIS WT LCE LIS 
(EF SDRG SIMUL KIARA L, — ke a LTS RAO (R & BA LMR ASG 

BHT AUIS RWB AOR, 細胞 溶解 等 を 米 し , BEAT SITES, 


ZEN x 


PRM TICOWT, HCBFADOUTOARSTF, MURF ROTOR 5 


N 
SQ 


2) 
れる 。 FRAIL HIE DWTS ABI RORG ALM BRKT S, AA 


期 に お いて 分 像 を 停止 し 細胞 体 分 像 を 伴わ ず そ の 結果 二 桜 の 球形 静止 細胞 を 形成 する 場合 が あ 


る が これ は 分 像 逆行 と 云う より は 細胞 分 像 を 伴わ ざる 桜 分 像 と 云う べき で ある 。 分 像 後期 に お 
いて 各 ネ 娘 係 路 が な い に 療 合 し 一 租 を 形成 する 場合 が 多 ち 分 侍 後 期 の 逆行 で ある 。 分 像 終期 か 


ら 遂行 し 二 桜の 球形 静止 細胞 に 復 す る 場合 は 細胞 体 分 像 つの み の 逆行 で あり , —RORIP AEM 
胞 に 復 し た 場合 は 細胞 体 分 像 及び 桜 分 像 双方 の 逆行 で ある 。 分 像 和 期 か ふら 道行 し て 一 租 の 球形 
静止 細胞 に 復 する 場合 を 完全 逆行 と 認め , 分 像 終期 か ら 逆 行 し て 二 核 の 球形 龍 止 細胞 に 復 する 
場合 は 不 完全 逆行 と 云う 可 き で ある と 思う 。 分 像 終期 か ら の 確実 な る 完全 逆行 に は 未だ 選 遇 せ 

る も 其 の 他 の 完全 逆行 及び 不 完全 逆行 に は 厩 避 遇 し た 。 逆行 頻度 は 分 像 終期 か ら の 不 完全 
逆行 が 最も 多く 分 裂 前 期 か ふらの 逆行 も 可 成り 恨み られ 分 像 中 期 味 に 分 裂 期 か ふらの 逆行 は 非常 
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に 稀 で ある 。 な お も 逆行 は 両極 性 分 裂 に 限ら ず , 三 極性 分 裂 の 終期 に お いて 不 完全 逆行 を 行い 三 
桜の 球形 静止 細胞 に 復 す る 事 が あり 有 又 分 像 後期 に お いて 細胞 体 分 像 を 伴わ 三枝 を 形成 する 場 
合 も み ら れ る 。 一 般 に 細胞 休 分 像 の 逆行 は 時 間 的 に も 又 形 態 学 的 に も 正常 分 像 環 の 正しき 逆行 

を 行う も る の で ある が 桜 分 像 の 逆行 に お いて は 必ず し ゃ 正しき 逆行 を 行わ ず 蜜 ろ 幾 分 短 因 さ れ た 
Sith F CRE CARIBE LMT LO AMORA M RE LIEWOMME TH Bo 遂行 現象 は 


SP RO HEFT LIL SALI REP ORN LUT SATO PHN LR TC H 9 HE > Cif Tae ED HE 
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ARMS SAH x BILD, THRE CMO, Ziele ko CS 
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後 約 30 分 以内 に の み 見 られ る 現象 で あろ 。 本 現象 に 際 し て は 響 入 通過 こよ っ て 出來 た 娯 細胞 
終 が 意味 ある も の の 如く 且つ 又 分 離 後 短 時 間 内 に 限ら れ て 起 る 事 は 注目 に 値する 。 

4) 偽 舞 純 根 分 仙 。 分 像 後期 に お いて 娘 係 路 間 に 染色 体 橋 が ある 場合 分 像 が 停止 し , 問 も た 
BREA ICE EI LMT I OVE KGL RM 6 DOD, 愉 も 餅 を 千 切 る 如く 独立 
せる 二 要 を 形成 する 場合 が ある 。 PET TH ARE AIC by TER FALK TU 
BROS ELMS MAG CMT SLBA BIS, 


ER 


5) Hoo pln FARE SPB 2: LC [LSM RR DEE IK RO RE AS 


6) AHAMNCH 3 So, DL LORD OKO 4DOWARHIT 5135 
DMD BIO SAMBA & る 場合 (“HPI SMES ko CHR OIE 
を 形成 ) ii) WK dB ORTEN TI KERZE ER) iii) RT 
x る 場合 (IRB ROA EEE) iv) MMO Fe (— BIRR) 

7) HRW ROR AMIGO RH, RCM EY 7 分 位 の 間 に 二 分 直後 の 約 
1.5 (ica EHRE "> ORTEN 
+ 33H FT GLE Lic tw CR RBT SUCH 575, MEK 
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思考 せ し め ら れる i Heit Er る る R723 HE 4 L 得 な か っ た 。 
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I AM AMMIGOR ig Ricowwc, 

サ 代 終期 に お いて 一 側 性 貫入 に よる 細 抱 休 の 二分 及び 後期 に お いて 細胞 体 分 像 を 伴わ ず そ の 
- 桜 を 形成 る を みた 。 (ARLE Bic kD) 

附 講 

田中 達也 : Cell-fusion と いう 観察 店 に お いて , 分 死後 其 の 細胞 間 に ミ ト ュ ンド リヤ の 連絡 は みとめ らち 

れ ま せん か 。 


BEE: 分 離し た 娠 細胞 問 に fusion が 行わ れる 場合 , 分 離 後 こ れ 


TE) I< (EDs OTEK >> 
る る , 現在 これ 等 連絡 は 








Al L Id I EMS oe rf ュー te rH: 
Dar) CR SE IS AGE DE PE ARC IE TS 





HE BAG HA DI HIT BY SD AE RB 


こと が 出来 た こと を 申 上 げた い 。 fl, pseudoamitasis と いう 言葉 は amitosis と いう 5 


12 


を 起 さ せる 





> >» J 1+ ywG 47a ni zy &%s を ~~a-}- 
b, と れ は 他 の 適当 な 用 語 を 考え た いも の で すず 。 


・ 杏 田 肉腫 の 葉色 休 に つい て 
細胞 移 征 に よる 稚 祭 ) 
佐藤 春 郎 CHCA SED 

On the chromosomes of Yoshida sarcoma transplanted 


with a single cell. HARUOSATO. 


〇 1 
~] 





WEOYE (KORE BIZOWTS, 今日 迄 種々 の 材料 に つい て 多く の 研究 が ある が , 染 
双 休 の 変化 で 悪性 細胞 に 固有 な 現象 と し て , 決定 的 な る の は 未だ 認め られ て いた ない 。 之 は 普 澤 


の 幅 揚 で は 研究 方 法 に 困難 の ある 事 が 主因 の 一 つと 考え られ る 。 吉田 肉腫 で は 細胞 が 大 きく , 


7 


分 像 像 が 非常 に 多い 上 に , 塗 抹 標 本 で 染色 体 が 明 須 に み ら れ る の で , 悪性 腫瘍 の 染色 体 の 研究 


IT x 5 


に は 好適 な 材料 で ある 。 


我 そ は 先 に この 肉腫 で 染色 体 表 を か ぞ ぇ て , 大 多数 の 細胞 は 円 ネズ ミ の 常 数 42 に 一 致し た 
Wwe と を 報告 し た 。 で て の の 後 2 cA に の 牧野 , 吉田 氏 人 Fs 4 ’ COP} RED & な 中 CZ 変動 す 


5 こと を 報告 し て いる 。 我 その 場合 も 牧野 氏 等 の 場合 も , 42 より 少 い 方 が 多い と ゆう 大 体 の 
KHK CWS, 

この 様 に 染色 休 数 に 変動 が 起 る と , BcHF SRL, この 肉腫 の 中 に は 色々 の 系 統 の 細 
胞 が 泥 在 し て いる の で は な いか と ゆう こと で ある 。 例え ば 染色 体 数 35, 40, 45 等 の 細胞 の 系 


Do 3 の な Kr ぐ ORG Mor Se 3 染色 体 数 カ SE な の だ カ ヵ カ Sy ZED I > の が 混合 L T—-DO IAI 


AAS 





Erf ニー > we ie > と Wu ) a ~ 37 Zt AR) > 
を 構成 し て いる の で は な いか と いう 疑問 が 起 る 。 染色体 の 形 に 特別 の 事 が み ら れ る 場合 に も , 


れ が 全て の 細胞 に 出る の で な いと き に は 同じ 問題 を 生ま ずる 。 そこ で 私 は 一 個 の 細胞 を 移植 し 
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im 


て , その 子孫 の 細胞 の 数 や 形 に どん な 変化 が 起 る か を 調べ た 。 そ の 成績 を 報告 する 。 
一 個 の 吉田 肉 狩 細胞 を 移植 する と , 移植 後 1012 日 で 骨 符 内 に 細胞 を 容 史 に 見 出し 得る 。 

(この 短期 を 出現 期 又 は 1 期 と する ) 次 いで 13~16 HICH SC ERENTO 
Hick S KERN URN 更に 幅 場 細胞 は 盛 に 夫 殖 し て その 中 に 多く の 診 持 細胞 も 現れ , 
動物 は 3-35 ACME CBT S ( 成 詩 期 又は 目 期 )。 全 経過 を 以上 の 三 期 に 分 け て , A 
第 1 表 CHR LHD GB, or 


RM) 期 の 像 を 100 個 選 ん で , TOR 





29 a 画 し た 。 KERLE TES ZEHN S , Woke 


> pas MEE LIRA CERES REL, ハイ テ 


J4 > 1 > 73235. 2 

35 ン ハ イン 足 ヘ へ マト キシ リン 染色 で ある 。 
36 ~ 4 

37 成績 と 考案 1) 染色 休 の 数 こ に こつ いて , 


染色 体 を 描画 し て 概 査 し た 100 {JOR Ht, 

29 か ら 102 に 下る 種々 の 染色 体 数 を 示し , JE 

常 半 貼 の 廣 い 変動 を 示し て いる 。 第 1 表 は その 

分 布 の 実数 を 直す も の で ある 。 AY 2 OFF 
% 2 


-33 36-40 41-45 46-50 51- ir 





73 i 9 16 12 9 4; 50 
( ji 
102 12 20 3 26 6 100 


WOU AKO Wit 42 で ある が , 我 そ の 成績 は 42 か ら 46 迄 の も の が 大 多数 で , 残り は 常 


Bk Y /\ いも る の が 多い Yo これ め > ゝ ら 茨 の こと が わか る 。 1) 一 個 の 細胞 か ら ふ や し て みて も , 
の 子 拉 の 細胞 に 染色 体 数 の 変動 が 起 る 。 2) 染色 体 数 は 大 多数 が 42 に 近い 所 に は あ うる が 決 【 
- he 


と 一 定 し ない 。 3) 染色 体 数 が 一 定 し な いと いう こと は 出現 期 , MRK AN TB, CH 2 


表 ) この 時 期 に は 細胞 数 も 少く , 従っ て 細胞 の 生活 條 件 は 余 り 異常 に な っ て いな い の で ある か 
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待 さ れる 所 が その 時 期 に 己 に 一 定 し な い の で ある か ら , 引 場 細胞 に は 正常 精細 胞 の よう に 42 と 


いう よう な た 一 定数 の 染色 体 を ! と と が 考 ん にくく な る ぅ る 。 4) 純 培 柳 期 に は 42 より 多い も の 


: か た り 多 数 な の に 対し , 成熟 期 に は 42 以下 の も の が 多い こと が 注目 さん る (第 3# 
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以上 要約 すれ ば , V 型 は 腫瘍 の 成長 の どの 時 期 に も み ら れ ., 出現 


休 数 の 多い 少 い と は 特定 の 関係 な た し と いう 


V 型 の 意味 に つい て は 候 に 結論 は で き な い が この 実験 か ら V 型 を る もつ 特 定 


の で は な いこ と は 明か で ある 。 そ て それ は 一 粒 の 細胞 か ら ょ ふやし た 子 格 に \ 
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MB: VERS 82) - < ORAM CRESS RE BE sey 
て V 型 に な る と すれ ば , それ に 対応 し た 染色 体 数 の 減少 が な いか 。 
佐藤 春 度 : 型 く 大 型 の も の - 


. V 型 の 出現 は , 栄 色 体 数 が 精細 胞 ? 
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多い も の に も みち られ る の で , 単に くっ つい 


< きる と る いえ な いと 思う 。 


58. i FH IA EE © All J EY Ee SF te = BB 
A cytological study of the Yoshida sarcoma, with special regard to 


the cycle of tumour cells in a transplant generation. SAJIRO MAKINO 
(Zool. Institute, Faculty of Science, Hokkaido University) 


The morphological observations as well as the statistical survey have been 
carried out on the mitotic abnormalities, the mitotic rate, the variation of the 
chromosome number and the analysis of chromosomes in tumour cells of the Yoshida 
sarcoma through a transplant generation. Based on the data obtained the conclusion 
was drawn that there is a strain of tumour cells with a definite chromosome 
constitution characteristic of this tumour playing a significant role in the growth 
of the tumour. These tumour cells have a well-balanced subdiploid chromosome 
number, 40 or thereabouts, and multiply with a regular mitotic behavior. The 
chromosomes are very remarkable by a characteristic constitution, being provided 
with two distinct sets, probably dissimilar in nature. One of the sets consists of 
rod-shaped chromosomes ranging from 22 to 24 in number: they seem to originate 
from the cells of the host due to their morphological likeness. The other set 
comprises the V-shaped elements of varying sizes, about 16 to 18 in number, which 
are unknown in their origin because there are no corresponding elements in the 
host cells. On account of this characteristic peculiarity, the chromosomes of 
these tumour cells are markedly differentiated from those of the host cells. The 
individuality of chromosomes in these strain cells remains unaltered through 
successive transplant generations from host to host, probably from their original 
ancestor which developed the maintenance of malignancy as well as inherited 
capacity for autonomous growth. The behavior and role of tumour cells in a 
transplant generation cycle were established as follows: 

Following the transplantation of the tumour, a large number of tumour cells 
introduced into the new host seem to undergo degeneration, because the cells being 
in disintegration and showing various abnormalities appear at a high rate. The 
number of dividing cells is very small. The majority of the degenerating cells 


are those of large size; they are characterized by a considerable amount of 
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cytoplasm with a large nucleus of a bilobed shape. The giant cells containing 
many nuclei are also not uncommon. These cells are the derivatives of the 
strain cells, which have received an aberrant chromosome constitution through 
abnormal mitosis. The mitotic figures of tumour cells begin appearing about 24 
hours after transplantation. Noticeably the most of them are those of small size. 
Since these small cells have a characteristic chromosome feature, it is unquestion- 
able that they are the strain cells. The number of mitotic cells progressively 
increase with the passage of time. 

On the 3rd to 4th day after transplantation, the strain cells show a very rapid 
multiplication. Tending towards the middle part of the life day of the tumour 
animal, the cells undergoing mitosis occur in the highest frequency. Then they 
tend to gradually decrease with time towards the later part of the life day. In 
response to the decrease of the mitotic cells, the frequency of cells displaying mitotic 
abnormalities and disintegration increase. On approach towards the last day in a 
transplant generation, mitotic figures of strain cells show a sudden decrease in 
occurrence, while the cells showing abnormalities as well as those being in 
disintegration appear at a striking high rate. Mingled with those degenerating 
cells, there occur a number of resting cells of small size, being characterized by 
small amount of cytoplasm and well-defined compact nuclei. The fact that these 
resting cells correspond in all probability to the strain cells has been proved by 
some experiments involving permeability (Makino and Tanaka, unpublished). By 
the end of the life day of the tumour rat, the accumulation of the tumour ascites 
reaches an enormous amount, and the malignant growth of the tumour has thus been 
maintained leading the host to the death. 

As shown in the above descriptions, the strain cells multiply actively during 
from the early part to the middle part of a transplant generation. During this 
course, a number of the derivatives out of these strain cells become abnormal 
through aberrent mitosis, due to the change of normal spindle mechanism, the 
structural alteration of chromosomes and some other unknown causes. The abnormal 
cells increase in proportion to the accumulation of the tumour ascites taking place 
during the later part of the life day. It is most probable that the accumulation of 
the tumour ascites may result in the change of its viscosity. This change may 
disturb the water relation within tumour cells and it may be followed by the 
change of normal spindle mechanism as well as structural alteration of chromosomes 
due to hydration or dehydration processes, leading to various mitotic abnormalities, 
while there is a certain number of the strain cells which have been remaining 
without changing their chromosomal individuality. In the later part of a transplant 
generation, those cells remain inactive persisting in the resting condition; they 


are characterized by their small amount of cytoplasm and compact nuclei. When 








they are transmitted in the new host, they begin multiplication going into a new 
generation cycle. 

As noted above, the chromosome complex of the Yoshida sarcoma cells shows 
a great difference from that of the host inthe fact that nearly half members of 
chromosomes are of the host origin, while the other half members seem to be those 
newly induced or transformed. The individuality of chromosomes remain unchanged 
in tumor cells through successive transplant generations. Obviously, this event is 
not a mere numerical change of chromosomes, but constitutes a clear-cut example to 
indicate that the cells of this tumor have arisen as the result of mutational 
change of chromosomes from the ordinary tissue cells. It is probable that this 
change of chromosomes may imply a morphological sign involving that the cell 
acquires an inherited capacity for autonomous growth. Thus, the tumor cell which 
has a characteristic complex of chromosomes together with a heritable autonomous 
capacity and is capable of successive transmission, is resemblant to a parasitic 
organism in its nature. (六部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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RER: (HSMNOTHe Rake OL LC, 生物 学 的 な 考 今後 と も つづ けた いと 思い ます 。 
伺い た いこ と は , 実験 の 中 に CaCl。 を 用 いら れ た 際 , 腫 提 細 胞 の 破裂 が みち れ た 人 後 , 腹腔 内 の 腫 場 





g は 何時 間 位 で , 注射 前 の 状 昌 


胞 の 増殖 状 】 戻 つ た で し ょ か 。 
BEAM: まだ この 実験 は 充分 な 例 だ が あり ませ ん が 。 今 の 所 で は 大 洒 1 時 間 半 か ら 2 時 間 位 の 間 に 


1D de He 





er AISNE DO permeability ZR Uc Hie; UCHR & + as Dauer Form 


L ee DE ee Rent od < en LAP ae ee m に ay ee AB x 2 人 Er ee ee 
eiäh3 £54 Oise Soe eA ORB CHEM CF LUD TAI LE LEATCOE TOR: S&S 
は どの 位 で し ょ うか 。 
»ı= CI ZN BE te TET UN 14+ 7) 1 > Lm iy u - Le Ty ir 5 の ん と えた 。、 ビラ るる 
に 上 只今 佐藤 氏 の 質問 に は 私 の 紛 理 学会 西部 地方 会 の 層 告 が 解答 を 与 : 





Call の 注入 硬 は どの 位 で すか 。 他 分 これ で は 少く と も 1 時 間 以 内 で は 





こと は 一 是 増 大 し た 細 有 的 が 次 に shrinkage を 起 し 本 年 の 報告 で みる と 原形 or 原 
形 婦 下 に な る の で は な いふ と 思 は れる 様 な 事実 を 見 て 居り ます 。 この 点 追 加 さ せ て 頂き ます 。 


BEER: 充分 な 実験 例 だ な い の で す が , 0.25 M を 2c.c. 注射 し た 所 ,。 20-30 分 で 反応 が 現われ ま 








レ した 。 生 の 状態 で : め , まだ みて 居り ませ ん 。 
Kai: Kit jr で 染色 体 の 数 が 同じ で 大 き さ の ちがう 場合 Dolyteny 2 FAT 





> しい か? (HEMI Cit YOR rte Lois polyploidy と され , DNA ou LOB VOL 2a 


2, 4 倍 に な る と きれ る 。 ont oki THRILLER) 









牧野 佐 二 郎 : 後 細 的 に お ける polyploidy, 細 胸 の 容積 の 関係 を な, その まま 腫瘍 の よう な 細胞 そ 
の も の が 成長 する か も 知れ ぬ よ うな も の に 当て は め て 読 明 し て よい か どう か を 先 づ 伺い た い 。 
吉田 富 三 : 4 Ken A TE 見 ち れ ます が ,。 その 意味 づけ は む づ か し いと 思い ます 。 腹 
| Da て いて る , 組織 の な か に 洋洋 し た 細 有 的 は , 同じ 時 に 盛 に 増殖 し て 大 き 
を 形成 す な けれ ば な ら な い 。 化学 物質 を 作用 させ た 場合 に は , 抵 拓 型 と 考え さき せら 
れる 小型 の 細 胸 を 見 る 事 は あり ます が , 未 期 の 濃縮 組 移 に は 確か に 変性 と みる べき も の が 沢山 あり ます 。 
の 特選 保存 型 と いう 解 生 は , 外見 か ふら だ け で は 了 困 次 で は な いで し ょ うか 。 Als, 未 期 の 腹水 中 に は , 
1 の <4 = ie, Me ye fy D 45 か な り N お HH ちり ます 。 
929 
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ZEHER, 貴島 秀彦 , 長谷 川 悠紀 夫 


On the changes of the omentum in Yoshida sarcoma. 
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"ある 。 こ の 点 を 解決 する 方 法 と し て 今回 は Phosphatase 染色 を 採用 し 
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背部 に Tumor を 作っ て お いて , 一 定期 間 後 を 岳 
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現す る の は 9 日 月 以後 で ある 。 5 日 目 , 


0: 26G 


16, 


N] 


B) Tumor HH KRor4o%ik; 背部 に Tumor 


Ol HH: HB, U 


2) 9 Fics cd Lz: Ratte の 所 見 


21 日 日 , 16 


て いる 。 Wea 


HHETD SAAS 


4) No.21, 


CHE EO MILONIC 


1) 7 iz Tumor を 摘出 し た Ratte の 所 見 ・ 


で は 脳 Ro} A he7) (EL a Sis り ’ 


日 日 に 死亡 し た 。 WHAT AMS (fee oP FEC 


6 胸 所 の 部 位 に Tumor が あり 多量 。 


時 募 細 肪 は 出現 し て いた 。 
No.22, No.23, は 手術 較 日 死亡 し た 。 
233 


AD Tumor を 在 摘 出 | 





No.33 


21 


る が Tumorzellen は 出現 


多量 の 胸水 


Dk 


i を 摘出 た Ratte oW iu; No.32 « の 例 で 


Tumor 


を 有 | 


N0.26, No.30 


tty 
Lee i 


HELI 





‚ No.3: 


No.31 の 
変化 が あ 


Dak x pt ES 





ん 


確実 に 
> い 
/ こ っ 





っ ig 


1FLEEO Hii} 


> 他 


た Ratte 20 例 


if 
u AZ 


(に 


の Ratte 


現に 大潮 は 伸展 








以上 要する に 背部 の Tumor 摘出 後 Ratte Bee LT < EAMG Dre DISS 38 
WHECH 5, ALLE TI H ALTO GG, 腹水 も あま り 溜 まっ て いな い が 腫 瘍 細胞 は 出 
現し て いる 。 胸水 中 に も Tumorzellen が 出 て いる 。 

C) 普 部 Tumor Ratte の 大 潮 の 移植 実験 : 

1) まま す 背 部 に Tumor を 作っ た 9 日 目 の Ratte の 大 潮 を 腹腔 内 に 移植 する 実験 を 行っ た 。 
4) No.24, の 大 滑 を No.A に 移植 し た 。 ZOWAIS BHR 11 AAC, KAA HEL 
切片 標本 に より 腫 場 細胞 より 成る こと を 確 め た 。 腹水 も 多く 腫瘍 細胞 は 勿論 存 し た 。 @ No.25 

Katz No.B に 移植 。 此 の 場合 は 6 日 目 に 死亡 , 大 装 は 肝臓 と 療 着 し 肥厚 し て いて Tu- 

mor 化し つつ あり 切片 標本 に より 幅 瘍 細胞 の で あ ・ ok. のぶ No.23 OAH No.C に 移植 , 
MAE, © No.28 の 大 滑 を No.E に 移植 , 15 日 目 死亡 。Tumor を 生じ 腹水 2cc. 在 レ 
Tumorzellen は 著名 に 出現 す 。 ま No.29, の 大 滑 を No.F ic fSsli, 13 日 目 死亡 。 腹 水 多量 
Tumorzellen の , Omentum は 大 し て Tumor (t+, 以上 要する ぅ : こ 9 日 目 の 大 潮 を 移植 
する た と 大 体 定型 銘 な 吉田 肉 種 と な る 。 
2) 背部 Tumor Ratte 7 日 目 の 大 潮 移 植 実 験 : の ④ No.27 の 大 滑 を No.D に 移植 。 移 植 
後 21 日 日 死亡 し 定型 銘 吉田 肉腫 像 を 示し た 。 © No.36, No.37, の 7 日 目 大 汗 の 移植 は 最 
初 Tumor を 触れ て いた が , 28 日 日 に は 触れ すなお 生存 中 で ある 。 ぶ No.35, の 7 AAO 
大 潮 移 植 実験 は 28 日 目 陽 性 で ある 。 

D) Phosphatase (以下 Ph と 略記 ) を 中 心 と し た 所 見 : 本 腫瘍 細胞 の 酸性 Ph 染色 
像 に お いて 特異 な た こと は 初期 の 細胞 は まず 要 小 体 を さけ て 要 上 に の み Ph MeL CHS 
DREIMAL FW, 然るに 時 期 が 進む に 従っ て 区 第 に 原形 質 上 に 出現 する 。 そ の 場合 まず 
桜 側 の 明 庭 の 部 位 に 小 集 園 状 に 現われ っ ら 。 そ の 装 態 は 性 も Azur 題 粒 の 出現 様式 と 全く 同様 
CHS, ERROR KK AHT 3, 細胞 分 裂 像 の 場合 に は Chromosomen 上 に の 
みみ 存在 し て 原形 質 上 に は 存 し な い 。 折る 特徴 を 目標 と し て 初生 期 大 滑 の Ph を 観察 する 時 3 日 
目 項 の 初期 乳 斑 の 細胞 が 上 逃 の 如く 要 側 こ 小 集 園 状 こ Ph 台 粒 を 有する 像 ここ 接 する が 7 HAI 
の 乳 班 で は 既に 此 の 様 な 明か な 像 に は 接し な か っ た 。 成 封 し た 乳 斑 の 細胞 で は 要 上 の みな ら ず 


>> 


原形 質 上 こも 不 規則 に 散在 し て いる 。 Rack ci ObKOoERDHFSOA 
CHE; ERS DREH] ik y の 出現 様式 と 比較 Ure ( KR めで て 婁 っ 大 像 を ay る の で あ Ds 

E) 結論 : 

部 Tumor Ratte の 大 潮 は 9 日 目 に 初期 輝 瘍 細胞 が 現われ ん る が , 5 HB, 7 日 目 項 に は 


森 だ 現われ ん て いな い 。 そ の 時 期 の 大 潮 移 植 に よっ て 吉田 肉腫 細胞 は 出現 する 。 こ の 初期 に 出現 


する 肉腫 細胞 の Phosphatase 像 は 初期 乳 班 の 細胞 と 大 体 一 致す る 様 で あ 
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60. 吉田 腫瘍 移植 白 員 に 於 ける 腹膜 尊 肛 細 胞 の 腫 場 性 埼 殖 に つ 
いて , PICMG HEAR Ic LORS 浜崎 幸雄 , 谷 弘光 

On the neoplastic growth of peritoneal serous cells in rats grafted 

with Yoshida tumor, especially on the observation on the extended 


preparation of peritoneum. YUKIO HAMAZAKI, HIROMITSU TANI 
(Department of Pathology, Okayama University) 


It was reproved with much anxiety that the smear procedure which was 
published in the last congress might have displaced both the serous cell and tumor 
cell resulting in an artificial connection of the cells in question. Against this 
objection, we have this time examined in fixed as well as supravital states many 
series of extended preparations. 2-3 days after grafting a small number of tumor 
cells the serous cells have multiplied and became smaller and thicker, and became 
attached with each other by intermediation of cementline. In the beginning of 
the transforming stage, supravital staining of neutral red offered a diffuse pink 
nuance in the cytoplasma of the serous cells, while serous cells in the resting stage 
received no tinction by the staining. And what is noticeable is that in about ten 
minutes the nuclei of the serous cells were stained by supravital dye, and of course 
this phenomenon should belong to a certain kind of retrogressive changes. On the 
contrary mature tumor cells used to show this phenomenon only after several hours, 
and the transforming serous cells demonstrate it in a relatively short time. In the 
next stage these serous cells made an impressional change that the cytoplasm has 
been filled by indistinctly defined brown red granules and the nucleus was equiped 
with a thick membrane and enlarged nucleoli. Such nuclear appearances have no 
distinct difference from those of mature tumor cells, though the findings which the 
cytoplasm exhibit is fundamentally distinguishable from that of the tumor cell, i.e., 
their protoplasm has a notable hyalin gloss without tinction. In this stage the 
neutral red rosette is very feable and faint. In a short time, nevertheless, the 
brown red granules of transforming serous cells have gradually melted away and 
the cytoplasm acquired a hyalin gloss demonstrating indistinct yellow brown 
granules which sometimes showed rosette like arrangement. According to these 
facts there arises an epochmaking idea that by using supravital procedure the 
transforming serous cells can easily be selected by micromanipulator after washing 
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away the wandering cells, especially tumor cells from the omentum and transmitted 
into the abdominal cavities of healthy rats. We have practically persued this 
procedure on the 2nd day after grafting and obtained successful results which will 
be given in an original paper. The transforming serous cells used to appear in a 
small number in the free peritoneal fluid of the lower part of peritoneal cavity, 
but they are abundant, especially in the earlier stage of grafting, in the upper 
part of the same place. Moreover they exhibit themselves in the smear from the 
cut surface of the omental tumor, while in the subcutaneous tumor no transforming 
cells could be detected. Soon after the grafting serous cells which have pavement- 
like arrangement began multiplication so vigorously that mitotic nuclei occupied 
over 107 of all the nuclei in a certain focus. Such percentage of mitosis has been 
hitherto reported only in cases of most malignant cancers. Daughter cells are 
arranged still in equal level and the cell-margins are visible. They are far smaller 
than the mother cell and the cytoplasm is amphophilic. Their nuclei are relatively 
large, irreguler in form and rich in chromatin substance which occasionally form 
glomerular figure indicating that the nuclei are now in the preparing stage for 
mitosis. When they were equiped with thick nuclear membrane and enlarged 
nucleoli you could not say whether they belonged to serous cells or tumor cells. 
But when supravital staining was used one could easily differentiate them owing 
to their characteristic neutral red granules. In later stage (6-8 days after the 
transmission) the majority of the serous cells which are transforming to tumor 
cells were detached from the omental surface and the remaining tissues which have 
only cells of spindle shaped nuclei were visible. The serous cells with net-cords 
were replaced in wide extension by smaller serous cells which were going to 
transform into tumor cells. Gentle transition from hyperplastic to neoplastic 
serous celis, makes it impossible to decide just where one ends and the other begins. 
Such findings can hardly be admittable as a result of continuous infiltration of tumor 
cells which have grown from a single neoplastic center. In fact we have recently 
discovered the very virus which induce the ascites tumor, as it will be given in 
the next paper. When a small number of tumor cells is intraperitoneally transplanted 
and the omental tissue washed for a moment before fixation, free mature tumor 
cells in the omentum could hardly be detected in 2 (in winter) or 3 days (in summer) 
after the grafting, but around the net-cords proliferated serous cells formed small 
nodules that were nothing but a neoplasttic germ of coelothelioma. In these 
nodules no growth of any other fixed or wandering cells takes place; the serous 
cell groups and precludes the growth of other cells. Taking all into consideration, 
it is by no means an exaggeration that we call the growth of the serous cell induced 


by the grafting ‘‘ multicentric independent neoplastic growth '' of serous cells. 


(ACF ROPE PIS KB) 
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61. 吉田 腫瘍 か ら 分 離し 得 た ビー ルス に 就 で (第 2 HO) 
浜崎 幸雄 , 佐藤 二郎 , 高橋 正文 , 谷 弘光 , 佐々 木 俊夫 , 青木 徹 , 村上 育 朗 
Studies on virus isolated from Yoshida tumor. 2nd Report 
YUKIO HAMAZAKI, JIRO SATO, MASABUMI TAKAHASHI, HIROMITSU 
TANI, TOSHIO SASAKI, TORU AOKI, IKUO MURAKAMI. 


(Department of Pathology, Okayama University) 


Method of virus-isolation: Mice which were transmitted intracranially with 
0.02 dl of supernatant from tumor ascites by slow rotation, suffered from highly 
increased sensibility of the skin in a range of 1-3 weeks. Then the animals were 
killed to prepare a brain emulsion which was diluted decimally with bouillon. 
After several successive transmissions the brain emulsion was filtered with a 
Berkefeld filter (W) and further transmissions offered a fixed neurotropic virus which 
is now in the 25th generation. This virus can also be intra-abdominally, -nasally 
as well as -venously transmitted successively. 

Immunization-tests: 1) On virulicidin produced in abdominal cavities of mice. 
Active immunizing was made by intraabdominal application of virus emulsion. 
Then fresh tumor ascites was intraabdominally injected in various amounts. For 
control animals an emulsion which was prepared with brain of normal mice in the 
same way as mentioned above was injected and then transmission of the tumor 
ascites was followed. One to six days after the transmission, the punctured 
abdominal fluid of the treated mice was transplanted into the abdominal cavities of 
healthy rats. The control mice showed more abundantly abdominal fluid than the 
experimental (immunized) ones. Several days after, the former suffered from 
apparent ascites which contained tumor cells. The latter showed hardly any 
increase of abdominal fluid. It was very instructive that ascites bearing mice 
become very sensitive to every irritation of the skin which was evidence for infec- 
tion of this neurotropic virus. Seeing the final results of the transplantations into 
the abdominal cavities of rats we have recognized that the immunity which is 
enough to check the tumor growth has arisen in the abdominal cavities of mice 
treated 3-5 times with virus emulsion. 2) The effects of antiserum on the tumor 
cells. 2-5dl of tumor ascites was injected intravenously into rabbits once a week 
and ten days after the last administration antiserum was prepared. Two parts of 
the serum was mixted with one part of the tumor ascites and five minutes after 
the mixture was centrifuged. The precipitate of the tumor cells was washed with 
bouillon and then the bouillon was removed. Thus prepared the inactive tumor 
cells lost, as well known, their transmissibility, but when the virus emulsion was 
sufficiently added to them, they have recovered their original infectiousness pro- 
ducing the ascites tumor. It is very notable that previous administration of virus 
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emulsion provokes so unduely the tumor growth that wide spreading edema appears 
in subcutaneous tissue of the abdominal wall and the tumor cells infiltrate diffusely. 
Effects of the antivirus serum on the tumor cell were examined in the same way 
and they offered similar results, but their effects were a little weaker than those 
of anti-sacites-serum. 3) Effects of active immunization with tumor ascites on 
intracranial inoculation of virus. Healthy adult mice were injected intraabdominally 
with tumor ascites. The injections were repeated 3-5 times, once a week. After 
ten days from the last injection they received intracranial injection of the tumor 
ascites. For control, healthy adult mice were intracranially applied with the same 
ascites. After the treatment immunized animals generally showed neither superven- 
ing symptoms nor histological changes. In contro] animals the meningial irritative 
symptoms were very apparent and histological changes of the brain were serious. 
4) Effects of intraabdominal administration of the virus emulsion on rats. Single 
and repeated administrations of virus emulsion offered seemingly no effects on rats, 
disregarding occasional appearance of a slight ascites without cells. Nevertheless, 
it is very instructive that previous virus inoculation followed by transmission of 
the tumor cell provokes unordinally the growth of the tumor. This is hitherto 
unheard-of interrelation between a tumor and a virus in general. 5) Reaction of 
complement-fixation Antiserum hitherto used was made by repeated intravenous 
injections of virus emulsion. Unspecific antibodies of the antisera were removed 
by washing with brain emulsion of normal mice and subsequent washing with 
mixture of tetra chloric carbon and amylalcohol. (See table) 

At the last congress, depending upon the demonstration of DNA-granules in 
the cytoplasm of the tumor cell we have logically concluded that a specific virus 
which is responsible for the ascites tumor may be expected. It is by no means a 
hasty conclusion that the virus that we have isolated is an indispensable agent of 
the tumor. The virus alone is incapable of tumor production, but it reproduces 
the very tumor when “the second factor’? which is latent in living tumor cells co- 


operates, i.e., the ascites tumor has actually dual factors. 








Tube No 1 2 3 4 5 Control 
Titre of serum 1:8 1:16 1233 : 1: 64 1 : 128 Les 
a 05 | 02 | 025 0.25 0.25 0.25 
en os |. ws | as. 0.5 0.5 0.5 
tee ー 0.25 | 0.25 05 03 0.25 0 
NaCl solution Du 30 0 WE 0 0.25 


18 hours in ice box, then 30 minutes at room temperature. 


Hemolytic system os | 0 | a5 | @ 0.5 | 05 
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30 minutes in bath tank at 37°C. 


V 3 まま | # | 1 1 
Results N 2 2 | pon 1 Nees | 0 0 0 
A 3 * | 8 958 0 


Notice! Serum Anti-virum-Serum 
V Virus emulsion of mice brain 
N Brain emulsion of normal mice 
A Tumor ascites (original concentration) 


(CTA REDE BRIT ES) 
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奥山 一 也 : AMM CHAS, Uhozi>3 ir IHRE FSATRHTCHOHDADEN TC» 
ッ キ リ し 分 明 し て 有難 く 存 じ ま す 。 
MEPIRAR: 我々 は 件 写真 の 如き 核 に , 核 膜 染色 を 呈 中 生 体 染色 は 死後 染色 と し て あつ か い 共 の 


際 の 天 粒 状態 は 生 細 胞 と は 同様 で は な いか ふら 浜 略 氏 の 超 生 体 染色 所 見 で 云々 され る の は 危険 で ある 。 
SRO: 私 は 吉田 肉腫 材料 を マッ ス 悩 内 累代 移植 を 試み 示し た が , マウ ゥ ウス を 発症 せしめ る こと が 出 
RY, ウゥ イール ス を 分 離す る こと は 出来 ます ん で し た 。 

武田 勝男 : 吉田 肉腫 は 山下 系 の 腹 陵 単 球 に 最も 近い と 考え られ る が , wistar 系 に は や や hetero CH 
る 。 山下 系 の 腹腔 単 球 で wistar Ke HEL wistar TREE IH ccHHWESKET 
る が 逆 に Wistar ROMER CHRLEMNTTRE GEL Mi wistar 系 の 単 球 を 凝集 する が 山下 系 の 
単 球 及 吉田 肉腫 を 凝集 する こと は な い , NSH し て も 営 に 山下 系 の 用 水 単 球 と 
共通 の 種 属 , KERREOoHMER 23. GE 還 坦 移 西 に よ つ て 成立 する も の は 発生 で は な く 移 植 細 胞 
の 増殖 で ある 。 

浜崎 幸雄 : (奥山 氏 へ ) 移行 形 の 冊 膜 細胞 は 比重 が 軽い ふち 営 に 腹腔 の 背部 に 多い の と 容 針 を 了 く 入れ 
る と 多数 に 取り 出す こと が 出来 る 。 

(海野 氏 へ ) 我々 は 大 網 表 面 に 附 誠 し た 細胞 を 除く た め に 大 網 を 洗 浴 す る た め に 少し 細胞 が 弱る が, 洗 
茶 し な けれ ば 核 は 全く 染 ち な い 。 

(BREN) 1^2 代 は マッ ゥ ス は 死亡 する が それ を 累代 接種 する と 同定 毒 に な る 。 

(KERN) 武田 さん は 多 価 の 拓 原 を 使用 きれ て いる が , 今後 我々 の 分 離し た Virus で 実験 を きれ て 成 
績 を 比較 し て いた だ きた い 。 
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62. GH DEKAN MONTE eb Ocoee 
Study of the agent of Yoshida type ascites sarcoma. 
KAZUYA OKUYAMA. 

私 の 報告 は 二 つ の 部 に 分 た れ て 居 て , 第 一 は 免疫 血清 の 作用 に 関す る も の , 第 二 は 病原 に 関 
聴 し た 問題 で あり ます 。 

先 年 武田 教授 より 吉田 肉腫 で 兎 を 発 疫 し て 得 た 血 消 に つい て 報告 され た が 私 は ワー ル ブ ル グ 
検 圧 奨 置 を 使っ て 吉田 肉腫 の 腹水 細胞 に 対す る 影響 を 調べ た 所 , 呼吸 を 著 明記 減少 せる 事 を 知 
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っ た 。 PRUBPE MGA ROT RSE ER TER EZ ON FA Ml A (KOFI IS HN 
WLBAZOREYE LT, BERR L [AAT HART Cc PRER BEA © (EB GL TR 
LIE FAT O A oO MITTEN TB oT, 其 外 に 原形 質 の 崩壊 の 結果 裸 桜 = 
ZI RETTET OP AR TO TER DENE ON BT ZOHH EN SH FL D 
sag sahne ee 
る 。 対照 実験 と し て ヂ チ フ テリ - He zone IT EW FROMM DS FF d 
る 。 外 ち 欧 疫 血 消 と し て は 共通 な 点 も ある 事 が 分 る 。 
得 大 分 


第 二 の 病原 に 関 光 し た 問題 は 腹水 と 之 を ホモ ゲ ナ イザ ー で 洪 し た 物 を 分 割 憶 心 待た 分 大 
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EFYFRRCEHL TEEN CHE SEO NER OA EC AN, BAGBGROBUINE X 


FAS Vip CR した 所 腹水 の 中 に も ホモ ゲ ナ イザ ー で 渡し た 物 に も メタ クロ マジ ー を 早 す 
ABU NER EST, 之 物 は 先 年 京都 の 本 学会 で 私 と 大 月 と ヵ CHLOR I 


物 ら し く 考 えら れる 。 
腹水 を その 儀 皮 下 に 注射 し た 時 に は 組織 内 に 主 に 存在 し 湯 球 内 に は 数 ケ 双 幅 血球 に も 1 一 2 
ヶ 存 在 す る の が 見 られ る 。 答 患 ラ ッ テ の 未 期 腹 水 の 液 性 部 分 に は 多数 存在 レ し て 居 る 。 ホ モ ゲ ナ 
イザ ー で の 細胞 破 圭 分 割 遠 心 を や る と 邊 径 8cm の 場合 (止め る 時 遠心 器 を 振動 させ な い 限 9) 
7000 回 韓 上 清 液 に は 殆 ん ど 存 在 し な い 。 そ の 年 径 , 回 轄 数 は 普通 の 選 心 器 を 有効 生 符 14 cm 
と する と 4000 回 韓 と な る 。 最も 避 厚 に 落ち る 所 は その 時 で 一 定 し な い 。 之 は 細胞 或 は その 破 
壊 物 を 浪 流 させ て 居る 液 の 粘度 , 比重 に 関し て 大 る 外 又 思 粒 自身 の 質量 の 変化 に も よる らし く 


考え を られ る 。 8 cm 5000 回 韓 一 普通 速 心 只 に 換算 し て 3000 回 韓 記 に は 殆 ん ど 常 に 落ち て 浴 


Bo 之 成 績 は 前 年 私 が 大 阪 で の 本 学会 で 報告 し た 所 と 完全 に 一 致す る 。. 之 の 分 情 の 接種 実験 の 


か 5000 回 轄 沈 滅 部 分 を 注射 する と 組織 に 細 赦 を 





成績 も 同様 で あぁ る 。8cm 3500 kit 
認め た な く こ と る A 心 部 は ri Be TE. AD, KL AE HE DBar- 7ER EISEN Ltr し 組織 


標本 で ! 





と 前 逃 の 小 則 粒 が 栓 長く 連 っ て 多数 密集 視 湊 休 の 集合 の 如く 見 え そ の 排列 は 先 存 


の 組織 に 従っ て 居る 様 ! も の も その 間 に 存 在 し て 居 て 載 死 部 の 外 は 百 血 





球 侵 潤 層 を 挟ん で 或 は 直接 肉 虹 様 組織 こ な っ て 居る 。 そ の 各層 中 に ある 小 頼 普 は 小さ く て 明か 
な メタ クロ ーッ ジー を 呈し て 赤色 に 染 っ て 居る 無 奴 置 腹水 用 座 内 注射 を し て 陽性 ラッ テ の 腫 
中 に も 殊 に 環 死 周囲 部 の 由 血 球 層 中 に は 答 多 く , 中 心 の 壊死 部 に は 少な い 生 ら 存 在 し 居る の 


見 ら 4 し る 。 


保存 実 鈴 で は ホモ ゲ ナ イザ ー で 細胞 を 洪 し た 渡 渡 液 を 冷蔵 庫 に 12 時 間 保存 し た 後 板 し た 所 


上 非 常に 少量 存在 する 区 で あっ た 。 多 ち 細胞 外 に 出る と 早く 其 壊 する 物 で ある 。 マ ウス に 腹水 を 
接 三 し て 6 日 月 で は 検出 出来 る 。 発 疫 血 消 を 未 期 ラッ テ の 腹 只 内 に 注 貞 後 6 時 間 目 の 腹水 区 更 
240 

















(CO BPE ML EMMA TF o FICHE UTS RRMA Ze, BIETE o/CA—Q2—3 日 間隔 で 
#15 回 3 一 4 倍 稀釈 腹水 を 2 一 3cc ER TEST, HET - N Tr ERRERN io eR) 
と 用 水 が 約 30cc 存在 し て 居 た の で 之 を 遠心 し て 得 た 沈 浅 を テッ テ に 接種 し た 所 I 代 一 5 日 
昌代 4 日 目 に 死亡 し た が 』 代 代目 代目 ラッ テ 共 その 腹水 か ら 同様 の 策 型 の 違っ た 昭 粒 を 
明 し 得 た 。 

以上 の 結果 は 此処 数 年 来 の 学会 で 私 の 発表 し た 遠心 成績 , 他 動 物 接種 実験 成績 , 其他 と 一 致 
LCC, 此 の 頼 粒 が 吉田 肉腫 病原 と 相当 重大 な 関 法 を 持つ も の と 考え る 。 

(終り と 本 研究 は 交 部 省 科 学研 究 費 の 援助 に よっ て 行わ れ た 事 を 附 記 し て 感謝 の 意 を 表す る ) 


63. 吉田 肉腫 の 発生 に つい て 吉田 富 三 < 東北 大 学 爾 理学 教室 ヽ 
On the genesis of Yoshida sarcoma. TOMIZO YOSHIDA 

現在 , WFAN KIEAUTW SlyHit, o-Amidoazotoluol を 3 ヶ月 間 飼 奥 し , これ を 中 止 

し た 後 フォ オーレ ル 水 を 4 ヶ月 間 経 肛 的 に 作用 させ た ラッ テ に 発生 し た も る の で ある 。 同じ 実 

を し た た 動物 10 例 の うち 1 例 に 生じ た だ け で ある 。 こ の 実験 は , と の 二 つ の 作用 の 津 続 に r 
っ て Hepatom を 発生 させ る 目的 で 行っ た も の で , 多数 の 動物 に Hepatom を 生じ た て (相田 
389 > 4, 37, 1934, 298 一 300)。 こ の 和 肉 隆 を 発生 し た 動物 に も , 同時 に Hepatom を 生じ て 
いた 。 然し 肝 は 全体 と し て 姜 縮 し て , Hepatom HH LAAVLOCA POF, 

HIS COAMIL, 全く 偶然 に 生じ た も の で ある 。 そ の 後 , 同じ 円 瘍 を 発生 させ る 目的 で , 同 
じ 実 験 を 何 生 か 試み た が , いつ も ゃ 不 成 功 に 終っ た 。 Hot, この 肉 星 の 母 細 胞 等 に つい て る も, 
腹 場 細胞 の 研究 か ら 推 定 す る だ け で ある 。 

然るに 昨年 の 秋 に , 北大 動物 学 教室 の 田中 達也 氏 の o-Amidoazotoluol 飲 座 実験 ラッ テ 中 
の 1 頭 ( 財 は 比較 的 小さ い が , 既に Hepatom を 生じ て いる ) ic, 吉田 肉 風 と 全く 同じ と 認 
め ら れる も の が 発生 し た 。 本 会 の 演題 74 に 田中 , 加納 , 牧野 三 氏 か ら 報 告 さ ん て いる も の で 
ある が , この 報告 の 附 議 に 私 が 逃 べ た 通 り , これ も 全く 偶然 の 発生 で あっ て , この 点 で は 現在 
の 吉田 肉 隙 と 同じ で ある 。 然し この 新た な 発生 に よっ て , 次 の 点 が 最も 強く 暗示 され た 。 BD 

吉田 肉 購 の 発生 は , o-Amidoazotoluol (一 般 に アジ 化合 物 ) 投 奥 に よる 時 六 の 発生 と 極め て 
密接 た 関係 が な ある こと 。 

kot, 私 は 肝癌 の 発生 及び 財 冶 の 移植 と 関し て , 私 ども が か つて 問題 に し た 点 , 及び アゾ 
色素 時 彰 に お いて 問題 と な っ た 特有 な 細胞 浸潤 等 を 再 概 対 し て みて , 吉田 肉 洒 の 発生 に 関し て , 
ー つ の 想定 に 達し た 。 

241 








1) アッツ 色素 肝癌 に お いて は , まず 良性 の Adenom を 生じ , この Adenom O— AIRE 
化す る 過程 を よく 追求 する こと が で きる 。 こ の 閣 性 化 の と き に , その 局所 の 内 皮 細 胞 が , 4% 
分 像 像 を 示し な が ら , さか ん に 夫 殖 する 事実 が ある (T. Yoshida: Über die Histogenese 
des experimentellen malignen Hepatoms durch o-Amidoazotoluol, usw. “Gann ” 36, 
1942, 9 一 38. 附図 18, 19, 20 参照) 

2. Hepatom を 皮下 移植 し て , 移植 腫瘍 の 構造 の 成立 を , 移植 後 数 時 間 目 の 初期 か ら 追 来 
し て みる と , 移植 され て 繁 殊 す る の は , FEB RON WEI TR: この 実質 細胞 集 
園 を 披 材 し て いる 内 度 細胞 (て 有 氏 星 細胞 由 來 ) も 同時 に 移植 さん て , この 両者 の 共同 培 殖 に ょ 
っ て , Hepatom に 特有 た な 構造 が で き 上 る 事 が 知ら れる 。 BS Hepatom Cit, 一 般 の 冶 と 


HoT, その 内 度 細 胞 % A} teres ess (に て な っ て いる と みな さ な げ れ ば ヵ な ら な い (時 見 正三 en > 








4+ 


ー ス の 構造 , 特に その 間 質 に 就 て 。 Hi, 35, 1941, 430—448), Hepatom の 移植 を 連続 し て 
いる と , Endotheliom の 部 分 を 生ずる こと が ある が , これ は 内 度 細胞 が 放 瘍 性 で ある 事実 に 
よる も の と 考え られ る 。 

3. アッ 人 色素 肝 交 の 組織 内 に は , 白血病 様 の 細胞 浸潤 窒 を 見 出す 事 が 珍し く な い 。 こ れ に 就 
て は 伊東 氏 の 幸 告 ( 痛 , 34, 1940, 133 及び 301) が あり , 鈴 崎 (病理 学 雑 誌 , 2、1943, 641 
—661) OFFLHS, 

以上 の うち て (1), 2) を 基礎 に し て , (3) の 点 に 注意 し て みる と , CORAMIEAS, 吉田 内 
腫 の 細胞 の 浸潤 部 の 像 に 近似 で ある 事 が , と くに 注目 され る 。 そ そこで, か つて o-Amidoazo- 
toluol に よっ て 実験 銘 に つく っ た Hepatom の 標本 約 50 例 と , 癒 性 化 に 到 る まで の 各 時 期 
の 標本 と を 再 検討 し て みた 。 こ の 細胞 淫 潤 は Hepatom の 約 1/3 に 見 出さ れ た 。 病 竜 に 大 小 


は ある が , 苦 明 な も の で は 肉 騨 様 の 浸潤 を 示し て いる 。 HO, この 細胞 浸潤 は , Hepatom の 


結 世 内 の 内 度 細胞 の 局所 的 埼 殖 に よる も の で ある 事 が 明か に せら れる 。 有 泉 分 但 を 以 て 壇 殖 レ 
て いる 。 ( 燃 著 な 例 の 標本 及 WE), な お この 病 答 は , Hepatom の 発生 , 成長 





と 共に 著 明 と な る も の で , Hic 4 一 5 ヶ月 頃 の 例 こ も 見 出さ れる が な が, それ. よ り 以 前 の 初期 に は 
見 出 これ な Wo 


これ に よっ て みる と , Hepatom の 発生 及び その 成長 の 過程 に お いて , ZAMAN has 


me A 


悪性 化し て , 肉腫 を 生ずる 場合 の ある べき 事 は ほぼ 確か で ある 。 然 り と すれ ば , 


こと ロラ 
OI bow ha > ke 


COPY NAMM AS, {he EEE ENT A LZ OAS FH AIECIAKWHEA 5D, 多く の 場 


動物 は , Hepatom の 成長 に よっ て 死亡 する か ら , COAMEA a Hithlbeyd ws, 


ZENTT COP Mii CHAR TAU, CHAM SLO, 計画 的 に これ を つく る こと が 出来 


を 7 
の つて 


GC} -% いみ の ュ 2 --p? fi され る Dns 

















いう まで も な く , TNIHERMTSAnd, 実験 に よる 証明 を 必要 と する 。 実験 に 訴え た 結果 
は , この 推 准 が 間違い で あっ た 事 を 証明 する こと に な る か も 知れ な い が , 目下 私 ども は, この 
宜 定 の 下 に 実験 を 進め て いる 。 な お , この 推定 が 正しけれ ば , 同じ 方 法 で , マウ ス に も る 吉田 肉 
WAS CASLBAGH, 同時 に この 方 の 実験 $ 進 め て いろ る 。 一 般 て , o-Amidoazotoluol ic k 
っ て , マウ ス で は 内 度 細胞 の 壇 殖 が 著 明 で あっ て (早見 : 長崎 医学 会 雑 誌 , 18, 1940, 68 一 74) 
ィ マウス で 生じ た Hepatom Cit, その 一 部 が Endotheliom の 像 を 示す こと が ある (西山 : 
"ii, 29 1935, 285), 西山 氏 の マッ ス Hepatom の 古い 標本 を 再 栓 する 機会 を も っ た が , 一 


例 の 肺 韓 移 で は , 吉田 肉腫 の 細胞 淫 潤 閣 と ほぼ 同じ ょ うな 像 が 見 られ た 。 


+>ー で 


森 だ 実験 的 事 穴 を も た な い 報 告 で 恐縮 で ある が , 第 二 の 吉 田 肉 購 と も いう べき も の の 発生 が 


上 告 され た 機会 に 私 ども の 見 解 を 逃 べ た 次 第 で ある 。 ( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 


RER : 





移行 と 思わ れる の は 偶 希 呈 








つの ちか っ た 考え 方 に 大 き な 志 盾 が ある 。 
REME: 以前 さ ン ツ ピ レン 或 は メチ レシ ュ ラ ント レン を マウ ス の 腹 睦 内 に 注射 し た が , 

は 容易 に 生じ た が 。 何れ る 腹 壁 に 定着 し た も の で , 腹水 肉 取 は - 一 例 も 見 る こと が 有 出来 な か っ た 。 MekA 
腫 の JHE wid, FA 2 BEER IT. # 他 の 條 伸 を と する らち しい 





rien i Hep h oo O my iCiE RH OR 
BD 2 fait DO WLS 
吸収 する と 大 部 分 ? 


LA ERY IN) © Jind 22 GRRE 





64. PENIS DO ATEIC HEC BEER 


“ET fe ey Er ry Me Wf ete SOT TEL Ge pee 7 - 
(新潟 大 学 】 pai fo FL EBT Us は 衛生 研究 Fj 


On the origin of malignant tumors. SHICHIRO USUDA. 





6 Sh REE ES INT LES 





Dy all ea 


発生 を 明 に する に は , 先 第 一 に 重 


多 の 学説 が 挙げ られ て る が , 今日 な お 不明 で ある 。 其 の 物 ) 


束 な る 事 は 悪性 腹痛 は 如何 な る も の で ある か 争 其 つの 本態 を 知る 事 で ある 。 然 る に 其 の 本 態 就 







て も? 多数 の 学 読 が あり 今 な お 定説 が な い が , 京 


ays y= aye EEA thm リト Zi Tf 
Re a» FR oth LY Ly OD Fk: £ AD: PD, 例 ば ド Fede 


wir FR ptt 


ER ” a Zn 6: sn “a, Sue 
EEE Cit He 4 A AO ARM SCL, ENT OP DIEB SO 
1 か 異 府 に 反する 事実 で あう 。 
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RULER BT ROWE BEN, “RAPALA ANGER & EEC LT, 腫瘍 細胞 の 其 刀 
& @ ICR LPEMIBOARME L BYE SA SABLE BOKSEMLCRET, 

SEPEISIROARE : eo WOME E D/ES, BBP ABoORiict 
いて 染色 体 基質 Matrix 25% fat k OSE ICHEMEE FT, FEDICUE AKON OSE SE 
DAD SPERG 2 ALZe DIRATARGE Zs YD 

基 の 結果 は (1 ) KrhEr SES RAR CA CAEN rd, 常に 桜 動 を 起 し 易く , 
無制限 増殖 を 起す 。 (2 ) 基質 が 桜 続 に 附 苦 す る 結果 細胞 の 分 化 陸 得 を 起 し , 胎 兄 性 細胞 に 導 
UF, C3) 胎 兄 性 細 胞 類似 の 結果 自律 手 を 獲得 す 。 (4 ) 分 化 の 陸 得 だ より 細胞 の 性 次 が 一 
BE LS 4 — PANE O hn & HEE LS, 

Maik zei Matrix Theory と 名 づく 。 

基質 説 の 根拠 : 次 の 事実 に 基く も の た な たり 。 

(1) 正常 桜 間接 分 裂 の 際 に は ( イ ) 染色 続 の 表面 に 基質 が 附 苦し て る 間 と 染色 続 が 荷 皿 し , 
基 れ 以外 の 時 に は 夫 加 は 起 ら な い 。 てら) 染色 締 の 表面 に 基質 が 附 苦し て 間 は 細胞 の 分 化 は 炉 
DEW, 従っ て 細胞 の 機能 は 佑 止 する 。 Cr) 染色 続 の 表面 より 基 質 が 完全 に 解体 遊 上 離し て 

縛 が 最大 表面 浅間 を 占め る 様 展開 し た 詩 に 桜の 機能 は 完全 に 発揮 出來 , 分 化 $ 起 る 。 C=) FH 


胞 分 像 直後 の 細胞 は 腔 見 細胞 に 類似 す 


(2 ) 船 児 細胞 の 桜 は 一 般 と 基質 


A 


Ho. (3) SENN Bit RUHT AT, (4) 


Reve RSA nl jive A TD if Ht & lt 反比例 す 
以上 の 如き 根拠 より , 上 記 の 設 を 提唱 する も の で , ZOMRC ko CHEMO RD THE 


絵 て 説明 する と と が 出來 る 。 


/ 


RA: (1) TRB, 残存 附 苦 せ る 基 買 に は 桜 酸 が あり 自己 人 媒 地 形成 し 細胞 は 






桜 動 に 対し て 過敏 状態 と な り 居 り 軽 役 な る 刺 電 に よっ て も $ も 直 に 桜 動 を 起 し 無制限 増殖 を 起す 。 
(2 ) 自律 性 。 之 は 悪性 虹 揚 細胞 カ 変化 せる 事 に 基く も の な る が , 本 挫 の 秦 化 は 細胞 の 
性 状 を 司る 遺 佑 子 の 機能 障 如 に 依る , 避 性 幅 瘍 細胞 桜の 染色 続 の 表面 に は 基質 が 附 苦し て る が 


ZACH り 遺 偉 子 の 機能 障 召 が 起り , 細胞 の 性 状 が 一 変 し 自律 性 を 得る 。 (3 ) 腫瘍 細胞 は 一 
新 細 胞 種 に 類似 する 。 之 も 前 者 同様 貴人 子 の 携 能 障 得 に 依り 葛 く 朗 明 され る 。 (A) 分 化 職 得 
之 る 前 者 同様 遺 値 子 の 機能 障 得 に 依 I EN SIS (5 ) 筑 白 質 形成 系 の 刺 滅 汰 態 。 之 も 基質 
内 概 酸 の 存在 に 依 9 説明 され る 。 (6) 大 の 他 種々 の Kataplarie も 同様 に し て 訟 明 ミ れる 。 
結語 : 以上 の 如く 如 * 


KO, 其 れ 故 之 の 変化 こそ 野性 風 場 の 本 態 黄 の も る の た り と 思 慌 す 





場 の 表わす 仁 状 は 総 て 基質 の 残存 に 依り 一 元 拘 に 読 明 す る 事 が 出 


附 議 
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Ei の 適 Ra 
Matrix 


KEEZER : 
木村 哲二 : 
perchromatisch ~G7p > #7 nig 


イリ リキ 
FA も 


少し 確か な 立論 の 根拠 を 御 願 し ます 。 
柴 谷 父 奴 : Matrix の 形 





と いう より も ゃ も, 説 の 根拠 と な っ た 
と 式 わ れる 者 を 確か に 形質 的 に 見 
IE HAN Ti 


BRENNT + AEA EIS 


"-ZZOLDOIHNELD, 


し 核酸 と し て も 示さ れ た 理論 の 根拠 に 反する 事実 も 多く ある と 思う 。 


RAR : ルド 
か 。 ず る 
の 形 と 考え 


る べき で ある と 思う 。 


A> Te) eR 


Arbeitshypothess 


65. 


リ ックス ネス グ 2 eRe Liwt ns Bit u 7 8 2 
EBM Zeer Fr re VE O2 ET, HAM 
する と か えっ て 細胞 分 裂 機能 は 減退 する と 思う 。 


と し て 呈 出 【 も の で 


{て の 上 で 立 葵 せら ち れ た らち どう で せら うら か 。 X hy- 

も , 邊 律 性 発育 は ある の で す が そ れ を どう 説明 し ます か 
- 定 せ ず , 学説 の 根拠 と する と と は 適当 で な い 。 

フー ゼ 73 の ) If SHE ろ る L Ze = 意味 

包 の 如き が / へ テロ ビク フー ゼ グ 


matrix の 有無 は 今後 括 及 し た いと 


Naeh Ba ui Rt DET ET 


ALR, 藤田 樹 夫 
The amount of barium and its significance in tumor tissue. 


MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA 
(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical College) 


We have made an effort .to clear the significance of the amount. of Barium in 


the tumor tissues, by studying the values by stochastics, using an intermitent are 


spectrographi. 


100 samples were used for the experiments. 


samples of benign tumor and 


was found in the rest of the samples. 


4554.0 A in H. Kayser’s table was 


71 malignant tumors, 12 benign tumor, and 17 


9 of normal tissue. 


used for the experiments. 
normal tissues as control, in all 
In that, no Barium was found in 3 


And very small amount of Ba 


The average values were as follows ; 


I) Tissue Samples mg kg in 


fresh tissue. 


All sample; 100; 3.2830 
Tumor tissue ; 83; 3.8747 
Malignant tumor ; ens 4.3754 
Cancer ; 67; 4.1617 
Sarcomata ; 4; 4.9573 
Benign tumor; 12: 0.9125 
Normal tissue ; 17; 0.3943 
1) Gastric Cancer ; 15; 4.4684 
Medullar Cancer : 8; 5.8339 
Scirrhous Cancer; 6; 2.8840 
Primary malignat 
tumor of the ovary; 6; 3.6218 
Metastatic tumor of 
the ovary; ft: 4.9913 


mc kg in 
fresh tissue 


‘Tissue Samples 


Primary cancer of 


the liver : 6; 3.5767 
Matastatic cancer of 
the liver; 4; 1.3281 


Cancerous foci of the liver 
Central part; a: 3.0198 


Perpherial part ; 2: 3.8519 
Malignant cholionic epithelioma 


Primary foci in the uterus; 


1 3.5177 
Metastatic foci in the liver; 
Es: 9.7915 
J) Ovarial cyst (45 ) 
Wall; まく 1.1212 


トン 
Ra 
on 








Content; : Oe 9 V) Difference on sex. 


Atheloma (50 : ) Male : 37; 3.8438 
Wall; i 0.9015 Female; 41; 3.6995 
Content; 1: 0 VI) Difference on age. 

\\) Malignant tumor of the animal. UP to 30; 6; 3.1024 
Chicken Sarcoma ; 1; 7.7254 30-50 ; 36; 3.0818 
Flexner’s cancer; お 9.9215 Over 50; 33; 4.8195 


We have studied the above mentioned average values of I and II groups by 
analysis of variance. The results are as follows: 

A) Notable difference was seen at the level of significance at 0.01. Normal 
tissue and tumor tissue, benign tumor and sarcomata, cancer and sarcomata. 

B) Notable diffence was seen at the level of significance at 0.05. Benign tumor 
and malignant tumor, benign tumor and cancer, primary and metastatic cancer of 
the ovary, normal tissue and benign tumor. 

C) No notable difference was Seen at the level of significance at 0.05. Medular 
type and scirrhous type of gastric cancer, primary cancer and metastatic cancer of 
the liver. 

As shown above, it seems that Ba also increases in amount along with growing 
malignancy of tumor, and as it has been related in the paragraph about Bi, the 
respective ratios of ‘‘ benign tumor vs. carcinoma’ and “‘ carcinoma vs. sarcoma ”’ 
being different from Ti, showing the trend similar to Bi while the ratios of “benign 
tumor vs carcinoma’’ is 1; 3. 

The ratio of ‘‘carcinoma vs. sarcoma’’ shows 1: 1.8. So comparing with the 
ratio of Ti, which is 1: 35, an interesting result was obtained. 

The result of examining by analysis variance about the difference of respective 
classified age on average volues, which has been shown in VI group above mentioned, 
are as follows: 

1) The differnse between average values up to 30 years old and 31 to 50 years 
old, of which danger rate being «=0.05, the difference is not recognized as significant. 

2) But on the difference between average values of from 31 to 50 years old 
and over 51 years old, of which the level of significance being «=0.05, the significant 
difference is recognized. 

In contro] normal tissue, classifying up to 50 years and over 51 years old, the 
value calculated by Fischer’s direct probability becomes 0.05, and the probability 
which happen to be obtainedis 0.05. So that these differences can not be thought as 
accident. Considering the results of examination above mentioned, in case of Ba in 
normal tissues as well as tumor tissues, between ages over 30 and over 50 years, it 
become clear that there is difference in amount. 


While Ti indicated the tendency, that increase of age and increase of Ti were 


246 
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in balanced relation in normal tissue, the increase by age was not recognized in 
tumor. In sarcoma as well as in carcinoma, respective examinations show 
approximate value in average, and they never show particular value as seen in Ti 
on some examination. Summing up the above we can say as follows: 

Ba showed the tendency of increasing in amount along with growth of 
maglinancy of tumour, but in the tissues of a normal body, Ba increases in quantity 
along with increase in age. Ba increased in amount in tumor grown in an aged 
person more than in younger person. So the fact that the tendency of the increasing 
amount of Ba is not disturbed by influence of the growth of the tumor. Ba varied 
rather in similar way as Silicon as we had reportedbefore. It was considered that 


it has not so much significance in growth of carcinoma. (KHAFFHRREIIKZ) 


66. PRESET O Bi RU ORR HET 
荒木 正 哉 , 藤田 樹 夫 
The amount of bismuth and its significance in tumor. 
MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA 


(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical College) 


In order to clear the significance of Bi in the tumor tissues, by intermitted arc 
spectrography, 71 samples of malignant tumor, 12 of benign tumor, and 17 of normal 
tissues as contrast, were used for the experiments. 3067,7 A was used for analytic 
line by H, Kayer’s table. 

The average values were as follows: 


| ) Tissue Samples mg/kg in Tissue Samples mg/kg in 
fresh tissue fresh tissue 
All samples; 100; 1.0550 Metastatic cancer of 
Tumor tissues; 83; 1.2103 the liver ; 4; 1.7381 
Malier > 71・ ‚345; Cancerous foci of the liver. 
— IE: 67. nn Central part; 2; 0.7987 
BR h 2 par Peripheral part; 2; 0.2655 
Sarcoma ; ko 2.2016 Malignat chorionic 
Benign tumor; 12; 0.4124 epithelioma Primary 
Normal tissue: 17: 0.2965 foci in the uterus; Es 3.2157 
I) Metastatic foci in 
the liver ; i 1.7718 
Gastric cancer ; 15; 1.2187 » ek 
Medullar cancer ; 8; 1.4375 wail biol sai ” 0.3815 
Scirrhous cancer; 6; 0.9714 ds 2 ; 
PR li . Content; 0; 0 
imary malignan EN 3 En 
tumor of the ovary; 6; 0.9687 Athelomata Wall; 1; paps 
Metastatic tumor of Contents; 1; 0.20 
the ovary; 1: 1.5327 lV) Maligant tumor of animals. 
Primary cancer of Chicken Sarcomata; 1; 4.0528 
the liver; 6; 0.5246 Flexners cancer ; 1; 2.7538 
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\) Diffence on sex. M) Difference on age. 


Male; 37 < 1.1793 Up to 30: 36; 0.8893 
Female; 41; 1.1385 31-50; 36; 0.9682 
Over 51; 33: 1.4482 


The result of examination on the average values of I and II groups by analysis 
of variance is as follows. 

A) Notable differece was seen at the level of significance at 0.01. Normal tissue 
and tumor tissue, benign tumor and sarcoma, benign tumor and malignat tumor, 
sarcoma and cancer. 

B) Notable difference was seen at the level of significance at 0.05. Primary 
cancer of the liver and metastatic cancer of the liver. 

C) No notable difference was seen at the level of significance at 0.05. Medullar 
cancer and scirrhous cancer of the stomach, primary and metastatic malignant tumor 
of the ovary, normal tissue and benign tissue. 

As you see from the above, more Bi is found in more malignant tumor, as in 
the case of Ti. The proportion of the values between normal tissue vs. cancer, 
benign tnmor vs. cancer, and cancer vs. sarcoma are as follows: 


1. Normal tissue Vs. Benign tumor. 


Bi Ti Ba 
1: 1.4 1:27 2.4 
2. Benign tumor Vs. Cancer. 
1278: 1.32 1: 4.4 


3. Cancer Vs. Sarcoma. 
1: 1.8 53:5 1:31%9 

As we see above, different from Ti, Bi is showing a similarity to Ba. That 
is, comparing with the high ratio of ‘‘ benign tumor vs. cancer ” while the ratio of 
“cancer vs. sarcoma ” is 3.5 times in Ti, that in Bi is less than 2 times. Here as 
we consider the results by the analysis of variance as above mentioned, we reached 
the result close to Califano’s theory in which Bi has in tumor tissue rather more 
affinity to interstitium than tumor cell. On correlation between age and Bi, according 
to the result of the examination of respective age groups classified average values 
by analysis variance as above mentioned, the difference between average values of 
up to 30 years old and that of up to 50 years old, had no significance as the level 
of significance is «=0.05. But between the average value from 31 years old to 50 
years old and over 50 years old difference was seen, and in normal tissue the average 
of 5 samples for up to 30 years old was 0.2412, that of 9 samples for between 31 
years old to 50 years old was 0.3260, and that of samples over 51 years old was 


0.3104 ; thus the change by ages was not seen. 
It seemed that the increase of age and the increase of Ti are balanced. It is 
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thought that the growth of tumor may disturb the balanced relation, but here again 
we could see that there was no increase by age in normal tissue, while in tumor 
tissue there was the tendency to increase a lot, when tumor has grown after 50 
years of age. It is considered that the relation of ages is coincidental. Particularly 
the tumor which has grown after 50 years of age showed the increase of Bi. 

It may be concluded as follows: | 

1) There is a tendency that more Bi is found in more malignant tumor. It 
seemed that Bi might have an affinity to interstitium more than to tumor cells. 

2) It was shown that Bi increases in the samples of tissues which were obtained 
from persons over 50 years old. But it seemed that age does not have a relation 
to the increase, but peculiarity of the tumor might play an important part. 


(Cit HRA TIS ES) 


67. eo Ti RUZ OD MSE IC HET 
MAEX, 藤田 樹 夫 
The amount of titanium and its significance in tumor tissues. 
MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA 


(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical College) 


We have made an effort to clear the significance of the existence of titanium 
in tumor tissues, by studying the values by stochastics systematically, using an 
intermitted arc spectrography. 3349,4 A was the analytic line used according to the 
table by H. Kayser. 

Grand total of samples we used is 100. Of these, 71 were the malignat tumors, 
12 benign tumors, and 17 were normal tissues for control. 

No Ti was found in 3 samples of benign tumors and 13 of normal tissues. But 
samll amount of Ti was found in every one of the rest of the tissues. 


The average values were as follows ; 


|) Tissues Samples mg/kg in Tissues Sample mg kg in 
fresh tissue fresh tissue 
All samples; 100; 5,1320 Scirrhous cancer; 6; 7,9033 
Tumor tissues ; 83; 6,0426 Primary malignant 
Malienant tumor ovalian tumor ; 6; 4,4635 
tissues ; TE: 6,7543 Metastatic tumor 
Carcinomata ; 67; 5,9317 in ovary ; 1: 3,9281 
Sarcomata; 4; 20,5318 Primary tumors of ; 
Benign tumors; 25 1,8319 the Hee 9; 9,4428 
Normal tissue in Metastatic tumors ー 
EE を 17: 0.6862 of the liver; 4; 12,5265 
I ) Gastric cancer; 15: 5,1248 Cancerous foci in the liver 
Medullar cancer; 8; 8,7800 Central part; 2; 7,9296 
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Peripheral part; 25; 3,1991 I) Malignant tumor of the animals. 


Malignant chorionic Sarcomata of chickens; 1; 10,1058 
epithelioma Primary Flexner’s cancer; 1: 7,9188 
foci in the uterus; 1: 7,0196 V) Sexual difference 
Metastatic foci in A a7. 
the liver ; 1: 7,9202 men - poe 
: e, ; D 

I) R Ovarial cyst に VM ) Difference on ages 
Wall : 1; 2,3015 Up to 30 6; 4,1589 
Contents; 0; 0 31-50 years; 36; 6,5548 
Athelomata Wall; 23 3,2518 Over 51; 33・ 7.6680 


Conten ts : 0: 0 

It is deemed that more Ti will be found in more malignant tissues. In order 
to clear the stochastic significance of this tendency, we studied the average values 
by an analysis of variance between I & II groups. Then we could gain the results 
as follows: 

A) Notable difference between the average values is recognized in following 
tissues, even when the level of the significance is at 0.01: Normal tissue and 
tumor tissue, benign tumor and sarcomata, carcinomata and sarcomata. 

B) The difference between the average values is seen in following tissues, even 
when the level of the significance is at 0.05: Benign tumor and malignant 
tumor, benign tumor and cancer, malignant primary tumor of the ovary and 
Kruckenberg’s tumor, normal tissue and benign tumor. 

C) Notable difference between the average values is recognized in following 
tissues, at the level of significance at 0.05: Scirrhous cancer and medullar 
cancer of the gastric cancer, primary cancerous foci and metastatic cancerous 
foci of the liver. 

The above mentioned results revealed that there is a tendency to increase in 
the amount of Ti progressively in proportion to the degree of malignancy of the 
tissue. 

We are studying on the methods and the materials of the experiment, in order 
to clear from where Ti is transfered, that is, whether Ti is coming from the 
surrounding tissues to the tumor or’ from all the parts of the body. 

Now let us see the correlation between age and the amount of Ti. Originally 
Ti is contained in the surface of the earth, as Silicon. 

Ti will be always found in rocks or soils. According to Clerk, percentage of 
existence of Ti in the natural world is rather high, as it indicates 0.58, being 10th 
on the list following hydroxygen. Therefore, it will be deemed that the amount of 
Ti will increase by the age, if samll amount of Ti is contained in the organs of 
the body. By our experiment, only 4 samples showed reaction of Ti out of 17 samples 
of normal tissues. Among these one sample was obtained from a 43 years old person, 
and other 3 samples were obtained from the persons who are aged over 50. 

No Ti was found in the samples which we obtained from persons less than 40 
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years old. Thereon we examined the difference of rate of appearance in normal 
tissues between persons below or above 50 years. We recognized that there is a 
difference, even the level of significance is at 0.1, in calculating by Fisher’s direct 
probability. Namely, it shows the tendency of increase of Ti in the aged person. 

In the tumor tissues, we have checked on the average values, by grouping 
them by the ages and by the analysis of variance. Yet no significant difference was 
recognized, as it is indicated on the level of significance at &=0,005. Namely, no 
influence of the age was seen for the amount of Tiin tumor tissue. Most interesting 
matters in the experiment are as follows: 1 sample out of 67 (27.7282 mg kg) cancers 
of the liver was determined as rejectable by Thompson’s refection test. And 1 sample 
out of 4 of lymphosarcomata was determined as unrejectable by Thompson’s rejection 
test. Namely in cancer, 27,7282mg may have a particular significance which could 
not happen to be accidental. But in sarcoma, 40,1817 mg shows enough possibility 
to exist accidentally. It seemed that rate of increase of Ti between cancer and 
sarcoma differ remarkably, not as in the instance of Ba. 

It may be concluded as follows: 

1) It seemed that more Ti may be transfered to tumor tissues in proportion to 
the degree of malignancy. Contrary to the cases of Ba or Bi, in the tumor tissues, 
close correlation with the amount of cells is seen. And it is thought that Ti may 
be stored in tumor cells selectively. 

2) It is found more in aged persons. But this rule may be broken by the 
growth of tumor. GRAFIKER EB) 


68. 7H{EFFic Hit 3 p-Aminoazobenzene の 治 長 
森 和雄 , 百 木 せい 子 Crs fle HORI BED 
Distribution of p-Aminoazobenzene in the gastro-intestinal tract of rats. 


KAZUO MORI, SEIKO MOMOKI. 


自選 を 10 pes 2 群 : に 分 ち , 1 群 に は 小米 に 0.05% の 制 合 : こ p-Aminoazobenzene を 大 
豆油 に と か し て 泥 和 し た 飼料 を , 他 の 群 に は 上 記 飼 料 に 更に 10 2 の 制 合 で 和牛 肝 末 を 深 加 し た 
VOLHEMEL 1 ヶ月 後 , それ ら 動 物 の 崩 並 に 腸管 
ル 抽 出し , 7 N 塩酸 で 早 色 , 光電 光度 計 を 用 いて 定量 検 計 し た 。 

実験 結果 を 表示 する と , 消化 管内 容 に 含ま れる p-Aminoazobenzene の 消長 は 両 群 〇 動物 
と も る, 大 体 同 じ 傾 向 を が し た 。 多 ち 両 群 共に 前 月 に 相当 量 検出 され た 色素 は , BRIT CLA 
じ , 小腸 前 全部 (上 二 指 賜 並 に 容 腸 ) で は 激減 する 。 ee ae RVI) MITTENS 
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(ei ıctsd & p-Aminoazobenzene の 消長 、mg22^ —CHIATKL, 最後 に 大 腸 部 で は 


p- -Aminoazobenzene p- -Aminoazobenzene 更に 埼 量 する 傾向 に ある 。 し か し 


43. Ar F 


Fr ERRAE 新鮮 材料 tic BRAD BY 





それ は 後 骨 部 の それ に は 及ば な 


い 。 面 し て 肝 未 添加 の 影響 は 殆ど 





; 1.8 13.5 7.4 16.5 
後 胃 部 | 35 11.0 1.9 11.0 られ な い 。 
: 0.7 3.2 0.7 3.0 Miller 等 は p-Dimethylami- 
hy 1.4 7.0 1.3 5.2 noazobenzene 7 8h2 I Hoya 
% 部 | 1.8 8.5 1.9 7.6 (CAH CBE CIE IL Sav 3 (45K 
所 | 2.2 10.0 1.9 8.5 は , p-Aminoazobenzene が 主 
で ある と と を 報告 し て いる 。 AR 
呈 性 アソ 色素 飼料 に - 生 肝 林 を 添加 する こと に よっ て その 発癌 が 著しく 抑制 され る 。 
し か し 本 実験 の 結果 , 和牛 肝 未 添加 は p-Aminoazobenzene の 消化 管内 泊 長 に は , 殆ど 影響 
を 有 せ ぬ 事 が 明か に され た 。 ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


29. 実験 的 自 遇 肝癌 形成 過程 に 於 ける ビタ ミン AD 
組織 学 的 分 布 に 就 て で 赴 季 男 
Histochemical distribution of vitamin A in the course of experimental 


hepatoma production in rats. SUEO TSUJI 


(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical College) 


There are hardly any noteworthy studies in respect to histological distribution 
of vitamin A in tumor since the method verifying it is not yet established. Previously 
we have established histochemistry of vitamin A by using glyceroldichlorhydrin. 
Trans. Soc. Pathol. Japan. -Liber XX XIX, 1950). Now we have investigated with 
this method, the histological distribution of A in the process of hepatoma production. 

Materials and method of experiment: Rats, weighing about 100 to 150g were 
used. By giving butteryellow the changes in the histological distribution of A is 
observed periodically. When butteryellow is commenced to be given, A decreases 
and as it is difficult to detect it during the various periods, we have continued 
experiment by administering in the following way. The animals are given per os 
30,000 i.u. of A every day from 5 days prior to being killed, and from 2 days before 
are subjected to subcutaneous injection of 60,000 i.u. 

Result of experiment: 1) In normal liver of rat; The distribution of A in 


normal liver of rat differs individually, but as a whole the amount is small and is 
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distributed mostly in liver cell. There is no remarkable difference between the 
central zone of lobule and the peripheral zone. In liver cell it is seen in fine 
granulated form in the protoplasma. When fat-staining is conducted, it is seen 
mostly to coexist with fat-drops. No A is seen inside nucleus. In Kupffer’s cell it 
is proved to exist sometimes in traces, but is normally negative. A is also negative 
in connective tissue of interstitium, bile-duct epithelium, veines and arteries. 

If A is given in accordance with the above mentioned method, it can be proved 
obviously in liver cells and Kupffer’s cells, in raugh and fine granulated forms. In 
liver lobules, it is sometimes proved more in peripheral zone than in central zone, 
but in most cases the whole liver cell shows diffusively and to high degree blue 
colour by A. In connective tissue, A is hardly recognized, but in blood-vessel 
endothelium it exists, although slightly. It is hardly seen in bileduct epithelium. 

2) Period of degeneration and atrophy of liver cells: In the beginning stage 
when butter-yellow is administered, degeneration and atrophy of liver cells are 
recognized, but at this time A already decreases and is negative in non-administered 
cases. That is, besides liver cells which develop claudy-swelling or frothy 
degeneration, A can not be proved in liver cells with fatty deposition. In 
administered cases A is proved to exist, but is much less than in normal liver 
cells, especially the higher the grade of degeneration and atrophy, the more it 
decreases accordingly. Furthermore, since these changes are apt to occur most in 
central zone of lobule, consequently A is very often most rare in this place. In 
Kupffer’s cell, too, which is enlarged or detached, A is seen to decrease and in some 
cases it is even impossible to prove. In connective tissue, bile-duct and blood-vessel 
endothelium of arteries and veines, no special changes worthy of note were seen. 

(3) Period of nodular hypertrophy; When hypertrophy and increase of liver 
cells occur, A is proved plentifully at the portion, and the higher the degree of 
these changes, the more distribution of A is seen. But when this portion comes to 
take an atypical character, A is seen to decrease gradually. On one hand increase 
of connective tissue is seen, and because of this increase and since the liver lobule 
run into atrophy from pressure, A diminishes in the portion. Therefore, at this 
period liver lobule of various blue colours, deep and light, are scattered between 
the colourless connective tissue. Moreover, in places where the increase of bile-duct 
epithelium of the peripheral zone of lobule is recognized remarkably, it seems as 
if A comes to exist slighty, but since connective tissue comes immediately from 
the periphery, causing atrophy by its pressure, A in most cases dereases at once 
and cannot be proved. Also, A cannot be proved in the part of cholangioma 
resulting from this increase of bileduct epitherium. 

4) Period of hepatoma; A cannot be proved in cancer parts. In non cancerous 
parts, A can be still proved, but as a whole is scantier than in unaffected liver. 
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Besides, there is a large difference in A colour reaction depending on parts compared. 
That is to say, as already mentioned, A is little where degeneration and atrophy 
of liver cells occur, while in hypertrophy and increase, A too is also abundant. 
In Kupffer,s celi, too, A is less than in a normal liver. 

Summary: When butter yellow administration is commenced and degeneration 
and atrophy occurs in liver cell, A is seen to decrease. In due course, as 
hypertrophy and increase of liver cells appeared and comes to the tubercular 
hypertrophy period, vitamin A can be proved plentifully in those parts, but on the 
other hand, little of A is seen in liver lobule which is subject to atrophy from 
pressure due to the increase of connective tissue. As the nodular hypertrophy takes 
an atypical character, A decreases gradually and, when it becomes a hepatoma A 
cannot be proved any longer, neither can A be proved in cholangioma. 

(RGR EH Bic kB) 





70. EEE IT SIAR 7H ERURX 
ハタ ー ぞ の 変化 HD 
黒田 精 之 , 埋 寛 〈 光 線 研 究 所 , BREAD 
Changes in liver catalase and phosphatase in the course of 
experimental liver cancer production. 
SEISHI KURODA, HIROSHI KISHI 


Bey FH EMG FLIC ot Oa AAI -—¥VEEONIF -¥UOR(EICOWTL, 種々 研究 さ 


ALE EAL TW Sq EGG LY 7 —CMROBL COW TSB Lens, 今回 は 主として 
スハ ター ゼ 量 の 変化 を 組織 化学 的 に し た の で , その 大 要 を 報告 し て お きた い 。 ED, 


Dimethyl-p-aminoazobenzene を 普通 の 方 法 で 経口 的 に ダイ コク ネズ ミ ( と 投 奥 し て , tow 
j を 追っ て 肝 カ タラ ー ぞ を 測定 し , 日 つ 肝 ホス ハタ ー ゼ は 小沢 氏 法 に よっ て 組織 化学 知 に 松 討 
し た 。 入 者 等 は 更に 肝 韻 抑制 物質 投 尋 の 場合 つ カ タラ ー ゼ 及び ホス ハタ ー ぞ の 消 ] % 併せ て 


DR Leo 以下 と れ ら の 実験 の 要点 の み を か ん た ん に 報告 すう 。 

Att) 100g の グイ コク ネズ ミ を 30 VE CCH) 及び 40 PC CDE) OTHE 5 EME & 
問わ ず 用 いた 。C 群 に は DAB を 3% に ゴマ ッ 油 と 溶解 し た も の Wee を 円 米粉 1 kg に よく 
kmMLCHZ, D 群 に は 円 米粉 に 15 2 に な る 如く 乾燥 生 血 粉 を 加え を , その 1kg に 32DA 
B の ゴ ッ 油 20cc を 混和 し て 奥 え た 。 こ と れ ら の 二 和 群 よ り 任意 に 一 匹 づ つ を と っ て 同時 に 殺し , 
肝 カ タラ ー ゼ を 測定 する と 共に ホス ハタ ー ゼ 標本 を 作っ た 。 こ と れ ら の 実験 の 大 要 は 第 1, 2 表 
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を 用 い , カタ ラー ゼ に よっ て 分 解 し た 過 


酸化 水素 か ら 発生 する 酸素 量 を は か っ た 。 


BS, 生理 的 食塩 水 で よく 洗っ た 時 臓 片 


100mg を 10cc OVERRAN eINA Tk 


くす りつ ぶし , 5 分間 3000 回 遠心 し た 上 消 lee ic 


Sal. 


Kit {t- gheattgh ap wins — Ff hide. ZU 
酸化 水素 水 10cc を 加え て よ dk, 5 nl c 


I 


Vis < 


u 
& 
3 
この 
on 
po, | 
= 

= 

i 
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Kee 10 分 , 2 22 Nas 液 に て 1-2 
封入 ,。 ホス ハタ ー ゼ は 倫 色 を 早 す る 。 
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アル カリ ホス ハタ ー ゼ 酸性 ホス ハタ ー ゼ 


2 % glycerophasphate BIGE 2 22 glycerophasphate 5.6¢ 

37°C BIER. 
1 % lead nitrate 92GC 1 22 lead acetate 10, cc 

6~12 24 時 間 
pH 9.1 Borax Borate Buffer 10.cc ETH pH 4.8 acetate Buffer 10, cc 
Aq TDICE Aq 78.6 


に 特記 すべ き 変 化 は 見 当ら な い 。 一 方 アル カリ ホス ハタ ー ゼ に つい て は , DAB BUSCH 
I LET 


OT, T CCMA ATO MN OMIT CHE LCL TS EDS, IBTRRIET 


Ores た ER と これ ら の 細 Hed ky 及び ) 原形 買 に に % 同様 に ア ルカ リ ホ スス ター wo YL て いる 





の を 認め る 。 駐 肝 細 胞 間 に 肖 潤 し て 来る ホイ ル ゲン 反 應 陽性 の 小 円 形 細胞 に は 桜 , 原形 質 の 両 
eis, られ る 。 EX, 肝 小 葉 居 辺 部 の 肝 細 u? RED TRY HED の 際 に IE; SIb ら の 肝 細 胞 特 に 原 


庁 — 


ドー a ジル See eet oye 2 an ee 
WEE Cea CV Do 肝癌 に 2 が 2 見 る に , ゲル カリ ホホ スハ ター ゼ の ョ * や く 増 加 し た と 言 a 


Bey な 所 見 ト な い が , 月 f 交 中 に 浸潤 せ る MAIN ET ELTUBOEZHDH Ar ゃ ある 。 とれ は - bag 


の も の と 同じ ょ うに 思わ れる 。 双 便 変 様 の 変化 の 強い も の に は , THEOMFORMB, 原形 
買 の 両者 に アル カリ ホス ハタ ー ぞ の 塔 加 が 見 られ る 。 然し 年 ら DAB に ょ っ て 作ら れる 肝 閣 


その も の に は , アル カル ホス ハタ ー ゼ が が さほど 埼 加 し て いる と は 過 定 出来 な い 所 見 で あっ 


以上 ホス ハタ ー ぞ 染色 標本 の 所 見 で ちる が これ に よっ て 決 論 を 下す 事 が 困難 な の で 筆者 等 は 
WIC, と れ ら ホス ハタ ー ぞ の 定量 を 行う べく 槍 備 中 で ある 。 


( 交 部 省 科学 研究 費 に ょ る ) 
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71. A-8977 AIMED PMWICYEGE OBER (EHD). Kia 
WVBR Ic By 3 Hy Heft I 5 久我 正己 
Studies on the stainings and embedding-methods with aid of carbewax 
(continued). Glycogen-staining of the experimental hepatoma 
producing rats. MASAMI KUGA 


(Pathological Institute, Kyoto Prefectural Medical College) 


We described formerly concerning the embedding- and staining-methods by use 
of carbowax, namely routine hematoxylineosin-, van-Gieson-, Sudan III-, prussian- 
blue-, glycogen-staining, etc. Since then we improved these methods and obtained 
satisfactory results, especially on glycogen-staining in which one could complete 
all procedure in a few hours against the former paraftin or celloidin method which 


needed several days to complete the slide. 














Now we experimented on the glycogen-staining on the experimental hepatoma 
producing rats by feeding of p-dimethylaminoazobenzene, and observed the transition 
of the distribution of glycogen in the liver. 

I. Method: 1. Tissues (about 10x5x2 mm) are fixed in absolute alcohol or 
methanol for 30 minutes or in aquous saturated with glucose for 60 minutes. 2. 
Embedding. After soaked in the mixture of carbowax 4000 and glucose about 1 
hour, tissues are stuck on the block. 3. Staining. Specimens are removed to 
absolute alcohol to extricate the carbowax from the specimens. After routine 
nucleus-staing by hematoxylin, the specimens are soaked in Best’s carmine solution 
about 2-5 minutes, and then differentiated, dehydrated and mounted in balsam. 

In this experiment were used rats about 100g weight, which had been fed with 
rice mixed with p-dimethylaminoazobenzene-olive-oil. Every ten days animals were 
‘sacrificed 4 hours after meal. 

II. Results obtained: 1. Distribution in the normal liver. Glycogen dis- 
tributes in each cell plasma of the liver homogeneously as the granule. Partly the 
distribution shows sleet-like, but this seems to be the artefacts. There are some 
cells having a little glycogen, but cells having none can not be found. Sometimes 
it appears in the free cells, especially in leucocytes, but Kupffer’s cells, connective 
tissue of stroma, and the epithelial cells of bile ducts are negative. 2. Changes 
in initial stage. The change of distribution appears at the very early stage, soon 
after the beginning of experiment. Namely some cells have unusualy great deal 
and others little. This change increases remarkably day after day, and finally loses 
a definite regulation. At the pre-cirrhotic stage some cells having no glycogen 
appear. Glycogen-content is not in proportion to the size of the cell, but relatively 
small cells have a tendency to contain rather little. 3. Cirrhosis of the liver. 
Glycogen in the cells appears no more homogeneously. Each lobule or pseudo-lobule 
has almost equal amount of glycogen without relation to the cell-size. Therefore 
only one cell, which is left in the connective tissue, has almost equal amount of 
glycogen compared with the other cells in the lobule. The glycogen content of 
the free cells, especially leucocytes in the connective tissue, increases in this stage 
gradually. 4. The changes at the end stage. The nodulor hypertrophy grows 
more and more pressing the surroundings, but the glycogen-content shows no change 
from the former stage. There appears suddenly in a part of nodule some cell 
groups, in which cells contain no glycogen. This corresponds to the stage of pre- 
adenoma. The adenoma and the hepatoma have also no glycogen, and the liver 
cells surrounding hepatoma have a small amount, while the leucocytes contain a 
great deal. 

III. Conclusion: We investigated the glycogen during the course of the 
hepatoma formation in rats with aid of carbowax embedding, for one feared the 
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previous method may lose more or less of glycogen in its process of several days,. 
though new methods needs only a few hours. 

Kimura, Imakyure, Amano and Tomita had investigated the glycogen of liver 
with aid of routine method, and had obtained almost same results as I have. 
Namely hepatic cells showed different contents of glycogen in each cells from 
early stage of the experiment and became more and more irregulary. This appears 
proportionaly to the degeneration and atrophy of the liver cells, but not always 
so. Now, it is almost impossible to determine decisively the contents of whole 
glycogen with histochemical methods. But I think that the rare findings in the 
non-carcinomatous liver cells ofthe hepatoma carrying animals is the result of 
dystrophy. 

It seems that no glycogen is found in the adenoma- and carcinoma-cells, which 
suggests that these cells are different from normal or nodular hypertrophic cells in 


the metabolism of carbohydrate and other substances. (SiR REP HIT ES) 


72. FTAA 74 AT 7 A- KIT Zen] 


AHR, 島崎 昌義 , 吉 長 正文 
Histochemical studies on phosphatase in Yoshida sarcoma. 
AKITOSHI SUGIMOTO, MASAYOSHI SHIMASAKI, MASAFUMI YOSHINAGA 


(Second Department of Pathology, Osaka University) 


Histochemical studies on the phosophatase activity of the tumor were often 
reported by many authors as Takamatsu (1939)', Kabat and Furth (1941), Otsuki 
(1942)°, etc., and their results were somewhat variable according to the materials 
and methods. The present study was undertaken to determine the phosphatase 
activity in Yoshida sarcoma cells. Experiments were carried out according to 
Shimizu’s modification of Takamatsu and Gomori procedures for alkaline and acid 
phosphatase staining.* 

The smears of Yoshida sarcoma were fixed in methyl alcohol for one minute, 
dried, and incubated in a substrate solution which contained sodium glycerophosphate, 
and then precipitated phosphate was visualized by ammonium sulphide. 

ACID PHOSPHATASE (Ac-ph): The Ac-ph appeared in the nucleus of sarcoma 
cells in large amounts in general as fairly coarse granules, and seemed to change 
according to the stage of the development of sarcoma. In the early stage, most of 
the nucleus contained some coarse and thick granules chiefly along its border, while 
the other parts were stained lightly (fig. 1, a). In and after the middle stage, the 


granules appeared so abundant and filled the nucleus, as to carve a light area in 
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relief at the place of nucleolus if present (fig. 1, b). 

The Ac-ph reaction in the cytoplasm was considered to have specific pattern 
and classified roughly into three types as follows: 

Type I: No reaction was present in the cytoplasm (fig. 1). 

Type II: Fine or somewhat coarse granules were present at the clear area in 
small or moderate amounts, showing to be closely related to the nucleus (fig. 2). 

Type III: The granules were disseminated throughout the plasma, and not 
confined to the definite place...seemed to have no relationship with the nucleus, 
even if present in group at some area (fig. 3, a). 

Type II included some irregular formed cells which had no typical Ac-ph 
reaction. They were considered to be on a necrobiotic process (fig. 3, b). Moreover, 
the cells with mitotic figures were conveniently excluded from every type. 

The smears selected optionally at each stage of development were examined to 
decide how these types of sarcoma cells changed in the course of development. In 
early stage, type I was present in large amounts and decreased gradually in number 
day after day. Onthe contrary types II and HI were in small amounts at first and 
increased day by day coming up to very large amounts in the later stage (fig. 5). 

It is very evident that the Ac-ph granules in the cytoplasm appears in a form 
similar to the azur and neutral red granules. It must be noted, on the other hand, 
that the Ac-ph granules in both the nucleus and cytoplasm are closely related with 
the developmental stage of the tumor cells, and that the presence of Ac-ph is 
concerned directly with the nuclear situation, i.e., the figure as if the granules 
erupted from the latter was often recognized (fig. 4). 

ALKALINE PHOSPHATASE (Al-ph): In the smear examined with our method, 
the nucleus and cytoplasm showed no Al-ph reaction in all cases. 

The presence of phosphatase in the tumor tissue itself is now being investigated. 

NOTES: (1) Takamatsu (1939): Gann, Vol. 33, p. 218. (2) Kabat ard Furth (1941): 
Am. J. Path. Vol. 17, p. 303. (3) Otsuki (1942-43): Manshyu-Igakukai-Zasshi, Rinjigo and 
Vol. 58. (4) Shimizu (1950): J. Comp. Neur., Vol. 93, No. 2, Oct. p. 201-218. 
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Fig. 5 

The Relationship between the Types of Phosphatase Reaction 
and the Developmental Stages of Yoshida Sarcoma 


73. 吉田 肉腫 々 場 抽出 液 の 皮 上 拡散 度 に 及ぼ すす 影響 に 就 て 
MEHR, AREIE, 浜田 八郎 
The spreading factor in Yoshida sarcoma. 
KINYA OKANO, TOMONOBU KAKU, SETSUO HAMADA 
(Second Department of Pathology, Osaka University) 
The authors have reported at the pathological conference regarding the 
endocrinological consideration of the degree of hyaluronidase activity of the rabbit 
testes. The question of the presence and strength of activity of hyaluronidase, 
believed to be present in malignant tumors, was studied here with Yoshida sarcoma 
extract. 


22 rats, weighing about 80g were divided into 7 groups, and 7-10 days after 
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transplantation of Yoshida sarcoma 1g of the tumor growing on the omentum was 
taken, and extracted with the same quantity of distilled water for 24 hours at 4°C 
in the refrigerator. As controls (1) India ink (2) tumor extract inactivated by heat 
(3) normal omental] extract (4) ascites of rats following extirpation of the tumor were 
used. 

For measuring the degree of spreading, normal male rabbits weighing 1800 ¢ 
were used. The test solution and the control fluid were injected intracutaneously 
on both sides of the spine and the degree of spreading measured one hour later. 

Furthermore the method of measuring hyaluronic acid extracted from human 
umbilical cord by Haas’s method was used with Ostwald's viscosimeter. The 


activity of the extract was measured at 20°C. 


Tumor ext+ India ink 


Grou ie India ink +tumor ext. Mac Heat inactiv. solur. Magn. 
pP Rabbit control (India ink) au: 
India ink 
De ...; 
4 2 468 ” 2.26 
1233 。 : 
2 1 542 ° -2.48 
1664 2043 
3 3 2.2 3.31 
729 72-3 884 > 
1171 = 1211 = 
4 5 608 =1,92 792 1:52 
1021 1084 
1 92 1.30 
> 509 —2. 90 601 1.3 
6 1 = =1.43 
a 
1 4 に に 
7 1 1455 ee 
5 788 ” 1.84 
Mag. Magnification 
1.4< positive 1.3-1.1 doubtful 1.0 >negative 


The magnification between the extract and omental extract was 1.98 in group 
3, that extract and ascitic fluid of the same rat was 1.24in group 1 and 1.21 in group 2. 

Next, with measurements with the viscosimeter all cases showed decrease in 
viscosity but in none was the decrease lower than half the viscosity levels. 

CONCLUSION : In tests on the degree of spreading, tumor extracts were always 
strongly positive compared to the controls, (1) India ink (2) heat inactivated extract 
(3) normal omental extract, and this fact suggests the presence of some substance 
in the tumor extract that has some effect on the degree of spreading. The presence 
of the spreading factor in the ascitic fluid is not yet proved conclusively. 

In the viscosimeter experiments, viscosity was lowered in all cases but negative 


results were obtained without reaching half viscosity levels, but its presence cannot 
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be denied because of the characteristics of hyaluronidase. In other words the 
presence of a substance that accelerates spreading in Yoshida sarcomr extract was 
proved but it could not be ascertained whether it has the ability to break down 
hyaluronic acid or not. 

It has been found further that the addition of a certain amount of hyaluronidase 
greatly shortens filtration time in filtration experiments with ascitic fluid of Yoshida 


sarcoma. 


74. HUD RSTIEO FFT AMEE TT Ic IE TS (第 二 報 ) 
宮本 BRA AH) 
The effect of thyroid function on development of Yoshida 


sarcoma (2nd Repert) TADASHI MIYAMOTO 
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5. ote RN Be Sal D WEBS IE, APR OES D PEM 
) 変 化 に 就 て WRB. 清水 清武, FIRE, 本 山 朝 光 , 山田 功 , 菅原 英男 , SHaik 


On the tumer death and natural hsaling of rats of several strains, 
and en the alt2ration of tumor nature by successive transplantations 
of Yoshida sarcoma. HIROSHI KUMAGAI, KIYOTAKE SHIMIZU, 
TADASHI TOZAWA, ASAMITSU MOTOYAMA, ISAO YAMADA, 
HIDEO SUGAWARA, TETSUO IMAMURA 


(Department of Pathclogy, Hokkaido University) 


As mentioned before, white rats of Yamashita strain (Y) died of tumor for over 
100 generations of successive transplantations of Yoshida sarcoma, and mixed strains 
Gifu & Saitama) belong nearly to this strain. The sera of these strains showed 
their titres of agglutination against tumor to be zero or in low degree, when the 
tumor was inoculated. 

In cases of Wistar strain (W), rats in the earlier generations died of tumor and 
rats in later generations took natural healing, and then, younger rats died of tumor 
or prolonged their periods up tp healing, and adults prolonged their intervals up 
to death or shortened times till healing. 

The production of anti-bodies in body fluid has the similar correlation with the 
above-described aJjteration ; i.e., ayglutinative titres were indicated in high degree 
in aduJt cases and revealed rapidly, while in younger animals in low degree and 
slowly. The quantity of the production of common immune anti-bodies ran parallel 


to this correlation; namely, the natural healing in rats of Wistar strain depends 
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upon the development of immunity against Yoshida sarcoma. 

These Wistar strains included a strain of ‘“ Faculty of Science, Hokkaido 
University” (W-1) which is inclined to die of tumor and another strain of 
“ Pathological Department in Hokkaido University ’’ (W-2) which is inclined to heal 
spontaneously. Therefore the strain W-1 is rather closely related to Y-strain. F,, 
offsprings by the cross-breeding of Y and W-2 got natural healing from abdominal 
tumor in all cases, while the subcutaneous tumor which remained metastatically, 
however, proliferated and finally killed F,;. Namely it indicated a middle type 
between Y and W-2. Some cases of death after recurrence often seen in mixed 
strains (S & G) showed a near relation to F,. This death after recurrence depended 
on the developement of the immune-body produced relatively weakly compared with 
W-strain. 

In Water rats (D-strain) both natural healing and tumor death were revealed 
confusedly in successive transplantations, but this phenomenon depends neither upon 
the maturity of animals nor upon its blood type in agglutination test. But their 
normal sera of some cases have normal agglutinins against Yoshida sarcoma in low 
degree and in other cases they have none. In the former the tumor transplantation 
resulted in natural healing, while in the latter it resulted in tumor death. 

In K-rats, though tumor can be transplanted successively, extending over several 
ten generations, natural healing took place in all cases without exception after a 
constant period. 

Tumor was transplanted successively in mice (M), too. In these cases there 
are two types; one is that of being untransmissible after 8th generation (about 25 
days) and second is able to be transplantable extending over 30 generations (over 
100 days), and in all types natural healing took place. But when the tumor was 
inoculated in rats before natural healing, the reversed transplantation was successful. 
From this fact it can be said that the heterotransplantation of Yoshida sarcoma in 
mice is possible. 

From the above-mentioned facts the following conclusion must be deduced : 
1) The matrix, from which Yoshida sarcoma originated, is homologous in genesis 
to Y-strain. 

2) Natural healing and tumor death in transplantable tumor depend upon the 
complicated factors, namely, the grade of the maturity of animals and of normal 
agglutinins, ete., besides of the heterogeneity to the original animal. 

3) Yoshida sarcoma in rats of Y- and G-strain kept high proliferativity and 
showed small tumor cell types. In case of W-strain, it showed more big cell type 
and decreased growth potency. But if this tumor of decreased proliferativity was 
transferred into Y- and G-strain, it recovered its normal growth potency gradually. 

4) Yoshida sarcoma of Sendai-strain has a strong proliferativity and Sapporo 
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strain has weak one. This alterability of tumor nature was mostly transient 
behavior and reversible, though it can hardly change in shorter successive trans- 
plantations. 

5) Tumor death or natural healing depends on the correlation of the following 
factors: the grade of proliferativity of tumor in animals and of the developement 
of immunity. (3CDROEE FBT ES) 


76. TFA BAA AE OISELA AER LT Lov — BOWE 


池田 健次 郎 , 永井 毒 一 , 植竹 公 重 , 戸沢 正 , 熊谷 博 
Allergical, histological studies on rats of several strains transplanted 
with Yoshida sarcoma. KENJIRO IKEDA, TOSHIICHI NAGAI, KIMISHIGE 
UETAKE, TADASHI TOZAWA, HIROSHI KUMAGAI 
(Department of Pathology, Hokkaido University.) 


1) When Yoshida sarcoma was transplanted in the abdominal cavity of rats of 
several strains, depending on the difference between Yoshida sarcoma and strains of 
implanted animals, the hosts indicated in the early stage a resistance against the 
tumor with the normergical reaction in low degree. This reaction disappeared 
soon after the proliferation of tumor and the anergical situation was next brought 
about. 

In cases of tumor transplantation in rats of Yamashita strains (Y ) and its mixed 
strain the normergical reaction appeared weakly and ran immediately into the 
anergical situation. And then after growing both in the abdominal cavity and in 
several organs, tumor appeared in the blood and hosts died of tumor. When 
transplanted in Wistar-rats (W), roof rats (K) and mice, the normergical reaction 
appeared distinguishedly in the hosts and anti-bodies were produced against tumor. 
Thus they got natural healing depending upon the primary allergical reaction 
accompanied with degeneration and disappearance of tumor cells. When the tumor 
was reimplanted in these rats it healed spontaneously, tumor cells disappeared 
shortly under the influence of the secondary allergical reaction. This phase continued 
for a long time and the transplantation failed. 

2) In Wistar rats implanted subcutaneously, no sooner slight hyperaemia and 
edema caused by allergy appeared than tumor became contracted and animals got 
natural healing; retransplantation was unsuccessful, in which Arthus’s phenomenon 
occurred in slight grade. The course of reaction indicated changes in the following 


order histologically: besides degeneration of tumor cells, hyperaemia, appearance 


of leucocytes, monocytes, epitheloid cells, and fibroblasts were brought, and leucocytes 
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were destroyed or replaced by the connective tissues. Such a phase of reaction 
corresponded with that of the allergical reaction. 

Y and Gifu rats died of tumor due to the proliferation of tumor under the 
absence of the reaction in the first transplantation, while by means of repeated 
implantation after a pretty long pause or of repeating of inoculation and excision 
tumor cells degenerated under the influnce of being accompanied by the allergical 
cell reaction, and retransplantation was unsuccessful. 

3) When inoculated into the testicles, tumor cells grew proliferatively in their 
interstices, and fell, with time, into the coagulative necrosis at the central site of 
the testicles and spermatic canalicles ; in Y-rats the infiltrative proliferation of tumor 
reached the abdominal cavity and finally animals died of tumor. In cases of Wistar 
rats, they got natural healing accompanied by the allergical tissue reaction, as well 
as cases of subcutaneous transplantation. When tumor was retransplanted in these 
rats, the strong allergical reaction was revealed and tumor cells and spermatic 
canalicles degenerated immediately, and retransplantation was unsuccessful. 

4) In cases of transplanting intravenously, tumor cells showed nearly the 
similar attitude as in the cases of the abdominal cavity; i. e., in W-, K-and D- 
rats tumor cells could hardly appear in the blood and be transplanted unsucessfully; 
on the other hand, in Y- G-rats tumor cells spread Over several organs and animals 
finally died of tumor. The important changes of disease were found in lung, in 
which many nodes were formed, and besides spreading and infiltrative forms 
occur in liver and spleen. Tumor celis are in other organs also found and their 
distribution was similar to that of leukemia and resembled the infiltrative form of 
leukemia in tissues In liver especially, the changes were similar to that of chronic 
myeloic leukemia. But it could not be asserted that tumor cells were growing 
especially in bone marrow, having affinity to in. 

The above-noted facts indicate that tumor cells spread, in type of anergical 

septicemia like as the septicemic type of germ infection after the stage of norme- 

rgy, overall parts of animals which are homologous to tumor. On the other hand, 
if tumor cells are heterologous to the hosts, animals pass through a weak, short- 
term stage of anergy after a strong earlier normergical stage and reach to the 
allergicai situation as a result of getting the immunity, and finally recover from 
tumor. And the further continuance of this allergical situation gives a restraining 
influence on tumor growth on the retransplantation. 

It is assumed that the haematogenic diffusion of tumor takes place in a manner 
closeiy related to the anergical septicemia by bacteria. 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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Studies on the agglutination test between sarcoma cells and sera 
of animals transplanted with Yeshida sarcoma 
SUSUMU OKUBO, KENJIRO IKEDA, ISAO YAMADA, HIDEO SUGAWARA 
(Department of Pathology, Hokkaido University) 


Sera of rats in which Yoshida sarcoma healed agglutinated in vitro Yoshida 
sarcoma cells in spite of the cells being of the same species. Rats of Yamashita, 
and mixed-strains have no normal agglutinin and died of Yoshida sarcoma in all 
cases, and meanwhile appearance of the immune agglutinin was not found. 
Wistar-rats also have no normal agglutinin, and in younger rats dying of tumor 
there appeared no immune agglutinins, but adult rats in which tumor healed 
spontaneously showed 160X-1280X titres of the agglutination. In water rats (D) 
there were two types, one of which (D-2) has normal agglutinins (1X-32X), and 
the other (D-1) has none, and the former got natural healing showing titres of 
80X-640X, while the latter died of tumor showing no agglutinin. Roof rats (K) 
and mice have normal agglutinins (1X-4X) and got natural healing showing titres 
of 80X-1280X. 

Agglutinins increased generally from 5th day after the transplantation and 
rose up to 32X-80X before the natural healing. This agglutinin, though decreased 
in natural healing, rose thereafter rapidly again and showed titres of 1280X 7-10 
days after the natural healing and preserved these titres for about 3 weeks and 
decreased again, but it kept some titres (40X) extending over 3 months. 

When Yoshida sarcoma was retransplanted in the abdominal cavities of these 
healed rats, their titres discended to 160X during 2-3 days, and reached 2450X one 
week after the retradsnlantation. On the other hand, in cases of retransplanttng 
intravenously, titres descended rapidly within one day and ascended rapidly again. 

When rabbits were immunized against Yoshida sarcoma intravenously, their 
titres rose up to the grade of 5120X-10240X. These rabbit sera agglutinated, ho- 
wever, red blood corpuscles of rats as well as Yoshida sarcoma equivalently, and 
rabbit sera immunized against several organs and erythrocytes of rats agglutinated 
also Yoshida sarcoma and erythrocytes (i. e. species specificity). On the contrary, 
healed sera of W-rats agglutinated Yoshida sarcoma as well as monocytes of Y-rats, 
but never their erythrocytes (i. e. organ-specificity). 

Absorbing these rabbit sera with erythrocytes of Y-rats, agglutination titres 
against tumor cells did not so ascend, while its titres descended to zero against 


erythrocytes. 
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When absorbed with organ emulsions (liver, kidney and spleen ) of rats, 
titres against both tumor cells and erythrocytes descended in parallel, but never 
reached zero. Absorbing with emulsion of killed tumor cells could reduce titres 
not only against erythrocytes but also against tumor cell to zero. These sera, 
however, still contained injurious action in vitro and therapeutical effects in vivo 
against tumor. 

Sera of rats which were immunized against killed tumor cells indicated negative 
sign in the agglutination test, and the animals showed almost no anti-transplant- 
ability to tumor. 

Iu Y-rats in which the therapy by means of immune sera or chemical 
substances were successful and in the cases of repeating implantation and extra- 
ction of tumor cells sudcataneousey in Y-rats, the retransplantation was unsuccessful 
in abdominal cavity in spite of no agglutinin in their sera. Namely, it is con- 
sidered that the agglutinin has a difinite difference from the anti-transplantability 
and the therapeutical effect. 

Concluding, it is assumed that the resistance to tumor is a sum total consis- 
ting of several immunologcal factors, and that the agglutination test is one part 
of it. And further it is considered that the species-spyecific reaction. and also the 
organ-specific reaction are found in the agglutination test. 

(六部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


78. SEPENEBSOAKSEHEE 
大 里 俊吾 , 織田 卿 一 , 土 信田 宏治 , Sheila 
Chemotherapy of malignant tumor. 


SHUNGO OSATO, KEIITI ODA, KOJI TOSHIDA, SHOFUKU TAKAHASHI 


(Internal Clinic, Fukushima Prefectural Medical School) 


At previous sessions of this society we reported our experiments on the 
chemotherapy of malignant tumor with aldehydes: citral, citronellal, heptaldehyde, 
etc. By subcutaneous application of citral emulsion in Yoshida sarcoma rats we 
saw that about 10% of the treated rats were cured and the remaining outlived the 
control rats two weeks or more. In this report we are going to examine whether 
it is efficacious when the remedy is given per os. In the meantime we want to 
speak on some remedies which we had not tried till now. Experiments were done 
in rats of about 100g grafted with Yoshida sarcoma subcutaneously. 

Results: I. Citral and citronellal per os: After several tentative observa- 
tions we knew that rats tolerated well when given with food; citral 8mg and 
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citronellal 15mg. Among 19 animals of citral group 4 were cured and in 3 of them 
tumor became smaller, while among 31 rats of the control group 1 was uninoculable 
and in 2 of them tumor disappeared spontaneously. The difference between the 
two groups is statistically significant. Citronellal was not so efficacious as citral. 
In this experiment we injected also emulsions of citral and citronellal in other 
groups of rats. It seemed that the injection gave somewhat better results, but 
not significantly. 

II. Fractions of lemongrass oil: As we verified in unpublished experiments 
that a highly pure citral of the Givaudan Delavanna was not especially more 
efficacious than less pure ones, we intended to examine fractions of lemongrass oil. 

I — 95°/10 mm 
II 100—105°/10 mm 
III 110—145°/10 mm 
IV Lemongrass oil 

It seems that, fraction I is more efficacious than others. This experiment is 
not yet closed. 

III. Experiments with Jonone & and Jonone 3: Now we are interested in 
knowing if there is difference in the action of remedies because of their structural 
isomerism. We began with jonone a and 3 which may be derived from citral, 
bearing ring in its molecule. By several experiments we knew that jonone was 
much less poisonous than citral and could be given per os up to 180mg a day 
without risk of life to the rat. In this experiment we gave 20 mg a day for each 
rat. As seen in table I both & and § were favorable and Jonone 3 was more ' 
efficacious than a. The difference between jonone 7 and the control is significant. 
Because of shortage of jonone samples the experiment was broken up after 33 
days. Repeated experiments with jonone and other remedies are partly going on. 
Such a phenomenon of structural isomerism like this is not rare in the field of 
biology. Chemical strutures of citral, citronellal, and jonone a and $ are as follows: 


Citral Citronellal Jonone w Jonone #3 
CH, CH, CH, CH, CH CH, CH, CH, 
C C HC C COCH, HC 4 CO-CH, 
cH CH, H.C CH CH Hc C CH 
HC H H.C C CH C cg 
HC C-CHO HC 。 CCcHO H¢ CH H,C CH, 
c/ CH” 
CH, CH, 


We owe all the samples of the remedies to the Research Institute of Takasago 
Chemical Industry Co.. We express our thanks on this occasion. 
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Table I Classification of the growth of tumors 


No. 
of 
Exp. 


Jonone a 20mg 


II 


Jonone 8 20g II 


I 

Citral gmg ———— 
II 
5 I 
Citronellal 15mg —— 
II 
I 
Controls = 
II 


Number 
of rats 


13 
10 

8 
23 


Grown 





9 


で 
Ö , で で 
33.88 & 2 
foe 5,0 & § 0 
Sand E>H 8 る „od Remarks 
の % v2 の an に & 
MS Mae | AG Zs 

8 3 2 1 

3 G(t}=0.4716 

# " 0 v=1-Git)=0.0284 

5 2 2 0 | G(t)=0.4752 
SA a='/,-Gft) 

2 1 2 0 | =0.0248 

0 1 0 0 

4 1 1 2 

0 0 0 ま 

12 1 1 0 


There are shown in the remarks of this table the number of probable error by admitt- 
ing the therapeutic effect of the remedy for the tumor in comparison with the contrals. 


These are taken “ not effective 
ments harbouring a tumor that stopped the growth to some extent. 
which regressed up to submiliary nodule or completely regressed after 


as * efficacious ’ 


which died of tumor or passed the period of experi- 


Those are admitted 


growing for a time, or in which no tumor appeared after the implantation. 

















Table II. Table of darys required for forming miliary nodule in Yoshida sarcoma 
subcutaneously grafted 
O rat given the remedy peros © rat injected subcutaneo usly 
91 72e a Jonone B | Citral Citronellal Control 
99 | 20mg aday |20mgaday |per as per os 
194 CO Ömg a day | 15mg a day 
18- subcut inj. |subcut inj. 
17- | O2 a day |l0mg a day 
16-p CO DO 
15 | 
14 pooo eg 9 oo 
13 400 Oo 00 
2 ~~ PREEE 
11 も ooooooO CO | (0000000 
10 pco CO | © 
9 | | | 
average days \averagedaysäverage daysauerage days| average days 
Er 1.5 13.7 73.8 13.5 11.7 














こっ 


( 女 部 省 科 学研 究 紳 に よる ) 
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79. 吉田 肉腫 に 及ぼ す コ バル ト 酷 塩 の 影響 に 就 て 
梶原 引 
On the effect of cobaltic complex salts upon the Yoshida 


Sarcoma (Second Report) KYO KAJIWARA 
(The Medical Institute of Sasaki Foundation) 


On the 9th General Meeting of the Japanese Cancer Association I reported 
on the effect of 17 kinds of cobaltic complex salts upon the Yoshida sarcoma. In 
this paper I will report upon the effect of another 23 kinds of them, for the supply 
of which I am obliged to Dr. Y. Shibata. 

In my former paper the cobaltic compound included hexamin, monoaeido- 
pentammin and diacidotetrammin group, but in this experiment triacidotriammin 
and tetracidodiammin group, especially oxalatodinitrodiammincobaltiats, which 
were formerly recognized as growth inhibitory stuffs to Jensen’s sarcoma by T. 
Ogata, Y. Shibata and others, are tested to Yoshida sarcoma. The tested metallic 
compounds are indicated in table. 

Method of experiment: I tested those stuffs according to the screening test 
method for experimental chemotherapy of Yoshida sarcoma, reported by T. Yoshida 
Gann Vol. 41, Nos. 2, 3, 4,. pp. 93—96). The stuffs were dissolved in water and 
0.5 to 1.0cc of the solution was injected into peritoneal cavity of tumor bearing 
rat, which was abdominally transplanted with this sarcoma 4 to 5 days before and 
the ascites of which presented the state of pure culture of tumor cells. Albino 
rats of nonpure strain were used, and the number of experimental animals were 
142; 4 to 17 rats for each stuff and 23 controls. Ascites smear was stained with 
Giemsa for examination. 

Results: Nine kinds of cobaltic complex salts (A) to (I), pentammin, tetram- 
min and triammin group, showed little effect upon tumor cells by the injection of 
2.5 to 5.0 mg. per 100g. body weight (that is, 1.0cc of about 1/100 mol. solution). 
The injection of (A), (B) and (I) caused leucocytic exsudation, without any 
morphologically observable changes of tumor cells. The compounds (C), (D), (EB), 
(F),(G) and (H) showed some influence such as peripheral vacuolary alteration 
and a little caryorrhexis of tumor cells, but the animals died of tumor with the 


ame sl 


= 


rviving days as controls. 

Eight kinds of compounds (J) to (Q) include in each of them the radical of 
oxalatodinitrodiammincobaltic, the same radical as that of the growth inhibitory 
stuff reported by Ogata, Shibata and others. The compounds (N), (O), (P) and (Q), 
which have the toxic alkaloid of brucineor strychinine or toxic hexammine, were 


very toxic to animals: the injection of Img. of (P) caused intoxication death in a 
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moment, without any observable change to tumor cells. The stuff (M) including 
cinchonine in it and the stuffs (J) and (K) including barium have less toxic action, 
and the injection of 10mg. of them did not kill the animals, but caused at the 3rd 
to 6th hour after injection chromosome scattering and coagulation in mitotic tumor 
cells and degeneration of nuclei, such as pycnosis, caryorrhexis and caryolysis in 
resting cells. The stuff (L) is yellowish brown small crystal, and the injection of 
5mg. of it caused more violent changes than that of (K) above mentioned. At the 
the 10th to 15th hour we found many broken cell fragments, small granules and 
some leucocytes in the microscopical field, but a very few tumor cells remained 
almost intact and began to devide after 24 hours, gradually presenting the state of 
pure culture of tumor ceils: the life days of animals could not be prolonged no 
longer than that of controls. Repeated intraperitoneal injections could not cure the 
animal of tumor. 

Other cobaltic compounds (R), (S) and (T) had no effect upon the sarcoma cells. 

Chromic complex compounds (U) and (W) had a lightly destroying effect upon 
tumor cells. The injection of 5mg. of the salt (V) caused intoxication death of 
animals, and the injection of 2.5mg of it showed some destroying effect upon the 
tumor cells, but the effect was more feable than that of (L). 

Summary: Twenty-three kinds of cobaltic complex salts, including three kinds 
of chromic complex salts, were tested on the Yoshida sarcoma in the peritoneal 
cavity of rat, and the cobaltic salt [Co(NH,).(NO,),C,0,] CoNH,-6 H,O had evidently 
the destroying effect upon the tumor cells, but life days of animals could not be 
prolonged by this stuff. It is interesting that this stuff has the same radical of 
oxalatodinitrodiammincobaltic as that of the compound, which was reported formerly 


to have growth inhibitory effect upon Jensen’s sarcoma by T. Ogata, Y. Shibata and 
8 y p y g 


others. 
Table of Complex Salts tested 
A) [Co(NH,), H.O],(C,0,),-4H,O (B) d [Co(NH,), C,O,] Cl 
C) [Co(NH,), CO,] SO,-3H,O (D) [Co(NH,), H.OCI] SO, 
(E) [Co(NH,), NO,CI] C1-H,O (F) [Co(NH,),(HL.O), Cl] SO, 
(G) [Co(NH,),(H,O),] Cl, (H) Co [NH,),(NO,), 
I) Co (NH,),(NO,), (J) [Co(NH,).(NO,),C.O,], Ba-H,O 
(K) [Co(NH,),(NO,), C,O,], Ba-3H,O (L) [Co(NH,),(NO,), C.0,], CoNH,-6H.0 
(M) dd [Co(NH;),(NO,), C,O,] Cinchonine (N) 11 [Co(NH,),(NO,),C.O,] Brucine-H,O 
0) di [Co(NH,),(NO,), C.O,] Brucine-H,O (P) 11:dl[Co(NH,), (NO,), C,O,] (Strychinen 
ene) Aq. 
Q) |Co(NH,)6] [Co(NH,],(NO,), C,0,],-6H.0 (R) [Co(C.O,),| K, 
S) [Cofen),].(C,O,); (T) CoCl。 [N(C,H,O),], 
U) JCr(NH,),(SCN),] NH,-H,O (V) JCr(Co NH, NH,),|(Cr.0,)C1-7H.0 
W) [Cr(NH,).(SCN),] H-HNC (NH,) 
文部 省 科 学研 究 旨 による) 











80. FFAIAEIc K 2 REPRE ARE Oo SEGRE (ID 
Nitrogen-Mustard RUZ DARK O Mle 
小林 好 吉 CHICK HED 
Experimental studies on chemotherapy of malignant growths using 
Yoshida sarcoma (II) 
On the inhibiting effects of Nitrogen-Mustard and its drivatives 
YOSHIKICHI KOBAYASHI 
Nitrogen-Mustard (N. M) は 腫瘍 の 治療 に 試み られ て いる が 未だ その 作用 の 本 態 に 就 い - 
て 充分 明らか に され て いな い 。 私 は 吉田 肉腫 を 用 いて NM ROTOR 4 種 の 腫瘍 細胞 


CATH fi ai BE 用 JOM 市 効果 に 就 vy CHR Ke ただ 物質 は 絵 て 薬 理研 究 会 ミ 人 研究 所 よ より AnD AE 


EUCHRE ZI KELOCHS, 実験 方 法 は 昨年 我 が 教 室 の screening-test の 術 式 と CTH 
告 さ れ た と ころ に 従っ た 。 Cif, vol.41, 1950, 93 一 96 ) 
BELL > » > 100gr に 付き Nitrogen-Mustard: Tris-(3-chloroethyl)-amine が 0.25 一 
.3mg; N.M-sulfite が 10mg; N. M-sulfomonooxyd が 15 mg; N. M-methyljodid 
が 20mg CHS, 
各 1/2 致死 量 で 1 回 注射 に よる 効果 及び 細胞 学 的 変化 を 検査 し た 。 腫瘍 細胞 の 示す 変性 像 
目 は 


は 物質 の 構造 に 従っ て , 多少 の 差異 は ある が , 共通 の 主要 な 変性 像 は 注射 後 3ー6 時 則 


明 な 小 低 胸 を 生ずる 諸 肥 変性 , 原形 質 融解 , 桜の 胡 幸 脱出 の 外 , MG WIC HS WL Bau 
る 。 6-12 EINTRAG OR BOM, zn, 12 時 間 以 後 48 FEN 
Baakkarızd, 細胞 の 膨 隆 , zwar BURIAN FEO [HE OAM MP ILO KALE 
SWEET CHS, 分 裂 像 に 対し て は 注射 後 24 時 間 迄 は 分 裂 細 胞 数 の 減少 が 著しく 24 時 


間 以 後 72 時 間 に は 染色 体 の 断裂 , BAL, 混 集 及び 染色 体 の 分 離 不 全 の 分 像 の 傷害 が 認め られ 
5 。 注意 すべ きこ と は 何れ の 物質 に お いて も 作用 の 持続 期間 が 長い こと で ある 。 一 回 注射 で 3 
日 乃至 5 日間 にわたって 以上 の 如き 変化 が 持続 し て 見 られ る 。 薬品 に よっ て 多少 の 差 は ある が 
の 系 統 の 物質 は 作用 の 持続 期間 が 他 に 類例 の 見 な い 程 長い 事 が 特徴 で ある 。 以 上 の 如き 腫瘍 
細胞 の 明 行 変性 像 を 認め る 一 方 反 應 細胞 と し て 12-48 詩 間 に は 中 好 性 白血球 が 多く 出現 し , 

以後 和 深 交 これ が 減少 する と 共に 晶 球 及び 酸 好 性 白血球 が 多く 出現 し , 狂 瘍 細胞 は 著しい 減少 者 

く は 治 和 失 を 来たす 。 然 し 細胞 の 浸潤 に よっ て 大 き な 結 前 と な っ た 部 分 また は 韓 移 准 に 対し て は 


> 1 > 
多く は と 


其 の 表 南 の 隆 瘍 細胞 に 多少 の 変性 像 が 見 られ る の み で 深部 に は 全然 影響 を 認め な い 。 


の 特 閣 の 成長 に よっ て 腫瘍 死 を 遂 げ る 。 
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KC HHO ke ADR OMG TEAS O Ml Z ILS 1) Nitrogen-Mustard. 実験 10 fii 
中 治療 生 在 し た も の 2 例 。 Hall, SH 0.2mg で 注射 後 約 20 Hic Token 
は 消失 し , その 後 完全 に 治療 し た 。 残り の 8 例 の 下 均 生存 日 数 は 25 日 弱 で 全 例 共 抑制 効果 を 
認め た 。 2) Tris-(g-chloroethy1)-amim. 実験 9 例 中 治 疹 生存 し た も の 4 例 。 注射 3-4 回 , 
総量 0.15-0.2mg で 注 身 後 約 18 日 に て 腹水 中 の 腫瘍 細胞 は 消失 し , その 後 完全 に 治 疹 し 
た 。 残り の 5 例 の 在 均 生存 日 数 は 20 日 弦 で 全 例 共 抑制 効果 を 認め た 。 3) N.M-methyljodid 

Er 10 例 中 治療 生存 し た も の 2 例 。 EA), 総量 20mg で 注射 後 22 日 に て 腹水 中 の 腫 
瘍 細胞 は 治 失 し , CORSE iC TEE RL, HIV O 8 PlOBe ET ARI 15 日 で 全 例 共 抑制 効 
時 を 認め た 。 4) N.M-sulfomonooxyd. 実験 8 例 中 治療 生存 し た も の 2 例 。 注射 2-3 回 
総量 15~20mg THEIR 14 日 に て 腹水 中 の 狂 揚 細胞 は 泊 失 し , その 後 完全 に 治 療 し た 。 HR 
り の 6 HORE ARIS 14 日 で 抑制 効果 を 認め 得 た も の 2 例 , 他 の 4 例 に は 著 明 た 効果 は 
認め 得 た か っ た 。 5) N.M-sulfite. 実験 6 例 中 治 疹 生存 1 例 。 EASA, 総量 9mg で 注射 
後 16 日 に て 腹水 中 の 狂 瘍 細胞 は 泊 和 失 し , その 後 完全 に 治 疹 し た 。 残り の 5 例 の 下 均 生存 日 数 
は 13 日 張 に し て 抑制 効果 の 明か な も の 2 例 他 の 3 例 に は 殆ど 効果 な し と いう 成績 で あっ た 。 

以上 エリ Nitrogen-Mustard: ie N-M-methyljodid は 確か に 
押 制 効果 充分 と 認め る が , 他 の N.M-sulfomonooxyd; N.M-sulfite は 抑制 効果 は 余り 期待 
HARTE EBD I, 

SHH: 生存 治療 例 少 きた め Nitrogen-Mustard KR ZOGMKICIK 0 ET TARE 
せしめ 得る と は 未だ 確実 に は 言え を ない が , 然し この Nitrogen-Mustard の 系 統 は 抑制 効果 優 
5B RD | 

2) 効果 の 著しい 物質 で も 2-3 MOHITRRCHREL KUBA, それ 以後 注射 を 連 
続 し て も 効果 は 現われ な いで 結局 腫瘍 死 を 用 げ る と いう 事実 が ある 。 但 し 生命 は 著 明 に 延長 す 
2, 

3) A kon TID TRUTH LMSC RAR AZ L 
g LALIC ro TEL RT 3 BS sen. See. ACRE 
4-22 Bd» Nitrogen-Mustard 系 の 物質 は 桜 毒 CRA) ICTS Ey Do 


( SCID BLS ur 究 費 に Er: る ) 








81. PRANED-IEP 中谷 俊介 , BER MRE 
(京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 , Tate 
A case ef carcinosarcoma of the stomach 


SHUNSUKE NAKATANI, SHINTO CHIN, RIYOICHI MATSUNAGA 


HAHN OFFSET > <, 骨 に お いて は 1904 年 Quickenstedt 氏 に より 報告 され 


„E [Er 


Au 


PE OF REE Ze TRE TS 5 


ieh 45 OY, 


臨床 経過 : EPRICE OM, REO LE EMBIC HRD TNA LORL, 現 





き , 更に 1 ABR Fic 





CUZ 1949 年 の 北村 氏 の 報告 まで に 12 例 を 数 を える の み で , HEIKE LZ KIERIOE 


内 
歴 は 昭和 24 年 7 月 中 旬 項 よ 0 を 訴 へ , 8 H LERNT RO RT fy 


を 認め た 。 導 痛 は 次 第 に 激しく な り , 食 人 然 は 良好 で ある が 


! く な っ た の で 12 月 6 日 入院 同月 22 日 死亡 し た 。 入 


Dy 部 に 食 Ty OF, Rad, ET, Dh 707 





; EAT bu ih pees ] H plex \? HS rey bed HR, ]/ VK Bh i} トド 部 に は ABN Kolliz 








ne a Te air > we 
AIT DOW CPA DIR DADZUN, BERKER OD: 


ER 2, PERRIRIG 17 9, IYER SRG 66.525, MEER IM, Ms 


a 


0, 


4.5%, 好 酸 性 0.5%, 7 > zn 0.522), 赤 沈 (1 時 間 値 134), 血清 高田 反 應 Ct) 


血清 梅毒 反 應 (て 一), 全 血 比 重 (1038), 太 ウ ゥ ビリ フー ゲン C+), 合 港 血 反 座 





在 で は 特記 すべ き 所 見 は 認め られ な か っ た 。 PhO it & BB Sau7Ze, 
ix レー ・ N y va カー る / Eat n/a ナー ミカ ガ > Ha teal 
剤 検 所 見 < 体格 + aps Er は FE; RY L7e 5 13 dé AK, WEICH 3 Hi: IH 4 誰 め , ARE 2 
- は 発赤 , 浴 血 を 認め , 多数 の 米粒 大 か ら 腕 豆 大 の 白色 の 小結 節 あ り , KARO 


ie 
ちり , Jkoli 





) 挿 種 を 認め る 。 右 第 中 及び 第 MI 助 骨 の 皮下 に 胡桃 大 の 1 


- ik は の Yo 


ae ts fe ne Ts thy OD SEZ HZ Ty) el A mY 
| IHomTd yo の る っ 。 Er x Fay |! ] 部 か ら 約 








移動 良好 , jr を 人 触れ 月 46 a, DEREK Fic % ja] KEINER を 誰 も So 腹部 | ia AL Mic sit ze fit 
EE なろ も の は , MLA (82/58) 円 血球 数 C1600), 
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4 
ape 
TR 





5 BREE MO REN 


VEO NEO HOT TEN REIT BEL Far, IRF MEO Bi EU AE 
の 後面 , LIA ROAM HE Pi, BGS IRRE FT. Hina < FAK L CWS 
AHORN RE ZZ LOH), BHC Lew EST, 食道 の 噴 門 部 


CHEW IRIEL LAM ORG BD» HALAL TER BENNO 13 ALM UOT O60 FL it © 
‘ 


PROPRROMH 0, Kia EL 繊維 性 に 肥厚 す 。 





he 


ト 肥 大 を 認め ず , AHO BAC (LIE Ze Bw tw 9, AMERIKA Ko 


HE ONS EDD, ILO MELON WAFORE AL CHS, EMILE 5 IBEX 














My} (PEE ORL り 。 割 面 は - E WET (APF MERE, Sh BO KE Me RO Ii 7 を 認め , ト ET Tr aS Pate TIRE 


LIFES 0, 米粒 大 か ら 腕 豆 大 の 腫瘍 を 認め , HW AEIC t Ko BOWE EMS | 
組織 学 的 所 見 : > 粘 映 固有 層 に お いて は 比較 拘 正常 構造 は 見 られ ず , RIED, 


異 所 的 に 培 し 旦 つ 粘膜 下 組織 こも 入っ て いる 。 部 位 に よっ て は 骨 腺 に 異型 性 を 示し 】 











っ て いる 。 有 叉 粘膜 固有 性 の 大 部 分 は 太 小 種々 の 円 形 細胞 が 豊富 に 見 られ る 。 向 肌 下 細 織 に は 大 


も ち Her. jp 


SPS TTA Br ROT RA EWS, Io 





小 條 同 の 小 円 形 細胞 の Digi 


ZL 6 RIL LIL IECEITIC HA CS . ILO AIBA + ン ギ ー ツ ソン 氏 染色 で 


Ay. 


RI Hid = HEP ANE O PRGA C LOG SEE RS BAL, 






ITA 


SENT Tas HS PALM EDR RH 2 Le PEO BEI 5, Kofi 





が 比較 的 多く 見 らら れる 。 TER INC BUN TIERE ZN TR 2 NSS PAY TEL CO 


UELE CH 75 UPR CIS RORIC ih OR 90, ZIT KEN oe 5, 


ne 


HO (WH ROBT IC LAGOS 0, MRO tO BRET CHS, 


82. l/h, fey [RY -— WL の 併存 
せる 1 の 能登 佐 て 人 沢 医 大 久留 外科 


A case of co-existence of cancer, ulcer and polypus in one avd 
the same stomach. TASUKU NOTO 


45 4, MAL FOURRIC WC, MAP ED 5cm HD), RMRSER DOBELS 1 


Nee [AOU] RICHES MHD, KS 6.0X5.0X4.2 em, Zi pets 3 Bier 
出 物 を 以 て 被 は れ , 中 央 部 に 近く 示 指 頭 大 の 幸 死 部 を 境界 は 極め て 





WARE CHS, MCVNETEWT, 幽門 輪 よ り 8.6cm, Kalk 





x0.3cm) KOWGEL, 此 れ より 約 Lem 幽門 側 に 寄っ て , 


組織 学 的 は 風 場 は 中 心 部 及び 深部 に 向っ て 充実 性 提 純 需 つ 像 を 示し , 中 心 部 より 噴 門 側 に お 
いて , TP PRIMO RAT. MTD ARO Filer ih PRA IC hla] & OB SSL polypogen 
HERD “We PME LHS 9 WVU RO SAL ED ATWO RS RIC EIER 


"RIAL, PRITIALFLTS BL RRO BAAS CHS 


WUE PIT - お いて は I yidiicide = 生 部 の 辺 KR; Woe Cie Hee TY} uk: CD BLRE te SF - Ki す I 09 
tb NO RAR HAND fain] RL, VDE IHR Ffir, ALOE 











は 全然 認め ら か た な い 。 間 質 中 に は 円 形 細 胞 の 浸潤 多く , 毛細 血管 の 拡張 が 著しい 。 
江 場 区 は 則 き 肉芽 組織 より な り , 固有 筋 層 の 2/3 は 鋭利 に 離 断 され , HOM MISH Hic kG 
に 簿 曲 し . 下方 へ 狼 曲 を 示す 粘 筋 麻 と 近接 し た 位置 を し め る 。 


: 意 すべ き は 洪 環 底 及 び 其 の 近傍 の 粘膜 下 組織 における 導 細 胞 浸 潤 に し て , Nica 


fa. 40 LA I TEE は 浪 タテ 
部 程 , の 各 度 は 大 で , Schwiele の 走行 に 一 致し て 冶 浸 潤 が 見 られ る , 浸潤 は 更に 底 を こえ 


反 SH CG} Ki 膜 ト 組織 に Be 337 バッ この 部 に tlt: る kb ten る 姜 縮 の 像 を を 示 さ 3] 高 組織 , 回 


RAR SIMON ER FE, He, 固有 筋 層 の 走向 及び 潰瘍 底 の 性 凌 と 共に 洪 瘍 


【 


す 和 有力 な 根拠 で あろ う 。 WHE り 噴 側 に 及 べ ば 固有 腺 組織 , 小 富 組織 は 


2 u ff な 訪 ハト 丘 コン tin > 
で ET MA@ iE LINZ 


BRIEHYATEBRNIT LT, KBUSTER kD BYORI SE AES ASTRA EN DENT 


polyp 


= し , 腺 管 の 肥大 , 増 殖 , EHRE < CIDA A PEN HRICHKALTWS, 腺 管 上 皮 細 胞 


-L,5 


は polyp の 中 心 部 及び 基底 部 に お いて は 概ね 一 大 の 高 円 柱 細胞 より な る が , 表層 近く に お い 


on ie 2 ‘ r っ 本 っ thir ul? て oS l / A 
て 多く 2-3 HOHFERL, Fick UMSML ROSS OH AWTS, IML 


BORE TSANG LORY, APICES, 細胞 の 高 さ を 減じ , BIBMBL RS, 
寺 に 怒 状 を 早 し 桜 分 像 も 可 な り 多 数 に 認め られ る 。 然し 基底 膜 を 破り , 外部 に LORIE FF TADS 
AN & (RIL BH GALT, 近接 粘膜 に は 固有 了 腺 組 織 の 美 縮 に も 拘ら まず , LRARROM LW, Ze 


に 認め られ る 。 Maj praepolypaser Zustand と し て 重富 す べき も る の で あ 


NER, RE Hf S(O HALS. 
ae 

ur (の う im & l—}j uh Le 330058 ょ れる 性 2k る を 示 レ Tom: も R x Opis 域 に AY HE LT; Ha» Ws 「 
ホリ ー フ 」 の 発生 を 見 た と 云う 事実 は 此 等 を 発生 母 地 と の 職 関 に お いて 眺め る 時 。 極め て 多く 


の 示 嘆 を 今 な と 云う べき で ある 





+ hg rid Ae es - ens 
ie, MAR に よー ZS aA 
は る 
13: £ 1『 hir インテ 

i i a 名 各 な > Hi 

SEU を 年 の AY EE t= 2 eR 
Boreal KO BETZ 2 pp 

















83. WEEZE (ED TEE 


正 に 和合 


Le FARE SUD) の 一 剖検 例 





HOSEN 
EFDE 


原田 貴 照 東京 科大 学 


An autopsy case of primary multiple tumer (remarkable diffuse 
adenomyomatosis uteri combined with cancer of portio 
vaginalis, adenoma cf thyroid gland and mucocele of appendix). 


TAKATERU HARADA 


PC tlt 2 HEBEN. TA RIES EEN OA TONER 
し て も 特に 両者 の 発生 相 関 係 に つい て 多く の 間 題 を 提供 し た 。 勿 論 肉 
35 LWA ANE E HAT S REIS MS FT OPH EC BALM FE 
も の で あぁ れ , Littlewood-Stewart, Thomson, Schüye, Ludwig 等 の 
應 整 細 され て いる 。 た だ 悪性 崎 筋 隆 定 を 何処 迄 容認 する か 見 解 は この 点 # 
た 。 R. Meyer の 抄 銚 に それ は 詳し い 。 本 例 は 組織 学 的 に 可 成 興味 あ 
宮 腔 部 の 小 な る 冶 と の 因果 性 な き 併存 で あり , 其 の 他 に 明らか な 別個 の - 
FART URI, HATE PATRAS fed RIC EW Sad, いわ ば 原発 性 多発 生 幅 揚 

思 才 は 
いる 。 2-3 年 來 性 器 出血 , 1 ER DD 婦人 科 的 診察 の 結果 子宮 


腺 筋 風 症 は 生前 逢 に 予想 され な か っ た 。 病歴 上 興味 ある も の は 全身 状態 


の 


肉 有 的 に は 子 営 筋 暦 は 殆 ん ど 余 す 所 な く 特 有 な 上 筋 風 桂 変化 を 示し て 


bax 


NO Ay AT Re TIER & RIC LINIEN EA 


LE Bent 8 っ 8 っ る 日 She A E デー > 
= FEA IC to WC PMLA SUE PER LCS 5 








腫 と は 容易 と 予想 し え ず , PAPRIKA 2 人 A 
Fi を も つ に すぎ な か っ た 。 TEE ED ER % is Fuß 周辺 Dial 1% 7 な い 。 


合 好 の 轄 移 と みな すべ き 増 殖 が , 食道 や 大 動脈 や 無 管 放 の 外 映 部 に 密着 


49 才 の 女性 , 15 才 初 経 28 AW, 妊娠 の 経験 た く , 19 オ - 


胡 と 路 吐 が 迄 だ 激烈 な り し 点 で ある 。 之 は 恐らく 紳 経 性 と 人 重 断 する 他 : 


概して 乏しい 事 を 別に 
Me OF RAIA hl 
ERIC PALES ER ea 
UF VCH AAS IE 
42 MK + > て 帰 一 し な か っ 
ZEN TRE LH 


Fe fia ni, 持 指 : HARD 


EC 相当 j する 。 
で リ ゥ マチ に 窒 思 し て 


腔 部 癌 を 見 出さ れ た が 


hy gO Flic fh 
ee) +.) 

Co や も / よ vo 

肥大 する 。 芳 次 に 管 腔 


ee 
mics 壁 を 置換 し , 


初 こ れ が 併存 する 量 性 


化 を 早 し た に 非 寺 や の 


申す 迄 も な く 奇 妙 た な 


『 し て 索 湊 の 提 棒 を 形成 


し レ し て いた の で 。・ 変化 に Ze ae LM: Wilf DIET 事 は t> 呈 初 か ら 3 見 当 ・ > て いた 。 ZIUELT も この 新生 物 
の 出来 方 が 変っ て いる 。 甲 装 腺 の 腺 風 は 肉眼 上 勿論 韓 移 と 考え ざる を えな か っ た 。 一 様 に 変化 


ER fey Oe hy We! BOT‘ 降り CHEF LER All Z5- 7 宮 筋 腫 結節 が ある a 


MALTY Lid. 5 BE SL, RO BLIND FURIIE: 


ヶ と 明確 に 誠 別 され た の で , FERIEN TERM ELE OFS 
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° 
LEN BETIS LUT WS DS 


の 点 問題 は な か っ た が 


> 








RL EEE KOHLE BURR < CHI RO (LSE Sav7e, 子音 壁 は 部 位 


ト っ て 像 が 少し づつ 変化 する 。 換言 すれ ば Adenomyomatosis; Adenomyositis, Adeno- 


に 
myofibromatosis, Myomatosis teleangiectaticum 等 の 南 域 が 区 別 さ れ , と り わ け 一 部 に 


る 極め て 高度 の 筋 細胞 柱 の 夫 殖 を 示す 部 分 で は 眼 に 入る 要素 は 全て 多少 Atypie ERTH 


う 


ナ 。 ク クン 


の みか ら た な たり 一 見 豊富 な Cytogenic stroma OFFA Ut 248, え の 傾 向 を 直 ち 





に よみ と る の も る 無理 で ある が 培 殖 エネ ルギー は 素晴らし い 。 典型 約 な Adenomyosis ik 
の Cytogenic stroma は 大 体 細胞 に と み 一 様 の 外観 を 示す が 時 あっ て 背景 が 膨 化 し 細胞 が 肪 
羽化 する 。 腺 上 上皮 の 変化 の 神 で は 上 皮 鉛 離 , 上 皮 の 強い 増殖 が 指摘 され る 。 消 化 管 基 他 の 外 映 


iit 


BIC BEE LPS HRA NSF A (ct SEE DH OPES CET SH, HIRT IIE 





必 で ある 。 EDEN IGEHNITT 2 Fey IES ST DGC Ri 





=| ri 


tii, OD 筋 性 Mt HHS 改 と Lit  2> < 2 様相 iz 異 に Li 7 HEC の 桜 に て 乏しい る の CHS, ff | RH | j LELRO HHPE NAL 


tye HE 4% 


IE PO IEE HADI PAI HEBD S OHKALWCHA IAS, VERGE ALT 
LOLTMMTIZ YL REE, SOB CAO FH FH IE MG ER BE ME To TT eA TOR 
て お いて ょ か ろう 。 DRECK > CHT OBEN 


+ 


>. ーー In + と 予 >, ZF on 
wea TWEE ISH ZAMLIEW 


Sr 


EIEIO BLA TR NEO IE 


P>Z 249 ORT Bat AO A ac ETRE LM SON ZO 





BEN 


1773 MAGE Of Hic PAY "E : を 上 直接 示さ 





EDGE, その 組織 像 は 


凍 は 消 化 管 や 大 動脈 , 気管 族 の 外 遇 に 奇妙 な 愉 好 の 韓 移 を 形成 し 漂 世 腺 を 全く 條 さま ず 陸 









ae Lic HAR IRR 2 th ED RAS & (E> TWO YIC HS, R. Meyer が Verwickelte 


Adenomyosis 2 LUC£E MARMAH FO MEE 4 O- OOM SEEN EV LE G0 


84. HEPEWENY DIAL BESE L TO MEAS MIC BIT DS IEE 
組織 学 的 研究 RER Gucci PD 


Pathc-histelegical studies on the structural modification of malignant 
neoplasma in view of milieu of preliferation. 
MASANORI KUSUHARA 
Kl e LT HN TEC BIEL 72 RPE SO ALCAN DREI DIL TI 
FE ro Ra, NT RONEEOTT, 組織 


7 Fu 名 松 3 Pa] 





RICMTSRMONHOR, HMO IC hiv thew, Tal 317 Vogt 





の 病理 組織 学 的 槍 査 を 上 人 台 と し て , BE HELEN ORAS 0 OANA LTP TE 
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WOMEN TEE FF HIT IT NETTER & HE CIC Ko CM AA 

HRONNEKFMOTRLT, SAM AKO MR EI AR BESET NO RO ESSE KARO Hip 
成 及 びそ の 機能 と 如何 な る 関係 を 保つ か と いう 問題 の 解析 と 統括 を 行っ た の で ある 。 換言 すれ 
ば この 問題 は 増 殖 腫 瘍 細胞 の 側 か ら 眺 め る 時 , 環境 基質 に お ける 主 に 茨 性 表現 の 動 釣 な 追求 で 
も あり , 狂 揚 の 硬化 の 病理 発生 を 間 質 反 應 か ら 解明 する こと と も な る 。 HME ae OM 
CLC, まず 環境 基質 の 一 


係 を 韓 移 現象 の 面 か ら 照 し 出し た 統計 的 所 奥 は で は 割愛 する こと に 
般 的 組織 学 拘 表現 の 理解 に 必要 な 腫瘍 細胞 中 に 環境 の 性 格 に 触れ て みる と , 腫 坦 細胞 で は その 
発育 キネ ルギー の 大 さ , その 異型 性 , その 席 い 意味 の 異物 手 或 は Spodogenitat が 挙げ られ , 
RSE LEBT IRA RU HE OR, 第 二 に 光世 装置 の 豊富 さ , 第 三 に Zytoge- 
nes Stroma 式 は 粘膜 固有 悦 の 間 葉 系 細胞 園 の 有無 , 第 四 に 脂肪 組織 や 筐 似 結 含 織 旋 至便 組 
織 の 今 有 度 等 が 指摘 され る 。 腫瘍 細胞 が その 環境 に あっ て 増殖 エネ ルギー に 其 し 


は 細胞 性 状 が その 環境 に 甚 し く fremd で ある か は 見 逃し 得 ぬ 條 件 で あり , 又 環 境 に お ける 外 


を | 


迷 性 感染 の 有無 は 間 質 所 見 を 根本 的 に ゆ さ ぶる 因子 と な る 。 WEHEOKRIA-PFLROME, Ir 
消化 管 乃 下 子 宮 や 脱 腕 等 粘膜 の 腫瘍 に 在 っ て 感染 の 如何 に 意義 深き か は 回 一 睡 瘍 の 肝 や 膜 或 は 


DLR, 膝 等 に お ける 間 質 を 比較 観察 し , 更に は 粘膜 面 よ り 発 する 原発 性 胃 腫 瘍 と 茜 映 面 よ 

りす る 韓 移 骨 腫 朝 と を 相互 比較 する と 一 層 須 然 と な る 。 この 際 粗 大 充実 肥 応 が Sinusoid や 
Alveole や Retikulum より る 和輝 に 利用 され 易い 事 は 申す に 及ば ぬ 。 さ て 和佐 上 の 前 提 に つづ 
いて 研究 の 主 対 早 た る 環境 基質 の 基礎 的 組織 表現 を 概括 する と , HAITI 

MEAT MOTOR RE eIPELAS BS C1) 腫瘍 細胞 巣 に 直接 陸 り 合っ た 狭小 
な 領域 の 結合 織 の 発 絞 基 質 の 水 幅 性 の 夫 加 , 組織 細胞 の 刺 戦 状態 っ Tumorbedingte perifok- 
ale mesodermverjungung od. mesodermunruhe (2) 風 業 か ら 若 干 の 距離 に ある 主 に 血 符 


性 は 液 成分 肖 出 -> einfache parafokale Zell-und Flüssigkeitsexsudation 


CFI 





(3) Ww LLM tes HF Ho ZeIC proliferativ の 肉芽 組織 形成 時 に 円 形 細胞 に 


: 来 に と な peri und parafokale Granulation (4) @%/-OBL Ric 





と み 時 に 組織 球 間 線 稔 * 
起す る 主として 機械 的 の 光世 又は 血液 循環 の 障害 。 〈⑤5) 種々 た 程度 の 脱 原 定 > Kollagenose。 
Fibrose (6) 細 経 線維 の 円 瘍 に こよ る 浸潤 或 は 利 経 炎 。 個々 の 草 位 組織 表現 に つき 簡 に 設 明 す 

る と , perifokale mesodermunruhe は 肉芽 と は 趣 を 異 に し 結合 織 基質 の 化 沙 際 組成 の 変化 を 


こ で は 明らか に 組織 の 衝 


(Ma 


意味 し , 時 に AMP こと 和 蛋白 又は コロ イド と の 結合 すら 了 予想 させ , < 


ノロ 


場 胞 巣 に 
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過 性 や 代謝 の 変化 が 生起 し 一 般 に 結 含 織 の 退行 的 病変 を 機 終 す る 。 然 も 之 は 小 な る 
直結 し た 周辺 の 極 く 狭 い 領域 に 限定 され , TOHRKRENC HERR T Br RO ash 
作用 に つづ く 新 生 の 腰 原 症 を 示す 場所 で あれ , 何れ に も 増殖 の 当初 純 粒 な 効果 と し て 証明 され 
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2. Retikuloplastische Kollagenolyse で あり , Ela A KIC HATS Eko KALT 
他 な ら ぬ (direkter formativer Reiz der Tumorzelle), HWEHLRECTKET KH EN 
EHE EHE FR HALL, HERE PIN ISTE OFA RO Fr 
2 SEC HICH Lo PER EEL LA WR MERI F LEAL IER» 時 あっ て 意外 に 少 
く , 時 に 形質 細胞 や 嗜 酸 球 に 富む 。 腫瘍 細胞 自 休 の Leukotoxin 又は Leukoemigratin 的 
作用 は か な り 迫 問 で , 壊死 の 細胞 渡 出 能 は 一 定 し な い 。 肉芽 形成 は 相当 複雑 で 組織 泌 約 に 多彩 
で あり 特徴 は な い 。 巨 細胞 や 類 上 度 細胞 を 伴う の ば 例外 で 肥 用 細胞 $ 多 く は な い 。 Egg 
巣 と 密 に 泥 交 し て , 一 見 肉芽 腫瘍 を 初 御 と させ る 事 も ある が , 当初 は その 沈 接 域 に 間接 の 影響 

TECHS, 予め そこ の 細胞 港 出 巣 に 引 つ づく 事 $ も あり , や が て 之 は 用 原 化 を 呼ぶ 。 細 瘍 細 
胞 寒 栓 に 基く 殆 ん ど 機 械 的 な 汐 包 や 血液 の 循環 障害 も 革 上 の 変化 の 病理 発生 に 雅 多 に 加味 され 
る 。 紳 経 の 腫瘍 内 包 埋 の 機能 的 意味 は 容 直 で な い 。 さ て 殺 上 の 基本 的 組織 学 的 所 見 が 一 の 環境 
で 時 期 的 に 如何 に 相 左 に 結び つく か を 少数 例 を 籍 り て 約 言 する と , まず 腹膜 や 犬 滑 の 如き で は 
HIZO 4 eg)! Hilc perifokale mesenchymverjungung OA, や が て 之 に parafokal に 僅 
Sir re AUT, 結局 胞 菓 周囲 は 粗 な る 線維 古 で 囲 続き れ 
る 。 又 胃 や 腸 食 着 肺 の 如き で は , 原則 と し て 弁 瘍 胞 集 に 直接 隣り 合っ た mesenchymverjung- 
ung より も や で 遠隔 部 位 の parafokal の 細胞 浴 出 や 肉芽 が より 苦し く , 既存 の 円 形 遊 見 細胞 
の 援助 を か り 年 ら 外 挫 性 (管内 性 ) 感染 に さら され , 睡 瘍 の 進入 に 先立っ て 大 < 粗 松 な 硬化 症 
が 生じ , 後に そこ へ 円 瘍 が 進入 する 事 が 少く な く , 大 < perifokal の Unruhe SE TUL LH 
起す る 。 (1) は (2) 又は (3) を 介し , (2) は (3) を 介し て , いずれ も 便 軟 様々 の 線維 定 に 
a り 得 る 。 幅 瘍 細胞 にょ る 肺炎 や , 限局 性 肺 水腫 , さて は 睡 瘍 性 肝硬変 や 肉芽 性 睡 場 組織 等 は 
いずれ も 上 の 総括 を 具体 的 に 裏付け る 性 好 な 素材 で ある が 今 は 省略 する 。 

CAC EEE IT ES) 


Mh 
岡 RB: THOS MAC LORMBC KS と, Minen TEE vy ORAL MI OR 


Zh 


HBR COCHCHTSMAREe KMS SYesth «RAP B EIEEB ER TFTIENI DI, この 点 


FE CEE RAMMED LORE CIEL HE ALI SO COMED, 


85. 疾 租 織 壌 死 舌 に 関す る 病理 組織 学 的 研究 
黒岩 耕 C 国 立 小倉 病院 研究 検査 科 
Histo-pathological study concerning the necrotic foci of cancer tissue. 
KO KUROIWA 


PKS SICH HW THA ABE EEK OO GER LER nd SOMO AE 
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休 よ り 見 れ ば 著しく 偏在 し て お り 且 必ず その 一 部 が 周囲 の 間 質 結 締 織 に 直接 接し て お り , AR 
多少 と か か わら ず 壊 死 巣 内 に 交 症 性 細胞 兆 潤 を 伴っ て いる と 云う 事 を 報告 し た が , FAIS BBE 
が 更に 廣 範囲 に お こっ て いる 場合 に つい て 報告 する 。 EF IRMA IT OW THN S 9 材料 は 消 
化 管 , 乳腺 , 子宮 等 に 発生 し た も の で , TRE Ye 16 例 と 手術 より 得 た 24 例 計 40 fi 
で ある 。 (観察 方 法 は ツェ ロイ デ ヂ ン 色 埋 連続 切 訂 と し , 主として ヘマ トキ シリ ン エ オジ ン 染 色 


及び ワン ギー ソン 染色 を 施し た も の に つい て 行っ た も の で 死後 変化 の 著 明 な も の ば 疹 外し て 
NN 本 
面 に は, AN, 好 中 球 江 潤 及び 注 瘍 底 の 薄 飛 の 壊死 が 見 られ る 事 が 殆 ん ど 常 で ある が , 今回 は 
と れ は し ば らく お き , 以下 潰瘍 と 直接 関係 の な い 深 部 の 癌 組織 , PETRI. PR. 肺 等 
に お ける 痛 組 織 の 壊死 に つい て の べ る 。 数 個 の 或 は それ 以上 の 胞 菓 の 療 合 に ょ っ て 出来 て いる 
大 な る 冶 細 胞 集 園 に お ける 載 死 巣 は 必ず その 中 に 介在 する 細 案 状 乃 至 は 薄板 状 つ , 多く は 細 正 
管 を 含む 間 質 に 接し て 認め られ , 閣 細 胞 集 園 全 休 よ り 見 て ほぼ その 中 心 部 を 占め て いる 。 便宜 
上 載 死 巣 を 新旧 の 程度 に より 第 1, 第 2, 第 3 種 の 3 つ に 分 け て みる 。 第 1 の 最 $ 新 らし い 壌 
死 巣 で は 健常 或 は 変性 せる 好 中 球 が , その 中 に 点 在 し , Belt ARMLERAS BREE TER 
性 に 淫 浸 し て お り , 連続 切片 で 追及 すれ ば , この 壌 死 業 内 に 充 履 せる 毛細 血管 を 発見 する の が 
常 で ある 。 か か る 所 見 を 早 す る 壊死 筑 は 第 2 (や や 吉 い ), 第 3 (古い ) の それ に 比 し 検出 さ 
れる 頻度 が 少 い が これ は , か か る 所 見 を 早 する 期間 が 短 か く 速やか ICRABGT SHC BA 
う 。 第 2 種 の 壌 死 梨 は 第 3 の それ と 共に 最も し ば し ば 六 組 織 内 に 見 らん る も の で , BE IT 
は 殆 ん ど 常 に 変性 好 中 球 , 変性 赤血球 が 変性 癌 細胞 間 に 点 在 す る 。 こ の 壊死 業 で は , [pitied 
く , その 中 に 介在 する 間 質 に 近 き 部 ほど 壊死 が 古く , 完全 微細 頼 粒 状 を 早 し , BT Par 
従い 次 第 に 之 等 が 培 し , 次 いで 残存 せる 冶 細 胞 層 に 移行 1 
て いる 。 な お ちか か る 填 死 梨 内 に 介在 する 毛 中 血管 乃至 間 質 結 締 織 エ 酸 フ クシ ン に 対す る 染色 位 


ig Be な り , 細 ER SR も へ マト キシ リ rich する 染色 性 の 低 Fl TU VOOR 常 で ある 。 BIO » 


潤 細胞 に 乏しく , ZED PSICHEW 


古い 壌 死 巣 で は 交 細 胞 も 交 性 洪 潤 細胞 も 殆 ん ど 完 全 に 染色 さる ん れ なく な っ て いる が , その 内 部 に 
介在 す Ir Ki KR i 色 性 良好 で Cy HD, Bi ED} Kati mit 硝 子 化 7 SPR bil; ER 死 胞 m 


周囲 も 繊維 化 著 明 な 結 締 織 に ょ より 厚く 包囲 さる る が 常 で ある 。 時 < 周囲 或 は 内 部 の 間 質 か ら , 


op > の AAS 
の る 7 BS, か の > 2 Bee ラッ 


33 


BOE DRO MEE IS SIR, ATMO UE AA, Ba Was 


ZOMOMPER Th koma VYERHECHO, ARD 5405 — Kal ORME HA 
To APACS ARO BRERA IC, BeURIC DRO MN EOS / NER RAS IRD BAL 5 HY 


Ar 


あり , DSF ern 8 MAAN O PR BUR BE NL WOAAG TH SB KIT TBR 
例 23, 手術 例 21 計 44 例 の 消化 管 , MER TE FLURGC EAL RMIT OWT IH 7EZS 
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YE iO KIT ZUR RED IR 5 SCHR S OF FTOTLEM ZT し 
て いる ぅ 。 HRDKROHINT EN ZA, 腺 小葉 群 の ほぼ 中 央 部 に ある 毛細 血管 を 含む 韻 質 を 
ーー ww ) 


中 心 と し て , この 間 質 に 接する 部 の 夫 実 質 に 壊死 が 見 出さ れる 。 勿論 これ に も 新旧 の 別 が あり 


1 を 必ず 認め る 事 は 腺 細胞 玉 の 場合 と 同様 で ある 。 Kic he 1 例 , 手術 9 例 


zn 


RAE 





He Ags: 


生計 10 (il Bilal, 子宮 。 KEBRSEIC TEE ZERO CHAR LAD, ZS BRA 
OM fre EAR CH PKC HMRI, 手術 例 11 計 23 例 の 皮膚 子宮 食道 , Mi 
に 発生 し た 角 化 凡 生 上 度 冶 に つい て 概 索 し た と ころ , 角 化 せ ざ る 部 に お ける 壊死 は 前 者 と 同じ 
CMO FICHE Cas SR, その 他 に 特に , WURDE: DEMO MMO 


き 油 が 起り 角 に 角 化 部 が 2 KUN ARE TD) — 





こ 角 化 巣 内 に 好 中 球 の 著 明 た な る 





Rip 2 Jy BIER Bb LM SMBHSSD, RUHT FTD OT, GE 

HS L CRU ARES. 間 質 に 直接 し 或 は その 内 部 に 間 質 を 介入 せしめ て いな い の が 普 
% Tn っ _ アァ he West SET A. im te TS Th ? TH) ーー Sn! in y 4 3 リー ; 
Hh CAOo um) j 化 カ Hed I) ABT まで 及 ん で いる 場合 ! ’ Ser (tT LUCBET や jr に な る 


以上 を 自 す る に 直輝 各種 の 増 組織 に お けっ る 填 死 入 に は 陳 旧 な る 者 を 除き , HET. REMIT 


潤 そ の 他 の 生体 反 應 が 認め られ , 種類 万 至 発生 部 位 或 は 原発 菓 , 韓 移 業 等 に は 関係 な く 本 質 的 


en “) ’ トー ゴ に よ 上 [5 ーー ドー N] 2 > Fun 
5 IL HAND _LICTITOLOERN ED, 


86. FS AEE IC MEYER OD Arab I BEIDE ve TC 
RER HR PSE PRED 
In the so-called endothelioma of the oral cavity and salivary gland. 
YASUHIRO TANIUCHI 


PSF RIC ORR TRO MTA BONN REY CIS, 従来 その 発生 乃至 本 態 観 に 曖昧 の 所 が 多く , 





者 の 見 解 が 一 致し て いな い 。 依っ て 示説 者 は 此 の 腫 





その 腫瘍 学 に お げ ける 地位 等 に 関し て も 諸 = 
Bolsa kr, HER (25 al) BPE (20 例 ) 口蓋 C16 PD 額 骨 附近 (8 


例 ) 口唇 (2 WD) WEB 例 ) AU EINE て 1 BD) 等 に お ける 73 例 の 所 計 内 皮 上 腫 に 就 いて , 


| Fi 
津 続 切片 所 見 を も る と と し , ZIAMHNOHTHEROHTROF ERZSHLL, 之 が 概 索 を 
i た 

実験 成 縛 : 研究 成績 を 総括 し て 逃 べ る と , HPROMMAKM CUS ber Hass) は 或 る 一 


つの 型 を る と と し 之 れ が 色々 に 修飾 され て 複雑 多様 な る 組織 構造 を 示し て いる 。 その 基本 型 


, 周囲 組織 特に 耳 下 腺 宜 織 と 明か に 境 せ られ , 腫瘍 組織 は 被 貞 


と は い 結 1 人 す 織 性 fe 膜 
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. tr 


k り 派出 せる 結合 織 に 依り , 大 小 下 同 の 分 葉状 に 分 けら れ , EBERLE L-Cit Pr ENTE 
SMALE, 粘液 組織 及び 款 骨組 織 等 を 店 め る も の で ある 。 従 來 一 般 に 内 皮 腫 と 呼ば ん て いる 
の 腫瘍 細胞 は 大 部 分 小 権 円 形 又 は 不正 多角 形 を 示し , 概 は 比較 的 クロ マチ ン に 富み , 原形 質 


募 細胞 に 所 に よっ て は 集 園 を な し , その 





i 





TOREMES LOLBVLORDS, OMT 


中 に | ロゼ ッ ト | 形成 又は ト 「 エ オジ ン | 好 染 性 双 様 物質 を 含む 大 / 


ia 





Mrs), Bic SOL IC He ERRIE 





: お 症例 に よっ て は 所 る 々 新 る 細胞 群 の 中 に 明瞭 な 


a 


eye Sb Ls TAUPE ES RD Lion % PAINT FETT TS MR 





認め る 。 WHIP STEREO HR. Zaren 








EM pat me pe re 2. EN バナ 
リバ (は HI HIT なつ CWS HIT 





た り , SE BR ECHT ESI 7220 Ie 





た と し , NET SAETAETAUKFRENERRIT sD, BARR HIL BR SIREN IC “EAE 






ee oe 9 る モブ こる 中 VLA Psat 2 yee 
の ある ゃ も の と , ETRE ASH EL, 


Ey 
4 


iz っ N ros one a ee 2. > THE eS As 7 * 
IYZSORDOTELIELE 2 ron 24 RE mS [el 








Be 3 
が 説 うめ られ Beri D> 





tier en wo. 
ARD 





fs re ee i arg oe ' oe H テー ラメ 7 2, ACETIC JE 
と 明らか た 移行 像 つの ある 事 , か か < 昌和 胞 の 中 (こま 提 の 形 を と る も の の ある 事 更 に 冶 
mn ETT BY 


METER Ami OR 





HUFED IG Hy & 


ぶ ま ば ら に な っ て お り , AOE! 





し て は , 此 の 部 で 間 質 





こ に 多数 に 認め , ERWORBEN EUCH LUTZ ED EDS, BPEICIAA 


‘ul 


ges 3 


/SHETRLRR- SUL TED EWS CHM, 粘液 様 組織 と 明らか な た 境界 な く 存 在 





De 


I, HOSOI EUAN TRO BPE IC IA AALS BOREL 


合 織 か ら の 化 生 に よる も の と 思わ れ , Hinsberg O25 x 5 





い , AUPTR, 口蓋 及び 須 号 部 附近 等 か ら 発生 し , 充実 性 で , 
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BA PRR FEHLER & OIC BT Bir, HOO A AVEPAUEAS FPR LR 7 
MRT S ED TE CME TIES ZO IP fd» BAL TB TED BET 
な い 。 此 の 型 の ある も の に が が て は 狂 瘍 細胞 が 局 邊 上 度 細 胞 化 し , 時 に は 冶 眞 珠 様 形 生 を 生じ て 
お り , 両 も 同一 人 で か か る 組織 構造 を 示す 狂 瘍 が 時 と LU CIS REL RIGS Te OO RIA ASHE 

し て いる 事 を 経験 し た の で , か か る 型 の も の は 同じ 組織 に 由来 する も の で 明らか に 上 皮 上 衝 に 属 


FTALDLE Hfik A420 
DSH TRIER N OHR EATS も の は , HTRROCHTR OFEN 
因 す る 一 種 の ハマ ルト ブラ スト ー ム と 考え る べき で , LHR, ABRROR RIAU DIE E, 


N 


PEACE N NES OO HT EXCH EY OF Kit AMER EK DD SFEEL ICE 
ある 事 が 明らか で ある 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる 


87. 相性 黒色 腫 に 就 で て wk B® 
(広島 医大 病理 学 教室 ) 
On malignant melanoma. TSUTOMU YAMAMOTO 

BUT HAVE, (0G 2 例 を 経験 し た 。 

第 一 例 52 才 , 女子 , (臨床 経過 ) 昭和 24 年 1 月 , 左前 箇 音 部 腕 関節 より 約 4cm 上 方 と 
BAKO A eC, 自覚 症状 は 認め ず 放 置 す る と 次 第 に 培 大 し 8 月 頃 に は 小豆 大 と たり 揃 症 
感 が あり 洋 く と 出血 し た 。 そ の 後 小豆 大 の 黒色 部 を 中 心 と し て 巾 約 3 mm OFA ZED 
培 大 する 傾向 は 無く 陸 旭 も 認め られ な い 。25 年 7 AGL O ERROR ONE 


IE が あめ ある の に 気付 V ヽ た が 疫 痛 , IE IR» 用 】 IE + i HAL FF * ま 次 第 に 大 き < 成 り ESS: & IK» en 表 





Milz 比較 的 : ド iz で / NE I RL L DIK et 誰 め られ れず 底部 に お いて 療 ig レ て いる 。 8 月 上 旬 左 】 PLS nay 
MIC HHA GH I ER O 2OWMGSSO0eH90, 8 月 6 日 当 大 学 上 村 外 科 に 入院 し た 。 


組織 学 釣 所 見 ( 左 朋 高 部 光 思 腺 ) 所 < 光世 球 の 残っ て 居る の が 見 られ る が 殆 ん LE GG 


a 
ay 


に 赴き 換え られ て いる 。 BEE BELESRBBTBEERE SSB, 多少 細長 い 形 つ 
も の も 見 られ , 14 個 の 概 小 体 も 比較 拘 よ く 染 っ て 居り 接 の 分 像 像 も 見 られ る 。 WORTH 
—E 染色 で は 薄 紅 色 で 之 等 が 少な い 間 質 に 


に 原形 質 に , 又 間 質 に も 散在 し いる 。 CARR LEIA! RK) 此 の 部 に お いて も $ 舌 ois 9 一 部 の 健 





康 な 組織 を の ぞい て は , ほとん ど 腫 瘍 細胞 で 占め られ て いる 。 放 瘍 細胞 は 肢 容 部 泊 過 腺 で 見 た 


KON AWET, 間 質 は 少な く 原 形質 及び 間 質 に 
皮膚 ) 乳頭 部 及び 皮下 組 織 に 黄 揚 色 の 色素 題 粒 が ある 。 
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第 二 例 50 4, YS RR) 昭和 25 42S EKD FILLS Hh PR ER 2 Me 
性 の 小 腫 場 が あり 茶 医 に より 切開 排 膜 を 受け た が 8 AIK L CHRO THEO UL EZ 
けた 。 そ の 後 治療 する 傾向 は 見 られ ず 振 痺 感 が あ り 増大 る の で 9 月 15 日 摘出 し た 。 HOHE 
HEHE RR, MR, 圧する と 癒 乳 様 の 液 を 排出 し た 。 操 指 頭 大 で 中 等 度 硬 制 面 次 自 
色 所 々 に 赤黒 色 の 色素 班 を 認め た 。 

組織 学 釣 所 見 円 形 多角 形 又は 編 鍵 形 の 細胞 が 乏しい 間 質 に 隔て られ て 大 き な 蜂 宮 凌 を 成 し 
て いる 。 原形 質 は H—E 染色 に より 深 染 し 桜 は 大 きく 明る い 。 桜の 中 に 比較 的 明瞭 な る 24 
(HOR NMADSSL BAL, FAICITBRTSLO, 又 分 像 像 を 示す も る の も あり 所 に より 原形 質 内 に 円 
WE Ha 3K FAO FARA SL ALS 然し 粗大 な 頼 粒 の 集 塊 は 認め られ な い 。 支持 繊維 の 発達 は 僅少 で 
ある 。 

な お 前 二 例 に 組織 学 的 に 類似 の 構造 を 持っ た 例 が ある 。 

三 例 34, 女子 (臨床 経過 ) 昭和 25 年 6 月 頃 よ り 右 乳 羽 下 部 に 候 卵 大 の 睡 瘍 が 出來 , 

之 を 摘出 し た 。9 月 上 旬 右 豚 各 部 に 掃 指 頭 大 の 隆 瘍 が ある の に 気付 いた が 自覚 症状 は 無く 11 
月 始め 頃 よ り 該 部 に 刺 痛 , 発赤 が あり 高熱 が 施 張 し た 。 

組織 学 的 所 見 ( 石 乳房 下部 ) 僅か に 腺 組織 が 残り 細い 間 質 が 円 形 乃 至 多角 形 の 細胞 を 包ん 
Tu. KERNE CH, rk 1-5 個 。 色 素 頓 粒 は H—E 染色 で は 認め られ な い 。 
FR LH) 厚い 間 質 に より 腫瘍 部 と 健康 光 叫 腺 組 織 と が 分 た ん て いる 。 腫瘍 細胞 は 
ぃ い 間 質 に より 蜂 官 状 に 包ま れ , 略 ネ 円 形 で 桜 は 丸く 大 きく 明る い 。 桜 は 沿 染 せる 部 も る あり 分 像 
せる 部 も ある 。 桜 小 体 は 1~2 個 で 明瞭 に 染色 され 原形 買 も 明る い 。 又 所 に k DBAS, 
Bal, LOM NC RAE ERAS SALVO AS (SMS H—E 染色 で は 認め 難い 。 

第 皿 例 49 才 , 女子 (臨床 経過 ) 昭和 26 年 1 月 頃 よ り 左 乳房 部 に 腫瘍 が あり 次 第 大 きく 整 
TREO WEIR, 顕 部 光 巴 了 の 腫瘍 が あり 際 床 的 に 乳 頑 と 診断 され た 。 

組織 学 的 所 見 ( 諾 乳房 部 ) 筋 暦 に 散在 する 上 管 が 所 々 に 主として 小 管 要 を な し 時 に 大 きた 
管 腔 を 作り , 桜 は 明る く 原 形 買 は 染 し 不 整 形 で ある 。 之 等 の 細胞 の 周囲 に 円 形 細 胞 の 浸潤 が 
見 られ る 。 HEF ROSIER) HELA EAS ARC MIT よ り 占 め ら れ て いる 。 

絵 括 及 結論 育 に お ける 外 有 葉 駐 は 内 豚 業 より 発する と 思わ れる 色々 の 星 場 の 中 で 最も る 興 
味 あ る も の の 一 つ は 昧 色 幅 で あっ て それ は 組織 学 的 複雑 性 と 腫瘍 細胞 の 性 質 肥 び 起 因 に よる 様 
に 思わ れる 。 黒色 風 は 外 脆 葉 の 臓器 皮膚 , 眼球 , FREES OD HR, EMO neat — ee 


IH. 


A el) EFT NEIO TITEL UCOMERE ETSZLOCHD, Tue > 


PEEL RM id OATES ALPERT AE AMY CHS & Sau T wi, 19264: Masson は 黒色 風 は 
HLT BEI O AAG BST OFEN CFA LIA Cit Meissner Mr 
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Merkel, Ranvir 小 休 十 Chromatophore OFF L YKBA FH ZEN TUNG, 含有 人 色 


ら 程 色素 の 含量 が 少 い と われ て いた が 人 色素 に は 全然 関係 な く , 





一 次 的 な も の に お いて も 色々 で ある 。 本 例 に お いて も る 鉄 反 應 は 何れ 





ん だ の で あっ て , FR 





CC BTID BAL, 後 二 者 に お いて る 晶 染 色 に ED a 


in 


TEMG S LOT, FUMICITTOR EKO 


事 と 相 師 っ て 今後 の 乳 痛 の 研究 を 期し た 





こけ は 含有 色素 の み を 基調 よせ すず その 組織 学 的 様相 に 注目 し た いと 





I Vi A oe Fa te Bl 生島 Ei 
An autopsy case of lipcsarcoma. HIROSI USIZIMA 


な し , 腰痛 第 12 HE, 右側 





この 組織 像 は 効 独 


5x4cm 選 邊 で 

















2 > HBR Py 





| XM MRS L CILIA AO My & fin, Zeh 


4 Are Zn 


IRTE SEHR 2 > を うぅ 試験 切除 診断 , Lipo- 





item C ZU ree UCAS, ZENE, 細胞 の 







el. te Zi SH» a 
対す る 強い 7 Au FC か っ た 。 


SS 


SKIN 


KICDOD FAL BAH A le 








RI EPA AIC TS. 組織 像 は 部 位 に より 異 な る 
KC WA EF 多角 形 格 円 形 に 近い 明る い 細 胞 が 密接 し それ 
りか こん で いる 。 入 は 円 形 乃 至 本 円 形 比 較 向 大 , 
け 中 等 量 こ れ [前 逃 間 質 様 部 と 密接 関係 を 有 有 
ran wl MNS 移行 す 
EIER: IA: iid 多 < ? a (LE IHR 
FEED BALD. Ic CH 









ご く 少 いる の か ら 中 程度 の 滴 汰 を 早 する も る の まで 部 
の 関係 を 思わ せる 。 SudanIII PEO Kiki 


部 で 明か に 結 締 織 性 を 





I>u > > ER u rt + Leber ZI IS 2 フシ mm 
bkLH SAMDDo Bio — Fah Cyd 比較 的 結 締 織 成 分 が 多く 用 


角形 。 短編 媒 形 。 原形 質 の 強い 好 塩 基 性 を 示す 達 弄 の 強い と 

















ころ も 混 じ て いた 。 PAORRIC KIEL OLE Le. ER 4 FAR, Ma: Hi 
Lik, 体 壁 腫瘍 摘出 創部 筋 , SET ARE IR 5, ER, ERTET 
MIC FFAS AMS, 下 葉 , BP RIC RMA & DAHA, RT RR 胸 
STA Hs KK 150 cc Ani Pie PEZS TT LET IC HOE TFT 3 KR RO PH CARIES FEIN ON, 割 
Kr 


lil, 小指 頭 大 よ AERO FE, Db Fit DIGIC LA L BZ Bd, FR i 


TARE ERC Jo) HS UT A, 上 極 部 よ Pc k り 占 め ら る (6X7X6 cm) A 


MAKI EE SB IGICRERRRIT EOL り ま か れ た る 結 茹 の 集 り , BEM MICE DS A 





形 を 止め て 附 着 , 臣 赤 異常 な たく 残存 部 は Siti. ACP PRESS ARKO res 





aa ee 
IF, 右 葉 中 央 。 横隔膜 面 に 大 豆 大 より 示 指 頭 大 の も の 数 個 , 講 血 強度 , AWA TAFT HI 
READE FRAT RR, これ は 組織 学 的 に も 化 膜 性 脳 幌 導 で あっ た 。 其 の 他 の 詳 咲 器 は 壮 


Wi CAEL LRAT BF LGC AAEM KD OAC IATA EBA BAL Zoo ANIC BT 


CH BL oD—-HAdtin Grawitz MEHICHUL TES AST AMAT RB WDC SG & 


た 。 NE MT, ISIC HW LRT BOREAS RICE AE LB fic 


1 
ず / こ o 


より 肺 胞 を 原形 と し て 夫 生 し た 如き 像 を 示し 間 質 部 が 比較 的 多い と ころ で は 紗 鍵 形 細胞 へ 傾い 


Yh bey FLT 


た も の が 多い , SAO C(t MAM HO RESO CR BEL, TOMBE & Auch 


WEROLTALHS, LMPLW FAY BH EUERTS と と が 出來 る 。 肺 門 , RRR, 中心 部 


Er HK 4 分 カ 多 Sal), JIC: お いて に t Eb II BS い 彼 子 形 の 脂肪 zer WB zT RIO } is 洒 


所 中 心 部 に 見 と > ん る も 5 の と と Eu) いう ERS) 形 に 近い も の が 多 多い の 比較 x 的 細胞 が 小さ A & 


OQ» 


BTS ibs HEB IT より 可 成 り 組織 像 が 異 7 な り 小 な る * eH it Si; DichF 部 に お ける も の と ほぼ 同 





RCH SI, 大 な る OF BEER ATA Aid OBIT OA TUCFLPGARIC HES L— HC 
は 其 の 部 だ け を 見 れ ば 所 謀 Hypernephroma か と 思わ ん る と ころ も 見 ら れる が , 一 方 これ ら 


移行 し て 腫 揚 細 胞 の 最も 成 束 し た 形 を 示す と ころ が あり 細胞 膜 が 潮 状 と な り , 大 き さ は 大 , 


ト 同 で 。 桜 が 細 胞 膜 に 密 基 偽 在 明か に 脂肪 組織 と 認め 得る と ころ が ある 。 又 他方 比較 的 短編 鍵 
形 小 細 胞 の 肉腫 汰 の 像 へ の 移行 も ああ りこ れ ら の 中 間 と し て 所 席 Hypernephroma J), RE 
ト 皮 上 腫 の 一 型 の 如き 像 を 早 す る を 認め る に 過ぎ まず これ が 脂肪 芽 細 胞 由 来 な る こと を 確信 する 。 

更に 以上 各 臓 答 韓 移 結 部 間 に 組 織 像 に て 移行 を 考え る こと が 出来 , 可 成り 変異 は ぶす が これ ら 


が 同一 腫瘍 に 由来 する と と を 証し 得る 。 ま た 原発 部 に 関し て も 肉眼 的 に も 明か な 如く 時 部 に て 


は 結 締 織 に て つつ まれ た 円 形 結節 の 集 り で , 雇 性 壊死 の 二 次 釣 の 秦 化 は 強い が , 腰部 筋 間 の 風 
が 局 邊 凹凸 葉状 で 浸潤 性 発育 傾向 を 示す に 対し , 氷 部 の 増生 は 膨張 性 は 膨張 性 で あり , 比較 


的 初期 の 皿 移 を 考え 得る が , 原発 は 腰部 筋 間 と すべ き と 考 える 。 以 上 の 如き 





4 > r t te », Sy ロ "UT > Deere rte Feste て Sb: Hau BES. > 
細 乃 性 で ある が , MR BUN TKRO KH ERDE, TE Ehre 
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APU TAMIL UCHR MITRE, AI SARERLBR ZI, COMP 7 2x 
F MS PHORM HA UOC ee, CALS HPS HE ATT SIN, 中 心 部 に 近く 基 
WEE DIZEARLOTSN, FD, RTBERL, CH ELHICHPHELAL TH D MK RHR 
ART, ML COMB EEAL UCHR 2 O47 vB og HD 
pi Vv Wied TAL RO KEOHI LA HAGE: O Hh WAZ B KM BEL し 他方 主 と し 
て 同様 胸 巣 , 週 辺 部 に ある 大 型 の 紡 銀 形 細胞 , これ は 原形 質 桜 の 状態 は 前 者 に 類似 し 移行 を 考 
え 符 し め る が , 二 格 性 で 椿 円 桜 乃 至 長 椿 円 形 桜 を 有 し , 更に これ ら が 小型 に な っ た も の , 更に 
幼 若 結 締 織 細胞 と 区 別 困 難 な も の に 至る 系 列 を 認め る 。 CORUC TZ BHF VOMIT RS: 


NCS 6, 仁 も 不明 須 に な っ て くる 。 組織 像 は 以上 の 各々 の 人 邊 型 並び に 基質 排列 を も と に し て 


/ 








考え られ る と 思う 。 結 締 織 性 間 質 部 の 化 衣 は Metaplasie と し て 二 次 的 の つも の と 考え られ る 
a 前 作 一 型 を Fibrolipoma の 二 成 分 の 各 性 化 と 考え る こと は 困難 で , Roe Gay 
より 脂 入 牙 細胞 の 如何 な る 段階 より 腫 瘍 化し た か の 問題 に より, 退 分 化 , 再 分 化 を 考え る か , 


示 分 化 中 及 せ 葉 腫 瘍 細胞 が 二 方 向 に 分 化す る も の か , 本 來 は 脂肪 芽 細 胞 に な る も の が その 性 質 6 





A 2 BEN ゃ うさ Be ei NN }- ? ょ 7 
の 2 Us GIRICLE に な る の か 種々 の 考 多 SSH] ETBBNN, いずれ に せよ これ ら 7 sf] PEI) BRIT 
属し 密接 な 関係 に ある こと を 認め る 。 毛細 管 と は 直接 移行 を 証し 得 た い が 近 いい 関係 に ある と 思 


やわ しめ 各 臓 半 韓 移 癌 の 組織 像 は 成 茸 度 と 共に その 組織 構造 と し て 反 存 毛細 管 排列 が 円 瘍 像 変異 
の 一 婦 内 と た な る こと を 考え し め た 。 な お 粘液 性 の 像 は 本 風 瘍 中 に は 認め な か っ た 。 


( 交 部 省 科 学研 究 費 による) 


89. 著 明 な る 骨 形 成 性 を 示し た 和 骨 笠 性 細 網 肉 種 
の - aa [て HERER WAER 


CBE PEAK FEHE ) 
An autopsy case of myelogenic reticulosarcoma with marked 
osteoplasia. TATSUO NUKAZAWA, MASATOSHI KAWAI 
ea AMC ECs, Ewing (1921) に 依り , RAN NANNTE TREE BEINE = 


m 


LTE ANTUWZ, 1928 年 Oberling KASERNE ET ZZ LOT 





ある と 1 al It Ewing 氏 肉 和風 と 称せ られ る 様 に な っ た 。 最近 (1943) 赤崎 教 
Pelt, 之 を 稼 依 内 細 測 細胞 の 内 腫 化 し た も の に 限定 し て 使用 し て いる 。 

我 ズ は 最近 上 膨 朋 に 原発 し , Mi, MBC OAR MT: SER ZU LA Pl ZU RL RO CH 
Ha 
ie 
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Whi GRE id o 患者 は 24 才 男 性 ic, 1948 る = 月 に 右上 Arty BIT Aico Be: ( こ て pe ‚Ar ERAS 
VIM tL, WERBÄLLKFT CE. 1949 年 3 月 中 旬 頃 より , 胸痛 , 克 い で 呼吸 困難 
て 再 入 院 。 当 時 左右 胸腔 ょ り 且 つの 性 月 液 性 液 を 探 出 し て いる その 呼吸 困難 は 培 加 し , 切 斬 術 施 


と と a, %J5 ヶ 月 (に こ て て 死亡 Es Albert © tits CT th ERE FOI fit. ER Hit 4g HS 認め られ た た 他 : EHRE 


病理 解剖 組織 学 的 所 見 。 

1) FPR REMC oF SH [SCAB 

2) AMT ODBC SPTEAKLE OFEMKICHS HF, 
3) 両側 胸腔 に お ける 血性 毅 液 性 液 。 


{XI 2.) o Het 
PRC tat 2 lo 





Sa 


1) OFF so Erd nen, 健 則 に 比 し 約 2 倍 の 膨大 を みる 。 制 面 は 上 前 


名 を 中 心 と し て , 暗 赤 色 の 境界 分 明 た な る 小児 頭 大 の 硬度 瑞 な る 腫 


Ermm € 


Try 
HEN AZ, 中 心 部 に お いて 


Pet ARDEA Bal, 筋 大 , 皮下 組織 等 の 境界 は 分 明 で ある 。 これ を 組織 学 的 に み 


! 


中 > に さ cr Hai tensa Wa i SS ae ae 11/7 {x + DEI ) te ニモ 
中 心 部 に お いて , 腫 揚 細 胞 は , 主として , 円 形 檜 円 形 に し て , 原形 質 は 湊 赤色 に 集まり , 一 
[oie pig (A =F Zeal ーー Hr , 7 っ ャ ュー と ケッ ー と フ >_ ir 
側 束 は 両側 , 三方 へ 原形 質 突 起 を 以 っ て , SME CHL COS. BOBICHA, その 形 
円 形 , FEB. WEBBILT 中 央 に 存する も る の が 大 部 分 な れ ど , 偏 正 する も る の も み ら れ 





各 細 胞 間 を 連絡 し て いる 。 有 駐 





る 。 桜 小 体 は 超 め られ な い 。 渡 銀 法 に 依り 普 明 な る 格子 汰 織 維 
Na の 部 に Cre Eines AT i AD HS EH こみ られ, 1 圧 『 a っ 周辺 yee 1 7 成 細胞 が CH 列 1 e” 


UB ROPE LCs SiO TI PAR HETE eH 7 


いる 。 SMH 





LM 


る も っ Tiler, IZ トド 組織 へ と 浸潤 ヵ Lop られ > 





ら ず 。 中心 部 より 周辺 に 向け 腫瘍 細胞 は 殆 ん ど 同 


: 格 子 潜 繊 維 形成 は 閉 明 で な い 。 3 





Mee PH OPAEL YS 





= FR PAE に 
桜 分 像 像 \ Het Bild, 





3 の 賠 LAN TOR DA ALS oh, Seite AFFE SA C = oat ZI ES 7 
2,3 の 脂肪 滴 を 信 喰 する も の も み ら れ る 。 その他, KESHBER ZA Sir, その 玩 死 集中 及 


織 中 (に Haematoxylin に て 膜 染 す る 樹 枝 次 物 の 出現 が み ら れ る 。 本 物質 は , SEBCHE 





中 等 度 陽性 Nossa FOYE, 西山 氏 法 に て , 石 次 反 應 は 弾 陽 ] 


PL 


EICLT, 2 Schiff の 反 應 に て , 





ら 54 し る o 





せら れ , 


実質 に 上 方 に 圧縮 せ 
BT AKE (ait Bae 





2) の 所 見 。 左 肺 は 前 画 に お いて , 


ier 
ROLES: 





Face RBKOK SG ‘fit 


Cp Mr 4 } Re 
ein, WAL DAG 





L l . Hl fi 導 部 後 ! ACH: 15 KO ti] BE: RTS Bik Br 


KOR 2 152, 全 肺 葉 に 多数 認め る 


J 


Ei : cI & IRD BR Zs 5 HM IR, 中 葉 上 葉 の 境界 部 に 挫 指 頭 大 , PRICE 
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む 。 以 上 の 肺 , 助 膜 に お ける , 





PES}, MPR mit, MC VT 
メ 桜 質 は 一 般 に 乏しく 原形 質 突 起 の 著 明 


られ る 。 原発 , 韓 移入 共に , Maphtor 反 應 は 陰性 で ある 。 韓 移 業 に は 骨 形 





MISA られ な い 。 | » 多数 み ら れ る 。 そ の 他 の 臓器 に は 著 変 は た 
DB, 円 形 乃 至 本 円 形 の 桜 を 有 し , 細胞 は 原形 質 突 起 を 





車 絡 し , 多数 の 格子 状 繊 維 が 塔 殖 し , 一 部 に は すでに 脱 原 化 を 早 す る も の も る 
ナー 





見 伺 ら れる 。 以上 の 所 見 = 





細 測 細胞 より 原発 し , 肺 に 血行 性 韓 移 を 起 





肉腫 に 一 致す る 所 見 に し て , その 上 


し , 又 光 巴 世 に お いて , 腫瘍 細胞 の 培 殖 が 見 られ ぬ 事 より し て , rar Een 5 Ewing 


in 
KAI CHS FIREDTSE LTE AR OFEN Cit, POR CHHRE GB れ る $ OTH 
Do I 
MERICHHBABIEHRIE Ewing, Connor “4% ji NTCH3 2 BHEER IH Bible, 


36. MMIC Barre, BIRR, 上 記 の 通り 鉄 , TARMAC LT, San ME 





| た 所 へ , 鉄 , {1 KO Voie を 2 ARTE た だ 


ot: oo _ ELITE a: oy 4 
AAT hy KO ER SECT RHE > thi RE 








の で あろ う 。 

en ee u, EE ema Wate oh tery pm, ih ii — (A 

本 例 ビ , 24 FOWHOA Lilo FH & OWE LZ. Fear LT GS 
状 型 ) 両側 肺 , 助 出 に の み , Kira CAEL CHEE た 例 で DD. 


90. Br Ic ASV EREWYO A Ew DIS Oh 
岡林 篤 , 藤本 輝夫 2 


A case of angiomatosis with pericanalicular cellular 
proliferation and infiltration. 
ATSUSHI OKABAYASHI, TERUO FUJIMOTO 


wen 


阪 市 立 医 科大 学府 理学 教室 





臨床 歴 : ae 12 Froy, MMO 194948127 bi tnd 2 


MY, 2 


hd, BQ 月 上 旬 大 阪 市 立 医 大 外科 受診 。 Spa AME PAP ID TES 
大 に 腫 賑 し 弾性 隊 で 肩 甲骨 と 対し て 移動 せ ず , 五 圧 部 に も 手 省 大 の 同様 の 腫 閣 が み ら れ , し 線 
LT 2s BIC NAMI ORTEN RZ BAvZe5 u] 24 日 


Ho NER THE, LPT AE OS AT ATK 





eng PRE & 2c ie 
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組織 に ひろ く 浸 潤し て いた 。 3 月 16 日 より 4 月 17 HE CH URS aT 16 回 
x 32007)。 その 間 に と の 部 分 に 小 孔 が 出來 少量 の 淡 黄 色 つ 肛 様 物 が 出 大 。 MRICS RE 


どい 
[R 
Tr 


な く , 灰 中 の ベン スジ ョ ー ン シズ 氏 和 蛋白 体 も 陰性 。4 月 28 AGERE, IA OBIE 


に 脱 様 塊 が か みとめ られ た 。5 月 9 日 の 検 胡 で は 血 禁 の グロブリン が いち じ ろ し く ふ えい た 。 
同 14 日 軽快 明 院 し た 。 
組織 学 的 所 見 : 右 肩 申 骨 部 で は 大 部 分 血管 牌 


LO BAU HIS AL _ LUMO RRIT HD BIT 








CECHECA—, Sl OAM HED 5 te S |e & ub LT 





買 細 胞 様 細胞 の 埼 生 当 班 の みとめ られ る と ころ が あり , TOFD) oT HO BME cts 
ちい っ て いる 。 上 逃 の 血管 有 様 組織 を 仔細 に 観察 する と , 赤血球 を いれ た 大 小 様々 つ 管 府 を か 


Salt ゞ + 


CA CHAU TER ACHERN ORR, Zoe 


た た 紡 鯉 形 の 細胞 が 一 , 二 翌 と り ま いた も の が か な り 多 くみ と め ら れ , 2 BIC HIV X 





—- iin > ? 723 a テ ュ マ 2 ce つう さ ブフ ェ LM Bay hie Age Zr I} 
て 上 最 内 憶 の 細胞 が まる く ぶ くれ 上 っ た も の, ERDALDILFIKEL NS 








$ ある 。 それから 騙 下 な 一 層 の 細胞 で か こま れ た 小 管 腔 が 臣 所 に みとめ られ , CAL HOMPEO 
FPA A SEO AD WB ASA BAL TL OMS PIT MERA, その 

胞 ,. 一 部 で は 多 形 桜 白血球 の みとめ られ る と ころ も ある 。 LIKO|ERAPERICOAZIO TU 
つの 間 に か 潮 状 の 組織 に 移行 し て こし まっ て いる と ころ も ゃ ふみ られ る 。 い ち じ る し いこ と に, bk 
の 種々 の 管 腔 璧 や 細胞 索 の 周囲 に 諸 泡 状 つ 明る い 細 胞 質 を も っ た 網 胞 償 石垣 濯 に た らん な と こ 





7 ( 類 上 度 細胞 の 集 園 ), 組織 球 様 細胞 の いち じ る し く 徐 生 浸 潤し て いる と ころ 人 忠 所 こみ と 
OHA, この 間 に 泥 っ て 円 形 で 中 等 度 に 染まる 桜 が 偽 奉 レ , 細胞 体 は 卵 形 で ヘマ トキ ッッ ン ュ 


エ オ ジン Ye ff で DER (aT Ye EN) (形質 細胞 様 細胞 ) る かなり 多く みとめ られ ある い SHH > 


に 形質 細胞 と いえ る も の も あり , 一 , Ma RMR LEON TSMC HEL TG; 
の も ある こと で ある 。 その 他 に と ころ どこ ろ 多 形 桜 帳 血球 る みとめ られ も る 。、 な お 管 府 外 こ 液 各 


開 肌 の み ら れ る と ころ も 少し は ある 。 





AMT BRO OF bUMOY,OLAMMRCH S78, この 部 分 で は 管 院 壁 つ 細 移 ぶ 充実 し た 綱 
WAST LOG WwW. これら の 細胞 索 の 間 の 組織 に SIF MIME eA: DCEO Hho 


円 形 細 胞 の か な りつ よい 渡 潤 の みとめ られ る と ころ が ある 。 


SR; 以上 の 所 見 を 要約 する と , 種 さ の 大 いさ の 管 座 を る っ た 血管 つい ち じ る し い 徐 痕 と 


新生 の み ら れ る こと か な り 分 化 の 度 の 高い も 細 碧 管 か ら 答 腔 可 つ 認め 難い 間 葉 攻 組 織 に いた 
FILTER = . pbs Sn Hw IEZ Ron Be bY la AS sy 
DRMAOLGHOAL MAAS IE, MATPEICELE IA, HLRRERRR MH, SCT Rais Yio 
> 4 > a ee テ へ と うさ ジュ の も 2207 で ち 、> > ‘ar im Le 77% sr tne ok * = > = ? 
Jy an Kalt NOD ESC HED HAL BATEARTON LCA Oo な お 一 部 に 多 形 依 [ IMLER: ISR HALDE 











CAL OS, Leo THEE HELM ALT EB BE an 一 部 に 骨 破 壊 像 が み 
HAL DDS, |Z iz HE dt af Awd “gr Bai ARE i eBRIC LT 一 應 管 性 と いっ て よい も の と 


組織 と 骨 丹 と の 移行 も み ら れ る が 原発 部 位 は 決定 し が た い 。 同様 の 経過 を と っ 





た 同一 範 貴 に 属す る 腫瘍 が 二 箇 所 に みとめ られ る 点 か ら 血 管 腫 症 と いっ て よい と 思わ れる 。 な 


閣 の も る の に は と 線 に よる 組織 の 障 旭 , 療 孔 か ら の 感染 の 影響 も 考え ね ば な ら た な い 。 






お 本 Ser 
本 例 こ F.Orsös (1934) の 第 4 型 ,。 所 ・ 千 葉 氏 (198,9) の 毛細 管 腫 に 近い も の と 考 


m 


> 


Nr 


ルー る 


ん っ ら か 。 本 例 つ よう に 血管 え の 分 化 に 種々 の 段階 の み Br NEE EDV SL SL 


い 例 は 記載 せ られ て いた な い 。 岡林 は さき に 敗 碧 症 の 探求 に より 血管 間 葉 性 組織 と その 系 統 の 存 
{it SOK MED Pesto» SHRM LZ (1950) a, 本 例 の よう な 腫瘍 を みる と き , AIHEREOA 
な ら ず , 呆 提 性 埼 殖 に お いて も 血管 及び その 周囲 組織 が 一 体 と な り , し か も この 際 に は 多少 の 


es 


分 化 を 示し つつ も , 両者 未 分 化 の 像 を あら わ に 早 し た まま 増殖 する 形式 の ある こと が 確認 さ ぇ 


kurt 


る 。 こ ひつ 考え は W.Hueck (199), F.Ors6s, PRON, IME, Zzoftto FR 


一 構成 休 と みる 見 方 と 皿 を 一 に する も る の で ある 。 本 例 は これ ら の 考え の 衝 当 性 を 一 層 強 くす る 
> の で ある 。 Cars DARE すぐ Ir BICı 4 3) 


91. Lindau ID kei] 
島田 信男 , SMSF, PHER Golan RR 


A case of Lindau’s disease. 
NOBUO SHIMADA, RYOHEI YOSHIOKA, TAMAE NAKAMURA 





Lindau’s disease was described by A. Lindau (1926), the characteristic tumour 
of the cerebellum, carrying a nodular hemangioma within the cystoma. He stated 
the characteristic structure as fellows: 1) the hemangioma is smaller than the 
cystoma, 2) the tumour exists in the cortex or the subcortex of the cerebellum, 
and constantly at the lateral or back part, 3) bordered sharply on the surrounding 
tissues, 4) histologically shows hemangioma cavernosum, carrying the pseudoxan- 
thoma celis in the stroma, 5) cysts often appears in other organs. 

We shall make a report of Lindau's tumour at the curus pontocerebellare. 

Patient: S.O. 45 years old man. 

Family history: It was said that his mother died from the suspecious hemor- 
rhage of the brain. 

Previous disease: About 10 years ago, he suffered from epididymiditis gonor- 
rhoica dextra. 

Clinical symptoms: He recognized the dizziness, left otalgy and ringing in 
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the ear for the first time in March, 1950, then occurred the hindrance of walking, 
and he was sent to the hospital in June, 1950. At that time, he was moderately 
anemic, and mental condition was normal except pretty excited condition. The 
lines of the face were asymmetric, and were pulled up to the right side. The 
right pupil was greater than the left, convergency was normal. The puls were 
soft and weak but regular. For the function of ears, air-and bone-leading were 
disturbed, and left ear was almost deaf. On the fundus oculi, the veins were 
dilated, and atrophy of retina was observed in the right eye. The knee and 
Achilles jerk accentuated, and footclonus, Kernig’s reflex, neck regidity, Romberg’s 
phenomenon, clonic tremor, adiadochokinesis and dysarthria were all positive. 
Nistagnus present in the left eye. He always lyed on the left side position. On 
the cerebrospinal fluid, pressur 150 mm, transparent, and cell-count ca. 100 (Fuchs- 
Rosenthal’s chamber), globulin (—). Wassermann’s test of the blood and cerebros- 
pinal fluid were negative. Tuberculous infiltration was found in the left lung. 

He weakened since the hospitalisation. At last, October 7th, 1950, he died 
under the diagnosis of suspicion for the cerebellar tumor. 

Patho-anatomical findings: When one opened the skull, much cerebrospinal 
fluid flowed out. The brain swelled slightly and weighed 1630 g. with cerebellum. 
The dura thickened, without adhesion. The pia was cloudy and edematous. Con- 
sistency of the brain was hard. The side, 3rd and 4th ventricles were enlarged as a 
rasult of stenosis of the aqueductus, which occurred from compression of the tumor, 
mentioned below, and showed the slight hydrocephalus. The other brain substance 
and nuclei were not peculiar. On the left side of the cerebellum, there was an 
oval cyst of walnut size, but this cyst adhered neither to cerebrum nor to the 
The surface of the cyst was covered by the pia, and uneven, it had the 


dura. 
f normal brain. On opening the cyst, the inside surface was smooth, and 


colour of 
contained yellowish floudy fluid. Inside of the cyst, one found a red nodule of 
little-finger size, and its cut surface was dark red and showed the picture of 
hemangioma. As a result of the pressure of this tumor, the left hemisphere of 
the cerebellum and the left acustic nerve showed the compression atrophy. 

Otherwise, there were status thymicolymphaticus, atrophy of the liver, spleen 
and kidney, and the acinous- productive tuberculosis in the superior lobe of the 
left luug. 

Patho-histological findings: The nodular part in the cyst showed the structure 
of the hemangioma cavernosum, namely, one found the spaces of verious sizes, 
which were surrounded by a layer of the endothel cells and showed a structure of 
capillary, otherwise some vessel walls were surrounded by the collagenized connective 
tissue, others fallen into hyaline degeneration. In those vessels the blood cells 


were agglutinated, and one observed hyaline and mixed thrombus. The stroma 
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of this hemangioma showed the view of the neurinoma, and its cells were comp- 
licated like a bundle, and arranged in the so-called parade ordination. Somewhere 
were found the structure of glioma and the hyperplasia of glia cells. Some glia 
cells changed to the pseudoxanthoma cells. The stroma of the hemangioma near 
the cyst inside was almost necrotised, but non-necrotised vessels remained in it. 
According to the clinical symptoms, patho-anatomical and patho-histological 


findings as above descrived, we think that this is a typical case of Lindau’s disease. 


32. JRE LENE O HEN] re FT 正 


- ee te ts Bt oy = て 田 gy N 
CE: V1 東 MA. 45 PT} 4 ts 4 j SHE A FL 


A case report of the ependymoma: patholegical-anatomical study. 
YOSHITANE WATABE, TADASHI TAKEUCHI 


従来 Neuroepithelioma Do Ki» few zı7 72» >7cEpendymoma |£, Mosler 
(1868) の 記載 に 始ま 9 Nine 5 NT TAT OR ENT LIK Bailey 
Cushing + 23H ko WE & SECA ARIEL RS ETS OT o7e, 億 し 王 
PVE ORE KING DSB VU BSS LIS ISS BIC HE Le, O CME SLO BW IIB EATEB 


の に は Kaufmann, Rosenthal, Saxer, Derman, 及 Kopelowitsch (Y 1%), Ewing © 


infundibular Ependymoma 及 所 の 報告 に よる 東大 15590 WHS TZ LA, 
余 等 は 左腕 橋下 面 の 昭 昧 肛 錠 に 発生 し た 該 入 場 を 経験 し た の で 1) Mom 2) <= 





の 発生 に 関す る ke pico & ey i Do 


臨床 事項 : 21 45, 経過 約 6 ヶ月 。 諾 側 頭痛 に 始ま り 手 足 の シビレ 感 。 AI RROD, 1 ヶ月 


BicA VY, 4 ヶ月 後に 嘱 吐 激しく な り 堪 側 源 画 麻痺 に て 入院 。 以 来 左 方 Nystagmus Hr, ii 229 





209, 119 HOmm 細胞 数 123, Nonne (—), Pandy (—), Moljodol jc x 3 47 fll 6 OMAR 








ARE x z ae > ae A oxen ae に >, gas ptf 2 > の 2» u と > Her 7 PH 上 3 に 
を 行っ た が 応 内 水星 を 記 め た 外 は 鯉 場 の 位置 を 確定 出 KT, 36 サイ クン ん, の KA EIKE 
Aline nee Da a Inte fit te et N 7 2 ビィ ーー 
tipur, Hein AR REEN, 1 MASE, Bien! JEL J o 





病理 所 見 : WLI CHES, PETER C, ZEIT, Kt 


し , st WS CHM CME IT ag CAAA U HAMLET MED fee Ac > 


SEMRENZIE D BNP IETET BETONEN SHELL Tome 
‚ Vase mio Immo REO BPN a Do MISA PAM ASSET RZ, 


Wo \ WA hes EINE < Mig inks tg レ て いる 。 





組織 学 銘 に は , 謝 揚 細胞 は 円 形 一 辺 を 間 落 乏 に 向け た 三角 形 か ら 極 端 に 編 鯉 形 な 迄 の 多 型 の 
細胞 より 成り , 村 は 概して 明る い 。 此 等 は 上 上皮 性 間隙 被 串 攻 配 列 所 並び に 箇 管 を 中 心 と する 放 
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SHRBUF (Strahlenkrone) I2147>2%, Rosette を 見 ず 。 間 質 は 殆 ん ど 血 管 の みか ら 成 り , 其他 
の 結 鞍 織 性 成分 に 逐 し い 。 併 し 年 ら 改 良 Perdrau HIT x TER RE 
を 離れ て 放 揚 細胞 群 内 に 走る 像 を みて いる 。 Strahlenkrone を 形成 する 騨 揚 細 胞 に は , Cajal 


Pyridin # 





RMAC ko GEH LUGS Glia の 線維 並び に 血 簿 へ の Saugfuss z HH Ub: 


い 。 MPO AY helle Zone は 腫瘍 細胞 及 知 か いそ の 突起 。 


fr 
A 


の 間際 を 埋め る Grund- 
substanz に よっ て 囲ま れ て いる 分 像 像 に は 乏しい ぃ 。 Sudanophil の 物質 を みず Blepharop- 


lasten (Mallory) は 焼 タ ング ステ ン 酸 ヘ へ マト キシ リン で は 陰性 な る も , Cajal の Pyridin 5% 





銀 法 に よっ て 証明 せら れる 。 脳 橋 表面 近く の 血管 周囲 に は 腫瘍 細胞 の 夫 殊 が み ら れ る が これ て 


2 


を 7 テ 、>7 ニー ヘー ap veel +~ LH 
be 人 し た も の で と と か ら 発 生 し 7 co AE 


NERC, FIBRE IS _LIKIc Ependymitis 


granulans あり 又 そ の 附近 の 脳 室 上 皮 上 直下 に Astrocyten Ole RieGast irs, 





CAAT Rosette に 関す る 多く の 論議 を 経験 し て いる が , 例 へ ば Bailey の 記載 に み 





られ ら Strahlenkrone を 重 覗 する 見 解 は , 本 風 瘍 の 構築 上 の 解析 か ら は 当然 , 所 の 主張 する 





E 上 友 様 配列 に その 本 態 内 償 値 を むく 見 解 に , と っ て 代 ら る べき で ある と 信ずる 。 従 


f, 


っ て 本 例 は 所 の 分 類 に よる I Zaire Bai ley 





NFOS 





Blepharoplasten Of MI FF LY AMG PHO eher rn RRL RTO, 





HE ECM + SLL MRO Mx, Cohnheim に 発し Monakow, Bonome, Schaper, 


Ernst, Ranke, 及 Podmaniczy より Ostertag に 到 る 一 連 の 考 容 に よっ て 形成 せら れ 常 に 


Ws plete ay Wie He an SL: Fr 7 ME tet? > 1 
6 ERR LO YO AE ZZ KON ML Lows, 前 





ili ’kk Seitenwandspongio- 


上 の 過誤 を 跡 み 出す 第 一 石 と 目 さ れれ 且つ Ependymkeil (£7 ii 





DEN AIA LIS, Ell Metencephalon の 外側 を 脳 揚 
の 座 と する 点 は , Velum medullare post. と 何等 か の 関係 ある も の と 思わ ぇ 


er, er ihhan tele ee FE free > ph “= 5 2 Zeya 
RE MEA CIPS IAN INFEST SUE Ostertag % Toni 





te - Me 


ME LHe FO Astrocyten 集 塊 よ , 見 方 に よっ て は , Wa 





委 す っ に 本 例 は 1 21 才 見 の 左脳 脚 脳 稀 の 外側 昌 昧 膜 錠 内 に 主 座 を 占め , 所 詩人 W 脳 室 症状 






SE し た か っ た た 脳 室 上 皮 上 腫 (Bailey) で あり , 2) HRRFHITIEINBARRREPELDEPERE 

及 Strahlenkrone に よっ て 特長 づけ られ て 居り , Rosette を 欠く 。 3) 腫瘍 発生 的 に は 黄 
が 何等 か の 役割 を 担う も の と 信 才 る ヵ 
て 婦 持 され て いろ 。 














93. BARISO-P ErARZ, 代田 就 一 郎 
(広島 医科 大 学 病理 学 教室 精神 々 経 科 教室 
A case of pinealoma. 
MATAJI SASAKI, SHUICHIRO DAITA 

松 果 腺腫 瘍 は 稀 な 疾患 に 属し , 我 が 國 の 症例 は 39 例 , 外 國 の 症例 は 150 例 以 上 ある が , 両 
HEAT S% 200 例 に 足ら ぬ 。 余 等 は 最近 , 臨床 上 , 特有 な る 松 果 上 症 状 を 具備 せ ず , P83 Se 
と し て 皮質 下 性 症 師 を 伴い 間 脳 , 脳 下垂 休 並 びに Sylvii 氏 導 水管 下部 に 及ぶ 部 位 の 脳 隆 瘍 と 
て の 症状 を 現 わ し , 其 の 原発 部 位 不 明 の も の に 訓 柱 に 附 し , 病理 学 的 検索 の 結果 , PORTRIC 

原 3 る 松 果 腺 性 な る 事 を 確 め 得 た の で 此処 こ 報 告 する 。 
臨床 症状 : 本 例 は 16 EO THOT. PERRO RK ALT Sa BOM, UA 
(x ESRBEBE CAE I], TROPIC BA Teds, MAF 24 222 AIBN 15 年 6 ヶ月 時 , BLAS 
を 來 し 眼科 医 よ り 人 夜 青 症 と し て 治療 を 受け た る も 軽快 せ ず , 8 ABLE DEREILLEIT RAE 
意 感 を 伴い 時 る 頭痛 を 訴 へ , 9 月 頃 か ら 動作 緩 條 と な っ て 來 た 。 月 頃 よ D AURIS Fae 


sus 


し 念 速 に 肥満 し 始め た 。 昭和 25 RL AGE OMECRICADPOP RR 750 
BASKETS EI CHK. 手 洋 は 普通 程度 に 試み た が , 現在 で は 性 欲 全く な し と 言う 。 

2 月 24 月 入院 。 当 時 の 所 見 は 身長 158cm, 胸囲 91cm, 体重 64kg で 著しく 肥満 し , Hise 
は 無欲 装 で 嗜 眠 状 を 早 す 。 各 部 の 毛 軸 は 年 令 相当 で , 貞 孔 左右 同 大 生え 散 大 し , 対 光 反 應 , ‘6 
MESA EHREINKTF ERSTEN MALO Re BL, 2, APS PELAl 
名 性 生育 を 認 む , PP RRISA CHE 290mm, 7cc RAR, HIE 180mm, 水 様 透 明 。 細胞 
7k 22。 Nonne-Apelt (+), Pandy (++), 高田 蓄 氏 反 應 (一 )。 

3 A4HEXRDERRRIEN S >, AE ROMBPAHE LC HARE CEL, ARM, 充 


LN 


FLECFTI- KEHRL/o 


E 冠 刺 に より 脳 室 撮影 を 試み た 所 , ARES HERR AS AA CORREA, bo = BE C78 
気 の 映像 を 見 られ ず , skis CEH MSH HPC よる レポ Widens wake fol, 側室 が 著しく kas Dik 
形 像 , “EPRICE II EL AR LIMP ERS Ka vo EBM ZO FHI A 


目 よ り 発 熱し , WAROMILE ALOT, ペニシリン 療法 を 行っ た が 効 な く 25 HIRTEN 
に 入っ た 。 

剤 検 所 見 : 両側 問 脳 部 に 適し 腫瘍 汰 組 織 つ 著 明 な っ 増殖 を 見 る 。 其 の 大 さ は 殺 卵 大 で 上 面 
以外 は 球 化 し , MARS ARR EEA. Kine a OBEN A RAE 2 OAS, BK 
DIREASTRIEEIIKULD, RAR S PASE S tv iS HSS ITH LS SS Ei SHE 
せしめ , 其 の 後 壁 を 侵 せ る 角 に 漏斗 部 は 拡張 す 。 下 方 は 大 脳 脚 上 部 附近 に お いて 電化 し , 更 に 時 
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BESTE EN TE ae 

BP EAR OF I = BE RRO FS ICE IE Ba CPR DE rd, 同年 令 の 対照 例 に 比 
L 12 を 示し て いる 。 

病理 組織 学 的 に は 腫瘍 部 を 概 鋭 する に 松 果 腺 実 質 の 構造 を 示し , 結 締 織 及び 紳 経 駿 織 維 不 
規則 に 地図 状 を な し て 走り , 大 小区 その 区 域 に 分 割 し て いる 。 そ れ と 共に グリ プア 細胞 が 著しい 
夫 殖 を 示し て 不 規則 に 配列 し , 更に 一 部 の 血管 周囲 に 浸潤 し て い ぅ 。 新 く の 如 き 潜 状 を た せる 
結 締 織 及び 末 経 脱 織 維 に よっ て 分 割 位 られ た 包 巣 内 に は 主 と し て 二 種 類 の 細胞 の 混在 すう を 見 
So 15 (1) は 大 きち な 円 形 細 胞 で 多く は 5-10 (HEL, HIBRCHEB OK K HEH 
し て いる 。 此 の 核 は 概ね 細胞 休 の 一 方 に 偏在 LEER ELBE MAZS 1-2 見 られ ぅ 。 原形 質 
LALA SBE LEAF MIC THR. (2) は 上 逃 の 細胞 と 略 々 同 大 或 は 少し く 小 な 3 円 
形 令 は 不正 円 形 の 細胞 で , 核 は 小 グリ プア 細 胞 大 で あっ て 明る らい 原形 質 の 辺 に 位 し て いう 。 時 

ネ 和 突起 を 有 し て 居る も の も あり , 中 に は 数 倍 大 の 胞 休 を 有 し 数 個 - 数 個 の 核 が 偏在 し て 存 す 
る 巨大 な る 細胞 を 見 る 。 なお, 腫 揚 の 或 部 に は 十 数 個 集 園 釣 に 脳 砂 が 認め られ る 。 


+ 


脳 下 垂体 は 前 葉 及び 間 葉 に て は コロ イド を 充 し て いる 濾胞 は 全然 見 られ 才 間 質 は 細長 と な 

失 を 挫 し て いる 処 も ある 。 ク ロー スム 親和 細胞 の 染色 性 加 く 核 濃縮 矯 明 で ある 。 RB OFRH 
胞 及び クロ ェ ー ス 親和 細胞 は 圧迫 美 縮 に 史 っ て いる 。 

其 の 他 の 臓器 中 著 変 あ る も る の と し て は : BAMHI ELRIFO SET TER AA 7 
発生 は 認め られ な い 。 

胸 昌 は 央 肪 化 少な く 実 質 は 年 齢 に 比 し 中 等 度 に 民 存 す 。 

層 臓 に て は 明瞭 に 境 さ れ た Langhans KG ASPET SREY Bt, 核 の 退行 変性 を 基 所 に 見 


So 副腎 は 科 質 の 細胞 の 原形 質 は 殆 ん ど 変 交 形 成 を 示し 比較 的 核 は 増大 し て 居る 。 
以上 の 所 見 を 絵 括 考 投 す れ ば , 本 風 場 は 両側 間 脳 に 位置 7 ET | 3 RRL 


7s ee 
Sr >» sity. 72 u 2 ーー 
する 事 畜 く 主 と し て 


CH の KG が HD Ri & HES Ric 及 べ 5 (この か の ふわ ら ず , FEL MS pea ered AR a Hr 起 - 


脳腫瘍 と し て の 一 般 症状 と 周囲 組織 の 圧迫 破 幸 に より て 起 れ る 局所 症状 と の み を 現し た 一 例 
TD3, 


He, Bi, WR, MIS OAP MICAS AML ED 7e5 MS HE 
RMB OM eae L, KTH SF KO EO RET & UC A 


(EA BY PAIK BA FBO ULB OL EZ DNS 


Ae AHS 果 腺 腫瘍 に 関し て は 年 齢 的 に 精密 た 検討 が 加え られ , PERO TS RR 16 7 


S 
x. 
v 


ti 


を 限度 と し て 現われ る も の と され て いる が , 本 例 は 15 #6 > AICHE LIEST 
DOF, 特有 の 松 果 昌 症 状 を 現 わ さ な か っ た 興味 ある 一 例 で ある 。 
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SPR: 昭和 21 年 4 月 下旬 , 左上 取 の 挙 上 不能 に 気 ず か れ た 。 間もなく 左肩 岬 部 に 小 


1 


ta 
1 週 
731} 


NIE ASE LEME Cx Chlorom の 診断 さえ つけ られ た 。 上 服 





中 に お ける カタ ー ル 性 肺 


2} 


早め た も の と 思考 され る 。 


RY 


死期 


Q 


94. Sympathogonioma D-— lad] 
川路 清高 , 木下 教 明 CRS 
An autopsy case of sympathogonioma. 


KIYOTAKA KAWAJI, NORIAKI KINOSHITA 






BE 
に 教室) 


We 24 年 1 月 21 日 生 。 昭和 25 年 6 月 21 日 解剖 。 


E じ , や が て 頭 部 , 上 肢 等 に る 招 指 頭 大 に こい た ろ 表 在 性 幅 を 触れ る よう に な っ た が , い 


ト 句 に こ な ろ と 左上 彼 部 に 思 凸 ある 小手 衝 大 の 幅 物 の あろ こと が 分 り , 同時 に 貸 血 が 現 わ 


と に 
人 (5 月 35 53; 

i ay Fi 1 っ へ) そ みあ HE の 61H フミ A Pah 4 2 f- ae sy 1. yr jitter 

j Mil DPI hb Oi EA>flER FEM AS hi, られ , これ は 時 日 と と も る 5 ZOE ZH EIS ib 


BLZ 
LO 腫瘍 は さ さら 
: レ つい に 稚 折 に 用 っ た 。 一 方 だ 上 腹部 の 風物 は 死 の 20 日 前 か ら 瀬 時 大 さ を 増 し 


NE) 


. ur 9/2 + 2 TER I TN LP Ne Fw 区 2.2.=E4r-hL で っ <r ae 
に は 腹部 23 を 占め 死亡 時 に は 殆ど 全 腹 を 占め て いた 。 な お 表 在 性 リ ン パ 腺 は 全 る と こと 


臨床 検査 : 南 液 所 見 : AMER 340 7, 帳 血 球 7800, 分 析 上 特記 すべ き 点 は な い 


Hr @ 
7 PX 
vr ff 
ni 
Äh 

) Hah FZ 
fit hi 


eM, 221, BC), 赤 , 白血球 て 一 う , EBEHNSCH I Hi 
(ELPA, Er BCID, ベン スジ ョ ー ン 蛋 幅 て 一 う , 赤 , 帳 血 球 C 一 う , 上 度 細胞 ( 十 ) 





LT FINN II HR #9) 9 だ ッ オッ 20 IT 45 クッ 





7,25 年 6 月 21 日 , Wier Re REL 








KR, 一 部 豆 化 し 一 部 に 胡 和 白色 の 比 絞 的 豆 い 実質 が ある 。 腎 は 大 部 分 誰 
: 入 し て いる の み 明 腔 に 認め られ その 境界 は 比較 的 明らか で ある 。 腫瘍 の 下 
IK Liz iz Tod. TOMO Mi S 
た ら お 想 床 的 こ 史 られ た も の で ある 。 MAMAN, 出血 等 は 認め な い , HO 
ころ は 隆起 レ し て いろ が 内 曽 は 全く 王 化 し 号 質 破壊 と 出血 が 著 明 で ある 。 WEIN TI 
4 LS, MAR Iii MID, =F LER fx 出 カ み られ た の で ある 。 と と に に 3 レ い の は 
HE TKE km TSA られ た こと で ある 。 














組織 学 銘 所 見 : MAMIE TI EA TER AR HT STR, 一 見 





rl ーー ュ ー > ys ER こつ a eT) る Sy eee 
5 け レ NDo UML リ ン バ 球 上 I ey 大き N kb 明る IP ı GUN, この 様 7 


> て は 少数 で 群 を な し , Rosette 形成 を 明らか に 作っ て いる 像 が み られ 
ULC OMMBOTHAT Y HS. TEE EE BC SOR 


Bielschowsky SENT HR. 





Ht jo Sir - 
IE fe 





Ed 走行 J が みか と られ る ろ る が, RE PEN と D> E Ly 







[LS WPAN Gd Ch rc LCs ez 


うべ きも の は 認め な い 。 他 の 実質 臓器 に も 軽度 の 変性 程度 





れ な い が , た だ 肺 に 気管 支 肺炎 の 像 と 脳 実質 の 浮上 








mi マツ ‘2 + > 2. 3 
>» aH Be BAYS < ill ド は 認め ず , 





で 至ら な い Sy mpathogonioma と いう べき と 」 





fic Phaeochromocytoma が ある が これ で は クロ ー ス 親和 が み られ な 
いい DB EH AE AD Qo ra Air EIENTIK {| D> ら 発 生 す > ) の は 好 ん m Zt ‘ZL, Ail] る の は 


特有 な 点 で 前 者 は Hatchinson #, #ix Pepper 型 と いわ れる が この 例 は 


EL 





8) El Hatschinson 型 の Sympathogonioma で ちあ っ た 。 


95. 形質 細胞 性 多発 衝 
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ane. 
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Bee A, 田上 正昭 oo: 


An autopsy case of multiple plasma cell myeloma. 
TOSHIHISA ISHIBUSHI, MASAAKI TANOUE 





Se nthe IL ZIEL tree EL: = us i — 
99 TOY, EHERRUKK すべ きこ と 5 PEALE IR AZ OF BG Fe UTCHEA 


Cc 
{ 





Ea ARC AR Le, S4RFOMTS 


Hi PES « IPP 





OFS Trev, 血液 像 は 赤血球 113.6 万 白 血 村 3700 血色 款 32 22 Mi 


1.41 血小板 11.36 万 , 白血球 百 分 比 は Ki Pk 1.0 2 Bulk ER 10.5 





ry ERE ER 58.5 20 ZERIER 23.0 2 WR ER 4.0 5 HELTAH 5 % 潮 状 赤血球 1 2 々 で 赤面 球 

に は 大 小 不 同 ガ カ 。 その 後 の 概 査 で 形質 細胞 が 一 等 銘 こ 9.5 2 CHINA CESS. 出 
f 

MNS 3 4p. 局 固 詩 間 は ザー リー・ ホ ニオ 氏 法 で 開始 2 Fi IT 30 秒 。 血圧 は 最高 110 

最低 60。 FB RIZ MPS 30 22 赤血球 103.2 Serie 56200 akt 1.44 TIoPK 


以上 は 形質 細胞 系 の も る の で ある 。 尿 に べ ベン スジ ョ ンス 重 白 休 を 証明 し , | レ 」 # 











Fi kai Be 部 に al = IR + E El} を 認め て いる 。 


1) 多発 性 骨 科 腫 





An HR bP RORKLAS) 2) 1 
4) SRITITRDLEENER, FERRO 
Ei 6) HAG 7) 男 加 答 兄 8) 大 動 


REED OF MMB METAL 


に 作 う て 発生 し た 全身 貸 血 。 3 





宣 の 拡張 並 に 心 脂 肪 変性 5) 


Vik 9) 
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PRT SL > DARA ES LS 4 Wr POP AD KH CRM BRR & & to LPI 





fs 


x 


出 し た 。 骨 皮質 は Imm 内 外 で 騰 弱 , SER TIER Li WERBEN CH 5 





BET PICK PRE KO MEE SEN ZEN TS. COMOMMIXEL < Ney wH 


と 





ら 所 見 は 胸骨 の 骨 入 に 準ずる 。 腰 伏 槍 休 は 圧迫 せら れ 積 属 下 と な っ て お り め 骨 皮質 は 上 





Wet PHI CMLEIER ye eto BV + WP ROVE EUS AWE Th FOL 
RED Do HRS EV CEP MAK Imm FECES Fe RT ar 


> ‚I, 


UT ERKROSERUROF ら る 。 COMMC BW TRIER OFF S EF 





ZART HEIKE T ST SIC HE > THRIE HITUE ¢ Tho TI BDSG YD TS PL Z0.5 cm 
EAR SH A Ay る 部 が 多く 上 tne (4 を As: る 部 は 比較 的 少 7 な VY, 


よ 大 部 ・ エ オデ ヂ デン 深 色 で は 何れ も 円 





程度 と た なり, そこ で は # 





分 ヘマ ト 


MRA IT SL APA RIO ert 


4 
で 
¢ 


クー へ アー 1) ~ Tu tf, TIP om ee Pa rupsisp ナ 。 か = f-$- 7 1400 Se ard E rem De ren 
GO kite L ROUTE CHEN HT DEI EHE ER kD, 





NER ae > て は 出血 を 認め 2 £ う o Unna- 


Pappenheim 染色 で は 該 細胞 の 核 は 症 色 染まり 車輌 次 を 早 し 胞体 は 鮮 紅色 に 染色 され て み 
られ る 。 核 周囲 に 明 庭 束 は 胞体 に 次 狗 は 認め られ な い 。 上 逃 の 細胞 の 形態 大 さ は 一 様 で は た く 


4; 


ASAE EAI 7 CA EO Ra 4 OD CHU LH OHR ZIEL 


プ = 


9. ZaPkrimdsiiche dt 2 N-mustard Ic kd An 
田崎 勇三 , HE, 太田 邦夫 


Precipitous leucopenia in a N-mustard treated leukemia 


Ant EIKE 


CE 


(an autopsy case). 
YUZO TAZAKI, ARIYA FUCHIGAMI, KUNIO OOTA 
(Medical Clinic and Pathological Laboratory Cancer Instituie) 
Recent advance in pharmaceutic science has brought about remarkable changes 
not only in clinical pictures but also in pathological-anatomical findings of many 


diseases. Sulfonamids and penicillin changed almost entirely the course of septic 
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infections, streptomycin and others of some cases of tuberculosis. We are now 
facing substantial alteration both of clinical blood pictures and of organ changes 
in leukemias through the introduction of several kinds of new medicaments. Here 
we present a case of leukemia whose pictures have been remarkably and drastically 
influenced by N-mustard. 

B. I., 24 years old student : nothing noteworthy about his family history. He 
was operated upon in August, 1944, because of hernia. 

On Aug. 22, 1945 the patient had ‘ hemoptoea*, and was treated by a doctor 
under the suspicion of tuberculosis of the right lung. 

Gingival bleedings were seen since 1947 when he smorked. Since winter of 
1948 he became liable to be exhausted and pale in the face. 

On Aug. 4, 1950 he felt cold and had pains in the pharynx. Temperature was 
subfebril. Neither coughing nor expectoration was seen. Palpitation occurred 
later in the month. Doctor said he had neurasthenia. 

On Sept. 21, 1950 fever climbed up to 40°C without chill. He felt severe 
pharyngeal pains. White blood count was 3,000 on Sept. 24: typhoid fever was 
suspected. After admission to a hospital leucocyte count increased and negative 
Widal-reaction told against typhoid. 

He was sent in to the Cancer Institute Hospital on Oct. 6. Diagnosis was 
acute lymphoblastic leukemia. Treatments given were as follows: every day 
blood transfusion (200cc a day), chloromycetin (250mg capsule) every 4 hours, 
streptomycin every day (0.5mg a day), aureomycin (250mg) every 6 hours, and 
three times N-mustard (5mg a time). Precipitous fall in leucocytic counts was 
seen aiter every N-mustard dosage. High fever continued. 

Petechiae of the skin over the whole body were noted since Oct. 12. Swollen 
spleen and liver were palpable since Oct. 13. His general conditions turned rapidly 
worse on Sept. 16. Death occurred on Oct. 20, 1950. 

Blood pictures on Oct. 6, 9 and 17 are given in Table 1. 


Table 1. 
Oct. 6 Oct. 9 Oct. 17 

RBC 1.550,00 ーー 2,539,000 

Hb (Sahli) 23% 45% 

Color index 0.76 - 0.9 
WBC 134,300 31,500 4.5999 
Myeloblast 0 ーー 
Granulocyts 0 = 
Lymphoblastes 94.8% 87.0% 
Small lymphocytes 0.225 4.0% ー 
Gumprecht's shadows 2.622 3.0% — 
Plasma cells 0 1.0% 
Thrombocytes ーー ー- 197,340 

Urire: protein (—), sugar (—), Bence-Jones protein (—). Fasces: benzidine (—) (一 ) 
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The fall in white blood cell count after every dosage of N-mustard was as 


follows: The first N-mustard dosage was followed by rush decrease of the cell 
count from 134,300 to 49,400 of the next day and to 31,500 of the third day. At 
the second administration the decrease was seen from 45,900 to 17,350 in two days, 
while at the third the decrease was remarkably progressive, namely the count of 
24,500 on Oct. 14 was followed by 6,400 of the next day, 4,500 of the fourth day, 
3,100 of the fifth day. On the sixth day the count was as low as 1,800. Erythrocytes 
and hemoglobin were increasing during the period, probably due to repeated trans- 
fusions. Lymphadenopathy was never noticed during the whole course. 

*athological-anatomical findings: 1. The liver is moderately swollen and 
cloudy (2060 g.); The portal tissues are not enlarged and show scattered lymphocytic 
infiltration. Somewhere they had irregular patches of fibrinous exudation. The 
parenchyma maintains normal acinous structure. The liver cells are slightly 
enlarged in general: basophilic patches are seen in the cytoplasm. Nuclei are 
vesicular but show no irregularity in shape. Mitotic figures are not seen in the 
liver cell nuclei. There are miliary foci, scattered especially in the peripheral 
zones, consisted of atrophic cells. There the sinusoids are moderately dilated and 
groups of enlarged eosinophilic Kupffer cells are seen and amorphous protein 
masses are deposited in the Disse’s spaces. Erythrophagia is notable everywhere 
but no remarkable unclear debris are found, in- and outside of the phagocytes. 
Nowhere leukemic infiltration is present in the liver. 

2. The spleen is conspicuously swollen (370g) with blood, soft elastic. The 
lymphatic follicles are obviously atrophic, giving the impression of compression 
atrophy caused by vigorous engorgement of the sinuses. No leukemic cells, 
nuclear debris, deposits of amorphous masses or phagocytosis are found in the 
follicles. Plasma cells are increased around the follicular arteries. Sinuses are 
packed with red blood cells, only a few of them containing groups of pycnotic 
leukemic cells. Endothelia and reticulum cells are remarkably swollen, frequently 
displaying erythrophagia. Blistering is rarely seen. Many atypical mitotic figures 
are seen in the reticulum cells. Pulp spaces have irregular dimension ; somewhere 
they are wide and contain groups of megakaryocytes. Fibrosis of the pulp cords 
is rather slight. Erythropoiesis is not seen. Eosinophils are sparsely scattered. 
Granulopoietic foci are found, but very rarely. There are scattered foci of fibrinous 
exudation involving both sinuses and pulp spaces, the latter being irregularly 
dilated by the masses. Fibrin fibrils are also deposited in the subintimal layers 
of the splenic veins. Homorrhages in the parenchyma dotts the whole picture. 

3. Bone marrows. a. The upper one-third of the femur bone marrow repre- 


sents a predominant leukemic hyperplasia, erythro-granulo- and thrombopoiesis 
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almost disappearing. The reticulum cells are enlarged, and found in groups show- 
ing marked erythrophagia. 

b. The middle and lower thirds of the femur marrow present gelatinous 
marrows; no leukemic infiltration is seen. Remarkable hypertrophy of the 
reticulum cells with erythrocytophagia is noted. Fibrinous exudation is scattered 
in the whole area. 

c. The otherbone marrows (vertebral body and sternum) show irregular foci 
of gelatinous atrophy, fibrinous exudation, scattered foci of remaining active 
erythro-granulo-thrombopoiesis and focal leukemic infiltration of modest grade with 
active proliferation of leukemic cells. 

4. All lymph-nodes are remarkably atrophic, the germinal centres are disap- 
pearingly small, in contrast to diffuse and marked hypertrophy and hyperplasia 
of the reticulum cells showing erythrocytophagia. Nowhere leukemic infiltration 
was seen in the whole lymphatic apparatus including the lymph-nodes. 

5. Other organs such as kidneys, lungs, etc., show nowhere leukemic cellular 
infiltration. Hemorrhagic diathesis is marked: petechiae of the skin and of the 
labial, conjunctival, oral, esophageal, gastric, colonal, tracheal and bronchial 
mucosae, macular bleedings of the pelvic mucosa of the kidneys, and infarctlike 
parenchymatous bleedings of the right middle lobe of the lung were seen. No 
inflammatory change or ulceration was seen in the pharynx. Also the endocar- 
dium, kidneys and spleen show no sign of septic infection. 

No tuberculous change was seen anywhere. 

Discussion: There is no doubt, both from the clinical blood pictures, 
quantitative and qualitative, and from the histological features of the spleen and 
bone marrows, that we have had a leukemia in this case. Diagnosis of lymphatic 
leukemia from the clinical sides was based upon the small atypical cells closely 
resembling lymphoblasts and giving no noticeably positive oxydase and peroxydase 
reaction. Autopsy revealed intensive infiltration of the bone marrows while the 
lymphatic apparatus in general, including the whole lymph-node system, free 
from any trace of leukemic infiltration. Freedom from leukemic infiltration or its 
residues of the lymphatic follicles of the spleen also indicates non-lymphatic 
character of the leukemia. No sign of pre-existed leukemic infiltration in the 
follicles is seen. They may be regarded as primarily non-affected. Materials 
obtained at autopsy and some of the blood smears during lifetime contain small 
percentage of atypical cells showing weakly positive oxydase reaction. These 
findings lead naturally to the conclusion that the leukemia was of mpyeloic 
character. The atypical cells are considered to be paramyeloblastic (Naegeli). 
The small cells have no resemblance to monocytes. 


The swelling of the spleen consists, in the main, of congestion in the pulp 
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and of phagocytosis of the sinus endothelia and reticulum cells, with slight 
myeloic metaplasia. Slightness of the paramyeloblastic infiltration parallels 
aleukemic status of the peripheral blood in the subfinal periods. 

Peculiarity of the organ findings in this case lies in the scarcity of leukemic 
infiltration in the spleen and complete absence in the liver. In large series of 
autopsy cases of typical leukemia in the Tokyo University none was lacking 
hepatic infiltration of leukemic cells. Hemoblastic infiltration in the liver and 
in the spleen have been considered recently as autochthonous proliferation of 
such atypical hemoblastic cells, either at first metastasized from the bone marrow 
or originating in loco from potent cells by way of metaplasia. Such cells are 
commonly found in the sinusoids and portal tissues of the liver and in the sinuses 
of the spleen. Infiltration filling the pulp-cords of the spleen or Disse’s spaces of 
the liver may be regarded as more sessile stages of leukemic lesions. 

In our case interpretation of the scarcity of leukemic cells in the liver and 
spleen is rather difficult if we regard them as sessile autochthonous proliferation. 
Evidences showing degeneration of leukemic cells at those sites are lacking. 
Osonoye has recently shown that intravenous injection of lymphocytes obtained 
from lymph-nodes or compulsory mobilization of granulocytes from the bone marrow 
by sapotoxin would result in typical infiltrations in the liver and the spleen by 
the respective type of the cell only for a while. These data and those of Rohr 
tell us that the hemoblastic infiltrations in those organs, at least to a certain 
degree, depends upon the level of cell count in the peripheral blood. In our case 
the cell count in the sub finem stage was almost nearing 1000. 

Remarkable hypertrophy and hyperplasia of the reticulum cells in the hemo- 
poietic organs, showing strong evidences of cytophagia, represent rapid degenera- 
tion of free blood cells, leukemic or non-leukemic in nature. 

We may conclude that, at least in some cases of leukemia, the infiltration in 
some organs are not sessile to form an organized myeloid pattern in the parts of 
the infiltrated organs, and that the intrasinusoidal infiltration can very readily 
be removed, if the circulating blood level is lowered by one or other cause. Spitz’s 
data have the same implication. 

N-mustard is said to eliminate selectively young proliferating cells, especially 
the lymphoblasts. Erythropoiesis and thrombopoiesis remain relatively unaffected. 
Wintrobe et al. have observed one-fourth of their leukemia series showing leuco- 
penia below 2000 in 4 to 37 days after initiation of N-mustard therapy. In our 
case the lymphatic tissues are remarkably atrophic in general. Instead of 
anticipated leukemic infiltration we have seen hemorrhages and fibrinous exuda- 
tion in, the liver and spleen. Thrombopoiesis is remaining. Leukemic cells are 


observed only in the bone-marrows to form integral masses. Irregularity of the 
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distribution of the levkemic remnants and cytophagic reticulum cell hyperplasia 
indicate not only intensive eliminating activity of the chemicals applied but 
also incomplete effects of chemotherapy in general in the treatment of malignant 
tumors. 

In contradiction to the strongest hemorrhagic diathesis seen, thrombopoiesis 
is remaining almost unaffected, even in thespleen. Thrombocyte count in the 
peripheral blood paralleled this findings. Hemorrhage must have been caused 
otherwise. 

The last episode of this case lasted only two months and a half. That a 
chronic myelcic leukemia frequently terminates with rush exacerbation and with 
paramyeloblastic blood picture is commonly accepted. Past history tells hemor- 
rhages and paleness seen over the last five years. Slightness of fibrosis and swell- 
ing of the spleen seem to contradict to a chronic course in our case. Exact time 
of the beginning of the disease may not be determined in our case. 

Precipitous leucopenia in this case is, in the main, not attributable to chloro- 
mycetin or other medicines applied, because their daily dosage had almost no 
effect on blood cell count. They may have acted to prevent septic infections 
usually occurred in severe granulopenia in pre-antibiotic days. Volini et al. pre- 
sented three cases of infectious diseases treated with chloromycetin. The whole 
doses amounted in their cases to 27 and 53g in 9 and 19 days respectively. The 
lowest white blood cell count remained between 3,000 and 4,000. Spontaneous 
fall of white cell count may not naturally be excluded in this case. 

Resumé: 1. An autopsy case of paramyeloblastic leukemia in 24 years old 
male is presented. 

2. The last episode continued two and a half months. 

3. Various kinds of antibiotics and three doses of N-mustard were applied 
with the effect of drastical fall in peripheral white blood count. 

4. Peculiar scarcity of leukemic infiltration in the spleen and complete absence 
in the liver were remarkable among the autopsy findings. 

5. These findings are interpreted as mobilization and elimination of non-sessile 
leukemic infiltrations in the organs commonly partaking in leukemic processes. 

References: 1. Naegeli, O.: Blutkrankheit. 2. Rohr,: Das Knochenmark (1949). 
3. Spitz, S.: Histological effects of N-mustard on human tumors and tissues. Cancer, 1 
(No. 5) 1948. 4. Wintrobe st al.: N-mustard therapy for Hodgkin’s disease, lymphosar- 
coma, leukemia etc. Cancer 1 (No. 3) 1948. 5. Karnofsky, D. et al.: Am. J. Path. 24 
(1948). Study on the mechanism of action of the N- and S. mustards in vivo. 6. Burchenal, 


J. H. et al.: The N-mustard in the treatment of leukemia. Cancer 2 (No. 1) (1949). 7. 
Haddow, A.: Brit. Med. J. 1949, July 16. 8. Osonoye: cta hematologica jap. (1949). 


( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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97. RE An DR I OD WE NE Feat て (第 二 Ht ) 
星野 智雄 Ohta 
On the findings of cancer cells on the serous surface of 
cancer-stomach (2nd report) 


TOMOO HOSHINO 


nh: As = Fly 
PEI IF 


2 VWVAE IC It S smear ROT} He PRO AAR IETS FL RRIF っ 


+ 


た 。 EU DIE 24 年 8 月 より 昭和 25 年 11 月 迄 に 癒 研 外科 に お いて 手術 され た 叫 者 に つき 開 


用 時 胡 膜 面 の 肉眼 的 態度 を 槍 し その 変化 ある 123 例 に つき 第 1 表 の 如き 方 法 で smear を 作 
DORA, の 肉眼 的 に 最も 特徴 ある 部 分 を 毅 肌 よ り 筋 層 に か け て 切 取 Hematoxylin 
-eosin 染色 Mallory 氏 染 色 及 び 弾 性 繊維 染色 を 行っ た 。 
第 1 fe Smear は 第 1 表 の 如く A.B.C.D に 
A en CH THEA LOD 分 け 夫 <* 二 枚 づつ 作り Papanicolaou 
B MEN IT de xX ACHR eC THE LO 氏 染 色 及 び Giemsa 氏 染 色 を 行 - 
C BOL UCHR 4 ie 3 PRICK CIT oR LO Smear に 現 も れる 細 肥 及び smear 
D | 股 水 を 遠心 演 滅 し て 得 た も の 中 の 癌 細胞 の 特徴 : 景 3 多数 に み ら れ 


を 細胞 で smear B 及び C 





KAR られ うろ 。 次 で 赤血球 , 円 血 球 , RER, AWM, 7 > RT 





ト 上 記 の 細胞 の 間 に み られ る が その 診断 は 細胞 及び 桜の 異型 普 に 埼 大 , 染色 性 の 光進 





DER SRE HIN FR N ETO HK NE 





nm HELL ナレ ーー キル モ 27 pe. > PER 
DENE GS THREE & < FAS > 


Ne 
U 
=> 


くし て 得 た smear 10}, 





は 円 型 の 細胞 と し て 時 に は 核 の み と な っ て 見 出 


ら こ と が 多く smear 中 の 閣 細 胞 よ り 組 織 深部 の 交 組 織 の 細胞 形態 を 推定 する こと は 困難 で あぁ 


So CART WS smear の 痴 細胞 の る 





NR OHR 


= ) PRPRATAI TA a ERS seit oe a ee Papen に 2 
膜 に 最も 近い 聞 細 胞 の 多く が 核 が 密 で 小型 ト っ て 占め られ て いる こと と 興 係 が 





ある と 思わ れる 。 又 smear に 非 定型 分 像 像 を 示す 冶 細 胞 の 〇 のみ られ た 例 が 8 例 あ っ た こと は 毅 


x 


っ 


膜 に 向っ て の 交 組 織 の 埼 殖 を 示す こと と し て 注目 され る 。 MK PBlda SHAME 


= ニール キム 


> ee 7 r 
ID» > fore Cha 


"Zn smear に 冶 細 胞 陽 性 で あっ た 。 MOK POR 







得 た も の に 比較 レ て 一 般 に 胞 状 の 桜 を 有する も < 多く 印 環 細胞 及び 非 定型 訂 


MUAY % D275 DARE 


nS 
> mal/co 
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癌 細胞 陽性 の smear の 数 : Smear A に て は 123 ilıhı 18 例 (14.624), smear B 
て は 123 例 中 29 Bi (23.622), smear D に て は 腹水 の 存在 せ レ 47 例 中 の 13 (9) (27.724) 


に 壇 細 胞 が み られ た 。 


BMOEZ smear OMAR: 帳 壁 に お ける 瘍 浸潤 形態 に より 表 銘 の 型 を 限局 型 中 


間 型 醤油 型 に 分 類 す れ ば , 中 間 型 及び 浸潤 型 に て smear に 冶 細 胞 陽性 率 が 高い (第 2 表 ) 


第 の 4 


As っ SL 


Smear に RED 


2) “fil A B D ARB BkKD ABRD 
Nm 型 37 4 (19.8 3 1 

中 1 型 16 6 37.52 の 2 1 1 4 
i i 下 79 25 (35. 7%) 2 a 2 5 ! a 





i LS HBO 1 


ARMS + SROWRU smear DR: lee 


MONDEO BR, SHR, MBAR, 肥 状 の つも の に 洋 潤 型 胃 冶 が 多く , AES 









AR, BE IR, FHA AR Ya IR (1D ty D に 限局 型 7 次 が N EN Ya Smear Ich, aay Heal Bau 伯 it 前 ic Sy % a 
に 少 い (第 3 表 )。 
F 3 : 
eaten ca J Sms: > 
限局 型 。 中間 2 it ania 
‘ 9 26 27 11 (40,7% 
oe } 3 7 34 14 17 (38 69° 
foc it ML 9 3 2 5 3 (60% 
1 9 5 6 2 て 33.32 
fH mf 2 1 1 N 1 (25% 
> 3 3 0 11 
炎 HR AN ンク 2 2 26 1°3.8% 
a 4 # ter smear の 癌 細胞 : N ieee, ttm 
fit Fa | x Sm ar Sa 両者 共に ln alin ag lad en u an ore has 
= EE ae 細胞 て C4 a: る 腹膜 (4 Erz. Douglas ft, ) を が 油膜 CPR ts 
bC+! i. 
: eh oe ye MBOBSPER >72 25 例 中 24 PLATO ry 


ti R 13 17 3 


月 Spa $F の 1 + SE a ー 
EUR SETS 所 見 7 SEHR, Tinks asthe REAR 及 FEROLO ー 
BAN ALLAN 


2 し て smear I VIER Fr Oo1% 17 
fil(68%) CH HERREN Oo dl Ae L 


smear 
RIEMEN 0 | 0 に 交 細 胞 の 現われ る 時 期 と は 密接 な 関係 が あろ 
Er 25 35 17 (第 4 表 ) 
具 膜 下 組 織 に お ける 繊維 症 : Mallory [tit 
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Saat 3 GHEE O ABE CHE OF SH OHR ERE 





UES iS MONEE ASIA § LOPE CARMI A SERRA ISTE SH ¢ O ED CANS IR TEHEL smear IMG 


CEO WET < ABC HT 8 AUS MELE & JIC ERIS MAE If 


多く 現 わ ぇ WASH So NIFIKRIETBIOR 





VEAL DANS CA KNCHEF & smear に 癌 細 | 
ETUI, RAR UI FRONT 


5 2 SRAR TÄRREICH FT SRE EB : HCP LE 





仁 準 選管 秋 に お ける 冶 性 光 思 管 疾 は 苔 状 及び 微細 顎 粒状 の 棚 
明 著 明 な ら 3 映 所 見 つも の に 著 明 で あり smear の 冶 細 胞 陽 性 
> 23 (9) TERN ern (MLB HE 
PE AB. MN, SIME FRO BYE LOCHW (第 5 表 ) 
; i 10 <6> 34¢11> 
; TE, ve 262) RICE RORRRACRBRE: EK 
ip! た 2 “2 Mey 
ド = 4 m 及 a 7 表 ) ARKÜCZIT & = Hi OBERE A Hy 6 Ko 
a Wk 1 3 て 1) 
1 10 ZEIT ZERO Olt scirrhous な も る の 多く , 
ene veer 3 24 (1) ae oe 
He dik HEAL 4 21 3 IHR eye} 状 の も a RR) 大 た ae Di ‘EOE TS 多 
23 a 1 ; TE ty ナ テ ュ m I 
an 10 Ww, Smear HOHER 7 HOU < AE 
内 に smear に nee : 
: 映 に 向 role KLETT UL TUB. 
6 デ a に t * HO je TY RS 
に 的 Hf Ht fy Hf Js i fff $Lac tei] Scirrhous 
I ich 2m 7 (4) 17 (5) 
11 ¢4 2 て 3 4C1)| 10C4) 5 (2) 12 (5) 
本 A? 1c1 2 て 1) を で まう 
が } 4 て 2 2 
ii 料 2 1 て 1 1 
a 2 1 1 = 1 
ic he 7 6 1 i 5. 
27 (8) 13 (1) 44 で ③)| 22〈⑥) 17 (7) 30、10` 
Jit smear jc ai 
= 7 3 Kc mM se OR 度 
he eR HOSE RA 達 す 直下 に ie Wk ee BK O 
t 1 4(1> 16 6 (4) 
| un 
ii 2 13 (2) 18 〈9) | 11 (6) 
rf H Ee 271) EB) 


bt KO 
bo 
oR 


bo 
pad 
+ー 
4 
+ ユ 
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4 5 1 
ye fF Ht Of 16 7 て 1) 2 1 
26 33 (5) 4216) 22( 14 ) 
A】 は smear IH 例 
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切除 胃癌 の 組織 学 的 分 類 : MER FROMM HORB OM oY: scirrhous za 


TASS <, SUR, PESO % OR AM HE TINO (第 8 表 ) 


t 
I 





第 8 x C >) 内 は smear に An] 
Ap.m A.t.m| A.g AL.ts | sm S. S. S 
E 3 (2 1 es) | 2 2 15 (6° 
it 23:67) SCAU | 3) | SED Eee: 
pt i Mom # 3(2] 2 て 1) 
3 } 5 C1) Pon 
Hi { + Beh i 

un ! も 10 
EEE 】 17 1 3C1 1 

計 5 59c12) 9(2) 10C6) 10(4> 4<1) 2610) 


も 8 表 説 明 : A.p.m Adenoca. papillars medullare. A.t.m Adencca. tubulare medullare. 


A.g Adenoca. gelatinosum. A.t.s Adenoca. tubulars scirrhosum. s.m Ca,semplex 


medullare, s.g Ca.simplex gelatinosum, s,s Ca.simplsx scirrhosum 


結語 : 1. PUERCO SHAMNIZD LO smear ISVWTIARDEOK TE 


= ko THREAT SD SORROPMOPNCIS LAIR PEHE EO IS Th ByRRICHC EY 


EI ED yp tarp キ 、 oy He ee te Hit) ¥ 12 1 202. m un = キュ ュー ジリ) AE Dee Sic HEH テ - 
AY PIT ASW TIS FETE & Md Te FAVE TE 59 HARTEN TIE FOR FA & 
オル , ガー ゼ に て 旬 ん で 手術 を 行っ て いる 。 


2. 月 閣 桂 騰 の 肉眼 的 鈴 容 に より 胃癌 の 型 及 び 播 種 性 韓 移 の 危 際 の 程度 を 推定 出来 る 。 之 に 


a. Fa HEN 
CE LAMB O WEIL TS UROM BO AE LIED S 9 EI SÄNNNIHEBENT Lo Acht 
PEAR AROULIRO % ODIO TREE X, FRR, UR, ORR OBR % OL TIE 
この 危 了 は 犬 な る も る の と し て , 手術 を 行う べき で ある 。 


CHE aS ied “ef to 婦 部 省 科 和 WEE BIZ EB) 


98. Mir S MTF OA ISS REE Ze ANT IESE AY 


HUME OY SYS RE, 荒 生 國 蔵 CHIRAC ED 
Critical observation on the atypical eo. with widespread 


intravascular and intracardial tumor-embolism. 
TAKUYA IKEDA, KUNIZO ARAO 


RO EEE NEED PBA SILO ALR oh AE Ze a PF TINY CS OE Fife a Rei 


RIT 


(OP ELK MRO ZO ERA OD ABS, Ho CIPEHNINF 
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A> ADAL7O IA nm aE HH? ARETE WY 本 例 は 依 2 IR JE 定型 MIR i (id 解す = べき で あろ 5 DSP や ZOHHL ER 
IE I Re PERS AU CS の で この 点 若干 の 参考 に た 


El A 所 の > iff HERR & て は er AN nF oan に 血栓 len se a LL し て CHE : 明 き 





1.9 と は 例外 と いわ ね ば た ら ぬ 。 ま PER 7 CH HR NE; FRR ANC APES 大 な る > 腫瘍 ik Sar 


寒 栓 を 見 る こと は な お 珍 ら し い 。 本 例 は か か る 現象 を 見 事 に 示 レ て 居 た 点 に 別 の 興味 を 持つ 。 


\ 過 120 HA, 臨床 診断 は 加太 び 肝 , 肺 の 腫瘍 
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PATE ET REVAL DML TWD 9 胃液 よ 無 酸性 , 外部 か ら 触 れる : FULD tisk GLE Fe 
Vo MLE VAR LOBE SEC MT GY Saez, J IEPEORUKGEDSAIL DE DDI PE 

EB PPD GEES & Os KWo FERIEN fi tO eH Wok re KAPUR TE Ihe Krsie 
ト っ て 説明 され よう 。 


PORES CEs GRC nn ame 





肉眼 所 見 : | ASP eR 5 Ari 


か ら た な る 手 浴 大 の 多彩 な 出血 。 LEED IE fi C Tew Yan ド 極 で 1 Ya wie WET Rat 





す 。 Wil er は 健在 。? ik aera Zt ff を 示す 肝 に は 大 小 様 x の 多数 の の 結節 が 大 BOT を 置き か え 
が 散布 すう 。 無 管 分 岐 部 璧 は 乳 叶 汰 の 小 な る 腫瘍 性 


a Er 2 ee ec USE er 
EAU & & 3S OLE, C KAS > Fehr 


\a 


て いる 。 両側 特に 肺 門 部 に 近く 多数 < 





rn > Bi A = 
KA ART ER TER ic bet & 


寒 栓 又は 血栓 の 存在 に 他 た ら ぬ 。 PP IPO MAES ¥ >. 0 MES CHAI S RUT SH 





に 被膜 外 に 迄 及ぶ 。 肝 栗 脈 の 下 凌 静脈 移行 部 に は 殆 ん ど 壁 在 性 を 示さ ぬ 津 動 性 の 大 た る 案 栓 症 
が バ 見 出さ れる 。 在 副腎 周辺 の 血管 内 に も 寒 槍 を 見 る 。 れ は 又 脱 腕 後 壁 の 後 腹 膜 衣 脈 に る 席 泊 
に 証明 され る 。 然し と り わ け 間 題 と な る ろ の は 下 穴 静 脈 と 石 心房 と の 両者 に 噂 っ て 存する , 凡そ 
薩 形 を し た 2X4cm の 巨大 な る , 王 沿 な 表面 の 血管 令 は 心 内 膜 璧 と 全く 療 着 せ ぬ 洲 動 性 寒 栓 
5 塞栓 は まず 例外 的 所 見 と えよ う 。 こ の 寒 栓 が 執念 深い 下肢 浮竹 の 成 り 立 ち 
知れ な い 。 障 作 所 見 と LCE, DANRREOMEO PL WLBT 
胃 類 膜 胆 固 ミ 
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肌 の 如き も の と 同一 に 





性 寒 栓 同 に 大 血管 の 証明 され た 事実 は , 唱 な る 壁 在 血栓 
は 論 ぜ ら 和 れず, COMIC PEZE PF LHW, 如何なる 部 位 の 既存 の 血管 に 由来 する か 見 当 が つか 


な い 。 人 然し 務 瘍 韓 移 生 に お ける 騨 瘍 の 構造 を 解 折 する に 当っ て 寒 栓 内 動脈 存在 の 孝 を る 所 は 少 
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た り 答 る 点 に 関係 し , 他方 韓 移 の 週 各 を 率直 に 物語 る 刺し い 動 静脈 や 臓器 血管 内 | 





連結 する 。 注 動 性 の 心 と 大 衣 脈 の 両者 に 中 る 大 な る 寒 栓 内 に 動脈 の 存 ME 
WIRES. 50 才 男 性 の 非 定型 的 副腎 腫 で 廣 汎 な 轄 移 を 示し 到 る 所 の 静脈 や 心 所 
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99. Retinoblastoma : ft kr I REN 7 HERS EL 7] 
AP FH RR HA 
Retinedlastoma with extensive hematogenous metastasis in various 
hemopoietic organs. (An autopsy case) 
NOBORU TANAKA, WI-CHA CHEN 
(Patholcgical Department, Tokyo Medico-Dental College : Pathological 
Department, Japanese Red Cross Central Hospital) 

Clinical course: A 3 yrs. old male. No retinal tumor was found in his family 
history. At the beginning of Jan., 1950, swelling of the submandibular region 
was noted. On Feb. 20 he was admitted, complaining of sightlessness and 
exophthalms of the right eye. Ophthalmectomy was performed immediately 
under diagnosis of malignant tumor of the retinal origin. From Feb. 22 to May ・ 
9 roetgen irradiation was given in toto 4500r. In the middle of May a bean-sized 


recurrent tumor was noted in the right orbit and X-ray therapy was given again. 
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Swelling of the various lymph-nodes and swelling of the liver were striking. 
Multiple tumors appeared over the cranium. Severe anemia was noted. Nitrogen 
mustard treatment (in toto 3,0mg.) since July 18 seemed only to have effected 
deterioration of the blood pictures and general status. Death occurred on Aug. 5. 
The whole course was about 8 months. 

Blood findings: On July 18: RBC 264 mil., Hb 39%, WBC 5000, (rod. 15%) 
On July 25 (after N-must. dosage): RBC 132 mil., Hb 35%, WBC 3500, (meta. 
6%, rod. 26%) 

Finding on the operation material: An azuki-sized medullary tumor has arisen 
from the lateral part of the retina of the right eye ball involving the vitreous 
and iris, and has protruded into the anterior chamber. 

Autopsy findings arid histology: 1. A red medullary, soft hemorrhagic recur- 
rent tumor just fills out the right orbit. 2. Hematogenous metastases: a) Similar 
metastatic foci, varing in size from that of a bean to that of a walnut, are found 
in the subperiosteal layers with invasion of bones in such various sites as follows ; 
over the cranium, symmetrically along the several ribs on both sides, in the upper 
part of the right brachium, in the paravertebral part (at the level of Th. 5, 6,7 
and 8), over the sacrum and ilium. b) The bone marrow elements are replaced 
by the tumor cells diffusely almost everywhere. c) Marked diffuse extensive 
dissemination in Disse’s spaces and sinusoides of the liver caused disappearance of 
the parenchyma cells, especially in the central areas of the acini. (580g.) d) 
Marked massive dissemination consists in the sinuses of the spleen. e) The 
tumor cells are distributed diffusely in the capillaries and small vessels of the 
lungs. 3. Extensive lymphogenous metastases: An over hen’s-egg-sized swelling 
of the right parotid lymph-nodes, apple-sized ones of the iliacal, inguinal and 
retroperitoneal nodes, involving the m. psoas in their conglomerations. Other 
nodes such as of axillary, bifurcation, paratracheal groups are swollen up to 
thumb-tip-size. 4. Other findings: a) Marked atrophy of the lymphopoietic 
organs, such as the follicles of the spleen and the germinal centres of the lymph- 
nodes in general with remarkable hyalinosis of the follicle arteries in the former, 
is considered as probable N-must. effect. b) High grade diffuse myeloid metap- 
lasia of the liver and spleen with thrombopoietic elements. c) Slight hydroureter 
and hydronephrosis. d) Bronchopneumonia. 

Cytological findings: The tumors are highly cellular, mainly consisted of small 
round cells with scanty cytoplasm. A few rosettes are found and numerous 
mitotic figures are present. The nuclei are oval or round in shape, containing a 
thick chromatic network. Some of them are unipolar elongated spindle cells. 
The tumor in the operation material is composed almost exclusively of non-diffe- 


rentiated round cells, in contrast to the elongated carrot-shaped polar cells pze- 
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dominating in the recurrent or metastatic tumors over the embryomal cells afore 
mentioned. Abortive rosettes or pseudorosettes are noticeable in the densely 
cellulated tumor masses which otherwise show no architectural characteristics 
The tumor cells may be accepted es medulloblasts with differentiation of some of 
them into spongioblasts. A striking resemblance to medulloblastoma (Baily and 
Cushing) of the brain and sympathetic system both in the cytology and in the 
clinical findings is remarkable. 

Discussion: Retinoblastoma was christened by Verhoeff (1922). Different 
nomenclatures such as glioma (Virchow), neuroepithelioma (Wright, Wintersteiner) 
and glioma sarcomatodes have caused confusions. Attempts to homologize variants 
of retinoblastoma with those of cerebral tumors were made, seemingly without 
success, because spongioblastic or astrocytic differentiation representing the later 
course of retinal development is seen much rarer in the retinal tumors. 

Rosette formation is said to be characteristic to retinoblastoma: elongated 
cells with rod-like and corn-like processes and typical limiting membrane are 
regarded as closely comparable with the retinal structure. Flexner and Winters- 
teiner, and also Willis recognized analogy in it with the outer layer of the retina. 
Others maintain that such rosettes can not be distinguished from those found in 
certain gliomata and sympathetic tumors (Fisher). Practically certain rosettes, 
especially those which are abortive in parts, may not attain that specialized 
retinal character. That is exactly the case in our present example. Besides, 
their behaviors in metastatic foci are practically identical with those usually 
found in the sympathetic tumors. It seems to us most suitable to call the tumor 
as retinoblastoma of medulloblastoma-type with rosettes. 

Wintersteiner stressed paucity of hematogenous metastasis of retinoblastoma. 
His large series of 467 cases contains 7 cases of liver metastases, one of lung and 
one of spleen. Willis emphasizes frequent affection of bones in the blood-born 
spreading: numerous and widespread metastases involving both marrows and sub- 
periostal tissues are reported by Roman, Hu and Ch’in. Such diffuse and high- 
grade hematogenous spreading of retinoblastoma, comparable with ovrs, especially 


in all of the hemopoietic organs, has not yet been seen in the literature. 


100. YM ERDCHR PAD WH ORR py tal 
移 に 就 い て EBRRRB Cyc: 
On a specific type and uterine metastasis of mini cancer 


associated with leukemia-like reaction. 
NOBUAKI SASANO 





23 才女 , TEM AMR 3 ヶ月 余 に て 念 激 な 経過 を と っ て 死亡 せる 若年 者 胃 六 の 1 例 。 了 臨床 的 
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I) が 本 例 と 全く 同様 な 例 を 記載 し て いる が , SOBcHihkchRäe SOLED „Reti- 


kulose“ と の 解 別 の 要点 と 強 調 し て いる の は 意義 深く , Willis (1948) 等 が Roulet の 
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(詳細 は 近く 東北 医学 難 誌 に 掲載 の 予定 ) 
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An autopsy case of the breast cancer with 0 in the 
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spleen and other organs. 
MASAMI MORISHIMA, TAKESHI MORIKAWA 
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臨床 的 事項 : BR 33 年 , 女 。 TENORS TCs LOLS 始め 右 乳 頭 外 側 に 便 


え 慢 性 乳 昌 と し て 治療 さる 。 そ の 後生 ヶ年 に し て 腰痛 現れ 発病 
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CUT SA ih GUM ZU TOVSHT SD, 発育 方 式 
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大 き さ は 大 体 中 等 度 で 不 規則 多 形 像 を 示 レ ェ オ ジン 不 染 性 閉 明 , 桜 は 細胞 体 に 比 し 大 型 の ふる の 





多く 時 に 多核 の も る の も 見 られ る 。 ク ロー チン 量 は 一 般 に 少量 で 微 # 
く は 見 な い 。 腫 臓 に お いて も 特別 他 臓器 の 韓 移 星 場 と 異 っ た 所 見 は 見 当ら た ない 。 BSR 
農 に 変化 な く , 赤 徹 ・ 白 航 を 問わ ず 実 質 内 至る 所 小 韓 移 業 の 散在 で 特徴 づけ られ , ILO 
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Er SAS ACMI OR REZ SLC S » ANNIE AA D> is D> 0 DREH 
見 た も OTAMK ue 心筋 内 AN HR, Sp a, HA ¥E, 中 垂 等 が ある 。 


以上 の 所 見 か ら 之 等 全身 臓器 へ の 幅 場 韓 移 の 大 部 分 は 明らか に 血行 性 の も ゃ と の 思考 され , 一 


プン 


侵入 を 


部 血管 外壁 に 洛 っ て の 侵入 壇 殖 も 考え られ な い 事 は な い 。 PRU TAIT EL Gav Ze HITED 
て 多数 で 然 も 何れ も 小型 で 指 頭 大 を 越え を た も の は ない 。 之 等 の 点 は 隆 瘍 の 軸 移 が 或 要 約 に ょ っ 
て 一 過 性 に 全身 各 臓 話 に 席 部 に 現れ た も の と も 考え られ 轄 移 の 形成 機 還 に 興味 あろ る 事実 を 提供 
する も の と 考え られ よう 。 騨 場 の 外 騰 へ の 韓 移 が 極め て 稀 な 事 は 周知 の 事実 で ある が その 機構 
に つい て 吾 ベ は 多く を 知ら な い 。 BER EAST, 機械 的 作用 に よる と な す 者 , BCR 5S 
或 種 の ホル モン や 本 素 が 産出 され る 事 に よっ て 円 瘍 の 発育 を 抑制 する と 読 く 者 等 が ある が , 全 
く 之 等 を 否定 し て いる 学者 も 少く な い 。 然し 生 ら 腫 臓 が 隆 揚 細胞 の 発育 好適 地 で な い 事 は 一 般 
て 認め られ て いる 。 NZI CBR UCL KS Tre Hut RIC Baw 

本 例 は 前 逃 の 如く 冶 つ 発生 年 令 と は 比較 的 若 年 者 に 属し 冶 組 織 と し て の 悪性 度 は 或 は 天 


出来 な いか る 解ら な い が 何 れ に し て も る 轄 移 が この 様 な 席 範 且つ 高度 に 見 られ 然 も 悼 臓 に も 多 


EL TUE 事 は IHRE Fig 75. も の と レ て 特 人 ほ に 値 ・ する も る も の で あろ う 。 


102. 複雑 な 混合 風 場 の 韓 移 形 成 に 就 て 
太田 邦夫 


On the metastasis of complex tumors: a case of tridermal malignant 
teratoblastoma of testicle. 
KUNIO OOTA (Cancer Institute) 


Malignant blastomas of single tissue type usually spread in variegated path- 
ways to various organs, maintaining their histological entity, because the 
metastasizing cell has inheritant potency to develop a type of tissue and not 
others, although the amplitude of variation of formed tissue type is somewhat 
greater than that to be seen in transplantation of their parent tissues in other 
site of the organism. The author has recently discussed this issue in full else- 
where. 

A teratoblastoma is usually benign: it consists of various kinds of mature 
tissues. So far as it establishes metastasis representing one particular kind of 
atypical tissue, it is malignant in the same sense of the word as with single-type 
malignancy. In such a case metastasis originates from a part of the teratoblas- 
toma which has obtained malignancy during development at the primary focus. 
Adenocarcinoma, seminoma and chorionepithelima are the common kinds of metas- 
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tatic tissue types in teratoblastomas of the testicle. If any trace of corresponding 
anaplastic tissue can be found in the primary focus, there remains no further 
argument. 

Commonly known peculiarity in the testicular teratoblastoma is that certain 
very anaplastic tissue types often develop in metastatic nodules, while the same 
malignant tissue types can not be found in the primary focus. Chorionepitheliomas 
and seminomas have been observed by many investigators in the cases in which 
no trace of such malignancies was found in the primary testicular focus. It has 
been also a point of hot discussion whether an extragenital chorionepithelioma 
in male really exists or not. Many are of the opinion that seemingly primary 
extragenital chorionepithelioma in male is really a metastasis originating from 
teratoblastomatous chorionepithelioma of the testicle which has involuted to a 
minimum or nothing but a scar. Kaufmann-Determann-Hörnicle’s issue concerni- 
ing chorionepithelioma is well known. 

V. Hansemann and Apitz, among others, have stressed that a metastatic 
focus shows a more kataplastic type of tissue than in the primary focus of a 
malignant tumor and that in further development of metastases in series the 
tissue type becomes more and more kataplastic in progressive orders. On the other 
hand, in experimental oncology, kataplastic transformation of malignant tumor in 
successive transplantations occurs, but such occurrence is very rare. Rous has 
postulated that akind of standardization is seen usually in successive transplanta- 
tion of a malignant tumor, which in the primary focus is not consisted of one 
restricted tissue type. 

On the contrary, possibility of development of a metastasis consisted of higher 
differentiated patterns of tissues originating from a primary malignancy showing 
anaplastic characters, has not yet been discussed to the end. In metastasizing 
teratoblastomas several kinds of highly differentiated tissue patterns can develop, 
whereas the primary focus is more or less anaplastic in nature. 

Own case: T.Y., a man aged 25 years, got a rapid growing swelling of the 
left testicle some 17 months before death. Histology of the hemicastrated 
specimen revealed a testicular teratoblastoma with ‘‘ malignant ” degeneration. 

About a half year after the hemicastration an egg-sized tumor was found deep 
in the retroperitoneum beneath the navel, to which deep x-ray therapy was given 
(6000 r) to the effect that the tumor became remarkably smaller. 

Some 8 months before the death a diffuse right hypochondral swelling was 
noted and given at first 2000r and then 6000r of x-rays. By the time about 2 
months before death the gradually enlarging hypochondral tumor caused severe 
jaundice, ascites and marked emaciation of the whole body. Later irradiation 


with x-rays and N-mustard dosage could not restrict the growth to any notable 
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degree. 

Autopsy showed a child’s head sized tumor occupying almost the whole medial 
part of the liver and another tumor of over fist size in the lower left retroperitoneum. 

A through histological study of the three tumors, namely of the primary 
testicular one, of the retroperitoneal and liver metastases, was made. Nowhere 
malignancy with the characteristics of seminoma or of chorionepithelioma was 
detected. 

All histological types of tissues and cell groups found in the three foci are 


shown in the following table. 


Cell- and tissue-types Testicle Retroperitoneum 

1. Ganglion cell ー ー」 

Glial tissue = 

Peripheral nerve 一 (+) (+) 
2. Melanoplastic epithelium = x 
3. Keratinizing stratified epithelium + + 4 

Non-keratinizing strat. epithelium 

Accessory organs of the skin _ 


4. Cylindric epithelium with mucus っ 
Cylindric epithelium without mucus 





Ciliated cylindric epithelium 一 ー 


Liver cell = 


a 


Secretory acini 一 


6. Hard fibrous collagen tissue 
Loose collagen tissue 
Myxoid tissus 一 
7. Chondroid 
Cartilage = 
Osteoid a 
Bone a 
8. Smooth muscle > H 
Striated muscle = ma 
9. Fat tissue = 


19. Capillaries 
Larger vessels (+) (+) (+) 


pa 
ar 


Lymphoid tissues に 2 = (+) 


Myeloid tissues = = 
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12. Mesonephroid tissues + + 
Embryonic mesenchyma + + _ 
Non-differentiated epithelium with rosettes > 一 
Medulloblasts er ee, 

13. Atypical cells +h + 


(+): probably preexisted. 


Dobernardi has divided the so-called teratoblastoma of the testicle in two 
categories: teratoma and teratoid. He stressed the predominancy of the teratoid 
among them and derived the latter from mesodermal malformation. Veriegated 
kinds of epithelium such as keratinizing or non-keratinizing squamous epithelium, 
columnar epithelium with or without mucus production and ciliated borders found 
in the teratoid of the testicle are, according to his opinion, of mesodermal charac- 
ter. Many accepted his theory. In our case the presence of melanoplastic epithe- 
lium and glial tissues on one hand, and liver cell groups and secretory acini on 
the other, indicate existence of ectodermal and entodermal components in the 
tumor. A tridermal nature of the tumor should be assumed although mesodermal 
elements make a bulky part of the tumors. i 

From the usual occurrence of metastasis of testicular tumor and the clinical 
course the whole process may be said, without question, to have been developed 
in the series of testicle-retroperitoneum-liver. Symeonidis reported a teratoblas- 
toma of accessory testicle in the retroperitoneum. We could find no trace to 
believe an existence of testicular tissue in the retroperitoneum. Some assume 
multiple embryonic rest-tissues. Their existence and simultaneous malignant 
changes of them are too casual and speculative to be assumed. 

Metastasizing of fully developed tridermal organoid tissue and structure might 
have least chance. A congruence of many separately established tumor metas- 
tases in a single mass can naturally be excluded. ‘ 

I believe that my case adds another tridermal blastoma of the testicle with 
tridermoblastic metastases, although many such cases reported could not have 
stood critics. Analogous cases have been reported by Sternberg and Herzog, but 
their descriptions are not fully convincing to assume tridermal character of the 
tumor. Gerstel is said to have reported a case of seminoma forming a metastasis 
of tridermal character (cit. by Roth). Schairer’s ovarial teratoma had metastases 
of surely tridermal character. Becker and Carey, Houghton, Jones and Virchow 
have reported similar cases of tridermoplastic metastasizing neoplasmas originating 
in the mediastinum. 

In all cases, including may own and those above mentioned, constitution of 


each focus of variegated mature and immature elements is notable. Cells with 
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distinct “ malignant ’' atypia of the nuclei and cytoplasm were found, in our case, 
nowhere except a few in the primary testicular tumor. 

It is essential for establishment of a metastasis of such cases, 1, freeing of 
tumor cells or of cell groups, 2, ability of freed elements to proliferate in certain 
competent stromas, and 3, potency of differentiation into tridermal elements main- 
tained and displayed. 

A benign tumor usually establishes no distant spreading. Only accepted data 
on this concern are lymphogenous metastasis of endometriosis and cavity dissemina- 
tion of muciferous cystopapillomas. In our case cytological evidence of malignancy 
is lacking and embryonic features are predominant. On the other hand the 
tumors are unquestionably malignant in their behaviour. 

I cannot admit in general the archaic belief that a malignancy is near embryo- 
nic and that malignancy is always got at the cost of differentiating potency. A 
malignant tumor is a new tribe of cells (Hauser). It has genetic difference from 
the parent cells, although cytology may be unable to reveal the morphologic dif- 
ferences. Greene has shown that behaviour is more essential than cytology in a 
malignant character. Partial or almost complete maintenance of the functional 
characters of their parent cells has been demonstrated by many (Askanazy and 
others). The new tribe has got malignancy maintaining the outward appearances 
and potency of the parent cells in this case. 

Herzog has indicated a certain cell type, having cuboid shape and lacking any 
special differentiation, as the bearer of the potencies. Which cells among the 
whole masses have that near totipotency? Well differentiated elements surely 
can not have maintained it. Some of the cells in the last two groups in the 
table may have it. 

Differentiation in a malignancy as a tissue is, to a great extent, attributed to 
the special potency maintained by the tumor cells, but others have shown 
evidences to indicate that an organoid structure may be formed by collateral induc- 
tion exerted upon each other among the parenchyma and the stroma. Foulds has 
suggested the possibility of organoid (Askanazy) and sytematoid (Borst) structures 
to be formed in such way. 

In our case no exact evidence is produced to show any such specialized induct- 
ing ability on the part of the tumor parenchyma upon the host tissues or vis 
versa. 

Apolant and Maisin have shown experimentally that a malignant tumor could 
really be converted into normotypically differentiated cell types if such adverse 
conditions as immunization and malnutrition were given to the tumor parenchyma. 
Peyron and Limousin discussed differentiation in a malignant teratoblastoma. 


Much has been discussed on the histogenesis of tridermal teratoblastoma of 


322 

















the testicle since Marchand, Wilms, Bonnet, Askanazy, Ohkubo, Rubosihkin- 
Tsuhaschin, and Rob. Meyer among many others. I have no intention here to 
go far into this histogenetic problem. The origin of such neoplastic totipotency 
is generally attributed to a misformed embryonic germ tissues. Frequency of 
such malformation in the neighborhood of the reproductive organs has been 
stressed by many. Chin presented many examples of embryonic tissue malforma- 
tions in the testicles of normal appearance. He found such ones in 53 testicles 
among his series of 442, including 127 of infants. In one case he really noticed a 
bud of so-called embryonal adenocarcinoma, whose epithelium has certain resemb- 
lance to the “totipotent cells’ of Herzog and Sternberg. Gerstel’s seminoma of 
testicle with tridermal metastasis may have deep implication on this concern. 

Fergusson on the other hand rejects the theory of rests and misplacement. 
Champy and Levedan could induce an embryoma in fowls after removal of the 
testicle. Those data seem to contradict the Zinc-teratoma of Michailowski and 
others. 

Further peculiarity in this case is the divergent differentiation of the tumor 
tissue in the three successive foci of proliferation, not exactly parelleling each 
other. Immature elements tend to diminish in the foci later established. Higher 
differentiation grade is achieved in very many kinds of tissue types in the metas- 
tatic focus in the liver. One of causative factors must be radiation applied to the 
later foci: it is most conspicuous in the retroperitoneal focus which has received 
energetical dosage of x-ray radiation. N-mustard applied seems to have not much 
effect on this concern. Developmental age has probably attributed to the findings 
and bulk of the tumor tissue in the liver must have facilitated collateral induc- 
tion and differentiation of the different kinds of tumor tissue to each other. 

Resume: 1. An autopsy case of tridermoplastic-metastasizing teratoblastoma 
of the testicle in a young adult male was reported. 2. Such tumors are very 
rare. Many reports with the same headings did not stand critics. But several 
examples, including the present case, are surely tridermoplastic-metastasizing. 3. 
Near totipotency is maintained in the morphologically embryonic cells. 4. Mor- 
phological normotypia does not exclude genetic and behavioristic malignancy. 
5. Divergent differentiation in the two metastatic foci has attained much higher 
grade than in the primary foci. The causative factors are discussed. 


References: 
1) Apitz, K.: V.A. 311 (1943), cit. by Roth. 2) Askanazy: Z. Krebsf. 43 (1936). 3) 
Askanazy, M.: Verh. Path. (1907). 4) Chin, S.: Gann 31 (1937). 5) Dobernardi, L.: 
Z.B. 49 (1907), Z.B. 43 (1908). 6) Foulds, L.: Am J. Ca. 39 (1940). 7) Gerstel,: Z. Krebsf. 
54 (1943), cit. by Roth. 8) Herzog, G.: Z.B. 63 (1917). 9) Ohta and Ohtsu: Gann 31 
(1937). 10) Oota, K.: Gann 42 (1951). 11) Rous, P.: Am. J. Cancer (1936). 12) Stern- 
berg, H.: Frankf. Z. Path. 22 (1920). 13) Symeonidis: V.A. 311 (1943), cit. by Roth. 
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An autepsy case ef malignant mixed tumor of the liver 
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た が , 比較 的 稀 な も る の で ある か ら 更 に 1 例 を 追加 考 容 し た い 。 





本 例 は 死亡 妊 41 才 の 女性 で , 死亡 約 6 BATISTA BITE 


輸 財 の 診断 の 下 に 手術 し た 所 , 腸 間 膜 に 
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組織 学 的 所 見 : IENIBEORUTABRICHEI], NOEL CWS 編 氏 形 細胞 が 主 で , Zoll 
表 在 又は 群 在 し て いる 上 皮 考 細胞 を 泥 , 部 位 に より 分 化 , 構成 が 檜 メ ee 
FERS & A L7H OIRIS ATIC BFE LAB GIS ko CIRNSAR, BIR PRM O ME © OL 
た り , STMT > TH SHY HS. CO KI energie 
小 体 は 認め られ ず , 形態 釣 に は 若い 結 含 織 を 思わ せっ が , van Gieson ko RHE? Mal- 
lory 法 の 吾 染 性 は 殆ど 起 め られ な い 。 細胞 間 銀 線維 の 形成 も 逆 し く た い が , 僅 徴 な が ら 紡 鍵 


形 細胞 間 に 銀 線維 の 形成 の 認め られ る 所 が ある 。 KATI + 狂 類 の 明瞭 た 結合 織 





細胞 と 言え な い 迄 る , 少く も 形態 的 に は 中 双葉 性 の 結 各 織 系 任 状 を 呈し こい る と 言わ ぎる を 得 
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104. HE) GE FAR NER ONE 
RAE L Te S TREO 1 Fe Bil 
田 中 昇 


Lymphogenous spreading of carcimoma of the sigmoideum with a 
massive metastasis in the duodenal mucosa. (An 
autopsy case). NOBORU TANAKA 


(Pathological Department of Tokyo Medico-Dental College, Pathological Department 
of Japanese Red Cross Central Hospital) 


Clinical course: A 40 yrs. old male. Nothing notable concerning tumor 
In the beginning of Aug., 1949, he complained of abdominal 


heredity was traced. 
then he had hemorrhagic water-like 


pain. Thereafter jaundice appeared and 
stool sometimes with blood coagula. On Nov. 21 he was admitted; at that time, 


severe general jaundice was noted. An over hen’s-egg-sized tumor was palpable 


on the left side of the navel with tenderness. The liver was swollen. Since 


then, severe vomiting occurred, and it was diagnosed as duodenal stenosis caused 


by suspected metastasis of the sigmoid cancer. On Dec. 6 gastroenterostomia was 


performed without effect for the existing troubles; severe vomiting continued 


every day and jaundice increased. Death occurred on Dec. 13. The whole course 


was about +‘ months. 


Autopsy findings: 1) Primary carcinoma; An over hen’s-egg-sized medullary 
tumor has papillously elevated margin and 


The mesocolon sigm. adhered to the 


cancer in the sigmoideum. The 
marked ulcercus necrosis in the centre. 
retroperitoneum. Histologically, a papillary ademomatous carcinoma consisting of 
cylindric cells with high differentiation and occasional mucus secretion. Intensive 
lymphangitis carcinomatosa is found. 

2) Lymphadenic metastases: Metastatic swelling of the regional, retro- 
peritoneal, mesenterial, pancreas-head-part, portal, bifurcation and bronchopul- 
nonary lymph-nodes on both sides. Several nodular embolized metastases of the 
duct. thoracicus are found. 

3) Most conspicuous and interesting is the metastatic features of the carcinoma 


3 
in the duodenum, liver and lungs. 

a) The duodenal mucosa reveals thick-papillously villous membrane with 
hemorrhage over the almost whole part, apparently like a surface of villosity, 
and has caused complete stenosis. Microscopically, cancer metastases are scattered 
diffusely and massively in the duodenal mucosa, exclusively existing in the lymph 


spaces of the villi in the tunica propria, and a few similar foci dotted its sub- 
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mucosa, muscle layers and subserosa. As a result of dissemination in the lymph 
capillaries, the duodenal villi are massively enlarged individually. Limited spread- 
ing of the cancer by continuity is found also extending to pyloric area and around 
the left adrenal. 

b) The liver shows marked stagnancy jaundice with slight cirrhosis (1300 g.) 
There are several, medullary-nodular and diffuse metastases with massive necrosis, 
mainly in the subcapsular layers of the right lobe in the neighbourhood of the 
hilus. The lig. hepatoduod. is markedly thickened with cancer invasion simulta- 
neously involving the hepatic hilus, pancreas-head and swollen lymph-nodes. No 
cancer infiltration is seen in the gall-bladder. In addition to the massive metas- 
tatic foci, minute tubuli or groups of dissipated cells, identified as cancer cells, 
are recognized in the lymph spaces or in the lymph vessels of the lig. hepatoduod. 
and Glisson’s sheath near the hilus, and also in the sinusoides. Some of them 
are found occasionally in Disse’s spaces, but no dense dissemination is seen to form 
a fully developed carcinosis. 


The lings are icteric and edematous with passive congestion. Slight 


Cj 
biliary hydrothorax is seen on both sides. By gross examination no localized 
metastatic foci are found. Histology shows typical retrograde spreading of the 
carcinoma into tne both lungs. No hematogenous metastasis is seen. 

Tumor cells in all metastatic foci show rather lower grade ot differentiation. 
Tubular structures are rare. They have proliferated in type of a carcinoma simp- 
lex medullare, occasionally showing signet cell character. 

4) Other findings: a) Marked dilatation of the portal systems with throm- 
bosis of the v. mesenterica. b) Bilary nephrosis with a few cirrhotic tuberculous 
foci. (140: 135g.) c) Gangrenous peritonitis caused by insufficiency of the anas- 
tomosis. (500 cc.) 

Comment: An autopsy case of carcinoma of the sigmoideum, causing exten- 
sive and exclusively lymphogenous metastases in the tunica propria of the duodenal 
mucous membrane, liver and lungs is reported here. This case presents a most 
interesting example of duodemal stenosis caused by secondary lymphogenous deposit 
of carcinoma originating from the other site. 

Exclusive lymphogenous and simultaneously extensive spreading of a carcinoma 
is not rare. Invasion of various organs by way of retrograde lymphogenous process 
often causes severe clinical signs simulating primary neoplasmas of the organs 
concerned, as in the lungs, etc. Neoplastic duodenal stenosis occurring in this 
way should be regarded extremely rare. A relatively modest infiltration by the 
malignant cells in this case has shown exactly the histogenetic processes. A 
more nodulous proliferation and secondary ulceration may, in combination with 


modified cytologic features, bring about much difficulty both for clinicians and 
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for pathologist to understand the reality. Such findings may lead to an erroneous 
conclusion that a double cancer exists in the case. 
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105. ES Left EL te IB le 
姫野 多喜 男 NER EES 
An auiepsy case of ducdenal cancer clinically diagnosed as 
liver cirrhosis. TAKIO HIMENO 
臨床 経過 : 60 Force, 昭和 24 EI AL OD PELE LIF ROR & Zid LUNE 


は 余 り 進 行 し な た か っ た , 同年 5 月 頃 よ bE LAR II HL 同年 9 月 当 大 学 浦 城内 





科 に 入院 し た 。 肝硬変 の 症状 は 明 須 で あっ た が 胆管 は 全く 閉鎖 し て いな か っ た の で , 胆汁 が 
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原形 質 に 上 「 エ オジ ン 」| に 均等 性 に 湊 染 し て いる 。 逐 等 細胞 の 境界 は 不明 須 で ある 。 之 等 の 腺 脱 
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[77 7 >| PATCH AS OCH CWS» 女々 に 胆汁 色素 が 見 らん る 。 EEE 
は 基 し く 増 殖 し 般 に 小葉 は 美 鞭 し て いる 。 肝 細 胞 索 は 壮 縮 し 配列 も 征 * 不 規則 で ある 。 被膜 は 
肥厚 し て いる 。 
ik, MA E RBS BDF, 
考 接 並 に 結語 : 十二指腸 癌 は 普通 の 場合 乳頭 部 に 出來 , Hed IDL, それ は 余り 


* 大 と な り 





大 と な ら ず 乳頭 は 閉鎖 し て いる 事 が 多い が , 本 例 に お いて 
且つ 囚 則 管 及 び 謎 管 と 交通 の ある の が 特色 で ある 。 祭 本 例 は 十 二 指 陽 乳頭 部 上 友 細 胞 よ り 発し 
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106. ZIEL Tr OAR 
丸山 幸太 郎 , 大 谷 正志 Sl LEED 
Duodenal cancer as observed in three autopsy cases. 
KOTARO MARUYAMA, MASASHI OTANI 








ト 二 指 腸 癌 の 3 例 (2 PSALM, 1 PA Lil 
場 に お いて も る その 組織 像 が 類似 し て 鑑別 が 困難 で あり , 且つ 塔 殖 に 際 し 添加 的 に 又 は 多 中 心性 


fy] ) = 


fy カテ テテ ーー コー ポラ テー ミ 7 FAN TAN I ER テ 征 一 倒 は 削 頭 部 に 発生 し て 隅 管 内 腔 に 3 
SETAE EI + 4 i DO 7ED ト ELCH I Do Bsr Se LVS wEL u: TINY 突出 し た 





さ 5x3 cm DE esa HRD Hi BCDHDo 組織 学 FIT ee. ii DK を 早 し レブ ルン ネル IR, 


HLOME <> PIO) ara ュー シン 月 の 睡 瘍 化 が 認め られ > IF, -F 





ご 指 腸 周囲 並び に 賜 聞 肌 光 包 節 に 轄 移 形成 が ある 。 何 又 胃 の 幽門 部 及び 幽門 直下 の 二 二 指 腸 粘 


膜 に も 外 場 化 が 認め られ 之 等 は 幽門 腺 及 び リ ー ベ ルキ ュー ン 腺 の 夫 * 独 自 の 癒 持 変化 で ある 。 





第 二 例 は 乳頭 部 を 中 心 に 約 7cm の 表面 乳 摩 状 の 腫 坦 形 成 が あり , その 中 天 部 が 連 場 化し て 


いす ョ ミー 本 = N と プ WEN)“ Minh ンー F ロ ズー タテ ナァ oh lee - ーッ 
『 内 用 に 突出 培 殖 する より も ゃ 需 ろ 深部 に 塔 殖 し て 固有 筋 暦 を 破 り 隣 接する 頭 及 





Oh sm ote NEEL Ze FE 
APA AC Gi Sic aT UC KEES BH 


形成 し, FICIRBON 7s SHS zr LEY O 








で ある 。 HUNT IA BETH TI iY ONE OI AR FF PAIS tv CIR PERRO 


= 上 皮 の : x = A IC HE 





所 見 を 早 す る 。 発 生母 組 織 と し て は リー ベル キュ — VAR 


を 認め 何れ が 原発 で ある か 決定 し 難い が , I 





層 を 越え て 深部 に 江 潤 し て そこ に 増殖 を 営み 






alse 


ur fed 
BK 13 4 Pe びに 


は りー ベル キュ ー ン 腺 の 腫瘍 化 が 先駆 し , 二 次 的 に 上 上皮 の 冶 性 変化 を 來 た 

た も る の と 考え る 。 又 排 洪 管 周囲 に お ける 腫瘍 像 は 前 者 と は 可 な り そ の 趣 を 異 に し て 履 * 互 細 
胞 化 し て エ オ ジン の 色調 の 強い 一 見 全く 局 王 上皮 癒 様 に 見 える 部 分 が ある 。 召さ は これ を 化 邊 
に 依る ゃ ゃ の と 解 し た 。 又 肝 内 轄 移 像 は 一 見 財 実 質 細 胞 冶 に 酷似 し, PRY EN CH AISZ ROM 
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oz GL at. 5 |B EEE SERRE 0S BE 3 PRN SERIO, 乳頭 部 癌 の 韓 移 で あう 


事 を 確認 Zoo P= PARRA LB E UT FON] & HOD D> AMAT HB ARO BA 


Berne LCP era, PMO MAS 2 BRE LTE 
を 伴い , -b ISSO MERA ee KOR- TREE TDSS. Zoot Fa 


3 BE OERZSITNTIR ARE EASIK RHA E Lie FEAR Wg Bi OSES FS 


柱状 で 核 は 長 格 円 形 で 生々 下方 に 位置 し , 之 等 冶 細 胞 は リー ベル キー= SRO MME 5 


で あり , 骨 側 冶 は 了 門 隙 の 冶 性 化 せ る も の で 同じ く 円 柱状 な る も 十 一 指 腸 側 の も る の より その 款 





低く , LA Reto, 屋 ょ 変型 し て 一 見 局 邊 上 皮 細 胞 癌 様 の 所 見 を 早 し , その 像 は 上 二 
指 腸 冶 は 異な る の で 召 * は リー ベル キュ ー ン シ 腺 と 幽門 腺 の 各々 が 独 月 に 弁 坦 化し た も る の で その 
発生 母 組織 の 細胞 の 性 状 に 基 い て 腫 間 形 態 に 変化 を 来たし た も の と 者 え る 。 要 之 三 別 と も 十 二 
ION TAT RAR » KHRRENTTIEI NT Fa VIR EES LC 
る 。 WENNS FRE UCHR MEIC LL, SH 2D FA DFE EDERAL BRO TE Hh ith 


分 と の 間 に KH ら の に 移 多 行 像 が あ り ra hd IES Tiel る IR” す 像 カ WAAR, 深部 に in] う 方 mee SIE 


OW CHR LCM S MEWS AL BALI. MAME PALS. FLOAT RHE KERN 
ROMEO IRAE PSL CHE SURI SB, KIN 





個 休 に 発癌 因子 が 加わ 0, その 一 部 が 腫瘍 化す る 際 , 人 葉 生 学 釣 に 同一 系 続 で ある 周 講 組織 が 第 
: 例 の 如く 添加 的 埼 殖 を な し 或 は 第 一 例 , 第 三 例 の 如く 小 暫 囲 内 で の 多 中 心性 円 瘍 化 も 起り 得 
る 事 を 知り , 新 ろ 小 彼 囲 の 一 部 に 隆 瘍 が 発生 する 際 発 生母 組織 が 異な っ て も その 組織 像 に 近似 


性 の あっ 事 は 想像 に 難く た い 。 


107. SR OD Bl 
米沢 猛 , 久我 正己 


A case of the primary kidney carcinoma with autopsy 
TAKESHI YONEZAWA, MASAMI KUGA 


(Pathological Institute of the Kyoto Prefectural Medical College) 


The primary kidney carcinoma is relatively rare disease except the struma 
suprarenalis aberrata (Grawitz) and the hypernephroid (Lubarsch) which have 
many disputes concerning their reversion. We dissected the cadaver of primary 
kidney carcinoma, which died after the following progress. 

Outline of clinical progress. 49 years male, painter, nothing specific in his 
family history and anamnesis. In Sept., ‘49, he recognized tumours of spallow 


egg size at both axilla and right upper arm, and about 2 months later at cervical 
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region, groin, breast and abdominal deck, then he was treated with X-ray under 
the diagnosis of malignant tumor of whole lymph nodes. At that time there was 
no objective and subjective obstruction except the tumours, Attempt was made 
to extract a relatively small tumour at the breast for the purpose of biopsy, but 
ended in failure on account of the adhesion between the bone and the muscle. 
After this operation this tumour developed rapidly to the fst size, and broken 
through the skin. The size of the tumours were not influenced by X-ray. He 
died on 7th May, ’ 50, without exact diagnosis. 

Summary of autopsy: External observation; A cadaver of medium s 


mae 


ze, Te- 


markablly ill-nourished male. There were many hard tumours of pea to hen egg 
size in the temporal region and the arm, from upper arm to forearm, and left 
breast, central part of which showed ulcer formation. Moreover several tumours 
of bean to walnut size were present at the axilla, cervical region and groin. 

Visceral observation: No peculiarity in stomach, intestine and pancreas. The 
liver had several metastatic lesions from pin head to bean size, and showed cloudy 
welling of parenchym. Heart: hypertrophied, and the metastases of spallow egg 
size at the front wall of the left ventricle. Heart muscle increased its thickness 
slightly. There was nothing specific in the valves and others except the thicken- 
ing or the heartwall. Lung: old fibrovs pleuritis in both pleura. Cut section 
was heavily hyperemic, and had several metastatic tumours from pea to walnut 
size. Spleen; a metastatic tumours of bean size at the central part of the 
atrophied parenchym. 

L. Kidney: There was a tumour about hen egg size at the upper pole, 
which reached the marrow and had a soft consistency. Cut section was marrow 
like, white, gelatinous and anemic, forming an obvious border between the tumour 
and the surrounding parenchym. The parenchym of the kidney was compressed 
by this tumour, and showed congestion and muddy state, so that the limit of the 
cortex and the marrow was reddish coloured. The ureter was hyperemic. This 
tumour adhered slightly to capsule of the kidney and swollen slightly on the 
surface. The tissues of the surroundings were transformed into the fibrous white 
scars as the tendon about hand-hollow sphere, which had a consistency like a 
cartilage and adhered to XI vertebra dorsalis. Though left adrenal adhered to 
the above described scars, its capsule was free from the tumour, and the several 
metastatic tumours of pea size were found at the marrow and the cortex. R. 
kidney: Several metastatic tumours from miliary to bean size were present in 
the cortex. The tumour at the left frontal breast existed in the subcutaneous 
muscle. Consistency was soft, and had a hemorrhagic nature. Moreover, many 
metastatic lesions were found in the above mentioned muscle tissues. Every 


lesion had hard consistency, cut sections were marrow-like, white, and somewhat 
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gelatinous. 

Microscopic observations: Tumour of the kidney showed the structure of 
adenocarcinoma. There were degeneration and necrosis of the tissue at the cent- 
ral part of the tumour; at the peripheral part the solid cell nest infiltrated into 
the surroundings with medium increase of the connective tissue of stroma. At 
the middle part was found tube-formation in the cell nest, and showed gelatinous 
carcinoma because of mucous degeneration of the carcinoma cells and partly 
contained calcareous spheres in the tube. These carcinoma cells were polymorphic 
showing squamous polygonal and cylindric epithelia. The cytoplasm was 
eosinophile at the peripheral part, but was clear at the central part. There 
were oval or round nucleus and sometimes multinucleous, which had plenty of 
chromatin. The structure of metastatic lesions was almost the same as above 
mentioned, but the metastasis at the breast, which rapidly increased its size after 
the operation, took the structure of carcinoma medullare, and rosette-formation 
was present here and there. も 

The kidney carcinoma was classified formerly by Taddei into: 

1) Adenocarcinoma, 2) medullary carcinoma, 3) Scirrhous carcinoma, and gela- 
tinous carcinoma added by Orth. According to this classification, our case may 
belong to adenocarcinoma, and partly to gelatinous carcinoma. Willis classified 
recently: 1) clear cell type, 2) solid-celled papillary adeno-carcinoma, 3) ana- 
plastic variant, 4) vascular and haemorrhagic tumour. Our case may belong to 
the second. It is said that there are many intergradations in structure between 
the carcinoma in classical meaning and the hypernephroid, and our case contained 


in the central part more clear cells and gave the impression of hypernephroid. 


108. HEMEL, FIC Ee OHrERBHEIT Ove T 


海江田 芳春 、 長 詩 大 
On the cystic breast, especially on its malignant change. 
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第 1 例 。 50 4, 子供 6 人 。 IARTAALRIC IMAI KOM 27S. MAAK LEAKS 
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を 認め , 明か に 冶 と 断定 され る 。 小 な る 韻 幅 に お いて も , MRA LKOFVI, 不定 型 増殖 が あ 
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は 冶 と 密接 な 関係 こ あ る も の と され て いら ぅ 。 著者 の 例 に お いて も 同様 で あっ た 。 

之 等 の 例 に つい て , その 痛 性 轄 化 像 を 比較 する と , BI] 例 に お いて は , PIE ERASE 
化し , 第 例 に お いて は , 畑 腫 璧 上 皮 の 癌 性 甲 化 を 認め る と 共に , 周囲 乳腺 組織 自身 の 韻 性 韓 
化 % 在 在 レ し , ZIERT FEN ER LU TV SG, 第 目 例 に お いて は , 乳腺 組織 に 原発 し た 
iD, 畑 風 壁 内 面 へ 波及 し て いる 。 第 WV 例 に お いて は , 腺 組織 へ 原発 し た と 思わ れる 冶 を 認め 
た が , 姜 種 壁 へ の 波及 は 認め な か っ た 。 BY 例 に お いて は , 同時 に 存 し た 線維 腺 風 組 織 に 前 閣 
性 変化 を 認め た 。 

Bl > PEIEFLROMPEMUEICIA, 理論 上 丈 の 如き 場合 が 考え られ , HOZEKRMICOAR Fic 
確認 し た 。 

A) HENKE ET SBE (第 例 )。 

B) NGF LDR AROA IRE LIS RIE LIZ) CET OBA CEE, N VG 

C) 両者 の 泥 合 す る 場合 CHI PID. 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


109. 勝 及 エ ンド メト リオ ー ジ ス 蛋 性 化 の 一 例 
吉村 三郎 , FRB < 率 京 慈恵 会 医科 大 学 木村 研究 室 ) 


Malignant transformation of endometriosis of the urinary bladder. 
Case report. SABURO YOSHIMURA, YOJI ITO 

患者 。 30 才 家 婦 , Kise. Hin 16 年 10 月 。23 FIC AREAL. 23 MRR} 
り 。Sulfamin 剤 内 服 治療 。 この 時 の 血尿 と 月 経 と の 関係 は 記憶 な し 。 24 才 か ら 月 経 週 期 不 
規則 と な り , 1 年 に 8 一 10 回 位 で 量 は 不同 。 他 の 月 経 障 各 な し 。 26 才 時 結婚 , 妊娠 経験 な 
し 。29 才 時 9 A, 月 経 開始 前 日 か ら 血 尿 を 見 , 16 日 間 続 き 其 後 時 * 月 経 と 無関係 に 血尿 あ 
り 。30 才 (昭和 25 年 ) 1 月 革 大 学 病院 で 膨 腕 結石 の 手術 を 受け , PPO endometriosis を 
発見 され た 。 こ の 後 約 生 年間 血尿 な し 。6 月 下旬 か ら 世 び 血 尿 起 り 大 体 月 経 開始 前 日 に 始ま り 
RETR 10 日 位 継 続 し た 。 こ の 頃 か ら 排 尿 痛 を 伴う 。9 ARE ET, 血尿 は な く な っ た 
が 排尿 痛 は 軽快 せ ず 。 昭和 25, 10.6. PERT + PER DL TER RI EINER € 


訪れ ん た 。 

現 症 経過 。 子 宮 右 前 方 に 圧痛 ある 外 著 変 な し 。 尿 は 黄 福 色 殆 ど 透 明 , MYC DRO EBEN. 
球 膜 球 及 び 相 当 数 の 球菌 を 認 む 。 肝 腕 鏡 検 査 (昭和 25.11.10 月 経 開始 前 6 A, COMA 5H 
MR) PRR MEOBR 0 TABI CULO ACHAT KO RAL MAAS, NIEREN 
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PER Do JERE RS Bc AANA 1 >. AT OEL » iif] 
SRC, PRBREIETS Foe (昭和 25.11.24 月 経 開 始 後 8 A) 右 卵 巣 欠 如 (前 回 手 
a?) Of, 子宮 其他 著 変 た な し 。 脱 腕 を 切開 し 抽 指 頭 大 星 瘍 を 周囲 健常 勝 腕 璧 を つけ て 切 
BEUTE I RRERT ICH KOBE A 278, FREE TON UCSB ze L 

卵巣 を 著 変 を 認め な い 。 術 後 18 日 で 手術 創 全治 , 22 HR MmRItK< hoes, 
称 土 排尿 痛 下 腹痛 を 覚え る 。 

出 腫瘍 は 提 指 頭 大 不正 形 に 粘膜 より 盛り 上 り , BEZ, 周囲 と は 鋭 界 状 , 表面 は 淡紅 色 で 中 
央 部 に 暗 赤 人 色 隊 元 豆 大 潰瘍 状 に 浅い 不正 形 了 凹 1 ケ ヶ あ り 。 割 面 は 次 白 淡紅 色 級 密 硬 固 で 性 瘍 底 
部 は 騰 腕 壁 に 移行 し , 璧 と の 区 別 は 便 然 と し な い 。 組織 像 : 切除 部 の 騰 腕 粘膜 に 子宮 内 膜 預 似 
の 上 管 小 群 が 所 < に 散在 し , 粘膜 面 一 部 に は 固有 騰 腕 粘 出 上 友 残 存 或 は 全く 剣 騰 欠 損する 。 そ 
の 周囲 に 基 明 な 小 円 形 細胞 浸潤 ある 肉芽 部 が ある 。 そ の た め に 層 管 問 の Cytogenes Gewebe 
像 は や や 不明 に なっ て お り , 充血 も 中 度 H 血 梨 が 少数 に ある 。 腺 管 の 大 小形 態 配列 は 多少 
不 規則 だ が 上 度 細胞 は や や 高 円 柱 状 で 大 体 揃っ た 形 を 示す 。 腺 管 は 1.2 小 襲 胞 様 に 拡張 し 均 
質 無 造 構 物 或 は 崩壊 細胞 少量 を 容れ る も の も ある 。 深部 筋 層 内 に も 米粒 大 位 の 腺 組 織 群 が あ り 
この 上 度 は 一 部 粘膜 面 の 者 と 同様 大 体 規 則 正 し い 形 だ が 一 部 は 丸 味 を 帯び た 形 で 胞体 % 枝 も 大 
小 不同 性 が 栓 強い 。 殊 に 核 が 比較 的 大 きく な っ て お る が 分 沖 像 は 殆ど 無い 。 そ の 一 部 に は 明 
DAMIREA AK * RIT BH CHORKRMPPZO (ERE UO) ERERT. TOMITY 
DAS TER (RORAFIB ASS 0, EVD RER DS. 周囲 結合 織 内 に 数 ヶ ズ 
Br ORES D RICHEST S28, COhLKROBSA: <ERI CES MAK ALT 
不揃い で , PREFERS IR EMR ARRO MRE 7 > T5 35. TCOMGOMMITIS SRO 
RR & HUY FS GANESH DO, その 部 の や や 古い 組織 破 潰 痕跡 が 考え られ うぅ 
( 麗 ら く 第 1 回 手術 等 の 操作 ?) 

上 記 の 組織 像 と 臨床 症状 と か ら 騰 腕 粘 膜 部 え の 子 宮内 膜 組織 の 異 所 的 存在 分 も endometri- 
osis と 會 定 し た 。 深部 筋 訂 内 の 同様 の 上 組 織 介 在 は 初め か ら 迷 入 し た も の か , 或 は 粘 出 部 の 
腺 組織 が 月 働 的 に 異 所 約 侵入 , 深部 増 殖 し た 者 か の 側 別 は つか な い 。 そ の 何れ に せよ 私 共 が 暑 
化 傾向 と 考え た の は 筋 礁 内 名 上 度 の 形 に 重点 を お く 。 こ の 部 の 昌 上 度 の 多く は 円 柱 形 を 失い 元 
味 あ る 不正 方 形 , 不正 円 形 で 大 小包 同 も 紀 く 核 が 比較 和 的 大 きい 。 殊 に 周囲 結合 織 内 に 侵入 状 に 
出 て お る 細胞 の 形 の 知 型 は 相当 に 帰 い 。 唯 之 を 無 條 件 に 痛 化 と 認め る 程 の 基 れ で は よ な い 。 組織 


像 か ら は 多分 に 悪化 傾向 の 認め られ る 状態 と いう て 良い 。 
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山形 BH CHM acre A 
An autepsy case of hydatiferm mole complicated with metastasis 


in vena iliaca sinistra. 
YO YAMAGATA 
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中 に 侵入 し その 肉 膜 に 色 埋 され て いる が , その 基質 は 


血管 内 騰 よ 著しく 線維 社 肥 厚 を 示し , 少量 の 円 形 細胞 を 認め る の み で ある 。 以上 の 所 見 の 他 胃 , 
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111. Granulosa-Theca 細胞 型 の 理大 な 再発 性 卵 晶 力 場 の 1 Re fa] 
島田 義弘 , 矢島 権 入 


On granulosa cell tumor (An autopsy case) 
YOSHIHIRO SHIMADA, GOMPACHI YAJIMA 
(Department of Pathology, Tokyo Medico-Dental University) 


Recently we had an autopsy case of recurrent tumor of g granulosa-cell type in 


a woman of middle age. 
A. Clinical course: A women of 34 years had irregular postmenstrual 


metrorrhagia and pains in lower abdomen since Feb. 20, 1950. 
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On Apr. 20 she was operated upon at Sumida Hospital with the diagnosis of 
left ovarial cystoma and left the Hospital seemingly cured on May 5. The ex- 
tirpated tumor had some medullary parts, and was suspected to be carcinomatous. 

On Aug. 30 she was readmitted because of an about child’s head-sized tumor 
in the lower abdomen on the right side. Again laparatomia was performed, but 


extirpation of the tumor was impossible because of severe adhesion to neighbour- 
ing important organs. 

The tumor grew rapidly, causing severe oppresion symptoms of the digestive 
tract. Toward the end of Oct. the tumor, filling almost the whole abdomen, 
became soft and showed remarkable fluctuation. 

She died on Nov. 2, 1950. 

B. Pathological findings: A very thin iemale corpse with unusually expand- 
ed abdomen and edema of the both legs. The peritoneal cavity was filled with 
enormously developed spherical tumor, showing fibrous encapsulation and remar- 
kable fluctuation, and adhering to the neighbouring intestinal loops, the uterus, 
right ovary, bladder and retroperitoneal tissues. The liver, stomach, spleen and 
pancreas were dislocated upward and the uterus, right ovary and bladder downward 
by the tumor. A white soft medullary metastasis of a hen’s egg-size was located 
near the hilum of the spleen. The kidneys showed moderate hydronephrotic 
changes. No other metastases was found. 

The main tumor, weighing 8,000 g. was located in the peritoneal cavity and 
had a diameter of about 30cm. The cut-surface was colorful; necrotizing, 
hemorrhagic, cystic in parts and white medullary in the periphery. No sign of 
teratoid nature was seen. 

The multilocular cystoma, extirpated by the first operation, was of about 
infant’s head-size, having some medullary parts with malignant appearances. 

Microscopical findings: The main tumor consisted of, 1) myxomatous mesen- 
chymal stroma including “ mesenchyma nodes’’, 2) solid or trabecular foci of 
epithelial element, and 3) pseudomucinous cysts and tubuli with columnar lining. 

The mesenchymal stroma contained genuine myxomatous parts and the so- 
called “mesenchyma-nodes ”, the two having obvious transition to each other. 

Primitive capillaries, small hemorrhagic foci and very few histiocytes were 
found in the myxomatous stroma. Fibrotic parts had no specific character. 
Hyalinosis was rarely seen. Fibromatous or hyaline nodule were absent. 

The epithelial foci had various dimensions ; some were large and round, some 
were trabecular. Duct-like processes were often formed from larger alveoli, some 


of which showing distinct lumina. Folliculoid lumen and Call-Exner body were 


not encountered. 
The epithelial elements had close resemblance to those of the Graafian 














follicle. Their cytoplasmic contoures were relatively distinct in the most periphe- 
ral parts of a focus, while in the central uncertain. Their oval or spherical nuclei 
contain moderate amount of chromatin and show no remarkable atypia. Mitotic 
figures were very rarely encountered. 

The cystic structures, lined by cylindrical non-ciliated epithelium without 
any nuclear atypia, had lumina of various sizes filled with pseudomucinous secretion. 

Transitions were seen sometimes between the cystic and duct-like structures, 
and also between the mesenchymal-nodes and the epithelial alveoli. 

In the necrotic foci similar elements and hemorrhages were recognizable. By 
fat-staining we found sudanophilic droplets of various sizes in the marginal 
epithelial cells and here and there in the mesenchymal stroma, and rarely in the 
“ mesenchyma-nodes ” and cylindrical epithelium of the cysts. Glycogen was 
unexamined. Mucine reaction was almost negative. 

The microscopic appearances of the primary tumor seen in the operation 
material and metastatic node were almost the same as those above mentioned, 
but the mesenchymal elements predominated in the former and the epithelial ones 
in the latter. 

C. Comment: The characteristics of this tumor are as follows: 1) Solid 
or trabecular epithelial foci, consisted of cells, with rare mitotic and nonatypical 
nuclei, resembling follicular epithelium of Graafian follicle. 2) Mesenchymal 
stroma including true myxomatous structures and ‘‘ mesenchyma-nodes ”. 3) Cysts 
lined by cylindrical epithelium without atypia. 4) Evident transition between 
the myxomatous stroma, mesenchyma-nodes and solid epithelial foci to each other, 
less evident transition between the epithelial foci and cystic structures and lack 
of transition between the mesenchyma and cysts. 5) Positive fat-reaction in the 
marginal cells of the epithelial foci and in some myxomatous parts of the mesen- 
chymal stroma, and almost negative reaction in the mesenchymal-nodes and cyst 
epithelium. 6) No tendency of distant metastasis and destructive growth. 7) 
No teratoid structures 

The ‘granulosa cell tumor ” has many histological variants. Interpretation 
of their histogenesis varies in accordance with various concepts of histogenesis of 
the normal ovary. According to W. Shiller (Pathologie und Klinik der Granulosa- 
zelltumoren, Wilhelm Maudrich, Wien, 1934) the myxomatous mesenchymal stroma 
of the granulosa cell tumor is the most undifferentiated element, from which 
the so-called mesenchyma-nodes differentiate and further the trabecular, then the 
‘solid epithelial foci. In the more differentiated conditions the epithelial foci show 
folliculoid structure or “Call-Exner's body ’”’, and even luteinized foci. 

In our case the epithelial foci had neither evident folliculoid nor luteinized 
foci. The mesenchymal myxomatous stroma, and not the ‘‘ mesenchyma-nodes ”, 
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plays an important role both in the recrudescent and primary tumor. 

Judging from the microscopical findings, we regarded our tumor as a rather 
undifferentiated type of granulosa cell tumor. 

As to the cystic structures we haven not yet reached a full interpretation. 
Their origin has been attributed by some to mesenchymal cells, and to germinal 
epithelium by others. It seems in our case they have originated rarely from 
mesenchyma and epithelial cells, but mostly from specially differentiated cells to 
form cylindroepithelial cysts. A special position had better be given to the cystic 
structure in this particular tumor. 

Examinations for hormones were not made during life time. Morphological 
evidences of an overproduction of hormones should be regarded as almost negative ; 
namely the endometrium was thin, with atrophic glands and fibrous stroma. The 
only suspected signs of hormonal disturbances were postmenstrual hemorrhage 
clinically and loose myxomatous stroma of the right ovary histologically. Breasts 
were not swollen. 

Morphological signs of malignancy such as abundance of mitotic figures, 
nuclear atypia, distant metastasis and destructive growth are not seen, but in 
view of the rapidity of recurrent growth, which threatened the host’s life, and 
establishment of a metastasis in the abdominal cavity, assumption of a malignant 
tumor is quite natural. An embryonic malignancy often lacks any cytological 
sign of its biological malignant nature. The question whether the recurrence 
has occurred from a mesenchymal rest or by way of implantation remains 
unanswered in our case. 

D. Conclusion : Detailed descriptions were made as to microscopical findings 
of a recurrent tumor of enormous size, growing very rapidly in the peritoneal 
cavity a few months after the extirpation of the left ovarial cystoma of suspect- 
ed malignant nature. 

In view of histological features this tumor belong to the group of “ granulosa 
cell tumors ’’. Cysts with cylindric lining, scattered all out, suggest an additional 
specific character to this tumor, which seems to be unusual. 

Morphological evidence of hormonal activity of the tumor was practically 


negative. 


112. AU 4 ER Cie eee 


Feur cases of testicular tumors. 
TETSUO OZEKI 


8 2 1.17 


83.277.552 EZ 1 ~ 2 | IM Im A HE 
Ive レ / こ fs AL 電場 4 例 を 幸 本 I Qo 


340 




















#1 例 , AN IE; 3 Sar 臨床 上 , 7 SS HLS IC 気付 \ VOR] 8 > 月 [% he Ei = ig & 
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染色 度 も 種 ペ H 形 力 至 類 円 形 で , 大 





ド 定 で 。 一 般 に 水池 性 で 鯉 明 , OF ICRI BUR eI 
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厚 し , 所 < に 美 縮 し た 細 精 管 , SE LAE EL COS. ko CRE BHA 
第 2 Bl, KORO, 65 +, 臨床 上 , ZENE LUE 6 ヶ月 後 - し て 手術 
摘出 。 現在 経過 良好 で 生存 する 例 。 右 黒丸 は 健在 。 旧 K, RATER, BUTE 


AREA CAC, BEDS, HSE AT, Oe 








i LASS CO, FR GePEICHK 0, 一 定 の 構造 を 示さ 
は , 大 小 不同 で , 小 核 の も の は 円 形 で 色 質 多く , 大 核 〇 も の は 円 形 又は 多 形 性 で , TTD 


HOLD ODS, 小 円 形 核 の も の は 比較 的 多い 。 各 細胞 つ 境 上 囚 は 比較 光 不 明瞭 
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細胞 数 は 高々 2 作 至 3 個 で ど , それ 以上 含む も の は 見 当ら な い 。 徒 っ て 妊 衝 潜 嬉 造 を 作る 傾向 は 
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が , 数 個 乃 至 10 BMS, Er Rod Bar, 固有 膜 は 肥厚 し て いち 。 
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- 般 に 少 い 。 よ っ て 多 形 細胞 肉腫 と 診断 する 。 
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胞 を 有 す も の が ある 。 多く は 性 装 突 起 を 出 レ し, 互 に 連絡 する 。 核 は 大 で , 一 般 に 円 形 で ある が 。 
AIG, 編 鍵 形 又は 多角 形 を 早 す る も の が ある 。 色 質 に 乏しく , 水泡 性 で , Be|KASHABEE % 
の も ある 。 LH AICHE AYRE iOS > 腫瘍 細胞 の 配列 は 不 規則 に , BSBA 10 数 個 集 
ALT 線 状 或 は 腺 様 に 並ぶ 傾向 が あり , 更に 之 等 が 集 っ て 大 きい 胞 巣 を 作る 所 も ある 。 HR 
線維 は 之 等 細胞 群 を 囲 続 し , 更に その 中 に 侵入 し て 数 個 乃 至 10 BARON IRE < ATL > 
So 然し 個々 の 細胞 間 に は 入っ て いな い 。 腫瘍 組織 は 所 < に 間接 壊死 乃至 壊死 を 起 し て いる 。 
間 質 に は 少数 の 小 円 形 細 胞 の 肖 潤 , 線維 芽 細 胞 の 著 明 の 増殖 を 認め る 。 駐 硝 子 様 変 性 , 血管 の 
充血 及び 廣 汎 た な 出血 が ある 。 又 テオ ジン で 濾 淡 不定 に 染まる 等 質 性 物質 を 認め る 。 脂肪 滴 は 
抽 殊 に 風 場 の 周囲 及び 幸 死 部 に 多い 。 よ っ て ゼミ ノー ム と 診断 する 。 


第 4 例 , BOAO, 40 +, 臨床 上 , 右 暑 丸 腫 癒 に 気付 いて 約 21 ヶ月 後 , 悪性 腫瘍 と し て 


F PATEK, FORTE TR HICMICME L, WR 10 ヶ月 で 死亡 し た 例 。 





ei, AR, Why» Nuke, リ VATS (Cail 2 Zt GOD Fe 左 3 Se SLs HE o ICE) 場 は 肉眼 的 に も る 鏡 下 に 





第 3 例 と 似 て いる が , それ に 比較 する と , 下記 の 点 で 多少 異な る 。 腫 揚 細 胞 の 形 は 多 形 性 及 

び 大 小 在 同 著 明 で な く , FIBRO ARR CHA ICMR TS (IADR, SEE DSR AR 
は 所 様 に 並ぶ 傾向 が より 張 く , BEE, 出血 の 傾向 も 強い 。 間 質 は 少く , 線維 芽 細 胞 も 少 い 。 等 
ト っ て ゼミ ノー ム と 診断 する 。 


条 各 例 共に , グリ ュー ゲ シ の 和 索 は 標本 固定 の 関係 上 不可 能 で あっ た 。 
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木村 忠夫 < 京都 大 学 病理 学 教室 ) 
Studies on adrenal cortical tumor. TADAO KIMURA 
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IITA PARE aol er Fa 究 が 盛 に な っ て , 特に 生殖 腺 と OBS FDA Bat, EUS 


ERREGER T 23 第 二 次 的 性 徴 変 化 に 関係 の ある こと が 明か に され た 。 RE EY 
° 
発し た と 思わ れ 例 に つい て , その 病理 解 宙 学 釣 変化 ・ 年 令 ・ 性 ・ 腫 瘍 の 大 さ ・ 他 の 





内 分 泌 器 宜 に お ける 変化 ・ 並 びに 臨床 症候 を 考 究 レ し て 次 の 結果 を 得 た 。 


re. 


1. 23 POMERAT Ld 5, RKTT k DFELZL HAAS 9 Pil, et 
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り 発 し た と 思わ れる も の 9 例 , Bk VHBLKLERDUNSLO5S5 HCHS_ 
2. AVR ITE DFELZNGO 例 中 , 副腎 腺 細胞 痛 ・ 副 腎 冶 各 1 Pl, Hypernephron 1 fi, 
rel A, RIS 例 で ある 。 9 例 中 年 少 者 は 1 PIC, 他 は 詩 年 以上 の 者 で ある 。 PILI 


7 例 な 2 例 で ある 。 大 さ は 冶 円 ・ 肉 風 ・ 並 びに Hypernephrom に あっ て は , WIPKIB 


rien & 
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児 頭 大 で あっ て 概して 小さ い 。 婦 4 PIS THE « HÜRDE» BADR + SEAL « SILK HOBIE 
4 ith め る の み で ある o 臨床 症 師 に つい て は この 9 例 で は 認 め ら れれ な か っ た » 今後 多数 の 例 を 


Bull» 併せ て 実験 を 重ね て 報告 し た いと 思っ て いる 。 


3. 副腎 髄 質 よ り 発し た 隆 瘍 9 例 中 , ges Bil, re Pal, et 


肥大 1 例 で ある 。 MFM MMM EAE LDIC LC, 3 才 を 超 ゆ る も の なく, Ze 


経 切 性 は 慎 老 年 者 の つみ で あろ る 。 副腎 間 経 芽 細 胞 腫 は 男女 各 2 Bl, TREE MLO 3 fil 
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く 小 見 頭 大 で あろ 。 又 1 PCS THRO ISO Sik, WY 


ls { 
> 


De 


CH 26 2 EL“ 


\ 
iif 


(26 臨床 症候 と レ で は 。 il FS EY # eH Hed の 2 例 に 血 By erh を Ze ie XD» fl eal) 


+ ORE た カ >» Le 


ed 1 PANT MALO 元 進 が 著 明 で あっ て , Bo E [AIC MAL ORE TSO ENT, 


4. ya} Grawitz olf}5 Hypernephrom sit hinlAIie bil 5 LOOT, 腎 組 織 
POET SIGGLEBASMSLOS MBH. 5 PPM 2 例 , 1 例 , Hype- 


rnephrom 2 例 で ある 。 HELTHKS Cit AMKE RL REAL DFT SNMBOR 


めか 。 NETTER, MIRA ver OAL S LOW 例 あ っ た 。 第 二丈 性 


徴 変化 : hi ARSE 修 は 全然 これ を 認め 得 な の ュ ゝ ・ 275 


提示 標本 :1. SE 2. Rt 3. Re 4. u 


5. 5 
114. HR LO TFA ID PAE be 
NARBE CHULA ERED 
Further research on transplantation of Yoshida sarcoma 
with a single cell (2) 
KUNIJIRO HOSOKAWA 
[HPA MIC tp CHO PII ko CHART SHA, SOM AS ORES od, Mi 


の 細胞 に よる 移植 率 を 正確 に 知る た め に , 実験 を 行っ た 。 昨 年 100 例 の 実験 成績 
が 55.4 2 で あっ た た が, 移植 率 は 更に 高い も る の と 考え られ る の で , TOR 50 例 を 追加 し た 。 


UK >. か 回 の 50 例 の 成績 及 Oe A Ai を 報告 - 9 する 。 


実験 方 法 : 吉田 肉 風 の 幅 揚 腹水 を 探り , 腹水 添加 食塩 水 で , メラ テン デュー ル を 用 い , #20 


DICHT. 腹水 添加 食塩 水 と は , 腫瘍 を 移植 せ ざ る ラッ テ の 腹腔 中 に 0.85 22 食塩 沙紀 
10 cc を 注入 し , 約 5 分 後に これ を 逆 吸 引 レ (注入 量 の 12-13 を 得る ) これ を 硝 心 し て 人 租 
た 細胞 を 含ま さる 上 清 液 の こと で ある 。 20 万 倍 に 稀 秋 し た 隆 揚 腹水 は 振 党 し て 細胞 の 分 有 
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均等 に し , Tor 





で 検査 し , MINI MCAD LHX, あら か じ め 簡 


+ 


水 添 】 加 食 塩水 を 極 < "> 量 吸い ト げ て あ の さ グ Rene > Hei), kif Z LIS I gif i 水 添 


と 


加 食 塩水 を 少量 加え て ミク ロビ ピペット 内 の 液 を 約 0.01cc とこ な し, この ミク ロビ ベッ ト を 以 て 





+= 
I Do 


成績 及び 考案 : A) 今回 行っ た 50 例 の 成績 は 別 到 の 通り で ある CHM 101-150) 





ray 
2o PAT 


54 例 で ある が , 内 4 例 は 早期 に 死亡 し た の で , 有効 実験 数 は 50 例 





で ある 


で あっ た た から 4622 で ある 。 





“m = m BE eR) wu) Ir ay ke + Yi L 3 7 
介 iy も に こも > BES AY LU に 『 よ さぁ > 次 の 様 な meat 2 en I DO 





- ithe : 
ALIA キュ 


1) ミク ロビ ベッ ト 中 に 吸引 され た 1 筒 の 細胞 が , 毎回 必ず 有効 に 用 腔 | 











は 限ら な い 。 そこで 上 同じ 方 法 で . ミク ロビ ピペット 中 に 吸い 取っ た 小 滴 を 載 物 硝子 上 に 吹 
き 出し , その 中 に 細胞 が 有る か どう か を 試 附 し た 。100 同 の 試験 の 結果 は 83 回 細胞 を 6 
た 。 細胞 は 総 て 睡 場 細胞 で あっ た 。 し た が っ て , 有効 実験 の うち , こ 有 有効 た 笑 験 は 83 





REES ERS ee eee 2 ; aie er = ade Zn Sey ay a eee eee 
LIS Oo. EALIE EKD て 補正 す る と 今回 の 成績 は , 55.4% と な る 。 こ れ は 昨年 の 成績 と 全く 
致す do 


clk, H'T AIK O 110~120 © 


2 


20 頭 に お いで て 3 例 し か 腸 作 の も の が な か っ た た めで ある 。 こ れ は この 詩 に 使用 し た 動物 





Y- i > Id っ へ EA an) et ee fs Pen eS = =} pt. 4 x ay と に まま 
REDS, 感受 性 の 異常 の も の が 多かっ た た めで (これ は 同時 に 行っ た 他 の 実 ! 





A» HEAL SAL) 
あろ か ら , 仮に これ を 除外 し て 121~150 の 30 例 の 移植 率 を 見 る と 80.3% と 


: の 検討 を 加え て 見 ろう と, WH 一 細胞 に よる 移植 の 成功 率 は 70-80 2 & Klik Citak 





CH LZ 100 例 の 実験 を 再び 概 対 し て 見 うた, 最初 の 項 の 9 (26-34) は , 生理 
交 食 塩水 だ け で 稀 委 し て 行っ て いろ 。 そ の 中 成功 し た の は 2 例 だ け で あう 。 生理 食塩 水 だ け で 


20 万 倍 に 稀釈 し た 場合 に は , MA, 履 縮 , 破壊 すう こと る 





の め っ る 。 @ 実際 1 





【 
い * 


人 C ミ クロ ピペット の 内 部 で は , 更に 数 





は 100 万 倍 以 上 と な る わけ で ある 。) 石橋 の 実験 も 食塩 水 だ け で は 成績 が 訓 か っ た 。 
何 , 最初 の 50 頭 の 実験 は 自分 の 実験 手技 も 未 圭 で あっ た と 見 な けれ ば な ら た な い 。 
で , 昨年 の 実験 の 中 , BMS 51-100 の 成績 を 見 る と 69.9% Lio COs 


Se cade ton hop re ax 0 me ee oe ® m 
u © % H NT kK -DAFNRHFTAE 70-80 % と な る と Va We ae ee 


Fa: 1) 150 PO RSRIC x Hl MWS x 3 HAND fe AR 


IEV 





8, 諸 種 の 條 件 を 概 対 し て 之 を 補正 する と , 70-80% と いう の が 適当 の も の と 考え られ 


2) COMER MH OPIS TD AAC A 50 稀 委 に は 我 え の 腹水 添加 食塩 水 が 良 い 。 


re 

















稀釈 し た 幅 場 腹水 は 直ちに 移植 する の が 良い 。 


EM mB | 


10 例 別 We Mi 2 





110 例 中 
の 
陽性 数 


MASSE % 
Akon 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 





40 
50 5 
60; 4 
70: 7 

1 

80 fi 

9D | 4 | 
100 f 
10 1 
26 2 
130 7 
14 7 
- 150 5 


115. 


Cow parative 


> 30 | 


_ 
os 
< つ 
> 


150 ! 69 


ex 7 


in tissue 


FP GAM Chi THREE, CRIB BS ATi 


Qo 


AES BE : 


In”- eh Be 8 7/4 
ト 9 erh 


Sit 


CHHLY 


u CO 


48.2 
36.1 ii: 
12.0 
48.2 
60.2 
48.2 
84.3 
84.3 
48.2 | 
84.3 | 
12.0 | 

















| 723 
| 23 55.4 


THT, ERFREUT RAN 


移植 実験 の 比較 研究 
RATE, LAK oi BA 
study of Oshima, Yoshida and Takizawa sarcemas 


culture and in transplantation in chick embrye. 
MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO UEOKA 


OLS EIT YD ERIE NK SCHREINEREI TS CSAS RES BY 7EG 


an 


irn a BY a )- IE In r In’; „er: Wnty kr) を Jato » er _ 
LITE Mc & — FCSN ICAL ZR: 


SSI SH PALM 1 OILS TE ASF FO CHB E [NFCA RE IRAN, 瀧 





we + YY, ee Lares u = 日 オン テク も EE みた 信田 た に 
方 法 。 } 間食 sk, リ ジグ hes edie fe を 主 よ し 凹 オ ペク ト , I ne 2 (IFA 5 hr 
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ASME 2, タイ ロー ド 液 2, EhREMK1 ok THAIS REA MOK 3, Wut 
脱 圧 搾 液 1, FAR - FRO OUAKE REL Leo MICA MARY HEC Ze. 腫瘍 材料 は 第 8 
Fi AROSE ERISA FS HAS LIS PEAT ELBE AE D> 5 OPH SP EEC HAE Ct IS 
内 並び に 皮下 腫 場 。 

発育 状態 。 大 島 肉 幅 で は 培養 ユー2 時 間 で 多数 の 小形 円 形 細 胞 の 洲 出 , SU CHROME 
細胞 が 放射 状 に 移植 する 。 数 代 の 植 継 に より 小形 円 形 細 胞 の 混在 が 少く な る 。 FE x BIER SHY 
が 見 られ 文 弧状 に 編 鍵 形 細胞 が 連絡 し 発育 すら る こと が ある 

吉田 肉 風 は 昨年 本 学会 に 既報 の 如く 3-4 時 間 か ら 含 速 散在 性 に 大 形 円 形 の 細胞 が 海 出し , 
乏 と 同時 若く は 少し く 遅 れ て 母 組 織 か ら 連 絡 し つつ 同様 大 形 細胞 の 染色 所 見 か ら 駐 瘍 細胞 で あ 
る こと は 既報 の 如く で ある 。 

KRANETE 3-4 時 間 で 数 個 の 突起 を 有する 多数 の 細胞 の 港 出 を 見 っ 。 双 拡 大 で 光 を 強く 
届 折 し 吉田 肉 購 に 見 る と 同様 で ある 。 4 時 間 頃 か ら 母 組織 か ら 原 形質 で 連絡 する 大 形 細胞 の 夫 
Wit Woo SHE 2-3 Aid B/E eECKPICHAK LA OR TEA] io 


mle Ait, Heidenhain 鉄 へ マト キシ リン , Giemsa. HE 染色 を 用 いた 。 ALAM 


核 が 長 衝 円 若く は 相棒 状 で 大 さも 略 下 等 核 小 体 も る 1 ユー2 個 比 較 的 規則 正しく 並ぶ 。 吉田, iil 
沢 系 は 之 に 反し 核 小 体 , 核 共に 大 き さ も 不 規則 で 連絡 発育 する 細胞 質 突 起 も 商 胎 心臓 組織 培 槍 
. に 見 る 線維 芽 細 胞 と は 明か に 異 る 。 吉田 肉 星 は 懲 脱 心 培 礁 組織 の 線維 芽 細 胞 に 比 し 連絡 し た 原 
形質 突起 は 策 太 く 旦 短い 。 併 置 境 槍 簿 胎 心臓 組織 発育 層 と 吉田 肉 用 発育 層 と 会 合 交錯 し た 移 で 


Fe) 


は より 短く 細 


は 両者 を 明か に 区 別 す る こと が 出来 る 。 瀧 沢 系 で は 甘 胎 心 に 比 し 連絡 する 細胞 5 
発育 層 で は 一 般 に 芳沢 系 が 商 胎 心 発育 層 よ り 密 在 し 核 色 質 は より 黒く 多数 償 可 染 さ れ 特 に 
大 きい 核 が 連 珠 状 に 連絡 し つつ 発育 すぅ 。 

山 化 鶏卵 内 移 梓 : STERNEN IE VAR, 瀧 沢 肉 風 は 何れ も 皮下 腫瘍 を 用 
い 約 Imm? 大 の 幅 瘍 片 を 山 化 第 8 Aa ROR MARI LIC 1-4 個 づ つ 移 植 し た 。 移植 第 
10 HAOMBOKS 2 tr SCH 1 例 づ つ 比 較 す る と 大 島 , 吉田 , 瀧 沢 各 肉 種 は , 17x16x 

15, 10x8x8, 7x7x7mm で あっ た 。 ZANNMON 





#13 Alt 
| (ELINA HIRE 1 表 の 如く で ある 。 

RE ER ee SPY RS HE RIT HI SER O FILE RN ET II 

ARTEN > “a ; BREITE ea AF ER ASHE “CH 

Ru 4 39 11 24 に 集 疾 し 単 核 細 胞 の 浸潤 を 見 うっ 。 し か し な が ら 本 腫瘍 

BA 2 EHR AIT CHE HL SAIC OCHRE LOB 


滝沢 系 17 = 
Ä ci. ° 化 は 比較 的 軽微 で 戦前 迄 用 いら れ て いた 大 島 素 肉腫 に 
346 














委 る 種々 の 変化 は 少 い 。 瀧 沢 , EHATETRRFICHEIRINS. 


冶 の 角 化 像 を 里 す る も る の も ある 。 


MGR: 移 移植 物 よ り 直 # 


に 終る こと が 多い 。 そ れ 故 復元 試験 の 前 に 


の 


せ 人 復元 工 験 を 行い 各 系 共 確 実成 # 


炎 代 し 目下 4 代 ま で 行っ て いう ぅ 。 Ab, EHEN RANK EN OH 


で 両 例 と も 全 成 績 陽性 で ある 。 


AS 


4 + JA. 
買 を 得 メ 


上皮 の 変化 が 


科 腫 揚 を 摘出 二 論 し レ 之 の 復元 試験 を 行う の も ゃ 必 し ゃ 難 事 で は な 
VER, 特に 復元 試験 で は 培 柳 組 織 の 材料 が 小 に 過ぎ て 展 ネ 吸収 等 


RAL 
{CAE SBR SBIN FRE a TORTE 
o ERAIHRHUN DACH RR CB 3 


ER. 


ナ 


HHREIT 


1 Pili Ay 2; 3 Kork 


第 2 表 RE DEAL MAGIEFE 4? OA] 
4 内 は 実験 日 
I I M N V 
一 絹 織 培 Ri Are C15/ > 


C24) 9) - 


AL Alp py ha— IW 
C271) C19 >| 24/ 


移植 一 


Li wy RR} 内 移植 一 


SH MD 復元 試験 15/ 邊 
(24) 


(24/1) 


MLR He 
INNE 
(15/1) 


I 


一 卵 内 移 ke BIER 


BB RATE HE — 5p 内 4 Eh 一 卵 内 4 RG HE 


Cay) Gh) SH 
第 3 表 PRAM A Hae Of 


om) 1 


17/9) 


1 11751) 


一 組織 培 BR 


SENSE 
一 卵 内 移植 [ 
& RAM OLR RBIs 4 表 の 如く で 


LINK CH > KT LA FHAAMASME ERK EO 3 


Te あろ > Bro 


第 4 表 KM, 
大 & 
SE ORR 
In $e 総数 
BR HK 7 38 
ie 
CHEE st ーー > =) 14 53 
mn 移 人 = PEDER go) Mi 67 
* 計 35 158 


LEE HR aE a c 





u - 卵 内 移 Bi — A AGF 





-IIWEH 
| 一 卵 内 移植 
_ 復元 試験 
AIT TF HA OMAHA, 瀧 沢 両 系 肉 隆 に 比 
HARD Work hy る 性格 に よる 所 以 
(六部 省 科 学 刀 究 費 に よろ) 


BILL 


ク プ un Ee 





吉田 , WEIR AHA OMAR HE iT 
肉 Wi ff if R A M 

em Er He 
kr 無 混入 回 数 総数 有 fe TER TR BEN 
30 7 1 Wye 54 0O ı 2 @ 2 
3 6 14 3 9 9 0 0 28 4 30 3 15 
as u 3n 7 do si ese 18 
104 29 25 17137 79 54 4 18 101 77 10 17 
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ZA ED WIEN DBEND REMIT HV T 
Eh 牧 富士 乃 武 に 名 古屋 大 学 : 


On the transplantation ef fowl sarcema into new-hatched chick. 
FUJINOBU KANEMAKI 


116. : 


党 ・ 


N 





HAMOBZ( ED, MEINER 














eto) ig7k 20cc に : Ue CWE eile b 

=O 20 例 を 用 い , その 10 例 に は 両側 

j i Ali; YR 93 HED 4, & CH 死す る まで 
tu vo) 

ee hj イト 3 —_ ん ム 


移植 成績 : NINNIBFSRIRE 10 例 つ うち 移植 後 1 週間 以内 で 移 亡 し た 1 例 を 除き , 9 PEI 


SORWITHETD >72 腹部 移植 群 10 例 つ うち 移植 後 1 週間 以内 で 死亡 し た 2 例 を 





な 例 作 提 の 発育 陽性 で あっ た 多 ち 20 例 中 1 週間 以内 で 先 亡 し た 成績 不明 の 3 例 を 除 


体重 増加 に 就 いて : 接種 時 か ら 隔 日 に 腹 放 に その 休 重 の 章 定 を 行っ た が , 腫瘍 形 
草場 の 重量 を 加 











昭君 も ほぼ 同じ 様 な 休 重 

- て の 体重 夫 加 で ある か ら , 覚 加 は 対照 群 と 比較 し て 日 と 共に 体重 埼 加 度 が 減じ て 
い の と 考え られ 

腫 聞 の 発生 と 死亡 と の 関係 : は 両 群 を 通 
目 較 に 最も 多く 発見 せら れ 。 最も 逝 い 例 は 24 AA た 











FIRE RICH fi ‚al DEIG a =» その 粘 次 化 及び 壊死 は 少 い 。 肩 

| nec UMMC ee Lee HO BET; “ 50X75X50mm © 1 

MOVPE ES Ko TWSLOL SS. 又 腹 部 移植 群 で は 腹筋 中 に 発育 し て , 上 方 胸部 筋肉 内 に 
ひろ が り 胸 腹部 全面 に 蹴っ た 例 も あ 

b) 向 所 見 で は ) # 場 は 主として 紡 鍵 形 細胞 より 成り 





> て いる 例 も ある 。 ARME, 





> たい 。 周辺 部 は 紗 鍵 形 細胞 に 宮 み 


(Uj sr fr Fels in En Ad m OT a 
Bl METER LERNT 











AT IO MAF OPAL Y dO BAL, 又 好 酸 球 , ACHURAAIOWBIZSAUD ED 





Jy EL 37 
Y 時 . い ー 履 選 





SBSICHT: 本 系 統 風 瘍 は 成 各 移 植 の 場合 に お いて は 連 移 は あま り 認め られ な い が , 本 


の 発生 し た 肩肘 群 9 例 中 5 Pic, 又 腹 部 群 





EZ BW て は 極 OT 多 FED Wi FS SBD HAL, iif 


8 {ale 5 faim ks, ICH RZ 


2 FREE BAS % SS 8 Pal, A 7 Pl, 心臓 7 例 , ARBRE 4 i], RRR Pl, TATE 2 





ih Bat7eo ES 17 例 中 10 例 58.8222Z iO HO 





例 , ij 1 例 , 腹部 気 級 2 例 で , wy ずれ も る AK’ hea A Dinen HK 2 IE LEN 


IKT KH NER E CH * ORE OR EO, 一 般 に 表面 に 多く 認め ら 
ALLY 30 個 の 韓 f 
RR 2 


LBC ED RE BS AIT REAR Ds B RELATE O HGH 


7 


11 Lebe 
ith UCHEIPE ETH ODS, 中 





と 生じ し た も の も ある 。 








PECHMLILOND5, 





BX, AKT ER 





+~ 
ハー っ 


i oes 
バレ た だ fa 例 る あ る fe) 
PE CE EA TKZSTER LTR A VRAT Ef Rs 


大 か ら 小豆 大 まで 種々 の 結節 潜 韓 移 を ボレー 般 に 結節 汰 発育 を な し ERE BRE 








肝臓 で は 殆 ん ど 陸 組織 を 認め た い 迄 に 発育 し て いた 。 


RT ba ET Ei; SEK D> ら 





Hit BW Tl TOR IT KALKO Ha & IK L, 


AR NSA wD られ た 。 





小豆 大 まで Ki % た さ の iit 


6 ) SACRE IS AMRNICIS BES BOLL ONAE7I, KRBNTIEL CHR CHK 





LPR OVER, RER ON ei AOR REPE NO HA Ts % HM 


形 細胞 内 及び 大 単 核 球 内 に 美 





iad, 家 凌 肉 腫 組織 に つい て ベス ト 氏 カル ミン 染色 を 施 


正明 し た が , FARR Ie 





認め , MET Ko CHL, グリ ュー ゲン な る 、 





僅か に 大 小 が あり , 細胞 外 に お いて も 認め られ た 。 
結論 : 本 系 統 の 家 江 肉腫 は 成長 家 導 に 移 丁 し た 場合 に お いて は , 殆 ん ど 韓 移 を 形成 し 得 た 
い 程 度 - CH: る が 2 私 が 時 化 直 後 の 極 w の て 幼い 家 史 に 移植 し た ie Cie 100 % の * ZRH Kez id, 


を 形成 レ し た 。 CIL Gila? LG く (KML ATE HERZ Ler y の っ と 考え ら 





Beeb ¢ IL IC EICHE 


tot 


に お いて か く EHISIERTDDI, MTHRORBMOSWOIr, 血液 中 に 自然 に 生活 








中 に 生ずる 家 興 肉腫 に 対す る 中 和 抗 休 が 幼 雛 に お いて は 未だ 形成 され て いな い 事 を 暗示 レ て い 


ICH HPAL EHICHU Cif KE AH 





Hid DS AS り 。 好 酸 性 # AH ed SR fs (CAB HALT: fx cr a IE, = BE Raw き で あろ う o 


(AHRHFFR 研究 費 に ょ よる) 
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117. ZI Hier 2 DI > T 
FEAF, 太田 秀夫 , FREIE て 名 古屋 大 学 病理 学 教室 ) 


On the primary oviduct cancer of the domestic fowl. 
TANETAKA CHIBA, HIDEO OTA, SHOZO ITO. 


Pr 


KH. LHP ae {Cc I IE = DIVE HEN TA; Ehrenreich 山 極 , 林 , KE» 露木 , 新 美 , 森 氏 ae 
の 報告 が ある 。 家 半 に お いて は 卵 管 は 卵巣 , 腸 と 共に 腫 場 の 原発 の 多い 組織 で ある 。 主 と し て 


産卵 期 に ある も の に 発生 する 傾向 が あり , 細 管 球 部 並 に 重 白 分 泌 部 より 発 生 す る 事 多く , 細胞 
は 粘膜 腺 細胞 ょ り 発生 する も の が 多い と され て いる 。 肉眼 的 に は 粘膜 面 に 潰瘍 を 形成 し て いる 
Bl, 壁 全 体 が 肥厚 し て 人 硬 固 な る 腫瘍 を 形成 する も る の が あり , 式 は 卵 管 以外 に 卵巣 に も 小結 部 


SET も る 硬い! (TES te 有 レ て いる も の Bia WAP Bal A 





tk, 胡 白 色 


膜 に 極め て 多数 の 小さ な 栗 粒 大 の 腫瘍 結節 を 有 し , 播種 状 夫 殖 を 伴う 例 や , BORN LI; 
管 の 挫 縮 し て いる 例 も ある 。 

私 達 は か か る 例 を 多数 に 経験 し , 明らか に 卵 管 原 発 冶 と 誰 め 得る 12 例 と 24 POPE 
厚 並 に 賜 間 膜 に 括 種 様 韓 移 の 形成 され て いた 例 の 中 か ら 卵 管 の 原発 と 認め 得 ら れる 6 例 を 選ん 


で , その 組織 学 的 所 見 に つい て 攻 夫 し た 。 
私 達 の 例証 は 卵 fe TO] Wer Az | 腺 部 に 原 : je し た も の が 多い が IB FIT LF ANT 3 や 及 ん で いた 例 


が あ Ds 私 達 の 9 第 ‚563 例 に : ぉ お いて! よ ! Ile} BO icy ieee, GAR Wii 募 を 形成 L, = 部 に は 小結 前 ARE =. な 


nn KE PEL IR NE ELTA. DR ; HE 
> 907 HF ERD (CRO AK TE BD HS ET CWS iL FF 33 5 fyi Be 災 部 , al br ICE 2 c 


47, An ICIS E OK Ts SE VE RET, PRM Ct 8 RIC 
部 状 , BROOME LITT 30 

ERZIEHER SUR, SERIE & ET SIDS X UNO  Z 
KE FREI ZT A208 肝臓 や 肺 臓 等 に は 韓 移 得 を 認め た 例 は な い 。 

組織 学 釣 所 見 と し て は 弾 場 は 腺 組 織 よ ょ り 発 生 し , 腺 型 を 有 し た 例 が 多い が , DSL 
か ら 発 生 し た も の と すべ きも の が ある 。 い ずれ も 腫瘍 細胞 は 主 と UL TIER TB CHIE 7 & 
ャ チン に 富む 。 KS LAHAYE LF, 又 一 方 に は 強く 筋 層 か ら 毅 肌 に 向っ て 塔 殖 し 筋 繊維 
こ は 絢 く 筋 層 か ら 毅 膜 に 向っ て 増殖 し , 筋 織 維 を 圧迫 美 縮 に 了 ら しめ て いる 。 間 控 の 量 は 多く 
は 少く な い 。 小 賜 や 十二指腸 に お ける 甲 衝 よ いずれ も る 蔽 膜 面 に あっ て , ARICA LR ED 
牙 る 腫 場 を 認め , 間 質 の 量 の 多い も の が ある 。 要する に 肉眼 的 に 腫瘍 は 粘膜 に 濱 瘍 を 作り , 峡 


部 , 卵白 分 泌 部 , 或 は 子宮 部 に 原発 し, PECL HETHEICH LL, 毅 膜 を 肥厚 翌 し め て い 


So MBE LIS DEON CH > CHL K り 発 生 す る も の が 多い が , FHA LMM EY 
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も の も ある 。 LRRMBICHW CHK EH UTAMNIIT ER SO EI I 


ETS % 
を 有 し た り , JUVE UCHLI S SOHN IE HELE TSI 4. 
結論 : RR (てこ お い CHE FIT て 原 タ ETSI, # 組織 学 Aal CREA Re eH Hts TERN ee. 


(SRE EOD, BSIARB ee UMT Me LO, WE 


発生 する も る の と が あっ て , 前 者 ! 2 

bw RE OSV LAKE 75 S BE BREI NENNE 538 

る 組織 で ある の で , Zoe T ar SI TV BOTH 
( 交 部 省 科学 研究 費 に よる ) 
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118. 硫酸 銅 に より 発生 せる 自 催 挙 丸 腫 瘍 に 就 て CP HO) 
FRRE 


On the experimental testicular tumer produced with copper 


sulphate locally injected in the rat. (Preliminary report) 
HIDEHIKO ISAKA (The Medical Institute of Sasaki Foundation) 


Since the report was published by I.O. Michalowsky in 1925 that the testicular 
teratoma had developed in the chicken injected with aqueous solution of zinc 
chloride in its testicles of both sides, it was confirmed by many investigators that 
it was possible to produce such tumor, so-called zinc teratoma, experimentally in 
the chicken testicles, not only with zinc chloride but also with zinc sulphate or 
copper sulphate by local injection of these substances. Stimulated by these reports, 
I tried to ascertain wheter such tumor might be produced experimentally also in 
the testicles of mammals or not, by the same intervention of above mentioned 
substances as in the chicken. In this experiment, I found a kind of benign 
testicular tumor developed in a rat treated with copper sulphate as follows: 

A rat, 83 grams in body weight, was injected with 0.25cc of aqueous solution 
of copper sulphate in each testicle of, both sides on 20th August, and the one of 
them was removed on 30th day after the injection. In this rat, a tumor witha 


broad bean size was found in its testicular tissue.of the left side on 379th day 


from the injection. 

Macroscopically, the tumor was observed near epididymis in the left testicle 
mass, and it was like cartilage in consistency and covered with thick white 
not coalescing with any of surrounding tissues. The cut surface of this 
The other part 


capsule, 
tumor had generally dark brown aspect and glutinous appearance. 
of testicular tissue than this tumor was almost occupied with fatty tissue. There 
was no metastasis or abnormal change remarked either in the thoracic or ab- 
dominal viscera in this animal. 
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Microscopically, the tumoral tissues consist from the parts with absolutely 
different microscopical aspects. The one is the part in which numerous ruined 
siminiferous tubuli are found in fibrously changed figures of various grades and 
the other is the part which predominates the cut surface and in which plenty of 
groups of the tumor cells surrounded with the fine connective tissues, rich in 
collagenous fibrils but deficient in blood vessels, are observed. The tumor cell is 
generally of similar size and roundish or irregularly square shape with a rich 
cytoplasma including droplets of fat, and it has a round nucleus provided with a 
single distinctly stained nucleolus and granular chromatin scattered in it in most 
cases. These tumor cells are found in the regular and epithelium-like arrange- 
ment in each field, but they take the gland-like formation in certain part. Not 
a few mitotic figures are seen here and there. The cellular polymorphism and 
atypy are not remarkabie everywhere. 

From these microscopical findings, it seems legitimate to consider that the 
tumor cell is more similar to Leidig’s cell than Sertori’s cell found in the normal 
testicle tissue of the rat. Not a feature of teratoma was observed any where in 
this tumoral tissue either macroscopically or microscopically. 

CATR EWES MRIS X 3) 


119. AFEUALYF TF 2 VICL) BECAZOAPAM 


に 就 て で (予報 ) +H RE 
On the myosarcoma experimentally produced with 
p-toluylendiamine in the rat. (Preliminary report) 
HIDEHIKO ISAKA (The Medical Institute of Sasaki Foundation) 


The fact that papilloma occasionally developed in the bladder concomitantly 
with the cancer of liver with o-aminoazotoluene in the rat made Yoshida in 1935 
anticipate that this substance or its decomposition product may participate in the 
genesis of such a benign tumor too. On the other hand, the decomposition pro- 
cess of o-aminoazotoluene after feeding in the rabbit was proved by Hashimoto 
who has determined that a part of it was reduced and split up at the azo-posi- 
tion and converted into p-toluylendiamine, the most part of which has to be 
acetylated and finally to be evacuated in the urine. The present investigation is 
inspired by the above mentioned facts and it concerns the carcinogenic property 
of p-toluylendiamine, the endproduct of o-aminoazotoluene. 

p-Toluylendiamine, the substance extremely oxydizable and unstable in the 
air, is not fit for injection in its simple from. Hence I have employed from 


0.25 cc to 1.0cc of 0.4% aqueous solution of its chlorhydrate salt for subcutaneous 
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injection repeatedly given on the dorsal region of the rat. This solution being 
also excessively unstable in the air, it was necessary to prepare the solution fresh 
every time. Out of 8 rats to which the solution was injected repeatedly at 
various intervals, only one animal has survived more than one year long. In this 
rat, a tumor of a pigeon egg size was found in the site of injections on 378 th 
day from the commencement of intervention. The animal received in total 110mg 
of p-toluylendiamine chlorhydrate in 72 injections. The growth of the tumor was 
exceedingly rapid and it attained soon a goose egg size. The animal died with- 
out any appreciable other cause on 23rd day after the tumor was noticed. 

Morphology: Macroscopically, the tumor was found subcutaneously, covered 
with a thin, white capsule, not coalescing with any other surrounding tissues. 
The capsule was partially stained in reddish brown colour, the tone produced by 
discolored p-toluylendiamine. The cut surface of tumor had generally white 
aspect, spotted with some yellowish brown, necrotic or hemorrhagic patches. 
The animal body was moderately anemic, but no abnormal change was remarked 
either in thoracic or abdominal viscera. Neither metastasis nor tumor cell in the 
peripheral blood was found. 

The tumor is principally composed of the variously sized cells which have the 
spindle form and are provided with single elongated, fusiform nucleus, rich in 
chromatin. The nucleus has mostly a single, but occasionally several nucleoli 
distinctly stained. The mitotic figure is met with frequently in them. Scattered 
among these principal cells, there are found some multi-nucleated giant cells 
or the huge cell with a giant nucleus. These giant cells have mostly the 
oblong or irregularly round shape. But rarely one meets with the spindle-shaped 
one. They are often seen uniting with the other cells by means of the proto- 
plasmic filaments. It was not seldom that these giant cells have some necrosed 
cell or cellular fragment in their cytoplasma, but their phagocytic nature was not 
ascertainable owing to uncolorbility of the tumor cells by the vital staining test 
with trypan blue and lithion carmine. Beside, the polymorphism and atypy are 
remarkable in the tumoral cells. The cytoplasma of the tumor cells often reveal 
longitudinal striation by Heidenhain’s iron haematoxylin staining. After Azan 
or van Gieson’s coloration, they take the stains in the same way as the smooth 
muscle cell. The tumor cells are found either diffused in the tumor tissue with- 
out any regular order or bound up in the fascicules of various sizes, running in 
every possible direction, hence cut in various axis. These two kinds of the cellu- 
lar arrangements intermingle in the tumoral mass, showing here and there the 
transitory form between the two. The interstitial tissue is generally composed 
of the fine argyrophile and connective fibrils which penetrate into the tumor 


mass, encircling and dividing the tumor cells in groups. They envelope also each 
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giant cell individually. Such stroma is thinner in the part diffusely populated 
with cells than in the fascicullated part. In the former part, the fibrils appear 
after silver impregnation as the slender branches of faded tree. However, any 
elastic fibril was nowhere found in the tumor. The connective tissue cells as 
well as the blood vessels were rare in the tumor. Some red blood corpuscles were 
seen in the lacunar interstices among the tumor cells, being absolutely deprived 
of the capillary endotheliums. Such particular structure is especially conspicuous 
in the fascicullated part. 

From the above enumerated histological findings, it seems legitimate to 
diagnose this tumor as a case of leiomyosarcoma. 

Transmissibility: 31 rats out of 39 (79.5%4) in which I have tried the sub- 
cutaneous or intraperitoneal inoculation of this tumor tissue have taken. It is 
now in the 5th transplantation. The subcutaneous transplant develops in a 
nodular form which attains often to a hens egg or even to a goose egg size. 
The intraperitoneal transplant forms also the tumoral growth on the grand 
epiploon and the ascites which contains a few tumor cells becomes sanguinolent 
at length. In both cases, no metastasis was observed and no tumor cell was found 
in the peripheral blood. As for the heterogenous transplantation, I have tried 
inoculation test in the pure Swiss strain of mice without success till now. 

( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


120. 針 獲 好 発 系 マウ ス の 分 離 
HIMMEL, WERE 


Segregation of high mammary cancer strain of mice 
YASUYUKI AKAMATSU, YOSHIHIKO TSUBURA 


(The First Pathological Institute, Osaka University) 


Strain of mice. In August, 1947, Yoshimoto, professor of bacteriology of Nara 
Medical School, purchased stock mice from Yata Animal Farm near Osaka city. 
Yata’s animals were descendants from mice raised in Gifu district. Among off- 
springs of Yoshimoto’s mice, he found a few spontaneous tumors growing. Aka- 
matsu, student of Nara Medical School, kept one pair of these mice and found 
female had developed a tumor in December, 1949. It cannot be considered that 
the well-established high tumor strains, such as A, C3H or dba strains might be 
mixed in this strain. This study started from this pair of mice. 

Authors are indebted to Dr. Shinkai for his help to this study. 

Incidence of tumors. The original pair produced two males and three females. 
One of these females was mated to her father, and Akamatsu named them A 
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strain. Other two females were mated to their brothers. These couples were 
named B and C strains respectively. In the second generation, only C strain 
developed tumors. From these facts we, Tsubura and Akamatsu, have had the 
hope of segregating a high mammary tumor strain of mice from the progeny of C 
strain. All of these strains have white coat color. 

Until March, 1951, the number of tumor mice has amounted to seven. It has 
been noted that only breeding females developed tumors, but tumor incidence in 
virgins cannot be known, because we used all female mice to get litters. Two of 
three mice of the first generation developed tumors, the incidence being 67 per 
cent. Three of the five females of C strain in the second generation were posi- 
tive, the incidence being 60 per cent. The third generation has not yet reached 
the average cancer age, but one of C strain in the third generation developed 
tumor in February, 1951 (Table 1). 

Table I. Strain and incidence of tumors 
Stock mice in Gifu district 
I 
Yata Animal ‚Farm near Osaka city 
Note 
© female [_] male 
© tumor mouse ! 
left upper number (Akamatsu) 


! 
(August 1947) 
Nara Medical School 


represents the tumor a, 7. 
number(See Table I ) original pair @ [ |-------- ~parent 
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Pathological feature of the tumor. As a rule, tumor develop subcutaneously 
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Be 4th generation 


on the ventral part of the mice of 7 to 15 months old and they die one or two 
months after the development of tumors. Metastasis did not occur except when 
a surgical operation was done to the tumor. Metastasis were seen in the liver, 
lung and spleen (Table 2). 

The gross appearance of this tumor shows usually a soft, dark-red, sometimes 
grayish-pink color, and the tissue is fragil without capsulation. Microscopically, 
they were typical adenocarcinomata. The cells were cuboidal and comparatively 
uniform in size showing mitotic figures. They were arranged to forming small 
duct, here and there, filled with reddish stained homogenous substance, perhaps 
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Table 2. Seven cases of spontaneous mammary tumor of mice 


No. <teni,, | genera- 2 ee tumer age site (mam- 
tumor train "tion Sex breeding in months mary gland) EEE Gente 
¢ an 1. III Metastasis to lung and 
1 parent 3 breed ara 1 V ze 
2 C breed 1,: BY 
3 A 1 8breed 15-18 1. IV u ee 
me ‘ | ee 人 loss of blood after ope- 
4 C2 2 breed 9 lov anion 
5 C4 2 breed 9 3 ee suppration 
8 ER , < loss of blood after cpe- 
> a‘ in 
6 C6 2 5breed 10—11 の al 
7 C4 3 4 breed 7 r. PE living 


milk. Sometimes the ducts were filled with proliferated epithelium just like the 
medullary carcinoma. In other cases a metaplasia to squamous cell carcinoma was 
observed. 

Pathological features revealed that this tumor was the spontaneous mammary 
tumor of mice. 

Transplantation of this tumor. The experiments of tumor transplantation 
were done fifteen times using 101 mice. 

Spontaneous mammary cancer of C strain can be transplanted neither to stock 
mice, nor to low cancer B strain but easily transplented only to the same strain 
regardless of their sex, age and site of transplantation. Even in the C strain, Cl 
strain were resistant to transplantation and are regarded as the subline of C 
strain. Tumor cannot be transplanted to the parental male. This result suggests 
that the original parental male might belong to a low cancer strain. After the 
second serial transplantation, tumor tissue could not be transplanted to stock mice. 
After fourth serial transplantation, tumor tissue could be transplanted to CI or B 
strain which had been resistant after the second serial transplantation. 

Summary: 1. Akamatsu found a new strain of mice with high incidence of 
mammary cancer. 

2. Only the breeding female could develop tumors in their 7 to 15 months of 
age. Tumor incidence was 67 per cent in the first generation and 60 per cent in 
the second generation. 

3. Tumor represents typical adenocarcinoma. Sometimes the metaplasia to 
squamous epithelium was observed. 

4. Tumors cannot be transplanted to low cancer strain, but it has become 
possible after the 4th serial transplantation. 

5. Transplantation experiment revealed that the original parental male be- 


longed to a low cancer strain. ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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Adenocarcinoma of the uterus in a rabbit. 


TSUNETO ARAI, HISASHI KATAYAMA 
{PET 2 PRR AFF LORS ARE ORTEN NT, Ev + FORE 


し た 。 実験 と の 上 直接 関係 に つい て は 不詳 で 





牧子 宜 に 比較 移 短 期間 内 に 明 痛 の 多発 する の を 


ー ト 


SDS, 極め て 稀 な 発生 例 と 考え られ る の で , その 要点 を 報告 する 。 
EB: (Ki Akg KR 3.5kg) OKAY FF, 妊娠 し 正常 分 妖 経 過 3 H TIL ER 


施 。 そ の 型 日 より た 塩酸 モス チ ヂ デン 0.1g 水溶 液 と し て 連日 腹腔 内 に 注射 。 





POIIKTF SO EM, 胎 見 発育 レ し つつ ある も の と 誤診 。 途中 流産 す 





よう に 処置 すれ ん ば, し ば し 流産 する 30 日 経過 後 ( ヒ スチ デン 
了 に より 展 殺 弟 検 。 子 吾 に は 妊 娠 所 見 な く 幅 瘍 の 多発 が 見 られ た 。 


PNB OF RRR WL: 他 職 話 所 見 は 省略 。 [EMAIL BI, 最大 つる の は 
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腺 病 の 所 見 を 早 す る も の が 大 部 分 を 占め , mix AH Hed 2) SS ER FE SEF MEIC LBL Ap FL, 
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HHBRCHE LC, HADITAPEOR MOM Haha, 両者 の 関係 に つい て 興味 が 深い 。 聞 臣 に 誠 
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宮 朋 后 の 発生 は 極め て 稀 に 報告 さん て いる に 過ぎ な い が (Shattock, 





あと が き x ウサ ギ ゴ 
Selinow, 片瀬 , Stilling u. Beitzke, Rusk and Epstein, Wagner) ArEOoRIELLIEL 
ば 見 られ る ら も る の の 如く で ある 。 これ ら の 報告 と 本 例 と を 照合 する と , その 発育 は 比較 的 速 か で 

り , 子宮 側 製 帯 の 附 著 部 に 位置 する 点 は 殆ど 全 例 見 られ , BME OF FEE RMOMM 
の 加 性 化し し ば し ば 認め られ て , 時 に は 両者 を 明確 に 区 別 し 難い 例 も ある と いう 。 そ の 発生 母 
組織 こし て は 。 REICHS ED TARE BHA BAL, 本 例 で も 明 : か に 該 部 か ら の 』 腺腫 の 発生 乃 


4 Eee ER iy な > 
る ろ 。 又 ウサ ギ 了 子宮 の 特性 か ら , 腺腫 或 は 冶 腫 共に 多発 する 例 が 多く , 本 例 


が 見 られ た が , 甲 移 に つい て は 証明 し 得 な か っ た 。 従来 の 記載 に よれ ば 殆 





“なく 上 腺 六 で あり , + の 関係 に こつ いて は 直接 の 影響 は 強調 され て 居 ら ず , IHR の 機会 に 
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を 見 され た も の が 多い が , 本 例 の 場合 で も ヒス チ ヂ ン シ 代 謝 と の 関係 は 全く 不明 と 去 わ ざる を 待 
/ さっ 
ステ ナン の 代謝 と 如 HE The & ら 関 係 に EFIUNTCER EL Vy, 7 ro I ae, SH He LITER 
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する の が 14 例 中 2 例 , MOKMEMTS nt LORS MLO RAO 


兄 ら れ た の で , モス チチ ン の 代謝 が 内 分 泌 の 機能 と 関係 が 深い か ら , ヒス チチ ヂ ン の 代謝 と 全く 





無関係 で ある と る 断定 し 難い 。 
122. Es OU: 高橋 康之 助 
名 古 性 大 学 病 理学 教室 ) 
The permeability of tumor cells 
KOUNOSUKE TAKAHASHI 

細胞 の 新 陳 代 語 に ち お いて その 形質 膜 の 透過 性 は 重要 た る 役割 を 有 レ し て いる と 思わ れる 。 腫瘍 
品 胸 の 新陳代謝 の 研究 は 古く か ら 盛ん に 行わ て ん て いる に も 拘ら ず , その 透過 性 に 関す る 報告 は 
邊 < 少 い 。 こ の 衝 過 性 に 関す る 研究 は , 新陳代謝 は 勿論 , 種々 な る 実験 の 基調 を な す も の と 思 
っ うれ る の で , 透過 性 の 実験 に 比較 を 用 いて 観 穴 を 行っ た 。 

BOKANERBRHAENIT HE ZN し た 腹水 を スラ イド グラ ス 上 に 滴下 
し 寿 々 た る 溶液 で 10 倍 に 稀 秋 し 同一 細胞 の 直 経 を 時 間 を 追っ て 測定 し その 容 策 変化 か ら , そ 





7.5 に 調和 師 し た 。 M/50 リン ゲル 液 (1Mol リン ゲル 液 : 1Mol NaCl 
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100, 1Mo] KC1 2, 2/3 Mol CaCl, 2.1), 及び M/50 NaCl 中 に て は , RR 2 CAR 
OHKBLT, 105 BL 30-40 分 後に は 細胞 の 容積 は 略 * 原 形 に 迄 同 復 


ik (M/25) に お いて も 呂 同様 結果 が 得 ら れ た 。 これ は 塩類 イオ 





Sitz. fel M/25 Hin 0.4% プラ ビア ゴム 


ji PD lie > Fir - thy +~ = a se oy 
ERLITT ZAR TEE SI, その まま の 大 い 








ae Falk Liu 
For HR ROTER SAL TOD 


ur 


iy RHO MEIC BIER HET DB, そこ で 之 等 の 物 買 の 塩 
Us 


NaCN, NaF, 等 | 


rt 


類 イ オン の 透過 性 に 対す る 影響 と 同時 に 之 等 の 薬品 の 吉田 肉 ! 





MUST TEN 





まず NaF を 用 いた 。 部 ち M/50 リン ゲル 液 中 に NaF を M/100 濃度 に 溶かし た も の を 用 


We SOM er NaF は MLS0 vr ID All 同様 の 結 won Lb, 稀釈 後 10 分 で 


始め , 60 分 後に は 著しく 減 縮 す る 。 爽 に M/50 リン ゲル 液 中 に NaCN を M/200 中 


NED sr, 
VE 4 


で は NaCN を 中 和 し て CN Jeo a a 





ee ニニ ザッ ニン フー 
度 に 溶かし た 溶液 で 実験 し た 。 こ の 箕 過 性 の 実 


lfd ま 人 に ) 寺 い た 。 Hi Rite 5 分 一 10 Zr 





る の は 。 
LAR CIAL, その 後 僅か 容積 の 減少 を みる が , M/50 リン ゲル 液 独 の 場合 に 比べ 廷 か 
こ 少 いこ と が 分 っ た 。TNaCN の 濃度 を MU500 に し た 計 に は , その 減 縮 度 は 殖 ん ど M/S0 | 

中 し た 。 M/200 NaCN 中 に て は -- 見 CN 基 の た め 減 維 





5 ae oe rae 
kD, それ が 主 に 水素 イオ ン \ EE OR? [で ある こと が 


た 。 M/200 NaCH の M50 リン ゲル 液 の pH=9.6 で あっ た 。 そこ で まず M/200 NaOH 


9 SJ) th 


の M 50 IVF rw CHR FE ET ANZ, 10 分 迄 は 容積 の 埼 大 が 綻 き , 30 分 以後 
に 減 縮 を 米 し 始め た 。 駐 M200 NaCN の M/50 リン シゲ ル 液 中 に アデ ノシ ン 三 甘 酸 の Ba- 
塩 を N 10 HCl で 溶かし , N10 NaHCO, ° 
が , 著 変 が 認め られ ず , これ ら の 添加 に ょ ・ 





> っ Kim OD » Taf! 32< マ 7 だ ー アバ > >12 nn 1 MINI ee ee SZ ェ En っ ‘ge 
720 SalspO Qa NaCN 溶液 中 の Ale: アル カリ DIET “72D BEDCODA cCHALMALY 





x カ ゝ みう ED 7 3 i ter 1, Ho BY = に 比べ IE AE- 2 傾向 ? AD 4 L727) x 


ミ れ て いて と の 現 Ge). る 移ら く は アル カリ の WIL = ,CEDA I, 





+ 


M 50 NaCN THALE OHR EL I io 一部分 が 特に 大 きく 了 膨大 し 





"PAE" 型 を 早 し , 宛 か も 分 像 末期 の 像 を 時 する が 如き も る の を 見 る 。 そ し て それ は 敬 麻 の 
Pini EMME, 核 だ け を 認め 得る に すぎ な く な る 。 か か る 現象 は M 200 NaCN 
N 50 の リン ゲル 溶液 中 に て も 軽度 で は ある が 散見 され る 。 この ュ す る る の は 全体 か ら み 
て , 必 ま し も 多く は な く 且 つ "HSE" 型 え の 中 間 型 が 殖 ん ど 見 られ な いと いう 事実 は , W 
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OW =Ipos> Hii onsale NaOH や タン グ ス テ ン 酸 フー ダ 等 に 対す る 特異 的 態度 と 何等 
Zr 7) iD: る る De の 様 に 考え HAL: る が 未だ HY ] ら か な ! ら Lis DE ET は 到 っ て いな い 。 


( 文部省 科学 研究 費 に ょ よろ) 


123. 可 移 植 性 家 卿 肉腫 の 生 骸 染色 に つい て 
BRIER て 名 古 性 大 学 崩 理学 


On the vital staining of transplantable fowl sarcoma 
SHIRO ITO 





READ EAYE ICRI TIS CIC (ORCS HSAs, 私 は 今回 新 ら 


AWTS GR CHES ERE (4 OE EAE (4 © iti LC RELA LR OO BE 





EL, LIC ks CREAN CHM ST S AMR O Bsc & 5 と し た 。 
) 超 生体 染色 を 組織 片 に 施し て 移植 可能 の 有無 を 


を 4229 チ オン , カル ミン 液 中 に 浸漬 し , -- 定 時 間 後に 良く 水洗 し 健康 家 妹 の 皮下 に 移 古 し て 


N 
= 


LIKE. KORA 





風 場 の 発育 能力 の 有無 を 概 レ し た 。 耐 し て 得 た 成績 は 次 の 胡 の よう で ある 。 





bee gy ERBEN Shit 
1 15 分 4 “ 
2 2 分 + 


3 1 時 間 i 
1 


4 時 1 2 
5 3 PERI 2 
6 15 Eh] N 2 = 





ale ot > an, Nee HL Hm ュー Tanna アン ~~") $- Uy 14 1 LE /n % ijl. >. a 

WM 2 VU BEET AGRI BOHREN RO FT & 性 を 示す が ッ N 
M > < any YY ーー お お) 4: OM, TS LIE LE の = 8 Zn IE + & ‘hE = 
SH LED BE HRORTAEIRAR BMoh FL CEE BE MIEONENKS PET 


Lil peters =e 
DER COHDo 


an ti 


6 PERRIS IV CH LAUT CE CALARTS 3 & ORT a POT OAH 


Dr 


ュー ーッ 日 婦 本) テア だ が た = 2 ate pt.) ka oe yj, > Via 
ss «i RR N IMESRTZ て Ar Re tn FY So EN >. aie は 赤色 の カル ミ vH 





DA 
1 


HEM LETT Chad SOBA ED, その 周囲 の 新生 組織 部 に は カル ミン 頼 粒 を 





HEIRS SAH YBN Dt STAR CHR LCV EB OM ERM Zits, TORY 


AY QI RAR SEE Sao WD = VIRAL HER LURK YL OCHSAI, 移植 し な い カ ルミ ン 





iy bade る 
URSA 





KIT ASV TIL PEO Iie 
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2) 42 リ 9 チ オォ オン, ANTVEREAEHRAINHREALT ER, 腫瘍 の 発育 吐 盛 な る 
時 期 に 腫瘍 組織 内 へ 直接 カル ミン 液 を 注入 し て , 数 放 間 後列 出し 組織 学 的 に 松 査 を 施す 。 

a) 大 還 核 円 形 細胞 内 に は 多量 の 大 小 不同 の カル ミ > 粒 を 証 す 。 又 中 に は 核 の 染色 され た 

大 草 核 円 形 細胞 も 認め る 。 

b) 性 瘍 の 主 成分 た る 編 鍵 形 細胞 は カル ミ ン の 注入 され た 部 位 に お いて は 僅か に 色素 頸 粒 を 
HL, それ と 共に 細胞 全休 が 靖 夢 性 に 下 等 無 構造 に 染 音 され て いる 。 双 直接 注入 され た 部 位 


i. 


» ATMEL 7c HE BEN TED HL ER CH TSF EB EAS 





な お 更に 離れ た る 部 位 に お いて は 主 と UTKHUY BEN WORAN: 
C) 注入 部 及び 生 離 ん た る 部 に お ける 好 酸 球 内 に は カル ミン 頸 粒 を 有 す 。 


3 ) 財 汁 を 家 興 肉腫 組織 内 に 直接 注入 し た 実験 。 

a) 大 核 円 形 細 胞 内 に 墨汁 頼 粒 を 著 明 に みる 。 

b) 腫 場 の 主 成分 た る 紗 押 4 形 細胞 内 に も 注入 部 位 に あっ て は 比較 拘 多量 に 雲 汁 頸 粒 を みる 。 

C) 注入 部 位 の 好 酸 球 に 墨汁 頸 粒 を みる 。 

d) 血管 内 度 細胞 は 微細 な 思 粒 を 極少 量 搬 取 する も の が ある 。 

4 ) 家臣 肉腫 を 移植 し た 家 区 の 静 脈 内 に カル ミン 液 を 注入 し た 実験 。 one 
me を 5 HHA LCR Rats まる 。 

a) 主として カル ミン 団 粒 を 播 取 する の は 大 溝 校 円 形 細胞 で あっ て , BER LOSE ICH 
い 部 分 に 多い 。 

b) I 


で ) G-REREL IN 2 VBE chillen SAS N BET SIT, 好 酸 球 





BOANMK IT 7e S HRM MIT < ACH SISA MW ミ VRE 





は 腫瘍 の 周辺 部 に 多く , Br > VRE EHRHE SARE GID CIO Hh BEET IE & 


te 

部 に 多い 傾向 が ある 。 
以上 を 総括 する と 
A) 家 共 肉腫 組織 を 9 チオ ン , カル ミン に よっ て 休 外 で 染色 し て 度 下 移植 し て も る 直 な く と る 


te tte pate 


ZN GE ETE) ER E FAT FE CH Sq NT TS WE Ae 


その 移植 草 が 組織 内 の 細胞 に ある の で な いこ と 


> u = II tata 
され て いる が , 腫 場 発生 能力 の つ あ る こと ! 


Rt 


vr 


示 レ , 移植 周囲 の 固有 細胞 を UCM (Eb LDS CHAD KH LOS, 移植 陰性 の 時 は 


= 


RR FRE TR > FH EATS o 
B) MALAWI CUBED 2s YER EATS EDER EEE HT 
MORE VERO EIE ZiT S ED. 
ek 


C) カル ミン を 静脈 内 に 注入 せる 場合 に は カル ES Vo > SACHE 
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円 形 細胞 の 〇 み で ある 。 
D) 腫 間 組 織 の うち 常 存 す 

る 紗 鍵 形 細 胞 は 播 取 能 が 極め て 答 弦 で ある 。 KASS HAM 

の と 私 は 信 ん ず 


する 大 晶 核 細胞 や 好 酸 球 は 腫瘍 と し て の 主 成分 で は な い が 失 取 能 が 


時 盛 で あり , 主 成分 た 
の 超 元 は , その 性 能 上 か ら す る も 異な っ た LOCH り , 両 者 の 移行 は な いる 
( 交 部 省 科 学研 究 費 に こよ る) 


Do 


124. ZA AME Oo Ally cH VC 
横山 千里 名 古屋 大 学 病理 学 教室 ) 
On the cells of fowl sarcoma 
CHISATO YOKOYAMA 


般 に 称し て いる 家 薄 の 粘液 肉 星 を 構成 する 主 な る 細胞 は 長 紡 鍵 形 , er 


YN 


は 椿 円 形 に 近い 細胞 で ある が , これ ら の 大 さ , 頻度 分 布 を 検索 レ し , それ 等 に よっ て 細胞 の 本 質 
LT, 私 は 星 盛 な る 発育 時 期 に ある 家 懲 肉腫 30 例 の 塗 抹 に よる ギュ ザ 染 色 標 本 に 


KORK, 短 穫 等 を 計測 し た 。 細 胞体 の 長径 


よっ て , 総数 1050 個 の 貴 揚 細胞 の 長径 , HR 
-E Ben HIT お いて 47.16 2, Mode は 37. 3 / N の と と ろ に あり , 標準 偏差 


414.9 を 示す 。 し か し て , と れ ら 頻度 分 布 を シヤ リ ェ の 級数 に ょ り 近 似せ し むれ ば 


は 私 の 概 索 の 値 で は , 


2ro 


/ N Bo N = 
Pe) => — (2) — V9 「 あの + = DT 但し bole) = pe 
V Hs 3 V fly V 


2 


ER (3) / my! 
の = —0? a — =e 
5.) da”, Lis » Py (/。) 3 2 (415’)? 


実測 折線 と 比較 する と 実測 値 に お いて は 45.54 の と ころ に 一 つの 深い 谷 が あり , 近似 曲線 


ED, OFFER レ て いる が , こと これ は 測定 に お し Y て | CHEER DO HEFL の と と ろ に に fh 5 Fe こる OTC, iH | 定 


YI ンコ d= 2 ans 478 z= mm - x ナ る 
法 に よる 。 は ずれ と 考え 得る の で , その 差 は 埋め 含 は せ 得 る る の と 思わ れる 。 近似 曲線 が 正常 


束 諾 の 比較 克 絞 人 徐 7 な San ful. 状態 を 】 AR > jj 電電 5D 大 





+. , ゞ - > Jey eA 7 py) ~ Ihe 
Til iw n % EZ 9 が 4 し C いり DKNE 


43 Ik 
き さ が , これ ら の 衝 点 の 近く に ある こと を 推定 する こと に より 設 明 さ れる 。 炊 に 細胞 の 短 衝 に 


つい て も , 同様 に 邊 均 値 8.14 4 Mode 8.444 の と ころ に ある 。 標準 偏差 は 3.39 を 示し て 
いる 。 上 式 と 同様 に し て シャリ ェ の 曲線 を あて は め る 。 6,=1.04, 6,=3.7, と の 場合 に お い 
て $ 長 径 と ほぼ 同様 の 頻度 分 布 を 示し て 居 り , これ が 訟 明 に は 特別 に 異 っ た 理由 を 見 出し 得 
い 。 桜の 長径 に お いて は 下 均 値 11.974, Mode は 10.584 の と ころ に あり て , 標準 偏差 は 


3.3 で ある が , 更に 1a 近く に 高い 山 が ある 。 こ と の 例 に お いて は 実測 折線 か ら も 予想 され る 
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如く , 単 一 な る 正常 曲線 に よっ て 近接 し 得る と 考え 得る に は , まり に も 隔たり が 大 で ある 
Oc, 実測 値 よ り 13.552 に お いて 二 群 に 分 ける こと が 適当 で ある と 考え , 次 の 如き 式 に ょ っ 
て 近似 させ た 。 


—— N N 5 = N r? の dad (x 
Pay) AVA: g (4. EIN の 但し の の) 
V Ls 3!V pe AY py ヤ 2a da", 


® 
| 
: 
> 
& 
lI 


二 群 を 夫々 <A, B と すれ ば A 和 群 に お ける & は 2.7, & は 5.1, B 群 に お いて は A が 1.1 
% が 2.7 と な り , これ を グラ フン に すれ ば これ ら 曲 線 の 夫々 の 山 の Mode は 10.48/, = 15. 
36 / の 点 に あっ て , これ ら の 大 き さ に お ける 比 は 約 1.5 倍 位 で ある 。 こ れ は 先程 の 設 明 に お 
ける と 同様 に 同じ 時 期 に お ける 核 の 大 き さ に お いて , -- つ の 分 布 を 示す と 共に , Roh 
時 間 の 長短 に も と ずく 頻度 の 大 小 が , と れ ら に 関係 する と 考 う べき で , 従っ て Mode 10.48 / 
15.6 2 に お いて は , か か る 時 間 の 延長 され る 位置 た 考え られ る 。 即ち 最初 の Mode の 位置 
に お ける も の が 核 正常 の 大 き さ の 分 布 で ある 。 大 な る 方 は これ ら が 分 像 に か か らん と すう も る の 
発育 の 最大 に 六 し た も の と 推定 し 且つ その 状態 で 分 像 が 抑 像 され た 状態 に あ る $ の と 思わ れ 
So 更に 短 径 に 関し て は 下 均 値 6.61/,。 Mode は 6.284 の と ころ に あり 標準 偏差 よ 1.93 を 
示す 。 長径 に 見 る よう な た 特別 な 事 は 見 出し 得 た い 。 TUR AG ENTF 
し レ て 直角 に 行わ れる こと の 多い こと と が -- 原 因 と な る で あろ う 。 区 に 上 記 と 同様 の ギ ム ザ 染色 に 
XL SPREE 37 例 に より 細胞 核 の 分 像 像 を 検索 する に , 腫瘍 の 最も 吐 盛 た 発育 期 (移植 後 2 
週間 前 後 ), ie eae 分 裂 期 に ある 細 
胞 は 多く 膨大 し て 短編 鍵 形 を 申す る を 常 と する が , 長き 紡 細 形 細胞 その まま に お いて る 核分裂 
が 誰 め 得 ら れる 。 だ か ら 紡 鍵 形 細胞 の 分 旭 は 椿 円 形 又は 短編 銀 形 細胞 を 呈し て 行わ れる も る の と 
紡 銀 形 細胞 形態 の まま 行わ れる も の と の 二 群 が ある 可 く , MBC BAI 17 個 , 中 期 36 
個 , 後期 21 個 を , 前 者 で は 前 期 の 状態 に ある も の を 13 個 , 中 期 150 個 , 後期 28 個 を 数 : 


Yo な お 分 像 期 に ある 円 揚 細 胞 の 長径 は Ba kD 54/ OFC H DAR ir 22.84 CH 





So 短 径 は 4 から Ya の 間 で 下 均 は 8.34 で ある 。 り れ ら の 細胞 の 長径 は 全幅 
下 均 値 よ り も 小さ い 所 に あり , 短 径 が 牌 均 値 より, 策 < 大 と な っ て いる が , これ は 分 有 像 期 の 細 
胞 は 膨大 し て 短 紡 鍵 形 と だ る の が 多い 事 を 示す も と 思わ れる 。 又 上 記 の 標本 より , これ ら 紗 銀 
Me USS, 椿 円 形 細 胞 の 中 に 泡 状 物 を 有 し て いる も の を 見 る 。 泡 次 物 を し な いで 
何 の 変 化 を も 有 し た な い 紡 鍵 形 細胞 100 に 対し て , 少数 の 大 泡 状 物 を 有する 細胞 1.4% Hix s 
数 を 有する $ の 10%, 中 光 状 物 を 少数 有する も の 2.5%, 積 < 多 数 有する も の 1.6 2, 多 
数 の も の 1.122, 小 泡 状 物 を 少数 に 有する も の 2.1%, 精 < 多 数 の も の 1.9%, 多数 有 す 
る も の 2.1% が ある 。 これ ら の 中 , 大 な た: る 泡 状 物 は 細胞 KIRN HL も る 状 を 見 る と ころ か 
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ら , ZA ORTE KH LTL, 播 取 され た も の つ で は た な くし て , 細胞 体内 に 形成 され る 物質 
の me) & 思 は れ る O 
以上 の 如く 家 問 肉腫 細胞 は 計測 に よる 炉 値 が ぶす 如く 紗 鍵 形 細胞 で 比較 的 小さ く 椿 円形 の 楼 


て 短編 鍵 形 を 星 す る も の が 多く な る 。 IE 


と a ee a ~AL. A>BMHAIC RA LER It eee に に 
て fi し レ し て いる が , 4 ZT KRE&é FEIT Kh IN 大 


スム ザ 染色 に よる 塗 抹 標本 か ら 僅か な が ら も 泡 状 の 物質 を 認め 得る 。 細胞 形 は 発育 期 に お いて 主 
こし レ て 有 締 分 像 の 各 型 を 認め る 事 が 出来 る 


( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


ti) 


125. KAO RMA IIE CS 4 者 
( 妊娠 家 更 RKO 変化 ) 
RSE, 貴島 秀彦 , 天野 順 夫 , 長谷 川 悠紀 夫 


Cytological studies on omsntum. (4th report) 
SETSUO HAMADA, HIDEHIKO KISHIMA, TOSHIO AMANO, 
YUKIO HASEGAWA (Department of Pathology, Osaka University) 


In the course of our investigations of omentum in the early stage of Yoshida 
sarcoma, we have happened to find specific cells emerging into this tissue of rab- 
bit near term as well as just after delivery. 

These cells are strikingly great, nearly oval and rich in protoplasm, which is 
foamy and stained light blue by Giemsa stain, deep red by Unna-Pappenheim 
staın. 

Eccentric nucleus of these cells, in numbers varying from one to several and 
more, have some apparent nucleoli. 

Now, this fact being unreported as yet, we shall describe the results of our 
study on the morphology and the origin of these cells. 

Experimental Methods: The omentums for this examination are removed at 
laparotomy from six healthy rabbits, on 20th day, on 26th day, on 31st day of 
pregnancy, 24 hours after delivery, and 4 days postpartum.* And these tissues are 
prepared for the spreading specimen, as soon as removed, and stained with Giemsa 
stain as well as with Unna-Pappenheim stain. 


The omentums of women are also studied. 


Results. 1. In rabbits. 


: : ‘ = Non-phagocytic Cells containing 
N > ¢: = I ant cells j . 
No. Examined on Giant cells AT 4 globulin crystalis 
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2 20th day of pregnancy = 


2 26th day of pr. 

3 27th day of pr. = 4 a 
4 31st day of pr. r ーー 
5 24 hours u 


after delivery 


4 days 
after delivery 


2. In women 
Cases Examined on Giant cell Non-phagocytic cell 
A 10th month of pr. Hr 
B Y tt 
C ク Hr 


In No. 1 and No. 2 we found increase c’ non-phagocytic cells, the larger of 


, 


which contain the ‘ globulin ” crystalls. 

The foamy chain-like cells, specific in No. 2 appear to be identical with those . 
giant cells. 

In No. 3, No. 4 and No. 5 the giant. cells settle along vessels and on the 
membrane of omentum, and in No. 6 these cells have already disappeared. 

In 3 cases of woman of the 10th month of pregnancy these cells are found 
numerously along vessels, poorly on the membrane, and are considered to have 
the same origin as in animals though the structure of them in woman is rather 
unclear. 

Discussion: In our experiments these giant cells are found to exist from 
near term to just after delivery, and it is interesting that these cells in our opi- 
nion originate from the placental cells, and suggest the fate of them. 


126. FFA EO AMEN PERS & uf D HEE 
吉 尾 正四 , PRE, 安部 弘 昌 , 池田 健二 認 
Cytological and haematological character of Yoshida sarcoma 


MASASHI YOSHIO, TADASHI TOZAWA, HIROMASA ABE, 
KENJIRO IKEDA (Department of Pathology, Hokkaido University) 


In this paper the morphological, functional and immunological changes of Yo- 
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shida sarcoma were studied, and were compared with those of monocytes in the 
abdominal cavity of rat. And also the meaning of appearance of tumor cells in 
the blood was discussed. Yoshida sarcoma has the closest character to the so- 
called monocytes from the aspect of “form of nucleus’’, ‘‘ figure in supravital 
staining ’’ and ‘‘ phagocytic ability ’’ (Yoshida). 

Immunologically, healed sera of Wistar-rats (W) agglutinated Yoshida sarcoma- 
cells and monocytes in the abdominal cavity of Yamashita strain (Y) equivalently 
and they agglutinated, moreover, monocytes of W. rats and of mice, too, but they 
did not agglutinate erythrocytes of Y-rats. From these facts we can suppose that 
these sera have organ-specificity to monocytes. 

Degenerative changes such as caryolysis, cytolysis and vacuolar degeneration 
of Yoshida sarcoma which are caused by healed sera of roof rat (K) corresponded 
almost to those of monocytes in form. 

When healed sera of W-rats were injected into the abdominal cavity of Y 
& W-rats, tumor cells disappeared after characteristic vacuolar degeneration, while 
monocytes change into the similar vacuolar degeneration forms, but renewed again. 
Namely, Yoshida sarcoma is closely related immunologically to monocytes of Y- 
rats. 

In cases administered with chemical substances, i, e., colchicine, nitrogen 
mustard, urethan, etc., tumor cells as well as monocytes indicated nearly similar 
degenerative forms but monocytes degenerated earliers than tumor cells. 

From the fact that Yoshida sarcoma cells have the closest relation to monocy- 
tes in the normal situation and also in the degenerative form against immune 
sera or chemical substances. It can be said that this tumor is monocytoma. 

The interesting subject is its behavior in the circulating blood. Animals 
(Y, mixed strain) which died typically of tumor transplantation showed normob- 
last, polychromasia, and anisocytosis in red blood corpuscles, accompanied with 
anemia, while neutrophilic leucocytes increased. Tumor cells implanted in the 
abdominal cavity appeared in the circulating blood two days before death and 
indicated ca 6% in tail blood and 20% in heart blood in the last stage. 

In cases implanted intraveneously tumor cells were found in the last stage 
6 一 1922 in tail blood. (Total number of leucocytes was 20,000—25,000). 

When foliamin (folic acid), flesmin (B 12) and vitamin C were administered in 
the animals transplanted with tumor, tumor cells appeared in 3-4 days in the 
circulating blood and increased thereafter and reached 10-37% in the last stage. 
Leucocytes number was 30,000—40,000 at that time. 

These facts must be considered from the facts that the metastasis to several 
organs in cases of transplanting intravenously was more frequent than that of 


transplanting in the abdominal cavity. 
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According to these above-noted facts, it is considered that this tumor has a 
character of monocyte-leukemia. However, according to our research, the follow- 
ing facts were deduced : 

1) Yoshida sarcoma grows in ascites or in tissues, but can hardly grow in 
the circulating blood. 

2) The proliferation can be prevented in sera but not in ascites. 

3) Tumor cell in blood presented mostly degenerative form and hardly showed 
mitosis. 

4) Even the case of transplanting intravenously, tumor cells disappeared from 
the circulating blood and only in the last stage after growing in the tissues, was 
thrown out into the blood stream. 

5) Only in Y-rats in the anergical situation tumor cells appeared in blood 
stream, but in W are K, in which normergical and allergical reactions rose, they 
could hardly appear in blood, though they grow in ascites. 

These facts show that appearance of tumor cells in the circulating blood is 
due ta the result of their being throw out into the blood stream on account of 
reduction of resistance in hosts, in tissues of which tumor cells proliferate ; and 
that they disappear in blood showing degeneration. 

Consequently, blood is not suitable environments for tumor cells. It is assumed 
that appearance of tumor calls in the circulating blood corresponds to the anergical 
septikemic situation like when germs appear in the circulating blood in anergical 
phase in the last stage of infection, and that there may be observed the same 
phenomenon in cases of leukemia, in which leukemic cells appear in the circulat- 
ing blood in later stage. 

(PARLE HIT ES) 


127. 音 田 内 性 の 細胞 形態 学 的 研究 
Cytological study of Yoshida sarcoma cell 
KIYOHARU TAKIKAWA, KEN HIRAMATSU, AKIYASU YASUMA, 
SABURO ONO, SYUNICHIRO YOSHIDA 
(The Ist Department of Internal Medicine, Nagoya University) 

Ascites of Yoshida sarcoma rats contains Yoshida sarcoma cell, the proper 
blood cells, mast cell and the other one group of cells which occasionally seems 
to be alike the sarcoma cell (a-cell). The latter cell group is named as f-cell for 


convenience and we studied the differences between «- and f-cell. We investigated 
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influences of several chemotherapeutic agents against Yoshida sarcoma cell. We 
have classified degeneration types in cytoplasm and nucleus by means of various 
cytological and cytochemical staining methods. We think a-cell has two kinds 
of vacuolus mainly. The one in small neutral fat vacuolus which is stained 
supervitally by Demel Sudan III method and the other is comparatively large one, 
component of which is glycogen, stained by Hotchkiss’s periodate Schiff’s staining. 
We also observed the vicissitude of these vacuolus as a feature of degeneration. 

Nitrogen Mustard: Some studies show that HN, has a direct destructive effect 
against neoplastic cells. We used 0.3mg and 0.04 mg of it (intraperitoneal) and 
obtained the following results. The counts of «-cell and of mitosis were reduced 
immediately, many cells changed into ameboid ones, nuclei showed hyperchroma- 
tosis of their nets, karyorrhexis or karyolysis, and scattered nucleoli. On super- 
vital staining, Janus green granules (J.g.gr.) clumped and scattered. Neutral red 
granules (N.r.gr.) became innumerable and its rosette disappeared. At the initial 
stage, neutral fat and glycogen almost could not be seen, because of cell fragmen- 
tation. Acid phosphatase in nucleus was reduced. 

Colchicine: It was reported that colchicine caused cell to lose its polarity, 
destroyed the mechanism of spindle-fibre formation, decreased the viscosity of pro- 
toplasm and transformed the chondriom. a-cell decreased gradually in number, g- 
cell showed the same result, following 0.04 or 0.004 mg of colchicine injected into 
peritoneal cavity. Cell body of «-cell became ameboid, grapelike and its edge 
irregular. J.g.gr. clumped, naked nucleus increased. Neutral fat and glycogen did 
not appear during 15 hours after injection. Nucleus changed late to degeneration 
of cytoplasm and manifested hyperchromatosis in nucleusnets, karyorrhexis, and 
nuclear fragment. Nucleolus was also destroyed. Mitotic cells decreased tempolari- 
ly about 3 hours after, then increased to the highest about 24 hours and again 
decreased after 2 days. Cells at anaphase and telophase dropped remarkably. 
Chromosome at metaphase became thick and short. Reduction of chromosome, 
aberration and resolution of them could be seen. Appearance of «-cell in blood 
was remarkable. 

X-ray: The effect of x-ray is said to be based on the disturbance of nucleic 
acid synthesis and of mitotic cells entering into prophase. According to our ex- 
periment, main change of «-cell was vacuolar degeneration and besides it ameboid 
change, clump of J.g.gr. irregular form of nucteoli and karyorrhexis were observed. 
Neutral fat increased at first and then followed by glycogen. Acid phosphatase 
in nucleus was reduced. At irradiation of 5000 r, mitotic cells showed remarkable 
reduction after 3 hours. And then aberration of chromosome at anaphase was 
often observed. 

Aminopterin (0.1—0.2mg): This agent is said to disturb the nucieic acid 
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metabolism. Our experiment showed the gradual reduction of «-cell, nuclear 
changes, chiefly hyperchromatosis of their nets and reduction of mitotic cells. 
Vacuolar degeneration appeared following nuclear changes, and neutral fat (6 hours) 
and glycogen (12 hours) increased. 

Folic acid: It was injected as a control to aminopterin. Counts of «-cell and 
»-cell increased slightly and then they seemed to gradually become low. 

Urethane: Small doses of urethane had no effect but 120mg of it produced a 
reduction of «-cell, vacuolar degeneration in cytoplasm and naked nucleus. Neutral 
fat increased and followed by glycogen. Nuclear changes were slight, mitosis 
unvaried, and acid phosphatase was stained unevenly. 

Guanazolo: Guanazolo is said fo combine with RNA and to disturb nucleic 
acid metabolism. According to our intraperitoneal injection (30mg), a-cell was 
reduced, and then small vacuolar degeneration and neutral fat vacuoles increased 
but glycogen was unvaried. Degeneration in nucleus, especially, karyorrhexis was 
seen temporarily (one day after the injection). Mitotic rate was not changed, but 
pycnosis and aberration of chromosome were found. Acid phosphateas was recog- 
nized unevenly in nucleus. 

PABA (50mg): «-cell count became low slightly. 2 days later small vacuolus 
in cytoplasm and hyperchromatosis of nuclear nets were seen. 

Phenosulfasol (100mg): «-cell count was reduced gradually and hyperchroma- 
tosis of nuclear nets was observed. 

Poly-Methylolamide (70mg): «-cell decreased gradually and gz-cell count rose 
slightly. Swelling of cytoplasm, vacuolus and severe destruction were seen. 
Karyorrhexis was found profusely. Mitosis was reduced and abnormal mitosis was 
also seen. 

Difference between ck and B cell 
Giemsa-stain: Cytoplasm : Vacuolus 一 | 
Azur gr. : ーー 
3asophility i 
Nucleus : Size large small 


Form round polymorphic 
Structure fine coarse 
Peroxidase R ; 一 : 
Supervital stain : Nr: gr. rosette yellowish-red largevac, brown 
(Altmann-staid) Jg. gr. fine filamentous granulor 
Nucleolus large small 
Demel gr. (Neutral fat); seldom +-(small) almost + (large) 
Hotchkiss stain : Glycogen -(young)-+(mature cell) seldom-- 
Polysaccharide granular diffus ks 
Phagocytosis: ー = 9 


( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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128. TFA AMHURA HOBU FRI OT 
浜崎 幸雄 , EEE, 佐々 木 俊夫 NR EEE) 


On nuclear inclusion-bodies of rate grafted with Yoshida tumor 
YUKIO HAMAZAKI, JIRO SATO, TOSHIO SASAKI 


1921 年 に Lipschütz aan aa vn AORIRIC BV CH AKT Re 

行っ て か ら 。 共 の 後 ビー ルス 性 疾患 に お いて 包含 体 が 発見 され DIALER En AH 
の 租 織 病理 学 的 研究 に は 興味 の 中 心 と な っ た 。 吉田 腫瘍 が 一 種 の ビー ル ラ 性 疾患 で ちる べき 事 
学会 参照 ) WAH EHEC 





は 種 ベ の 観点 か ら 既 に 推 定 さ れ た と ころ で ある 。 (昭和 25 Ei 
包含 体 の 検索 を 行い 終 に 腫瘍 容 患 白衣 の 腸 間 膜 光 巴 腺 に お いて と が 検索 に 成功 し た 。 実験 方 法 

は 吉田 狂 瘍 接種 幅 長 腸 間 膜 注 包 月 を ホル マリ ン 又 は 硫酸 銅 加 純 アル シュ ー ル 固定 し H—E 染色 
を 行っ た 。 此 の 核 包 含 体 は 光 巴 腺 洞 内 の 腫 大 培 殖 を 來 し た 潮 汰 織 細 胞 に 現れ 群 在 する 傾向 を 示 
Fo WINK AN PATA ORG AR GANIC IRD CHC HS — es Aal 8-10 u 鮮 紅 色 
FOHRLE T BG ICS り 境界 は 其 だ 鋭利 で あ ぅ 。 核 は 正常 の 2-3 ER LER ok 


HELTRRORNNOATRUN LU SI K of IO PE Ze HE 7 AEE DRONE HATO 
NERZEICHZ 3. PERE A OMY Git HAS ZEEE HK (浜崎 ) の 夫 れ に 比 し て 著しく た 
Wo BSH Lhe Zz Teas ys Cowdry AWOKE WM AKIC ESS も の で ある 。 胞体 は 包 合 休 


な きも の に 比 し 多少 腫 大 し て 大 小 不 規則 な 空 泡 が あり その 壁 江 次 褐色 色素 の 沈着 が ある 。 億 し 


胞 休 の 碁 だ 乏しい 場合 も 見 られ ぅ 。 非 定型 稀 と し て 核 穴 隙 に 染色 北 破 片 が 多数 存在 し て 色 含 休 


の 表面 に も る 附 着 し て いろ も の が あう ぅ 。 接種 後 経過 日 数 と 包 合 体 の 関係 を 見 る と 1~4 日 後 で は 
明瞭 な 包含 体 を 認め 得 な い 。 具 2 日 後に な る と 洞 潮 状 織 細胞 が 有 継 分 裂 で 吐 に 増殖 し 始め 4-5 
日 を 経過 する と 潮 状 織 細 胞 は 腫 大 し て 可 成 増殖 を 示し 核 の 一 部 に 染色 素 の 消 耗 を 起 TOR 
際 内 に 好 酸 性 の 小 体 を 出現 する 事 が ある 。 併 し 之 が 明瞭 な 底 際 で 囲ま れ た 定型 的 包含 体 を 示す 


事 は 稀 で ある 。 7-9 日 に な る と 定型 的 な 包含 体 が 明瞭 に 現れ 來 り 一 方 に は 包含 体 乃 至 は 和枝 自 
身 の 退 行 変性 が 始ま る 。 こ とこ の 後 の 変 化 は 弾 瘍 細胞 の 光 世 腺 内 浸潤 と 密接 た 関係 が ある 。 NN 
瘍 細胞 が 周囲 か ら 光 巴 腺 被膜 を 越え て 洞 内 に 浸潤 する と 念 激 全 洞 内 を 舘 は よっ て 増殖 し 実質 細胞 
と 共に 潮 状 織 細 胞 の 甘 縮 や 治 失 が 起 る 。 か か る 時 期 に な る と 包含 体 は 著しく 不明 膝 と た り 和 途 に 
は 消失 LENZ HN. 核 包含 体 の 退行 変性 は 三 つ の 型 に 追求 出来 る 。 そ の 一 は 
包含 体 は 10/ 前 後に 腫 大 し 淡紅 色 か ら 淡 白色 えと その 色調 を 失い 境界 も 洋次 不明 瞭 に な り 
核 膜 も 頸 粒 状 に 診 壊し て 終 i に は 包含 体 は 胞 休 に 直接 取 囲 まれ る 事 こ な り 包 含 体 と 胞体 の 間 に 不 
明 須 な 全 際 を 残す 。 丈 に は 包含 体 は 腫 大 し て 守 際 を 充 し 核 膜 を 過度 に 伸展 し て 視 色 調 を 淀 び 來 
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2 CHARS EDER ORTE T SICH A TIPS So SITTERS ARRAY OWE FE 
LAL KK SMR ROW AKO EAHA FICS. TO UFER GRA IS 
変り 末期 に は 桜 膜 の み 残 留 す る に 至る 。 この 核 包 含 休 の 形成 を 左右 する も る の は 腫瘍 の 可 移植 性 
の 良信 で ある 。 移植 が 陰性 に 終っ た も の は 勿論 自然 治療 せる も の に は 包含 体 は 認め られ な い 。 
双 種 場 腹水 の 発育 貴 く 陽 性 度 の 低い も の も 包含 体 の 形成 琉 きか 陰性 で あっ た 。 こ の 核 包含 休 の 
検出 率 を 見 る に 吉田 腫瘍 接種 白 恨 60 例 に お いて 定型 的 な 核 包 含 休 を 認め えた の は 31 例 で , 
その 中 で 7-9 日 目 の も る の が 23 Pl (74%) を 占め た 。 不定 型 を 示し た も の は 60 例 中 13 例 
際 性 例 は 16 fil, この 中 4 日 以前 の 当然 除 性 と 見 修 し うる も の は 7 例 で , 結局 定 , WEA 
MRA af 83 2 に 認め られ た わけ で ある 。 な お 吉田 腫瘍 の 可 移 植 性 は 季節 的 に 著しい 相違 が 
あり 之 に 應 じ て 包含 体形 成 の 良知 が 現れ , 1-3 月 頃 に は 90 % 前 後 の 検出 率 を あげ る 事 が 出 


HH 本 テン 


AED o 対照 と し て は 全く 鍵 康 で 白 胡 及び 腹腔 内 に 法 汁 注入 せる 場合 の 腸 間 膜 光 包 腺 を 検索 し た 
が , Cowdry A 型 と 思わ れる 桜 包含 体 は 形成 され て いた な い 。 唯 光 巴 洞 内 潮 状 織 細 胞 の 腫 大 壇 
殖 の 起 っ て いる 場合 に は この 核 に 染色 素 の 好 酸 性 変性 が 屋 < 現 われ る 。 BI SPR MoM fx 
が 好 塩 基 価 を 減じ 好 酸 性 を 得る と Cowdry B 型 に 類似 し た 小 体 が 出来 る 。 か か る も の は 前 
記 Cowdry A 型 包含 体 の 形成 初期 及び 変性 期 つ も る の と 誤 論 され る 角 十 分 警戒 され な けれ ば な 
ら た ない 。 誤認 を 避け る 角 に 我々 は B 型 類似 の 包含 体 が いく ら 多 数 出現 し て も A 型 を 全く 混 え な 
いも の は 陰性 と 見 な し た 。 た お 金属 塩 等 で 細胞 を 帰 く 障 得 し た 等 に 枝 包 含 体 が 形成 せら れる 事 
が 知ら れ て いる が 我 < の 場合 に は こと れ ら 操作 と 関係 は な い 。 

I LO Rese CUS SICAL AKO HITE SOREL EB Rich led, さき に 


REED KO SHEETS CLICK LAU N ADOBE HR CH AMG LO 


( 交 部 省 科 学研 究 Wicks) 


129. THY NE 1 似 の 新 DEES lc | D Mass \ 的 研究 特に 
既成 吉田 肉腫 と の 比較 
加納 恭子 , 田中 達也 


Some cytological data obtained in two strains of new ascites-sarcoma 
A 
KYOKO KANO, TATSUYA TANAKA 
(Zoclogical Institute, Faculty of Science, Hokkaido University) 
Two strains of ascites-sarcoma in white rats, which are quite similar in nature 
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to the Yoshida sarcoma, were developed by the application of azo-dyes (cf. Tana- 
ka, Kanö and Makino published in this volume). Cytological investigations have 
been carried out on them and the following findings were obtained: 

In both cases, there is a strain of tumor cells respectively ; the tumor cells 
multiply with a regular mitotic behavior and primarily play an important role in 
the growth of the tumor. Those tumor cells possess a peculiar chromosome con- 
stitution, not only in the chromosome number but also in morphological charac- 
teristics of chromosomes. They contain well-balanced subdiploid chromosomes, 40 
or thereabouts in number, and are characterized by two distinct sets of chromosomes 
which are dissimilar in both structure and nature. But, the two strains of ascites- 
tumor here concerned are different from each other in their chromosome constitu- 
tions as follows: 

Strain I: the chromosome complement of tumor cells consists of 22-23 rod- 
type elements and 18—20 V-shaped ones. Among them, two elements are very 
apparent by their prominent V-shape of large size. 

Strain II: the chromosome constitution of tumor cells is made up of 28—30 
rod-elements and 11-12 V-shaped ones in which an element is remarkable because 
of its large size. 

The strain cells actively multiply through a regular course of mitosis during 
from the early part to the middle part of a transplant generation. During the 
course of the multiplication, a number of the derivatives from those tumor cells 
become abnormal due to aberrant mitoses. Towards the later part of a transplant 
generation, the regular mitotic cells gradually decrease in number, while the cells 
showing mitotic abnormalities increase. At that time, the accumulation of the 
tumor ascites reaches an enormous amount: in the peritoneal cavity of the host. 
The malignant growth of the tumor has thus been maintained, and this leads the 


host to the death. 
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AAS HADI } BIER : 
形態 的 変化 に 就 て 渡辺 文 友 
Morphological changes of the carcinema and sarcoma cells in the course 


of intensive heating of their microscopic specimens 
FUMITOMO WATANABE 


MAW BAL CW SIRF AGRI, 組織 と を ホルマリン, アル コー ル 等 の 薬液 に よっ て 組 


Ic. 観 容 す る の で ある 





MEMES, 組織 を 固体 と な し て , ZZ LM LTE 
312 














が , COREE Ze PLIC—FEO BA & [HA SAE CHO BIE LBA CLEBET SCL ikea 
は 組織 の 特性 を 知る 上 に 役立つ も の と 考え る 。 前 回 報告 し た 方 法 爺 ち 組織 と を ホル マリ ン 固 定 レ 


A774 vi, 5 「 ミ クタ ロン] 切片 を 360°C—400°C の [モー ター| 上 に て 数 秒 か ら 15 秒 


> 


MAFTS CEI Lo THN SMAKO NE, BLOM BME, BUHL, ALO 





EPIC LOOIMAMGL, 温度 を 調和 師 す る こと に より , 加熱 組織 


いや 


程 に お いて は 加熱 像 を 題 微 
4 > 


Eye Zi) Ehe ラテ 2 = 1 ュ ッ キー "LI bree os 
PH に 認識 する こと が 出来 る の て で 之 が この 方 法 の 有利 な 点 で あ Do 


の 形態 上 の 変化 を 





祭 上 の 必要 に 應 じ て 適当 に 表わす こ 。 








か か る 方 法 に よっ て 得 ら れ て 組織 像 の 特徴 は 加熱 の 極め て 初期 に お いて は 海 因 し た 細胞 原形 
Pw 


FUER 程度 融解 す る \ の の 如 < の 従っ Cc i HT His Fee { 形質 は 融合 レ た か の 如 く (ご ae ae 更に 熱 カ jl 


席 く な る 。 KKOP MWK Ho HH 





わる と 原 形質 は 加熱 前 より る 陸 緒 し , その 結果 細胞 問 了 , 


WO HRS Hof ze LESS So 正常 の 場合 は 突起 を 有 し な い 細 胞 原 形質 も 加熱 に より 突起 汐 c 


THe Bee = LIIH > Tr ur J 1 
RTE ET SCEBSSOCZIT EI OLE Ro -- 
reo Th ET Cm EL obs be 

は 突起 状 を な BE 【 突 起 は 細長 く BH ft, 






oes Ir: > P es a ーー 
用 買 は 履 縮 する か 又は 収縮 せ す な る 。 上皮 性 の 細胞 の 原 












FEU ICIS REE ik S TEWHS— 区 に 上 友 性 の 細胞 で は 原形 質 か ら 核 が 離れ 両者 の 間 に 守 


際 を 作り 或 は 細い 多数 の 続 状 の 連絡 を 示す こと が ある 。 


加熱 像 に = 3 
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> 2 Sit UL m om 
Lipase 多い が HERPES HA 
m で 止ま っ て いる 間 が 長い よう 
Weel ヤー Aa Zar ad 
リ FEIT k SLR Zs 特徴 に CHE Ch 





CORRELL TH Hl ROM OMRIRITO ZAM ET 3, 








Wali: © dye % WABRIC HE LABS 3 OILH THEERO FA AEBS BA i= Bs 
MNO AGS ER OD CHANT BD GALS _ WIGETIE HH fH LIX HOME FATT 
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IM あっ と 時 r ョ ーー RPT Pe. BS il Ty — Hh 

も の も ある 。 FRITH 色色 を 早 す る が of Ky esac} Lr Zs Ci fa EROTIK DL CHI HN 
1 wohn is @ FY 2 NINA 


OBER So MUO HU CLIO BOG LTS 





Me MGIRC Muy) SOR 247 UTS, HiME FS 


と プ 、 イ ルフ で RT イカ 2 WES Te SENT? っ i BEN 2Z ee nets rt 
LE AZ {hd な が NEADS Te DEWYT %, r を 保っ CY¥VO t, D iT AMI AS >20 IRI atx Wie i 


PRALR OFBFTASEIRT HB BOON SEEN 7 ALIS ME AEDS SAS, 標本 を 出来 


する 也 り 造 く 切 る こと に より 日 的 を 達し 得る 。 問 質 結 締 織 の 黒色 の 潮 沢 構造 た , WGrkin wey 
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GOMES 5 RO BEN Te IG ITO Wi (6 2 ERS MRS ke LCE > 











いる 。 NEHME EN TAREMENT LI ASCHE Te VIEL REO MMe to & Y 
区 別 出 来る 。 

肉腫 : 肉腫 細胞 の 核 は 加熱 に より 夫 化 の 傾向 が 大 で 容積 を 縮 少 す る 場合 が 多い 。 Hofe 
用 租 度 で は 必ず し ゃ 核 が 黒く な ら な い 部 分 が 稀 に 同一 標本 内 に 現われ る 。 加熱 像 に お ける 細胞 
肉腫 の 原形 質 突 起 は 粗 で 太く 現われ , 繊維 肉腫 の 織 維 が 細長 く 密 で ある 標本 が 得 ら れ た 家 和 名 の 
粘液 肉 性 は 桜 は 直ちに 小さ く な り 夫 化 し 易く , 又 友 化 の 傾向 も 強い 。 粘液 変性 を 起 し た 原形 質 
は 消 夢 性 に 淡 昔 色 の 中 に 多数 の 織 維 半 が 明 に 認め られ る 。 円 形 細胞 肉腫 と 角 様 痛 と の 初期 の 加 
熱 像 は 区 別 が 困難 で ある が 加熱 が 進む と 船 様 冶 の 細胞 原形 質 の 突起 様 物 は 治 失 し 円 形 細胞 肉 風 
(に お いて は 繊維 が 多数 列 然 と 現われ て くる の で 負 別 は 可能 で ある 。 


以上 の 所 見 は 間 度 , 加熱 の 速度 並 に 加熱 , 過程 の 時 等 及び 標本 の 厚 さ 等 に よ り 影 響 さ れる 所 
が 少な く な い が , 加熱 標本 作成 が 一 定 の 規準 を と り 容 上 頑 に な る な ら ば 加熱 標本 に 現われ る 組織 
像 は 冶 腫 並 肉 隆 の 性 状 を 知る 上 に 一 つの 役割 を 演 す る こと と な ろう 。 


131. 奈良 蜂 下 の 冶 に 就 て (第 三 報 ) 
‘BBE, 戸上 好弘 て 奈良 県 立 医科 大 学 , 奈良 県 衛生 部 ) 


On human cancer in Nara Prefecture (3rd report) 
HISAMASA SATO, YOSHIHIRO TOGAMI 


大 和 地 方 は 二 , 三 の 都市 を 除け ば 土着 人 に io THO anbot Tis 
い 。 た な お この 地方 は 茶 弟 を 食す る 風 逢 が 存在 し 更に 農山 村 に は 交通 その 他 の 関係 か ら 血 族 結婚 
の 傾向 が 測 厚 と 見 られ る 地方 が ある 。 

奈 具 泡 に お ける 冶 死 亡 は 過去 20 年 來 日 本 全 國 下 均 の 1.5~2 HERS PH RICH SH 
元 年 より 10 年 迄 の 10 ヶ年 間 に お ける 閣 死 亡 率 を 調査 する に 全 國 相 均 値 7 上 0.03 対し 祭 
AMT 12.5 土 0.05 で 1.8 倍 の 高 率 で あり , IRECHWT REN 23 年 10.11 土 0.13. 昭和 
24 年 10.31 土 0.13. 昭和 25 年 10.9 土 0.14 で 昭和 22.23.25 年 3 ヶ年 間 の 粗 死亡 率 の 下 坊 
値 10.04 と な り 全 國 牌 均 6.95 に 比 し 依然 高 率 を 示し て いる 。 

これ が 事実 で ちあ る と する な ら ば , 大 和 人 の 性 癌 に 就 て は これ ら の 特殊 事情 が 一 應 考慮 


べき で あろ う 。 


多 ち 特定 の 環境 と 弓 間 と の 間 に 何 ら か の 関係 が 存在 する か 否 か を 追求 すべ く 前 回 に 引続き , 
MENTOR 族 結婚 の 頻度 , 両者 の 関係 を 中 心 と UCHAKICE DO, 懸 下 九 ヶ 町 村 の 調 
査 を 行っ た 。 そ の うち 整理 を 終え た 八 町 村 に 就 て 報告 する 
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対象 戸数 457 戸 の うち 集計 戸数 は 3424 戸 で ある 。 そ の うち 世帯 主 の 世代 (世帯 主 並 に そ 
の 同胞 ) 世帯 主 の 父母 の 世代 (父母 普 に その 各々 の 同胞 ) 世帯 主 の 宜 父 母 の 世代 ( 宜 父母 並 に 
その 同胞 ) の 三世 代 中 その 何れ か に 痛 あ り と な す も る の の 戸数 , 並 に これ ら 三 世代 の 何れ か に 箇 
族 結婚 あり と な す も の の 戸数 の , 集計 戸数 に 対す る 百分比 は , 夫 * 第 1 表 に 示す 通 CHS, 
血族 結婚 の 範囲 は 第 五 等 要 ま で を 考慮 し た 。 

更に 第 2 表 に お いて は 各地 区 の 閣 発 見 率 を 世代 別に 分 析 観 察し た 。 こ れ に よれ ば 父母 の 世代 
が 一 般 に 高 率 を 示す 。 暫 父母 の 世代 が 概して 低 率 な る と と は , 容 患 根拠 の 不 確 実 な ら ろ こ と が 主 
因 と 思考 福 ら れる 。 

第 3 表 に お いて は 導 と 血族 結婚 と の 関係 を ホ す 。 こ と れ に よれ ば ある 世代 に 交 が あり , その 世 
代 或 は それ 以降 に 血族 結婚 の ある も の と , これ の 無 癌 家系 の 血族 結婚 に 対す る 割合 ARE 
率 ) は , か な り 高 率 を 示す が , これ を 分 析 し て 観察 する に , HRFHLTENRFR EL ONNI 
特定 の 関係 を 見 出し 難い 。 

さら に 第 4 表 は 血族 結婚 こと 間 に 限 定 し た 場合 を 示す 。 こ れ に よれ ば 発癌 と 血族 結婚 と 
の 関係 は , 舟 来 を 待っ て 始め て 明らか と な る 家系 を 含有 する (sc) 従っ て 両者 の 関係 に 就 
て は 更に 対象 と 増し , 観察 の 経 続 並 に 分 析 が 必要 と 思わ れる 。 (六部 省 科学 研究 費 に よ ょ る) 





第 1 表 調 査 表 KK る 一 EHE 
全集 計 戸 数 : 3424 
| 集 軒 戸数 | 集 計 率 MER) cc 
町 村 名 | | CHF BK) (1) (2 
ii o | 152) 65.3% 13.5% 16.7% 
に (1520,2338) (205) | (251) 
明 O | 204 75.6% 17.7% 16. 7% 
ee iw (294, 270) (30) | _ (③④ 
Bi a | 384 79.7% 21,026 29.9% 
i ewe Ue (92) 115) 
k Oe | 277 66, 0% 1. 49% 17.3% 
ERST (277,420) 10) (45) 
iy) O 436 81.2% 14,9% 19.7% 
(426 518) 65) ($6) 
i ケ @ 1 198 71.5% 28.3% 27. 8% 
も - > = (198 227) 56) 55 
東 〇 | 227 89. 72 の 2 ).322 22; 20 
| (227,281) (46) | 52) 
| 
狂 〇 | 178 89.5% | 12,4% 19. 7% 
| (178 221) (22) 35 





FE) (1) 三世 代 中 何れ か に 交 の ある も の 。 (2) 三世 代 中 何れ か に 二話 結婚 の ある LO, 
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さと し て 2 日 間 に わ た っ て 開催 Fo HA 





富 三 ( 副 会 長 ): 第 13 回 日 本 医学 会 の 分 科 3 
会 も 滞り な く プ ログ ラム を 終了 し まし た 。 今年 の 学会 は , oh, その 内 容 , 印 ち 研究 


_ ur Es j= 、 ゝ . 
“3 ~ Dr BUC 





され て いる 方 面 の 廣 き さと 深 さ , それ か ら 皆さん の 熱心 た た AN 1 











WIFI HB VAIWIRE LOCH r7cLIMMUE Leo fHBEITHER EAA. 
の 研究 が これ か ら 何 う 発展 する か は , 度 い 医学 の な か で も ゃ も, 今や 特別 に 興味 を た も る たれ て い 
ら 語 題 で ある よう に に 思わ れ ま KEY Cie, 非常 た 研究 費 と 努力 と を 注ぎ 込ん を で 交 の 研究 を 促 
- て いる 模様 で あり ます 。 こ の 事 は , た きた 問題 で ,。 し か 
か 一 押し で 何 か 打 開 の 光明 が 見 出さ きれ そ : ー そ うい う 感 じ の 現 わ 


れ で ある と fir RL Th kunde 思わ れ まま ・ i. = LK eld 72 1 Si > 3 sak re |i] m で は 





か と 思い x の 6 
この よう な 時 に , この よう な 満足 すべ き 学 会 を も っ 大事 は , お な の 喜び で あり , AMO MF 


RIM し て 敬意 を 表し た いと 思い ます 。 わ が 園 の 抱 の 研究 は , NURSE A 





と れ は 較 外 で も 認め る 所 と 信じ ます 。 こ の 停 統 の 上 に , 征 * わ しれ やれ と 
k り 以 上 の 成果 を 持ち 寄っ て , また この 同じ 学会 を 開 こ う で は あり ませ ん か 。 


> っ ヘー で 月 月 へ R ie it ur “ie Lo Sb: Au m ep ヘイ % と っ に ノ を っ y = 374 
ここ で 閉会 する こと は , DNDNM FORTE TONSTRSI EKA, むしろ, これ か 





ら 銘 の 研 究 節 に 立ち 戻っ て , AE KEREBETO, Hb 
o 米 在 は , HMEWIRBLVAIECS, この 会 が 開か れる こと に な っ て 居り ま 
く の お 名 残り と いう 意味 で , 今年 の 会 を 閉 お た いと 思い ます 。 
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Mi 集 RE 本 。 下 RM 


= AC FA: OVER RRA, 在 米 日 本 人 諸 学 者 の 最 
ER 新 Fil 第 7 集 Aa を 集録 する も の で , 腫 腸 に な ける 核酸 の 研 


A5%) 130 A 上 製 定価 250 円 (宮地 徹 ) 生理 機能 に 最も 関係 の 深い 酵素 系 の 新 
し い 知識 CRAVE) の 2 編 を 収め あ た も の で ある 。 


3 集 A5 判 3708 定価 19073 
BIER : 5 BAM A5 判 450 Ki 定価 25073 


液 代 用 品 て 有 山 登 う 栄養 上 欠く べから ざる アミ : 

7 os Cosmas yh Mn に 於 け 人体 外層 動 路 に 関す る 5 BRD 分 化 と 新 一 元 ame CT Wa) ARCHE 

RIE CM) 糸状 菌 共 他 微生物 の 産生 す | IE) ER CRAB) 779 BR CURA 

SRM ME CPS PRE て 黒 屋 政彦 ) ネズ ME) Hie we 4: & HO ATED. (吉田 富 三 ) 電子 

| : 顔 に つい て CANE + HARI) 濾液 因子 群 の LIM IC x 5 BHAI CHRD © ビタ ミン M と 
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HH 本 靖 学 会 会 費 
昭和 26 年 度 も 会 費 400 円 で す 。 会 員 に は 「 冶 」 第 42 疹 (第 1 号 - 第 4 号 ) を お 衝 り し ます 。 


Res 
東京 都 中 央 区 木挽 町 2 ノ 17 EN Aa ee SAT 
日 本 閣 学 会 の 振 奉 口座 は 東京 174423 Best, 


Ku HM 
「 痛 」 は 当分 の うち 1 年 1 1-4) 発行 し , 日 本 大学 会 総会 記事 の ほか , HRoMinf 
宛 の 進歩 を 海外 に 示す べき 原著 を の せま す 。 原著 は 英文 を 原則 と し , 和 区 要旨 を つけ て 下さ 
o 図版 は 実 費 を 頂く か も 知れ ませ ん 。 原著 に 限り 別刷 は 50 HR BH LET, 
原稿 知り 先 は 
東京 都 中 央 区 木挽 町 2 ノ 17 REA oO BB 


昭和 26 年 8 月 20 日 印 Al 
昭和 26 年 9 月 1 日 発 FF 
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東京 都 子 代田 区 神田 三崎 町 2 7 12 
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HRA PY RARE 2717 電話 京橋 C56) 8871-4 希 
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Qt 神 田 C25)2822 番 7 共立 出版 株 式 会 











